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変更履歴
次の表に、このガイドに加えられたすべての変更を一覧します。最新の変更が上部に表示され

ています。

日付参照先変更

2017年 8月Release 11.6(1)用ドキュメントの最初のリリース
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日付参照先変更

ユーザーの作成（211ページ）HCS for CCでは、11.5以降の
Active Directoryからのみユー
ザーを作成できます。UCCE
からユーザーを作成すること

はできません。

ガイド全体HCS for CCでは、11.6から 500
エージェント導入モデルのサ

ポートが削除されました。

Small Contact Center導入モデ
ル用 CUBEエンタープライズ
の構成（142ページ）

Small Contact Center導入モデ
ル用に CUBEエンタープライ
ズの構成手順が追加されまし

た。

セッションボーダーコント

ローラの統合（202ページ）
セッションボーダーコント

ローラの統合が追加されまし

た。

VRFを使用したSCC展開のた
めのゲートウェイの構成（353
ページ）

VRFを使用した SCC展開用
ゲートウェイの構成手順が追

加されました。

基本構成パラメータ（550ペー
ジ）

11.6の基本構成パラメータを
更新

このガイドについて
このドキュメントでは、Contact Centerインスタンスの新しいHosted Collaboration Solution for
Contact Center（HCS for CC）を必要なインプレース Hosted Collaboration Solution for Contact
Centerインフラストラクチャに展開、構成、統合するために必要な情報を提供します。このソ
リューションを構成および統合するために実行する手順の一覧を示します。

このドキュメントでは、Hosted Collaboration Solution for Contact Centerアプリケーションとイン
フラストラクチャが配置され、CCの展開と統合のHCS for CC準備ができている必要がありま
す。このドキュメントでは、CCゴールデンテンプレートのHCS for CCが展開および統合用に
作成されていることを前提としています。
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対象者
このマニュアルは、シスコ Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）、製品、設計、要
件、インストールおよび管理のメソッドと手順について認定された、または同等の経験がある

シスコ認定テクノロジーパートナー（ATP）担当者を対象としています。

Hosted Collaboration Solution for Contact Centerのサブセットとして、コンタクトセンターのHCS
for CCの読者は、これらの必須およびオプションのアプリケーション、プラットフォーム、お
よびインフラストラクチャに対応する知識と経験を持つことが必要です。

関連資料
さまざまなコンポーネントとサブシステムを含む、Cisco HCS for Contact Centerソリューショ
ンの展開に関する設計上の考慮事項とガイドラインについては、「http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/
products-implementation-design-guides-list.html」を参照してください。

Cisco HCS for Contact Centerのインストール手順については、「http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/
products-installation-guides-list.html」を参照してください。

Hosted Collaboration Solutionアプリケーションおよびインフラストラクチャの設計、インストー
ル、および構成については、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-hcs/tsd-products-support-series-home.html」を参照してください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

フィールド通知
シスコでは、シスコ製品に関する重要な問題についてカスタマーとパートナーに通知するため

に、Field Noticeを発行しています。通常それらの問題については、アップグレード、回避策、
またはその他のユーザアクションが必要になります。詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/support/web/tsd-products-field-notice-summary.htmlの「製品フィールド通知の概要」を参
照してください。

次の通知で新しいアナウンスがリリースされた場合、シスコ製品、シリーズ、またはソフト

ウェアのカスタムサブスクリプションを作成して、電子メールアラートを受信したり、RSS
フィードを利用できます。

• Ciscoセキュリティアドバイザリ

• Field Notice

•販売終了またはサポートに関するアナウンス

•ソフトウェアアップデート

•既知のバグの更新

カスタムサブスクリプションの作成の詳細については、https://cway.cisco.com/mynotificationsの
「マイ通知（My Notifications）」を参照してください。

マニュアルに関するフィードバック
このドキュメントに関するご意見は、contactcenterproducts_docfeedback@cisco.comまで電子メー
ルでご共有ください。

ご意見をお待ちしています。

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。
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説明表記法

太字は、ユーザエントリ、キー、ボタン、フォルダ名およびサブメ

ニュー名などのコマンドを表すときに使用されます。

次に例を示します。

• [編集（Edit）] > [検索（Find）]の順に選択します。

• [完了（Finish）]をクリックします。

▽太字△

イタリック体は、次の内容を表すときに使用されます。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したスキルを
持つエージェントの集合です。

•ユーザが置き換える必要のあるシンタックス値。例：IF (condition,
true-value, false-value)

•ドキュメントのタイトル。例： Cisco Unified Contact Center

Enterpriseインストールおよびアップグレードガイドを参照してく
ださい。

イタリック体

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されます。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。例：
<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

ウィンドウ フォント

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出力な
ど）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されないもの（パ
スワードなど）。

< >
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第 1 章

クローンと OSのカスタマイズ

•クローンと OSのカスタマイズプロセス（2ページ）
•自動化クローニングと OSのカスタマイズ（2ページ）
•手動クローニングと OSのカスタマイズ（18ページ）
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クローンと OSのカスタマイズプロセス

自動化クローニングと OSのカスタマイズ
次の自動化ソフトウェアおよびダウンロード情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/
products-installation-guides-list.htmlにある『Cisco HCS for Contact Centerインストールおよびアッ

プグレードガイド』の「自動化ソフトウェア」セクションを参照してください。

• GoldenTemplateTool

• PowerCLI

• OVFツール
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• WinImage

ゴールデンテンプレートを使用した自動化クローニングと OSのカス
タマイズ

完了タスク順序

ゴールデンテンプレート自動

化ツールのダウンロード（3
ページ）

1

自動化スプレッドシートの入

力（4ページ）
2

自動化スクリプトの実行（6
ページ）

3

OSのカスタマイズプロセス
（7ページ）

4

ゴールデンテンプレート自動化ツールのダウンロード

ゴールデンテンプレートツールは、ゴールデンテンプレートの自動複製と、カスタマイズされ

た仮想マシンのカスタマーインスタンスへの展開に必要です。ゴールデンテンプレートツール

をダウンロードして、展開するには、システムのC:ドライブのルーツへの 自動化クローニン
グと OSのカスタマイズ（2ページ）を参照してください。VMware vSphere PowerCLIを使
用して自動化スクリプトを参照できます。

抽出されたコンテンツには、次のものが含まれます。

•自動化スプレッドシート、つまりスクリプトへのインターフェイス。

• 5つのスクリプトを含むスクリプトフォルダ。deployVM.PS1ファイルは、プライマリの自
動化スクリプトで、残りの 4つのスクリプトを呼び出します。

•エクスポート用の自動化スクリプトを実行するまで、Archive、Log、OVF、
PlatformConfigRepositoryおよび Reportフォルダは、空です。

図 1 :自動化ツールのダウンロード
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スクリプトの初回実行後は：

• Archiveには、日付とタイムスタンプとともに保存された自動化スプレッドシートの以前
のバージョンが保持されます。

• Logには、保存されたすべてのログファイルが日付とタイムスタンプとともに保存されま
す。

• OVFでは、ツールがエクスポート操作を実行すると、仮想マシンごとにサブフォルダが作
成されます。フォルダは、スプレッドシートの GOLDEN_TEMPLATE_NAMEセルから名
前を取得します。これらのフォルダは、お客様の ESXiホストに仮想マシンをインポート
するために使用されます。

• PlatformConfigRepositoryには、ゴールデンテンプレートプロセスの一部として生成され
た XMLファイルを保持する 3つのサブフォルダが入力されます。

• Reportには、日時の記録とともに保存されたすべての自動化レポートが保持されます。

自動化スプレッドシートの入力

クローン作成プロセスの自動化スプレッドシートに記入するには、表に記載されている情報を

入力します。VM自動化スクリプトを展開では、仮想マシンをカスタマーインスタンスにク
ローンするためにこの情報が必要です。

次の表で、各仮想サーバーの値と関連するプロパティに関して説明します。

VOSベースの VMワークグループ

ベースの VM
ドメインベースの
VM

列

対応対応対応CREATEVM

対応対応対応カスタマイズ

OPERATION

10.10.0.1010.10.0.1010.10.0.10SOURCE_HOST_IP

Datastore-A0Datastore-A0Datastore-A0SOURCE_DATASTORE_NAME

SOURCE_VMNAME

OVF_NETWORK1

OVF_NETWORK2
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VOSベースの VMワークグループ

ベースの VM
ドメインベースの
VM

列

GT-CUCMGT-CVP-ServerGT-RoggerGOLDEN_TEMPLATE_NAME

UCM-SUB-SIDE-ACVP-SVR-SIDE-ACCE-RGR-SIDE-ANEW_VM_NAME

10.10.1.1210.10.1.1110.10.1.10DEST_HOST_IP

Datastore-A6Datastore-A3Datastore-A1DEST_DATASTORE_NAME

10.0.1PRODUCT_VERSION

UCM-SUB-SIDE-ACVP-SVR-SIDE-ACCE-RGR-SIDE-ACOMPUTER_NAME

はいいいえWORK_GROUP

WORKGROUPWORK_GROUP_NAME

HCSCC.COM

（オプション）

HCSCC.COMDOMAIN_NAME

北米TIME_ZONE_LINUX_AREA

ロサンゼルスTIMEZONE_LINUX_LOCATION

(GMT-08:00)(GMT-08:00)TIME_ZONE_WINDOWS

HCSCC\administratorDOMAIN_USER

••••••••DOMAIN_PASSWORD

XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXXPRODUCT_KEY

HCSHCSOWNER_NAME

シスコシスコシスコORGANIZATION_NAME

HCSORGANIZATION_UNIT

サンノゼORGANIZATION_LOCATION

CAORGANIZATION_STATE

米国ORGANIZATION_COUNTRY

10.81.254.131NTP_SERVER

112NIC_NUM

10.10.10.3010.10.10.2010.10.10.10IP_ADDRESS_NIC1

255.255.255.0255.255.255.0255.255.255.0SUB_NET_MASK_NIC1

10.10.10.110.10.10.110.10.10.1DEFAULT_GATEWAY_NIC1

10.10.10.310.10.10.310.10.10.3DNS_IP_NIC1

DNS_ALTERNATE_NIC1

192.168.10.10IP_ADDRESS_NIC2

255.255.255.0SUB_NET_MASK_NIC2
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VOSベースの VMワークグループ

ベースの VM
ドメインベースの
VM

列

192.168.10.1DEFAULT_GATEWAY_NIC2

192.168.10.3DNS_IP_NIC2

DNS_ALTERNATE_NIC2

VM_NETWORK

自動化スクリプトの実行

始める前に

クライアントコンピュータにVMware vSphere PowerCLIをダウンロードしてインストールしま
す。

詳細については、を参照してください。自動化クローニングと OSのカスタマイズ（2ペー
ジ）

WinImage（32ビット）が C:\Program Files (x86)\WinImageにインストールされていることを確
認します。

（注）

任意の VOS VMをインポートし、WinImageのライセンスされていないコピーがある場合は、
各VOSプラットフォームのポップアップが表示されます。[OK]をクリックしてインポートプ
ロセスを続行します。

（注）

手順

ステップ 1 管理者としてサインインし、VMware vSphere PowerCLI (32-bit)アプリケーションを開きま
す。

ステップ 2 get-executionPolicyコマンドを入力し、制限付き実行ポリシーを決定します。

ステップ 3 ポリシーが制限されている場合は、set-executionPolicyコマンドを入力します。[値を入力（Supply

Values）]プロンプトで、Unrestrictedと入力したら、Yと入力します。

ローカルコンピュータで署名されていないスクリプトを実行し、他のユーザから署名されたス

クリプトを実行するように実行ポリシーを変更します。

ステップ 4 CD < GoldenTemplate directory>コマンドを入力します。

ステップ 5 次のシンタックスを使用して自動化スクリプトを実行します。
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例：シンタックス：

.\scripts\DeployVM.PS1
C:\GoldenTemplate\GoldenTemplate_VMDataSheet.xls
testvCenter testuser testpassword

<Path to the script> <Path
of the spreadsheet>
<vCenter IP / Hostname>
<vCenter User> <Password
to connect to vCenter>

これにより、データを解析および検証するスクリプトが開始され、GoldenTemplateディレ

クトリにエントリが作成されます。画面に完了率が表示され、[レポート（Report）]フォル

ダにステータスレポートが生成されます。

ステータスレポート内の [ログファイル（LogFile）]リンクをクリックし、エラー状態をデバッ
クし、シスコのサポートにお問い合わせください。

図 2 :ゴールデンテンプレートツールのステータスレポート

次のタスク

OSのカスタマイズプロセス（7ページ）

OSのカスタマイズプロセス

完了タスク順序

Windowsのカスタマイズプロセス

ネットワークアダプタ設定と

電源投入の検証（8ページ）
1

レジストリ設定の編集および

VMの再起動（9ページ）
2

VOSのカスタマイズプロセス
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完了タスク順序

DNSサーバーの構成（140ペー
ジ）

1

DNSサーバーのホスト構成
（141ページ）

2

ネットワークアダプタ設定と

電源投入の検証（8ページ）
3

ネットワークアダプタ設定と電源投入の検証

すべてのWindows VMに対してこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで仮想マシンを選択します。[VM]を右クリックし、[Edit Settings（設定
の編集）]を選択します。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]タブで各ネットワークアダプタを選択します。[デバイスの状態
（Device Status）]グループの [電源投入時に接続（Connect at power on）]がオンになっている
ことを確認します。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

Ctrl + Alt + Deleteは押さないでください。電源投入後に Ctrl + Alt + Deleteを押した場
合、カスタマイズは反映されません。手動でカスタマイズを完了する必要がありま

す。

重要

ステップ 4 VMが再起動し、カスタマイズを適用するまで待ちます。この処理に 5～ 10分かかることが
あります。

電源投入時の Ctrl+Alt+Delの押下からの回復

[ネットワークアダプタ設定の検証（Validate Network Adapter Settings）]および [電源オン（Power
On）]は、カスタマイズプロセスを初期化します。電源投入後に、Ctrl-Alt-Deleteを押すこと
を要求されますが、これを押すとカスタマイゼーションが反映されなくなります。よって、

Ctrl-Alt-Delは押さないでください。誤ってCtrl-Alt-Delを押した場合は、以下のオプションを
使用してカスタマイゼーションを復元してください。

手順

ステップ 1 C:/GoldenTemplateTool/Archiveから GoldenTemplate_VMDataSheet.xlsを取得します。

ステップ 2 GoldenTemplate_VMDataSheet.xlsコピーし、C:/GoldenTemplateToolに貼り付けます。
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ステップ 3 GoldenTemplate_VMDataSheet.xlsで、再展開が必要な行を除き、CREATEVM列のすべての行
で、[いいえ（No）]を選択します。

ステップ 4 もしくは、VMに対して手動でデータを入力します。

レジストリ設定の編集および VMの再起動

すべてのWindows VMに対してこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール（Administrative
Tools）] > [コンピュータマネージャ（Computer Management）]の順に選択します。

ステップ 2 左パネルで、[コンピュータ管理（ローカル）（Computer Management (Local)）] > [システム
ツール（System Tools）] > [ローカルユーザーとグループ（Local Users and Groups）] > [ユー
ザー（Users）]の順に選択します。

ステップ 3 右側のパネルで、[管理者（Administrator）]を右クリックし、[パスワードの設定（Set
Password）]を選択します。

ステップ 4 警告メッセージで [続行（Proceed）]をクリックし、新規パスワードを入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [スタート（Start）] > [実行（Run）] > [Regedit]の順に選択し、Registry Editorにアクセスしま
す。

ステップ 7 [HKEY_LOCAL_MACHINE] > [ソフトウェア（SOFTWARE）] > [Microsoft] > [Windows NT] >
[現在のバージョン（Current Version）] > [Winlogon]の順に選択します。

a) [AutoAdminLogon]を 0に設定します。

b) DefaultDomainNameと DefaultUserNameのキーが存在する場合は、これらキーを削除し
ます。

ステップ 8 マシンを再起動します。マシンがドメインに存在する場合は、ドメインにログインします。

ステップ 9 NET TIME /DOMAIN:<domain>コマンドを入力し、時間をドメインコントローラと同期しま
す。

OVFを使用した自動化クローニングと OSのカスタマイズ
完了タスク順序

ゴールデンテンプレート自動

化ツールのダウンロード（3
ページ）

1
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完了タスク順序

エクスポート用の自動化スプ

レッドシートの入力（10ペー
ジ）

2

エクスポート用の自動化スク

リプトの実行（11ページ）
3

目的の場所への転送（12ペー
ジ）

4

ロケーションの準備状況の確

認（13ページ）
5

インポート用のスプレッド

シートの入力（13ページ）
6

インポート用の自動化スクリ

プトの実行（17ページ）
7

OSのカスタマイズプロセス
（7ページ）

8

エクスポート用の自動化スプレッドシートの入力

前提条件：

エクスポートプロセスの前に、VMにエクスポートするネットワークアダプタが 1つしかない
ことを確認します。

エクスポートする自動化スプレッドシートを入力したら、エクスポート自動化スクリプトが列

のみを入力して、エクスポート自動化スクリプトが、 GoldenTemplateのサブフォルダである
OVFにエクスポート OVFをエクスポートできるようにします。

表 1 :エクスポート用の自動化スプレッドシートに必要な列

例説明列

いいえVMの作成を省略するには、
[いいえ（No）]を選択しま
す。

CREATEVM

ExportServer[ExportServer]を選択してスク
リプトで実行する操作をして

いします。

OPERATION

xx.xx.xxx.xxxエクスポートする VMをホス
トする物理サーバーの IPアド
レス。

SOURCE_HOST_IP
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例説明列

datastore1(3)VMwareで定義されたデータ
ストアの名前。

SOURCE_DATASTORE_NAME

TemplateRoggerAエクスポートする VMの名前
には、スペースと特殊文字は

使用できません。最大32文字
です。

SOURCE_VMNAME

CustomerRoggerAエクスポートされた VMの新
しい名前にはスペースや特殊

文字は使用できません。最大

32文字です。

GOLDEN_TEMPLATE_NAME

その他すべての列は空白のままにします。

エクスポート用の自動化スクリプトの実行

エクスポートスクリプトは、エクスポートスプレッドシートのデータを処理し、必要なフィー

ルドが正しい形式かどうかを検証します。

スクリプトにより、目的の場所に OVFをインポートできるフォルダが作成されます。

GoldenTemplateディレクトリからスクリプトを実行します。（注）

始める前に

クライアントコンピュータにVMware vSphere PowerCLIをダウンロードしてインストールしま
す。

詳細については、を参照してください。自動化クローニングと OSのカスタマイズ（2ペー
ジ）

手順

ステップ 1 VMware vSphere PowerCLI（32ビット）を管理者として起動します。

ステップ 2 get-executionPolicyコマンドを入力して、制限付き実行ポリシーが有効にするか、無効
にするかを決定します。

ステップ 3 ポリシーが制限されている場合は、set-executionPolicyコマンドを入力します。[値の入
力（Supply Values）]プロンプトで、「Unrestricted」と入力します。次に、「Y」と入力し
ます。これにより、実行ポリシーが変更され、ローカルコンピュータで作成した未署名のスク

リプトと他のユーザーからの署名済みスクリプトを実行できるようになります。

ステップ 4 cd < GoldenTemplate directory>コマンドを入力します。
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ステップ 5 次のシンタックスを使用して、自動化スクリプトを実行するコマンドを入力します。

例：シンタックス：

.\scripts\DeployVM.PS1
C:\GoldenTemplate\GoldenTemplate_VMDataSheet.xls
testvCenter testuser testpassword

<Path to the script> <Path of the
spreadsheet> <vCenter IP / Hostname>
<vCenter User> <Password to connect to
vCenter>

これにより、データを解析、検証し、GoldenTemplateディレクトリの OVFフォルダにエン
トリを作成するスクリプトが開始されます。

エラーが発生してもスクリプトは実行されます。エラーが画面に表示され、ログファイルに保

存されます。

このタスクが完了するまで、数時間かかります。

スクリプトが完了すると、Reportフォルダにステータスレポートが生成されます。ステータ
スレポートには、ログファイルへのリンクがあります。このファイルを参照して、エラー状態

をデバッグし、シスコのサポートにお問い合わせください。

図 3 :ゴールデンテンプレートツールのステータスレポート

目的の場所への転送

エクスポートプロセスが正常に完了したら、OVFファイルを任意の場所に転送できます。

また、 GoldenTemplateディレクトリを USBデバイスに転送することもできます。

この場合は、インポートスプレッドシートに入力し、USBドライブからインポートスクリプト
を実行します。

（注）
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ロケーションの準備状況の確認

インポートスプレッドシートを完成させ、インポートスクリプトを実行する前に、環境を次の

ように設定する必要があります。

• ESXihostまたは vCenter

•データストア

インポート用のスプレッドシートの入力

インポート用の自動化スプレッドシートに入力するには、次の表に示す情報を使用します。イ

ンポート自動化スクリプトでは、目的の ESXiホストに仮想マシンをインポートするためにこ
の情報が必要です。

次の表で、各仮想サーバーの値と関連するプロパティに関して説明します。

表 2 :インポート用自動化スプレッドシート列の入力

例説明列

はい[はい（Yes）]をクリックする
と、VMを作成します。

[いいえ（No）]をクリックす
ると、テンプレートを作成し

ます。

CREATEVM

ImportServerImportServerを選択します。OPERATION

はい[はい（Yes）]を選択すると、
インポート済みサーバーにス

プレッドシートの値を適用で

きます。

スプレッドシート入力時に値

が無い場合は、[いいえ（No）]
を選択します。

値がある場合で、[いいえ
（No）]を選択すると、値は
適用されません。

カスタマイズ

空欄のまま空欄のままSOURCE_HOST_IP

空欄のまま空欄のままSOURCE_DATASTORE_NAME

ブランクのままにします。ブランクのままにします。SOURCE_VMNAME
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例説明列

GTCS-1AOVFサブフォルダにあるエク
スポートされたゴールデンテ

ンプレートの名前を入力しま

す。

GOLDEN_TEMPLATE_NAME

CustomerRoggerA新しい VMの名前。スペース
や特殊文字は使用できませ

ん。最大32文字です。

NEW_VM_NAME

xx.xx.xxx.xxx新しい VMの ESXiホストの
IPアドレスまたは DNS名。

DEST_HOST_IP

datastore2(1)新しい VMのデータストアの
名前。

DEST_DATASTORE_NAME

11.x.x現在、このフィールドは VOS
製品にのみ適用されます

PRODUCT_VERSION

CUST-Rogger-A新しいコンピュータの NET
BIOS名。最大 15文字。特殊
文字は使用しないでくださ

い。

COMPUTER_NAME

いいえドロップダウン：

YESに設定すると VMにワー
クグループが追加され、

WORK_GROUP_NAMEが有効
化されます。

NOに設定すると VMにドメ
インが追加され、

DOMAIN_NAME、

DOMAIN_USERおよび
DOMAIN_PASSWORDが有効
化されます。

WORK_GROUP

該当なしワークグループ名を入力しま

す。WORK_GROUPが、YES
に設定されている場合のみ使

用します。

WORK_GROUP_NAME

xx.xx.xxx.xxxドメイン名を入力します。

WORK_GROUPが NOに設定
された場合にのみ使用されま

す。

DOMAIN_NAME
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例説明列

北米Unified CMに設定されるタイ
ムゾーン地域のドロップダウ

ン選択。米国の場合は、[米国

（America）]を選択します。

TIME_ZONE_LINUX_AREA

東部Unified CM、CUIC、または
Finesseに設定されるタイム
ゾーンの場所のドロップダウ

ン選択。

TIME_ZONE_LINUX_LOCATION

（GMT-05:00）東部時間（米
国およびカナダ）

Unified CVPおよび Unified
CCE VMに設定するタイム
ゾーンのドロップダウンの選

択肢。

TIME_ZONE_WINDOWS

DOMAIN\Username

（オプション）

新しいコンピュータをドメイ

ンに追加する権限を持つドメ

インユーザのユーザ名。

WORK_GROUPが NOに設定
された場合にのみ有効化され

ます。

DOMAIN_USER

package123package123ドメインユーザー
のパスワード。WORK_GROUP
が NOに設定された場合にの
み有効化されます。

DOMAIN_PASSWORD

ZZZM2-Y330L-HH123-99Y1B-GJ20B有効なWindows OSプロダク
トキー。形式は
xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxx
です。

PRODUCT_KEY

LabAdmin所有者の完全な名前。

AdministratorやGuestという名
前は使用できません。

これは、OS_TYPEがWindows
2016の場合は必須フィールド
です。

OWNER_NAME

MyNameUnified CM、Cisco Unified
Intelligence Center、
MediaSense、またはFinesseに
設定します。

ORGANIZATION_NAME
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例説明列

MyUnitUnified CM、Cisco Unified
Intelligence Center、
MediaSense、またはFinesseに
設定します。

ORGANIZATION_UNIT

MyCityUnified CM、Cisco Unified
Intelligence Center、
MediaSense、またはFinesseに
設定します。

ORGANIZATION_LOCATION

MyStateUnified CM、Cisco Unified
Intelligence Center、
MediaSense、またはFinesseに
設定します。

ORGANIZATION_STATE

アメリカ合衆国Unified CM、Cisco Unified
Intelligence Center、MediaSense
または Finesseに対して [組織
の国（Organization Country）]
ドロップダウンリストを設定

します。

ORGANIZATION_COUNTRY

xx.xx.xxx.xxxNTPサーバの IPアドレス。NTP_SERVER

2フィールドの値は VM_TYPE
フィールドに基づいて事前に

入力されており、保護されて

います。値は、「1」または
「2」です。

NIC_NUM

xx.xx.xxx.xxxNIC1の有効な IPv4アドレス。

NIC_NUMフィールドの値が
1の場合にのみ有効です。

IP_ADDRESS_NIC1

xx.xx.xxx.xxxNIC1の有効なサブネットマス
ク（IPv4アドレス）。

SUB_NET_MASK_NIC1

xx.xx.xxx.xxxNIC1の有効なデフォルトゲー
トウェイ（IPv4アドレス）。

DEFAULT_GATEWAY_NIC1

xx.xx.xxx.xxxNIC1のプライマリ DNSの有
効な IPv4アドレス。

DNS_IP_NIC1
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例説明列

xx.xx.xxx.xxxNIC2の有効な IPv4アドレス。

NIC_NUMフィールドの値が
2の場合にのみ有効です。

IP_ADDRESS_NIC2

255.255.255.255NIC2の有効なサブネットマス
ク（IPv4アドレス）。Unified
CCE VMのみ。

SUB_NET_MASK_NIC2

xx.xx.xxx.xxxNIC2のプライマリ DNSの有
効な IPv4アドレス。Unified
CCE VMのみ。

DNS_IP_NIC2

xx.xx.xxx.xxxNIC2の代替 DNSの有効な
IPv4アドレス。Unified CCE
VMのみ。NIC2のプライマリ
DNSのアドレスとは異なって
いる必要があります。（オプ

ション）

DNS_ALTERNATE_NIC2

VLAN2有効なネットワークアダプタ

設定

VM_NETWORK

インポート用の自動化スクリプトの実行

スクリプトは、スプレッドシートの値を仮想マシンに適用できるように、OVFファイルをイン
ポートしてテンプレートに変換します。

任意の VOS VMをインポートし、WinImageの違法コピーがある場合は、各 VOSのプラット
フォームにポップアップダイアログが表示されます。[OK]をクリックしてインポートプロセ
スを続行します。

（注）

手順

ステップ 1 VMware vSphere PowerCLI（32ビット）を管理者として起動します。

ステップ 2 get-executionPolicyコマンドを入力して、制限付き実行ポリシーが有効にするか、無効
にするかを決定します。

ステップ 3 ポリシーが制限されている場合は、set-executionPolicyコマンドを入力します。[値の入
力（Supply Values）]プロンプトで、「Unrestricted」と入力します。次に、「Y」と入力し
ます。これにより、実行ポリシーが変更され、ローカルコンピュータで作成した未署名のスク

リプトと、他のユーザーからの署名済みスクリプトを実行できるようになります。
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ステップ 4 cd < GoldenTemplate directory>コマンドを入力します。

ステップ 5 次のシンタックスを使用して、自動化スクリプトを実行するコマンドを入力します。

例：シンタックス：

.\scripts\DeployVM.PS1
C:\GoldenTemplate\GoldenTemplate_VMDataSheet.xls testvCenter
testuser testpassword

<Path to the script> <Path of the
spreadsheet> <vCenter IP / Hostname>
<vCenter User> <Password to connect to
vCenter>

これにより、データを解析し、データを検証し、GoldenTemplateディレクトリの OVFフォ
ルダから OSレベルのカスタマイズを使用して仮想マシンを展開するスクリプトが開始されま
す。画面に完了率が表示されます。

エラーが発生してもスクリプトは実行されます。エラーが画面に表示され、ログファイルに保

存されます。

このタスクが完了するまで、数時間かかります。

スクリプトが完了すると、Reportフォルダにステータスレポートが生成されます。ステータ
スレポートには、ログファイルへのリンクがあります。このファイルを参照して、エラー状態

をデバッグし、シスコのサポートにお問い合わせください。

図 4 :ゴールデンテンプレートツールのステータスレポート

手動クローニングと OSのカスタマイズ
• Windowsベースのコンポーネントのカスタマイズファイルの作成（19ページ）
•ゴールデンテンプレートから仮想マシンを展開（20ページ）
• VOS製品仮想マシンの応答ファイル生成（20ページ）
•仮想マシンに応答ファイルをコピー（22ページ）
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Windowsベースのコンポーネントのカスタマイズファイルの作成
Windowsベースのコンポーネントのカスタマイズファイルを作成するには、以下の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 VMware vSphereクライアントで、[表示（View）] > [管理（Management）] > [カスタマイズ仕
様マネージャ（Customization Specification Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [New]をクリックします。

ステップ 3 新しいカスタマイズ仕様ページで、新しいカスタマイズ仕様を入力します。

a) [対象仮想マシンOS（Target Virtual Machine OS）]メニューから [Windows]を選択します。
b) [カスタマイズ仕様情報（Customization Specification Information）]で、仕様の名前とオプ
ションの説明を入力たら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 登録情報ページで、ゲストオペレーティングシステムのこのコピーの登録情報を指定します。

仮想マシンの所有者名と組織を入力したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 コンピュータ名ページで、ネットワーク上のこの仮想マシンを識別する最適なコンピュータ名

オプションをクリックします。

ステップ 6 Windowsライセンスページで、次のゲストオペレーティングシステムのWindowsライセンス情
報を指定します。

a) 製品のボリュームライセンスキーを入力します。

b) [サーバーライセンス情報を含める（Include Server License information）]（サーバーゲス
トオペレーティングシステムをカスタマイズするために必要）をオンにします。

c) [サーバーごと（Per server）]をクリックして、サーバーライセンスモードを指定します。
サーバーが受け入れる接続の最大数として 5を入力します。[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 7 管理者パスワードページで、管理者アカウントのパスワードを入力し、パスワードを再入力し

て確認します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 タイムゾーンページで、仮想マシンのタイムゾーンを選択し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 9 一度実行ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 ネットワークページで、ゲストオペレーティングシステムに適用するネットワーク設定のタ

イプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

a) 標準設定では、vCenterサーバーはDHCPサーバーからすべてのネットワークインターフェ
イスを構成できます。

b) カスタム設定では、ネットワーク設定を手動で構成する必要があります

ステップ 11 ワークグループまたはドメインページで、[Windowsサーバードメイン（WindowsServerDomain）]
をクリックし、指定したドメインにコンピュータを追加する権限を持つユーザーアカウントの

接続先ドメイン、ユーザー名、およびパスワードを入力します。
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ステップ 12 オペレーティングシステムオプションページで、[新規セキュリティID（SID）の生成（Generate
New Security ID（SID））]をオンにして新しいセキュリティ IDを生成し、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 13 完了可能ページで、カスタマイズファイルのサマリーを見直したら、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

ゴールデンテンプレートから仮想マシンを展開

ゴールデンテンプレートから仮想マシンを展開するには、以下の手順を実行します。展開チェッ

クリストを使用して、展開のホスト、IPアドレス、および SANの場所を記録します。

手順

ステップ 1 テンプレートを右クリックし、このテンプレートで [仮想マシンの展開（DeployVirtualMachine）]
を選択します。

ステップ 2 仮想マシン名を入力し、場所を選択したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 ホスト/クラスタページで、テンプレートを保存するホストを指定します。ホスト/クラスタが
有効であることを確認します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。展開する Contact Centerコンポーネントの Cisco
HCS for CCに準拠する仮想マシンに対して有効なデータストアを指定します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 インストールするコンポーネントのデータストア RAIDレベルが、導入モデルの SAN構成の
テーブルで指定された条件に準拠していることを確認します。

ステップ 7 [Thick provisioned Lazy Zeroed]をクリックして、仮想ディスクに一定量のストレージスペー
スを割り当てます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 既存のカスタマイズ仕様を使用して [カスタマイズ（Customize）]をクリックし、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 9 [テンプレート用カスタマイズファイル（Customization File for the Template）]で作成したカス
タマイズファイルを選択します。

ステップ 10 新しい仮想マシンの設定を見直します。[完了（Finish）]をクリックします。

VOS製品仮想マシンの応答ファイル生成
VOS製品仮想マシンの応答ファイルを生成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/web/cuc_afg/index.htmlのリンクを開きます。
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ステップ 2 以下のクラスタ全体パラメータを構成します。

a) [ハードウェア（Hardware）]で、[プライマリノードのインストール先仮想マシン（Virtual
Machine for Primary Node Installed On）]を選択します。

b) [製品（Product）]で、製品名と製品バージョンを選択します。
c) [管理者のログイン情報（Administrator credentials）]で、管理者のユーザー名とパスワード
を入力し、パスワードを確認します。

d) [セキュリティパスワード（Security Password）]で、パスワードを入力し、パスワードを確
認します。

e) [アプリケーションユーザーログイン情報（Application user credentials）]で、アプリケー
ションユーザー名とパスワードを入力し、パスワードを確認します。

すべてのノードで、同じシステムアプリケーションまたは管理者ログイン情報を使用しま

す。

f) [証明書情報（Certificate information）]で、Unified CMおよび Unified Intelligence Centerの
組織名、ユニット、場所、都道府県、国を入力します。

g) [SMTP]で、[SMTPホストの構成（Configure SMTP host）]ボックスをオンにし、SMTP
の場所を入力します。

ステップ 3 次のプライマリノードパラメータを構成します。

a) [NICインターフェイス設定（NIC Interface Settings）]で、[自動ネゴシエーションを使用す
る（Use Auto Negotiation）]チェックボックスをオンにします。

MTU設定は変更しないでください。（注）

b) [ネットワーク情報（Network Information）]で、IPアドレス、ホスト名、IPマスク、およ
びゲートウェイ情報を入力します。

[IPアドレス解決にDHCPを使用する（Use DHCP for IP Address Resolution）]オプション
は選択しないでください。

c) [DNS]で、[クライアントDNSの構成（Configure Client DNS）]オプションを選択し、プラ
イマリ DNS IPと DNS名を入力します。

d) [タイムゾーン（Timezone）]で、[プライマリタイムゾーン設定を使用する（Use Primary
Time Zone Settings）]オプションを選択します。

e) [ネットワークタイムプロトコル（Network Time Protocol）]で、[ネットワークタイムプロ
トコルを使用する（Use Network Time Protocol）]をオンにし、少なくとも1台の外部NTP
サーバーに対して IPアドレス、NTPサーバー名、またはNTPサーバープール名を入力し
ます。

ステップ 4 次のセカンダリノードパラメータを構成します。

a) [NICインターフェイス設定（NIC Interface Settings）]で、[自動ネゴシエーションを使用す
る（Use Auto Negotiation）]チェックボックスをオンにします。

MTU設定は変更しないでください。（注）

b) [ネットワーク情報（Network Information）]で、IPアドレス、ホスト名、IPマスク、およ
びゲートウェイ情報を入力します。
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[IPアドレス解決にDHCPを使用する（Use DHCP for IP Address Resolution）]オプション
は選択しないでください。

c) [DNS]で、[クライアントDNSの構成（Configure Client DNS）]オプションを選択し、プラ
イマリ DNS IPと DNS名を入力します。

d) [タイムゾーン（Timezone）]で、[プライマリタイムゾーン設定を使用する（Use Primary
Time Zone Settings）]をオンにします。

e) [セカンダリノードの一覧（List of Secondary Nodes）]で、[セカンダリノードの追加（Add
Secondary Node）]をクリックします。

ステップ 5 [応答ファイルとライセンスMACの生成（Generate Answer files & License MAC）]をクリック
し、Publisherと 1つ目の Subscriberに対して応用ファイルをダウンロードします。

Unified CMの場合は、2つ目の Subscriberに対する応答ファイルが必要な場合は、応
答ファイルジェネレータWebページを閉じて開き、Publisherと 2つ目の Subscriberの
詳細を入力します。1つ目の Subscriberと一緒に Publisherファイルをすでにダウン
ロードしているので、2つ目のSubscriberの応答ファイルのみをダウンロードします。

（注）

ステップ 6 VMに応答ファイルをマウントには、セクションに記載されている手順を実行します。

仮想マシンに応答ファイルをコピー

ゴールデンテンプレート自動化ツールは、無人インストール用の応答ファイルを生成します。

各応答ファイルは、C:\GoldenTemplateTool_lO\PlatformConfigRepositoryディレクトリにコピー
されます。これらの応答ファイルはフロッピーディスクファイル形式に変換され、インストー

ルプロセス中に VOS製品 DVDに加えて使用されます。

始める前に

自動化スクリプトを実行するクライアントコンピュータにWinImage 8.5をダウンロードし、イ
ンストールします。http://winimage.com/download.htm

手順

ステップ 1 生成された応答ファイルをフォルダにコピーし、その名前をplatformConfig.xmlに変更します。

例：

CUCM_PUB_SideA_platformConfig.xmlを別のロケーションにコピーしたら、その名前を
platformConfig.xmlに変更します。

ステップ 2 WinImageを起動し、[ファイル（File）] > [新規（New）] > [1.44 MB]の順に選択し、[OK]を
クリックします。

ステップ 3 platformConfig.xmlをドラッグし、WinImageにドロップします。

ステップ 4 ファイルを挿入するように求められたら、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル（File）] > [名前を付けて保存（Save as）]の順に選択します。
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ステップ 6 [タイプとして保存（Save as type）]リストから、[仮想フロッピー画像（Virtual floppy image）]
を選択します。ファイルに platformConfig.flpという名前を付け、[保存（Save）]をクリックし
ます。

ステップ 7 vSphereインフラストラクチャクライアントを開き、vCenterに接続します。VMが展開されて
いるお客様の ESXiホストに移動します。

ステップ 8 [構成（Configuration）]タブに移動します。ストレージセクションにある [データストア
（Datastore）]を右クリックし、[データストアを参照（ Browse Datastore）]を選んだら、
<Product_Node>という名前のフォルダを作成します。

例：

CUCM_PUB。

ステップ 9 <Product_Node>というフォルダに platformConfig.flpをアップロードします。

例：

CUCM_PUB。

ステップ 10 <Product_Node> Virtual Machine（例：CUCM_PUB_SideA）に移動します。右クリックして、[設
定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 11 [ハードウェア（Hardware）]タブで、[フロッピードライブ1（Floppy drive 1）]をクリックし、
[データストアの既存のフロッピー画像を使用する（Use The Existing Floppy Image in Datastore）]
ラジオボタンを選択します。

ステップ 12 データストアで、<Product_Node> folder（例：CUCM_PUB）から platformConfig.flpをマウン
トし、[OK]をクリックします。

ステップ 13 ネットワークアダプタとフロッピードライブに対して、デバイスのステータスが、[電源投入
時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認し、[OK]をクリックします。
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第 2 章

カスタマーインスタンスの設定

• 2000エージェント導入モデルのカスタマーインスタンスの構成（25ページ）
• 4000エージェント導入モデル用カスタマーインスタンスの作成（121ページ）
• 12000エージェント導入モデルのカスタマーインスタンスの作成（126ページ）
• Small Contact Centerエージェント導入モデルのカスタマーインスタンスの作成（134ペー
ジ）

2000エージェント導入モデルのカスタマーインスタンス
の構成

Contact Center用に Cisco HCS for CCに対して2000エージェントを展開するカスタマーインス
タンスを作成するには、次の一連のタスクに従います。

表 3 : Contact Center用 Cisco HCS for CCに対する 2000エージェント展開に対してカスタマーインスタンスを作成

完了したかタスク順序

VMwareツールのアップグレード（26ページ）1

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

2

ドメインコントローラサーバーの作成（27ページ）3

Cisco Unified CCE Roggerの構成（30ページ）4

Unified CCE AW-HDS-DDSの構成（41ページ）5

Unified CCE PGの構成（47ページ）6

Unified CVPの構成（60ページ）7

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成（81
ページ）

8
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完了したかタスク順序

Unified Communications Managerの構成（87ページ）9

Unified Intelligence Center Coresident展開の構成（93
ページ）

10

Cisco Finesseの構成（110ページ）11

VMwareツールのアップグレード

手順

ステップ 1 VMを右クリックします。[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインストール/アップグレー
ド（Install/Upgrade VMware tools）]の順に選択します。

ステップ 2 ポップアップウィンドウが表示されるまで待ち（時間がかかる場合があります）、デフォルト
の Automatic Tools Upgradeを許可します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

ステップ 4 プロンプトが表示された場合にのみ、再起動します。

VMWareツールは、すべてのVMにインストールされ、最新の状態である必要があり
ます。

（注）

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定

手順

ステップ 1 [VMware vSphereクライアント（VMware vSphere Client）]ウィンドウで、[ESXiサーバー
（ESXi server）]を選択します。

ステップ 2 [構成（Configuration）]タブをクリックします。

ステップ 3 Virtual Machine Startup/Shutdownリンクをクリックします。

ステップ 4 [プロパティ（Properties）]をクリックします。

ステップ 5 [仮想マシンの起動とシャットダウン（Virtual Machine Startup and Shutdown）]ダイアログ
ボックスで、[システムによる仮想マシンの自動起動と自動停止を許可（Allow Virtual machines
to start and stop automatically with the system）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [上へ移動（Move Up）]および [下へ移動（Move Down）]ボタンを使用して、[自動起動
（Automatic Startup）]の下の仮想マシンを次の順序で並べ替えます。

• Cisco Unified CCE中央コントローラサーバー
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• Cisco Unified CCE管理およびデータサーバー

• Cisco Unified CCE PGサーバー

• Cisco Unified CVPサーバー

• Cisco Finesseサーバー

• Cisco Unified Intelligence Center

• Cisco Unified Communication Manager

• Cisco Unified CVPレポーティングサーバー

• Cisco Unified CVP OAMPサーバー

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ドメインコントローラサーバーの作成

•ドメインコントローラの仮想マシンの作成（27ページ）

• Microsoft Windows Serverのインストール（393ページ）

•ウイルス対策ソフトウェアのインストール（28ページ）

•を選択します。

• DNSサーバーの構成（30ページ）

•双方向フォレストトラストの作成（30ページ）

ドメインコントローラの仮想マシンの作成

手順

ステップ 1 「仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ページ）」を参照して、vCenterから新しい
仮想マシンを作成します。

ステップ 2 名前と場所ページで、ドメインコントローラの名前を指定します。

ステップ 3 [ディスク形式（Disk format）]フィールドで、シックプロビジョニング形式を選択します。

ステップ 4 仮想マシンの仕様を入力します。『Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center用ソ

リューション設計ガイド』の「HCSCC用ドメインおよび Active Directoryの考慮事項」の項を
参照してください（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-guides-list.html）。
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ウイルス対策ソフトウェアのインストール

この手順は、ゴールデンテンプレートおよび直接インストールの両方のオプションに対して実

行します。

Unified CCEコールサーバー、Unified CCEデータサーバー、Unified CVPサーバー、Unified CVP
OAMPサーバーおよび Unified Reportingサーバー用に以下のいずれかのウイルス対策ソフト
ウェア製品をインストールします。

• McAfee® VirusScan® Enterprise

• Symantec® Endpoint Protection

• Trend Micro Server Protect Version

Contact Center用に HCS for CCがサポートしているウイルス対策ソフトウェアおよびバージョ
ンについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-device-support-tables-list.htmlの「CCの互換性

に関する HCS用情報」を参照してください。

エンタープライズチャットおよびEメール（ECE）用に以下のいずれかのウイルス対策ソフト
ウェア製品をインストールします。

• McAfee® VirusScan® Enterprise

• Symantec® AntiVirus® Corporate Edition

ウイルス対策ソフトウェアを手動で更新します。自動更新を有効にしないでください。重要

インストールプログラムファイルまたはフォルダに対して必要なアクセスを許可するには、

ウイルス対策製品のファイルおよびフォルダ保護ルールでファイルブロックの除外を実行しま

す。McAfee VirusScanでこれを行うには、次の手順を実行します。

• VirusScanコンソールを起動します。

• [アクセス保護（Access Protection）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択
します。

• [ウイルス対策標準保護（Anti-virus Standard Protection）]カテゴリのBlock列で、[IRC通
信不可（Prevent IRC communication）]チェックボックスがオフになっていることを確認し
ます。

ヒント
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Contact Center用 HCS for CCは Symantec Endpoint Protectionをサポートしています。

Symantec Endpoint Protection 12.1のファイアウォールコンポーネント、ネットワーク驚異の防
止機能は必ず無効にしてください。デフォルトでは有効になっていますが、有効な場合、デュ

プレックスルーターの両サイドがシンプレックスモードで稼働するため、ルーターの両サイド

間の通信がブロックされます。このブロックは、すべての導入タイプに影響します。

デフォルト（有効の状態）をそのまま使用し、ルーターのサイド Aおよびサイド Bでサービ
スを開始した場合、「クライアントは IPアドレス [サイド A側のルーターアドレス]からのト
ラフィックを、今後 600秒遮断します（The client will block traffic from IP address [side A router
address] for the next 600 seconds(s)）」という Symantecメッセージがシステムトレイに表示され
ます。このメッセージは、クライアント管理セキュリティログにも表示されます。Symantec
Network Threat Protectionトラフィックログには、「Block_all」と呼ばれるデフォルトのファイ
アウォールルールが動的に有効化されたことが示されます。ルーターの両サイドの結果は、シ

ンプレックスモードで表示されます。

この問題を回避するには、Symantecファイアウォールを無効化にして、ルーターの両サイド
を再起動する必要があります。これを実行するには、システムトレイの Symantecアイコンを
ダブルクリックし、[設定の変更（Change Settings）]を選択します。次に、ネットワーク脅威
防止の設定を構成し、[ファイアウォール（Firewall）]タブの上部にある [ファイアウォールを
有効化（Enable Firewall）]をオフにします。

重要

ポートブロッキングの無効化

ポートをブロックするよう構成したアンチウィルスソフトウェアがあるコールサーバーやレ

ポーティングサーバーなどのUnifiedCVPコンポーネントを実行するコンピュータでは、Unified
CVPプロセスと tomcat6.exeは除外されます。また、コールサーバープロセスでは、

VoiceBrowser.exeも除外する必要があります。

McAfee Virus Scan以外のウイルス対策ソフトウェアを使用している場合は、そのアンティウィ
ルスソフトウェアのポートブロッキングルールで同等の除外を実行します。

（注）

手順

ステップ 1 McAfeeを起動します。

ステップ 2 VirusScanコンソールで、[アクセス保護（Access Protection）]をダブルクリックし、[ウイル
ス対策標準保護（Anti-Virus Standard Protection）]を選択します。

ステップ 3 リストから [IRC通信の防止（Prevent IRC communication）]を選択し、[編集（Edit）]をク
リックします。

ステップ 4 [除外プロセス（Processes to Exclude）]に tomcat6.exe、tomcat5.exe、VoiceBrowser.exeを追

加し、[OK]をクリックします。
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ステップ 5 [OK]をクリックします。

DNSサーバーの構成

DNSサーバーを構成するには、「DNSサーバーの構成（140ページ）」を参照してください。

ドメインコントローラの設定

ドメインコントローラを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [実行（Run）]の順に選択し、dcpromo.exeと入力します。

ステップ 2 [次へ（Next）]をクリックし、Active Directory Domain Services Wizardを起動します。

ステップ 3 [オペレーティングシステムの互換性ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 展開構成を選択ページで、[新規フォレストで新規ドメインを作成する（Create a new domain
in a new forest）]のラジオボタンを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 フォレストルートドメインに名前を付けるページで、完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 フォレスト機能レベルの設定ページのドロップダウンリストでWindows Server 2008 R2を選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 追加ドメインコントローラオプションページで、[DNSサーバー（DNS Server）]を選択し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 データベースのロケーション、ログファイル、およびSYSVOLページで、デフォルトのフォル
ダを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 ディレクトリサービス復元モードの管理者パスワードページに記載されている基準を満たすパ

スワードを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [完了（Finish）]をクリックし、Windowsを再起動します。

双方向フォレストトラストの作成

Unified CCEおよび CCDM間の双方向フォレストトラストを作成するには、「双方向フォレス
トトラストの確立（158ページ）」を参照してください。

Cisco Unified CCE Roggerの構成
このテーブルでは、Cisco Unified CCE Roggerを構成する際に実行すべき手順を説明します。
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完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ドメイン内マシンの検証（33ページ）2

ドメインマネージャの構成（34ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

4

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36
ページ）

5

セカンダリドライブの構成（36ページ）6

Unified CCE Loggerの構成（37ページ）7

Unified CCEルーターの構成（39ページ）8

基本構成のロード（40ページ）9

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

10

Cisco SNMPの設定（56ページ）11

ネットワークカードの構成

2つのネットワークアダプタを持つすべての Unified CCE仮想マシンに対してこれを実行しま
す。

（注）

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [コントロールパネル（Control Panel）] > [ネットワークとインターネッ
ト（Network and Internet）] > [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]
の順に選択します。

ステップ 2 [アダプタ設定の変更（Change adapter settings）]をクリックして、ネットワーク接続ページを
開きます。

ステップ 3 Visible IPアドレス構成のネットワークアダプタの名前を Visibleに変更します。

ステップ 4 プライベート IPアドレス構成のネットワークアダプタの名前を Privateに変更します。

ステップ 5 ネットワーク接続ページで、Alt + Nを押し、[詳細（Advanced）]メニューを表示します。

ステップ 6 [詳細（Advanced）]メニューで、[詳細設定（Advanced Settings）]を選択します。
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ステップ 7 [アダプタとバインド（Adapters and Bindings）]で、visibleが一番上に表示されるよう、接
続をソートします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

プライベートイーサネットカードの構成

手順

ステップ 1 privateを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 2 [Microsoftネットワーク用クライアント（Client for Microsoft Networks）]をオフにします。

ステップ 3 [Microsoftネットワーク用ファイルおよびプリンタ共有（File and Printer Sharing for Microsoft
Networks）]をオフにします。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPV6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPV6)）]
をオフにします。

ステップ 5 [インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPV4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPV4)）]
をオンにして、[プロパティ（Properties）]をクリックします。

a) デフォルトゲートウェイの IPアドレスを削除します。
b) 優先 DNSサーバーの IPアドレスを削除します。
c) 代替 DNSサーバの IPアドレスを削除します。

ステップ 6 [詳細設定（Advanced）]ボタンをクリックします。[DNS]タブを開きます。[DNSでこの接続
のアドレスを登録（Register this connection's addresses in DNS）]をオフにします。

ステップ 7 プライベート IPアドレスのエントリを追加します。

ステップ 8 オプション：プライベートハイ IPアドレスの別のエントリを追加します。

ステップ 9 [OK]を 2回クリックします。そして、[閉じる（Close）]をクリックします。

プライベートイーサネットカードの構成

手順

ステップ 1 Visibleを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 2 [Microsoftネットワーク用クライアント（Client for Microsoft Networks）]をオンにします。

ステップ 3 [Microsoftネットワーク用ファイルおよびプリンタ共有（File and Printer Sharing for Microsoft
Networks）]をオンにします。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPV6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPV6)）]
をオフにします。

ステップ 5 [インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPV4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPV4)）]
をオンにして、[プロパティ（Properties）]をクリックします。
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ステップ 6 パブリック IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、および優先 DNサー
バーを確認し、[詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 7 [詳細設定（Advanced）]タブで、上位のパブリックアドレスを入力します。

ステップ 8 [DNS]タブの [この接続のDNS接続（DNS connection for this connection）]フィールドに、サー
バーのローカル DNSゾーンの名前を入力し、[DNSにこの接続アドレスを登録する（Register
this connection's addresses in DNS）]をオンにします。

ステップ 9 オプション：パブリックハイ IPアドレスの別のエントリを追加します。

ステップ 10 サーバーが別の信頼ドメインまたはDNSゾーンのリソースへのアクセスを必要とする場合は、
[これらのDNSサフィックスを順番に追加（Append these DNS Suffixs (in order)）]を選択し、
サーバーのローカル DNSゾーンを最初に入力してから、信頼ドメインがある別のセカンダリ
ゾーンを追加します。

ステップ 11 [OK]を 2回クリックします。そして、[閉じる（Close）]をクリックします。

ローカル管理者パスワードの設定

手順

ステップ 1 [コンピュータの管理（Computer Management）]を開きます。

ステップ 2 左側のペインで、[ローカルとユーザーグループ（Local and Users Groups）]を展開し、[ユー
ザー（Users）]を選択します。

ステップ 3 右ペインで、[管理者（Administrator）]を右クリックし、[パスワードの設定（Set Password）]
を選択します。

[管理者用パスワードの設定（Set Password for Administrator）]ダイアログボックスが表示さ
れます。

ステップ 4 [続行（Proceed）]をクリックします。

ステップ 5 [新しいパスワード（New Password）]と [確認用パスワード（Confirm Password）]を入力し
ます。

ドメイン内マシンの検証

UnifiedCCEゴールデンテンプレートの場合、自動化ツールスクリプトは仮想マシンを複製し、
接続先ドメインに自動的に展開します。仮想マシンが接続先ドメインに配置されているかどう

かを確認するには、以下の手順を実行します。

Small Contact Center導入モデルの場合、エージェント PGは、サービスプロバイダドメインで
はなくカスタマードメインに配置できます。

始める前に

ローカル管理者パスワードの設定（33ページ）
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手順

ステップ 1 Unified CCEマシンにログインします。

ステップ 2 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール（Administrative
Tools）] > [サーバーマネージャ（Server Manager）]の順に選択し、仮想マシンが適切なドメ
インにマッピングされているか確認します。マシンがドメインにない場合は、以下の手順を実

行します。

ステップ 3 右側のパネルで [システムプロパティの変更（Change System Properties）]をクリックして、
[システムプロパティ（System Properties）]を開きます。

ステップ 4 [コンピュータ（Computer）]タブで、[変更（Change）]をクリックします。

ステップ 5 [ドメイン（Domain）]ラジオボタンを選択し、メンバーをワークグループからドメインに変
更します。

ステップ 6 全修飾ドメイン名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [Windowsのセキュリティ]ポップアップで、ドメインのログイン情報を確認して、[OK]をク
リックします。

ステップ 8 認証が成功したら、[OK]をクリックします。

ステップ 9 サーバをリブートしたら、ドメインのログイン情報を使用してログインします。

ドメインマネージャの構成

この手順では、いずれかのUnified CCEコールサーバーから組織ユニット（Cisco_Unified CCE、
ファシリティ、インスタンス）を作成します。

ドメインマネージャの構成は、1回のみです。サイドBのドメインマネージャを構成する必要
はありません。

（注）

Small Contact Centerエージェント導入モデルの場合、以下の手順を実行して、Unified CCEド
メインと同様のサブカスタマードメインでエージェント PGの OU構造を作成するか、Unified
CCEドメインにエージェント PGをインストールする場合は、以下の手順を省略します。

（注）

手順

ステップ 1 Windowsのスタートアイコンをクリックして、下向きの矢印アイコンを選択して、すべての
アプリケーションを表示します。

ステップ 2 アプリケーションの一覧からドメインマネージャアイコンを選択します。

ステップ 3 ドメインで組織ユニット（OU）を作成できる権限を持つユーザーとしてログインします。
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ステップ 4 左側のセクションで、ドメインを展開します。

ステップ 5 Cisco_Unified CCE として Cisco Rootを追加します。

a) [Ciscoルート（Cisco root）]の下の [追加（Add）]をクリックします。
b) Ciscoルート OUを作成する OUを選択し、[OK]をクリックします。

[ドメインマネージャ（Domain Manager）]ダイアログボックスに戻る際、ドメインルート
または選択した OU配下で Cisco root OUが表示されます。これでファシリティを追加で
きます。

ステップ 6 ファシリティ組織単位（OU）を追加します。

a) ファシリティ OUを作成する Cisco Root OUを選択します。
b) 右側のセクションの [ファシリティ（Facility）]の下で、[追加（Add）]をクリックします。
c) [ファシリティ（Facility）]に名前を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 インスタンス OUを追加します。

a) インスタンス OUを作成するファシリティ OUに移動し、選択します。
b) 右側のセクションの [追加（Add）]をクリックします。
c) インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成

手順

ステップ 1 [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE Tools）]
を起動します。

ステップ 2 [SSL暗号化ユーティリティ（SSL Encryption Utility）]を選択します。

ステップ 3 [証明書の管理（Certificate Administration）]タブをクリックします。

ステップ 4 [アンインストール（Uninstall）]をクリックします。[はい（Yes）]を選択します。

ステップ 5 アンインストールが完了したら、[インストール（Install）]を選択します。

「SSL証明書が正常にインストールされました（SSL Certificate successfully installed）」で終わ
る一連のメッセージが表示されます。

ステップ 6 [閉じる（Close）]をクリックします。

次のタスク

System CLI証明書の作成とバインド（36ページ）
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System CLI証明書の作成とバインド

システムの CLI証明書の作成とバインドをするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 cd C:\icm\serviceability\diagnostics\binのコマンドを入力し、Enterキーを押します。

ステップ 3 DiagFwCertMgr /task:CreateAndBindCertのコマンドを入力し、Enterキーを押します。

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定

手順

ステップ 1 Windowsのスタートアイコンをクリックして、下向きの矢印アイコンを選択して、すべての
アプリケーションを表示します。

ステップ 2 Microsoft SQL Server Management Studioを開きます。

ステップ 3 ログインします。

ステップ 4 [セキュリティ（Security）]と [ログイン（Logins）]を順に展開します。

ステップ 5 BUILTIN \ Administratorグループが表示されていない場合:

a) [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
b) [検索（Search）]をクリックし、[場所（Locations）]を選択して、ドメインツリー内の

BUILTINの場所を見つけます。
c) Administratorsと入力し、[名前の確認（Check Name）]をクリックし、[OK]をクリックし
ます。

d) [BUILTIN\Administrators]をダブルクリックします。
e) [サーバロール（Server Roles）]を選択します。
f) publicおよび sysadminの両方のチェックがオンになっていることを確認します。

セカンダリドライブの構成

データをアーカイブするために追加のハードドライブが必要な仮想マシンに対してこれを実行

します。

手順

ステップ 1 [コンピュータの管理（Computer Management）]を開きます。
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ステップ 2 左ペインの [ストレージ（Storage）]を展開し、[ディスク管理（Disk Management）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [ディスク1（Disk 1）]を右クリックし、[オンライン（Online）]を選択します。

ステップ 4 [ディスク1（Disk 1）]を右クリックし、[ディスクの初期化（Initialize Disk）]を選択します。

ステップ 5 [ディスクの選択（Select Disks）]の下の [ディスクの初期化（Initialize Disk）]ポップアップ
ウィンドウで、[ディスク1（Disk 1）]をオンにし、[選択したディスクに次のパーティション
を使用する（Use the following partition style for the selected disks）]ペインの [MBR（マスター
ブートレコード（MBR (Master Boot Record)）]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 6 初期化されたディスクを右クリックし、[新しいシンプルボリューム（New Simple Volume）]
を選択し、ウィザードを実行して、新しいディスクパーティションを作成します。

Unified CCE Loggerの構成

サイド Aとサイド Bに対して Unified CCE Loggerを構成します。

ブラウザが有効になっていることを確認します。（注）

手順

ステップ 1 Unified CCE Web設定を起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてサインインします。

ステップ 3 [インスタンス管理（Instance Management）] > [追加（Add）]の順に選択します。

ステップ 4 [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、[ファシリティ
（Facility）]と [インスタンス（Instance）]を選択します。

ステップ 5 インスタンス数フィールドで、0と入力して、保存をクリックします。

ステップ 6 以下の手順に従って、Loggerデータベースを設定します。

a) ICMDBAアプリケーションを開きます。

b) サーバー >インスタンス（Loggerがインストールされている先）を選択します。
c) インスタンス名を右クリックして、[作成（Create）]を選択し、Loggerデータベースを作
成します。

d) コンポーネントの選択ダイアログボックスで、作業中の Loggerを選択します（Logger A
または Logger B）。[OK]をクリックします。

e) Loggerタイプの選択ウィンドウで、ドロップダウンリストからエンタープライズを選択
します。[OK]をクリックします。

ステップ 7 データベースの作成ウィンドウで、以下の通り設定してログを作成します。

a) DBタイプドロップダウンリストで、サイド Aまたはサイド Bを選択します。

b) リージョンを選択します。
c) ストレージペインで、追加をクリックします。
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ステップ 8 デバイスの追加ダイアログボックスで、以下の通り設定します。

a) ログを選択します。

b) Cドライブを選択します。

c) [サイズ]フィールドでデフォルトを受け入れます。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 9 データベースの作成ウィンドウのストレージセクションで、追加をクリックします。

ステップ 10 デバイスの追加ダイアログボックスで、以下の通り設定します。

a) データを選択します。

b) セカンダリドライブ (通常は E)を選択します。
c) [サイズ]フィールドでデフォルトを受け入れます。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 11 データベースの作成ウィンドウで、作成をクリックして、起動をクリックします。

正常に作成が完了したメッセージが表示されたら、 OKをクリックして、閉じるをクリック
します。

ステップ 12 Loggerコンポーネントを以下の通り設定します。

a) [Unified CCE Web設定（Unified CCE Web Setup）]に戻ります。再度ログインしなければな
らない場合があります。

b) [コンポーネント管理（Component Management）] > [Loggers]の順に選択します。

c) 追加をクリックして、インスタンスを選択します。

d) [フォールトトレランスモード（Fault Tolerance Mode）]ドロップダウンリストで、[デュ
プレックス（Duplexed）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

e) セントラルコントローラの接続ウィンドウで、ルータプライベートインターフェイスお

よび Loggerプライベートインターフェイスに、サイド Aおよびサイド Bのホスト名を入
力して、次へをクリックします。

ステップ 13 その他のオプションウィンドウで、以下の通り設定します。

a) 履歴および詳細データ複製を有効にするをオンにします。

b) データベースの消去構成手順の表示チェックボックスをオンにして、次へをクリックし
ます。

ステップ 14 データ保存期間ウィンドウのデータ保持テーブルでは、デフォルト値を保持して次へをクリッ

クします。

ステップ 15 データの消去ページで、システム上で需要が低い曜日と時間の消去を設定します。[次へ
（Next）]をクリックします。

次のタスク

データベースとログファイルのサイズの設定については、データベースとログファイルのサイ

ズ（39ページ）を参照してください。
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データベースとログファイルのサイズ

データベースとログのサイズを増やすには、以下の手順を実行します。

始める前に

データベースとログファイルのサイズを計算するには、https://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=268439622&catid=nullからデータベースサイズ推定ツールをダウンロードして
使用します。

別の選択肢としては、以下の表の値を使用してデータベースとログのサイズを変更する方法が

あります。

手順

ステップ 1 SQLサーバー管理スタジオを起動します。

ステップ 2 [接続（Connect）]をクリックします。左側のペインで、データベースを展開します。

ステップ 3 Loggerデータベース [<Instance>_<Side>]を右クリックして、プロパティを選択します。

ステップ 4 左側のペインで、ファイルを選択します。データに対して [自動拡張（Auto Growth）]がされ
ており、データに対して無効化されており、ログファイルに対して有効化されていることを確

認します。ログファイルは、10%刻みで自動的に拡張されます。

ステップ 5 データベースサイズ推定ツールまたは以下の表に従って、データファイルとログファイルの初
期サイズを設定します。

表 4 :データおよびログファイルのサイズ

展開タイプログサイズ（MB）データサイズ（MB）データベース

12000エージェント1024409600サイド A、サイド B

CC展開用その他 HCS
for CC

1024122900サイド A、サイド B

Unified CCEルーターの構成

手順

ステップ 1 Unified CCE Web Setupを起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてサインインします。

ステップ 3 [インスタンス管理（Instance Management）] > [追加（Add）]の順に選択します。

ステップ 4 [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、[ファシリティ
（Facility）]と [インスタンス（Instance）]を選択します。
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ステップ 5 [インスタンス番号（Instance Number）] フィールドに 0と入力します。[保存（Save）]をク
リックします。

ステップ 6 コンポーネント管理 >ルータを選択します。

ステップ 7 追加をクリックして、コールルータを設定します。

ステップ 8 [展開（Deployment）]ウィンドウで、適切なサイドを選択します。

ステップ 9 フォールトトレランスモードとしてデュプレックスを選択します。[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 10 ルータ接続ウィンドウで、プライベートインターフェイスとパブリック（表示）インターフェ

イスを設定します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 周辺機器ゲートウェイを有効にするダイアログボックスで、[周辺機器ゲートウェイを有効に
する]フィールドに以下を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

• 2000エージェント展開の場合は通常、2 ～ 4。

• 4000エージェント展開の場合は通常、2 ～ 4。

• 12000エージェント展開の場合は通常、2 ～ 16。

ステップ 12 ルータのオプションウィンドウで、以下の通り設定します。

a) [データベースルーティングを有効化（Enable Database Routing）] をオンにします。

b) Quality of Service（QoS）を有効にするをオンにします。（サイド Aにのみに該当）。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [ルーターのサービス品質（Router Quality of Service）] ウィンドウで、次へをクリックしま
す。（サイド Aにのみに該当）。

ステップ 14 [サマリー（Summary）]ウィンドウで、ルーターのサマリーが正しいことを確認して、 [完了
（Finish）]をクリックします。

•すべての Unified CCEコンポーネントがインストールされるまでサービスを起動
しないでください。

（注）

次のタスク

Dnwildcardを有効にするには、[Registry > HKEY_LOCAL_MACHINE > SOFTWARE > Cisco
Systems > ICM > <instance> >RouterA > Router > CurrentVersion > Configurations > Global]を選択
し、[DNWildcardEnabled]を選択して、1に設定します。

基本構成のロード

基本構成パラメータをインポートするには、以下の手順を実行します。基本構成パラメータの

詳細については、「2000エージェント展開の基本構成パラメータ（550ページ）」を参照して
ください。
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手順

ステップ 1 タイムゾーンに基づいて、HCS-CC_11.6.1-Day1_2000.zipまたはファイルをダウンロードしま
す。このファイルをローカルに保存して、解凍します。

ステップ 2 Domain_Update_Tool.zipファイルをダウンロードします。このファイルをローカルに保存して、
解凍します。

ステップ 3 構成フォルダをサイド Aにある Unified CCE Roggerのローカルドライブにコピーします。

ステップ 4 サイド Aの Unified CCE Roggerで ICMDBAZツールを開きます。

ステップ 5 Unified CCE Roggerを選択し、<instance name>_sideAにツリーを展開します。

ステップ 6 メニューバーの [データ（Data）]を選択し、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 構成フォルダを参照して特定し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 8 [OK] > [インポート（Import）]の順に選択します。

ステップ 9 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

ステップ 10 Domain_Update_Toolフォルダに移動し、[UpdateDomain.PS1.]を右クリックしたら、 PowerShell
で実行します。次のように入力します。

a) サーバー名として、サイド Aの Unified CCE Roggerのコンピュータ名を入力します。
b) [データベース名（Database name）]に、<instance_sideA (Logger database)>と入力します。
c) ドメイン名として、カスタマーのドメイン名を入力します。

ステップ 11 ICMDBAツールに戻ります。同期するサイドの Logger <instance name>を選択します。

ステップ 12 メニューバーの [データ（Data）]をクリックし、[同期（Synchronize）]を選択して、以下の
手順を実行します。

a) [同期（Synchronize）]ウィンドウの [ソール（Source）]ペインで [追加（Add）]をクリッ
クします。

b) [サーバー名（Server Name）]フィールドに送信元のUnified CCE Roggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

c) [接続先（Destination）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

d) [サーバー名（Server Name）]フィールドに接続先のUnified CCE Roggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

e) [同期（Synchronize）]をクリックします。

ステップ 13 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

Unified CCE AW-HDS-DDSの構成
ここでは、サイド Aおよびサイド Bの Unified CCE AW-HDS-DDSに対して実行する構成手順
について説明します。
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表 5 :サイド Aおよびサイド Bの Unified CCE AW-HDS-DDSの構成

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ネットワークカードの検証（61ページ）2

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35ページ）3

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36ページ）4

セカンダリドライブの構成（36ページ）5

AW-HDS-DDS（42ページ）6

7

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56ページ）8

Cisco SNMPの設定（56ページ）9

HCS for CC展開タイプの設定（46ページ）10

AW-HDS-DDS

•インスタンスの作成（42ページ）

• HDSデータベースの作成（43ページ）

• AW-HDS-DDSの構成（44ページ）

•データベースとログファイルのサイズ（45ページ）

• HCS for CC展開タイプの設定（46ページ）

インスタンスの作成

手順

ステップ 1 デスクトップで、Unified CCE Web設定を起動し、ドメイン管理者のログイン情報を使用して
ログインし、インストールを完了します。

ステップ 2 [インスタンス管理（Instance Management）] > [追加（Add）]の順に選択します。

ステップ 3 [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、[ファシリティ
（Facility）]と [インスタンス（Instance）]を選択します。

ステップ 4 [インスタンス番号（Instance Number）]フィールドで、0と入力します。[保存（Save）]をク
リックします。
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HDSデータベースの作成

手順

ステップ 1 HDSデータベースを以下のように構成します。

a) [スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified
CCE Tools）] > [ICMdba]の順に選択します。

b) [サーバー（Server）] > [インスタンス（Instance）]の順に選択します。

c) インスタンス名を右クリックし、[作成（Create）]を選択します。

ステップ 2 [コンポーネントの選択（Select Component）]ダイアログボックスのドロップダウンリストで、
[管理およびデータサーバー（Administration & Data Server）]を選択します。[OK]をクリッ
クします。

ステップ 3 「SQLサーバーが適切に構成されていません。今すぐ、構成しますか？」というプロンプトが

表示されます。[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 4 構成ページの [SQLサーバー構成（SQL Server Configurations）]ペインで、[メモリー（MB）
（Memory (MB)）]と [回復間隔（Recovery Interval）]をオンにします。[OK]をクリックしま
す。

ステップ 5 サーバーの停止ページで、[Yes（はい）]をクリックし、サービスを停止します。

ステップ 6 [AWタイプの選択（Select AW Type）]ダイアログボックスのドロップダウンリストで、[エン
タープライズ（Enterprise）]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 7 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、以下のように構成します。

a) [DBタイプ（DB Type）]フィールドのドロップダウンで [HDS]を選択します。

b) [ストレージ（Storage）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [デバイスの追加（Add Device）]ダイアログボックスで、次のように設定します。

a) データを選択します。

b) セカンダリドライブを選択します（通常は Eドライブです）。

c) [サイズ]フィールドでデフォルトを受け入れます。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 9 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスの [ストレージ（Storage）]で [追
加（Add）]をクリックします。

ステップ 10 [デバイスの追加（Add Device）]ダイアログボックスで、次のように設定します。

a) ログを選択します。

b) Cドライブを選択します。

c) [サイズ]フィールドでデフォルトを受け入れます。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 11 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、以下のように構成します。

a) [作成（Create）]をクリックします。
b) [スタート（Start）]をクリックします。
c) [OK]をクリックします。
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d) [閉じる（Close）]をクリックします。

AW-HDS-DDSの構成

Cisco Unified CCE管理サーバー、リアルタイムデータサーバー、履歴データサーバーおよび詳
細なデータサーバー（AW-HDS-DDS）をインストールするには、以下の手順を実行します。

始める前に

サービスアカウントのドメインユーザがすでに存在していない場合は、ドメインユーザを作

成します。ドメインユーザの作成の詳細については、ActiveDirectoryでのユーザの作成を参照
してください。

手順

ステップ 1 コンポーネント管理 >管理サーバとデータサーバを選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開]ウィンドウで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 管理サーバーとデータサーバの追加ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) エンタープライズをクリックします。

b) 展開サイズは、小規模から中規模をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [小規模から中規模の導入]ウィンドウのサーバの役割については、以下の通り設定します。

a) 管理サーバリアルタイムデータサーバ、履歴データサーバ、および詳細データサーバ

（AW-HDS-DDS）のオプションを選択します。

b) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [管理サーバとデータサーバの接続]ウィンドウで以下の通り設定します。

a) 管理サーバとデータサーバを選択します。

b) [*セカンダリ管理サーバとデータサーバ]フィールドに、該当サーバのホスト名を入力し
ます。

c) プライマリおよびセカンダリペア（サイト）名フィールドで、サイト名を入力します。

サイト名が、PG Explorer >エージェントの周辺機器 >エージェントの配置で定
義されているサイト名と一致していることを確認してください。

（注）

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [データベースとオプション]ページで、以下の通り設定します。

a) [データベースを作成するドライブ]フィールドで Eを選択します。

b) Configure Management Service（CMS）ノードをオンにします。

c) Internet Script Editor（ISE）サーバをオンにします。

d) 次へをクリックします。
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ステップ 8 [セントラルコントローラの接続（Central Controller Connectivity）]ウィンドウで、以下の通り
構成します。

a) ルータのサイド Aの場合、ルータ Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

b) ルータのサイド Bの場合、ルータ Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

c) Loggerサイド Aの場合は、Logger Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

d) Loggerサイド Bの場合は、Logger Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

e) セントラルコントローラのドメイン名を入力します。

f) セントラルコントローラの優先サイド Aをクリックします。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

データベースとログファイルのサイズ

データベースとログのサイズを増やすには、以下の手順を実行します。

始める前に

データベースサイズ推定ツール を使用して、データベースとログファイルのサイズを計算し

ます。

別の選択肢としては、表 6 :データおよびログファイルのサイズ（46ページ）の値を使用し
てデータベースとログのサイズを変更する方法があります。

手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server Management Studioを開きます。

ステップ 2 Object Exploreでデータベースを展開します。

ステップ 3 HDSデータベースを選択します。[データベース]を右クリックして、プロパティを選択しま
す。

ステップ 4 ファイルをクリックして、データベースサイズおよびログサイズを増やします。

ステップ 5 データに対して [自動拡張（Auto Growth）]が無効化されており、ログファイルに対して有効
化されていることを確認します。ログファイルは、10%刻みで自動的に拡張されます。

ステップ 6 データベースサイズ推定ツールまたは以下の表に従って、データファイルとログファイルの初
期サイズを設定します。
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表 6 :データおよびログファイルのサイズ

ログサイズデータサイズ（MB）データベース

1024409600<instance>_hds

HCS for CC展開タイプの設定

始める前に

• CCE Web Administrationにログインするドメインユーザーが、すべての Unified CCEAW
DB（リアルタイムディストリビュータ）マシンの UcceConfig localグループの一部
であることを確認します。

手順

ステップ 1 CCE Web Administrationを起動します。

ステップ 2 ユーザーのログイン情報でログインします。

ステップ 3 CC展開タイプの HCS for CCを設定

a) [システム（System）]タブで [展開（Deployment）]をクリックします。

b) ドロップダウンリストで [展開タイプ（Deployment Type）]を選択します。

Small Contact Center用エージェント展開の場合は、CC 4000エージェント用 HCS
として [展開タイプ（Deployment Type）]を選択します。

（注）

c) [保存（Save）]をクリック後、警告メッセージを確認して [はい（Yes）]をクリックしま
す。

ステップ 4 展開タイプを表示します。

a) [ホーム（Home）]タブをクリックして、展開タイプを表示します。

ステップ 5 システム検証ルールの表示

a) [システム（System）]タブで [情報（Information）]をクリックします。

b) [システム検証（System Validation）]をクリックします。

ステップ 6 システム設定の制限の表示

a) [システム（System）]タブで [情報（Information）]をクリックします。

b) [キャパシティ情報（Capacity Info）]をクリックします。
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Unified CCE PGの構成
次の表では、サイド Aとサイド Bの両方で Unified CCE PGを構成するために必要なタスクに
関して説明します。

表 7 :サイド Aとサイド Bの Unified CCE Unified PGの構成

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ネットワークカードの検証（61ページ）2

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

3

Cisco Unified Communications Manager周辺機器
ゲートウェイの構成（47ページ）

4

VRU周辺機器ゲートウェイの構成（51ページ）5

MR周辺機器ゲートウェイの構成（52ページ）6

CTIサーバーの構成（54ページ）7

JTAPIのインストール（55ページ）8

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

9

Cisco SNMPの設定（56ページ）10

Unified CCEサービスの起動（60ページ）11

Cisco Unified Communications Manager周辺機器ゲートウェイの構成

以下のタスクを完了し、サイド Aの PGサーバーの CUCM周辺機器ゲートウェイを構成した
ら、サイド Bにも同じ手順を繰り返します。

• Cisco Unified Communications Manager PGの構成（48ページ）

• PGの追加準備（48ページ）

• Cisco Unified Communications Manager PGの追加（48ページ）

• Cisco Unified Communications Manager PIMの追加（49ページ）

• PIMの作成後（50ページ）
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Cisco Unified Communications Manager PGの構成

始める前に

ドメイン管理者または次のいずれかのグループに属している場合のみWindowsマシンにログ
イン後、構成マネージャを起動できます。

• UcceConfig Localグループ

• Local administratorグループ

手順

ステップ 1 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [PG Explorer]の順に選択します。

ステップ 2 [CUCMPG1ルーティングクライアントのエージェントレポーティングを有効にする（Enable
Agent Reporting for CUCMPG1 Routing Client）]オプションを選択します。

ステップ 3 Cisco Unified WIMおよび EIM機能の Unified Communications Manager PGに、プライマリお
よびセカンダリ CTIアドレスとポート情報を入力します。

ステップ 4 [エージェントディストリビューション（Agent Distribution）]タブの [管理およびデータサー
バー（Administration and Data Server）]フィールドに拠点名を入力します。

PGの追加準備

手順

ステップ 1 [周辺機器ゲートウェイ設定（Peripheral Gateway Setup）]を開きます。

ステップ 2 [ICMインスタンス（ICM Instances）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、適切な [ファシ
リティ（Facility）]と [インスタンス名（Instance Name）]を選択します。

ステップ 4 [インスタンス番号（Instance Number）] フィールドに 0と入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager PGの追加

手順

ステップ 1 [周辺機器ゲートウェイ設定（Peripheral Gateway Setup）]を開きます。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリック
します。
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ステップ 3 [ICM/CCE/CCHコンポーネントの選択（ICM/CCE/CCH Component Selection）]ダイアログ
ボックスで、[周辺機器ゲートウェイ（Peripheral Gateway）]を選択します。

ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、
以下の手順を実行します。

a) [生産モード（Production mode）]チェックボックスをオンにします。

b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]チェックボックスをオンにします。

c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]チェックボック
スをオンにします。

d) [PGノードプロパティID（PG Node Properties ID）]ペインの [ID]ドロップダウンリストで
適切な PGを選択します。

e) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）を選択します。

f) [クライアントタイプの選択（Client Type Selection）]ペインで、選択したタイプにCUCM
を追加します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager PIMの追加

手順

ステップ 1 周辺機器ゲートウェイコンポーネントのプロパティウィンドウで、追加をクリックします。

ステップ 2 [クライアントタイプ（Client Type）]ドロップダウンで、[CUCM]を選択します。

ステップ 3 [利用可能なPIMS（Available PIMS）]リストで、[PIM]を選択したら、[OK]をクリックしま
す。

ステップ 4 [CUCM構成（CUCM Configuration）]ダイアログボックスで、[有効化（Enabled）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 5 周辺機器名フィールドに、周辺機器名を入力します。

ステップ 6 周辺機器 IDフィールドに、論理コントローラ IDを入力します。

ステップ 7 [エージェントの内線番号の長さ（Agent Extension Length）]フィールドに、この展開の内線番
号の長さを入力します。

SCC導入モデルの場合、エージェントの内線番号の長さは 8です。（注）

ステップ 8 [Cisco Unified Communications Managerパラメータ（CUCM Parameters）]ペインで、以下の
ように構成します。

a) [サービス（Service）]フィールドで、適切な Unified Communications Manager Subscriberの
ホスト名を入力します。

b) [ユーザーID（User ID）]フィールドにユーザー IDを入力します。
c) [ユーザーパスワード（User Password）]フィールドに、Unified Communications Managerパ
スワードを入力します。

d) [モバイルエージェントコーデック（Mobile Agent Codec）]フィールドで、G.711または
G.729を選択します。
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e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 残りの PIMを構成するには、これらの手順を繰り返します。

Unified Communication Domain Managerは、Unified Communication Managerの統合時に、デフォ
ルトのパスワードを「pguser」に設定します。

PIMの作成後

手順

ステップ 1 [ロジカルコントローラID（Logical Controller ID）]フィールドに、PIMのロジカルコントロー
ラ IDを入力します。

ステップ 2 [CTI後処理データ遅延（CTI Wrapup Data Delay）]フィールドに 0と入力し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [デバイス管理プロトコルプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ウィンドウ
で、以下の手順を実行します。

a) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）を選択します。

b) [サイドAプロパティ（SideAProperties）]パネルで、[コールバックルーター（CallRouter）]
を選択します。

c) [サイドBプロパティ（SideBProperties）]パネルで、[コールバックルーター（CallRouter）]
を選択します。

d) [使用可能な帯域幅（kbps）（Usable Bandwidth (kbps)）]フィールドは、デフォルト値を
保持します。

e) [ハートビート間隔（100 ms）（Heartbeat Interval (100ms)）]フィールドに 4と入力し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（PeripheralGatewayNetworkInterfaces）]
ウィンドウで、[PG Private Interfaces]および [PG Visible (Public) Interfaces]と入力します。

ステップ 5 サイド Aのみで以下の手順を実行します。

a) [プライベートインターフェイス（Private Interfaces）]ペインで、 [QoS]をクリックしま
す。

b) [PGプライベートリンクQoS設定（PG Private Link QoS Settings）]ペインで、[QoSの有効
化（Enable QoS）]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。

c) [表示（パブリック）インターフェイス（Visible(Public) Interfaces）]で、[QoS]をクリッ
クします。

d) [PGプライベートリンクQoS設定（PG Private Link QoS Settings）]ペインで、[QoSの有効
化（Enable QoS）]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。

12000および SCC展開で、6つ以上のエージェント PGがある場合、QoSを無効
化します。

（注）
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ステップ 6 [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（PeripheralGatewayNetworkInterfaces）]
ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [設定情報の確認（Check Setup Information）]ウィンドウで [次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [設定完了（Setup Complete）]ウィンドウで、[完了（Finish）]をクリックします。

すべての Unified CCEコンポーネントがインストールされるまで、Unified CCE
/CCNodeManagerを起動しないでください。

（注）

VRU周辺機器ゲートウェイの構成

• VRU PGの追加（51ページ）

• VRU PIMの追加（52ページ）

• PIMの作成後（50ページ）

VRU PGの追加

手順

ステップ 1 [周辺機器ゲートウェイ設定（Peripheral Gateway Setup）]を開きます。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリック
します。

ステップ 3 [コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスで、[周辺機器ゲートウェ
イ（Peripheral Gateway）]を選択します。

ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、
以下の手順を実行します。

a) [生産モード（Production mode）]チェックボックスをオンにします。

b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]チェックボックスをオンにします。

c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]チェックボック
スをオンにします。

d) [PGノードプロパティID（PG Node Properties ID）]ペインの [ID]ドロップダウンリスト
で、[PG3]を選択します。

e) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）を選択します。

f) [クライアントタイプの選択（Client Type Selection）]ペインで、選択したタイプに VRU
を追加します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。
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VRU PIMの追加

手順

ステップ 1 周辺機器ゲートウェイコンポーネントのプロパティウィンドウで、追加をクリックします。

ステップ 2 [クライアントタイプ（Client Type）]ドロップダウンで、[VRU]を選択します。

ステップ 3 [利用可能なPIMS（Available PIMS）]リストで、適切な PIMを選択したら、[OK]をクリック
します。

ステップ 4 [構成（Configuration）]ダイアログボックスで、有効化チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [周辺機器名（Peripheral Name）]フィールドに、CVPサーバー名を入力します。

ステップ 6 [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドに、CVPのロジカルコントローラ IDを入力します。

ステップ 7 [VRUホスト名（VRU Hostname）]フィールドに、CVPサーバーのホスト名を入力します。

ステップ 8 [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに、5000と入力します。

ステップ 9 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 10 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 11 [DSCP]ドロップダウンリストで、CS3(24)を選択します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 残りの PIMを構成するには、これらの手順を繰り返します。

MR周辺機器ゲートウェイの構成

•メディアルーティング PGの追加（52ページ）

• 2000エージェント展開にマルチチャネル PIMを追加（53ページ）

•アウトバウンド PIMの追加（54ページ）

• PIMの作成後（50ページ）

メディアルーティング PGの追加

メディアルーティング PGを構成します。マルチチャネルとアウトバウンドは使用しません。
この場合、メディアルーティング PGはアイドル状態または無効のままです。

手順

ステップ 1 [周辺機器ゲートウェイ設定（Peripheral Gateway Setup）]を開きます。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリック
します。

ステップ 3 [コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスで、[周辺機器ゲートウェ
イ（Peripheral Gateway）]を選択します。
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ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、
以下の手順を実行します。

a) [生産モード（Production mode）]チェックボックスをオンにします。

b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]チェックボックスをオンにします。

c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]チェックボック
スをオンにします。

d) [PGノードプロパティID（PG Node Properties ID）]ペインの [ID]ドロップダウンリストで
適切な PGを選択します。

e) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）を選択します。

f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに対して、MediaRouting
を選択します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

2000エージェント展開にマルチチャネル PIMを追加

手順

ステップ 1 周辺機器ゲートウェイコンポーネントのプロパティウィンドウで、追加をクリックします。

ステップ 2 クライアントタイプドロップダウンリストで、メディアルーティングを選択します。

ステップ 3 利用可能な PIMSリストで、MR PIM1を選択し、OKをクリックします。

ステップ 4 [構成（Configuration）]ダイアログボックスで、有効化チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 周辺機器名フィールドに、周辺機器名を入力します。

ステップ 6 [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドで、追加する Unified CCEコンポーネントのロジカ
ルコントローラ IDを入力します。以下は、データベースで表示される Unified CCEコンポー
ネントの名前です。

• ECEの名前は、Multichannelです。

• CCPの名前は、Multichannel2です。

• THIRD_PARTY_MULTICHANNELの名前は、MutliChannel3です。

例：

ECEを追加する場合は、データベースでMultichannelという名前のコンポーネントを検索しま
す。[周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドでコンポーネントのロジカルコントローラ ID
を入力します。

ステップ 7 [アプリケーションホスト名（1）（Application Hostname (1)）]フィールドで、ECEサービス
サーバーのホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 8 アプリケーション接続ポート (1)フィールドに、ポート番号を入力します。

アプリケーションとの通信に PIMが使用する ECEサービスサーバ上のポート番号を
使用します。デフォルトポートは 38001です。

（注）
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ステップ 9 アプリケーションホスト名 (2)フィールドは空白のままにします。

ステップ 10 アプリケーション接続ポート (2)フィールドは空白のままにします。

ステップ 11 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 12 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 13 [OK]をクリックします。

アウトバウンド PIMの追加

手順

ステップ 1 周辺機器ゲートウェイコンポーネントのプロパティウィンドウで、追加をクリックします。

ステップ 2 クライアントタイプドロップダウンリストで、メディアルーティングを選択します。

ステップ 3 利用可能な PIMSリストで、MR PIM2を選択し、OKをクリックします。

ステップ 4 [構成（Configuration）]ダイアログボックスで、有効化チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 周辺機器名フィールドに、周辺機器名を入力します。

ステップ 6 周辺機器 IDフィールドに、論理コントローラ IDを入力します。

ステップ 7 [アプリケーションホスト名（1）（Application Hostname(1)）]フィールドに、サイドAのエー
ジェント PGマシンの IPアドレスを入力します。

ステップ 8 [アプリケーション接続ポート（1）（Application Connection port (1)）]はデフォルト値のまま
にしておきます。

ステップ 9 [アプリケーションホスト名（2）（Application Hostname(2)）]フィールドに、サイドBのエー
ジェント PGマシンの IPアドレスを入力します。

ステップ 10 [アプリケーション接続ポート（2）（Application Connection port (2)）]はデフォルト値のまま
にしておきます。

ステップ 11 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 12 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 13 [OK]をクリックします。

CTIサーバーの構成

サイド Aとサイド Bに対して CTIサーバーを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選
択します。
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ステップ 2 [コンポーネントの設定（Components Setup）]ダイアログボックスの [インスタンスコンポーネ
ント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスで [CTIサーバー（CTI
Server）]をクリックします。

a) [生産モード（Production Mode）]をオンにします。

b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]をオンにします。

c) [デュプレックスCTIサーバー（Duplexed CTI Server）]をオンにします。

d) エージェント PG1には CG1を選択し、エージェント PG2には CG2を選択します。

e) エージェント PGに対応するシステム ID番号を入力します。

例：エージェント PG1には 1を、エージェント PG2には 2を入力します。

f) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）をクリックします。
g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバーコンポーネントプロパティ（Server Component Properties）]ダイアログボックスで以
下のように構成します。

a) サイド Aには、[クライアント接続ポート番号（Client Connection Port Number）]フィール
ドに 42027と入力します。

b) サイド Bには、[クライアント接続ポート番号（Client Connection Port Number）]フィール
ドに 43027と入力します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [Network Interface Properties]ダイアログボックスで、プライベートインターフェイスを入力し
ます。

ステップ 7 パブリック（表示）インターフェイスと CG表示インターフェイスを入力し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 8 設定情報の確認ページで、すべての設定を確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [設定完了（Setup Complete）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 [設定を終了（Exit Setup）]をクリックします。

すべてのUnified CCEコンポーネントがインストールされるまでUnified CCE /CC Node
Managerを起動しないでください。

（注）

JTAPIのインストール

この手順は、Unified Communications Manager PIMを備えたPGを使用するUnified Contact Center
Enterpriseマシンに必要です。ただし、この作業はUnified Communications Managerの構成（87
ページ）後まで延期する必要があります。ただし、Unified Communications Managerを構成す
るまで、このタスクを延期する必要があります。

（注）
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サイドAおよびサイドBでUnified Communications Manager PIMを備えた PGを使用するUnified
Contact Center Enterpriseマシンに JTAPIをインストールするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザ（https://{callmanager-hostname}）で、Unified Communications Managerを起動し、ログ
インします。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）]> [プラグイン（Plugins）]の順に選択します。[検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 3 ダウンロードしたファイルをインストールし、すべてのデフォルト設定を受け入れます。

ステップ 4 プロンプトで、Unified Communications Manager TFTPサーバーの IPアドレスを入力し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証

これは、Unified CCEマシンに対して実行します。

手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開き、cd C:\と入力します。

ステップ 2 cd icm\serviceability\diagnostics\binと入力し、Enterキーを押します。

ステップ 3 DiagFwCertMgr /task:CreateAndBindCert /port:7890と入力し、Enterキーを押します。

ステップ 4 [スタート（Start）] > [実行（Run）]の順に選択し、services.mscと入力して、サービスツール
を開きます。Cisco Diagnostic Frameworkサービスが実行されていることを確認します。実行さ
れていない場合は起動します。

ステップ 5 [スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified
CCE Tools）] > [診断フレームワークPortico（Diagnostic Framework Portico）]の順に選択し、
診断フレームワークPorticoを開きます。ドメインユーザのログイン情報を使用してDiagnostic
Framework Porticoにログインできることを確認します。

Cisco SNMPの設定

Cisco SNMPを設定するには、以下の手順を実行します。

• Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（57ページ）

• Cisco SNMPエージェント管理スナップインビューの保存（57ページ）

• SNMP V1 and V2cのコミュニティ名の設定 （58ページ）

• SNMP V3用の SNMPユーザー名の設定 （58ページ）
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• SNMPトラップの接続先設定 （59ページ）

• SNMP Syslogの接続先設定 （60ページ）

Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加

Cisco SNMPエージェント管理の設定は、Windows管理コンソールのスナップインを使用して
設定することができます。

スナップインを追加して、CiscoSNMP管理の設定を変更するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート]メニューで、mmc.exe/32と入力します。

ステップ 2 コンソールから、ファイル >スナップインの追加または削除を選択します。

ステップ 3 [スナップインの追加または削除]ダイアログボックスで、利用可能なスナップイン一覧から
Cisco SNMPエージェント管理を選択します。[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 選択されたスナップインのペインで、 Cisco SNMPエージェント管理をダブルクリックしま
す。

ステップ 5 Cisco SNMPエージェント管理拡張機能のダイアログボックスで、常に使用可能なすべての拡
張機能を有効にするを選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 6 [スナップインの追加および削除]ウィンドウで、OKをクリックします。これで、Cisco SNMP
Agent Managementスナップインがコンソールに読み込まれました。

Cisco SNMPエージェント管理スナップインビューの保存

[Cisco SNMPエージェント管理] MMCスナップインをロードした後、コンソールビューを
「.MSC」のファイル拡張子が付いたファイルに保存することができます。[管理ツール]から
このファイルを直接起動することができます。

CiscoSNMPエージェント管理スナップインビューを保存するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ファイル >保存を選択します。

ステップ 2 [ファイル名]フィールドに、 Cisco SNMPエージェント管理と入力します。

ステップ 3 [名前を付けて保存]の [ファイルの種類]フィールドで、Microsoft管理コンソールファイル（*
.msc）等の管理ツールにマップするファイル名を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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SNMP V1 and V2cのコミュニティ名の設定

SNMP v1あるいは v2cを使用する場合は、ネットワーク管理システム（NMS）がサーバから
提供されるデータにアクセスできるように、コミュニティ名を設定する必要があります。SNMP
コミュニティ名を使用して、SNMP情報のデータ交換を認証します。NMSは、同じコミュニ
ティ名を使用するサーバに対してのみ SNMP情報をやり取りすることができます。

SNMP v1および v2cのコミュニティ名を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順 Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（57ページ）および Cisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（57ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。

手順

ステップ 1 スタート >すべてのプログラム >管理ツール > Cisco SNMPエージェント管理を選択します。

ステップ 2 Cisco SNMPエージェント管理を右クリックして、管理者として実行するを選択します。

ステップ 3 [Cisco SNMPエージェント管理]画面に、トラップおよびシステムログに SNMPを必要とする
設定の一部が表示されます。

ステップ 4 コミュニティ名（SNMP v1または v2c）を右クリックして、プロパティを選択します。

ステップ 5 [コミュニティ名（SNMP v1または v2c）のプロパティ]ダイアログボックスで、新規コミュニ
ティの追加をクリックします。

ステップ 6 [コミュニティ名]フィールドに、コミュニティ名を入力します。

ステップ 7 [ホストのアドレス一覧]フィールドに、ホストの IPアドレスを入力します。

ステップ 8 適用するをクリックして、OKをクリックします。

SNMP V3用の SNMPユーザー名の設定

SNMP v3を使用する場合は、NMSがサーバから提供されるデータにアクセスできるように、
ユーザ名を設定する必要があります。

SNMPのユーザ名を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順 Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（57ページ）および Cisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（57ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。
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手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 >ユーザ名（SNMP v3） >プロパティを
選択します。

ステップ 2 [新規ユーザを追加（Add New User）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ名（User Name）]フィールドに、ユーザ名を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスの上部にある [設定済ユーザ]ペインにユーザ名が表示されます。

ステップ 6 適用するをクリックして、OKをクリックします。

SNMPトラップの接続先設定

SNMP v1、SNMP v2c、および SNMP v3の SNMPトラップの接続先を設定することができま
す。トラップは、SNMPエージェントが特定のイベントを NMSに伝達するために使用する通
知です。

トラップの接続先を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順 Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（57ページ）および Cisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（57ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。

手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 >トラップの接続先 >プロパティを選択
します。

ステップ 2 トラップエンティティの追加をクリックします。

ステップ 3 NMSが使用する SNMPのバージョンをクリックします。

ステップ 4 [トラップエンティティ名]フィールドに、トラップエンティティの名前を入力します。

ステップ 5 このトラップと関連付けるユーザ名またはコミュニティ名を選択します。この一覧には、設定
された既存のユーザまたはコミュニティ名が自動的に提示されます。

ステップ 6 IPアドレス入力フィールドに、1つあるいは複数の IPアドレスを入力します。挿入をクリッ
クして、トラップの接続先を定義します。

ステップ 7 適用するをクリックして、保存をクリックして、新しいトラップの接続先を保存します。

ダイアログボックス上部の [トラップエンティティ]セクションに、トラップエンティティ名
が表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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SNMP Syslogの接続先設定

Cisco SNMPエージェント管理スナップインで、SNMPの Syslogの接続先を設定することがで
きます。

Syslogの接続先を設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 > Syslogの接続先 >プロパティを選択し
ます。

ステップ 2 リストボックスでインスタンスを選択します。

ステップ 3 フィードを有効にするをオンにします。

ステップ 4 [コレクタアドレス]フィールドにコレクタの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 OKをクリックして、Loggerを再起動します。

Unified CCEサービスの起動

Unified CCEコンポーネントは、ホストコンピュータのWindowsサービスとして実行されま
す。これらサービスは、デスクトップのUnified CCEサービスコントロールツールで起動、停
止、サイクルできます。

この手順は、Unified CCEサービスを有効化するために必要です。ただし、このタスクは、導
入モデルに含まれるすべての仮想マシンに Unified CCEコンポーネントをインストールするま
で、保留にしなければなりません。

（注）

手順

ステップ 1 各 Unified CCEサーバーマシンで、Unified CCEサービスコントロールを開きます。

ステップ 2 Unified CCEコンポーネントサービスを起動します。

Unified CVPの構成
このセクションでは、Unified CVPの構成手順に関して説明します。

完了したかタスク順序

Unified CVPサーバーの構成（61ページ）1
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完了したかタスク順序

Unified CVPレポーティングサーバーの構成
（64ページ）

2

Cisco Unified CVPオペレーションコンソール
の構成（70ページ）

3

Unified CVPサーバーの構成

このセクションでは、Unified CVPサーバーの構成方法を説明します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの検証（61ページ）1

Unified CVPメディアサーバー IISの設定（61
ページ）

2

FTPサーバーの設定（63ページ）3

ネットワークカードの検証

手順

ステップ 1 [スタート（Start）]を選択したら、[ネットワーク（Network）]を右クリックします。

ステップ 2 [プロパティ（Properties）]を選択します。[アダプタ設定の変更（Change Adapter Settings）]
を選択します。

ステップ 3 [ローカルエリア接続（Local Area Connection）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]
を選択します。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPV6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPV6)）]
をオフにします。

ステップ 5 [インターネットプロトコルバージョン4（Internet Protocol Version 4）]チェックボックスを
オンにし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 6 表示 IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、優先 DNSサーバー、および
代替 DNSサーバーのデータを確認します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Unified CVPメディアサーバー IISの設定

手順

ステップ 1 スタート >管理ツールに移動します。
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ステップ 2 サーバマネージャオプションを選択して、管理 >役割と機能の追加に移動します。

ステップ 3 インストールタイプタブに移動して、役割ベースまたは機能ベースのインストールオプショ

ンタブで、[次へ（Next）]を選択します。

ステップ 4 サーバの選択ウィンドウで、リストからサーバを選択して、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [ウェブサーバ (iis) ]チェックボックスをオンにして iisを有効にし、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 6 ウェブアダプタをインストールするために追加の機能は必要ありません。[次へ（Next）]をク
リックします。

ウェブサーバの役割（IIS）タブを表示します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
役割サービスの選択タブを表示します。

ステップ 8 以下の一覧のウェブサーバコンポーネントが有効になっていることを確認します。

• Webサーバー

• HTTP共通機能

•デフォルトのドキュメント

•静的コンテンツ

•セキュリティ

•フィルタ処理機能の要求

•基本認証

• Windows Authentication

•アプリケーション開発

• .NET機能拡張 4.5

• ASP.NET 4.5

• ISAPI Extensions

• ISAPIフィルタ

•管理ツール

• IIS管理コンソール

• IIS管理互換性

• IIS6メタベース互換性

• IIS管理スクリプトとツール

•管理サービス
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ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 設定値が正しいことを確認して、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 11 インストール後に [閉じる（Close）]をクリックします。

FTPサーバーの設定

• FTPサーバーのインストール（63ページ）

• FTPサーバーの有効化（63ページ）

•基本的な FTPプロキシ設定（64ページ）

FTPサーバーのインストール

手順

ステップ 1 スタート >管理ツールを選択します。

ステップ 2 サーバマネージャを選択して、[管理（Manage）]をクリックします。

ステップ 3 [ロールおよび機能の追加（Add Roles and Features）]を選択して、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 4 インストールタイプの設定タブで、ロールベースまたは機能ベースのインストールを選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 リストから必要なサーバを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 ウェブアダプタをインストールするために追加の機能は必要ありません。[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 7 サーバーの役割ページで、[Webサーバー（IIS）（Web Server (IIS)）]を展開します。

ステップ 8 [FTPサーバー（FTP Server）]をオンにし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 機能ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 構成ページで、[インストール（Install）]をクリックします。

FTPサーバーの有効化

手順

ステップ 1 スタート >管理ツールに移動します。

ステップ 2 サーバマネージャを選択して、IISをクリックします。

ステップ 3 FTPサーバを有効にするサーバを右クリックして、サブメニューからインターネットインフォ
メーションサービス（IIS）マネージャオプションを選択します。

ステップ 4 接続パネルに移動します。
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a) FTPサイトを追加する CVPサーバを展開します。
b) サイトを右クリックして、FTPサイトの追加オプションをサブメニューから選択します。

ステップ 5 FTPサイト名を入力します。

ステップ 6 物理パスフィールドで、C:\Inetpub\wwwrootを参照して、次へをクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストで CVPの IPアドレスを選択します。

ステップ 8 ポート番号を入力します。

ステップ 9 SSLなしチェックボックスをオンにして、次へをクリックします。

ステップ 10 認証パネルで匿名および基本チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 許可するドロップダウンリストですべてのユーザを選択します。

ステップ 12 読み取りおよび書き込みチェックボックスをオンにして、完了をクリックします。

基本的な FTPプロキシ設定

手順

ステップ 1 接続タブで作成したFTPサーバに移動します。

ステップ 2 アクションタブに移動して、基本設定をクリックします。

ステップ 3 接続をクリックします。

ステップ 4 アプリケーションユーザ（パススルー認証）オプションを選択して、OKをクリックします。

ステップ 5 サイトの編集ウィンドウで OKをクリックします。

Unified CVPレポーティングサーバーの構成

• 2000エージェント展開用 Unified CVPレポーティングサーバーはひとつです。

•別のエージェント展開用 Unified CVPレポーティングサーバーは 2台あります。

（注）

次の表に、Unified CVPレポーティングサーバーの構成方法を説明します。

完了したかタスク順序

?ネットワークカードの検証（61ページ）1

?セカンダリドライブの構成（36ページ）2

?Unified CVPレポーティングユーザー（65ページ）3

?Cisco Unified CVPレポートデータのデータソースの
作成（67ページ）

4
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Unified CVPレポーティングユーザー

レポートユーザーの作成

Unified CVPレポーティングユーザーが Unified Intelligence Centerにサインインできるのは、そ
のユーザーが管理コンソールにスーパーユーザとして存在するか、またはそのユーザーのドメ

インの Unified Intelligence Center管理コンソールに Active Directory（AD）が設定されている場
合のみです。

•後から追加したスーパーユーザは、IP Multimedia Subsystem（IMS）ユーザであると見なさ
れます。

• Active Directoryで認証されたユーザーは、Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）
ユーザーであると見なされます。

IMSユーザと LDAPユーザの両方が、Unified Intelligence Centerレポーティングにログインで
きます。ただし、Unified Intelligence Centerレポーティングセキュリティ管理者が追加のロー
ルを付与し、アクティブユーザであることを示すフラグを設定するまで、ログインユーザロー

ルに制限されます。

Unified Intelligence Centerユーザーリストページでユーザーを作成できても、このユーザーリス
ト上にエントリがあるのみでは、そのユーザーは Unified Intelligence Centerにサインインでき
ません。このユーザリストページでユーザを作成する 1つの理由として、Active Directoryド
メインを設定する前に、ユーザの権限を迅速に付与できることを挙げることができます。

スーパーユーザの作成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソール（https://<HOST ADDRESS>/oamp）にログインし

ます。

ステップ 2 [管理者ユーザー管理（Admin User Management）] > [管理者ユーザー管理（Admin User
Management）]の順に選択し、ユーザーページを開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックし、新規ユーザーを追加、構成するか既存のユーザー名を
クリックし、そのユーザーの構成を編集します。

このページには、[一般（General）]、[ログイン情報（Credentials）]、および [ポリシー（Policy）]
の 3つのタブがあります。これらのタブの入力方法については、「https://www.cisco.com/en/US/
products/ps9755/prod_maintenance_guides_list.html」の または、管理コンソールオンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

LDAPユーザー用 Active Directoryサーバーの設定

Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールの [Active Directory]タブを構成すると、Unified
CVPレポーティングユーザーは、ドメインで定義したユーザー名とパスワードを使用して
Unified Intelligence Centerレポーティングアプリケーションにログインできるようになります。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
65

カスタマーインスタンスの設定

Unified CVPレポーティングユーザー

https://www.cisco.com/en/US/products/ps9755/prod_maintenance_guides_list.html
https://www.cisco.com/en/US/products/ps9755/prod_maintenance_guides_list.html


手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理アプリケーションで、[クラスタ構成（Cluster
Configuration）] > [レポーティング構成（Reporting Configuration）]の順に選択し、[Active
Directory]タブを選択します。

ステップ 2 このページにあるすべてのフィールドを入力します。ガイダンスについては、オンラインヘル
プを参照してください。

ステップ 3 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

ステップ 4 接続の確認ができたら、[保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Intelligence Centerレポーティングインターフェイスにサインイン

Unified Intelligence Centerレポーティングインターフェイスにサインインできるユーザ：

•初期状態では、デフォルトのスーパーユーザであるシステムアプリケーションユーザ。

•その後、管理コンソールに IMSスーパーユーザーまたは LDAPユーザーとして作成され
た Unified CVPユーザー。

以下の手順を実行して、Unified Intelligence Centerレポーティングインターフェイスにサインイ
ンしてください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールにサインインします（https://<HOST
ADDRESS>/oamp）。

ステップ 2 [コントロールセンター（Control Center）] > [デバイスコントロール（Device Control）]の順
に選択します。

ステップ 3 アクセスするメンバーノードの名前をクリックします。これにより、そのメンバの [CiscoUnified
Intelligence Center]ログインページが開きます。

ステップ 4 ユーザー IDとパスワードを入力します。[概要（Overview）]ページが表示されます。

ステップ 5

レポートテンプレートの作成

完了したかタスク順序

Cisco Unified CVPレポートデータのデータソース
の作成（67ページ）

1

Cisco Unified CVPレポートテンプレートの取得
（68ページ）

2
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完了したかタスク順序

Unified CVPレポートテンプレートのインポートお
よびデータソースの設定（69ページ）

3

Cisco Unified CVPレポートデータのデータソースの作成

手順

ステップ 1 https://<hostname of CUIC Publisher>:8444/cuicで Unified Intelligence Centerに
ログインします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで、[構成（Configure）] > [データソース（Data Sources）]の順に
選択します。

Unified Intelligence Centerレガシーインターフェイスにリダイレクトします。

ステップ 3 [データソース（Data Sources）]タブで、[作成（Create）]をクリックします。

ステップ 4 このページの各フィールドに以下の通り値を指定します。

値フィールド

このデータソースの名前を入力します。

レポートデザイナおよびレポート定義作成者は、[デー
タソース（Data Sources）]ページにアクセスできませ
んが、カスタムレポートを作成するときにデータ

ソースのリストを参照できます。それらのユーザに

わかりやすいように、新しいデータソースにわかり

やすい名前を付けます。

名前

このデータソースの説明を入力します。説明

[Informix]を選択します。

編集モードでは、[タイプ（type）]はディ
セーブルになります。

（注）

タイプ

Unified CVPレポーティングサーバーの IPアドレス
またはドメインネームシステム（DNS）を入力しま
す。

データベースホスト

ポート番号を入力します。通常、ポートは 1526で
す。

ポート

データベース名は、cvp_data または callbackです。データベース名

目的のデータベースのインスタンス名を指定します。

デフォルトは、cvpです。

インスタンス
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値フィールド

データベースに格納されているデータに正しいタイ

ムゾーンを選択します。[標準時間（Standard Time）]
から [サマータイム（Daylight Savings Time）]への変
更がある場所では、このタイムゾーンが自動的に更

新されます。

タイムゾーン

Operations Consoleに設定されているレポーティング
ユーザのユーザ IDを入力して、Unified CVPレポー
ティングデータベースにアクセスします。

（cvp_dbuserアカウントは、Unified CVPレポーティ
ングサーバーのインストール中に自動的に作成され

ます）。

データベースユーザー ID

データベースユーザのパスワードを入力し、確認し

ます。

Passwordおよび Confirm Password

[UTF-8]を選択します。文字セット

[自分のグループ]および [すべてのユーザ]グループ
について、このデータソースに対する権限を表示ま

たは編集します。

デフォルトの許可

ステップ 5 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

ステータスがオンラインでない場合、エラーメッセージを確認して原因を究明し、それに応じ

てデータソースを編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックして、[データソースの追加（Add Data Source）]ウィンドウを閉じ
ます。

CVPコールバックレポートを標準データソース（cvp_data）にインポートする必要が
ある場合は、「インポートを完了できません。選択したデータソースのクエリ検証に

失敗しました。（Import could not be completed: Query validation failed against the selected

data source.）」というメッセージが表示され、インポートが失敗します。

この問題を修正するには、cvp_dataデータベースではなく、コールバックデータベー
スを指す別個のデータソースを作成します。

（注）

新しいデータソースが、[データソース（Data Sources）]リストに表示されます。

Cisco Unified CVPレポートテンプレートの取得

インポートUnified CVPレポートテンプレートを取得可能なユーザー：組織内のすべてのユー
ザー。
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Unified CVPレポーティングテンプレート XMLファイルは、Unified CVPとともにインストー
ルされます。ファイルの保存先に移動し、ファイルを Cisco Unified Intelligence Centerクライア
ントワークステーションにコピーします。

インポート Unified CVPレポートテンプレートを取得するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVPサーバーで、Unified CVPテンプレートファイルを検索します。これら
は、%CVP_HOME%\CVP_Reporting_Templatesのレポーティングサーバーにある XMLファイ
ルです。また、\Downloads and Samples\Reporting Templatesのインストールディレクトリでも見
つけることができます。

ステップ 2 ファイルを選択し、Unified Intelligence Center Reporting Webアプリケーションを起動できるク
ライアントコンピュータにコピーします。

Unified CVPレポートテンプレートのインポートおよびデータソースの設定

手順

ステップ 1 URL http://<HOST ADDRESS>:8444/cuicを使用してUnified Intelligence Center Webアプリケーショ
ンを起動します。

ステップ 2 [ユーザー名（User Name）]と [パスワード（Password）]を入力します。

ステップ 3 左側のナビゲーションウィンドウで、[レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 4 [レポート（Reports）]ツールバーで、[新規フォルダ（New Folder）]をクリックします。

ステップ 5 Unified CVPレポートのコンテナとして新規フォルダに名前を付けます。[保存（Save）]をク
リックします。

ステップ 6 [レポート（Reports）]ツールバーで [新規（New）] > [インポート（Import）]の順に選択しま
す。Unified Intelligence Centerレガシーインターフェイスの概要ページにリダイレクトされま
す。

ステップ 7 [レポート（Reports）]ドロワーをクリックし、Unified CVPレポートをインポートするために
作成したフォルダを選択します。

ステップ 8 ツールバーで、[レポートをインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 9 手順 5で作成した Unified CVPフォルダに保存します。

ステップ 10 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 11 サービスコールバックテンプレートにこれを繰り返します。
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Cisco Unified CVPオペレーションコンソールの構成

完了したかタスク順序

ネットワークカードの検証（61ページ）1

Unified CVPオペレーションコンソールの有効化（70
ページ）

2

Unified CVPコールサーバーコンポーネントの構成（71
ページ）

3

Unified CVPサーバーコンポーネントの構成（72ペー
ジ）

4

Unified CVPレポーティングサーバーの構成（73ペー
ジ）

5

Unified CVPメディアサーバーの構成（74ページ）6

Unified CVPライセンスのインストール（74ページ）7

ゲートウェイの構成（75ページ）8

Unified CCEデバイスの追加（76ページ）9

Unified Communications Managerデバイスの追加（77
ページ）

10

Unified Intelligence Centerデバイスの追加 （77ページ）11

スクリプトおよびメディアファイルの転送（75ペー
ジ）

12

SNMPの構成（76ページ）13

SIPサーバーグループの構成（78ページ）14

ダイヤル番号パターンの構成（79ページ）15

Unified CVPオペレーションコンソールの有効化

Cisco Unified CVPオペレーションコンソールを有効化するには、CVP OAMPサーバーで、以
下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [実行（Run）]の順に選択し、services.mscと入力します。

ステップ 2 Cisco CVP OPSConsoleServerサービスが実行中であることを確認します。実行中でない場合は、
そのサービスを右クリックし、[スタート（Start）]をクリックします。

ステップ 3 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified Customer Voice
Portal] > [オペレーションコンソール（Operation Console）]の順に選択し、Unified CVP
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OPSConsoleページを開きます。Microsoft Internet Explorerを使用している場合は、自己署名証
明書を受け入れる必要があります。

Unified CVPコールサーバーコンポーネントの構成

• 500エージェント展開では、サイド Aとサイド Bに Unified CVPサーバーが 1台ずつあり
ます。

• 1000エージェント展開では、サイド Aとサイド Bに Unified CVPサーバーが 2台ずつあ
ります。

• 4000エージェント展開では、サイド Aとサイド Bに Unified CVPサーバーが 8台ずつあ
ります。

（注）

手順

ステップ 1 Unified CVP OAMPサーバーで、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] >
[Cisco Unified Customer Voice Portal]の順に選択します。

ステップ 2 [オペレーションコンソール（Operations Console）]をクリックして、ログインします。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVPコールサーバー（Unified CVP Call
Server）]の順に選択します。

ステップ 4 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 5 [一般（General）]タブで、Cisco Unified CVPサーバーのIPアドレスとホスト名を入力します。
[ICM]、[IVR]および [SIP]にチェックを入れます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ICM]タブをクリックします。各 Cisco Unified CVPコールサーバーで、VRU接続ポートのデ
フォルトポートを 5000のままにします。

ステップ 7 [SIP]タブをクリックします。

a) [アウトバウンドプロキシを有効にする（Enable outbound proxy）]フィールドで、[いいえ
（No）]を選択します。

b) [DNS SRVタイプクエリの使用（Use DNS SRV type query）]フィールドで、[はい（Yes）]
を選択します。

c) [SRVレコードをローカルに解決（Resolve SRV records locally）]をオンにします。

ステップ 8 [デバイスプール（Device Pool）]タブをクリックします。デフォルトのデバイスプールが選択
されていることを確認してください。

ステップ 9 （オプション）[インフラストラクチャ（Infrastructure）]タブをクリックします。[Syslog設定
の構成（Configuration Syslog Settings）]ペインで、これらのフィールドを次のように構成しま
す。

a) syslogサーバの IPアドレスまたはホスト名を入力します。
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例：

プライムサーバー

b) syslogサーバーのポート番号に 514と入力します。

c) Reporting Serverがログメッセージを書き込むバックアップサーバーの名前を入力します。
d) [バックアップサーバーポート番号（Backup server port number）]フィールドに、バックアッ
プ syslogサーバーのポート番号を入力します。

ステップ 10 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。

ステップ 11 残りの Unified CVPサーバーに対してこの手順を繰り返します。

Unified CVPサーバーコンポーネントの構成

Cisco Unified CVPサーバーの VXMLサーバーコンポーネントを構成するには、以下の手順を
実行します。

• 2000エージェント展開では、サイド Aとサイド Bに Unified CVPサーバーが 1台ずつあ
ります。

• 4000エージェント展開および Small Contact Centerエージェント展開では、サイド Aとサ
イド Bには Unified CVPサーバーが 8台ずつあります。

• 12000エージェント展開では、サイド Aとサイド Bに Unified CVPサーバーが 24台ずつ
あります。

（注）

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールで、[デバイス管理（Device Management）] > [Unified
CVP VXMLサーバー（Unified CVP VXML Server）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、Cisco Unified CVPサーバーの IPアドレスとホスト名を入力します。

ステップ 4 プライマリおよびバックアップ CVPコールサーバーを構成します。

ステップ 5 [構成（Configuration）]タブをクリックします。[CVP VXMLサーバーに対してレポーティング
を有効化する（Enable reporting for this CVP VXML Server）]フィールドで、[はい（Yes）]
をクリックし、任意でレポーティングを有効化します。レポーティングを有効化しない場合

は、[いいえ（No）]を選択します。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]タブをクリックします。デフォルトのデバイスプールが選択
されていることを確認してください。プライマリおよびセカンダリコールサーバーを再起動す

るように求められたら、[いいえ、今は再起動しないでください。（No. Do not restart at this
time.）]をクリックします。

ステップ 7 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。
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ステップ 8 すべての CVPサーバーに対して、この手順を繰り返します。

Unified CVPレポーティングサーバーの構成

オペレーションコンソールでUnified CVPレポーティングサーバーコンポーネントを構成する
には、以下の手順を実行します。

CVPレポーティングサーバーへの負荷バランスを取るため、各サイドには、2つのCVPレポー
ティングサーバーが展開されています。お客様が、2つのレポーティングサーバーを保持して
いる場合は CVPレポーティングサーバーサイド Aを構成し、すべてのサイド A CVPコール
サーバーを関連付けます。サイド Bレポーティングサーバーでは、サイド Bに属しているす
べてのCVPコールサーバーを関連付けます。これは、各CVPコールサーバーと各VXMLサー
バーは、1つのレポーティングサーバーにしか関連付けることができないからです。レポート
は、複数の Informixデータベース間で作成できません。サイド Aのコールサーバーは、サイ
ド Aのレポーティングサーバーにのみレポートし、サイド Bのコールサーバーは、サイド B
のレポーティングサーバーにのみレポートします。

お客様が保持する CVPレポーティングサーバーが 1台の場合は、1台のレポーティングサー
バーにすべてのコールサーバーを関連付けます。一時的なデータベースの停止中は、メッセー

ジがファイルにバッファリングされ、データベースがオンラインに戻った後にデータベースに

挿入されます。メッセージをバッファできる時間は、システムによって異なります。

（注）

手順

ステップ 1 オペレーションコンソールで、[デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVPレポー
ティングサーバー（Unified CVP Reporting Server）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、以下項目を構成します。

a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) 使用可能なすべての関連する Unified CVPコールサーバーを選択します。

ステップ 4 [インフラストラクチャ（Infrastructure）]タブで次を構成します。

a) [最大スレッド（Maximum Threads）]、[統計集約間隔（Statistics Aggregation Interval）]、[ロ
グファイルプロパティ（Log File Properties）]の設定はデフォルトのままにしておきます。

b) レポーティングサーバーが、syslogイベントを送信するSyslogサーバーの IPアドレスまた
はホスト名を入力します。

例：

プライムサーバー

c) サーバーポート番号に 514と入力します。
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d) レポーティングサーバーが、syslogイベントを送信するオプションのバックアップサーバー
の IPアドレスまたはホスト名を入力します。

e) オプションのバックアップサーバーのポート番号を入力します。

ステップ 5 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。

ステップ 6 すべての CVPレポーティングサーバーに対して手順 1～ 5を繰り返します。

Unified CVPメディアサーバーの構成

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールで、[デバイス管理（Device Management）] > [メディアサー
バー（Media Server）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、以下項目を構成します。

a) Unified CVPサーバーの IPアドレスとホスト名を入力します。
b) [FTPの有効化（FTP Enabled）]をオンにします。

c) [匿名アクセス（Anonymous Access）]をオンにするか、ログイン情報を入力します。

d) [サインインのテスト（Test SignIn）]をクリックして、FTPアクセスを検証します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 すべてのメディアサーバーに対して手順 1～ 4を繰り返します。

ステップ 6 すべてのメディアサーバーを構成したら、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 7 [展開ステータス（Deployment Status）]をクリックして、構成が適用されていることを確認し
ます。

ステップ 8 CVPオペレーションコンソールで、[デバイス管理（Device Management）] > [メディアサー
バー（Media Server）]の順に選択します。

ステップ 9 [デフォルトメディアサーバー（Default Media Server）]を [なし（None）]からいずれかのUnified
CVPサーバーに変更します。[設定（Set）]をクリックします。

ステップ 10 [展開（Deploy）]をクリックします。

Unified CVPライセンスのインストール

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールにサインインします。

ステップ 2 [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [ライセンス（Licenses）]
の順に選択します。
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ステップ 3 [デバイスタイプの選択（Select device type）]フィールドで、[すべてのUnified CVPデバイス
（All Unified CVP devices）]を選択します。

ステップ 4 ライセンスファイルを参照して選択します。

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 6 [ファイル転送ステータス（File Transfer Status）]をクリックして転送の進捗状況をモニタしま
す。

ゲートウェイの構成

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[デバイス管理（Device Management）] > [ゲートウェイ
（Gateway）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、以下の通り設定します。

a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) デバイスタイプを選択します。

d) [ユーザ名とパスワード（Username and Passwords）]ペインに、ユーザ名とパスワードを入
力し、パスワードを有効にします。

ステップ 4 [サインインのテスト（Test Sign-in）]をクリックして、ゲートウェイとの接続を確立でき、ロ
グイン情報が正しいことを確認します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 すべてのゲートウェイに対して繰り返し行ってください。

スクリプトおよびメディアファイルの転送

通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転
送（File Transfer）] > [スクリプト&メディア（Scripts & Media）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスタイプの選択（Select device type）]フィールドで、ゲートウェイを選択します。

ステップ 3 すべてのゲートウェイを [選択済み（Selected）]に移動します。

ステップ 4 [デフォルトゲートウェイファイル（Default Gateway files）]をクリックします。

ステップ 5 [転送（Transfer]をクリックし、ポップアップウィンドウで [OK]を選択します。
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ステップ 6 [ファイル転送ステータス（File Transfer Status）]をクリックして転送の進捗状況をモニタしま
す。

SNMPの構成

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、SNMP > V1/V2c >コミュニティ文字列に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

a) 一般タブで、コミュニティ文字列の名前を指定します。

b) デバイスタブで、使用可能なデバイスのリストから必要なデバイスを選択します。
c) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ステップ 3 通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。

a) [SNMP] > [V1/V2c] > [通知の送信先（Notification Destination）]の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) 各フィールドに値を指定します。

d) [デバイス（Devices）]タブを選択し、SNMP通知先をデバイスに割り当てます。
e) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

Unified CCEデバイスの追加

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified ICM]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [一般（General）]タブで、以下の通り設定します。

a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) [有用性の有効化（Enable Serviceability）]を選択します。
d) ユーザ名を入力します。
e) パスワードを入力します。

f) パスワードを確認します。

g) デフォルトポートを受け入れます。

Small Contact Center展開では、エージェント PGの NAT IPアドレスを追加します。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 6 すべての Unified CCEマシンに対して手順 1〜 5を繰り返します。

Unified Communications Managerデバイスの追加

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CM]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [一般（General）]タブで、以下の通り設定します。

a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) [同期の有効化（Enable Synchronization）]をオンにします。
d) ユーザ名を入力します。
e) パスワードを入力します。

f) パスワードを確認します。

g) デフォルトポートを受け入れます。

Small Contact Center展開では、Unified CMの NAT IPアドレスを追加します。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 すべての Unified Communications Managerデバイスに対して手順 1〜 5を繰り返します。

Unified Intelligence Centerデバイスの追加

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified Intelligence Centerデバイスに移動します。[デバイス管理（Device Management）] >
[Unified IC]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [一般（General）]タブで、以下の通り設定します。

a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) [有用性の有効化（Enable Serviceability）]を選択します。
d) ユーザ名を入力します。
e) パスワードを入力します。

f) パスワードを確認します。

g) デフォルトポートを受け入れます。
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h) 既存のすべての CVPレポーティングサーバーを関連付けます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

SIPサーバーグループの構成

SIPサーバーグループは、Cisco Unified Communications Managerおよびゲートウェイで必要と
なります。

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールで、[システム（System）] > [SIPサーバーグループ（SIP
Server Group）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerデバイス用のサーバーグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

b) [SRVドメイン名FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、Communications
Managerのエンタープライズパラメータの Cluster FQDN設定でも使用する値を入力しま
す。たとえば、cucm.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、Unified Communications
Managerノードの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) Unified Communications Managerサブスクライバごとに手順 cと dを繰り返します。[保存
（Save）]をクリックします。

サーバーグループに Publisherノードを置かないでください。（注）

Communications Manager用の SIPサーバーグループは SCC展開に対して必要ありません。
これは、Communications Managerから SCCモデルの CVPに作成された直接 SIPトランク
が存在しないからです。

ステップ 3 ゲートウェイデバイス用にサーバーグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

b) [SRVドメイン名FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、SRVドメイン名
FQDNを入力します。たとえば、vxmlgw.cisco.comのように入力します。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、各ゲートウェイの IPアド
レスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) ゲートウェイごとに手順 cと dを繰り返します。[保存（Save）]をクリックします。

展開と分岐に適切なVXMLゲートウェイをすべて追加します。すべてのVXMLゲートウェ
イをサーバーグループに追加すると、すべてのメンバーサーバーグループゲートウェイ

に対してコールのロードバランスが行われます。

ステップ 4 これらサーバーグループをすべての Unified CVPコールサーバーに関連付けます。
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a) [コールサーバー展開（Call Server Deployment）]タブで、すべてのUnified CVPコールサー
バーを [利用可能（Available）]リストから [選択済み（Selected）]リストに移動します。

b) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

• Small Contact Centerエージェント展開の場合、CUBE(SP)は FQDN構成に対
応していないため、各サブカスタマーに対してCUBE(SP)を指すSIPサーバー
グループを作成できません。

• 12000エージェント導入モデルでは、各 CUCMクラスタにサブスクライバ
ノードを持つ 1つの SIPサーバーグループが必要です。

（注）

ダイヤル番号パターンの構成

ダイヤル番号パターンは、次の場合に必要です。

•エージェントデバイス

•ネットワーク VRU

•呼出音

•エラー

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[システム（System）] > [ダイヤル番号パターン（Dialed
Number Pattern）]に移動します。

ステップ 2 以下の表のダイヤル番号パターンごとに、以下の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ダイヤル番号パターン（Dialed Number Pattern）]フィールドに、ダイヤル番号パターンを
入力します。

c) [説明（Description）]フィールドに、ダイヤル番号パターンの説明を入力します。
d) [ダイヤル番号パターンのタイプ（Dialed Number Pattern Types）]ペインで、指定したダイ
ヤル番号パターンのタイプを確認します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 すべてのダイヤル番号パターンを設定した後、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 4 [展開ステータス（Deployment Status）]をクリックして、構成が適用されていることを確認し
ます。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
79

カスタマーインスタンスの設定

ダイヤル番号パターンの構成



ダイヤル番号パターンのタイプ説明ダイヤル番号パター

ン

[ローカルスタティックルートを有効にする
（Enable Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバーグループ、および IPアドレス/ホスト
名/サーバーグループ名へのルートは、いずれも
VXMLゲートウェイです（たとえば、
vxmlgw.Cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（Enable
Send Calls to Originator）]をオンにします。

呼出音91*

[ローカルスタティックルートを有効にする
（Enable Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバーグループ、および IPアドレス/ホスト
名/サーバーグループ名へのルートは、いずれも
VXMLゲートウェイです（たとえば、
vxmlgw.Cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（Enable
Send Calls to Originator）]をオンにします。

エラー92*

[ローカルスタティックルートを有効にする
（Enable Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバーグループ、および IPアドレス/ホスト
名/サーバーグループ名へのルートは、いずれも
Unified Communications Managerゲートウェイです。

[発信コールのRNAタイムアウトを有効にする
（Enable RNA Timeout for Outbound Calls）]をオン
にします。デフォルトのタイムアウト値は60秒で
す。

エージェントデバイ

ス。

エージェント拡張パ

ターン。たとえば、

エージェント内線の

範囲が 5001～
500999の場合は
500*と入力しま
す。

[ローカルスタティックルートを有効にする
（Enable Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバーグループ、および IPアドレス/ホスト
名/サーバーグループ名へのルートは、いずれも
VXMLゲートウェイです（たとえば、
vxmlgw.Cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（Enable
Send Calls to Originator）]をオンにします。

ネットワーク VRU
ラベル

777*
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ダイヤル番号パターンのタイプ説明ダイヤル番号パター

ン

[ローカルスタティックルートを有効にする
（Enable Local Static Route）]をオンにします。

[IPアドレス/ホスト名/サーバーグループ（IP
Address/Hostname/Server Group）]フィールドに、
CUBE(SP)でのCVP隣接関係のシグナリング IPア
ドレスとポートを、<IPアドレス>:<ポート番号>
の形式で入力します。

各サブカスタマーごとに一意のポートを設定する

必要があります。

[発信コールのRNAタイムアウトを有効にする
（Enable RNA Timeout for Outbound Calls）]をオン
にします。タイムアウトは 15秒です。

SCCモデルのサブカ
スタマーに対する

エージェントデバイ

スラベル。

SCCモデルのサブ
カスタマーに対する

エージェントの内線

パターン。たとえ

ば、エージェント内

線の範囲が 5001～
500999の場合は
500*と入力しま
す。

12000エージェント導入モデルでは、各CUCMクラスタに、エージェントの内線の範
囲が設定された個別のダイヤル番号パターンが必要です。

（注）

ステップ 5 Unified CVPコールサーバのコンポーネントを再起動します。

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成
Cisco IOS音声ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。特に明記されていない
限り、手順は TDMおよび Cisco UBE音声ゲートウェイの両方に適用されます。

すべての構成手順を enable > configuration terminalモードで実行します。（注）

logging buffered 2000000 debugging
no logging console
service timestamps debug datetime msec localtime
ip routing
ip cef
ip source-route
interface GigabitEthernet0/0

ip route-cache same-interface
duplex auto
speed auto
no keepalive
no cdp enable

voice service voip
no ip address trusted authenticate
ip address trusted list

ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # OR an explicit Source IP Address Trust List
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
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イングレスゲートウェイの構成

手順

ステップ 1 グローバル設定を次のように構成します。

voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
# If this gateway is being licensed as a Cisco UBE the following lines are also required

mode border-element
ip address trusted list
ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # Or an explicit Source IP Address Trust List

sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 音声コーデックプリファレンスを次のように設定します。

voice class codec 1
codec preference 1 g711ulaw
codec preference 2 g729r8

ステップ 3 デフォルトのサービスを次のように設定します。

#Default Services
application

service survivability flash:survivability.tcl

ステップ 4 ゲートウェイおよび sip-uaタイマーを次のように設定します。
gateway
media-inactivity-criteria all
timer receive-rtp 1200

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
reason-header override

ステップ 5 POTSダイヤルピアを次のように設定します。
# Configure Unified CVP survivability
dial-peer voice 1 pots

description CVP TDM dial-peer
service survivability
incoming called-number .T
direct-inward-dial

ステップ 6 スイッチレッグを次のように設定します。

#Configure the Switch leg where
# preference is used to distinguish between sides.
# max-conn is used prevent overloading of Unifed CVP
# options-keepalive is used to handle failover
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# Note: the example below is for gateways located on the A-side of a geographically
#distributed deployment
# Note: Ensure that you configure switch dial-peers for each Unified CVP server.

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP1, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70023 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP1, SideB
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 7 ハードウェアリソース（トランスコーダ、会議ブリッジ、およびMTP）を次のように設定し
ます。

この構成セクションは、仮想 CUBEあるいは CSR 1000vゲートウェイには必要あり
ません。上記には、物理 DSPリソースがありません。

（注）

#For gateways with physical DSP resources, configure Hardware resources using
#Unified Communications Domain Manager.

# Configure the voice-cards share the DSP resources located in Slot0
voice-card 0

dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 1
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 2
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 3
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 4
dspfarm
dsp services dspfarm

# Point to the contact center call manager
sccp local GigabitEthernet0/0

sccp ccm ###.###.###.### identifier 1 priority 1 version 7.0 # Cisco Unified CM sub
1
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sccp ccm ###.###.###.### identifier 2 priority 1 version 7.0 # Cisco Unifed CM sub
2

# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1

associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register <gw70mtp>
associate profile 1 register <gw70conf>
associate profile 3 register <gw70xcode>

# Configure DSPFarms for Conference, MTP and Transcoder

dspfarm profile 1 conference
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 24
associate application SCCP

dspfarm profile 2 mtp
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions software 500
associate application SCCP

dspfarm profile 3 transcode universal
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 52
associate application SCCP

# Note: Universal transcoder is only needed for cases where you engage the G.729 caller
to
G.729 only agent with IVR in middle and performs any supplementary services or use
features
like whisper announcement or agent greeting.

ステップ 8 （任意）SIPトランキングを設定します。
# Configure the resources to be monitored
voice class resource-group 1

resource cpu 1-min-avg threshold high 80 low 60
resource ds0
resource dsp
resource mem total-mem
periodic-report interval 30

# Configure one rai target for each CVP Server
sip-ua

rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP1A
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP2A
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP1B
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP2B
permit hostname dns:%Requires manual replacement - ServerGroup Name defined in

CVP.System.SIP Server Groups%

ステップ 9 着信 PSTN SIPトランクダイヤルピアを設定します。
dial-peer voice 70000 voip

description Incoming Call From PSTN SIP Trunk
service survivability
incoming called-number xxxx…… # Customer specific incoming called-number pattern
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voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
session protocol sipv2
voice class codec 1
no vad

VXMLゲートウェイの構成

始める前に

VVBを構成している場合は、VXMLゲートウェイを構成する必要はありません。VVBまたは
VXMLゲートウェイのいずれか、または両方を構成できます。

（注）

手順

ステップ 1 グローバル設定を次のように構成します。

voice service voip
sip

rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 デフォルトの Unified CVPサービスを次のように設定します。
#Default CVP Services
application

service new-call flash:bootstrap.vxml
service CVPSelfService flash:CVPSelfServiceBootstrap.vxml
service ringtone flash:ringtone.tcl
service cvperror flash:cvperror.tcl
service bootstrap flash:bootstrap.tcl

ステップ 3 ダイヤルピアを次のように設定します。

VXMLゲートウェイの構成時には、音声クラスコーデックは使用しないでください。
ダイヤルピアには一般に G711ulawを使用できますが、実装によってはその他のコー
デックを使用することがあります。

（注）

# Configure Unified CVP Ringtone
dial-peer voice 919191 voip

description CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

# Configure Unified CVP Error
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dial-peer voice 929292 voip
description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

ステップ 4 デフォルトの Unified CVP HTTP、ivr、rtsp、mrcpおよび vxml設定を構成します。
http client cache memory pool 15000
http client cache memory file 1000
http client cache refresh 864000
no http client connection persistent
http client connection timeout 60
http client connection idle timeout 10
http client response timeout 30
ivr prompt memory 15000
ivr asr-server rtsp://asr-en-us/recognizer
ivr tts-server rtsp://tts-en-us/synthesizer
rtsp client timeout connect 10
rtsp client timeout message 10
mrcp client timeout connect 10
mrcp client timeout message 10
mrcp client rtpsetup enable
vxml tree memory 500
vxml audioerror
vxml version 2.0

ステップ 5 プライマリおよびセカンダリメディアサーバを次のように設定します。

#Configure the media servers where
# the primary matches the default media server defined in OAMP.
# the secondary is located on the opposite side of the primary.

ip host mediaserver ###.###.###.### # IP Address for primary media server.
ip host mediaserver-backup ###.###.###.### # IP Address for secondary media server.

ステップ 6 着信コール番号がネットワーク VRUラベルと一致する VXMLレッグを設定します。
dial-peer voice 7777 voip

description Used for VRU leg
service bootstrap
incoming called-number 777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

ステップ 7 ASR TTSを次のように設定します。
#Configure primary server
ip host asr-en-us <ASR server ip>
ip host tts-en-us <TTS server hostname>
voice class uri TTS sip
pattern tts@<TTS server ip>
voice class uri ASR sip
pattern asr@<ASR server hostname>
ivr asr-server sip:asr@<ASR server hostname*>
ivr tts-server sip:tts@<TTS server hostname*>

dial-peer voice 5 voip
description FOR ASR calls
preference1
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session protocol sipv2
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
session target ipv4:<ASR server IP>
destination uri ASR
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

dial-peer voice 6 voip
description FOR TTS calls
preference1
session protocol sipv2
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
session target ipv4:<TTS server IP>
destination uri TTS
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

#Configure backup server
dial-peer voice 7 voip

destination uri ASR
session target ipv4:<ASR backup server IP>
session protocol sipv2
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry
2dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
preference 2
no vad

dial-peer voice 8 voip
destination uri TTS
session target ipv4:<TTS backup server IP>
session protocol sipv2
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry
2dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
preference 2
no vad

Unified Communications Managerの構成
Unified Communications Managerを構成するには、以下の手順を実行します。

完了したかタスク順序

Unified Communications Manager Publisherの構成（88
ページ）

1

Unified Communications Manager Subscriberの構成（89
ページ）

2

Windows用VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

3
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完了したかタスク順序

Unified Communications Managerライセンス（90ペー
ジ）

4

サービスのアクティブ化 （91ページ）5

クラスタ全体のドメイン構成の検証（92ページ）6

Unified CCEサーバーに JTAPIをインストール（93
ページ）

7

SNMPの構成（120ページ）8

Unified Communications Manager Publisherの構成

Subscriberをカスタマイズする前に、Unified Communications Manager Publisherをカスタマイズ
してください。

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を入れます。これにより、.flpファイルの情報に基づいてインストールが
始まります。インストールは通知なしで自動で実行開始されます。1時間以上経過した後、イ
ンストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Publisherマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが開かれま
す。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

Publisher/プライマリをカスタマイズすると、ユーザー名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）
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Unified Communications Manager Subscriberの構成

Subscriberを追加するために Unified Communications Manager Publisherを起動

サブスクライバを追加するには、パブリッシャノードを起動する必要があります。

手順

ステップ 1 http://<IP Addr of CUCM Publisher>/ccmadminのブラウザで、Unified Communications Manager
Publisherを起動します。

ステップ 2 ユーザー名とパスワードを入力して、Unified Communications Managerにログインします。

ステップ 3 [システム（System）] > [サーバー（Server）] > [新規追加（Add New）]の順に選択します。

ステップ 4 サーバーの追加ページで、サーバータイプに対して、[Cisco Unified Communications Manager
音声/ビデオ（CUCM Voice/Video）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 サーバー情報ページで、1つ目の Subscriberの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 ２ つ目の Subscriberに対して手順 3～ 6を繰り返します。

Subscriberの構成

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 Subscriberの電源をオンにします。
.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まります。インストールが自動的に始まり、
ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、インストールの成功を示すメッセー
ジが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Cisco Unified Communications Managerセカンダリマシンにログインします。CLIイン
ターフェイスに対してマシンが開かれます。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。
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サブスクライバノードのカスタマイズ中、ユーザー名とパスワードが次のように変更されま

す。お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）

Unified Communications Managerライセンス

Unified Communications Managerライセンスを設定するには、最初に製品インスタンスを追加し
ます。その後、ライセンスの生成と登録を行い、最後にそのライセンスをインストールしま

す。

Unified Communications Managerライセンスのアップグレード

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 ブラウザ（https://<IP Address of CUCM Publisher>）で Unified Communications
Managerを起動します。

ステップ 3 Cisco Prime License Managerをクリックし、[ライセンス（License）] > [履行（Fulfillment）]
の順に選択します。

ステップ 4 [その他の履行オプション（Other Fulfillment Options）]で、[ライセンスをファイルから履行
（Fulfill Licenses from File）]を選択します。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 6 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 7 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。古いインスタンスを削除します。次
に、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、
およびパスワードを入力します。

ステップ 9 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
90

カスタマーインスタンスの設定

Unified Communications Managerライセンス



ライセンスの生成と登録

手順

ステップ 1 [ライセンス管理（License Management）] -> [ライセンス（Licenses）]に移動します。[他の履
行（Other Fulfillment）]オプションの下で、[ライセンス要求の生成（Generate License Request）]
をクリックします。

ステップ 2 [ライセンス要求と次の手順（License Request and Next Steps）]ウィンドウが開いたら、指示
に従ってテキスト（PAK ID）をコピーし、テキストエディタに保存します。

ステップ 3 [シスコライセンス登録（Cisco License Registration）]サイトをクリックし、そのサイトで手順
を続行します。必要になるので、PAKを近くに置いておきます。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、PAKを入力します。

ライセンスファイルが電子メールメッセージで届きます。

ライセンスのインストール

ライセンスをインストールするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 [ライセンス管理（License Management）] > [ライセンス（Licenses）]の順に選択します。

ステップ 3 [その他の履行オプション（Other Fulfillment Options）]で、[ライセンスをファイルから履行
（Fulfill Licenses from File）]を選択します。

ステップ 4 ライセンスファイルを参照し、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 5 [監視（Monitoring）]をクリックして、ライセンスの利用ページに移動し、インストールが正
常に完了したことを確認します。

サービスのアクティブ化

サービスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザでUnified Communications Managerを起動します（http://<IP Address of CUCM Node>）。

ステップ 2 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）]の順に選択します。
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ステップ 3 [サーバー（Server）]ドロップダウンリストで、サービスを有効化するサーバーを選択し、[移
動（Go）]をクリックします。

ウィンドウには、サービスのサービス名とアクティベーションステータスが表示されます。

ステップ 4 有効化するには、次のサービスを確認します。

a) パブリッシャ:

• Cisco CallManager
• Cisco IP Voice Media Streaming App
• Cisco CTIManager
• Cisco AXL Web Service
• Cisco Bulk Provisioningサービス
• Cisco Serviceability Reporter
• Cisco CTL Provider
• Cisco Certificate Authority Proxy Function

b) Subscriber：

•通話処理サブスクライバ

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco CTL Provider

• Cisco AXL Web Service

•保留中の TFTPのサブスクライバ

専用 TFTPおよびMoHサーバーを持たない HCS for CC展開の Publisherノー
ドで TFTPサービスを有効にします。

（注）

• Cisco TFTP
• Cisco IP Voice Media Streaming App

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco CallManagerを有効化すると、CTIManagerと Cisco Dialed Number Analyzerサー
バーが自動的に有効化されます。プロンプトが表示されたら [OK]をクリックします。

（注）

クラスタ全体のドメイン構成の検証

コールを実行するには、この検証が必要です。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ全体のドメイン構成（Clusterwide Domain Configuration）]までスクロールダウンし
ます。

クラスタ完全修飾ドメイン名は、Unified CVP SIPサーバーグループのサーバーグループ名と一
致する必要があります（SIPサーバーグループの構成（78ページ））。

Unified CCEサーバーに JTAPIをインストール

これで、Unified Communications Managerを構成したので、JTAPIのインストール（55ページ）
をすることができます。

Unified Intelligence Center Coresident展開の構成
完了したかタスク順序

Unified Intelligence Center Publisherの構成（94ページ）1

Unified Intelligence Center Subscriberの構成（94ペー
ジ）

2

システムインベントリに共存（ライブデータおよび IdS
がある Cisco Unified Intelligence Center）マシンタイプ
を追加（96ページ）

3

Windows用 VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

4

Unified Intelligence Centerレポーティングの構成（97
ページ）

5

Unified Intelligence Center Administrationの設定（101
ページ）

6

SNMPの構成（120ページ）7

ライブデータ AWアクセスの構成（104ページ）8

Live Data Unified Intelligenceデータソースの構成（106
ページ）

9

ライブデータレポーティング間隔の構成（107ページ）10

Transport Layer Securityの設定 （108ページ）11
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完了したかタスク順序

ライブデータレポートのインポート（108ページ）12

HTTPSガジェットの証明書の追加（108ページ）13

Unified Intelligence Center Publisherの構成

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャをカスタマイズするには、先にサブスクライバを
カスタマイズしておく必要があります。

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を入れます。
.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まります。インストールが自動的に始まり、
ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、インストールの成功を示すメッセー
ジが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理ユーザーのログイン情報を使用
して、CUICプライマリマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが開
かれます。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

Publisher/プライマリをカスタマイズすると、ユーザー名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）

Unified Intelligence Center Subscriberの構成

ライブデータを使用する Cisco Unified Intelligence Centerとライブデータのスタンドアロン展開
の両方について、以下の手順を実行します。
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サブスクライバノードを追加する前に、ライセンスが更新されていることを確認します。（注）

Publisherを起動して Subscriberを追加

手順

ステップ 1 http://<HOST ADDRESS>/oampのURLをブラウザに入力します。HOST ADDRESSはCisco
Unified Intelligence Center Publisherの IPアドレスまたはホスト名で置き換えます。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションのユーザ IDとパスワードを使用してサ
インインします。

ステップ 3 左側のパネルで、[デバイス管理（Device Management）] > [デバイス構成（Device
Configuaration）]の順に選択します。

ステップ 4 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。

ステップ 5 [名前（Name）]フィールドに、ホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 6 デバイスの説明を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Subscriberの構成

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 Subscriberの電源をオンにします。
.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まります。インストールが自動的に始まり、
ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、インストールの成功を示すメッセー
ジが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Cisco Unified Intelligence Centerセカンダリマシンにログインします。CLIインターフェ
イスに対してマシンが開かれます。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。
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サブスクライバノードのカスタマイズ中、ユーザー名とパスワードが次のように変更されま

す。お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）

システムインベントリに共存（ライブデータおよび IdSがある Cisco Unified Intelligence
Center）マシンタイプを追加

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[システム（System）] > [展開（Deployment）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 システムインベントリに新規マシンを追加するには、以下の手順を実行します。

a) [追加（Add）]をクリックします。

[マシンの追加（Add Machine）]ポップアップウィンドウが開きます。

b) ドロップダウンメニューで、以下のマシンタイプを選択します。

CUIC_LD_IdS Publisher（2000エージェント参照デザインで共存可能な Unified Intelligence
Center、ライブデータ,およびアイデンティティサービスマシン）。

c) [ホスト名（Hostname）] Finesseで、マシンの FQDN、ホスト名または IPアドレスを入力
します。

システムは、入力する値を FQDNに変換しようとします。

d) マシンの管理者用ログイン情報を入力します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

マシンとそれに関連する Subscriberまたはセカンダリマシンはシステムインベントリに追加さ
れます。

次のタスク

展開からコンポーネントを削除する場合は、システムインベントリからコンポーネントを削除

します。コンポーネントを再度追加するには、該当するコンポーネントをシステムインベント

リに追加します。
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VOS用 VMwareツールのインストール

VOSを使用して VMwareツールをインストールまたはアップグレードするには、以下の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

ステップ 2 [VM]メニューを右クリックします。[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインストール/アッ
プグレード（Install/Upgrade VMware tools）]の順に選択します。

ステップ 3 ツールのインタラクティブ更新を選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 4 コンソールを開き、コマンドプロンプトでログインします。

ステップ 5 utils vmtools refreshコマンドを入力して確認します。
サーバが自動的に 2回再起動します。

ステップ 6 再起動後に、VMの [サマリー（Summary）]タブを調べ、VMwareツールのバージョンが最新
であることを確認します。最新でない場合は、VMを再起動し、バージョンを再度確認しま
す。

このプロセスには数分かかります。このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー
（Summary）]タブで、ツールが [実行中（最新）（Running (Current)）]と表示されます。

Unified Intelligence Centerレポーティングの構成

Unified Intelligence Centerレポーティングを構成するには、以下の手順を実行します。

SQLユーザーアカウントの構成

Unified CCE履歴データベースサーバーと Unified CCEリアルタイムデータベースサーバーの
両サイドで以下の手順を実行して、SQL認証を許可し、TCP/IPプロトコルとリモートネット
ワーク接続を有効にします。

手順

ステップ 1 導入環境の Unified CCE履歴およびリアルタイムデータベースサーバーにログインします。

ステップ 2 SQLサーバー管理スタジオを起動します。

ステップ 3 デフォルトのログイン情報を使いログインします。

ステップ 4 [セキュリティ（Security）]タブを展開します。[ログイン（Logins）]を右クリックし、[新規
ログイン（New Login）]を選択します。

ステップ 5 一般ページで、以下の値を入力します。

a) ログイン名を入力します。

例：
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ユーザ

b) SQLサーバー認証を選択します。

c) パスワードを入力し、確認用パスワードを入力します。

d) [パスワードポリシーの適用（Enforce password policy）]チェックボックスをオフにしま
す。

ステップ 6 サーバーの役割ページで、次のチェックボックスをオンにします：

• public

• securityadmin

• server-admin

• setupadmin

• sysadmin

ステップ 7 ユーザーマッピングページで、以下の値を入力します。

a) [リアルタイムデータベース（Real-time database）]および [履歴データベース（Historical
database）]チェックボックスをオンにします。

b) [データベースロールメンバーシップ（Database role memberships）]ペインで、以下の
チェックボックスをオンにします。

• db_datareader

• db_datawriter

• db_ddladmin

• db_owner

• db_securityadmin

• public

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Unified Intelligence Centerデータソースの構成

Unified Intelligence CenterがUnified CCE履歴データソースおよびUnified CCEリアルタイムデー
タソースを構成するには、以下の手順を実行します。

コマンドラインインターフェイスや従来の名前解決を使用することにより、レポート負荷を

いくつかのUnified CCE AW_HDSデータベースに分散させることができます。特定のメンバー
ノードをデータソースインターフェイスで構成されたデータベースホスト以外のデータベー

スホストにダイレクトする必要がある場合は、「set cuic-properties host-to-ip」というコマンド
を使用すると、各ノードごとに異なる方法でデータソース名を解決できます。

（注）
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手順

ステップ 1 管理者として Unified Intelligence Centerポータル（http://{hostname}）にログインします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで、[構成（Configure）] > [データソース（Data Sources）]の順に
選択します。

Unified Intelligence Centerレガシーインターフェイスにリダイレクトします。

ステップ 3 Unified CCE履歴データソースを選択します。省略記号の [編集（Edit）]をクリックし、デー
タソースページを開きます。[プライマリ（Primary）]タブで、次の値を入力します。

a) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドに、プライマリ履歴データベースサー
バー（AW-HDS-A1）のホスト名/IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]フィールドに、SQLサーバーデータベースに使用するポート番号1433を
入力します。

c) [データベース名（Database Name）]フィールドに、プライマリの履歴データベース名を
入力します。

d) [インスタンス（Instance）]フィールドは、SQLサーバーのオプションであるため、空白
のままにします。

e) [タイムゾーン（Timezone）]フィールドで、データベースに格納するデータのタイムゾー
ンを選択します。

f) [データベースユーザーID（Database User ID）]フィールドに、Cisco Unified Intelligence
Centerまたはデータベースへのアクセス用に作成されたSQLユーザーアカウントを入力し
ます。

g) [パスワード（Password）]と [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに SQL
ユーザーアカウントのパスワードを入力します。

h) [文字セット（Charset）]ドロップダウンフィールドで、ISO-8859-1（ラテン 1エンコー
ディング）を選択します。

i) [権限（Permissions）]ペインは、デフォルト値のままにしておきます。

ステップ 4 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックし、次の値を入力します。

a) [フェールオーバーの有効化（Failover Enabled）]をオンにします。

b) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドで、セカンダリ履歴データベース
サーバー（AW-HDS-B1）のホスト名/IPアドレスを入力します。

c) [ポート（Port）]フィールドに、SQLサーバーデータベースに使用するポート番号 1433
を入力します。

d) [データベース名（Database Name）]フィールドでセカンダリ履歴データベース名を入
力します。

e) [インスタンス（Instance）]フィールドは、SQLサーバーのオプションであるため、空
白のままにします。

f) [タイムゾーン（Timezone）]フィールドで、データベースに格納するデータのタイム
ゾーンを選択します。

g) [データベースユーザーID（Database User ID）]フィールドに、Cisco Unified Intelligence
Centerまたはデータベースへのアクセス用に作成された SQLユーザーアカウントを入力
します。
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h) [パスワード（Password）]と [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに
SQLユーザーアカウントのパスワードを入力します。

i) [文字セット（Charset）]ドロップダウンフィールドで、ISO-8859-1（ラテン 1エンコー
ディング）を選択します。

j) [権限（Permissions）]ペインは、デフォルト値のままにしておきます。

ステップ 5 [テスト接続（Test Connection）]をクリックし、データソースがオンラインになっているか確
認したら、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 Unified CCEリアルタイムデータソースを選択します。[編集（Edit）] > [データソース（Data
Source）]の順に選択し、編集ページを開きます。[プライマリ（Primary）]タブで、次の値を
入力します。

a) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドに、プライマリリアルタイムデータ
ベースサーバー（AW-HDS-A2）のホスト名/IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]フィールドに、SQLサーバーデータベースに使用するポート番号1433を
入力します。

c) [データベース名（DatabaseName）]フィールドに、プライマリのリアルタイムデータベー
ス名を入力します。

d) [インスタンス（Instance）]フィールドは、SQLサーバーのオプションであるため、空白
のままにします。

e) [タイムゾーン（Timezone）]フィールドで、データベースに格納するデータのタイムゾー
ンを選択します。

f) [データベースユーザーID（Database User ID）]フィールドに、Cisco Unified Intelligence
Centerまたはデータベースへのアクセス用に作成されたSQLユーザーアカウントを入力し
ます。

g) [パスワード（Password）]と [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに SQL
ユーザーアカウントのパスワードを入力します。

h) [文字セット（Charset）]ドロップダウンフィールドで、ISO-8859-1（ラテン 1エンコー
ディング）を選択します。

i) [権限（Permissions）]ペインは、デフォルト値のままにしておきます。

ステップ 7 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックし、次の値を入力します。

a) [フェールオーバーの有効化（Failover Enabled）]をオンにします。

b) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドに、セカンダリリアルタイムデー
タベースサーバー（AW-HDS-B2）のホスト名/IPアドレスを入力します。

c) [ポート（Port）]フィールドに、SQLサーバーデータベースに使用するポート番号 1433
を入力します。

d) [データベース名（Database Name）]フィールドに、セカンダリのリアルタイムデータ
ベース名を入力します。

e) [インスタンス（Instance）]フィールドは、SQLサーバーのオプションであるため、空
白のままにします。

f) [タイムゾーン（Timezone）]フィールドで、データベースに格納するデータのタイム
ゾーンを選択します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
100

カスタマーインスタンスの設定

Unified Intelligence Centerデータソースの構成



g) [データベースユーザーID（Database User ID）]フィールドに、Cisco Unified Intelligence
Centerまたはデータベースへのアクセス用に作成された SQLユーザーアカウントを入力
します。

h) [パスワード（Password）]と [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに
SQLユーザーアカウントのパスワードを入力します。

i) [文字セット（Charset）]ドロップダウンフィールドで、ISO-8859-1（ラテン 1エンコー
ディング）を選択します。

j) [権限（Permissions）]ペインは、デフォルト値のままにしておきます。

ステップ 8 [テスト接続（Test Connection）]をクリックし、データソースがオンラインになっているか確
認したら、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

Unified Intelligence Centerの構成後、インポート機能を使用するとストックテンプレートをイン
ポートし、要件に基づいてストックレポートをカスタマイズすることができます。ストックテ

ンプレートは、Unified CCE /CCデータを表示するように設計されています。『Cisco Unified
Intelligence Centerレポーティングアプリケーションユーザーガイド』に移動します。「レポー
ト」章の「ストックレポートテンプレート」項を参照して、Unified CCEレポートテンプレー
トをインポートします。

Unified Intelligence Center Administrationの設定

Unified Intelligence Center Administrationを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソール（https://<ホスト名>:8443/oamp）にログ
インします。

ステップ 2 [クラスタ管理（Cluster Configuration）] > [レポーティング構成（Reporting Configuration）]
の順に選択し、[アクティブディレクトリ（Active Directory）]タブを構成します。

a) プライマリ Active Directoryサーバのホストアドレスとして、ドメインコントローラの
IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]に、ドメインコントローラ用のポート番号を入力します。
c) [マネージャの識別名（Manager Distinguished Name）]フィールドにお客様に必要な情

報を入力します。

d) マネージャがドメインコントローラにアクセスするときに使用するパスワードを入力

し、確認します。

e) [ユーザ検索ベース]で、ユーザおよびドメイン名およびサブドメイン名を指定します。
f) [ユーザ IDの属性]で、必要なオプションを選択します。
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Windowsドメイン名とNETBIOS名が異なる場合は、以下の手順を実行します。
[CiscoUnified Intelligence Center管理コンソール（CiscoUnified Intelligence Center
Administration Console）]の、[アクティブディレクトリ設定（Active Directory
Settings）]にある [ユーザーIDの属性（Attribute for User ID）]フィールドで、
[sAMAccountName]を選択し、NETBIOS値をデフォルト値として設定します。

（注）

g) UserName IDに対して少なくとも 1つのドメインを追加します。ドメイン名の前に@記
号を入力しないでください。

h) ドメインをデフォルトとして設定します。

i) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

詳細については、オンラインヘルプを参照してください。（注）

ステップ 3 すべてのデバイスのための syslogを設定します。

a) [デバイス管理（Device Management）] > [ログおよびトレースの設定（Log and Trace
Settings）]の順に選択します。

b) ホストアドレスごとに、次を実行します。

•関連するサーバを選択し、矢印をクリックして展開します。

•サーバ名を選択します。

• [有用性設定の編集（Edit Serviceability Settings）]画面の [Syslogの設定（Syslog
Settings）]ペインで、プライマリホストとバックアップホストを設定します。[保存
（Save）]をクリックします。

ステップ 4 使用する場合は、すべてのデバイスの SNMPを設定します。

a) [ネットワーク管理（Network Management）] > [SNMP]の順に選択します。

b) SNMPへの移動、および各サーバに対して、次の内容を追加します。

• V1/V2cコミュニティ文字列

•通知先

Unified Intelligence Centerのライセンスおよびサインイン

管理コンソールにサインイン

管理コンソールにサインインできるユーザー：デフォルトのスーパーユーザーであるシステム

アプリケーションユーザー。

ライセンスをアップロードするには、Unified Intelligence Center管理コンソールにサインインす
る必要があります。これは、Unified Intelligence Center用の OAMPインターフェイスです。
Administrationアプリケーションに初めてサインインするユーザは、インストール中にシステ

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
102

カスタマーインスタンスの設定

Unified Intelligence Centerのライセンスおよびサインイン



ムアプリケーションユーザに対して定義されたユーザ IDとパスワードを使用してサインイン
する必要があります。このユーザは、Unified Intelligence Center Administrationの初期スーパー
ユーザです。

手順

ステップ 1 http://<HOST ADDRESS>/oampの URLを入力します。ここでは、HOST ADDRESSをコントロー
ラノードの IPアドレスまたはホスト名で置き換えます。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションユーザ IDとパスワードを入力します。

'ライセンスのアップロード'

ライセンスをアップロードできるユーザー：デフォルトのスーパーユーザーであるシステムア

プリケーションユーザー。

システムアプリケーションユーザーがサインインしたらすぐに、ユーザーはライセンスファ

イルをアップロードする必要があります。このファイルは、数分以内にコントローラパブリッ

シャノードにアップロードされ、クラスタ内のすべてのノードに自動的に複製されます。

パートナーは一意のライセンスを取得して、カスタマーサイトのインポートされた Unified
Intelligence Centerサーバーに適用する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligent Center Administrationで、[クラスタ管理（Cluster Configuration）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]の順に選択します。

ライセンスファイル管理ページを開きます。

図 5 :ライセンスファイル管理

ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックします。

ステップ 3 *.licファイルを保存した場所に移動します。

ステップ 4 [ライセンスの適用（Apply License）]をクリックし、ライセンスをロードします。

ライセンスファイルが正常にアップロードされ、およそ 1分後に、クラスタ内の（ある場合
は）別のノードに配布されることを伝えるメッセージが表示されます。
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1分に 1回、変更があるかどうかを確認するために、データベースに対するポーリン
グが実行されます。ライセンスの複製は即時ではありませんが、1分以内に行われま
す。

（注）

次のタスク

レポートユーザーの作成（65ページ）

ライブデータ AWアクセスの構成

Live Data AW DB accessコマンドを使用すると、Unified CCEライブデータ製品展開選択に対し
て、Unified CCE AW DB（リアルタイムディストリビュータ）アクセスを構成および表示でき
ます。接続テストを実行することもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Centerライブデータコンソールにログインし、以下のコマンドを実
行します。

set live-data aw-access primary addr port db user pwd [test]

set live-data aw-access secondary addr port db user pwd [test]

表 8 :コマンドの説明

例説明コマンド

10.10.10.10または
AWmachinename.domain.com

プライマリまたはセカンダリ Unified CCE AW
のホスト名または IPアドレスを指定します（最
大 255文字）。

addr

1433 dbデータベースサーバーのリスニングポートを指

定します。範囲は、1～ 65535です。
port

inst_awdbデータベース名を指定します（最大128文字）。db

ユーザログインユーザーを指定します（最大128文字）

ユーザー作成に関する詳細は、「SQLユーザー
アカウントの構成 （97ページ）」を参照して
ください。

user

passwordログインパスワードを指定します（最大 128文
字）。

pwd
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例説明コマンド

このパラメータはオプションです。

プライマリまたはセカンダリ AW DBへの接続
をテストします。AW DBユーザーが構成済み
ユーザーにあくせすできるかどうか、そしてそ

の結果を確認します。

テスト

ステップ 2 以下のコマンドを実行して、プライマリおよびセカンダリ Unified CCE AW DBアクセス情報
を表示します。オプションで、ライブデータから各 AW DBへの接続をテストし、各ノードの
構成済みユーザーが、適切な AW DBアクセスを保持しているか確認します。

show live-data aw-access primary addr port db user pwd [test]

show live-data aw-access secondary addr port db user pwd [test]

ライブデータマシンサービスの構成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center Live Data Consoleにログインします。

ステップ 2 以下のコマンドを実行して、マシンサービステーブルのライブデータから最新情報を構成しま
す。

set live-data machine-services awdb-user awdb-pwd

このコマンドは、共存展開では有効ではありません。共存展開の場合は、UnifiedCCE
管理ツールのシステムインベントリを使用します。

（注）

表 9 :コマンドの説明

例説明コマンド

administrator@domain.com書き込みアクセス権限を持つ AWデータベース
ドメインユーザーを指定します。

awdb-user

passwordAWデータベースのユーザパスワードを指定し
ます。

awdb-pwd

ステップ 3 マシンサービステーブルのライブデータエントリを表示するには、以下のコマンドを実行しま
す。

show live-data machine-services awdb-user awdb-pwd
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FQDNホスト名を正しい形式で入力します。マシン（ホスト）名は、英数字文字列で
始め、最大 32文字まで使用できます。マシン名には、ピリオド（.）、下線（_）、
ダッシュ（-）、英数字などの文字のみを使用できます。ホスト名に無効な文字が含
まれている場合、または名前が 32文字を超える場合は、エラーメッセージが表示さ
れます。

（注）

ステップ 4 ライブデータサーバーのホスト名を更新した後、次のコマンドを再実行して、ライブデータマ
シンサービスを新しいホスト名で更新する必要があります。

set live-data machine-services awdb-user awdb-pwd

set live-data cuic-datasource cuic-addr cuic-port cuic-user cuic-pwd

Live Data Unified Intelligenceデータソースの構成

始める前に

• AWディストリビュータおよび Cisco Unified Intelligence Center Publisherをサービスに含め
る必要があります。

•ライブデータ Cisco Unified Intelligence Centerデータソースを構成する同じノードで AW
DB接続情報が更新されていることを確認します。

•マシンサービステーブルでライブデータエンドポイントを構成

手順

ステップ 1 以下のコマンドを実行して、Cisco Unified Intelligence Centerのライブデータのデータソースを
構成します。

set live-data cuic-datasource cuic-addr cuic-port cuic-user cuic-pwd

表 10 :コマンドの説明

例説明コマンド

10.10.10.10または CUIC +
LiveDatamachinename.domain.com

指定されたノー

ドは起動中で

す。

重要

Cisco Unified Intelligence Center Publisherノード
の完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定します。

cuic-addr

Cisco Unified Intelligence Center REST APIポート
を指定します。通常、このポートは8444です。

cuic-port
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例説明コマンド

CUIC\administratorCisco Unified Intelligence Centerでの認証に使用
するユーザ名を指定します。デフォルトでは、

Cisco Unified Intelligence Centerにはユーザー名
を含むドメインとして Cisco Unified Intelligence
Centerが必要です。

cuic-user

passwordCisco Unified Intelligence Centerでの認証に使用
するパスワードを指定します。

cuic-pwd

ステップ 2 次のコマンドを実行して、データソースを表示します。

show live-data cuic-datasource cuic-addr cuic-port cuic-user cuic-pwd

ライブデータレポーティング間隔の構成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center Live Data Consoleにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを実行して、ライブデータレポーティング間隔を分形式で設定します。

set live-data reporting-interval reporting-interval-in-minutes

表 11 :コマンドの説明

例説明コマンド

5レポーティング間隔を分単位で

指定します。

有効値は5、10、15、30、および
60分です。

reporting-interval-in-minutes

ステップ 3 ライブデータレポーティング間隔を設定したら、次のコマンドを実行して、パブリッシャノー
ドとサブスクライバノードを再起動します（最初に非アクティブノードを再起動し、次にアク

ティブノードを再起動します）。

utils system restart

ステップ 4 ライブデータレポーティング間隔を表示するには、次のコマンドを実行します。

show live-data reporting-interval
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Transport Layer Securityの設定

TLSサーバーおよび TLSクライアントの最小バージョンを設定する手順に従います。

ライブデータレポートのインポート

インポートするレポート定義で使用するデータソースが、Unified Intelligence Centerで構成され
ていることを確認します。また、レポート定義に値リストが定義されている場合は、値リスト

で使用されているデータソースが Unified Intelligence Centerで定義されていることを確認しま
す。

以下の手順を実行し、既存の Unified Intelligence Centerの在庫レポートとレポート定義をイン
ポートします。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションウィンドウで、[レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 2 [レポート（Reports）]ツールバーで [新規（New）] > [インポート（Import）]の順に選択しま
す。

Unified Intelligence Centerレガシーインターフェイスにリダイレクトします。

ステップ 3 [レポート（Reports）]ドロワーをクリックします。

ステップ 4 ツールバーで、[レポートをインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル名 (XMLファイル)（File Name (XML File)）]フィールドで、[参照（Browse）]をク
リックして XMLファイルを選択します。

ステップ 6 レポート XML zipファイルを参照し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 7 [保存先（Save To）]フィールドで、インポートしたレポート定義を保存するフォルダを参照
します。

矢印キーを使用してフォルダを展開します。

ステップ 8 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 9 ドロップダウンログインで、[レポート定義のデータソース（Data Source for ReportDefinition）]
を選択します。

ステップ 10 ドロップダウンログインで、レポート定義で定義された [値リストのデータソース（DataSource
for ValueList）]を選択します。

ステップ 11 オプションで、[保存先（Save To）]フィールドで、インポートしたレポート定義を保存する
フォルダを参照します。

ステップ 12 [インポート（Import）]をクリックします。

HTTPSガジェットの証明書の追加

セキュア HTTP（HTTPS）ガジェットに対する証明書を追加すると、Finesseデスクトップに
ガジェットをロードし、Finesseサーバーへの HTTPS要求を正常に実行することができます。
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このプロセスでは、Finesseガジェットのコンテナとサードパーティガジェットのサイト間の
HTTPS通信を可能にし、ガジェットをロードして、ガジェットがサードパーティ製サーバー
に対して行う APIコールを実行できます。

HTTPSを使用するガジェットは、そのガジェットが存在しているアプリケーションサーバー
とガジェットの間のHTTP通信も使用できます。すべてのトラフィックが安全である必要があ
る場合、ガジェットの開発者はアプリケーションサーバーへの APIコールを発信するために
HTTPSを使用する必要があります。

（注）

証明書には共通名で署名する必要があります。デスクトップレイアウトのガジェットURLに、
（IPアドレスを使用するか、完全修飾ドメイン名を使用するかに関係なく）証明書に署名した
名前と同じ名前を使用する必要があります。証明書の名前とガジェット URLの名前が一致し
ない場合、接続が信頼できず、ガジェットはロードされません。

始める前に

Finesse、Cisco Unified Intelligence Centerおよびライブデータサーバーからサーバーへの通信に
対してセキュリティ証明書を設定します。次の表に示すように、証明書をサーバーにインポー

トします。

証明書のインポートサーバ

ライブデータおよび Cisco Unified Intelligence
Center

Finesse

ライブデータCisco Unified Intelligence Center

手順

ステップ 1 サードパーティガジェットのホストから tomcat-trust.pem証明書をダウンロードします。

a) サードパーティガジェットホスト（http://host or IP address/cmplatform）で
Cisco Unified Operating System Administrationにサインインします。ここでは、hostまたは

IP addressをホスト名またはサードパーティガジェットホストのホスト名で置き換えま

す。

b) [Security（セキュリティ）] > [Certificate Management（証明書管理）]を選択します。

c) [検索（Find）]をクリックします。
d) 必要な Tomcat信頼の [共通名（Common Name）]ハイパーリンクをクリックします。

e) [Download.PEMファイル（Download.PEM File）]をクリックします。

ステップ 2 Finesse Publisherサーバーに証明書をアップロードします。

a) Finesse Publisherサーバーの Cisco Unified Operating System Administration（http://host
or IP address/cmplatform）にサインインします。ここでは、host or IP address

Finesseサーバーのホスト名または IPアドレスに置き換えます）。
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b) [Security（セキュリティ）] > [Certificate Management（証明書管理）]を選択します。

c) [証明書のアップロード]をクリックします。

d) [証明書の用途（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで [Tomcat信頼（Tomcat
Trust）]選択します。

e) 必要な Tomcat信頼の [共通名（Common Name）]ハイパーリンクをクリックします。

f) [参照（Browse）]をクリックして、ダウンロードした tomcat-trust.pemファイルを選択しま
す。

g) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 3 Finesse Publisherサーバーで、Cisco Tomcatと Cisco Finesse Tomcatを再起動します。

ステップ 4 Finesse Subscriberサーバーで証明書が同期されていることを確認します。

ステップ 5 Finesse Subscriberサーバーで、Cisco Tomcatおよび Cisco Finesse Tomcatサービスを再起動し
ます。

Cisco Finesseの構成
次の表に、Cisco Finesseの構成手順を示します。

完了したかタスク順序

Cisco Finesseプライマリノードの構成（110ページ）1

-2

Cisco Finesseセカンダリノードの構成（114ページ）3

Windows用VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

4

Cisco Finesse管理の構成（115ページ）5

SNMPの構成（120ページ）6

Cisco Finesseプライマリノードの構成

まずCisco Finesseプライマリノードを構成してから、セカンダリノードをカスタマイズする必
要があります。

（注）

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。
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手順

ステップ 1 プライマリノードの電源をオンにします。.flpファイルの情報に基づいてインストールが始ま
ります。

インストールが自動的に始まり、ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、
インストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Finesseプライマリマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが
開かれます。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

プライマリをカスタマイズすると、ユーザ名とパスワードが次のように変更されます。お客様

がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123

•アプリケーションユーザー名：Administrator

•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123

• Sftpパスワード：c1sco@123

• IPSecパスワード：c1sco@123

リブート後、VMのインストールが完了し、VMのスプレッドシートにすべてのパラメータが
記載されます。

（注）

CTIサーバーおよび管理とデータサーバーの構成

• Cisco Finesseプライマリノードでの CTIサーバーの構成（111ページ）

• Unified Contact Center Enterprise管理およびデータサーバーの構成（113ページ）

• Cisco Tomcatサービスの再起動（114ページ）

Cisco Finesseプライマリノードでの CTIサーバーの構成

手順

ステップ 1 以下のURLを実行します。 http://<HOST ADDRESS>/cfadmin。Host Addressは、使用す

るプライマリ Cisco Finesseサーバのホスト名あるいは IPアドレスです。

ステップ 2 ホーム > Contact Center Enterprise CTIサーバの設定に移動します。
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ステップ 3 Contact Center Enterprise CTIサーバの設定で、以下を更新します。

a) #unique_178 unique_178_Connect_42_table_974D78FE37B941D1B6D38A462FB80090を参照に
して、サイド Aのホストまたは IPアドレスを入力します。

b) サイド Aのポート（サイド Aの CTIサーバポート）に、42027を入力します。
c) #unique_178 unique_178_Connect_42_table_974D78FE37B941D1B6D38A462FB80090を参照し
て、（CallManagerの PIMの)周辺機器 IDを入力します。

d) #unique_178 unique_178_Connect_42_table_974D78FE37B941D1B6D38A462FB80090を参照に
して、サイド Bのホストまたは IPアドレスを入力します。

e) サイド Bポート（サイド Bの CTIサーバーポート）に、43027を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

表 12 : Cisco Finesseの構成

12,000エージェン
ト

小規模のコンタク

トセンター

4000エージェント2000エージェント

FINESSE1：CCE
エージェント PG
1A

FINESSE2：CCE
エージェント PG
2A

FINESSE3: CCE
エージェント PG
3A

FINESSE4：CCE
エージェント PG
4A

FINESSE5：CCE
エージェント PG
5A

FINESSE6：CCE
エージェント PG
6A

FINESSEX：CCE
エージェント PG
XA。Xは補助顧

客番号です。

FINESSE1：CCE
エージェント PG
1A

FINESSE2：CCE
エージェント PG
2A

FINESSE1：CCE
エージェント PG
1A

Aサイドのホスト
または IPアドレ
ス

42027420274202742027サイド Aポート

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
112

カスタマーインスタンスの設定

Cisco Finesseプライマリノードでの CTIサーバーの構成



12,000エージェン
ト

小規模のコンタク

トセンター

4000エージェント2000エージェント

FINESSE1：5000

FINESSE2：5001

FINESSE3：5002

FINESSE4：5003

FINESSE5：5004

FINESSE6：5005

PG Explorerを確
認して、補助顧客

の周辺機器 IDを
入力します。

FINESSE1：5000

FINESSE2：5001

5000周辺機器 ID

FINESSE1：CCE
エージェント PG
1B

FINESSE2：CCE
エージェント PG
2B

FINESSE3：CCE
エージェント PG
3B

FINESSE4：CCE
エージェント PG
4B

FINESSE5：CCE
エージェント PG
5B

FINESSE6：CCE
エージェント PG
6B

FINESSEX：CCE
エージェント PG
XB。Xは補助顧

客番号です。

FINESSE1：エー
ジェント PG 1B

FINESSE2：エー
ジェント PG 2B

FINESSE1：CCE
エージェント PG
1B

Bサイドのホスト
または IPアドレ
ス

43027430274302743027サイド Bポート

Unified Contact Center Enterprise管理およびデータサーバーの構成

手順

ステップ 1 ホーム > Contact Center Enterprise管理サーバとデータサーバの設定を選択します。（このメ
ニュー構造は、デフォルト設定を前提とします）。

ステップ 2 Contact Center Enterprise管理サーバとデータサーバの設定で、以下を更新します。

a) （サイド Aの AWサーバの）プライマリホスト/IPアドレス
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b) データベースポート：1433
c) （サイド Bの AWサーバの）バックアップホスト/IPアドレス
d) ドメイン（必須フィールド）：Finesseが接続する Unified CCEの名前。
e) AWデータベース名：<ucceinstance_awdb>
f) ユーザ名：データベースへのサインインに必要なドメインユーザ名。SQLユーザは指定で
きません。

g) パスワード：データベースへのサインインに必要なパスワード。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Tomcatサービスの再起動

Unified CCE管理サーバー設定の任意の値を変更、保存したら、Cisco Finesseサーバー上のCisco
Tomcat Serviceを再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Tomcatサービスを停止するには、utils service stop Cisco Tomcatコマンドを入力します。

ステップ 2 Cisco Tomcatサービスを開始するには、utils service start Cisco Tomcatコマンドを入力します。

次のタスク

ゴールデンテンプレートの場合、セカンダリノードを設定します。

直接インストールの場合、レプリケーションステータスを確認します。

Cisco Finesseセカンダリノードの構成

Finesse管理コンソールを起動して Secondary Finesseを構成

セカンダリノードを追加するには、プライマリノードを起動し、クラスタにセカンダリノード

を追加します。

手順

ステップ 1 ブラウザ（http://Primary Node FQDN/cfadmin）でCisco Finesseプライマリノードを起
動します。ここでは、自分のホストのプライマリノードまたは IPアドレスに置き換えます。

ステップ 2 [設定（Settings）] > [クラスタ設定（Cluster Settings）]の順に選択します。。（クラスタ設定
は、デフォルト設定に基づいており、クラスタ設定ツールのページを変更していないことを前

提としています）。

ステップ 3 Cisco Finesseセカンダリノードの IPアドレスを追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 5 次のように Cisco Tomcatを再起動します。

a) Cisco Tomcat Serviceを停止するには、CLIコマンド utils service stop Cisco Tomcatを入力
します。

b) Cisco Tomcat Serviceを開始するには、CLIコマンド utils service start Cisco Tomcatを入力
します。

セカンダリノードに Cisco Finesseをインストール

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブの仮想マシンの [電源投入時に接続（Connect
at Power On）]チェックボックスをオンにします。

手順

ステップ 1 セカンダリノードの電源をオンにして、.flpファイルの情報に基づいてインストールを開始し
ます。

インストールが自動的に始まり、ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、
インストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 仮想マシンの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情
報を使用して、Cisco Finesseセカンダリマシンにログインします。CLIインターフェイスに対
してマシンが開かれます。

ステップ 3 仮想マシンを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択したら、フロッピードライブ
の [電源投入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

セカンダリノードをカスタマイズすると、ユーザー名とパスワードが次のように変更されま

す。パスワードは変更可能です。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）

Cisco Finesse管理の構成

• CA証明書の取得およびアップロード（116ページ）

• Cisco Finesse用自己署名証明書の信頼 （117ページ）

• Internet Explorerのブラウザ設定 （119ページ）
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CA証明書の取得およびアップロード

この手順は、HTTPSを使用している場合にのみ適用されます。

この手順は任意です。HTTPSを使用している場合、CA証明書を取得してアップロードする
か、Cisco Finesseで提供される自己署名証明書を使用するかを選択できます。

（注）

ログイン毎にブラウザにセキュリティ警告が表示されないようにするには、認証局（CA）に
よって署名されたアプリケーション証明書およびルート証明書を取得します。Cisco Unifiedオ
ペレーティングシステムの管理から証明書管理ユーティリティを使用します。

Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理を開くには、以下の URLをブラウザに入力し
ます。https://FQDN of primary Finesse server:8443/cmplatform。

Cisco Finesseのインストール時に作成されたアプリケーションユーザアカウントのユーザ名
とパスワードを使用してログインします。

手順

ステップ 1 以下の通り CSRを生成します。

a) セキュリティ >証明書管理 > CSRの生成を選択します。

b) [証明書名]ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。

c) [CSRの生成（Generate CSR）]をクリックします。

ステップ 2 CSRをダウンロードします。
a) [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）] > [CSRのダウン
ロード（Download CSR）]の順に選択します。

b) [証明書名]ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。

c) [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックします。

ステップ 3 CSRを使用して、認証局から署名付きのアプリケーション証明書とCAルート証明書を取得し
ます。

ステップ 4 証明書を受け取ったら、セキュリティ >証明書管理 >証明書のアップロードを選択します。

ステップ 5 ルート証明書をアップロードします。

a) 証明書名ドロップダウンリストで、tomcat-trustを選択します。

b) ファイルのアップロードフィールドで、参照をクリックして、ルート証明書ファイルを
アップロードします。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーション証明書をアップロードします。

a) 証明書名ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。

b) ルート証明書フィールドで、CAルート証明書名を入力します。
c) ファイルのアップロードフィールドで、参照をクリックして、ルート証明書ファイルを

アップロードします。
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d) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 7 アップロードが完了したら、Cisco Finesseからログオフします。

ステップ 8 プライマリ Cisco Finesseサーバで CLIにアクセスします。

ステップ 9 utils service restart Cisco Finesse Notification Serviceコマンドを入力して、Cisco Finesse Notification
サービスを再起動します。

ステップ 10 utils service restart Cisco Tomcatコマンドを入力して、Cisco Tomcatサービスを再起動します。

ステップ 11 セカンダリCisco Finesseサーバにルート証明書およびアプリケーション証明書をアップロード
します。

セカンダリサーバーの Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理を開くには、以
下の URLをブラウザに入力します。https://FQDN of secondary Finesse
server:8433/cmplatform

（注）

ステップ 12 セカンダリCisco FinesseサーバのCLIにアクセスし、Cisco Finesse NotificationサービスとCisco
Tomcatサービスを再起動します。

Cisco Finesse用自己署名証明書の信頼

構成設定を定義したら、サービスを再起動します。権限を持つエージェントは、Cisco Finess
エージェントデスクトップにログインすることができます。

Cisco Finesseを再起動すると、すべてのサーバ関連のサービスの再起動に約 6分かかります。
そのため、6分待ってからエージェントデスクトップへのログインを試みてください。

手順

ステップ 1 ブラウザに https://FQDN of Finesse server:8443/cmplatformの URLを入力しま
す。

ステップ 2 HTTPSを使用してエージェントデスクトップに最初にアクセスする際、Cisco Finesseに付属の
自己署名証明書を信頼するように促されます。サポートされる各ブラウザでの手順を下記の表

で説明します。

HTTPを使用している場合、または CA証明書をインストールしている場合は、自己
署名付き証明書を信頼するように求められることはありません。エージェント ID、
パスワード、および内線番号を入力して [サインイン（Sign In）]をクリックします。

（注）

説明ブラウザ

Internet
Explorer

1. Webサイトのセキュリティ証明書に問題があることを示すページが表示さ
れます。このサイトの閲覧を続行する（推奨されません）をクリックしま

す。このアクションでは、Agent Desktopのサインインページが開きます。

証明書エラーはブラウザのアドレスバーに表示されます。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
117

カスタマーインスタンスの設定

Cisco Finesse用自己署名証明書の信頼



説明ブラウザ

2. [証明書エラー（Certificate Error）]をクリックし、[証明書の表示（View
Certificates）]をクリックすると、[証明書（Certificate）]ダイアログボック
スが開きます。

3. [証明書]ダイアログボックスで、証明書のインストールをクリックして [証
明書インポートウィザード]を開きます。

4. [次へ（Next）]をクリックします。

5. [すべての証明書を次のストアに配置（Place all certificates in the following
store）]を選択し、[参照（Browse）]をクリックします。

6. [信頼されたルート証明書機関（Trusted Root Certification Authorities）]を選
択し、[OK]をクリックします。

7. [次へ（Next）]をクリックします。

8. [完了（Finish）]をクリックします。

9. 証明書をインストールするかどうかを尋ねる [セキュリティ警告]ダイアロ
グボックスが表示されたら、はいをクリックします。

インストール後、正常にインストールされたというメッセージが表示され

ます。

10. [OK]をクリックします。

11. エージェント ID、パスワード、および内線番号を入力してログインをク
リックします。

Mozilla
Firefox

1. この接続が信頼できないことを示すページが表示されます。

2. [リスクを理解します（I Understand the Risks）]をクリックし、[例外の追加]
（Add Exception）]をクリックします。

3. セキュリティ例外の追加ダイアログボックスで、例外を恒久的に保存する
チェックボックスがオンになっていることを確認します。

4. [セキュリティ例外の確認（Confirm Security Exception）]をクリックします。

この接続が信頼できないことを示すページが自動的に閉じられ、エージェン

トデスクトップが開きます。

5. エージェント ID、パスワード、および内線番号を入力してログインをクリッ
クします。
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Internet Explorerのブラウザ設定

次のプライバシーと詳細設定を設定します。

始める前に

Internet Explorerを使用して Cisco Finesseデスクトップにアクセスする場合、Cisco Finesseのす
べての機能が正しく動作するためにブラウザで以下の設定を行う必要があります。

•ポップアップブロッカを無効にします。
•デスクトップが互換性表示で実行されていないことを確認します。Cisco Finesseでは、互
換性表示はサポートされていません。

手順

ステップ 1 ブラウザのメニューバーで、ツール >インターネットオプションを選択します。

ステップ 2 プライバシータブをクリックして、サイトをクリックします。

ステップ 3 アドレスフィールドで、Cisco Finesseサーバのサイド Aのドメイン名を入力します。

ステップ 4 [許可（Allowed）]をクリックします。

ステップ 5 アドレスフィールドで、Cisco Finesseサーバのサイド Bのドメイン名を入力します。

ステップ 6 許可をクリックして OKをクリックします。

ステップ 7 インターネットオプションのダイアログボックスの詳細設定タブをクリックします。

ステップ 8 セキュリティペインで、証明書アドレスの不一致について警告するチェックボックスをオフ
にします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次のタスク

ユーザがサインインできるようにするには、次のセキュリティ設定を有効にします。

• Run ActiveX controls and plug-ins
• Script ActiveX controls marked as safe for scripting
• Active scripting

設定を有効にするには、以下の手順を実行します。

1. ブラウザのメニューバーで、ツール >インターネットオプションを選択します。
2. セキュリティタブを選択し、カスタムレベルをクリックします。

3. ActiveXコントロールおよびプラグインで、ActiveXコントロールとプラグインを実行する
およびスクリプトを実行しても安全とマークされたActiveXコントロールのスクリプトを
有効にします。

4. スクリプトで アクティブスクリプトを有効にします。
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SNMPの構成

手順

ステップ 1 管理者のログイン情報を使用して、Cisco Unified Serviceability（https://hostname of primary

server/ccmservice）にログインします。

ステップ 2 [SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティ文字列（Community String）]の順に選択します。

ステップ 3 サーバドロップダウンリストで、コミュニティ文字列を設定するサーバを選択して、検索をク
リックします。

ステップ 4 新規追加をクリックして、新しいコミュニティ文字列を追加します。

a) コミュニティ文字列を入力します。

例：

publicを使用してデバイスへのアクセスを試みます。
b) ホスト IPアドレス情報フィールドで、任意のホストからの SNMPパケットを受け入れる
を選択します。

c) アクセス権限ドロップダウンリストで、ReadWriteNotifyオプションを選択します。

d) すべてのノードに適用チェックボックスをオンにして、クラスタのすべてのノードにコ
ミュニティ文字列を適用します。

情報メッセージが表示されます。

e) [OK]をクリックします。
f) [保存（Save）]をクリックします。

SNMPプライマリエージェントを再起動するまで変更が有効にならないことを示すメッ
セージが表示されます。SNMPプライマリエージェントを再起動せずに構成を続行するに
は、[キャンセル（Cancel）]をクリックします。SNMPプライマリエージェントサービス
を再起動するには、[OK]をクリックします。

g) [OK]をクリックします。

ステップ 5 [SNMP] > [V1/V2c] > [通知先（Notification Destination）]の順に選択します。

ステップ 6 サーバドロップダウンリストで、通知先を設定するサーバを選択して、検索をクリックしま
す。

ステップ 7 新しい SNMP通知先を追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

a) [ホスト IPアドレス]ドロップダウンリストで、[新規追加（Add New）]を選択します。

b) ホスト IPアドレスフィールドに、Prime Collaborationサーバの IPアドレスを入力しま
す。

c) ポート番号フィールドで、通知を受信するポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号は、162です。（注）

d) SNMPバージョン情報フィールドで、SNMPバージョン、V2Cを選択します。
e) 通知タイプ情報フィールドで、通知タイプドロップダウンリストからトラップを選択

します。
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f) [コミュニティ文字列情報（Community String Information）]フィールドの [コミュニティ
文字列（Community String）]ドロップダウンリストで、ステップ 4で作成したコミュ
ニティ文字列を選択します。

g) すべてのノードに適用チェックボックスをオンにして、すべてのノードにコミュニティ

文字列を適用します。

情報メッセージが表示されます。

h) [OK]をクリックします。
i) [挿入（Insert）]をクリックします。

SNMPプライマリエージェントを再起動するまで変更が有効にならないことを示すメッ
セージが表示されます。SNMPプライマリエージェントを再起動せずに構成を続行する
には、[キャンセル（Cancel）]をクリックします。SNMPプライマリエージェントサー
ビスを再起動するには、[OK]をクリックします。

j) [OK]をクリックします。

4000エージェント導入モデル用カスタマーインスタンス
の作成

Cisco HCS for CC用 4000エージェントを展開するカスタマーインスタンスを作成するには、以
下の一連のタスクに従います。各タスクの後で、このページに戻ってそのタスクを「「完了」」

としてマークしたら、次の手順に進みます。

表 13 : Contact Center用 Cisco HCS for CCに対する 4000エージェント展開に対してカスタマーインスタンスを作成

完了したかタスク順序

VMwareツールのアップグレード（26ページ）1

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

2

ドメインコントローラサーバーの作成（27ページ）3

Cisco Unified CCE Roggerの構成（122ページ）4

Unified CCE AW-HDS-DDSの構成（41ページ）5

Unified CCE PGの構成（47ページ）6

Unified CVPの構成（60ページ）7

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成（81ペー
ジ）

8

Unified Communications Managerの構成（87ページ）9

Unified Intelligence Centerの構成 （123ページ）10
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完了したかタスク順序

ライブデータレポーティングシステムの構成（134
ページ）

11

Cisco Finesseの構成（110ページ）12

Cisco Identity Serviceの構成（124ページ）13

Cisco Unified CCE Roggerの構成
このテーブルでは、Cisco Unified CCE Roggerを構成する際に実行すべき手順を説明します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ドメイン内マシンの検証（33ページ）2

ドメインマネージャの構成（34ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

4

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36
ページ）

5

セカンダリドライブの構成（36ページ）6

Unified CCE Loggerの構成（37ページ）7

Unified CCEルーターの構成（39ページ）8

基本構成のロード（122ページ）9

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

10

Cisco SNMPの設定（56ページ）11

基本構成のロード

基本構成パラメータをインポートするには、以下の手順を実行します。基本構成パラメータの

詳細については、「4000エージェント展開の基本構成パラメータ（558ページ）」を参照して
ください。
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手順

ステップ 1 タイムゾーンに基づいて、HCS-CC_11.6.1-Day1_4000.zipまたはファイルをダウンロードしま
す。このファイルをローカルに保存して、解凍します。

ステップ 2 Domain_Update_Tool.zipファイルをダウンロードします。このファイルをローカルに保存して、
解凍します。

ステップ 3 構成フォルダをサイド Aにある Unified CCE Roggerのローカルドライブにコピーします。

ステップ 4 サイド Aの Unified CCE Roggerで ICMDBAZツールを開きます。

ステップ 5 Unified CCE Roggerを選択し、<instance name>_sideAにツリーを展開します。

ステップ 6 メニューバーの [データ（Data）]を選択し、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 構成フォルダを参照して特定し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 8 [OK] > [インポート（Import）]の順に選択します。

ステップ 9 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

ステップ 10 Domain_Update_Toolフォルダに移動し、[UpdateDomain.PS1.]を右クリックしたら、 PowerShell
で実行します。次のように入力します。

a) サーバー名として、サイド Aの Unified CCE Roggerのコンピュータ名を入力します。
b) [データベース名（Database name）]に、<instance_sideA (Logger database)>と入力します。
c) ドメイン名として、カスタマーのドメイン名を入力します。

ステップ 11 ICMDBAツールに戻ります。同期するサイドの Logger <instance name>を選択します。

ステップ 12 メニューバーの [データ（Data）]をクリックし、[同期（Synchronize）]を選択して、以下の
手順を実行します。

a) [同期（Synchronize）]ウィンドウの [ソール（Source）]ペインで [追加（Add）]をクリッ
クします。

b) [サーバー名（Server Name）]フィールドに送信元の Unified CCEE Roggerのホスト名を入
力し、[OK]をクリックします。

c) [接続先（Destination）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

d) [サーバー名（Server Name）]フィールドに接続先のUnified CCE Roggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

e) [同期（Synchronize）]をクリックします。

ステップ 13 [スタート（Start）]をクリックします。同期後、[OK]をクリックします。

Unified Intelligence Centerの構成
Unified Intelligence Centerを構成するには、以下のタスクを実行します。

完了したかタスク順序

Unified Intelligence Center Publisherの構成（94ページ）1
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完了したかタスク順序

Unified Intelligence Center Subscriberの構成（94ペー
ジ）

2

Windows用 VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

3

Unified Intelligence Centerレポーティングの構成（97
ページ）

4

Unified Intelligence Center Administrationの設定（101
ページ）

5

SNMPの構成（120ページ）6

ライブデータレポーティングシステムの構成

完了したかタスク順序

ライブデータ AWアクセスの
構成（104ページ）

1

ライブデータマシンサービス

の構成（105ページ）
2

Live Data Unified Intelligence
データソースの構成（106ペー
ジ）

3

ライブデータレポーティング

間隔の構成（107ページ）
4

Transport Layer Securityの設定
（108ページ）

5

ライブデータレポートのイン

ポート（108ページ）
6

HTTPSガジェットの証明書の
追加（108ページ）

7

Cisco Identity Serviceの構成
完了したかタスク順序

Ids Publisherの構成 （125ページ）1

IDSサブスクライバノードの設定（125ページ）2
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完了したかタスク順序

Ids Subscriberの構成 （126ページ）3

Ids Publisherの構成

Subscriberをカスタマイズする前に、Cisco Identity Service Publisherをカスタマイズしておく必
要があります。

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を入れます。これにより、.flpファイルの情報に基づいてインストールが
始まります。インストールは通知なしで自動で実行開始されます。1時間以上経過した後、イ
ンストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Publisherマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが開かれま
す。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

IDSサブスクライバノードの設定

パブリッシャーのノードに、サブスクライバーノードのアドレスを提供する必要があります。

これは、set idサブスクライバーコマンドを使用して行います。

手順

ステップ 1 パブリッシャー Idノードにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを実行してサブスクライバノードを設定します：

set ids subscriber name
name

Idサブスクライバーノードアドレスのホスト名または ipアドレスを指定します。
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次のタスク

これらのCisco IdS CLIコマンドは、Idスタンドアロン展開でのみ使用できます。パブリッシャ
ノードでこれらのコマンドを実行します。

必要な最低限の権限レベル:通常

このコマンドを使用して、[サブスクライバーノード (Id)]ノードの情報を表示します。

show ids subscriber

必須のパラメータはありません。

必須最小権限レベル：高度

このコマンドを使用して、IdS subscriberノード構成を解除します。

unset ids subscriber

必須のパラメータはありません。

Ids Subscriberの構成

始める前に

ネットワークアダプタおよびフロッピードライブに対して、仮想マシンデバイスのステータス

が、[電源投入時に接続（Connect at Power On）]になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 Subscriberの電源をオンにします。
.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まります。インストールが自動的に始まり、
ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、インストールの成功を示すメッセー
ジが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Cisco Unified Communications Managerセカンダリマシンにログインします。CLIイン
ターフェイスに対してマシンが開かれます。

ステップ 3 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

12000エージェント導入モデルのカスタマーインスタンス
の作成

Cisco HCS for CC用 4000エージェントを展開するカスタマーインスタンスを作成するには、以
下の一連のタスクに従います。各タスクの後で、このページに戻ってそのタスクを「完了」と

してマークしたら、次の手順に進みます。
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表 14 : Cisco HCS for CC用 12000エージェント展開に対するカスタマーインスタンスの作成

完了したかタスク順序

VMwareツールのアップグレード（26ページ）1

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

2

ドメインコントローラサーバーの作成（27ページ）3

Unified CCE Loggerの構成 （127ページ）4

Unified CCEルーターの構成（129ページ）5

Unified CCE AW-HDSの構成（129ページ）6

Unified CCE HDS-DDSの構成（131ページ）7

Unified CCE PGの構成（47ページ）8

Unified CVPの構成（60ページ）9

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成（81ペー
ジ）

10

Unified Communications Managerの構成（87ページ）11

Unified Intelligence Centerの構成 （123ページ）12

ライブデータレポーティングシステムの構成（134
ページ）

13

Cisco Finesseの構成（110ページ）14

シングルサインオン管理（313ページ）15

Cisco Identity Serviceの構成（124ページ）16

Unified CCE Loggerの構成
このセクションでは、Unified CCE Loggerに対して実行する構成手順んを説明します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ドメイン内マシンの検証（33ページ）2

ドメインマネージャの構成（34ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

4
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完了したかタスク順序

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36
ページ）

5

セカンダリドライブの構成（36ページ）6

Unified CCE Loggerの構成（37ページ）7

基本構成のロード（128ページ）8

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

9

Cisco SNMPの設定（56ページ）10

基本構成のロード

基本構成パラメータをインポートするには、以下の手順を実行します。基本構成パラメータの

詳細については、「12000エージェント展開の基本構成パラメータ（565ページ）」を参照し
てください。

手順

ステップ 1 タイムゾーンに基づいて、HCS-CC_11.6.1-Day1_12000.zipまたはファイルをダウンロードしま
す。このファイルをローカルに保存して、解凍します。

ステップ 2 Domain_Update_Tool.zipファイルをダウンロードします。このファイルをローカルに保存して、
解凍します。

ステップ 3 サイド Aの Unified CCE Loggerのローカルドライブに構成フォルダをコピーします。

ステップ 4 サイド Aの Unified CCE Loggerで ICMDBAツールを開きます。

ステップ 5 Unified CCE Loggerを選択し、<instance name>_sideAのツリーを展開します。

ステップ 6 メニューバーの [データ（Data）]を選択し、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 構成フォルダを参照して特定し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 8 [OK] > [インポート（Import）]の順に選択します。

ステップ 9 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

ステップ 10 Domain_Update_Toolフォルダに移動し、[UpdateDomain.PS1.]を右クリックしたら、 PowerShell
で実行します。次のように入力します。

a) サーバー名については、Unified CCE Loggerサイド Aのコンピュータ名を入力します。
b) [データベース名（Database name）]に、<instance_sideA (Logger database)>と入力します。
c) ドメイン名として、カスタマーのドメイン名を入力します。

ステップ 11 ICMDBAツールに戻ります。同期するサイドの Logger <instance name>を選択します。

ステップ 12 メニューバーの [データ（Data）]をクリックし、[同期（Synchronize）]を選択して、以下の
手順を実行します。
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a) [同期（Synchronize）]ウィンドウの [ソール（Source）]ペインで [追加（Add）]をクリッ
クします。

b) [サーバー名（Server Name]フィールドに送信元の Unified CCE Loggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

c) [接続先（Destination）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

d) [サーバー名（Server Name）]フィールドに接続先のUnified CCE Loggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

e) [同期（Synchronize）]をクリックします。

ステップ 13 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

Unified CCEルーターの構成
このセクションでは、Unified CCEルーターに対して実行する構成手順を説明します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ネットワークカードの検証（61ページ）2

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

3

Unified CCEルーターの構成（39ページ）4

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

5

Cisco SNMPの設定（56ページ）6

Unified CCE AW-HDSの構成
このセクションでは、サイド Aおよび Bで Unified CCE AW-HDSに対して実行する構成手順
について説明します。

表 15 :サイド Aおよびサイド Bで Unified CCE AW-HDSを構成

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ドメイン内マシンの検証（33ページ）2

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35ページ）3

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36ページ）4
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完了したかタスク順序

セカンダリドライブの構成（36ページ）5

AW-HDS（130ページ）6

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56ページ）7

Cisco SNMPの設定（56ページ）8

HCS for CC展開タイプの設定（46ページ）9

AW-HDS

•インスタンスの作成（42ページ）

• HDSデータベースの作成（43ページ）

• AW-HDSの構成（130ページ）

•データベースとログファイルのサイズ（45ページ）

AW-HDSの構成

Unified CCE管理サーバーおよびリアルタイム、履歴データサーバー（AW-HDS）をインストー
ルするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コンポーネント管理 >管理サーバとデータサーバを選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開（Deployment）]ウィンドウで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 管理サーバとデータサーバの追加ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) エンタープライズをクリックします。

b) 展開サイズは大をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 大規模導入でのサーバの役割ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) 管理サーバ、リアルタイムおよび履歴データサーバ（AW-HDS）のオプションを選択し
ます。

b) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 管理サーバとデータサーバの接続ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) 管理サーバとデータサーバを選択します。

b) セカンダリ管理サーバとデータサーバフィールドに、セカンダリ AW-HDSのホスト名を
入力します。

c) プライマリおよびセカンダリペア（サイト）名フィールドで、サイト名を入力します。
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サイト名が、PG Explorer >エージェントの周辺機器 >エージェントの配置で定
義されているサイト名と一致していることを確認してください。

（注）

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [データベースとオプション（Database and Options）]ウィンドウで、以下の通り構成します。

a) ドライブ上のデータベースの作成フィールドで、セカンダリドライブ（通常は Dまたは
E）を選択します。

b) 構成管理サービス（CMS）ノードをオンにします。

c) Internet Script Editor（ISE）サーバをオンにします。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 セントラルコントローラの接続ページで、以下の通り設定します。

a) ルータのサイド Aの場合、ルータ Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

b) ルータのサイド Bの場合、ルータ Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

c) Loggerサイド Aの場合は、Logger Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

d) Loggerサイド Bの場合は、Logger Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

e) セントラルコントローラのドメイン名を入力します。

f) セントラルコントローラの優先サイド Aをクリックします。

g) 次へをクリックします。

ステップ 9 サマリーウィンドウで確認して、終了をクリックします。

すべての Unified CCEのインストールが完了するまで、サービスを起動しないでくだ
さい。

（注）

Unified CCE HDS-DDSの構成
ここでは、サイド Aおよびサイド Bの Unified CCE HDS-DDSに対して実行する構成手順につ
いて説明します。

表 16 :サイド Aおよびサイド Bの Unified CCE HDS-DDSの構成

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ネットワークカードの検証（61ページ）2

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35ページ）3

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36ページ）4
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完了したかタスク順序

セカンダリドライブの構成（36ページ）5

HDS-DDS（132ページ）6

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56ページ）7

Cisco SNMPの設定（56ページ）8

HDS-DDS

•インスタンスの作成（42ページ）

• HDSデータベースの作成（43ページ）

• HDS-DDSの構成（132ページ）

•データベースとログファイルのサイズ（45ページ）

HDS-DDSの構成

以下の手順に従って、Cisco Unified CCE管理サーバー、リアルタイム、履歴データサーバー
（AW-HDS）をインストールします。

手順

ステップ 1 コンポーネント管理 >管理サーバとデータサーバを選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開（Deployment）]ウィンドウで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 管理サーバとデータサーバの追加ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) エンタープライズをクリックします。

b) 展開サイズは大をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 大規模導入でのサーバの役割ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) 履歴データサーバと詳細データサーバ（HDS-DDS）オプションを選択します。

b) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 管理サーバとデータサーバの接続ウィンドウで、以下の通り設定します。

a) 管理サーバとデータサーバを選択します。

b) セカンダリ管理サーバとデータサーバフィールドに、セカンダリHDS-DDSのホスト名を
入力します。

c) プライマリおよびセカンダリペア（サイト）名フィールドで、サイト名を入力します。

サイト名が、PG Explorer >エージェントの周辺機器 >エージェントの配置で定
義されているサイト名と一致していることを確認してください。

（注）
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d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 データベースとオプションウィンドウで、データベースを作成するドライブフィールドで、
セカンダリドライブを選択します（通常は Dまたは E）。

ステップ 8 セントラルコントローラの接続ページで、以下の通り設定します。

a) ルータのサイド Aの場合、ルータ Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

b) ルータのサイド Bの場合、ルータ Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

c) Loggerサイド Aの場合は、Logger Aが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

d) Loggerサイド Bの場合は、Logger Bが存在するホスト名または IPアドレスマシンを入力
します。

e) セントラルコントローラのドメイン名を入力します。

f) セントラルコントローラの優先サイド Aをクリックします。

g) 次へをクリックします。

ステップ 9 サマリーウィンドウで確認して、終了をクリックします。

すべての Unified CCEコンポーネントがインストールされるまで起動しないでくださ
い。

（注）

Unified Intelligence Centerの構成
Unified Intelligence Centerを構成するには、以下のタスクを実行します。

完了したかタスク順序

Unified Intelligence Center Publisherの構成（94ページ）1

Unified Intelligence Center Subscriberの構成（94ペー
ジ）

2

Windows用 VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

3

Unified Intelligence Centerレポーティングの構成（97
ページ）

4

Unified Intelligence Center Administrationの設定（101
ページ）

5

SNMPの構成（120ページ）6
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ライブデータレポーティングシステムの構成

完了したかタスク順序

ライブデータ AWアクセスの
構成（104ページ）

1

ライブデータマシンサービス

の構成（105ページ）
2

Live Data Unified Intelligence
データソースの構成（106ペー
ジ）

3

ライブデータレポーティング

間隔の構成（107ページ）
4

HTTPSガジェットの証明書の
追加（108ページ）

6

SmallContactCenterエージェント導入モデルのカスタマー
インスタンスの作成

Contact Center用にCisco HCS for CCに対して小規模エージェントを展開するためにカスタマー
インスタンスを作成するには、次の一連のタスクに従います。各タスクの後で、このページに

戻ってそのタスクを「完了」としてマークしたら、次の手順に進みます。

表 17 :コアコンポーネントのカスタマーインスタンスの作成

完了タスク順序

VMwareツールのアップグレード（26ページ）1

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

2

Small Contact Center展開の Finesse用 DNSサーバーの
作成（139ページ）

3

Small Contact Centerエージェント展開用 Unified CCE
Roggerの構成 （136ページ）

4

Unified CCE AW-HDS-DDSの構成（41ページ）5

VRU周辺機器ゲートウェイの構成（51ページ）6

Unified CVPの構成（60ページ）7

Small Contact Center導入モデル用 CUBEエンタープラ
イズの構成（142ページ）

8
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完了タスク順序

Unified Intelligence Centerの構成 （123ページ）9

ライブデータレポーティングシステムの構成（124
ページ）

10

表 18 :専用コンポーネントサブカスタマーオプションの構成

完了タスク順序

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

1

Unified CCE PGの構成（47ページ）2

Unified Communications Managerの構成（87ページ）3

SW MTPおよびSW会議リソースの増加（312ページ）4

Cisco Finesseの構成（110ページ）5

Cisco Identity Serviceの構成（124ページ）6

表 19 :共有コンポーネントサブカスタマーオプションの構成

完了タスク順序

仮想マシンの起動とシャットダウンの設定（26ペー
ジ）

1

Unified CCE PGの構成（47ページ）2

Shared Unified Communications Managerの構成（138ペー
ジ）

3

Cisco Finesseの構成（110ページ）4

Cisco Identity Serviceの構成（124ページ）5

Small Contact Centerエージェント展開用に共有コアコンポーネントとサブカスタマーコンポー
ネントのカスタマーインスタンスを作成した後、Internet Script Editorと統合するように Unified
CCDMを構成します。「Partition Internet Script Editor用 Small Contact Centerエージェント展開
を CCDMに統合（177ページ）」を参照してください。

Small Contact Centerエージェント展開用に、共有コアコンポーネントとサブカスタマーコン
ポーネントのカスタマーインスタンスを作成した後、以下の手順を実行します。

• Internet Script Editorと統合するように unified CCDMを構成します。Partition Internet Script
Editor用 Small Contact Centerエージェント展開をCCDMに統合（177ページ）を参照して
ください。

•

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
135

カスタマーインスタンスの設定

Small Contact Centerエージェント導入モデルのカスタマーインスタンスの作成



Small Contact Centerエージェント展開用 Unified CCE Roggerの構成
ここでは、Unified CCE Roggerに対して実行する構成手順に関して説明します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの構成（31ページ）1

ドメイン内マシンの検証（33ページ）2

ドメインマネージャの構成（34ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成（35
ページ）

4

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（36
ページ）

5

セカンダリドライブの構成（36ページ）6

Unified CCE Loggerの構成（37ページ）7

Small Contact Center向けUnified CCEルーターの
構成（137ページ）

8

基本構成のロード（136ページ）9

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証（56
ページ）

10

Cisco SNMPの設定（56ページ）11

基本構成のロード

基本構成パラメータをインポートするには、以下の手順を実行します。基本構成パラメータの

詳細については、「Small Contact Centerエージェント展開用基本構成パラメータ（574ペー
ジ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 HCS-CC_11.6.1-Day1_SCC.zipまたはファイルをダウンロードします。このファイルをローカ
ルに保存して、解凍します。

ステップ 2 Domain_Update_Tool.zipファイルをダウンロードします。このファイルをローカルに保存して、
解凍します。

ステップ 3 構成フォルダをサイド Aにある Unified CCE Roggerのローカルドライブにコピーします。

ステップ 4 サイド Aの Unified CCE Roggerで ICMDBAツールを開きます。

ステップ 5 Unified CCE Roggerを選択し、<instance name>_sideAにツリーを展開します。
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ステップ 6 メニューバーの [データ（Data）]を選択し、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 構成フォルダを参照して特定し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 8 [OK] > [インポート（Import）]の順に選択します。

ステップ 9 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

ステップ 10 Domain_Update_Toolフォルダに移動し、[UpdateDomain.PS1.]を右クリックしたら、 PowerShell
で実行します。次のように入力します。

a) サーバー名として、サイド Aの Unified CCE Roggerのコンピュータ名を入力します。
b) [データベース名（Database name）]に、<instance_sideA (Logger database)>と入力します。
c) ドメイン名として、カスタマーのドメイン名を入力します。

ステップ 11 ICMDBAツールに戻ります。同期するサイドの Logger <instance name>を選択します。

ステップ 12 メニューバーの [データ（Data）]をクリックし、[同期（Synchronize）]を選択して、以下の
手順を実行します。

a) [同期（Synchronize）]ウィンドウの [ソール（Source）]ペインで [追加（Add）]をクリッ
クします。

b) [サーバー名（Server Name）]フィールドに送信元のUnified CCE Roggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

c) [接続先（Destination）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

d) [サーバー名（Server Name）]フィールドに接続先のUnified CCE Roggerのホスト名を入力
し、[OK]をクリックします。

e) [同期（Synchronize）]をクリックします。

ステップ 13 [スタート（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

Small Contact Center向け Unified CCEルーターの構成

以下の手順を実行し、Unified CCEルーターを構成します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Web Setupを起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてサインインします。

ステップ 3 [コンポーネント管理（Component Management）] > [ルーター（Routers）]の順に選択しま
す。

ステップ 4 追加をクリックして、コールルータを設定します。

ステップ 5 [展開（Deployment）]ウィンドウで、適切な [サイド（Side）]を選択します。

ステップ 6 [デュプレックス（Duplexed）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 ルータ接続ウィンドウで、プライベートインターフェイスとパブリック（表示）インターフェ

イスを設定します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 周辺機器ゲートウェイを有効にするフィールドで、PGに割り当てられた番号を入力して有効
にします。
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ハイフンを使用して、範囲を指定し、コンマで値を区切ります。たとえば、「2～4、6、79～
80」では、PG2、PG3、PG4、PG6、PG79、およびPG80が有効となります。スペースは無視さ
れます。

システムに存在するPGの IDのみを入力します。未使用のPG IDを追加すると、誤っ
たルーターフェールオーバー処理が発生する場合があります。

（注）

ステップ 9 PG 81〜150の場合は、[詳細設定（Advanced）]をクリックして展開し、使用するPG番号を入
力します。

ステップ 10 [ルーターのオプション（Router Options）]ウィンドウで、以下の通り構成し、[次へ（Next）]
をクリックします。

a) [データベースルーティングを有効化（Enable Database Routing）]をオンにします。

b) Quality of Service（QoS）を有効にするをオンにします。（サイド Aにのみに該当）。

ステップ 11 [ルーターのサービス品質（Router Quality of Service）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 12 [サマリー（Summary）]ウィンドウで、ルーターのサマリーが正しいことを確認して、 [完了
（Finish）]をクリックします。

Unified CCEコンポーネントのインストールが完了するまで、サービスを起動しない
でください。

（注）

Shared Unified Communications Managerの構成
この一連のタスクに従って、共有 Cisco Unified Communications Managerを構成します。

完了したかタスク順序

Unified Communications Manager Publisherの構成（88
ページ）

1

Unified Communications Manager Subscriberの構成（89
ページ）

2

Windows用VMwareツールのインストール（394ペー
ジ）

3

Unified Communications Managerライセンス（90ペー
ジ）

4

サービスのアクティブ化 （91ページ）5

クラスタ全体のドメイン構成の検証（92ページ）6

Unified CCEサーバーに JTAPIをインストール（93
ページ）

7
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完了したかタスク順序

SNMPの構成（120ページ）8

パーティションの設定（533ページ）9

コーリングサーチスペースの設定（533ページ）10

CSSおよびパーティションと電話および回線の関連付
け（534ページ）

11

CSSとトランクの関連付け（534ページ）12

Small Contact Center展開の Finesse用 DNSサーバーの作成
一部の VOSマシン（Finesseなど）では、VOSを正常にインストールするために、同じネット
ワーク内でローカルに使用可能な DNSサーバー解像度が必要です。Small Contact Center展開
のサブカスタマーネットワークに DNSをインストールします。

DNSサーバーを作成するには、以下の手順を実行します。

• DNSサーバーの有効化（139ページ）

• DNSサーバーの構成（140ページ）

DNSサーバーの有効化

手順

ステップ 1 サブカスタマーネットワークのサーバーマシンにログインします。

ステップ 2 [管理ツール（Administrative Tools）] > [サービス（Services）]の順に選択します。

ステップ 3 左側のペインで、[ロール（Roles）]をクリックします。

ステップ 4 [ロール（Roles）]ウィンドウで、[ロールの追加（Add Roles）]をクリックします。

ステップ 5 [ロールの追加（Add Roles）]ウィザードで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [サーバーの役割の選択（Select Server Roles）]ウィンドウで、[DNSサーバー（DNS Server）]
をオンにします。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [DNSサーバー（DNS Server）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [インストールの選択の確認（Confirm Installation Selections）]で、[インストール（Install）]を
クリックし、インストールが完了したら、[閉じる（Close）]ウィザードをクリックします。
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DNSサーバーの構成

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [管理ツール（Administrative Tools）] > [DNS]の順に選択します。

ステップ 2 [左側のサーバー（Server on Left）]ペインを展開します。

ステップ 3 [正引きルックアップゾーン（Forward Lookup Zones）]を右クリックし、[新規ゾーン（New
Zone）]をクリックします。

ステップ 4 [新規ゾーン（New Zone）]ウィザードで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [ゾーンタイプ（Zone type）]ウィンドウで、[プライマリゾーン（Primary zone）]を選択しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ゾーン名（Zone Name）]ウィンドウで、完全修飾 DNS名を入力します。[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 7 [ゾーンファイル（Zone File）]ウィンドウで、[このファイル名で新規ファイルを作成（Create
a new file with this file name）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [動的更新（Dynamic Update）]ウィンドウで、[動的更新を許可しない（Do not allow dynamic
updates）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 [逆ルックアップゾーン（Reverse Lookup Zones）]を右クリックし、[新規ゾーン（New zone）]
をクリックします。

ステップ 11 [新規ゾーン（New zone）]ウィザードで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [ゾーンタイプ（Zone type）]ウィンドウで、[プライマリゾーン（Primary zone）]を選択しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [逆引きルックアップゾーン名（Reverse Lookup Zone Name）]で、[IPv4リリースルックアップ
ゾーン（IPv4 Reverse Lookup Zone）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [ネットワーク（Network）]フィールドに IPアドレスの最初の3オクテットを入力します。[次
へ（Next）]をクリックします。

Small Contact Center導入モデルの場合、Finesseインストール時に共有 DNSを使用し
た場合のみ、お客様が、共有 IPと内部 IPの両方の逆引きルックアップゾーンを追加
する必要があります。

（注）

例：

10.10.10.X（共有 IP）と 20.20.20.X（内部 IP）に対して逆引きルックアップゾーンを作成しま
す。

ステップ 15 [ゾーンファイル（Zone File）]ウィンドウで、[このファイル名で新規ファイルを作成（Create
a new file with this file name）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [動的更新（Dynamic Update）]ウィンドウで、[動的更新を許可しない（Do not allow dynamic
updates）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 17 [完了（Finish）]をクリックします。

DNSサーバーのホスト構成

手順

ステップ 1 [DNSマネージャ（DNS Manager）]に移動します。

ステップ 2 [転送ドメインゾーン（Forward domain zone）]を右クリックします。[新規ホスト（Aまたは
AAAA）（New Host (A or AAAA)）]を選択します。

ステップ 3 ホスト名を入力します。

ステップ 4 ホストの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [関連付けられたポインタ（PTR）レコードの作成（Create Associated Pointer（PTR）Record）]
チェックボックスをオンにします。[ホストの追加（Add host）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。[完了（Done）]をクリックします。

Small Contact Center導入モデルでは、お客様が Finesseのインストールに共有 DNSを
使用している場合は、以下の手順を実行します。

1. 共有 DNSの正引きルックアップゾーンと逆引きルックアップゾーンの両方に、
Finesse内部 IP（nated IPではない）を追加します。

2. IPアドレスを同じにすることができるDNSサーバーに一意の Finesseホスト名を
追加します。

3. Finesseプライマリおよびセカンダリを正常にインストールしたら、ホストエント
リを Finesse内部 IPの逆ルックアップゾーンから削除します。

4. DNSサーバーに Finesseホスト名の natted IPを追加します。これにより SSOがサ
ポートされます。

ライブデータは、専用サブカスタマーオプションの共有 DNS構成では
サポートされません。

（注）

5. すべてのサブカスタマーの FinesseサーバーのOSカスタマイズは、並行してでは
なく、順次に行う必要があります。

（注）
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Small Contact Center導入モデル用 CUBEエンタープライズの構成

VRFの構成

マルチ VRF機能を使用すると、同じ CUBEデバイス内のルーティングおよび転送テーブルの
1つ以上のインスタンスを構成および維持でき、VRFに基づいて音声トラフィックを区別でき
ます。

サブカスタマー 1に VRFを構成する：

ip vrf SUB-Customer1
rd 20.20.20.10:1

ルート識別子を指定して VRFテーブルを作成します。AS番号と任意の番号（xxx:y）または
IPアドレスと任意の番号（A.B.C.D:y）を入力します。

サブカスタマー 2に VRFを構成する：

ip vrf SUB-Customer2
rd 20.20.20.10:2

VRFにインターフェイスを割り当て

VRFにインターフェイスを割り当てるには、以下の手順を実行します。
interface GigabitEthernet2
ip vrf forwarding Customer1

VRFをインターフェイスに関連付けます。インターフェイスに関連付けられている IPアドレ
スがある場合、その IPアドレスはクリアされ、IPアドレスを再度割り当てるように求められ
ます。

ip address 10.10.10.5 255.255.255.0

グローバル設定の構成

voice service voip
no ip address trusted authenticate
address-hiding
mode border-element

コーデックリストの構成

voice class codec 1
codec preference 1 g711ulaw
codec preference 2 g729r8
codec preference 3 g729br8
codec preference 5 g711alaw

デフォルトサービスの構成

Default Services
application
service survivability flash:survivability.tcl
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VRF固有の RTPポート範囲の構成

VoIP RTP接続の場合、各 VRFが音声サービス VoIPで独自の RTPポート範囲を持つように構
成できます。最大 10個のVRFポート範囲に対応しています。異なるVRFでも、重複するRTP
ポート範囲を指定できます。

VRFベースのRTPポート範囲の制限（最小および最大ポート番号を含む）は、グローバルRTP
ポート範囲と同じです。グローバル、メディアアドレス、および VRFベースの 3つのポート
範囲はすべて、CUBEで共存できます。RTPポート割り当ての優先順位は次のとおりです。

• VRFベースのポート範囲

•メディアアドレスベースのポート範囲

•グローバル RTPポート範囲

media-address voice-vrf SUB-Customer1 port-range 25000 28000
media-address voice-vrf SUB-Customer2 port-range 25000 28000

IPルートの構成
ip route vrf SUB-Customer1 0.0.0.0 0.0.0.0 20.20.20.1
ip route vrf SUB-Customer2 0.0.0.0 0.0.0.0 20.20.20.1

ダイヤルピアの構成

ダイヤルピアのコントロールとメディアは、同じ VRFにバインドする必要があります。そう
しないと、CLI解析がエラーを表示します。

CVPの着信ダイヤルピアの構成

dial-peer voice 23991 voip
description Incoming dial-peer for CVP
service survivability
session protocol sipv2
session transport udp
incoming called-number .T
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet1
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet1
dtmf-relay rtp-nte

CVPの発信ダイヤルピアの構成

dial-peer voice 1001 voip
description outgoing dial-peer for CVP
translation-profile outgoing strip-digit
destination-pattern .T
session protocol sipv2
session target ipv4:10.10.10.10
session transport udp
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet1
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voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet1
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric

Sub-customer1 VRF1の着信ダイヤルピアの構成

dial-peer voice 21991 voip
description "Incoming Dial-peer for VRF1"
service survivability
session protocol sipv2
session transport udp
incoming called-number [12][03][27].......
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet2.100
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet2.100
dtmf-relay rtp-nte

Sub-customer2 VRF2の着信ダイヤルピア

dial-peer voice 22991 voip
description "Incoming dial-peer for VRF2"
service survivability
session protocol sipv2
session transport udp
incoming called-number 1[03][16].......
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet3
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet3
dtmf-relay rtp-nte

Sub-customer1 VRF1のダイヤルピアの構成

dial-peer voice 21001 voip
description from CVP towards VRF1 to CUCM Sub-Customer1
destination-pattern 101....
session protocol sipv2
session target ipv4:20.20.20.31
session transport udp
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet2.100
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet2.100
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric

Sub-customer2 VRF2のダイヤルピアの構成

dial-peer voice 22001 voip
description from CVP towards VRF2 to CUCM Sub-Customer2
destination-pattern 201....
session protocol sipv2
session target ipv4:20.20.20.31
session transport udp
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet2.200
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet2.200
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric
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第 3 章

カスタマーインスタンスと共有管理の統合

•シングルサインオン統合（145ページ）
• Unified CCDMの統合（154ページ）
• Cisco UCDM統合（187ページ）
• ASA統合（192ページ）
•セッションボーダーコントローラの統合（202ページ）
• Small Contact Center導入モデル用Cisco Prime Collaboration Assuranceの統合（203ページ）

シングルサインオン統合

Cisco IdSに対する信頼関係の確立
アプリケーションを有効にし、シングルサインオンにシスコアイデンティティサービス（Cisco
IdS）を使用するには、Cisco IdSとホストされたアイデンティティプロバイダ（IdP）間でメタ
データの交換を実施します。

• SAML SPメタデータファイルである sp.xmlを Cisco IdS publisherプライマリノードにダ
ウンロードします。

1. 次のいずれかを実行して、アイデンティティサービス管理を開きます。

• [アイデンティティサービス管理（Identity Service Management）]ウィンドウを開
きます（https://<Unified CCX server address>:8553/idsadmin）。

• Administrationで [システム（System）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]
の順に選択し、[アイデンティティサービス管理（Identity Service Management）]
をクリックします。

2. [設定（Settings）] > [IdSトラスト（IdS Trust）]タブで、sp.xmlという SAML SPメ
タデータファイルをダウンロードします。

• IdPから、federationmetadata.xmlというアイデンティティプロバイダメタデータファイル
をダウンロードします。次の例を参考にしてください。
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1. AD FSの場合は、次の場所にある IdPからアイデンティティプロバイダメタデータ
ファイルをダウンロードします。

https://<ADFSServer
FQDN>/federationmetadata/2007-06/federationmetadata.xml.

2. アイデンティティサービス管理ページを開き、前に手順でダウンロードした、アイデ
ンティティプロバイダメタデータファイルをアップロードします。

SAML SSOは信頼認証証明書を使用して、IdP（AD FSなど）と Cisco IdSの間で認証および承
認の詳細を交換します。これにより、サーバー間の通信が保護されます。

• Cisco IdSは SAML認証のための自己署名証明書に対応しています。

• IdP証明書が管理者によって自動的にロールオーバー、手動で更新、またはアップデート
された場合は、IdSと IdP間の信頼関係が再確立されます。

（注）

共有 ADFSにカスタマーインスタンスを統合

Cisco IdSを共有管理 ADFSに統合

手順

ステップ 1 AD FSでは、デフォルトの認証タイプが [フォーム]に設定されていることを確認します。
（Cisco Identity Serviceでは、フォームベースの認証を提供するために IDプロバイダが必要で
す。）詳細については、Microsoft AD FSのドキュメントを参照してください。

ステップ 2 AD FSサーバで、AD FS管理を開きます。

ステップ 3 AD FS ->信頼関係 ->信頼当事者証明を右クリックします。

ステップ 4 メニューで、信頼当事者証明の追加を選択して、信頼当事者証明の追加ウィザードを起動しま

す。

ステップ 5 データソースの選択手順で、信頼当事者についてのデータをファイルからインポートするオ

プションを選択します。

ステップ 6 Cisco Identity Serverからダウンロードした sp.xmlファイルに移動して、インポートを完了
し、信頼当事者証明を確立します。

ステップ 7 表示名の指定手順を選択し、信頼当事者証明を識別するために使用できる有意の名前を追加し

ます。

ステップ 8 Windowsサーバーの AD FSの場合、[Configure Multi-factor Authentication Now（今すぐ多要
素認証を構成する）]手順で、[この時点では信頼当事者の多要素認証設定を構成しない（I do
not want to configure multi-factor authentication settings for the relying party at this time）]オプ
ションを選択します。
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この手順は AD FS 2.0または 2.1では表示されません。以下の手順に進んでください。

ステップ 9 発行認証ルールの選択手順で、[すべてのユーザに対してこの信頼当事者へのアクセスを許可
する（Permit all users to access this relying party）]オプションを選択して、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 10 次へをもう一度クリックして、信頼当事者の追加を完了します。

ステップ 11 信頼当事者証明を右クリックして、プロパティをクリックします。識別子タブを選択します。

ステップ 12 [識別子]タブで、表示名を信頼当事者証明の作成時に指定した名前に設定して、信頼当事者識
別子を sp.xmlをダウンロードした Cisco Identity Serverの完全修飾ホスト名に設定します。

ステップ 13 さらにプロパティで、詳細設定タブを選択します。

ステップ 14 セキュアハッシュアルゴリズムに SHA-1を選択して、OKをクリックします。

以下の手順では、2つの要求ルールを設定して、AD FSからCisco Identity Serviceに送
信される要求を、正常な SAMLアサーションの一部として指定します。

•アサーションには、次のカスタムクレームを含む要求ルールが属性ステートメン
トとして含まれています。

• uid：アプリケーションに送信されるクレーム内の認証済みのユーザを識別
します。

• user_principal：Cisco Identity Serviceに送信されたアサーション内のユーザー
の認証レルムを識別します。

• 2番目の要求ルールは、AD FSサーバと Cisco IDサーバの完全修飾ドメイン名を
指定する NameIDカスタム要求ルールです。

（注）

QoSを設定する手順は、以下の通りです。

ステップ 15 信頼当事者証明で、作成した信頼当事者証明を右クリックして、要求ルールの編集をクリック

します。

ステップ 16 この手順に従って、LDAP属性を要求として送信するで要求ルールテンプレートとしてルー
ルを追加します。

a) 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

b) ルールタイプの選択手順で、LDAP属性をクレームとして送信するの要求ルールテンプ
レートを選択して、次へをクリックします。

c) 要求ルールの設定手順で、要求ルール名フィールドで、NameIDを入力します。

d) 属性ストアドロップダウンを Active Directoryに設定します。

e) LDAP属性の発信要求タイプへのマッピングテーブルを適切な LDAP属性に、使用する
ユーザ識別子タイプに応じた発信要求タイプを設定します。

•識別子が SAM-Account-Name属性として保存される場合：

1. SAM-Account-Nameの LDAP属性を選択し、対応する発信要求タイプを uid（小
文字）に設定します。
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2. User-Principal-Nameの 2つ目の LDAP属性を選択して、対応する発信要求タイ
プを user_principal（小文字）に設定します。

•識別子が UPNの場合：

1. User-Principal-Nameの LDAP属性を選択し、対応する発信要求タイプを uid（小
文字）に設定します。

2. User-Principal-Nameの 2つ目の LDAP属性を選択して、対応する発信要求タイ
プを user_principal（小文字）に設定します。

SAM-Account-Nameまたは UPNの選択は、AWで設定したユーザ IDに基づきま
す。

（注）

ステップ 17 この手順に従って、カスタム要求ルールテンプレートで 2つ目のルールを追加します。

a) 要求ルールの編集ウィンドウで、ルールの追加を選択します。

b) カスタムルールを使用して要求を送信するを選択します。
c) ルール名をCisco Identity Serverのパブリッシャ（プライマリ）ノードの完全修飾ドメイン
名（FQDN）に設定します。

d) 以下のルールテキストを追加します。
c:[Type ==
"http://schemas.microsoft.com/ws/2008/06/identity/claims/windowsaccountname"] =>
issue(Type = "http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/nameidentifier",

Issuer = c.Issuer, OriginalIssuer = c.OriginalIssuer, Value = c.Value, ValueType =
c.ValueType,
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/format"]
=
"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:transient",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/namequalifier"]
=
"http://<AD FS Server FQDN>/adfs/services/trust",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/spnamequalifier"]
=
"<fully qualified domain name of Cisco IdS>");

e) スクリプトを以下の通りに編集します。

• <ADFS Server FQDN>を置き換えて、ADFSサーバの FQDN（完全修飾ドメイン名）
と（大文字小文字の区別も含めて）完全に一致させます。

• <Cisco IdS server FQDN>を置き換えて、（大文字小文字の区別も含めて）Cisco Identity
サーバの FQDNと完全に一致させます。

ステップ 18 フェデレーションシナリオに以下のルールを追加します。

a) 名前 IDのルールを追加します。

•発行変換ルールタブで、追加をクリックします。
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•要求規則テンプレートを受信要求をパススルーあるいはフィルタ処理するとして選
択します。

•要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力
します。

•名前 IDに着信要求タイプを選択します。

• [一時的な識別子]に [受信 name_ID]の形式を選択し、終了をクリックします。

b) Uidのルールを追加します。

•発行変換ルールタブで、追加をクリックします。

•要求規則テンプレートを受信要求をパススルーあるいはフィルタ処理するとして選
択します。

•要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力
します。

•受信要求タイプフィールドで、uidを入力して、終了をクリックします。

c) user_principalのルールを追加します。

•発行変換ルールタブで、追加をクリックします。

•要求規則テンプレートを受信要求をパススルーあるいはフィルタ処理するとして選
択します。

•要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力
します。

•受信要求タイプフィールドで、user_principalを入力して、終了をクリックしま
す。

ステップ 19 [OK]をクリックします。

共有管理 ADFSにカスタマー ADFSをフェデレーション

カスタマー ADFSに要求説明を追加

手順

ステップ 1 AD FS Management Consoleを開き、[サービス（Service）] > [要求（Claim Descriptions）]の
順に選択します。

ステップ 2 [要求（Claim Descriptions）]を右クリックし、[要求説明の追加（Add Claim Descriptions）]
を選択します。
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ステップ 3 uid要求の説明を作成します。

a) 表示名を uidとして入力します。

b) クレーム IDをhttp://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/uid
として入力します。

c) [フェデレーションサービスを受け入れられる要求タイプとしてフェデレーションメタデー
タにこの要求説明を発行する（Publish this claim description in federation metadata as a claim
type that this Federation Service can accept）]チェックボックスをオンにします。

d) [このフェデレーションサービスが送信できる要求タイプとしてフェデレーションメタデー
タにこの要求説明を発行する（Publish this claim description in federation metadata as a claim
type that this Federation Service can send）]チェックボックスをオンにしたら、[OK]をク
リックします。

ステップ 4 user_principal要求説明を作成します。

a) 表示名を user_principalとして入力します。

b) クレーム IDを
http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/user_principal
として入力します。

c) [フェデレーションサービスを受け入れられる要求タイプとしてフェデレーションメタデー
タにこの要求説明を発行する（Publish this claim description in federation metadata as a claim
type that this Federation Service can accept）]チェックボックスをオンにします。

d) [このフェデレーションサービスが送信できる要求タイプとしてフェデレーションメタデー
タにこの要求説明を発行する（Publish this claim description in federation metadata as a claim
type that this Federation Service can send）]チェックボックスをオンにしたら、[OK]をク
リックします。

要求説明の作成後、Hosted AD FSの要求プロバイダトラストのフェデレーション
メタデータを更新します。

重要

カスタマー ADFSに信頼当事者証明の要求規則を追加

次の手順を使用して、カスタマー ADFSに信頼当事者証明の要求規則を追加します。

手順

ステップ 1 AD FS管理コンソールを開きます。

ステップ 2 [信頼関係（Trust Relationships）] > [信頼当事者証明（Relying Party Trusts）]の順に選択しま
す。

ステップ 3 適切な信頼当事者証明を選択して右クリックし、[要求規則の編集（Edit Claim Rules）]を選択
します。

ステップ 4 Send LDAP Attributes as Claimsという規則を要求規則テンプレートとして追加します。

a) 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。Send LDAP Attributes as Claims
という要求規則テンプレートを選択します。
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b) [要求規則構成（Configure Claim Rule）]で、規則名を NameIDとして構成します。

c) Active Directoryとして [属性ストア（Attribute store）]選択します。

d) LDAP属性であるUser-Principal-Nameを user_principal（小文字）のOutgoing Claim Type
にマッピングします。

e) アプリケーションユーザーを識別する LDAP属性の 1つを選択し、uid（小文字）にマッ
ピングします。

作成するルールは、複数のLDAP属性のいずれかを使用してユーザーを識別でき
ます。正確なマッピングは、ルールが使用する属性によって異なります。

（注）

•識別子が SAMAccountName属性として保存される場合：

•発信要求タイプである uidはLDAP属性であるSAM-Account-Nameにマッピング
されます。

•発信要求タイプである user_principalはLDAP属性であるUser-Principal-Nameに
マッピングされます。

•識別子が UPNの場合：

•発信要求タイプである uidは、LDAP属性であるUser-Principal-Nameにマッピン
グされます。

•発信要求タイプである user_principalはLDAP属性であるUser-Principal-Nameに
マッピングされます

ステップ 5 カスタム要求規則テンプレートを使用して別の規則を追加します。

a) 要求ルールの編集ウィンドウで、ルールの追加を選択します。

b) カスタムルールを使用して要求を送信するを選択します。
c) ルール名をCisco Identity Serverのパブリッシャ（プライマリ）ノードの完全修飾ドメイン
名（FQDN）に設定します。

d) 以下のルールテキストを追加します。
c:[Type ==
"http://schemas.microsoft.com/ws/2008/06/identity/claims/windowsaccountname"] =>
issue(Type = "http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/nameidentifier",

Issuer = c.Issuer, OriginalIssuer = c.OriginalIssuer, Value = c.Value, ValueType =
c.ValueType,
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/format"]
=
"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:transient",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/namequalifier"]
=
"http://<AD FS Server FQDN>/adfs/services/trust",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/spnamequalifier"]
=
"<fully qualified domain name of Cisco IdS>");
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• <AD FS Server FQDN>を大文字小文字を含め AD FS FQDNと完全に一致するように
設定します。

• <fully qualified domain name of Cisco IdS>を大文字小文字を含め Cisco Identity Server
FQDNと完全に一致するように設定します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

共有管理 ADFSに要求プロバイダ信頼の要求規則を追加

ホステッド（共有管理）ADFS（Cisco IDSが登録されている ADFS）に要求プロバイダの信頼
の要求規則を追加します。

（注）

手順

ステップ 1 AD FS管理コンソールを開きます。

ステップ 2 [信頼関係（Trust Relationships）] > [要求プロバイダの信頼（Claim Provider Trusts）]の順に
選択します。

ステップ 3 適切な要求プロバイダ信頼を右クリックしたら、[要求規則の編集（Edit Claim Rules）]を選択
します。

ステップ 4 [承諾変換規則（Acceptance Transform Rules）]タブで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 名前 IDのルールを追加します。

a) 要求規則テンプレートを受信要求をパススルーあるいはフィルタ処理するとして選択し

ます。

b) 要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力しま
す。

c) 名前 IDに着信要求タイプを選択します。

d) [一時的な識別子]に [受信 name_ID]の形式を選択し、終了をクリックします。

ステップ 6 Uidのルールを追加します。

a) [受信要求の変換（Transform an Incoming Claim）]として、要求規則テンプレートを選択
します。

b) 要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力しま
す。

c) [受信要求の種類（Incoming Claim type）]を
http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/uidに選択します。

d) [発信要求の種類（Outgoing Claim type）]をuidに選択したら、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

ステップ 7 user_principalのルールを追加します。
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a) [受信要求の変換（Transform an Incoming Claim）]として、要求規則テンプレートを選択
します。

b) 要求ルールの設定手順で、{2}要求ルール名{2}フィールドで、{3}NameID{3}を入力しま
す。

c) [受信要求の種類（Incoming Claim type）]を
http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/user_principalに選択します。

d) [発信要求の種類（Outgoing Claim type）]を user_principalに選択したら、[完了
（Finish）]をクリックします。

Windowsサーバーの ADFSサインインページをカスタマイズしてフェデレーテッドドメ
インリストを非表示にする（オプション）

手順に従って、エンドユーザーを組織に自動的にリダイレクトします。これは、コンタクトセ

ンターソリューションにパートナーとのマルチドメインフェデレーションがあり、フェデレー

ション対象の IdPのリストを表示しない場合に必要です。

手順

ステップ 1 Hosted AD FSのWindows Powershellを開きます。

ステップ 2 Set-ADFSClaimsProviderTrust -TargetName “<adfsCPName>”
-OrganizationalAccountSuffix @(“<mydomain>”)コマンドを入力します。

上記のコマンドでは、<adfsCPName> represents AD FS Claim Provider Trust Nameおよび
<mydomain>は組織のドメイン名を示します。

署名済み SAMLアサーションの有効化

信頼当事者証明（Cisco Identity Service）の SAMLアサーションの署名を有効化します。

手順

ステップ 1 スタートをクリックして、powershellを [検索]フィールドに入力して、Windows Powershellア
イコンを表示します。

ステップ 2 Windows Powershellプログラムアイコンを右クリックして、管理者として実行するを選択しま
す。

このプロシージャ内のすべてのPowerShellコマンドは、管理者モードで実行する必要
があります。

（注）

ステップ 3 Set-ADFSRelyingPartyTrust -TargetName <Relying Party Trust Display Name>
-SamlResponseSignature "MessageAndAssertion"コマンドを実行します。
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<信頼当事者証明表示名>を、信頼当事者証明プロパティの識別子タブと（大文字と
小文字を含めて）完全に一致させます。

（注）

次に例を示します。

Set-ADFSRelyingPartyTrust -TargetName CUICPub.PCCERCDN.cisco.com
-SamlResponseSignature "MessageAndAssertion".

ステップ 4 [シスコアイデンティティサービス管理（Cisco Identity Service Management）]に戻ります。

ステップ 5 [設定（Settings）]をクリックします。
デフォルトでは、[IdSトラスト（IdS Trust）]タブが表示されます。

ステップ 6 [SAML SPメタデータのダウンロード（Download SAML SP Metadata）]ウィンドウと [IdPメタ
データのアップロード（Upload IdP Metadata）]ウィンドウで、IdPと IdSの間に信頼関係がす
でに確立されているため、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [AD FS認証（AD FS authentication）]ウィンドウで、ログイン情報を入力します。

ステップ 8 SSOが正常に設定されると、「SSO構成のテストが正常に終了しました（SSO Configuration is
test successfully）」というメッセージが表示されます。

「エラーが発生しました（An error occurred）」というエラーメッセージが表示された
場合は、AD FSで作成した要求が有効になっていることを確認します。

「IdP構成エラー：SAML処理に失敗（IdP configuration error: SAML processing failed）」
というエラーメッセージが表示された場合は、ルールの IDと AD FSの名前が正しい
ことを確認します。

（注）

Unified CCDMの統合
UnifiedCCDMは通常、複数のカスタマーインスタンス間で共有管理レベルでホストされます。
この章では、共有 Unified CCDMから複数のカスタマーインスタンスを構成する方法について
説明します。

このセクションでは以下の手順について説明します。

• Unified CCDMクラスタでの Unified CCEサーバーの構成（155ページ）

• Unified CCDMクラスタでの Unified CVPサーバーの構成（164ページ）

• Active Directoryのユーザーの作成（167ページ）

• Partitioned Internet Script Editorに対して Unified CCEを構成（167ページ）

•展開固有の構成（169ページ）

• IDPの構成（177ページ）
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Unified CCDMクラスタでの Unified CCEサーバーの構成
Unified CCDMがプロビジョニング用に接続する前に、Unified CCEコンポーネントを構成する
必要があります。Unified CCDM接続用 Unified CCEを構成するには、以下の手順を実行しま
す。

• Unified CCE前提条件（155ページ）
•双方向フォレストトラストの確立（158ページ）
• Unified CCDMクラスタでの Unified CCEサーバーの設定（161ページ）
•機器マッピングの作成（163ページ）

Unified CCE前提条件

Unified CCEを Unified CCDMと統合する前に、SQLエージェントと CMSサーバーを設定する
必要があります。前提条件の構成については、以下の手順を実行します。

• Unified CCDMに対して Unified CCE AWデータベース（AWDB）を構成（155ページ）
•プロビジョニング用 Unified CCEのAWの構成（156ページ）

Unified CCDMに対して Unified CCE AWデータベース（AWDB）を構成

次の場合は、AWDBを構成する前に、フォレスト間に双方向の信頼関係を作成してください。

• CCDMおよび Unified CCEドメインが別のフォレストにある

•カスタマードメインおよび Unified CCEドメインが別のフォレストにある

•カスタマードメインと CCDMドメインが別々のフォレストにある

詳細については、双方向フォレストトラストの確立（158ページ）を参照してください。

SQLサーバー認証を使用して Unified CCDMを Unified CCEに接続する場合、

Unified CCE

管理ワークステーションデータベース（AWDB）の構成は必要ありません。SQL認証を使用し
ていない場合は、AWDBを構成して、Unified CCDMを Unified CCEに接続します。

AWDBを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーにローカル管理者権限でログインします。

ステップ 2 SQL Server Management Studioを開き、[接続（Connect）]をクリックして、サーバーに接続
を確立します。

ステップ 3 Securityフォルダを展開し、[ログイン（Logins）]を選択します。

ステップ 4 [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新規ログイン（New Logins）]を選択します。
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ステップ 5 サイド Aとサイド Bの両方の Unified CCDMサーバーに SQLログインを追加します（これに
は、両サイドのWebサーバー、CCDMドメイン管理者、およびデータベースサーバーが含ま
れます）。

一般ページを次のように構成します。

1. [ログイン名（Login Name）]フィールドに、<DOMAIN>\<Unified CCDM-HOSTNAME>$の
形式でマシンの名前を入力します。

2. 別のドメインのサーバーに接続する場合を除き、[Windows認証（Windows Authentication）]
を選択します。

3. デフォルト言語を英語にします。

ユーザーマッピングページで以下のように構成します。

1. [このログインにマッピングされたユーザー（Users mapped to this login）]フィールドで、
hcs_awdbデータベースを確認します。

2. [データベースロールメンバーシップ（Database role membership for）]フィールドで、AWDB
ログインできるように publicと db_datareaderのロールを付与します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 Unified CCE AWサーバーに 2つのサイドがある場合、サイド Bに手順 1を繰り返します。

プロビジョニング用 Unified CCEのAWの構成

Unified CCDM Resource Managementが接続する各 Unified CCEインスタンスは、次の条件を満
たす必要があります。

•
• Unified CCDMが Unified CCEに接続する Unified CCEディストリビュータマシン（AW）
でアプリケーションインスタンスを構成します。アプリケーションタイプを Cisco Voice
としてアプリケーションインスタンスを構成します。

CCDMのアプリケーションインスタンスは、ロード
ベース構成の一部として提供されます。詳細について

は、「基本構成のロード（40ページ）からのアプリ
ケーションインスタンスリスト」を参照してくださ

い。アプリケーションインスタンスのデフォルト名

は、ロードベース構成に基づき、CCDMです。

（注）

• AWがデュアルサイドの場合、各 Unified CCE AWは Unified CCDMデータサーバーの異
なる RMIレジストリポートに接続する必要があります。
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各Unified CCEインスタンスには、Unified CCDM resource managementに接続する個別のプライ
マリディストリビュータ AWが必要です。

Unified CCEで CMSサーバーを設定

新しいアプリケーション接続は、各データベースサーバーの構成した Unified CCE

インスタンスで定義する必要があります。これにより、デュアルサイドシステムでは、代替サ

イドもフェールオーバーシナリオで Unified CCEに接続できます。

各 Unified CCEの Configuration Management Service（CMS）サーバーを設定するには、以下の
手順を実行します。

始める前に

Unified CCDMサーバークラスタを構成する前に、Unified CCDMデータベースサーバーごとに
Unified CCEで CMSサーバーが正しく設定されていることを確認します。まず、Admin
Workstationの構成時に [CMSノード（CMS Node）]オプションが選択されていることを確認し
ます。Unified CCEで実行されている cmsnodeプロセスと cms_jserverプロセスを調べること
で、これが該当するかどうかを判断できます。

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin WorkstationサーバーサイドAで、CMS制御アプリケーションを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）]タブで [追加（Add）]をクリックし、アプリケーション接
続詳細ページで以下を構成します。

a) 管理およびデータサーバーリンクー Unified CCDMデータベースサーバーの名前を入力し
ます。これは、CCDMDBServerなどのように、すべて大文字で指定し、最後にServerと付
け加えます。

b) 管理およびデータサーバー RMIレジストリポートーUnified CCDMサービスに対して
Unified CCE AWポート番号を入力し、接続します。通常は 2099です。Unified CCDMプロ
ビジョニングサービスが複数の Unified CCEインスタンスに接続する場合、各インスタン
スで異なるポートを使用する必要があります。

サイド Bの Unified CCEで CMSサーバーを構成する場合は、別の RMIレジストリポート
を使用します。

c) アプリケーションリンクー Unified CCDMデータベースサーバーの名前を入力します。こ
れは、CCDMDBClientなどのように、すべて大文字で指定し、最後に Clientと付け加えま
す。

d) アプリケーションRMIレジストリポートーUnified CCE AWが接続するUnified CCDMデー
タベースサーバーのポート番号を入力します。

これは、管理およびデータサーバーRMIレジストリポートと同じである必要があります。
各 Unified CCE AWは、Unified CCDMデータベースサーバーの異なるポートに接続する必
要があります。将来の使用に備えて、この情報を記録する必要があります。

e) アプリケーションホスト名ー Unified CCDMなどのサーバー名を入力します。
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f) [OK]をクリックして変更を保存し、[アプリケーション接続の詳細（Application Connection
Details）]を閉じます。

ステップ 3 [OK]をクリックして変更を保存し、CMS Control Consoleを閉じます。

ステップ 4 手順 1〜 3を繰り返して、Cisco Unified CCE Admin Workstationサーバー（サイドA）でUnified
CCDMデータベースサーバーサイド Bの CMSサーバーを設定します。

[アプリケーション接続の詳細（Application Connection Details）]で、サイドAのUnified CCDM
データベースサーバーに使用したものと同じポートを使用することを確認します。

CMS JServerプロセスが Unified CCDMに接続できない場合は、Unified CCEエンタープライズ
ディストリビュータサービスを再起動します。

（注）

双方向フォレストトラストの確立

ドメインが別のフォレストにある場合は、Unified CCDMのカスタマーインスタンスごとに、
サービスプロバイダとカスタマードメインコントローラ間に双方向の信頼を作成します。双方

向のフォレストの信頼を作成する前に、サービスプロバイダのドメインコントローラとカスタ

マーのドメインコントローラで。

カスタマードメインの条件付きフォワーダの作成

条件付きフォワーダを作成するには、以下の手順を実行します。

始める前に

この手順は、Contact Center版 Cisco Hosted Collaboration Solution展開のみに必要です。（注）

手順

ステップ 1 [DNSマネージャ（DNS Manager）]に移動します。

ステップ 2 [条件付きフォワーダ（Conditional Forwarder）]をクリックします。

ステップ 3 [新規条件付きフォワーダ（New Conditional Forwarder）]を右クリックして選択します。

ステップ 4 DNSドメイン名を入力します。

ステップ 5 [IPアドレス（IP address）]フィールドで、サービスプロバイダドメインの NAT IPアドレスを
クリックして入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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カスタマードメイン用フォワーダの作成

フォルダを作成するには、以下の手順を実行します。

始める前に

この手順は、Contact Center版 Cisco Hosted Collaboration Solution展開のみに必要です。（注）

手順

ステップ 1 [DNSマネージャ（DNS Manager）]に移動します。

ステップ 2 [ドメイン名（Domain Name）]を右クリックします。

ステップ 3 [プロパティ（Properties）]をクリックします。

ステップ 4 [フォワーダ（Forwarders）]タブをクリックし、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [IPアドレス（IP address）]フィールドで、サービスプロバイダドメインの NAT IPアドレスを
クリックして入力します。

ステップ 6 [OK]を押して、フォワーダを作成したら、[適用（Apply）] > [OK]の順に選択します。

サービスプロバイダドメインの条件付きフォワーダの作成

条件付きフォワーダを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [DNSマネージャ（DNS Manager）]に移動します。

ステップ 2 [条件付きフォワーダ（Conditional Forwarder）]をクリックします。

ステップ 3 [新規条件付きフォワーダ（New Conditional Forwarder）]を右クリックして選択します。

ステップ 4 DNSドメイン名を入力します。

ステップ 5 [IPアドレス（IP address）]フィールドで、カスタマードメインの NAT IPをクリックして入力
します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サービスプロバイダドメインのフォワーダの作成

手順

ステップ 1 [DNSマネージャ（DNS Manager）]に移動します。
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ステップ 2 [ドメイン名（Domain Name）]を右クリックします。

ステップ 3 [プロパティ（Properties）]をクリックします。

ステップ 4 [フォワーダ（Forwarders）]タブをクリックし、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [IPアドレス（IP address）]フィールドで、カスタマードメインの NAT IPをクリックして入力
します。

ステップ 6 [OK]を押して、フォワーダを作成したら、[適用（Apply）] > [OK]の順に選択します。

双方向フォレストトラストの作成

双方向のフォレストの信頼を作成するには、カスタマードメインコントローラから以下の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 [アクティブディレクトリドメインとトラスト（Active Directory Domains and Trusts）]のドメ
インを右クリックします。

ステップ 2 [プロパティ（Properties）]をクリックします。

ステップ 3 [トラスト（Trust）]タブをクリックし、[新規トラスト（New Trust）]をクリックします。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 サービスプロバイダのドメイン名を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [フォレストトラスト（Forest Trust）]オプションを選択し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 7 [双方向トラスト（Two-way Trust）]オプションを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [このドメインと指定ドメインの両方（Both this domain and specified domain）]オプションを
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 カスタマーの認証ユーザー名と指定したドメインのパスワードを入力し、[次へ（Next）]をク
リックします。

トラストを作成するには、管理者権限が必要です。

ステップ 10 [フォレスト全体の認証（Forest-wide authentication）]オプションを選択し、[送信信頼の確認
（Confirm Outgoing Trust）]が表示されるまで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [はい、送信信頼を確認します（Yesconfirm the outgoing trust）]オプションを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [はい、受信信頼を確認します（Yes, confirm the incoming trust）]オプションを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [完了（Finish）]をクリックします。
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統合構成環境の起動

Unified CCDMデータサーバーで Integrated Configuration Environment（ICE）を起動するには、
以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Integrated Configuration Environmentアプリケーションを開きます。

ステップ 2 データベース接続ページで、次のように入力します。

a) [サーバー名（Server Name）]フィールドのデフォルト値は current machineです。

b) [データベース名（Database Name）]フィールドは、デフォルト値（Portal）のままにしま
す。

c) [認証（Authentication）]フィールドは、デフォルト値のままにします。

ステップ 3 [テスト（Test）]をクリックして、最初のデータベースサーバー接続テストを実施します。テ
ストが不合格の場合、データベース接続設定を確認します。

ステップ 4 [OK]をクリックして ICEを開きます。

ICEを起動すると、クラスタ構成ツールがデフォルトのツールになります。ツールバーの [ツー
ル（Tool）]ドロップダウンリストを使用して、他の ICEツールに切り替えることができます。

Unified CCDMクラスタでの Unified CCEサーバーの設定

Unified CCDMの Unified CCEを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMデータベースサーバーサイドAで、統合構成完了を起動します。「統合構成環
境の起動（161ページ）」を参照してください。

ステップ 2 [ICEクラスタ構成（ICE Cluster Configuration）]ツールの [ツール（Tool）]ドロップダウンリス
トで [クラスタ構成（Cluster Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [Configure Cisco Unified Contact Enterpriseサーバー（Configure Cisco Unified Contact Enterprise
Servers）]をクリックします。

ステップ 4 [タスクの選択（Select Task）]ドロップダウンリストで [新しいインスタンスの追加（Add a
New Instance）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [リソース名の指定（Specify Resource Name）]で、構成するインスタンスの名前を指定しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [必要なコンポーネントの選択（Select Required Components）]で、展開に必要なコンポーネ
ントを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

• Admin Workstation：これはすべての構成において必要なコンポーネントです。
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• Provision Components (ConAPI/Unified config)：リソース管理が必要な場合のこのオプショ
ンを選択します。

ステップ 7 [冗長性の構成（Configure Redundancy）]で、片面設定または両面設定のどちらを構成するか
を選択します。

ステップ 8 [AWサーバーの構成（Configure AW Server）]で、プライマリサーバーの名前と IPアドレス
を入力します。

Unified CCEが両面設定の場合、セカンダリサーバーの名前と IPアドレスを入力しま
す。

（注）

ステップ 9 [接続詳細の構成（Configure Connection Details）]で、認証詳細を入力して、Admin Workstation
データベースに接続します。

a) Windows Authentication：これは、デフォルトの認証モードです。

b) SQL Authentication：SQLサーバーユーザー名と対応するパスワードを指定してデータベー
スに接続します。

ステップ 10 [Unified CCEインスタンスの選択（Select Unified CCE Instance）]で、展開用の AWインスタ
ンスを選択したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [Cisco Unified Contact Center Enterpriseサーバー（Configure Cisco Unified Contact Center
Enterprise Server）]ウィンドウで以下のように Unified Config Webサーバーを構成します。

•プライマリ Unified Config Webサービスの構成ページでプライマリ Unified CCE Admin
workstationサーバーのドメインユーザー名とパスワードを入力し、[次へ（Next）]をク
リックします。

• Secondary Unified Config Webサーバーの構成ページで、Unified CCEが両面設定の場合、
セカンダリ Unified CCE Admin Workstationサーバーのドメインユーザー名とパスワードを
入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ドメインアカウントのログイン情報を使用してログインします。ユーザー名の形式

は、username@domain.comです。

（注）

ステップ 12 手順 4で、ConAPI Server (Provisioning)オプションを選択した場合、以下の詳細を入力します。

• Local Registry Port：Unified CCDM Provisioningサービスに対して Unified CCEのポート番
号を入力し、接続します。デフォルトポートは 2099です。Unified CCEで CMSサーバー
を設定 （157ページ）のApplication RMIレジストリポートに構成されているUnfied CCDM
Databaseサーバーポート番号と同じ番号を入力してください。

• Remote Registry Port：Unified CCEに対する Unified CCDM Databaseサーバーのポート番
号を入力して接続します。デフォルトポートは 2099です。Unified CCEで CMSサーバー
を設定 （157ページ）の Administration & Data Server RMI Registry Portに構成されている
Unified CCE AWポート番号と同じ番号を入力してください。

• Local Port：Unified CCEと Unified CCDMサーバー間のライブプロビジョニングトラ
フィック指定ポートとしてこれを選択します。各 Unified CCEに対して一意のポートを割
り当てます。Unified CCEおよびUnified CCDMサーバー間のファイアウォールを構成し、
このポートで双方向トラフィックを許可します。
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Unified CCEが両面設定の場合、Unified CCEの設定 CMSのサイド Bに対して構成し
たポート詳細と同じ詳細を入力します。

（注）

ステップ 13 [ConAPIアプリケーションインスタンスの構成（Configure ConAPI Application Instance）]ダ
イアログボックスで、以下の詳細を入力したら、[次へ（Next）]をクリックします。

• Application Name：Unified CCDMからの Unified CCEプロビジョニングに使用するアプリ
ケーション名。CCDMとして値を入力します（負荷ベースの構成の一環として事前構成
済み）。

• Application Key：上記で指定したアプリケーションのパスワードを使用します。

ステップ 14 Cisco Unified WIMおよび EIMアプリケーションインスタンスを使用して音声以外のやり取り
をサポートするには、[マルチメディアサポート（Multi Media Support）]ダイアログボックス
で、[はい（Yes）]を選択します。デフォルト値は [いいえ（No）]です。

ステップ 15 Unified CCDMから削除する際に Unified CCEから自動で項目を消去するには、[削除時に消去
（Purge On Delete）]ダイアログボックスで、[はい（Yes）]を選択します。デフォルト値は
[はい（Yes）]です。

ステップ 16 既存のアクティブディレクトリユーザーアカウントを Unified CCEスーパーバイザに関連付
けるサポートをするには、[スーパーバイザアクティブディレクトリ統合（Supervisor Active
Directory Integration）]ダイアログボックスで、[はい（Yes）]を選択します。デフォルト値は
[いいえ（No）]です。[はい（Yes）]を選択した場合は、以下を入力します。

1. [アクティブディレクトリ接続の構成（Configure Active Directory Connections）]で、プラ
イマリドメインコントローラとセカンダリドメインコントローラの両方のアドレスを入

力し、必要なセキュリティ設定を構成して接続します。[次へ（Next）]をクリックします。

2. [スーパーバイザアクティブディレクトリロケーションの選択（Select Supervisor Active
Directory Location）]で、必要なアクティブディレクトリを選択したら、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 17 サマリーページの詳細を見直したら、[次へ（Next）]をクリックしてモデルに変更を適用しま
す。

ステップ 18 Unified CCEが正常に構成されたら、[終了（Exit）]をクリックして、ウィザードを閉じ、[保
存（Save）]をクリックして、データベースへの変更を保持します。

機器マッピングの作成

テナントおよび Unified CCE機器間の機器マッピングを作成するには、以下の手順を実行しま
す。

SCC展開用機器マッピングの作成については、「展開固有の構成（169ページ）」を参照して
ください。

（注）
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手順

ステップ 1 Unified CCDMデータベースサーバーサイドAで、統合構成完了を起動します。「統合構成環
境の起動（161ページ）」を参照してください。

ステップ 2 [ツール（Tool）]ドロップダウンリストで、[クラスタ構成（Cluster Configuration）]を選択し
ます。[機器マッピング（Equipment Mapping）]タブを選択します。

ステップ 3 フォルダツリーで、ルートフォルダを右クリックし、[テナントの追加（Add Tenant）]を選択
します。

ステップ 4 新規テナントに名前を指定します。

ステップ 5 すべてのカスタマー用テナントを作成します。

例：

Cust1CCE

ステップ 6 新しく追加したカスタマーテナントを選択し、隣接するペインで、選択したテナントを関連付
ける [Unified Contact Center機器（Unified Contact Center equipment）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 7 右側のペインで、[デフォルトのインポートロケーション（Default Import Location）]を選択
します。

デフォルトのインポートロケーションを使用して、Unified CCDMで選択したテナントにイン
ポートされたすべてのリソース。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Unified CCDMクラスタでの Unified CVPサーバーの構成
• Unified CCDMクラスタで Unified CVPサーバーを設定（164ページ）

• CCDMを使用した CVPの機器マッピング （166ページ）

Unified CCDMクラスタで Unified CVPサーバーを設定

[Cisco Unified CVPサーバーの構成（Configure Cisco Unified CVP Servers）]ウィザードは、Cisco
Unified CVPサーバークラスタを構成します。Cisco Unified CVPサーバークラスタは、Unified
CVPオペレーションコンソールと、オプションで1台以上のコールサーバーで構成されます。
Cisco Unified CVPサーバークラスタを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMデータベースサーバーサイドAで、統合構成完了を起動します。「統合構成環
境の起動（161ページ）」を参照してください。
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ステップ 2 ICEクラスタ構成ツールで、[設定（Setup）]タブを選択し、[Cisco Unified CVPサーバーの構
成（Configure Cisco Unified CVP Servers）]をクリックしてウィザードを開始します。

ステップ 3 [新規インスタンスの追加（Add a New Instance）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [Unified CVPオペレーションコンソールリソース名（Unified CVP Operations Console Resource
Name）]ダイアログボックスで、Unified CVPオペレーションコンソールの名前を指定し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [バージョンの選択（Select Version）]ダイアログボックスで、構成する CVPクラスタで実行
されている Unified CVPのバージョンを指定し、[次へ（Next）]をクリックします

ステップ 6 [Unified CVPオペレーションコンソールの構成（Configure Unified CVP Operations Console）]
ダイアログボックスで、次のように入力します。

•プライマリサーバー：

•サーバー名：これは、Cisco Unified CVPオペレーションコンソールが展開されている
非ドメイン修飾マシン名です。

•サーバーアドレス：サーバー名のデフォルトです。これは、サーバーの IPアドレス
またはドメイン修飾名に変更できます。

•セカンダリサーバー：このオプションは常に無効化されています。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [プライマリUnified Config Webサービスの構成（Configure Primary Unified Config Web Service）]
ダイアログボックス（選択したUnified CVPバージョンが 10.0以降の場合にのみ表示）で、以
下の詳細を入力します。

• URL：これは、Unified CVPクラスタ上のプライマリ統合構成Webサービスの自動生成さ
れた URLです。

•ユーザー名：これは、Webサービスが実行されている Unified CVPへの適切なアクセス権
を持つユーザー名です。

•パスワード：これはユーザーのパスワードです。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [コールサーバー数の選択（Select Number of Call Servers）]ダイアログボックスで、CVPクラ
スタ内の CVPコールサーバー数を指定し、[次へ（Next）]をクリックします。

すべてのCVPコールサーバーはUnified CVPオペレーションコンソールと同じUnified
CCEにある必要があります。

（注）

ステップ 11 少なくとも 1つのコールサーバーを指定した場合：

1. [Unified CVPコールサーバー 1リソース名（Unified CVP Call Server 1 Resource Name）]
ダイアログボックスで、コールサーバーの名前を入力します。

2. [Unified CVPコールサーバー 1の構成（Configure Unified CVP Call Server 1）]ダイアロ
グボックスで、以下のように入力します。

•プライマリサーバー：
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サーバー名：これは、Cisco Unified CVPコールサーバーが存在する非ドメイン修
飾マシン名です。

•

•サーバーアドレス：サーバー名のデフォルトです。これは、サーバーの IPアドレ
スまたはドメイン修飾名に変更できます。

•セカンダリサーバー：このオプションは常に無効化されています。

3. [次へ（Next）]をクリックします。

複数のコールサーバーを構成するには、以下の手順を実行します。（注）

ステップ 12 オプションで、[サーバーのUnified CCE構成（Configure Server）]ダイアログボックスで、構成
済みの Unified CVPインスタンスにリンクされている Unified CCEサーバーを選択します。

ステップ 13 [サマリー（Summary）]ダイアログボックスには、構成されている Unified CVPクラスタの概
要と選択した設定が表示されます。

ステップ 14 詳細を確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 ウィザードが正常に完了したことを示す確認メッセージが表示されます。[終了（Exit）]をク
リックし、ウィザードを閉じます。

ステップ 16 [Save]アイコンをクリックします。

CCDMを使用した CVPの機器マッピング

CVPが統合後の Small Contact Center導入モデルの場合、CVPはデフォルトで未割当フォルダ
にインポートされます。

手順

ステップ 1 統合済み構成環境アプリケーションを開き、[クラスタ構成（Cluster Configuration）] > [機器
マッピング（Equipment Mapping）]タブの順に選択します。

ステップ 2 フォルダツリーで、[ルート（Root）]を右クリックし、[テナントの追加（Add Tenant）]をク
リックして、テナント名を指定します。

既存のUnified CCEカスタマーテナントを使用しても、Unified CVPをマッピングでき
ます。

（注）

ステップ 3 すべての CVPカスタマーインスタンスのテナントを作成します。

例：

Cust1CVP

ステップ 4 新しく追加されたテナントを選択し、隣接するペインで、選択したテナントに関連付ける
Unified CVPの各項目の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 右側のペインで、[デフォルトのインポート場所（Default Import Location）]を選択して、
Unified CCDMで選択したテナントにすべてのリソースをインポートします。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Active Directoryのユーザーの作成
CCDMからテナントまたは下位顧客を作成するには、ユーザを Active Directoryで作成する必
要があります。

手順

ステップ 1 Active Directoryドメインにログインします。

ステップ 2 Active Directoryユーザとコンピュータを開き、ユーザをクリックします。

ステップ 3 ユーザを右クリックして、新規 >ユーザを選択します。

ステップ 4 ユーザの名前、姓、ログイン名を入力して、次へをクリックします。

ステップ 5 パスワードを入力し、パスワードの確認フィールドに再入力します。

ステップ 6 ユーザのパスワード変更不可チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 パスワードを無期限にするチェックボックスをオンにして、次へをクリックします。

ステップ 8 [完了（Finish）]をクリックします。

Partitioned Internet Script Editorに対して Unified CCEを構成
シスコの Internet Script Editor（ISE）は、Unified CCDMと統合できます。これにより、Unified
CCDMセキュリティを使用して、ルーティングスクリプトとこれらルーティングスクリプト内
のリソースを分割できます。ISEユーザーは、Unified CCDMセキュリティモデルに従って、ア
クセスが許可されているスクリプトおよびスクリプト内のリソースのみを表示できます。たと

えば、ダイヤル番号にルーティングするルーティングスクリプト要素を作成すると、ISEユー
ザーには、対応する Unified CCDMユーザーがアクセスを許可されているダイヤル番号だけが
表示されます。同様に、使用可能なルーティングスクリプトを表示すると、ISEユーザーには、
対応する Unified CCDMユーザーが使用可能なスクリプトのみが表示されます。

ISEと Unified CCDMの統合では、Unified CCDM Analytical Data Webサービスを使用して安全
なパーティショニングを実装します。また、正しく動作するためには、Unified CCEと Unified
CCDMの両方で特定の構成が必要です。

• Unified CCDMを使用した安全なパーティショニングは、現在 Cisco Internet Script Editor
（ISE）でのみサポートされています。Unified CCE AWの標準Script Editorを使用しても、
関連付けられたUnifiedCCEインスタンスのすべてのリソースを確認することができます。

• Small contact Center導入モデルについては、「Partition Internet Script Editor用 Small Contact
Centerエージェント展開を CCDMに統合（177ページ）」を参照してください。

（注）
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• Internet Script Editorの Unified CCE Admin Workstationを構成（168ページ）

•ユーザーの作成（211ページ）

•ロールをユーザーに割り当てる（213ページ）

• Internet Script Editorのインストール （169ページ）

• Internet Script Editorを使用したルーティングスクリプトのプロビジョニング（283ページ）

Internet Script Editorの Unified CCE Admin Workstationを構成

次の手順を実行して、Internet Script EditorをUnified CCDMに統合するためのUnified CCE Admin
Workstationを構成します

手順

ステップ 1 Unified CCEにログインし、[コンポーネント管理（Component Management）] > [管理とデー
タサーバー（Administration＆Data server）]の順に選択し、[管理とデータサーバー
（Administrator & Data server）]チェックボックスをオンにして、[編集（Edit）]をクリック
します。

ステップ 2 [データベースとオプション（Database and Options）]タブが表示されるまで [次へ（Next）]を
クリックし、[データベースとオプション（Database and Options）]タブで次のオプションを選
択します。

a) [Internet Script Editor（ISE）サーバー（Internet Script Editor (ISE) Server）]を選択しま
す。

b) [承認サーバー（Authorization Server）]を選択します。

c) 承認サーバーの名前を入力します。

これは、Unified CCDMセキュリティを適用してリソースデータを分割するために使用さ
れる Unified CCDMアプリ/Webサーバーです。

d) Unified CCDM Analytical Data Services Webサービスがホストされているポートを入力しま
す。

デフォルトポートは 8087です。これをインストール時に変更した場合、インストールで
使用する値を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [中央コントローラ接続（Central Controller Connectivity）]タブで、次の詳細を入力します。

a) [中央コントローラ接続（Central Controller Connectivity）]セクションで、ルーターサイ
ドA、ルーターサイドB、LoggerサイドA、LoggerサイドBの IPアドレスを入力します。

b) [中央コントローラドメイン（Central Controller Domain）]でドメイン名を入力します。

c) [中央コントローラの優先サイド（Central Controller Preferred Side）]の [中央コントロー
ラのサイドAを優先（Central Controller Side A Preferred）]のラジオボタンを選択し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [Summary]タブで、[Finish]をクリックします。
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ステップ 5 Unified CCE AWが実行されているサーバーで、ファイアウォールが適切なポートで ISEから
のインバウンドトラフィックを許可するように構成されていることを確認します。

ステップ 6 着信 HTTPSトラフィックを許可するように、Unified CCDM承認サーバーの指定された承認
サーバーポートがファイアウォールで構成されていることを確認します。

Internet Script Editorのインストール

手順

ステップ 1 AWマシン（https://localhost/install/iScriptEditor.htm）から Internet Script
Editorをダウンロードします。

ステップ 2 特定のカスタマーまたはサブカスタマー用の共有場所に、iscripteditor.exeを保存しま
す。

ステップ 3 iscripteditor.exeファイルをダブルクリックします。
[Cisco ICM Internet Script Editor設定（Cisco ICM Internet Script Editor Setup）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 ファイルをインストールするフォルダを選択して、次へをクリックします。

ステップ 6 インストール後、[完了（Finish）]をクリックします。

展開固有の構成

• UCCEの Small Contact Centerエージェント展開を CCDMに統合（169ページ）

• Partition Internet Script Editor用 Small Contact Centerエージェント展開をCCDMに統合（177
ページ）

UCCEの Small Contact Centerエージェント展開を CCDMに統合

•カスタマー定義の作成（170ページ）
• Small Contact Center展開用機器マッピング（170ページ）
•ユーザーの作成（211ページ）
•サブカスタマーテナントおよびユーザーへの権限割り当て（213ページ）
• Small Contact Centerエージェント展開用リソース割り当て（171ページ）
• Small Contact Centerエージェント導入モデルのリソース用命名規則 （176ページ）
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カスタマー定義の作成

手順

ステップ 1 AWマシンにログインし、[構成マネージャ（Configuration Manager）]を開きます。

ステップ 2 [エクスプローラツール（Explorer Tools）] > ICM Instace Explorer]の順に選択します。

ステップ 3 [取得（Retrieve）]をクリックし、[SCC展開用のICMインスタンス（ICM Instance for SCC
Deployment）]を選択します。

ステップ 4 [カスタマー定義の追加（Add Customer Definition）]をクリックします。

ステップ 5 [名前（Name）]フィールドで、サブカスタマー定義の名前を入力します。

例：

SubCust1

ステップ 6 [ネットワークVRU（Network VRU）]ドロップダウンリストで、CVP_Network_VRUのオプ
ションを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

すべてのサブカスタマーに対して同じ手順を繰り返します。（注）

Small Contact Center展開用機器マッピング

Small Contact Centerのテナントまたはフォルダと Unified CCE機器の間の機器マッピングを作
成するには、以下の手順を実行します。

始める前に

AWを CCDMと統合します。AWの統合方法の詳細については「Unified CCDMクラスタでの
Unified CCEサーバーの設定（161ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 ICEクラスタ構成ツールで、[機器マッピング（Equipment Mapping）]タブを選択します。

ステップ 2 フォルダツリーで、ルートを右クリックし、[テナントの追加（Add Tenant）]をクリックし
て、テナントの名前を入力します。

すべてのサブカスタマーのテナントを作成します。

例：

SubCust1

ステップ 3 新しく作成したサブカスタマーテナントを選択し、隣接するペインで、選択したテナントに関

連付ける Unified CCEの各項目の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 右側のペインで、[カスタマーリソースマッピング（Customer Resource Mapping）]を選択し、
[+]アイコンをクリックします。
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ステップ 5 [タイプ（Type）]ドロップダウンリストで、[リモートテナント（Remote Tenant）]オプショ
ンを選択します。

ステップ 6 [リソース（Resource）]ドロップダウンリストで、サブカスタマー用に作成したカスタマー定
義を選択します。

ステップ 7 [Active Directory構成（Active Directory Configuration）]タブをクリックし、次のように構成
します。

a) [Active Directory設定の構成（Configure Active Directory Settings）]チェックボックスをオ
ンにします。

b) [プライマリドメインコントローラ（Primary Domain Controller）]フィールドに、サブカ
スタマードメインコントローラの IPアドレスを入力します。

c) [次へ（Next）]をクリックし、ドメインコントローラ名が正しいことを確認します。

d) [更新（Update）]をクリックします。

ステップ 8 [Small Contact Center設定（Small Contact Center Settings）]タブを選択し、次のように構成し
ます。

a) [Small Contact Centerの有効化（Enable Small Contact Center）]チェックボックスをオン
にします。

b) [部署名（Department Name）]フィールドに、サブカスタマードメインの部署名を入力し
ます。

c) [部署の作成（Create Department）]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 すべてのサブカスタマーに対して上記手順を繰り返します。

ステップ 11 未割り当てフォルダをクリックし、統合済みの Unified CCEフォルダを選択します。隣接する
ペインで、選択したテナントに関連付ける Unified CCE機器チェックボックスの各項目をオン
にし、[デフォルトインポート（Default Import）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、UnifiedCCE配下のすべての構成が、未割り当てフォルダにインポー
トされます。

（注）

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

Small Contact Centerエージェント展開用リソース割り当て

•サブカスタマーテナントにリソースを移動（175ページ）
•ネットワーク VRUタイプにラベルをマッピング（175ページ）

*サブカスタマーユーザーによる構成

**未割り当てフォルダにインポートされるロードベース構成で提供される構成

***構成は未割り当てフォルダからサブカスタマードメインに移動され、構成はサービスプロ
バイダによって行われます
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注意事項サービスプロバイダに

よる構成

サブカスタマーによる

構成

パラメータ

周辺機器、Cisco
Unified Communications
Managerのルーティン
グクライアントおよび

MRはサブカスタマー
テナントの配下に移動

されます。

** & ***周辺機器とルーティン

グクライアント

Cisco Unified
Communications
Managerのロジカルイ
ンターフェイスコント

ローラおよびMR周辺
機器は、サブカスタ

マーテナントの配下に

移動されます。

** & ***論理インターフェイス

コントローラ

Cisco Unified
Communications
Managerの物理イン
ターフェイスコント

ローラおよびMR周辺
機器はサブカスタマー

テナントの配下に移動

されます。

** & ***物理インターフェイス

コントローラ

Type10および Type2
のネットワーク VRU
は、Day1構成で指定
されます。デフォルト

では、未割り当てフォ

ルダで使用できます。

**ネットワーク VRU

ECC変数は Day1構成
で指定します。デフォ

ルトでは、未割り当て

フォルダで使用できま

す。配列サイズも制限

内に収まる必要があり

ます

***ECC変数
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注意事項サービスプロバイダに

よる構成

サブカスタマーによる

構成

パラメータ

Day1構成で指定され
たネットワーク VRU
スクリプト。デフォル

トでは、未割り当て

フォルダで使用できま

す。

これは、

Day1構成の
カスタマー

定義である

「HCS for
CC」にマッ
ピングされ

るため、カ

スタマー定

義がHCS for
CCのサブカ
スタマーに

よって使用

されます。

サブカスタ

マーは、自

分のテナン

トのサブカ

スタマー固

有のネット

ワーク VRU
スクリプト

を作成しま

す。

（注）

** & ****ネットワーク VRUス
クリプト

この項目はテナント/
フォルダの配下には移

動できませんが、サー

ビスプロバイダは AW
のカスタマー要求に基

づいて作成できます

** & ***アプリケーションイン

スタンス

**メディアクラス

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
173

カスタマーインスタンスと共有管理の統合

Small Contact Centerエージェント展開用リソース割り当て



注意事項サービスプロバイダに

よる構成

サブカスタマーによる

構成

パラメータ

Day1構成で指定され
たデフォルトの

MRD。デフォルトで
は、未割り当てフォル

ダで使用できます。

**メディアルーティング

ドメイン

*エージェント

*エージェントチーム

*エージェントデスク

トップ

*コールタイプ

*部門

*ダイヤル番号

*エンタープライズスキ

ルグループ

Day1構成で指定され
たラベルは、未割り当

てフォルダの配下にイ

ンポートされます。

サービスプロバイダ

は、カスタマー要求に

基づいてラベルを AW
のネットワーク VRU
タイプにマッピングし

ます。ラベルをネット

ワーク VRUタイプに
マッピングする方法に

ついては、「ネット

ワーク VRUタイプに
ラベルをマッピング

（175ページ）」を参
照してください。

*ラベル

*Person

*プレシジョン属性

*プレシジョンキュー

*スキルグループ

*ユーザー変数

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
174

カスタマーインスタンスと共有管理の統合

Small Contact Centerエージェント展開用リソース割り当て



注意事項サービスプロバイダに

よる構成

サブカスタマーによる

構成

パラメータ

すべてのアウトバウン

ド構成はサービスプロ

バイダによってAWで
行われ、それらの構成

はサブカスタマーテナ

ントに移動されます。

***アウトバウンド

サブカスタマーテナントにリソースを移動

手順

ステップ 1 テナント管理者のログイン情報で CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[リソースマネージャ（Resource Manager）] > [未割当て
（Unallocated）] > [SCCテナントフォルダ（SCC Tenant Folder）]の順に選択します。

ステップ 3 ツリー構造をクリックし、サブカスタマーテナントに移動するパラメータを選択します。

例：

サブカスタマー固有のルーティングクライアントを選択します。

ステップ 4 [移動（Move）]をクリックし、[サブカスタマーテナント（Sub Customer Tenant）]を選択し
ます。

ステップ 5 [保存（Save）] > [OK]の順に選択します。

[サブカスタマーテナント（Sub Customer Tenant）]に移動するすべてのパラメータにこの手順
を繰り返します。

ネットワーク VRUタイプにラベルをマッピング

このアクションは、サブカスタマーの要求に基づいてサービスプロバイダによって実行されま

す。

（注）

手順

ステップ 1 AWマシンにログインします。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [エクスプローラツール（Explore Tools）] >
[Network VRU Explorer]の順に選択します。

ステップ 3 [取得（Retrieve）]をクリックして、未割り当てツリー構造を展開します。

ステップ 4 ネットワーク VRU Type10にマッピングするラベルを右クリックします。
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ステップ 5 [切り取り（Cut）]オプションをクリックします。

ステップ 6 ラベルをマッピングする Network VRU Type 10を選択し、右クリックします。

ステップ 7 [貼り付け（Paste）] > [保存（Save）]の順に選択します。

エージェントと部署の関連付け

手順

ステップ 1 CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックします。

ステップ 3 [プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ（Resource Manager）]の順に選択
します。

ステップ 4 [テナント（Tenant）] > [エージェント（Agent）]の順に選択します。

ステップ 5 部署に関連付けるテナントをクリックします。

ステップ 6 [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 7 [部署（Department）]ドロップダウンリストで必要な部署を選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Small Contact Centerエージェント導入モデルのリソース用命名規則

次の表に、Small Contact Centerエージェント導入モデルでリソースが従うべき命名規則の例を
示します。

Sub Customer2Sub Customer1パラメータ

エンタープライズ名：
9330000001<RoutingClient> , Dialed
Number String: 9330000001またはエ
ンタープライズ名：
PlayAgentGreeting<RoutingClient>
Dialed Number String:
PlayAgentGreeting

エンタープライズ名：
9220000001<RoutingClient> , Dialed
Number String: 9220000001またはエ
ンタープライズ名：
PlayAgentGreeting<RoutingClient>
Dialed Number String:
PlayAgentGreeting

ダイヤル番号

エンタープライズ名：CT1Cust2エンタープライズ名：CT1Cust1コールタイプ

エンタープライズ名：20202020ロ
グイン名：20202020エージェント
ID：6001

エンタープライズ名：10101010ロ
グイン名：10101010エージェント
ID：6001

エージェント

エンタープライズ名：Skg1Cust2周
辺機器番号：7001

エンタープライズ名：Skg1Cust1周
辺機器番号：7001

スキルグループ
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Sub Customer2Sub Customer1パラメータ

エンタープライズ名：

AgentGreetingCust2 VRUスクリプト
名：PM,-a,,Cust2

エンタープライズ名：

AgentGreetingCust1 VRUスクリプト
名：PM,-a,,Cust1

ネットワーク VRU
スクリプト

名前：9999500001ラベル：
9999500001<RoutingClient>

名前：9999500001ラベル：
9999500001<RoutingClient>

ネットワーク VRU
ラベル

名前：Script1名前：Script1ルーティングスクリ

プト

Partition Internet Script Editor用 Small Contact Centerエージェント展開を CCDMに統合

CCDMをInternet Script Editorと統合するように構成するには、以下の手順を実行します。

これらの手順は、サブカスタマーごとに繰り返す必要があります。（注）

• Internet Script Editorの Unified CCE Admin Workstationを構成（168ページ）
•ユーザーの作成（211ページ）
•サブカスタマーテナントおよびユーザーへの権限割り当て（213ページ）
• Internet Script Editorのインストール （169ページ）
• Internet Script Editorを使用したルーティングスクリプトのプロビジョニング（283ページ）

IDPの構成
• IDPへのメタデータ交換の構成（177ページ）
• Hosted AD FSにアイデンティティサーバーを追加（178ページ）
•要求規則の追加（179ページ）
•フェデレーションシナリオの AD FSの構成（182ページ）

IDPへのメタデータ交換の構成

手順

ステップ 1 ICEツールを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tool）]ドロップダウンリストで、[システムプロパティ（System Properties）]を選
択します。

ステップ 3 [グローバルプロパティ（Global Properties）] > [ログイン認証構成（Login Authentication
Configuration）]を選択します。

ステップ 4 [AD FSメタデータURL（AD FS Metadata URL）]フィールドに、AD FSサーバーのメタデー
タ URLを入力します。
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https://<ADFSServer>/federationmetadata/2007-06/federationmetadata.xml

ステップ 5 [ログインタイプの有効化（Enabled Login Types）]で、[ADFSログイン（adfs）（ADFS Logins
(adfs)）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 コマンドプロンプトを開き、すべての CCDMサーバーで iisresetを実行します。

Hosted AD FSにアイデンティティサーバーを追加

手順に従って、Unified CCDMアイデンティティサーバーを手動で追加します。

手順

ステップ 1 AD FS管理コンソールを開きます。

ステップ 2 [信頼関係（Trust Relationships）] > [信頼当事者証明（Relying Party Trusts）]の順に選択しま
す。

ステップ 3 [信頼当事者証明の追加（Add Relying Party Trusts）]を追加したら、[スタート（Start）]をク
リックします。

ステップ 4 [信頼当事者に関するデータの手動入力（Enter data about the relying party manually）]を選択
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 適切な表示名を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

例：

Unified CCDMアイデンティティサーバー

ステップ 6 [AD FSプロファイル（AD FS profile）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [証明書の構成（Configure Certificate）]手順で、[次へ（Next）]をクリックします。

Unified CCDMは、オプションのトークン暗号化証明書をサポートしていません。（注）

ステップ 8 [WS-Federationパッシブプロトコルのサポートを有効にする（Enable support for the
WS-Federation Passive protocol）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [Relying Party WS-FederationパッシブプロトコルURL（Relying Party WS-Federation Passive
Protocol URL）]フィールドに、アイデンティティサーバーAD FSエンドポイントの次のURL
を入力します。

https://<CCDM web server fqdn name>/identity/adfs

URLは、AD FSの信頼できる SSL証明書を使用する必要があります。（注）

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [信頼当事者証明識別子（Relying party trust identifier）]ペインで、アイデンティティサーバー
の次の URLを入力します。

https://<CCDM web server fqdn name>/identity
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ステップ 12 [追加（Add）] > [次へ（Next）]の順に選択します。

ステップ 13 信頼当事者証明に対してマルチファクター認証設定を構成せずに、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 14 [この信頼当事者へのアクセスをすべてのユーザーに許可（Permit all user to access this relying
trust party）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 設定を確認し、[次へ（Next）]をクリックし、信頼当事者証明をAD FS構成データベースに追
加します。

要求規則をすぐに編集するには、[ウィザードを閉じる際にこの信頼当事者証明の要
求規則の編集ダイアログボックスを開く（Open the Edit Claim Rules dialog for this
relying party trust when the wizard closes）]チェックボックスをオンにします。

（注）

ステップ 16 [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 17 アイデンティティサーバーごとに手順を繰り返します。

要求規則の追加

Hosted AD FSの手順に従って、Unified CCDMの要求規則を以下のように追加します。

手順

ステップ 1 [Unified CCDMトラスト（Unified CCDM trust）]を選択し、[要求規則の編集（Edit Claim
Rules）]をクリックします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 [要求規則テンプレート（Claim Rule Template）]ドロップダウンリストで、[要求としてLDAP
属性を送信（Send LDAP Attributes as Claims）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 必要な要求を個別に追加します。

必須出力方向の要求の

種類（Outgoing
Claim Type)

LDAP属性店舗要求規則名

（Claim Rule
Name）

はい[名前ID（Name
ID））]

objectSid（直接入
力）

Active DirectoryAD：SID
（NameIDとし
て）

○名前User-Principal-NameActive DirectoryAD：名前として
の UPN

オプション名Given-NameActive DirectoryAD：名

オプション姓姓Active DirectoryAD：姓

オプションE-Mail-AddressE-Mail-AddressesActive DirectoryAD：Eメール
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各要求規則の名前 IDは一意である必要があります。したがって、常に名前 IDとして
SIDを使用します。

重要

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 6 [規則の追加（Add Rule）]をクリックし、[着信要求の変換（Transform an Incoming Claim）]
を選択したら、[変換要求の追加（Add Transform Claim）]ウィザードを閉じます。

必須出力方向の要求の種類

（Outgoing Claim Type)
着信要求タイプ要求規則名（Claim

Rule Name）

○名前Windowsアカウント名TFN：名前としての
Windowsアカウント名

ステップ 7 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。

自動ユーザープロビジョニング

これは、ユーザーをプロビジョニングするための代替手順です。

手順

ステップ 1 [Unified CCDMトラスト（Unified CCDM trust）]を選択し、[要求規則の編集（Edit Claim
Rules）]をクリックします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 要求規則テンプレートとして [要求としてグループメンバーシップを送信（Send Group
Membership as a Claim）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 以下の要求規則を追加します。

出力方向の要求の値出力方向の要求の種類

（Outgoing Claim Type)
ユーザーのグループ要求規則名（Claim

Rule Name）

スーパーバイザロール<windows group>AD：ロール =スー
パーバイザ

Advancedロール<windows group>AD：ロール =上級

ステップ 5 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。
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AD FSの設定

手順

ステップ 1 AD FS管理コンソールを開きます。

ステップ 2 [信頼関係（Trust Relationships）] > [要求プロバイダの信頼（Claim Provider Trusts）]の順に
選択します。

ステップ 3 [Active Directory] > [要求規則の編集（Edit Claim Rules）]の順に選択します。

ステップ 4 [Active Directoryの要求規則を編集（Edit Claim Rules for Active Directory）]ダイアログボック
スで、[規則の追加（Add Rule）]をクリックします。

ステップ 5 [要求規則テンプレート（Claim Rule Template）]ドロップダウンリストで、[要求としてLDAP
属性を送信（Send LDAP Attributes as Claims）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [要求規則名（Claim Rule Name）]フィールドに、Pass-thru DNと入力します。

ステップ 7 [属性ストア（Attribute Store）]ドロップダウンリストで、[Active Directory]を選択します。

ステップ 8 LDAP属性を進行中の要求タイプにマッピングします。

LDAP Attribute (Select or type or add more)列に、distinguishednameと入力します。Ongoing
Claim Type (Select or type or add more)列にhttp://temp.org/claims/DistinguishedName
と入力します。

ステップ 9 [完了（Finsh）] > [OK]の順に選択し、サーバーを再起動します。

AD FSにテナントをマッピング

手順

ステップ 1 [Unified CCDMトラスト（Unified CCDM trust）]を選択し、[要求規則の編集（Edit Claim
Rules）]をクリックします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 [変換要求規則ウィザードの追加（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンドウで、[カス
タム規則を使用して要求を送信（Send Claims Using a Custom Rule）]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 4 要求規則名を入力します。

要求規則名の形式：AD: Tenant(<TenantPath>)

ステップ 5 次のカスタム規則テキストを入力します。

c:[Type == "http://temp.org/claims/DistinguishedName", Value =~ "^.*()$"]
=> issue(Type = "http://egain.net/claims/identity/tenant", Value = "/");

例：

c:[Type == "http://temp.org/claims/DistinguishedName", Value =~ "^.*()$"]
=> issue(Type = "http://egain.net/claims/identity/tenant", Value = "qacce");
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ステップ 6 [完了（Finish）]をクリックします。

フェデレーションシナリオの AD FSの構成

Hosted AD FSと Customer AD FSの間にフェデレーション信頼を作成します。（注）

信頼当事者証明に対する要求規則の追加

Customer AD FSにの頼当事者証明の要求規則を追加します。（注）

手順

ステップ 1 Customer AD FSで信頼当事者証明を選択し、[要求規則の編集（Edit Claim Rules）]をクリッ
クします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 [要求規則テンプレート（Claim Rule Template）]ドロップダウンリストで、[要求としてLDAP
属性を送信（Send LDAP Attributes as Claims）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 必要な要求を個別に追加します。

必須出力方向の要求の

種類（Outgoing
Claim Type)

LDAP属性店舗要求規則名

（Claim Rule
Name）

はいプライマリSIDobjectSid（直接入
力）

Active DirectoryAD：プライマリ
SIDとしての SID

○名前User-Principal-NameActive DirectoryAD：名前として
の UPN

オプション名Given-NameActive DirectoryAD：名

オプション姓姓Active DirectoryAD：姓

オプションE-Mail-AddressE-Mail-AddressesActive DirectoryAD：Eメール

各要求規則の名前 IDは一意である必要があります。したがって、常に名前 IDとして
SIDを使用します。

重要

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。
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ステップ 6 [要求規則テンプレート（Claim Rule Template）]ドロップダウンリストで別の規則を追加し、
[パススルーまたは着信要求のフィルタ処理（Pass Through or Filter an Incoming Claim）] > [次
へ（Next）]の順に選択します。

必須すべての要求値をパス

スルー

着信要求タイプ要求規則名（Claim
Rule Name）

はいはいWindowsアカウント名AD：Windowsアカウ
ント名

ステップ 7 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。

自動ユーザープロビジョニング

これは、ユーザーをプロビジョニングするための代替手順です。

手順

ステップ 1 Customer AD FSで信頼当事者証明を選択し、[要求規則の編集（Edit Claim Rules）]をクリッ
クします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 要求規則テンプレートとして [要求としてグループメンバーシップを送信（Send Group
Membership as a Claim）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 以下の要求規則を追加します。

出力方向の要求の値出力方向の要求の種類

（Outgoing Claim Type)
ユーザーのグループ要求規則名（Claim

Rule Name）

スーパーバイザロール<windows group>AD：ロール =スー
パーバイザ

Advancedロール<windows group>AD：ロール =上級

ステップ 5 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。

要求プロバイダ信頼の要求規則の追加

Hosted AD FSの要求プロバイダ信頼の要求規則を追加します。（注）
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手順

ステップ 1 Hosted AD FSで [要求プロバイダトラスト（Claims provider trust）]を選択し、[要求規則の編集
（Edit Claim Rules）]をクリックします。

ステップ 2 [承諾変換規則（Acceptance Transform Rules）]タブで、[規則の追加（Add Rule）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [トランスフォーム要求規則の追加ウィザード（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンド
ウで、[パススルーまたは着信要求のフィルタ処理（Pass Through or Filter an Incoming Claim）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 必要な要求規則を個別に追加します。

必須すべての要求値をパス

スルー

着信要求タイプ要求規則名（Claim
Rule Name）

はいはいプライマリSIDSID

はいはい名前名前

オプションはい名名

オプションはい姓姓

オプションはいE-Mail-AddressEmailAddress

オプションはいWindowsアカウント名Windowsアカウント名

オプションはい[名前ID（Name
ID））]

[名前ID（Name
ID））]

•各要求規則の名前 IDは一意である必要があります。したがって、常に名前 IDと
して SIDを使用します。

• Windowsアカウント名要求の場合は、[特定の値で始まる要求値のみをパススルー
する（Pass through only Claim values from start with a specific value）]を選択し
ます。

重要

ステップ 5 要求を設定したら、[完了（Finish）]をクリックします。

自動ユーザープロビジョニング

これは、ユーザーをプロビジョニングするための代替手順です。
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手順

ステップ 1 Hosted AD FSで [要求プロバイダトラスト（Claims provider trust）]を選択し、[要求規則の編集
（Edit Claim Rules）]をクリックします。

ステップ 2 [承諾変換規則（Acceptance Transform Rules）]タブで、[規則の追加（Add Rule）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [トランスフォーム要求規則の追加ウィザード（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンド
ウで、[パススルーまたは着信要求のフィルタ処理（Pass Through or Filter an Incoming Claim）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 以下の要求規則を追加します。

受信要求値特定の要求値のみをパ

ススルーの選択

着信要求タイプ要求規則名（Claim
Rule Name）

詳細はいロールRole =上級

スーパーバイザはいロールロール=スーパーバイ
ザ

ステップ 5 カスタム規則を作成するには、要求規則テンプレートとして、[カスタム規則を使用して要求
を送信（Send Claims Using a Custom Rule）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

•要求規則名を入力します。

•以下の形式でカスタム規則を入力します。
=> issue(Type = "http://egain.net/claims/identity/tenant", Value = "/<tenantname>",
Properties
["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/attributename"]
= "urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified");

ステップ 6 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。

要求を通過するパスの追加

Hosted AD FSの信頼当事者証明の要求規則を追加します。（注）

手順

ステップ 1 [Hosted AD FS]で [信頼当事者証明（Relying party trust）]を選択し、[要求規則の編集（Edit
Claim Rules）]をクリックします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。
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ステップ 3 [変換要求規則の追加ウィザード（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンドウで、[着信
要求の変換（Transform an Incoming Claim）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 必要な要求規則を個別に追加します。

必須出力方向の要求の種類

（Outgoing Claim Type)
着信要求タイプ要求規則名（Claim

Rule Name）

はい[名前ID（Name
ID））]

プライマリSIDフェデレーション：名

前 IDとしてプライマ
リ SIDを変換

ステップ 5 [トランスフォーム要求規則の追加ウィザード（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンド
ウで、[パススルーまたは着信要求のフィルタ処理（Pass Through or Filter an Incoming Claim）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 必要な要求規則を個別に追加します。

必須すべての要求値をパス

スルー

着信要求タイプ要求規則名（Claim
Rule Name）

はいはい名前名前

オプションはい名名

オプションはい姓姓

オプションはいE-Mail-AddressEmailAddress

オプションはいWindowsアカウント名Windowsアカウント名

オプションはい[名前ID（Name
ID））]

[名前ID（Name
ID））]

•各要求規則の名前 IDは一意である必要があります。したがって、常に名前 IDと
して SIDを使用します。

• Windowsアカウント名要求の場合は、[特定の値で始まる要求値のみをパススルー
する（Pass through only Claim values from start with a specific value）]を選択し
ます。

重要

ステップ 7 要求を設定したら、[完了（Finish）]をクリックします。

自動ユーザープロビジョニング

これは、ユーザーをプロビジョニングするための代替手順です。
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手順

ステップ 1 [Hosted AD FS]で [信頼当事者証明（Relying party trust）]を選択し、[要求規則の編集（Edit
Claim Rules）]をクリックします。

ステップ 2 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。

ステップ 3 [トランスフォーム要求規則の追加ウィザード（Add Transform Claim Rule Wizard）]ウィンド
ウで、[パススルーまたは着信要求のフィルタ処理（Pass Through or Filter an Incoming Claim）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 以下の要求規則を追加します。

受信要求値特定の要求値をパスス

ルーする

着信要求タイプ要求規則名（Claim
Rule Name）

詳細はいロールRole =上級

スーパーバイザはいロールロール=スーパーバイ
ザ

ステップ 5 カスタム規則を作成するには、要求規則テンプレートとして、[カスタム規則を使用して要求
を送信（Send Claims Using a Custom Rule）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

•要求規則名を入力します。

•以下の形式でカスタム規則を入力します。
c:[Type == "http://egain.net/claims/identity/tenant"]=> issue(claim = c);

ステップ 6 要求規則を追加後、[完了（Finish）]をクリックします。

Cisco UCDM統合

Unified Communication Domain Managerの基本構成
•顧客の追加（188ページ）
• Cisco Unified Communication Managerサーバーの設定（188ページ）
•ネットワークデバイスリストの構成（189ページ）
•サイトの追加（190ページ）
•カスタマーダイヤルプランの追加（191ページ）
•サイトダイヤルプランの追加（191ページ）
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顧客の追加

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラー管理者として Cisco Unified Communications Domain Managerにログ
インします。

ステップ 2 階層パスが適切なレベルに設定されていることを確認します。

プロバイダとリセラーの両方にカスタマーを追加できます。プロバイダの配下にカス

タマーを追加するには、プロバイダとしてログインします。リセラーの配下にカスタ

マーを追加するには、プロバイダまたはリセラーとしてログインします。

（注）

ステップ 3 [カスタマー管理（Customer Management）] > [カスタマー（Customer）]の順に選択します。

ステップ 4 必要な詳細を以下に入力します。

a) 名前を入力します。

b) 説明を入力します。
c) ドメイン名を入力します。

d) [ローカル管理者を作成（Create Local Admin）]チェックボックスをオンにします。

e) [Adminロールのクローン（Clone Admin role）]および [デフォルトのAdminロール（Default
Admin Role）]はデフォルト値のままにします。

f) デフォルトの管理者パスワードを入力して、[パスワードの確認（Confirm Password）]テ
キストボックスで確認します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

カスタマーを削除し、Unified Communication Managerの構成を保持する場合は、
「UCDMからUnified Communication Managerの関連付けを解除（309ページ）」を参
照してください。

（注）

Cisco Unified Communication Managerサーバーの設定

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラーまたはカスタマー管理者として Cisco Unified Communications Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層パスが適切なレベルに設定されていることを確認します。

共有インスタンスはプロバイダまたはリセラーレベルで作成し、専用インスタンスは

カスタマーレベルで作成する必要があります。

（注）

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [サーバー（Server）]の順に選択します。
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ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerサーバー名を入力します。

ステップ 6 パブリッシャノードを構成するには、[パブリッシャ（Publisher）]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 7 [クラスタ名（Cluster Name）]を入力します。

[パブリッシャ（Publisher）]チェックボックスをオフにし、ドロップダウンリストで
[クラスタ名（Cluster Name）]を選択してサブスクライバノードを統合します。

（注）

ステップ 8 [ネットワークアドレス（Network Address）]タブで、以下の手順を実行します。

a) [アドレス空間（Address Space）]ドロップダウンリストで[Service_Provider_Space]を選
択します。

b) [IPV4アドレス（IPV4 Address）]フィールドに Cisco Unified Communications Managerの IP
アドレスを入力します。

c) ホスト名を入力します。デフォルトのホスト名は、Cisco Unified Communications Manager
サーバー名です。

d) ドメインを入力します。
e) 説明を入力します。

ステップ 9 [ログイン情報（Credentials）]タブで以下の手順を実行します。

a) [ログイン情報タイプ（Credential Type）]ドロップダウンリストで、Adminを選択しま
す。

b) [ユーザーID（User ID）]テキストボックスに Cisco Unified Communications Managerユー
ザー IDを入力します。

c) [パスワード（Password）]テキストボックスに、Cisco Unified Communications Managerの
パスワードを入力します。

d) [アクセスタイプ（Access Type）]ドロップダウンリストで適切なアクセスタイプを選択し
ます。

e) 説明を入力します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

ネットワークデバイスリストの構成

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラー管理者として Cisco Unified Communications Domain Managerにログ
インします。

ステップ 2 [カスタマー管理（Customer Management）] > [ネットワークデバイスリスト（Network Device
Lists）]の順に選択します。階層ツリーから特定のカスタマーを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ネットワークデバイスリスト名を入力します。
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ステップ 5 ネットワークデバイスリストの説明を入力します。

ステップ 6 デフォルトでは、HCM-Fの IPアドレスは、[Cisco HCM-F]ドロップダウンリストで選択され
ます。

ステップ 7 [Cisco Unified CM]タブを展開し、ドロップダウンリストで [cisco unified communication manager]
インスタンスを選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

サイトの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communications Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層パスが適切なレベルに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [拠点管理（Site Management）] > [拠点（Sites）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 必要な詳細を以下に入力します。

a) 拠点名を入力します。

b) 説明を入力します。
c) [ローカル管理者を作成（Create Local Admin）]チェックボックスをオンにします。

d) デフォルトの管理者パスワードを入力して、[パスワードの確認（Confirm Password）]テ
キストボックスで確認します。

e) ドロップダウンリストで [国（Country）]を選択します。

f) ドロップダウンリストで、[ネットワークデバイスリスト（Network Device List）]を選択
します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Small Contact Centers専用オプションでは、サブカスタマーに対して、UCDMで 1人
のお客様とお客様ごとに 1つの拠点が作成されますSmall Contact Centerの共有オプ
ションでは、UCDMの 1人のお客様と 1つの拠点が複数のサブカスタマーで共有され
ます。

（注）
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カスタマーダイヤルプランの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なカスタマーレベルに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [カスタマー（Customer）] > [ダイヤルプラ
ン（Dial Plan）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

•カスタマー IDはカスタマーに割り当てられた、固有で、自動生成され、読み取
り専用の数字です。

•拠点のロケーションコードが指定されていない場合、ダイヤルプランタイプはデ
フォルトで Type_4に設定されます

（注）

サイトダイヤルプランの追加

始める前に

カスタマーダイヤルプランが作成されていることを確認します。「カスタマーダイヤルプラン

の追加（191ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [拠点（Site）] > [管理（Management）]の
順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [内線番号の長さ（Extension Length）]値は、1～ 11です。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

拠点情報は、Cisco Unified Communications Managerにロードされ、カスタマー ID、拠点 IDの
プレフィックスを使用して識別できます。
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拠点ダイヤルプランをプロビジョニングするには、数分かかります。（注）

ASA統合
この項では、すべてのタイプの HCS for CC展開用カスタマーインスタンスを統合するために
Cisco ASAで必要な構成手順について説明します。

• HCS for CC導入モデルの ASAの統合（192ページ）

• Small Contact Center導入モデル用 ASAの統合（198ページ）

HCS for CC導入モデルの ASAの統合
2000、4000、および12000エージェント導入モデルの場合、カスタマーインスタンスコンポー
ネントと共有コンポーネントを統合するために Cisco ASAで以下の構成が必要です。次の図
は、単一 ASAでのさまざまなタイプの展開を示しています。
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図 6 :共有コンポーネントと統合された 2つの異なる展開タイプのカスタマーインスタンス

カスタマーインスタンスごとに ASAを統合するには、以下の手順を繰り返します。各カスタ
マーインスタンスに必要なVLAN IDとサブインターフェイス IDは異なります。したがって、
IPアドレスはこれらの展開に再利用できます。

• System Execution Spaceでインターフェイスを構成（194ページ）

•セキュリティコンテキストの構成（195ページ）

•カスタマーインスタンスコンテキストでインターフェイスを構成（195ページ）

•カスタマーインスタンスコンテキストでアクセスリストを構成（196ページ）

•カスタマーインスタンスコンテキストで NATを構成（196ページ）
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System Execution Spaceでインターフェイスを構成

手順

ステップ 1 グローバル構成モードに移動します。

hostname/context_name#changeto system
hostname#configure terminal
hostname(config)#

ステップ 2 GigabitEthernet 0/1のインターフェイスに移動し、以下のコマンドを入力します。
hostname(config)#interface gigabitethernet 0/1
hostname(config-if)#no shut

ステップ 3 サブインターフェイスに移動し、次のコマンドを入力して、customer_instance内の
customer_instanceコンテキストと vlan IDにサブインターフェイスを割り当てます。
hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/1.X
hostname(config-if)#vlan x
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/0.X
hostname(config-if)#vlan x
hostname(config-if)#no shut

ステップ 4 上記の手順を繰り返して、各カスタマーインスタンスにサブインターフェイスを割り当てま
す。

例：

2000エージェントカスタマーインスタンスの場合：
hostname(config)#interface Gigabit Ethernet 0/1
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/1.1
hostname(config-if)#vlan 2
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/0.1
hostname(config-if)#vlan 340
hostname(config-if)#no shut

4000エージェントカスタマーインスタンスの場合：
hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/1.2
hostname(config-if)#vlan 4
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/0.2
hostname(config-if)#vlan 341
hostname(config-if)#no shut
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セキュリティコンテキストの構成

手順

ステップ 1 システム実行スペースで customer_instanceコンテキストを作成します。
hostname(config)#context customer_instance

ステップ 2 customer_instanceコンテキスト定義を構成します。
hostname(config-ctx)#description customer_instance context (optional)
hostname(config-ctx)#allocate-interface GigabitEthernet0/1.1 cust_inside invisible
hostname(config-ctx)#allocate-interface GigabitEthernet0/0.1 cust_outside invisible
hostname(config-ctx)#config-url disk0:/ customer_instance.cfg

カスタマーインスタンスコンテキストでインターフェイスを構成

手順

ステップ 1 customer_instanceコンテキスト構成モードに移動します。
hostname#changeto context customer_instance
hostname/customer_instance#configure terminal
hostname/customer_instance(config)#

ステップ 2 カスタマーインスタンスのインターフェイスを構成します。

a) cust_insideのインターフェイスに移動します。
hostname/customer_instance(config)#interface gigabitethernet0/1.1

b) customer_instanceコンテキストの内部インターフェイスに名前を付けます
hostname/customer_instance(config-if)#nameif inside_if_name

c) 内部インターフェイスの customer_instanceの IPアドレスを入力します
hostname/customer_instance(config-if)#ip address ip_address subnet_mask

d) cust_outsideのインターフェイスに移動します。
hostname/customer_instance(config-if)#interface gigabitethernet0/0.1

e) customer_instanceコンテキストの外部インターフェイスに名前を付けます。
hostname/customer_instance(config-if)#nameif outside_if_name

f) 外部インターフェイスの customer_instanceの IPアドレスを入力します
hostname/customer_instance(config-if)#ip address ip_address subnet_mask

例：

hostname#changeto context 2000deployment
hostname/2000deployment#configure terminal
hostname/2000deployment(config)#interface gigabitethernet0/1.1
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hostname/2000deployment(config-if)#nameif inside
hostname/2000deployment(config-if)#ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
hostname/2000deployment(config-if)#interface gigabitethernet0/0.1
hostname/2000deployment(config-if)#nameif outside
hostname/2000deployment(config-if)#ip address 209.165.200.227 255.255.255.224
hostname/2000deployment(config-if)#exit
hostname/2000deployment(config)#exit
hostname/2000deployment#changeto context 4000deployment
hostname/4000deployment#configure terminal
hostname/4000deployment(config)#interface gigabitethernet0/1.2
hostname/4000deployment(config-if)#nameif inside
hostname/4000deployment(config-if)#ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
hostname/4000deployment(config-if)#interface gigabitethernet0/0.2
hostname/4000deployment(config-if)#nameif outside
hostname/4000deployment(config-if)#ip address 209.165.200.228 255.255.255.224

カスタマーインスタンスコンテキストでアクセスリストを構成

IPトラフィックを許可するようにアクセスリストを構成します。access-listは外部インターフェ
イスおよび内部インターフェイスの両方に適用されます。

手順

ステップ 1 外部および内部 IPトラフィック用のアクセスリストを作成します。
hostname/customer_instance(config)#access-list access_list_name_outside extended permit
ip any any
hostname/customer_instance(config)#access-list access_list_name_inside extended permit
ip any any

ステップ 2 外部および内部 IPトラフィックの両方にアクセスリストを適用します。
hostname/customer_instance(config)#access-group access_list_name_outside in interface
outside_if_name
hostname/customer_instance(config)#access-group access_list_name_inside in interface
inside_if_name

ネットワークの要件に応じて、access-listの IPアドレスを許可または拒否します。（注）

カスタマーインスタンスコンテキストで NATを構成

手順

ステップ 1 内部ホストのインターネット接続を有効にするように NATを構成します。

a) カスタマーインスタンスの内部ネットワーク用のネットワークオブジェクトを作成しま

す。

hostname/customer_instance(config)#object network inside_network_name

b) サブネットマスクがある内部ネットワークに network idを入力します。
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hostname/customer_instance(config-network-object)#subnet network-id subnet-mask

c) 内部ネットワークのダイナミック NATをイネーブルにします。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) dynamic
interface

例：

hostname/customer_instance(config)#object network my-inside-net
hostname/customer_instance(config-network-object)#subnet 10.10.10.0 255.255.255.0
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside, outside) dynamic interface

ステップ 2 AW Aと Bで動作するように、CCDMの customer_instanceの静的アドレス変換を構成します。

a) AW-Aサーバーアドレスのネットワークオブジェクトを作成します。
hostname/customer_instance(config)#object network DATASERVER-A

b) AW-Aサーバーアドレスを定義して、アイデンティティポート変換がある静的 NATを構
成します。

hostname/customer_instance(config-network-object)#host 10.10.10.21

c) AW-Aの SQLポートを開きます。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.230 service tcp 1433 1433

d) AW-Aの ConAPIポートを開きます。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.230 service tcp 2094 2094

e) AW-Aの HTTPSポートを開きます。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.230
service tcp 443 443

f) AW-Bの SQLポートを開きます。
hostname/customer_instance(config)#object network DATASERVER-B
hostname/customer_instance(config-network-object)#host 10.10.10.22
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.231 service tcp 1433 1433

g) AW-Bの ConAPIポートを開きます。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.231 service tcp 2095 2095

h) AW-Bの HTTPSポートを開きます。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside,outside) static
209.165.200.231 service tcp 443 443 hostname/customer_instance (config)#route outside
0.0.0.0 0.0.0.0 209.165.200.240

AW Aおよび Bの ConAPIポートは、CCDMクラスタで構成されたポートと一致
する必要があります。

（注）

ポートの詳細については、『Hosted Collaboration Solution for Contact Center用ソリューション

設計 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
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hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-guides-list.html』の「ホストベース
のファイアウォール」セクションを参照してください。NATを実行し、それぞれのコンテキ
ストの特定のポートを構成します。

Small Contact Center導入モデル用 ASAの統合
Small Contact Center導入モデルには、Small Contact Centerカスタマーインスタンスを共有コン
ポーネントに統合する ASAと、サブカスタマーインスタンスを Small Contact Centerインスタ
ンスに統合する ASAの 2つの ASAが必要です。

次の図は、2つのCisco ASAを使用した 2000、4000、12000エージェントとSmall Contact Center
インスタンスの展開に関して示しています。

図 7 :共有コンポーネントと統合された Small Contact Centerモデル用の 2つのカスタマーインスタンス

Small Contact Center用ASAを共有コンポーネントに統合し、Small Contact Centerカスタマーイ
ンスタンス用 ASAをサブカスタマーインスタンスに統合します。ASAのインストールおよび
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構成に関する詳細は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-guides-list.htmlの『Cisco Hosted

Collaboration Solution for Contact Center用インストールおよびアップグレードガイド』の「ASA

ファイアウォールおよび NATのインストールおよび構成」項を参照してください。

ASAのインストール後、サブカスタマーインスタンスごとに次の手順を繰り返します。サブカ
スタマーインスタンスに必要なVLAN IDとサブインターフェイス IDは異なります。したがっ
て、IPアドレスはこれらの展開に再利用できます。

• System Execution Spaceでインターフェイスを構成（199ページ）

•各サブカスタマーコンテキストのセキュリティコンテキストの構成（200ページ）

•各サブカスタマーインスタンスコンテキストでインターフェイスを構成（200ページ）

•サブカスタマーインスタンスコンテキストでアクセスリストを構成（201ページ）

•サブカスタマーインスタンスコンテキストで静的 NATを構成（202ページ）

System Execution Spaceでインターフェイスを構成

手順

ステップ 1 グローバル構成モードに移動します。

hostname/context_name# changeto system
hostname# configure terminal
hostname(config)#

ステップ 2 GigabitEthernet 0/1のインターフェイスに移動し、以下のコマンドを入力します。
hostname(config)#interface gigabitethernet 0/1
hostname(config-if)#no shut

ステップ 3 sub-interfaceに移動し、以下のコマンドを入力し、sub-interfaceを sub-customer_instance配下の
sub-customer_instanceと vlan IDに割り当てます。
hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/1.X
hostname(config-if)#vlan x
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/0.X
hostname(config-if)#vlan x
hostname(config-if)#no shut

ステップ 4 上記の手順を繰り返して、各サブカスタマーインスタンスにサブインターフェイスを割り当て
ます。

例：

sub-cust1の場合
hostname(config)#interface gigabitethernet0/1
hostname(config-if)#No shut
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hostname(config-if)#interface gigabitethernet0/1.1
hostname(config-if)#vlan 10
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface GigabitEthernet0/0.1
hostname(config-if)#vlan 11
hostname(config-if)#no shut

sub-cust2の場合
hostname(config-if)#interface gigabitethernet0/1.2
hostname(config-if)#vlan 20
hostname(config-if)#no shut

hostname(config-if)#interface gigabitethernet0/0.2
hostname(config-if)#vlan 21
hostname(config-if)#no shut

各サブカスタマーコンテキストのセキュリティコンテキストの構成

手順

ステップ 1 システム実行スペースで sub-customer_instanceコンテキストを作成します。
hostname(config)#context sub-customer_instance

ステップ 2 customer_instanceコンテキスト定義を構成します。
hostname(config-ctx)#description sub-customer_instance context (optional)
hostname(config-ctx)#allocate-interface GigabitEthernet0/1.1 subcustX_inside invisible
hostname(config-ctx)#allocate-interface GigabitEthernet0/0.1 subcustX_outside invisible
hostname(config-ctx)#config-url disk0:/ sub-customer_instance.cfg

例：

hostname/admin#changeto system
hostname#configure terminal
hostname(config)#context sub-cust1
hostname(config-ctx)#description sub-customer_1 context
hostname(config-ctx)#allocate-interface gigabitethernet0/1.1 sub-cust1_inside invisible
hostname(config-ctx)#allocate-interface gigabitethernet0/0.1 sub-cust1_outside invisible
hostname(config-ctx)#config-url disk0:/ sub-cust1.cfg
hostname(config-ctx)#context sub-cust2
hostname(config-ctx)#description sub-customer_2 context
hostname(config-ctx)#allocate-interface gigabitethernet0/1.2 sub-cust2_inside invisible
hostname(config-ctx)#allocate-interface gigabitethernet0/0.2 sub-cust2_outside invisible
hostname(config-ctx)#config-url disk0:/ sub-cust2.cfg

各サブカスタマーインスタンスコンテキストでインターフェイスを構成

手順

ステップ 1 sub-customer_instanceコンテキスト構成モードに移動します。
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hostname#changeto context sub_customer_instance_name
hostname/sub_customer_instance#configure terminal
hostname/sub_customer_instance (config)#

ステップ 2 sub-customerインスタンスのインターフェイスを構成します。

a) sub-cust_insideのインターフェイスに移動します。
hostname/sub_customer_instance (config)#interface gigabitethernet0/1.1

b) sub-customer_instanceコンテキストの内部インターフェイスに名前を指定します。
hostname/sub_customer_instance (config-if)#nameif inside_if_name

c) 内部インターフェイスの sub-customer_instanceの IPアドレスを入力します
hostname/sub_customer_instance (config-if)#ip address ip_address subnet_mask

d) sub-cust_outsideのインターフェイスに移動します。
hostname/sub_customer_instance (config-if)#interface gigabitethernet0/0.1

e) sub-customer_instanceコンテキストの外部インターフェイスに名前を指定します。
hostname/sub_customer_instance (config-if)#nameif outside_if_name

f) 外部インターフェイスの sub-customer_instanceの IPアドレスを入力します。
hostname/sub_customer_instance (config-if)#ip address ip_address subnet_mask

例：

hostname#changeto context sub-cust1
hostname/sub-cust1#configure terminal
hostname/sub_cust1(config)#interface sub-cust1_inside
hostname/sub_cust1(config-if)#nameif inside
hostname/sub_cust1(config-if)#ip address 20.20.20.1 255.255.255.0
hostname/sub_cust1(config-if)#interface sub-cust1_outside
hostname/sub_cust1(config-if)#nameif outside
hostname/sub_cust1(config-if)#ip address 10.10.10.254 255.255.255.0
hostname/sub_cust1(config)#interface sub-cust2_inside
hostname/sub_cust1(config-if)#nameif inside
hostname/sub_cust1(config-if)#ip address 20.20.20.1 255.255.255.0
hostname/sub_cust1(config-if)#interface sub-cust2_outside
hostname/sub_cust1(config-if)#nameif outside
hostname/sub_cust1(config-if)#ip address 10.10.10.254 255.255.255.0

サブカスタマーインスタンスコンテキストでアクセスリストを構成

IPトラフィックを許可するようにアクセスリストを構成します。access-listは外部インターフェ
イスおよび内部インターフェイスの両方に適用されます。

手順

ステップ 1 外部および内部 IPトラフィック用のアクセスリストを作成します。
hostname/sub_customer_instance(config)#access-list access_list_name_outside extended
permit ip any any
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hostname/sub_customer_instance(config)#access-list access_list_name_inside extended
permit ip any any

ステップ 2 外部および内部 IPトラフィックの両方にアクセスリストを適用します。
hostname/sub_customer_instance(config)#access-group access_list_name_outside in interface
outside_if_name
hostname/sub_customer_instance(config)#access-group access_list_name_inside in interface
inside_if_name

ネットワークの要件に応じて、access-listの IPアドレスを許可または拒否します。（注）

サブカスタマーインスタンスコンテキストで静的 NATを構成

サブカスタマーインスタンスとカスタマーインスタンスを統合するための静的 NATを構成す
るには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 sub_cust1サイド Aのネットワークオブジェクトを作成します。
hostname/sub_customer_instance(config)#object network sub_cust_host

ステップ 2 ホスト IPアドレスを定義し、静的 NATを構成します。
hostname/sub_customer_instance(config-network-object)#host X.X.X.X

ステップ 3 外部 IPアドレスを定義します。
hostname/customer_instance(config-network-object)#nat (inside_if_name, outside_if_name)
static X.X.X.X

例：

hostname/sub-cust1(config)# object network sub-cust1APGA
hostname/sub-cust1(config-network-object)# host 20.20.20.21
hostname/sub-cust1 (config-network-object)# nat(inside,outside) static 10.10.10.121

ポートの詳細については、『Hosted Collaboration Solution for Contact Center用ソリューション

設計 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-guides-list.html』の「ホストベース
のファイアウォール」セクションを参照してください。NATを実行し、それぞれのコンテキ
ストの特定のポートを構成します。

セッションボーダーコントローラの統合
アグリゲーションレイヤで CUBE Enterpriseを SBCとして統合する方法については、
「http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/hcs/11_5/White_Papers/CUBE_E_
deployment_for_Cisco_HCS.PDF」を参照してください。
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アグリゲーションレイヤでのサードパーティ製セッションボーダーコントローラの統合につ

いては、「http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-hcs/tsd-products-support-series-home.html」を参照してください。

Small Contact Center導入モデル用Cisco Prime Collaboration
Assuranceの統合

• Prime Collaboration Assurance用カスタマー管理（203ページ）

•クラスタの追加（203ページ）

•コンタクトセンターコンポーネントの追加（204ページ）

Prime Collaboration Assurance用カスタマー管理

手順

ステップ 1 https://<IP_address_of_Prime_Collaboration_application/の URLを使用して Primeにログインし
ます。

ステップ 2 [管理（Administration）][カスタマー管理（Customer Management）]の順に選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [一般情報（General Info）]タブで、[カスタマー名（Customer Name）]を入力します。

ステップ 5 [次へ（Next）] > [保存（Save）]の順に選択します。

クラスタの追加

手順

ステップ 1 管理者のログイン情報を使用して、HCM-Fにログインします。

ステップ 2 [クラスタ管理（Cluster Management）] > [クラスタ（Cluster）]の順に選択し、[新規追加（Add
New）]をクリックします。

ステップ 3 クラスタ名を入力します。

ステップ 4 ドロップダウンリストでカスタマーを選択します。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、CCのクラスタタイプを選択します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで、クラスタアプリケーションバージョンを選択します。

ステップ 7 [クラスタを監視するアプリケーション（Application Monitoring the Cluster）]ドロップダウンリ
ストで、ホスト名として [PCA]を選択します。
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ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

コンタクトセンターコンポーネントの追加

カスタマーコンタクトコンポーネントには、AW-HDS、エージェント周辺機器ゲートウェイ、
VRU周辺機器ゲートウェイ、CVP、CVP OAMP、CVP RSAが含まれます。

手順

ステップ 1 管理者のログイン情報を使用して、HCM-Fにログインします。

ステップ 2 [アプリケーション管理（Application Management）] > [クラスタアプリケーション（Cluster
Application）]の順に選択します。

ステップ 3 [一般情報（General Information）]セクションで以下を構成します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [アプリケーションタイプ（Application Type）]ドロップダウンログインで、[UCCE]を選
択します。

CVP、CVP OAMP、CVP RSAに対しては、[CVP]を選択し、Rogger、AW-HDS、エージェ
ント周辺機器ゲートウェイ、VRU周辺機器ゲートウェイに対しては、[UCCE]を選択しま
す。

c) CCコンポーネントのホスト名を入力します。
d) ドロップダウンログインでクラスタを選択します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [ログイン情報（Credentials）]セクションで以下を構成します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ログイン情報タイプ（Credential Type）]ドロップダウンリストで、SNMP _V2を選択

します。

c) CCコンポーネントで構成したコミュニティ文字列を入力します。
d) アクセスタイプに対して、[読み取り専用（Read Only）]オプションを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。
f) [新規追加（Add New）]をクリックします。

g) [ログイン情報タイプ（Credential Type）]ドロップダウンリストで、ADMINを選択し
ます。

h) 管理者のログイン情報を入力します。

CVP、CVP OAMPについては、CVP RSAはOAMP Web UIに対して構成した wsmadmin
のユーザー IDとパスワードを使用します。

i) アクセスタイプに対して、[読み取り専用（Read Only）]オプションを選択します。

j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [ネットワークアドレス（Network Addresses）]セクションで、以下を構成します。
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a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ネットワークスペース（Network Space）]ドロップダウンリストで [アプリケーションス
ペース（Application Space）]を選択します。

c) IPV4アドレスとホスト名を入力します。
d) [保存（Save）]をクリックします。
e) [新規追加（Add New）]をクリックします。

f) [ネットワークスペース（Network Space）]ドロップダウンリストで [サービスプロバイダ
スペース（Service Provider Space）]を選択します。

g) NAT IPV4アドレスとホスト名を入力します。
h) [保存（Save）]をクリックします。

同じ手順に従って、AW-HDS、エージェント周辺機器ゲートウェイ、VRU周辺機
器ゲートウェイ、CVP、CVP OAMP、およびCVP RSAを追加します。Cisco Unified
ICはサポートされていません。

（注）
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第 4 章

管理（Administration）

• Unified CCE管理（Administration）（207ページ）
• Unified CVP Administration（283ページ）
• Unified Communication Manager Administration（284ページ）
•シングルサインオン管理（313ページ）

Unified CCE管理（Administration）
• Unified CCDMを使用した Unified CCEのプロビジョニング（207ページ）
• Administration Workstationを使用した Unified CCEのプロビジョニング（281ページ）
• Web Administrationを使用した Unified CCEのプロビジョニング（282ページ）
• Internet Script Editorを使用したルーティングスクリプトのプロビジョニング（283ページ）

Unified CCDMを使用した Unified CCEのプロビジョニング
Unified Contact Center Domain Manager（Unified CCDM）を使用して Unified CCEをプロビジョ
ニングするには、以下の手順を実行します。

• Unified CCDMオブジェクトの CRUD操作（208ページ）

•ユーザーの構成（211ページ）

•部署の構成（214ページ）

•エージェントの構成（216ページ）

•エージェントデスクトップの構成（219ページ）

•エージェントチームの構成（220ページ）

•コールタイプの構成（222ページ）

•プレシジョンルーティングの構成（223ページ）

•ネットワーク VRUスクリプトの構成（228ページ）

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
207



•ダイヤル番号の構成（230ページ）

•エンタープライズスキルグループの構成（232ページ）

•拡張コール変数の構成（233ページ）

•フォルダの構成（235ページ）

•グループの構成（236ページ）

•ラベルの構成（238ページ）

•個人の構成（240ページ）

•スーパーバイザの構成 （241ページ）

•サービスの構成（242ページ）

•スキルグループの構成（244ページ）

•ルートの構成 （246ページ）

•エージェントの再スキルとエージェントチームマネージャ（246ページ）

•ユーザー変数の構成（250ページ）

• Unified CCDMバージョンの表示（251ページ）

• Unified CCDMを使用した一括操作（251ページ）

•ロールの管理 （270ページ）

•ガジェットの構成（280ページ）

Unified CCDMオブジェクトの CRUD操作

次の表に、Unified CCDMオブジェクトの作成、読み取り、更新、および削除（CRUD）操作
を示します。

一括アップロードは、作成操作のみをサポートします。Unified CCDMを使用した一括操作
（251ページ）を参照してください。

CCDMポータルのデフォルトリソースは編集できません。

（注）

一括アップロー

ド

削除更新[読み取り
（Read）]

作成オブジェクト

xバケット間隔について

は、「コールタイプの構

成（222ページ）」を参
照してください。
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一括アップロー

ド

削除更新[読み取り
（Read）]

作成オブジェクト

xxxxECC変数については、
「拡張コール変数の構成

（233ページ）」を参照
してください。

xxxxxネットワークVRUスク
リプトについては、

「ネットワークVRUス
クリプトの構成（228
ページ）」を参照してく

ださい。

xxxxxコールタイプについて

は、「コールタイプの作

成（222ページ）」を参
照してください。

xxxxxダイヤル番号について

は、「ダイヤル番号の構

成（230ページ）」を参
照してください。

xxxxxスキルグループについて

は、「スキルグループの

構成（244ページ）」を
参照してください。

xxxxxフォルダについては、

「フォルダの構成（235
ページ）」を参照してく

ださい。

xxxxグループについては、

「グループの構成（236
ページ）」を参照してく

ださい。

xxxxxエージェントについて

は、「エージェントの構

成（216ページ）」を参
照してください。
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一括アップロー

ド

削除更新[読み取り
（Read）]

作成オブジェクト

xxxxxエージェントデスクトッ

プについては、「エー

ジェントデスクトップの

構成（219ページ）」を
参照してください。

xxxxxエージェントチームにつ

いては、「エージェント

チームの構成（220ペー
ジ）」を参照してくださ

い。

xxxxx個人については、「個人

の構成（240ページ）」
を参照してください。

xxxxxユーザーについては、

「ユーザーの構成（211
ページ）」を参照してく

ださい。

xxxxxユーザー変数について

は、「ユーザー変数の構

成（250ページ）」を参
照してください。

xxxxxエンタープライズスキ

ルグループについて

は、「エンタープライズ

スキルグループの構成

（232ページ）」を参照
してください。

xxxxxラベルについては、「ラ

ベルの構成（238ペー
ジ）」を参照してくださ

い。

xxxxx属性については、「プレ

シジョン属性の構成

（224ページ）」を参照
してください。
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一括アップロー

ド

削除更新[読み取り
（Read）]

作成オブジェクト

xxxxxプレシジョンキューにつ

いては、「プレシジョ

ンキューの構成（226
ページ）」を参照してく

ださい。

xxxxサービスについては、

「サービスの構成（242
ページ）」を参照してく

ださい。

ユーザーの構成

ユーザーを構成するには、以下の手順を実行します。

• Active Directoryのユーザーの作成（167ページ）

•ユーザーの作成（211ページ）

•ロールをユーザーに割り当てる（213ページ）

•サブカスタマーテナントおよびユーザーへの権限割り当て（213ページ）

•ユーザーの編集（214ページ）

•ユーザーの削除（214ページ）

ユーザーの作成

管理者としてログインして、テナントまたは下位顧客のユーザを作成します。（注）

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルで、左上隅にあるハンバーガーアイコンをクリックして、セキュリ
ティ >ユーザを選択します。

ステップ 2 ユーザを作成するテナントを選択して、新規をクリックします。

ステップ 3 ログイン名を入力します。

ステップ 4 ユーザの名、姓、そして説明を入力します。

ステップ 5 カルチャードロップダウンリストで、英語（日本）オプションを選択します。

ステップ 6 次のチェックボックスをオンにします。

Advancedモード
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•有効なアカウント

•パスワードを無期限にする（Password Never Expires）

•ユーザによるパスワード変更を無効にする（User Cannot Change Password）

•有効な Internet Script Editor（ISEユーザの場合）

ステップ 7 ユーザのホームフォルダフィールドで選択されたパスが正しいことを確認します。

このユーザの新規フォルダを作成するチェックボックスがオフになっていることを確認しま

す。

ステップ 8 パスワードとパスワードの確認にパスワードを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

インポートした Unified CCEユーザーの構成

Unified CCEと Unified CCDMの統合後、Unified CCDMは、既存の Unified CCEユーザーをイ
ンポートします。インポートされたすべてのユーザは、デフォルトのインポート場所に保管さ

れています。インポートしたユーザを適切なテナントまたはフォルダに移動します。

以下の手順で、インポートしたユーザを設定します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMで、インポートした Unified CCEユーザーを見つけます。Unified CCDMのユー
ザ名の編集手順：

<username>@<domainname>の形式にします。ユーザ名は、Windowsユーザ名、 domainname
は、Windowsドメインの完全修飾名です。

例：

iseuser1@testdomain.local

ステップ 2 ユーザを選択して詳細を表示します。

ステップ 3 [詳細タブを選択して、以下のチェックボックスをオンにします。

•有効なアカウント

• Advancedモード

• Internet Script Editor（ISEユーザの場合）

ステップ 4 保存をクリックして、リンクした Unified CCDMユーザの詳細を更新します。
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SSOが無効になっている場合は、ISEにログインする前に、インポートした Unified
CCEユーザーとしてUnified CCDMポータルにログインする必要があります。対応す
るWindows Active Directoryユーザのパスワードフィールドに入力します。

（注）

ロールをユーザーに割り当てる

対応するロールをユーザーに割り当てるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルで、左上隅にあるハンバーガーアイコンをクリックして、セキュリ
ティ >ユーザを選択します。

ステップ 2 リストから新しく作成したユーザーを選択します。

ステップ 3 [グループ（Group）]タブを選択し、[グループに追加（Add to Group）]をクリックします。

ステップ 4 ロールを割り当てるユーザーが含まれるテナント/フォルダを選択します。

ステップ 5 [基本ユーザー（Basic Users）]チェックボックスをオンにして、テナントに基本的な権限を付
与します。

ステップ 6 テナント/ISEユーザーの [上級ユーザー（Advanced Users）]チェックボックスをオンにし、
[OK]をクリックします。

デフォルトで、上級ユーザーには、Browse Dimension権限が付与されています。

ステップ 7 スーパーバイザの [スーパーバイザ（Supervisors）]チェックボックスをオンにしたら、[OK]
をクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

サブカスタマーテナントおよびユーザーへの権限割り当て

手順

ステップ 1 CCDM Webポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックします。

ステップ 3 [セキュリティ（Security） > [権限（Permissions）の順に選択します。

ステップ 4 サブカスタマーテナントを選択し、[権限（Permission）]タブをクリックし、[権限の継承元/
ルート（Inherit Permissions from /Root）]をオフにして、[OK]をクリックします。

[未割当て（Unallocated）] > SCCTenantフォルダ（SCCTenant Folder）の順に選択し、この
手順を繰り返します。

ステップ 5 新しく追加したユーザーを選択し、[グループ（Group）]タブをクリックします。
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ステップ 6 [グループを追加（Add to Groups）]をクリックします。

ステップ 7 [未割当て（Unallocated）] > [SCCTenantフォルダ（SCCTenant Folder）]の順に選択し、[基
本ユーザー権限（Basic Users Permission）]を有効化します。

ステップ 8 サブカスタマーテナントをクリックし、Advanced Users権限を割り当て、[OK]をクリックし
ます。

デフォルトでは、Advanced Userは、Browse Dimension権限が割り当てられています。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザーの編集

ユーザーを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルで、左上隅にあるハンバーガーアイコンをクリックして、セキュリ
ティ >ユーザを選択します。

ステップ 2 フォルダツリーから、編集するユーザーを含むフォルダを選択します。

ステップ 3 編集するユーザーを選択します。

ステップ 4 [詳細（Details）]タブをクリックします。

ステップ 5 必要情報を編集します。

ステップ 6 [グループ（Groups）]タブをクリックして、グループを追加または削除します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザーの削除

ユーザーを削除するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルで、左上隅にあるハンバーガーアイコンをクリックして、セキュリ
ティ >ユーザを選択します。

ステップ 2 左側のフォルダツリーから、削除するユーザーを含むフォルダを選択します。

ステップ 3 削除するユーザーを選択します。

ステップ 4 [削除（Delete）] > [はい（Yes）]の順に選択します。

部署の構成

部門を設定するには、以下の手順を実行します。
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•部署の作成（215ページ）
•部署の編集（215ページ）
•部署の移動（215ページ）
•部署の削除（216ページ）

部署の作成

手順

ステップ 1 テナント管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 テナントから必要なフォルダを選択します。[リソース（Resource）]をクリックし、[部署
（Department）]を選択します。

ステップ 4 部署名を入力し、必須フィールドを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

部署の編集

手順

ステップ 1 テナント管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 テナントから必要なフォルダを展開します。[部署（Department）]をクリックします。

ステップ 4 編集する部署を選択し、必須フィールドを変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

部署の移動

手順

ステップ 1 テナント管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 テナントから必要なフォルダを展開します。[部署（Department）]をクリックします。

ステップ 4 [部署（Department）]タブで、移動する部署を選択し、[移動（Move）]をクリックします。
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ステップ 5 部署を移動する接続先フォルダを参照し、[保存（Save）] > [OK]の順に選択します。

部署の削除

手順

ステップ 1 テナント管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] >リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 テナントから必要なフォルダを展開します。[部署（Department）]をクリックします。

ステップ 4 [部署（Department）]タブで、削除する部署を選択します。

ステップ 5 [削除（Delete）] > [OK]の順に選択します。

エージェントの構成

エージェントを構成するには、以下の手順を実行します。

•エージェントの作成（216ページ）

•エージェントの編集（218ページ）

•エージェントの削除（218ページ）

エージェントの作成

エージェントを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナント、サブカスタマーユーザーまたはスーパーバイザとして、CCDMポータルにログイン
します。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）]を選択します。

ステップ 3 エージェントを作成します。

•テナントまたはサブカスタマーユーザーとしてログインした場合は、[リソースマネージャ
（Resource Manager）]を選択し、エージェントを作成するフォルダを選択します。[リ
ソース（Resource）] > [エージェント（Agent）]の順に選択します。

•スーパーバイザユーザーの場合は、[エージェントチームマネージャ（Agent Team
Manager）]を選択し、[新しい個人（New Person）]をクリックします。

ステップ 4 [詳細（Details）]タブをクリックし、以下のように構成します。
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a) エージェントの名前を入力します。

b) エージェントの説明を入力します。
c) エージェントを作成する周辺機器を選択します。

d) 個人をエージェントに関連付けます。

エージェントを既存の人物に関連付けるか、そのエージェントに新規人物を作成するかを

選択できます。

•既存の個人を選択：ドロップダウンリストで既存の個人を選択します。検索ボックス
で個人の名前の一部を入力すると、特定の個人を検索できます。新規エージェント

は、個人の周辺機器ログインボックスで指定された詳細を使用して、エージェントデ

スク設定にログインします。

•個人の新規作成：個人の名および姓を入力し、周辺機器へのログインに使用する詳細
を入力します。個人が自動的に作成され、エージェントに関連付けられます。

e) Unified CCEがハイブリッドモードの場合、[SSO]チェックボックスをオンにして、エー
ジェントを SSOエージェントにします。

ステップ 5 エージェントをスーパーバイザにするには、[スーパーバイザ（Supervisor）]タブをクリック
し、[スーパーバイザ（Supervisor）]チェックボックスをオンにします。スーパーバイザが非
SSOエージェントの場合は、以下の手順を実行します。

a) ドメインアカウント（コンタクトセンターネットワークのコンピュータにログインする

際にエージェントが使用するアカウント）にエージェントを関連付けます。

通常、Unified CCDMからドメインアカウントを設定することはできません。こ
れは、セキュリティルールによって防止されるためです。使用するドメインアカ

ウントがわからない場合は、管理者にお尋ねください。

（注）

b) アカウント名を入力し、[検索（Find）]をクリックし、正しいアカウントを選択します。

ステップ 6 [エージェントチーム（Agent Teams）]タブをクリックし、以下のように構成します。

a) エージェントが属するエージェントチームを選択します。エージェントがメンバーになれ

るチームは1つだけですが、スーパーバイザは複数のチームを監督できます。[選択済みパ
ス（Selected Path）]ドロップダウンリストを使用して別のフォルダにあるエージェント
チームを参照します。

b) [追加（Add）]をクリックして、チームをこのエージェントに関連付けます。
c) [メンバー（Member）]チェックボックスをオンにして、エージェントをチームメンバー
にします。

スーパーバイザは、メンバーになることなくチームを監督できます。

d) エージェントがスーパーバイザの場合は、監督するチームのプライマリまたはセカンダリ
スーパーバイザロールを選択します。

スーパーバイザは、このチームのメンバーであっても、メンバーでなくてもかまいませ

ん。

ステップ 7 [スキルグループ（Skill Groups）]タブをクリックし、以下のように構成します。
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a) エージェントが所属するスキルグループを選択します。フォルダを変更するには、[選択
されたパス（Selected Path）]ドロップダウンを使用します。

b) [追加（Add）]をクリックして、選択したスキルグループにエージェントを追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントの編集

エージェントを表示または編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 Resource Manager内のフォルダツリーパネルで、エージェントを編集するフォルダを選択し
ます。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、リストからエージェントを選択します。

ステップ 5 エージェントの詳細を編集します。

スーパーバイザやエージェントチームなど別のタブをクリックすると、別のフィード一式が表

示されます。必要に応じて、前のタブに戻ることができます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントの削除

エージェントを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 の [リソースマネージャ（Resource Manager）]で、削除するエージェントを含むフォルダに移
動し、、[項目（Items）]パネルのリストビューを使用してそのフォルダのエージェントを表示
します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する必要なエージェントのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択し、エージェントを削除します。
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エージェントデスクトップの構成

エージェントデスクトップを構成するには、以下の手順を実行します。

•エージェントデスクトップの作成（219ページ）

•エージェントデスクトップの編集（219ページ）

•エージェントデスクトップの削除（220ページ）

エージェントデスクトップの作成

エージェントデスクトップを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとしてUnified CCDMポータルにログインし、[リソー
スマネージャ（Resource Manager）]を選択します。

ステップ 2 リソースマネージャの [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、エージェントデスクトップ
を作成するフォルダを選択します。

ステップ 3 [リソース（Resource）] > [エージェントデスクトップ（Agent Desktop）]の順に選択します。

ステップ 4 必要なフィールドに入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントデスクトップの編集

エージェントデスクトップを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するエージェントデスクトップを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリスト
ビューを使用して、そのフォルダのエージェントデスクトップを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するエージェントデスクトップをクリックします。

エージェントデスクトップの詳細が [詳細（Details）]パネルに表示されます。

ステップ 5 [詳細（Details）]タブで該当するタブをクリックし、目的に合わせて変更を行います。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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エージェントデスクトップの削除

エージェントデスクトップを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するエージェントデスクトップを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリスト
ビューを使用して、そのフォルダのエージェントデスクトップを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する1つ以上のエージェントデスクトップのチェックボックス
をオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）] > > [はい（Yes）]の順に選択します。

エージェントデスクトップを削除すると、関連するエージェントデスクトップが自動

的に削除されます。

（注）

エージェントチームの構成

エージェントチームを構成するには、以下の手順を実行します。

•エージェントチームの作成（220ページ）

•エージェントチームの編集（221ページ）

•エージェントチームの削除（221ページ）

エージェントチームの作成

エージェントチームを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 フォルダツリーパネルで、エージェントチームを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [エージェントチーム（Agent Team）]の順に選択します。

ステップ 5 チームの一意の名前を入力します。

ステップ 6 エージェントチームを作成するために必要なすべてのフィールドに入力します。

ステップ 7 エージェントをチームに割り当てるには、[エージェント（Agents）]タブで1つ以上のエージェ
ントのチェックボックスをオンにし、[追加（Add）]をクリックします。
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ステップ 8 エージェントをチームに追加したら、そのエージェントの [メンバー（Member）]チェックボッ
クスもオンにして、チームのメンバーにする必要があります。

これは、スーパーバイザであれば、メンバーにならなくともチームに参加することが可能であ

るためです。

エージェントがスーパーバイザである場合、右側のカラムにドロップダウンリストが表示され

ます。

ステップ 9 この特定のチームでエージェントにスーパーバイザロールを割り当てるか指定します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントチームの編集

エージェントチームを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するエージェントチームを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを
使用して、そのフォルダのエージェントチームを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するエージェントチームをクリックします。

[詳細（Details）]パネルにエージェントチームの詳細が表示されます。

ステップ 5 それぞれのタブをクリックし、変更するフィールドを編集します。

ステップ 6 チームからエージェントを削除するには、[エージェント（Agents）]タブをクリックし、チー
ムから削除するエージェントのチェックボックスをオンにし、[削除（Remove）]をクリック
します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントチームの削除

エージェントチームを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。
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ステップ 3 削除するエージェントチームを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを
使用して、そのフォルダのエージェントチームを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する 1つ以上のエージェントチームのチェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 5 [Delete（削除）]をクリックします。

[エージェントチームの削除（Delete Agent Teams）]確認ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択し、エージェントチームを削除します。

コールタイプの構成

•コールタイプの作成（222ページ）

•コールタイプの編集（223ページ）

•コールタイプの削除（223ページ）

コールタイプの作成

コールタイプを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、コールタイプを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [コールタイプ（Call Type）]の順に選択します。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

a) [名前（Name）]フィールドに一意の名前を入力します。

b) ドロップダウンリストで、[バケット間隔（Bucket Interval）]を選択します。

バケット間隔とは、コールタイプの間隔として使用される応答呼または放棄呼の

数です。デフォルト値はシステムのデフォルトです。

（注）

c) ドロップダウンリストで、[サービスレベルしきい値（Service Level Threshold）]を選択し
ます。

d) ドロップダウンリストで、[サービスレベルタイプ（Service Level Type）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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コールタイプの編集

コールタイプを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するコールタイプを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用し
てフォルダのコールタイプを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するコールタイプを選択します。

ステップ 5 それぞれのタブをクリックし、変更するフィールドを編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

コールタイプの削除

コールタイプを削除するには、以下の手順を実行します。

デフォルトのコールタイプは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するコールタイプを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューの [サマ
リー（Summary）]で [コールタイプ（Call Type）]をクリックします。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するコールタイプを選択します。

ステップ 5 [削除（Delete）] > [はい（Yes）]の順に選択します。

プレシジョンルーティングの構成

プレシジョンルーティングを構成するには、以下の手順を実行します。

•プレシジョン属性の構成（224ページ）

•エージェントにプレシジョン属性を割り当てる（225ページ）

•プレシジョンキューの構成（226ページ）
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•ルーティングスクリプトの作成（227ページ）

プレシジョン属性の構成

プレシジョン属性を構成するには、以下の手順を実行します。

•プレシジョン属性の作成（224ページ）

•プレシジョン属性の編集（224ページ）

•プレシジョン属性の削除（225ページ）

プレシジョン属性の作成

プレシジョン属性を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 プレシジョン属性を作成するために必要なテナントを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）]をクリックし、[プレシジョン属性（Precision Attribute）]をクリック
します。

ステップ 5 プレシジョン属性の名前を指定します。たとえば、ENGLISHです。

ステップ 6 プレシジョン属性の説明を入力します。

ステップ 7 プレシジョン属性のデータ型を選択します。たとえば、Proficiencyです。

ステップ 8 ドロップダウンリストで、[デフォルト値（Default Value）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

プレシジョン属性の編集

プレシジョン属性を編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 リソースマネージャで、編集するプレシジョン属性を含むフォルダに移動し、[項目（Items）]
パネルのリストビューを使用してそのフォルダのプレシジョン属性を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するプレシジョン属性をクリックします。
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このプレシジョン属性の詳細が [詳細（Details）]パネルに表示されます。

ステップ 5 [詳細（Details）]パネルで該当するタブをクリックし、目的に合わせて変更を行います。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

データ型のプレシジョン属性は、一度割り当てられると変更できません。ただし、

データ型のデフォルト値は変更できます。

（注）

プレシジョン属性の削除

プレシジョン属性を削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 リソースマネージャで、削除するプレシジョン属性を含むフォルダに移動し、[項目（Items）]
パネルのリストビューを使用してそのフォルダのプレシジョン属性を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する 1つ以上のプレシジョン属性のチェックボックスをオン
にします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

プレシジョンキューで参照されているプレシジョン属性は削除できません。プレシ

ジョン属性を削除するには、参照を削除します。

（注）

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

エージェントにプレシジョン属性を割り当てる

次の手順を実行して、エージェントにプレシジョン属性を割り当てます。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [リソースマネージャ（Resource Manager）]で、プレシジョン属性を割り当てるエージェント
を含んでいるフォルダに移動し、[項目（Items）]パネルのリストビューを使用してそのフォ
ルダのエージェントを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、プレシジョン属性を割り当てるエージェントをクリックします。
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[詳細（Details）]パネルにエージェントの詳細が表示されます。

ステップ 5 [詳細（Details）]パネルで、[プレシジョン属性（Precision Attribute）]をクリックします。[プ
レシジョン属性（Precision Attribute）]タブのチェックボックスをオンにし、[追加（Add）]を
クリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

スーパーバイザエージェントにプレシジョン属性を割り当てるには、そのスーパーバ

イザエージェントをドメインアカウントに関連付ける必要があります。

（注）

プレシジョンキューの構成

プレシジョンキューを構成するには、以下の手順を実行します。

•プレシジョンキューの作成 （226ページ）

•プレシジョンキューの編集（227ページ）

•プレシジョンキューの削除（227ページ）

プレシジョンキューの作成

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 プレシジョンキューを作成するために必要なテナントを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [プレシジョンキュー（Precision Queue）]の順に選択します。

新しいページが表示されます。

ステップ 5 必要なフィールドに入力する

ステップ 6 [手順（Steps）]タブで、Step1をクリックします。新しいページが表示されます。

ステップ 7 [Expression1]フィールドに属性名を入力し、ドロップダウンリストで操作を選択し、ドロップ
ダウンリストで [熟練度（Proficiency level）]を選択します。たとえば、属性 = ENGLISH、操
作 >、熟練度 6などです。

要件に基づいて、属性、式、および手順を追加できます。（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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プレシジョンキューの編集

プレシジョンキューを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 リソースマネージャで、編集するプレシジョンキューを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]
パネルのリストビューを使用してそのフォルダのプレシジョンキューを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するプレシジョンキューをクリックします。

このプレシジョンキューの詳細が [詳細（Details）]パネルに表示されます。

ステップ 5 [詳細（Details）]パネルで該当するタブをクリックし、目的に合わせて変更を行います。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

プレシジョンキューの削除

プレシジョンキューを削除するには、以下の手順を実行します。

ルーティングスクリプトで参照されているプレシジョンキューは削除できません。プレシジョ

ンキューを削除するには、参照を削除します。

（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 リソースマネージャで、削除するプレシジョンキューを含むフォルダに移動し、[項目（Items）]
パネルのリストビューを使用してそのフォルダのプレシジョンキューを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する1つ以上のプレシジョンキューのチェックインをオンにし
ます。

ステップ 5 [Delete（削除）]をクリックします。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

ルーティングスクリプトの作成

ルーティングスクリプトを作成するには、次の図を参照してください。
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図 8 :ルーティングスクリプトの作成

ネットワーク VRUスクリプトの構成

•ネットワーク VRUスクリプトの作成（228ページ）
•ネットワーク VRUスクリプトの編集（229ページ）
•ネットワーク VRUスクリプトの削除（230ページ）

ネットワーク VRUスクリプトの作成

ネットワーク VRUスクリプトを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 ネットワーク VRUスクリプトを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）]を選択して、[ネットワークVRUスクリプト（Network Vru Script）]
をクリックします。

ステップ 5 次のようにフィールドに入力します。

a) Name*（必須）ースクリプトを識別する一意の名前を入力します。
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例：

Play_Welcome
b) Network VRU*（必須）ードロップダウンリストでネットワーク VRUを選択します。
c) VRU Script Name*（必須）ー Unified CVPで認識されているスクリプト名を入力します。
d) Configuration Parameter（オプション）ー IVRサービスを追加パラメータに渡すためにUnified

CVPが使用する文字列。文字列の内容は、アクセスされるマイクロアプリケーションに
よって異なります。

e) Timeout*（必須）ースクリプトを実行するように指示した後に、システムがルーティング
クライアントからの応答を待機する秒数を示す数字を入力します。

f) Interruptible（オプション）ーたとえば、エージェントが電話対応できるようになった時な
どにスクリプトを中断できるかどうかを示すチェックボックスです。

• [詳細（Advance）]タブで、デフォルトのエンタープライズ名が生成されます。

•ネットワークVRUスクリプトの初回作成時は、オーディオファイルをアップロー
ドできません。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ネットワーク VRUスクリプトの編集

ネットワーク VRUの詳細を編集し、オーディオファイルを VRUスクリプトに関連付けるに
は、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するネットワーク VRUスクリプトを含むフォルダを選択します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するネットワーク VRUスクリプトをクリックします。

ステップ 5 [オーディオ（Audio）]タブをクリックします。

ステップ 6 [参照（Browse）]をクリックし、ハードドライブからオーディオファイルを選択します。

ステップ 7 [アップロード（Upload）]をクリックします。

ステップ 8 ファイルをアップロードしたら、[保存（Save）]をクリックします。
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ネットワーク VRUスクリプトの削除

スクリプトで参照されているダイヤル番号は削除できません。ダイヤル番号を削除するには、

この参照を削除する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するネットワーク VRUスクリプトを含むフォルダを選択します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するネットワーク VRUスクリプトをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]オプションを選択します。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択し、ネットワーク VRUスクリプトを削除します。

ダイヤル番号の構成

ダイヤル番号を構成するには、以下の手順を実行します。

•ダイヤル番号の作成（230ページ）

•ダイヤル番号の編集（231ページ）

•ダイヤル番号の削除（231ページ）

ダイヤル番号の作成

1つ以上のダイヤル番号を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 ダイヤル番号を作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [ダイヤル番号（Dialed Number）]の順に選択します。

ステップ 5 ダイヤル番号について最大 32文字の一意の名前を入力します。

この名前は英数字、ピリオド、および下線だけで構成する必要があります。

ワイルドカードのダイヤル番号は、以下のパターンに従います。
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例：

7xx

ステップ 6 [ダイヤル番号（Dialed Number）]フィールドと同様にフィールドに入力します。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックして、このダイヤル番号に関連付けるコールタイプとその他のダイ
ヤル情報を指定します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ダイヤル番号の編集

ダイヤル番号を編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して、そのフォルダ
内のダイヤル番号を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するダイヤル番号をクリックします。

ステップ 5 変更後、[保存（Save）]をクリックします。

ダイヤル番号の削除

1つ以上のダイヤル番号を削除するには、以下の手順を実行します。

スクリプトで参照されているダイヤル番号を削除することはできません。ダイヤル番号を削除

するには、参照を削除してください。

（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するダイヤル番号を含むフォルダを選択し、 [項目（Item）]パネルリストビューを使用し
てフォルダ内のダイヤル番号を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するダイヤル番号を選択します。

ステップ 5 [Delete（削除）]をクリックします。
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ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

エンタープライズスキルグループの構成

エンタープライズスキルグループを構成するには、以下の手順を実行します。

•エンタープライズスキルグループの作成（232ページ）

•エンタープライズスキルグループ構成の編集（232ページ）

•エンタープライズスキルグループの削除（233ページ）

エンタープライズスキルグループの作成

エンタープライズスキルグループを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 エンタープライズスキルグループを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [エンタープライズスキルグループ（Enterprise Skill Group）]の順
に選択します。

ステップ 5 グループの一意の名前を入力します。

ステップ 6 エンタープライズスキルグループを作成するために必要なすべてのフィールドに入力します。

ステップ 7 スキルグループをグループに割り当てるには、[追加（Add）]をクリックし、1つ以上のスキ
ルグループを選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

エンタープライズスキルグループ構成の編集

エンタープライズスキルグループを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 フォルダツリーパネルで、編集するフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビュー
を使用して、そのフォルダ内のエンタープライズスキルグループを表示します。
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ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するグループを選択します。

ステップ 5 変更後、[保存（Save）]をクリックします。

エンタープライズスキルグループの削除

エンタープライズスキルグループを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するエンタープライズスキルグループが含まれるフォルダに移動し、[項目（Items）]パ
ネルのリストビューを使用して、そのフォルダ内のエンタープライズスキルグループを表示

します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する 1つ以上のエンタープライズスキルグループのチェック
ボックスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択します。

拡張コール変数の構成

拡張コール変数を構成するには、以下の手順を実行します。

•拡張コール変数の作成（233ページ）

•拡張コール変数の編集（234ページ）

•拡張コール変数の削除（234ページ）

拡張コール変数の作成

拡張コール変数を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 拡張コール変数を作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [拡張コール変数（Expanded Call Variable）]の順に選択します。
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ステップ 5 次のフィールドに必要な情報を入力します。

a) [名前（Name）]フィールドに一意の名前を入力します。

b) [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

c) [最大長（Maximum Length）]フィールドに、コール変数の最大長を入力します。

d) オプションで、[永続（Persistent）]をオンにします。

e) オプションで、[有効化（Enabled）]チェックボックスをオンにします。

f) オプションで、[ECCアレイ（ECC Array）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [詳細（Advanced）]タブで、コール変数の終了日を設定します。

終了日を設定するには、[永久（Forever）]チェックボックスをオフにします。（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

拡張コール変数の編集

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 拡張コール変数を変更するフォルダを選択します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルの [拡張コール変数（Expanded Call Variable）]をクリックします。

ステップ 5 変更する拡張コール変数を選択します。

ステップ 6 必要に応じて、[詳細（項目）]タブのフィールドを変更します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

拡張コール変数の削除

拡張コール変数を削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除する拡張コール変数を含むフォルダを選択し、拡張コール変数を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する拡張コール変数を選択します。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択します。

フォルダの構成

フォルダ構成に対して以下の手順を実行します。

•フォルダの作成（235ページ）

•フォルダ名の変更（235ページ）

•フォルダの移動（236ページ）

•フォルダの削除（236ページ）

フォルダの作成

フォルダを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 新しいフォルダを作成するフォルダ/テナントを選択します。

ステップ 4 [システム（System）] > [フォルダ（Folder）]の順に選択します。

ステップ 5 [名前（Name）]フィールドに、新しいフォルダの名前を入力します。

ステップ 6 オプションで、[説明（Description）]フィールドに、フォルダの説明を入力します。

ステップ 7 必要に応じて、[権限の継承（Inherit Permissions）]チェックボックスをオフにして、このフォ
ルダをポリシールートにします。ポリシールートは、セキュリティ権限をその親フォルダか

ら継承しません。

ステップ 8 ツリー構造で同じ地点にさらにフォルダを作成する場合は、[続けて作成（Create Another）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックして、新しいフォルダをツリーに保存します。

フォルダ名の変更

手順

[リソースマネージャ（Resource Manager）]のフォルダツリーパネルにあるフォルダを右ク
リックし、[フォルダの名前変更（Rename Folder）]を選択し、必要な名前を入力します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
235

管理（Administration）

フォルダの構成



フォルダの移動

フォルダを移動するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [項目（Items）]パネルで [フォルダ（Folders）]をクリックします。

ステップ 4 移動するフォルダのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [移動（Move）]をクリックします。

ステップ 6 フォルダツリーで、フォルダの移動先のロケーションを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ドラッグアンドドロップオプションを使用してもフォルダを移動することができます。

フォルダの削除

フォルダを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [項目（Items）]パネルで [フォルダ（Folders）]をクリックします。

ステップ 4 削除するフォルダのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 [フォルダの削除（Delete folder）]ダイアログで、 > [はい（Yes）]の順に選択します。

グループの構成

以下の手順を完了して、グループを構成します。

•グループの作成（237ページ）

•グループの編集（237ページ）

•グループの移動（238ページ）

•グループの削除（238ページ）
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グループの作成

グループを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者/テナント/サブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 新しいフォルダを作成するフォルダまたはテナントを選択します。

ステップ 4 [システム（System）] > [グループ（Group）]の順に選択します。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

a) [名前（Name）]フィールドに、新規グループの名前を入力します。

フォルダが異なればグループに同じ名前を使用できます。

b) [説明（Description）]フィールドに、その権限の概要や、対象ユーザのカテゴリなど、グ
ループの説明を入力します。

c) 複数のグループを作成する場合、[続けて作成（Create Another）]チェックボックスをオン
にすると、このグループを作成した後でも引き続き [グループの新規作成（Create a new
group）]ページが表示されます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

グループの編集

グループの詳細を編集または表示するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者/テナント/サブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するグループを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して
フォルダのグループを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するグループを選択します。

ステップ 5 必要に応じて、グループの詳細を編集します。

ステップ 6 [メンバー（Members）]タブをクリックして、グループのメンバーを追加または削除します。

ステップ 7 [グループ（Groups）]タブをクリックして、他のグループからグループを追加または削除しま
す。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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グループの移動

グループを移動するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者/テナント/サブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioing）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 移動するグループを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して
フォルダのグループを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、移動するグループを選択します。

ステップ 5 [移動（Move）]をクリックします。

ステップ 6 グループを移動するテナントまたはフォルダに移動します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

グループの削除

グループを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者/テナント/サブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するグループを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して
フォルダのグループを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するグループを選択します。

ステップ 5 [削除（Delete）]オプションをクリックし、プロンプトが表示されたら削除の確認をします。

ラベルの構成

ラベルを構成するには、以下の手順を実行します。

•ラベルの作成（239ページ）

•ラベルの編集（239ページ）

•ラベルの削除（239ページ）
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ラベルの作成

ラベルを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 ラベルを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [ラベル（Label）]の順に選択します。

ステップ 5 ラベルのすべてのフィールドに入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ラベルの編集

ラベルを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するラベルを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して、
そのフォルダのラベルを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するラベルをクリックします。

ステップ 5 変更後、[保存（Save）]をクリックします。

ラベルの削除

ラベルを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するラベルを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して、そ
のフォルダのラベルを表示します。
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ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する 1つ以上のラベルのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 [ラベルの削除（Delete Labels）]ダイアログボックスで、 > [はい（Yes）]の順に選択します。

個人の構成

個人を構成するには、以下の手順を実行します。

•個人の作成（240ページ）

•個人の編集（241ページ）

•個人の削除（241ページ）

個人の作成

個人を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーまたはスーパーバイザユーザーとして Unified CCDM
ポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）]を選択します。

ステップ 3 個人を作成します。

•テナントまたはサブカスタマーユーザーとしてログインした場合は、[リソースマネージャ
（Resource Manager）]を選択し、エージェントを作成するフォルダを選択します。[リ
ソース（Resource）] > [個人（Person）]の順に選択します。

•スーパーバイザユーザーの場合は、[エージェントチームマネージャ（Agent Team
Manager）]を選択し、[新しい個人（New Person）]をクリックします。

ステップ 4 個人の必須フィールドに値を入力します。

ステップ 5 [機器（Equipment）]タブで [Unified Contact Center Enterprise]を選択します。

ステップ 6 [詳細設定（Advanced）]タブで、有効開始日と有効終了日を設定します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

個人を作成した後は、その個人の Unified CCDMアカウントの詳細を別の個人から編
集することはできません。Unified CCDMアカウントの詳細を直接編集する必要があ
ります。

個人は既存の Unified CCDMユーザーアカウントとリンクできません。

（注）
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個人の編集

個人を編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集する個人を含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して、そ
のフォルダの個人を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集する個人をクリックします。

ステップ 5 オプションで、次のようにパスワードをリセットします。

a) [詳細（Details）]タブを選択します。

b) [パスワードのリセット（Reset Password）]チェックボックスをオンにします。

c) 新しいパスワードを入力し、確認します。

ステップ 6 変更後、[保存（Save）]をクリックします。

個人の削除

個人を削除するには、以下の手順を実行します。

個人に関連付けられているすべてのエージェントを削除します。（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除する個人を含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルリストビューを使用して、その
フォルダの個人を削除します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除する個人のチェックボックスをオンにします（複数可）。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択します。

スーパーバイザの構成

スーパーバイザを構成するには、以下の手順を実行します。
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始める前に

これは、スーパーバイザがドメインアカウントに関連付ける必要があるSmall Contact Center展
開のサブカスタマーユーザーに適用されます。

1. [セキュリティ（Security）] > [サブカスタマーテナント（Sub-customer Tenant）]の順に選
択します。

2. [ユーザータブ（User Tab）] > [ユーザー（User）]の順に選択し、[権限の変更（Change
Permission）]をクリックします。

3. サブカスタマーテナントに対して、[完全な権限（Full Permission）]チェックボックスを
オンにし、[OK]をクリックします。

4. このサブカスタマーテナントを [詳細なグループ（Advanced Group）]に追加します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして CCDMポータルにログインし、[リソースマ
ネージャ（Resource Manager）]を選択します。

ステップ 2 [リソースマネージャ（Resource Manager）]でスーパーバイザにするエージェントを含むフォ
ルダを選択するか、スーパーバイザとして構成する新規エージェントを作成します。詳細につ

いては、「エージェントの作成（216ページ）」を参照してください。

ステップ 3 [スーパーバイザ（Supervisor）]タブをクリックし、[スーパーバイザ（Supervisor）]チェック
ボックスをオンにします。スーパーバイザが非 SSOエージェントの場合は、以下の手順を実
行します。

a) ドメインアカウント（コンタクトセンターネットワークのコンピュータにログインする

際にエージェントが使用するアカウント）にエージェントを関連付けます。

通常、Unified CCDMからドメインアカウントを設定することはできません。こ
れは、セキュリティルールによって防止されるためです。使用するドメインアカ

ウントがわからない場合は、管理者にお問い合わせください。

（注）

b) アカウント名を入力し、[検索（Find）]をクリックし、正しいアカウントを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

サービスの構成

サービスを構成するには、以下の手順を実行します。

•サービスの作成（243ページ）

•サービスの編集（243ページ）

•サービスの削除（243ページ）

（注）
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サービスの作成

サービスを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルにテナントとしてログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 左側のパネルから、サービスを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）]ドロップダウンリストで [サービス（Service）]を選択します。

ステップ 5 必要なフィールドに入力します。

ステップ 6 [詳細（Advanced）]タブにある [メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）]
ドロップダウンリストで Cisco_Voiceを選択します。

ステップ 7 [スキルグループ（Skillgroups）]タブに移動し、追加するスキルグループをオンにして、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

サービスの編集

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルにテナントとしてログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 左側のパネルから、編集またはサービスを表示するフォルダに移動します。
[項目（Item）]パネルにすべてのサービスのリストが表示されます。

ステップ 4 編集するサービスをクリックします。

ステップ 5 編集後、[保存（Save）]をクリックします。

サービスの削除

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルにテナントとしてログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 左側のパネルから、サービスを削除するフォルダを選択します。
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ステップ 4 削除するリストでサービスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）] > > [はい（Yes）]の順に選択します。

スキルグループの構成

スキルグループを構成するには、以下の手順を実行します。

•スキルグループの作成（244ページ）

•スキルグループの編集（244ページ）

•スキルグループの削除（245ページ）

スキルグループの作成

スキルグループを作成するには、以下の手順を実行します。

スキルグループを作成すると、デフォルトルートが作成されます。（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、スキルグループを作成するフォルダを選択しま
す。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [スキルグループ（Skill Group）]の順に選択します。

ステップ 5 グループの一意の名前を入力します。

ステップ 6 [エージェント（Agents）]タブを選択し、エージェントのチェックボックスをオンにしたら、
[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

スキルグループの編集

スキルグループを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。
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ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するスキルグループを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルのリストビューを使
用して、そのフォルダ内のスキルグループを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するスキルグループをクリックします。

[詳細（Details）]パネルにこのスキルグループの詳細が表示されます。

ステップ 5 タブをクリックし、変更するフィールドを編集します。

ステップ 6 オプションで、スキルグループからエージェントを削除するには、[エージェント（Agents）]
タブを選択し、チームから削除するエージェントを選択します。

ステップ 7 [Remove]をクリックします。

ステップ 8 オプションで、スキルグループからルートの関連付けを削除するには、[ルート（Route）]タ
ブを選択し、削除するルートの [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 9 オプションで、スキルグループに関連付けられている既存ルートの詳細を編集するには、[ルー
ト（Route）]タブを選択し、削除するルートの [編集（Edit）]をクリックします。[更新
（Update）]をクリックします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

スキルグループの削除

スキルグループを削除するには、以下の手順を実行します。

スクリプトで参照されているスキルグループを削除することはできません。スキルグループを

削除するには、参照を削除します。

（注）

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するスキルグループを含むフォルダを選択し、[項目（Items）]パネルのリストビューを使
用して、そのフォルダ内のスキルグループを表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するスキルグループを選択します。

スキルグループがどのサービスにもマッピングされていないことを確認します。（注）

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

スキルグループの削除ページが表示されます。

ステップ 6 > [はい（Yes）]の順に選択します。
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スキルグループが削除されます。

ルートの構成

ルートを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、ルートを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、[スキルグループ（Skill Group）]をクリックしま
す。

ステップ 5 ルートを作成するスキルグループを選択します。

ステップ 6 [ルート（Routes）]タブを選択します。

ステップ 7 [ルート名（Route Name）]フィールドでスクリプトを識別する一意の名前を入力します。

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントの再スキルとエージェントチームマネージャ

スーパーバイザロールを持つユーザーとしてログインすると、エージェントの再スキル化と

エージェントチームマネージャを実行できます。

これらのタスクを実行する前に、ユーザーが作成されていることを確認します。ユーザーを作

成するには、「ユーザーの作成（211ページ）」を参照し、スーパーバイザロールを割り当て
るには、「ロールをユーザーに割り当てる（213ページ）」を参照してください。

CCDMでのエージェントの再スキルおよびエージェントチームマネージャのスーパーバイザ構成

手順

ステップ 1 管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 リソースをクリックし、[エージェント（Agent）]リソースを選択します。

ステップ 4 スーパーバイザに対してエージェントを選択します。
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ステップ 5 [スーパーバイザ（Supervisor）]タブで、[スーパーバイザ（Supervisor）]チェックボックスを
オンにし、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [個人（Person）]タブで、goto personアイコンを選択します。

ステップ 7 [ポータル（Portal）]タブで、ポータルアカウントをクリックし、既存のユーザーをクリック
します。

ステップ 8 テナントを選択したら、ユーザの一覧からスーパーバイザを選択します。

ステップ 9 次へのアイコンをクリックします。

[ユーザーのグループ（User's Group）]ダイアログボックスを表示します。

ステップ 10 スーパーバイザグループがユーザーに追加されていることを確認し、[保存（Save）]をクリッ
クします。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

スーパーバイザエージェントとエージェントチームの関連付け

手順

ステップ 1 管理者として、Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [リソース（Resource）]をクリックし、[エージェント（Agent）]をクリックします。

ステップ 4 スーパーバイザエージェントを選択します。

ステップ 5 [エージェントチーム（Agent Team）]タブで、追加するエージェントチームを選択し、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 6 Supervisory Role列で、ドロップダウンリストで [プライマリ（Primary）]を選択し、[保存
（Save）]をクリックします。

スキルグループの表示

スキルグループを表示するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スーパーバイザとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [エージェントの再ス
キル（Agent Re-Skilling）]の順に選択します。

ステップ 3 [スキルグループ（Skill Group）]ドロップダウンリストで、表示するスキルグループを選択し
ます。

選択したスキルグループのエージェントのリストを表示します。
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ステップ 4 エージェントの詳細を変更するには、[エージェントに移動（Goto Agent）]アイコンをクリッ
クします。

スキルグループにエージェントを追加

スキルグループにエージェントを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スーパーバイザとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [エージェントの再ス
キル（Agent Re-Skilling）]の順に選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、[スキルグループ（Skill Group）]を選択します。
選択したスキルグループのエージェントのリストを表示します。

ステップ 4 [周辺機器上のエージェント（My Agents on Peripheral）]リストで、スキルグループに追加す
るEメールを選択したら、[追加（Add）]をクリックします。

エージェント名の一部を検索バーに入力すると、エージェントを検索できます。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

スキルグループからエージェントを削除

スキルグループからエージェントを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スーパーバイザとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [エージェントの再ス
キル（Agent Re-Skilling）]の順に選択します。

ステップ 3 スキルグループを選択し、1人以上のエージェントを削除します。

ステップ 4 トップリストでチェックボックスを使用し、スキルグループから削除するエージェントを選
択します。

ステップ 5 エージェント名の一部を検索ボックスに入力し、[検索（Search）]をクリックすると、指定し
た検索文字列でエージェントリストがフィルタ処理されます。

ステップ 6 [削除（Remove）]をクリックして、エージェントをこのスキルグループから削除します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックして変更を保存するか、[キャンセル（Cancel）]をクリックして詳
細を開始前の状態に戻します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
248

管理（Administration）

スキルグループにエージェントを追加



エージェントチームの表示

スーパーバイザユーザとしてログインし、次の手順を実行してエージェントチームを表示しま

す。

手順

ステップ 1 スーパーバイザとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [エージェントチーム
マネージャ（Agent Team Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [エージェントチーム（Agent Team）]ドロップダウンリストを選択し、表示するエージェント
チームを選択します。

選択したエージェントチームのエージェントのリストを表示します。

エージェントチームの変更

エージェントのチームを変更するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スーパーバイザとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [エージェントチーム
マネージャ（Agent Team Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [マイエージェントチーム（My Agent Team）]ドロップダウンリストで、エージェントが属す
るエージェントチームを選択します。

ステップ 4 エージェントの詳細を変更するには、[エージェントに移動（Goto Agent）]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 5 [エージェントチーム（Agent Team）]タブを選択します。
エージェントチームのエージェントの現在のメンバーシップを表示します。

ステップ 6 オプションで、削除するエージェントチームのチェックボックスをオンにし、[削除（Remove）]
をクリックします。

ステップ 7 オプションで、リストから追加するエージェントチームを選択し、[追加（Add）]をクリック
します。

そのチームのメンバーとしてエージェントを追加するには、[メンバー（Member）]
チェックボックスをオンにします。メンバーではなくスーパーバイザエージェントの

場合は、プライマリまたはセカンダリスーパーバイザとしてエージェントを追加する

こともできます。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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ユーザー変数の構成

ユーザー変数を構成するには、以下の手順を実行します。

•ユーザー変数の作成（250ページ）

•ユーザー変数の編集（250ページ）

•ユーザー変数の削除（250ページ）

ユーザー変数の作成

ユーザー変数を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、ユーザー変数を作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [ユーザー変数（User Variable）]の順に選択します。

ステップ 5 ユーザー変数に必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [詳細設定（Advanced）]タブで、有効開始日と有効終了日を設定します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザー変数の編集

ユーザー変数を編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 編集するユーザー変数を含むフォルダを選択して、[項目（Items）]パネルリストビューを使
用してそのフォルダのユーザー変数を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、編集するユーザー変数をクリックします。

ステップ 5 変更後、[保存（Save）]をクリックします。

ユーザー変数の削除

ユーザ変数を削除するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するユーザー変数を含むフォルダを選択して、[項目（Items）]パネルリストビューを使用
してそのフォルダのユーザー変数を表示します。

ステップ 4 [項目（Items）]パネルで、削除するユーザー変数のチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 [ユーザー変数の削除（Delete User Variables）]ダイアログボックスで、 > [はい（Yes）]の順
に選択します。

ユーザー変数が削除されます。

Unified CCDMバージョンの表示

Unified CCDMバージョンを表示するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 設定ページで、[設定（Settings）]をクリックします。

ステップ 2 [About]をクリックします。

システムにインストールされている Unified CCDMバージョンを表示します。

Unified CCDMを使用した一括操作

一括アップロードツールは、多数のリソース項目を Unified CCDMにインポートする際に使用
します。これは、標準の CSV形式を使用してリソースの属性を入力し、エージェントやスキ
ルグループなどのリソースを生成するために使用します。すべての CSVファイルには、各値
の入力先を示すヘッダーが必要です。これらヘッダーは、Unified CCDMの適切な一括アップ
ロードページからダウンロードしたテンプレートが提供します。次のリソースを一括アップ

ロードできます。

•エージェント
•エージェントデスクトップ
•エージェントチーム
•コールタイプ
•部署
•ダイヤル番号
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•エンタープライズスキルグループ
•スキルグループ
•ユーザー変数
•フォルダ
•ネットワーク VRUスクリプト
•ラベル
•個人
•ユーザー
•プレシジョン属性
•プレシジョンキュー

Unified CCDMの一括アップロード

Unified CCDMを一括アップロードするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioing）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 必要なフォルダをクリックします。

ステップ 4 [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで [アップロード（Upload）]をクリックし、ドロップ
ダウンリストで一括アップロードする項目タイプを選択します。

一括アップロード制御ページが表示されます。

ステップ 5 選択したリソースのテンプレートを選択します。ページの上部近くにある水平のツールバーに
は、テンプレートのリンクがあります。選択するとダウンロードボックスが表示され、マシン

に CSVファイルを保存できます。に移動します。

ステップ 6 必要なエディタ（メモ帳など）でテンプレートを開き、データの入力を開始するか、または別
のソースからデータをペーストします。

一括アップロードテンプレートの詳細については、『Cisco Unified Contact Centerドメインマ
ネージャ用ユーザーガイド』を参照してください。

ステップ 7 [一括アップロード制御（Bulk Upload Control）]ページに戻り、パスが正しく設定されている
ことを確認します。

このパスは、CSVファイルの Path列を削除した時のみ使用されます。このオプショ
ンは、フォルダ、ダッシュボードレイアウト、またはダッシュボードスタイルには

使用できません。

（注）

ステップ 8 データを入力した CSVファイルを参照します。

ステップ 9 [アップロード（Upload）]をクリックします。

画面下の進捗バーに、アップロードの進捗が表示されます。
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1つの CSVファイルにつき、500項目を超えてアップロードしないでください。（注）

CSVファイル作成テンプレート

データ型

CSVファイルの作成には、以下のデータタイプが使用されます。

•標準命名規則（SNC）。これは、感嘆符やハイフンを含まない英数字データですが、下線
は使用できます。

• BOOLEAN値は以下のいずれかの値です。

• TRUE。

• FALSE。

•空のフィールド。このフィールドを空にすると、フィールドはデフォルトで FALSE
に設定されます。

• Y/Nは Booleanに似ていますが、指定できるのは Yまたは Nの値だけです。

•日付形式は、<Year>-<Month>-<Day>の汎用日付形式です。たとえば、2006-08-30です。

•ハイフン（-）のマークが付いているデータ型は、フィールドへの入力に制限がないこと
を意味します（ネイティブ CSV形式によって課される制限を除く）。

•カラムで値のリストがサポートされる場合（たとえば、エージェントが複数のスキルグ
ループに属している場合）、各スキルグループをセミコロン（;）で区切ります。たとえ
ば、Skillgroup1; Skillgroup2; Skillgroup3です。

グローバルテンプレートカラム

明記されている場合を除き、これらの列は、すべてのテンプレートファイルで共通です。

Required?列は、列を完全に削除できるかどうかを示します。
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説明必須かどう

か

データタイ

プ

カラム名

リソースを作成できるツリーの場所を示します。

一括アップロード画面でパスを指定する場合、こ

のカラムを削除する必要があります。

列をそのままにして、値を設定しない場

合、ルートディレクトリにアップロード

が試行されます。これは、フォルダなど

の項目には有効ですが、エージェントや

スキルグループなどのリソースには使用

できません。この列を完全に削除する

と、一括アップロードを開始したときに

作業中のフォルダにリソースをアップ

ロードします。

（注）

なしパスパス

Unified CCDMシステムのリソース名。これは一意
名でなければなりません。ほとんどの場合、これ

はプロビジョニングされません。

可能SNC名前

作成された寸法を示します。これはプロビジョニ

ングされません。

はい—説明

作成されるリソースの名前です。このフィールド

はプロビジョニングされます。空白のままにする

と、エンタープライズ名が生成されます。

×SNCEnterpriseName

リソースがアクティブになる日付です。デフォル

トは現在の日付です。

この日付はローカライズされず、UTC日
付として扱われます。

（注）

なし日付EffectiveFrom

リソースが非アクティブになる日付です。デフォ

ルトは foreverです。

この日付はローカライズされず、UTC日
付として扱われます。

（注）

なし日付EffectiveTo
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部署テンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

作成する部署名。この

フィールドはプロビ

ジョニングされます。

空白のままにすると、

エンタープライズ名が

生成されます。

×SNCEnterpriseName

Unified CCDMシステ
ムの部署名。これは一

意名でなければなりま

せん。ほとんどの場

合、これはプロビジョ

ニングされません。

可能SNC名前

リソースがアクティブ

になる日付です。デ

フォルトは現在の日付

です。注意：この日付

はローカライズされ

ず、UTC日付として扱
われます。

なし日付EffectiveFrom

リソースが非アクティ

ブになる日付です。デ

フォルトは foreverで
す。注：この日付は

ローカライズされず、

UTC日付として扱われ
ます。

なし日付EffectiveTo

個人テンプレート

説明必須かどう

か

データタイ

プ

カラム名

Unified CCEのインスタンス名またはこの個人を
追加するUnified CM。この名前は、Unified CCDM
クラスタ構成ユーティリティの構成時に指定した

機器インスタンス名に直接該当します。

非対応SNCEquipmentName

個人の名です。可能SNCFirstName

個人の姓です。可能SNCLastName

個人の周辺機器ログイン名です。可能SNCLoginName
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個人の周辺機器ログインパスワードです。はいパスワードPassPhrase

この個人を表す部署。×エンタープ

ライズ名

DepartmentMember

エージェントテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

周辺機器で認識される

サービス番号です。

×数値PeripheralNumber

関連付けられている周

辺機器のエージェント

を識別する名前。

なしSNCPeripheralName

エージェントがスー

パーバイザかどうかを

示します。スーパーバ

イザカラム名は、

Unified CCDMシステム
ユーザーを作成しませ

んが、このエージェン

トをドメインログイン

名にバインドできま

す。

なしブールスーパーバイザ

（Supervisor）

ソフトウェアがエー

ジェントのエージェン

ト状態のトレースデー

タを収集するかどうか

を示します。

なしY/NAgentStateTrace

このエージェントが関

連付けられているドメ

インユーザのログイン

名です。ログイン名に

よく使用される形式

は、<domain>
\<username>です。

エージェントがスー

パーバイザの場合

NETBIOSログイン名DomainLogin

エージェントが関連付

けられているドメイン

ユーザのユーザー名で

す。

エージェントがスー

パーバイザの場合

NETBIOSユーザ名DomainUserName
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

このエージェントを割

り当てる周辺機器で

す。

はいエンタープライズ名 －
PG 名

PeripheralMember

このエージェントが使

用するデスクトップで

す。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
AgentDesktopMember

このエージェントを表

す個人です。

可能エンタープライズ名

（Enterprise Name）
PersonMember

このエージェントが属

するチームです。チー

ムは同じ周辺機器にる

必要があります。そう

でないとプロビジョニ

ングが失敗します。ま

た、このカラムには

キャパシティの制限が

ある場合があります。

たとえば、1つのチーム
に多数のエージェント

が許可されているため

に、チームのキャパシ

ティに達していること

もあります。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
AgentTeamMember

このエージェントが属

する 1つまたは複数の
スキルグループ。スキ

ルグループは同じ周辺

機器にる必要がありま

す。そうでないとプロ

ビジョニングが失敗し

ます。複数のスキルグ

ループを指定するに

は、各スキルグループ

をセミコロン（;）文字
で区切ります。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
SkillGroupMember

エージェントを表す部

署。

×エンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

このエージェントが持

つ属性、および各値。

「=」を使用して値を割
り当て、複数の属性を

セミコロン（;）で区切
ります。

例：Spanish = 5、
MortgageTraining = True

いいえエンタープライズ名と

値

PrecisionAttributeMember

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
DefaultSkillGroup

エージェントデスクトップテンプレート

説明必須かどうかデータタ

イプ

カラム名

着信コールの後に、エージェン

トが後処理データを入力できる

かまたはその必要があるかどう

かを示します。

0：必須

1：オプション

2：許可しない

3：後処理データで必須値が空白
の場合、デフォルト値である 1
が割り当てられます。

×数値WrapupDataIncomingMode

発信コールの後に、エージェン

トが後処理データを入力できる

かまたはその必要があるかどう

かを示します。

0：必須

1：オプション

2：許可しない

3：後処理データで必須値が空白
の場合、デフォルト値である 1
が割り当てられます。

×数値WrapupDataOutgoingMode
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コールを後処理するためにエー

ジェントに割り当てられた秒単

位の時間（1～ 7200）です。

デフォルト値は 7200です。

×数値WorkModeTimer

モバイルエージェントが処理さ

れる方法を示します。

0：リモートアクセスなし

1：コールルーティングごとの
コールを使用

2固定接続を使用

3：ログイン時にエージェントが
ルーティングを選択

4：後処理で必須。値が空欄の場
合は、デフォルト値である 1を
割り当て。

×数値RemoteAgentType

このエージェントデスクトップ

が表す部門

×英数字DepartmentMember

エージェントチームテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

このエージェントチー

ムを割り当てる周辺機

器です。

はいエンタープライズ名 －
PG 名

PeripheralMember

このエージェントチー

ムに使用するダイヤル

番号です。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
DialedNumberMember

エージェントチームを

表す部署。

×エンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember
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コールタイプテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

システムソフトウェア

がスキルグループの

サービスレベルを計算

する方法を示します。

このフィールドの値が

0の場合、Unified CCE
は関連する周辺機器と

MRDのペアに対して
デフォルトの値を使用

します。指定可能な値

は次の通りです。0ま
たは、空欄=デフォル
トを使用。1 =放棄呼
を無視。2 =放棄呼を
マイナスの影響として

処理。3 =放棄呼をプ
ラスの影響として処

理。

なし数値ServiceLevelType

サービスレベルに対す

る秒単位でのサービス

レベルのしきい値で

す。このフィールドが

負の値の場合、周辺機

器表のサービスレベル

しきい値フィールドの

値が使用されます。

なし数値ServiceLevelThreshold

エージェントチームを

表す部署。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember

ダイヤル番号テンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

エージェント/IVRコン
トローラがこのダイヤ

ル番号を識別する文字

列の値。

可能SNCダイヤル番号
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

ルーティング要求を

Unified CCEに送信す
るためにこの番号が使

用する NICまたは PG
などのルーティングク

ライアントの名前。

可能SNCRoutingClient Member

メディアルーティング

ドメインの名前。

可能SNCMediaRouting
DomainMember

エージェントチームを

表す部署。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember

スキルグループテンプレート

説明必須かどう

か

データタイ

プ

カラム名

周辺機器で認識されるサービス番号で

す。

×数値PeripheralNumber

サイトで認識される周辺機器の名前で

す。

非対応SNCPeripheralName

この周辺機器に関連付けられている値を

使用しないこのスキルグループの値。

なし数値AvailableHoldoffDelay

スキルのルーティング優先順位です。こ

れは 0に設定してください。
なし数値優先順位

サービスの内線番号。なし数値Extension

Unified CCEがエージェントを選択する
かどうかを示します。

なしY/NIPTA

サービスレベルに対する秒単位でのサー

ビスレベルのしきい値です。このフィー

ルドが負の値の場合、周辺機器表の[サー
ビスレベルしきい値（Service Level
Threshold）]フィールドの値が使用され
ます。

なし数値ServiceLevelThreshold
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システムソフトウェアがスキルグルー

プのサービスレベルを計算する方法を示

します。このフィールドの値が 0の場
合、Unified CCEは関連する周辺機器と
MRDのペアに対してデフォルトの値を
使用します。次の値が使用できます。

0 =デフォルトを使用

1 =放棄呼を無視する

2 =放棄呼をマイナスの影響として処理

3 =放棄呼をプラスの影響として処理

なし数値ServiceLevelType

通常のエントリは 0（ゼロ）です。0よ
り大きい値を持つすべてのレコードは、

構成目的のためデフォルトのスキルグ

ループと見なされます。Unified CCEは
デフォルトのターゲットスキルグループ

として 1の値があるレコードを使用しま
す。

なし数値DefaultEntry

このスキルグループを割り当てる周辺機

器です。

可能エンタープ

ライズ名

（Enterprise
Name）

PeripheralMember

スキルグループのアップロード後は、こ

のカラム名を変更することはできませ

ん。

可能数値MediaRoutingDomainMember

このスキルグループが表す部署。可能エンタープ

ライズ名

（Enterprise
Name）

DepartmentMember

このスキルグループに関連付けられた

ルートです。ルートのリストを指定する

には、リスト内のルートをセミコロン

（;）で区切ります。

指定する1つ以上のルートがす
でに存在してはいけません。こ

れらは、スキルグループの一

括アップロードの一部として作

成されます。

（注）

なしSNCRouteMember
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エンタープライズスキルグループテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

この項目が属する部署

です。このフィールド

は、テナントをUnified
CCEバージョン 10.0
以降で実行されている

Unified CCEインスタ
ンスに関連付ける場合

のみ有効です。それ以

外の場合、このフィー

ルドが存在するとエ

ラーが報告されます。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember

このエンタープライズ

スキルグループに関連

付けられる 1つまたは
複数のスキルグループ

です。スキルグループ

は、同じ周辺機器にあ

る必要があります。そ

うでないと、プロビ

ジョニングは失敗しま

す。複数のスキルグ

ループを指定するに

は、各スキルグループ

をセミコロン（;）文字
で区切ります。

なしエンタープライズ名

（Enterprise Name）
SkillGroupMember
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ユーザー変数テンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

変数を関連付けるオブジェクトのタイプを示

す数字です。ユーザー変数をオブジェクトに

関連付けない場合は、31（ユーザー変数）を
選択します。有効な番号は次のとおりです。

1：サービス

2：スキルグループ

7：コールタイプ

8：エンタープライズサービス

9：エンタープライズスキルグループ

11：ダイヤル番号

14：周辺機器

16：トランクグループ

17：ルート

20：マスタースクリプト

21：スクリプトテーブル

29：アプリケーションゲートウェイ

31：ユーザー変数

可能数値ObjectType

ラベルテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

ルーティングクライア

ント名（NICまたは
PG）。この番号は、
ルーティング要求を

Unified CCEに送信す
る際に使用します。

可能SNCRoutingClientMember
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

ラベルのタイプ：

• 0：標準

• 1：DNISオーバー
ライド

• 2：ビジー

• 3：リング

• 4：ポストクエリ

• 5：リソース

False数値LableType

ルーティングクライア

ントでラベルを識別す

るために使用される文

字列値

FalseSNCラベル

ネットワーク VRUスクリプトテンプレート

説明必須かどうかデータタイプカラム名

このネットワーク

VRUスクリプトに関
連付けるネットワーク

VRU。

可能SNCNetworkVruMember

VRUスクリプト名の
表現

可能SNCVruScriptName

ネットワーク VRUを
表す部署。

いいえエンタープライズDepartmentMember

スクリプトの実行を開

始した後に、応答を待

機する秒数。

可能数値タイムアウト

フォルダテンプレート

フォルダには、エンタープライズ名、有効開始日、有効終了日のグローバルカラムは使用しま

せん。

（注）
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

アップロードするフォ

ルダにセキュリティを

設定できます。この

フィールドのシンタッ

クスの例については、

「セキュリティフィー

ルドの例」項を参照し

てください。

なしCSS形式のリストセキュリティ

ユーザーテンプレート

ユーザーは、グローバルテンプレートの「パス」および「説明」のグローバル列のみを使用し

ます。

（注）

説明必須かど

うか

データタイプカラム名

アプリケーションにログインする際に使用

するユーザーのログイン名

可能SNCLoginName

新規ユーザーアカウントのパスワードはいパスワード

（Password）
Password

ユーザが上級ユーザかどうかを判断しますなしブールAdvancedMode

ユーザの名なしSNCFirstName

ユーザの姓なしSNCLastName

最初のログイン後に、ユーザのパスワード

をリセットするように指示するプロンプト

を表示するかどうかを判断します

なしブールChangePasswordOn
NextLogon

このユーザのパスワードに有効期限を設定

するかどうかを決定します

なしブールPasswordNeverExpires

ユーザのホームフォルダとして使用される

フォルダへのフォルダパス

なしパスHomeFolder

HomeFolderロケーションのユーザーホーム
フォルダに新規フォルダを作成するかを決

定

なしブールCreateNewUserFolder
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説明必須かど

うか

データタイプカラム名

ユーザが追加されるグループ名（およびそ

れらのパス）のセミコロンによって区切ら

れたリスト。グループ名は一意ではないた

め、/Folder1/Admins;/Folder2/Adminsなどの
ように、パスも指定する必要があります

なしグループ名グループ

ユーザーがシスコの Internet Script Editorに
アクセスできるUnified CCEユーザーにリン
クされるかどうか。該当する場合、次のこ

とが適用されます。

•ログイン名が既存のWindows Active
Directoryユーザーと一致する必要があ
ります。

•インストールでシングルサインオンが
使用されていない場合、指定したパス

ワードが対応する Active Directoryユー
ザーのパスワードと一致する必要があ

ります。

なしブールInternetScriptEditorEnabled

プレシジョン属性テンプレート

次の表に、バルクプレシジョン属性のロードに必要な列を示します。

説明必須かどうかデータタイプカラム名

以下のいずれかの属性

に関連付けられるデー

タのタイプ。

3：ブーリアン（trueま
たは falseのみ）

4：習熟度（数値範
囲）。

可能数値AttributeDataType

明示的に指定された値

がない場合に、エー

ジェントに属性が割り

当てられる際に使用さ

れるデフォルト値。

はい属性データ型に応じた

ブール値または数値

DefaultValue

この属性が表す部署。×エンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember
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プレシジョンキューテンプレート

次の表に、プレシジョンキューの一括ロードに必要なカラムを示します。

説明必須かどうかデータタイプカラム名

このプレシジョン

キューの手順の仕様で

す。「プレシジョン

キュー手順用シンタッ

クス（269ページ）」
を参照してください。

可能__手順

複数のエージェントが

プレシジョンキューの

条件を満たしている場

合に、コールを処理す

るエージェントは次の

順番で選択されます。

1：最も長い間、対応
可能状態のエージェン

ト

2：最もスキルが高い
エージェント

3：最もスキルが低い
エージェント

可能数値AgentOrdering

0～ 2147483647のプレ
シジョンキューのルー

ルを使用して、適切な

エージェントにコール

を割り当てるための、

秒単位のサービスレベ

ルしきい値。

×数値ServiceLevelThreshold
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説明必須かどうかデータタイプカラム名

サービスレベルの計算

で放棄されたコール

は、次の順序で処理さ

れます。

1：放棄呼を無視する

2：放棄呼をマイナス
の影響（つまり、サー

ビスレベルしきい値を

超過する）として処理

3：放棄呼をプラスの
影響（つまり、サービ

スレベルしきい値を満

たす）として処理

なし数値ServiceLevelType

このプレシジョン

キューが表す部署。

×エンタープライズ名

（Enterprise Name）
DepartmentMember

プレシジョンキュー手順用シンタックス

[プレシジョンキュー手順（Precision Queue Steps）]フィールドは、1つ以上の手順で構成され
ています。各手順は、以下の部分に分かれています。

• Consider If式（オプション。ただし、手順がひとつしかない場合は無効、複数の手順があ
る場合は最後の手順で無効とします）。存在する場合は、この条件は手順が適用される状

況を指定します。たとえば、その日に通常よりも多くの未応答通話がある場合のみ手順が

適用される場合があります。

•条件式（各手順で常に必須）。この条件は、エージェントが通話を受信するために必要な
属性を指定します。これは、単純な比較の場合もありますし、andまたはorによってリン
クされた複数の比較が含まれる場合もあります。たとえば、条件式はスペイン語を話し、

住宅ローンを販売する訓練を受け、ロンドン在住のエージェントを指定する場合がありま

す。

• Wait Time（最後の手順を除き常に必要）この条件は、この手順で条件を満たすことがで
きない場合に、次の手順に移る前の秒単位の時間を指定します。たとえば、待機時間の値

が 20の場合、20秒が経過した時点でその手順の条件と一致するエージェントがない場合
は、次の手順が検討されることを意味します。

これらのコンポーネントから [手順（Steps）]フィールドを構築するには、以下の例で示され
ているとおり、各手順をセミコロン（;）で区切り、各手順の部分をコロン（:）で区切ります。

例： ENGLISH1==5:WaitTime=22;ENGLISH1==5:WaitTime=20;ENGLISH==5

（注）
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「English1」および「English」は、プレシジョン属性のエンタープライズ名を示します。

次の例は、3つの手順を含む [手順（Steps）]フィールドを示しています。最初の手順には、
Wait Time式と条件式があります。２つ目には、Consider If式とWait Time式、そして条件式
があります。3つ目は、最後の手順であるため、条件式のみがあります。

最初の手順：

手順の条件を満たすために待機する時間を秒単位で指定します。このシンタックスるは、手順

の一部なので、コロンで終了します。

WaitTime=10:

使用される条件式を指定します。このシンタックスは、手順の最後なので、セミコロンで終了

します。

Spanish >= 5 && MortgageTrained == True && Location == London;

2つ目の手順：

この手順を考慮する状況を指定します。このシンタックスは、手順の一部なので、コロンで終

了します。Consider Ifステートメントのシンタックスについては、以下の注意を参照してくだ
さい。

ConsiderIf=TestforSituation:

手順の条件を満たすために待機する時間を秒単位で指定します。このシンタックスるは、手順

の一部なので、コロンで終了します。

WaitTime=20:

使用される条件式を指定します。このシンタックスは、手順の最後なので、セミコロンで終了

します。

Spanish >= 5 && MortgageTrained == True;

3つ目の手順：

前の手順に失敗した場合に使用される条件式を指定します。

(Spanish >= 5) || (Spanish >=3 && MortgageTrained == True),

ロールの管理

ロールは、グループ化し、ユーザーまたはグループに適用できるタスク一式です。タスクと同

様に、ロールは、フォルダベースのタスク一式が含まれるフォルダベースにすることも、グ

ローバルタスク一式が含まれるグローバルベースにすることもできます。フォルダロールは常

にフォルダに適用されます。特定のフォルダロールを持つユーザーは、そのフォルダ内の項目

に対してそのロールのすべてのタスクを実行できます。グローバルロールを持つユーザーは、

そのグローバルロールのすべてのタスクを実行できます。

デフォルトロール

次のデフォルトロールがシステムで提供されます。

•デフォルトのグローバルロール

• Global Basic -ユーザーに対して基本的なプロビジョニングと機能管理を許可します。
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• Global Advanced -ユーザーに対して、詳細なプロビジョニングと機能管理を許可しま
す。これには、global basic roleで許可されている操作も含まれます。

• Global Host -ユーザーに対して、すべてのライセンス済み機能の使用を許可します。

•デフォルトのフォルダロール

• Supervisor -ユーザーに対して指定したフォルダ内のユーザーとリソースの管理を許
可します。

• Basic -ユーザーに対して、大部分のリソースの参照と指定フォルダ内のレポートとパ
ラメータ一式の管理を許可します。

• Advanced -ユーザーに対して、指定フォルダ内の大部分のリソースの参照とアクセス
を許可します。これには、basic folder roleと the supervisor folder roleで許可されてい
る操作も含まれます。

• Full Permissions -ユーザーに対して、指定フォルダ内のすべてのライセンス済み機能
の使用を許可します。

グローバルロールの作成

グローバルロールを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者として、CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[セキュリティ（Security）] > [ロール（Roles）] > [グローバ
ルロール（Global Roles）]の順に選択します。

ステップ 3 [New]をクリックします。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに、目的のユーザーの権限またはカテゴリを反映する新しいロー
ル名を入力します。

ステップ 5 オプションで、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。これは、付与された権
限の概要などを入力できます。

ステップ 6 有効化するロールのタスクを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

グローバルロールの割り当て

グローバルロールを持つユーザーを割り当てるには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 管理者としてログインし、次を構成してグローバル権限を付与または削除します。

a) [グローバルロール（Global Roles）]ウィンドウで、ユーザーまたはグループに割り当てる
グローバルロールを選択します。

b) [メンバー（Members）]をクリックします。

c) [メンバーの追加（Add Members）]をクリックします。

d) [フォルダツリー（Folder Tree）]パネルで、ユーザーまたはグループを割り当てるフォル
ダを選択します。

上部のフィールドを使用すると、ビューをフィルタ処理でき、たとえば、ユー

ザーだけまたはグループだけを表示したり、特定の名前を検索したりできます。

（注）

e) 新規追加されたメンバーのチェックボックスをオンにします。

複数のフォルダからユーザおよびグループを選択できます。（注）

f) [OK]をクリックします。
g) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 このグローバルロールからユーザーまたはグループを削除するには、削除アイコンをクリック
し、[確認（Confirm）]をクリックします。

グローバルロールの編集

グローバルロールを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者としてログインし、[セキュリティ（Security）] > [ロール（Roles）] > [グローバルロー
ル（Global Roles）]の順に選択します。

ステップ 2 編集するグローバルロールを選択します。

ステップ 3 必要に応じて、[詳細（Details）]タブをクリックし、詳細を変更します。

ステップ 4 [有効（Enabled）]チェックボックスをオンにし、グローバルロールをユーザーが使用できる
ようにします。

ステップ 5 [非表示（Hidden）]チェックボックスをオンにし、システムユーザーに対してグローバルロー
ルを非表示にします。

ステップ 6 [タスク（Tasks）]タブを選択し、グローバルロールに追加したタスクのチェックボックスを
オンにし、グローバルロールから削除したタスクのチェックボックスをオフにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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グローバルロールの削除

グローバルロールを削除するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システム管理者としてログインし、セキュリティの [グローバルロール（Global Roles）]をク
リックします。

ステップ 2 [グローバルロール（Global Roles）]ウィンドウで、削除するグローバルロールのチェックボッ
クスをオンにし、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 3 [OK]をクリックして、削除を実行します。

フォルダロールの作成

フォルダロールを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CCDMポータルにシステム管理者としてログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[セキュリティ（Security）] > [ロール（Roles）]の順に選択
します。

ステップ 3 [ロール（Roles）]ウィンドウで、[新規（New）]をクリックします。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに、目的のユーザーの権限またはカテゴリを反映する新しいロー
ル名を入力します。

ステップ 5 オプションで、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。これは、付与された権
限の概要などを入力できます。

ステップ 6 有効化するロールのタスクを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

フォルダロールの割り当て

フォルダロールを割り当てるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CCDMポータルに管理者としてログインし、[セキュリティ（Security）]> [権限（Permissions）]
の順に選択します。

ステップ 2 [セキュリティマネージャ（Security Manager）]でフォルダロールを割り当てるユーザーまたは
グループを含むフォルダツリーのロケーションをクリックします。次に、次のいずれかを実行

します。
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• [ユーザ（Users）]タブをクリックして、そのフォルダ内のユーザを表示します。（また
は）

• [グループ（Groups）]タブをクリックし、フォルダのユーザーを表示します。

ステップ 3 権限を編集するユーザーまたはグループの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [権限の変更（Change Permissions）]をクリックして、選択したユーザまたはグループのフォル
ダロールを変更します。

ステップ 5 現在のフォルダは権限を継承していることを示すメッセージが表示された場合に、このプロセ
スを停止し、このフォルダに別の権限を設定するには、[アイテムセキュリティの編集（Edit
Item Security）]をクリックし、[OK]クリックして、アクションを確認します。フォルダに別
の権限を設定しない場合は、[キャンセル（Cancel）]をクリックします。

ステップ 6 フォルダロールの設定を継続する場合は、[フォルダ権限（Folder Permissions）]ダイアログボッ
クスで画面左のフォルダツリーからフォルダロケーションを選択し、画面右で、1つ以上のフォ
ルダロールを選択します。

ステップ 7 変更した権限を選択したフォルダのサブフォルダにもコピーする場合は、[サブフォルダの権
限を変更（Change Permissions for Subfolders）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックし、変更したフォルダロールのサマリーを表示します。

ステップ 9 [確認（Confirm）]をクリックして、新しいフォルダロールを適用します。

フォルダロールの編集

フォルダロールを編集するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理者としてCCDMポータルにログインし、[セキュリティ（Security）]の [ロール（Roles）]
をクリックします。

ステップ 2 ロールマネージャで編集するフォルダロール名をクリックします。

ステップ 3 フォルダロールに追加するタスクのチェックボックスをオンにして、フォルダロールから削
除するタスクのチェックボックスをオフにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックして変更を保存します。

フォルダロールの削除

フォルダロールを削除するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 フォルダロールを削除するには、ロールマネージャで、削除するフォルダロールの横にある
チェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [削除（Delete）] > [OK]の順に選択します。

使用中のフォルダロールは削除できません。

グローバルロールタスク

基本、上級、ホスト、システム管理者などのグローバルロールは、ユーザーまたはユーザーの

グループに適用され、ぞれぞれがアクセス権を持つすべてのフォルダで、同じ機能セットにア

クセスできるようにします。次の表に、グローバルロールに構成可能なすべての使用可能なタ

スクのリストを示します。これらのタスクは、[セキュリティ（Security）] > [グローバル
（Global）]の順に選択します。

Advanced
版

Basic版コメントグローバルタスク名

xユーザーのツールページにセキュリティマ

ネージャとセキュリティマネージャオプ

ションを表示します。

セキュリティマネージャ

xツールページにサービスマネージャを表示

します。

サービスマネージャ

xツールページにシステムマネージャを表示

します。

システムマネージャ

xユーザー設定ページにチェックボックスを

表示し、起動時にツールページを表示する

上級ユーザーモードにアクセスできるよう

にします。

上級ユーザー

設定ページで、ユーザーによるシステム設

定、セキュリティ設定、レポーティング設

定、プロビジョニング設定の保存を許可し

ます。

拠点管理

設定ページで、ユーザーによるシステム設

定、セキュリティ設定、レポーティング設

定、プロビジョニング設定の保存を許可し

ます。

自己スキル
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Advanced
版

Basic版コメントグローバルタスク名

xロールマネージャとセキュリティマネー

ジャにフォルダベースのロールを表示する

ことをユーザーに許可します。

ロールの参照

[セキュリティマネージャ（Security
Manager）] > [ロールマネージャ（Role
Manager）]の順に選択し、フォルダベー
スのロールを作成、修正および削除するこ

とをユーザーに許可します。

ロールの管理

xグローバルセキュリティマネージャでグ

ローバルロールを表示することをユーザー

に許可します。

グローバルロールの参照

グローバルセキュリティマネージャを使用

して、グローバルロールを追加、編集およ

び削除することをユーザーに許可します。

グローバルロールの管理

xホームページのセキュリティマネージャ

ツール内で、グローバルセキュリティマ

ネージャを有効化します。アクセスは表示

専用です。ロールは編集できません。

グローバルセキュリティの

参照

ツールページのセキュリティマネージャ

ツール内でグローバルセキュリティマネー

ジャオプションを表示し、ユーザーが、グ

ローバルセキュリティロールの表示と編集

をできるようにします。

グローバルセキュリティの

管理

xxレポートにパラメータ設定を作成する際

に、エージェントやコールタイプなどの

ディメンションタイプをユーザーが、[項
目タイプ（Item Type）]ドロップダウンリ
ストで選択できるようにします。

ディメンションタイプの参

照

xレポートにパラメータ設定を作成する際

に、エージェントやコールタイプなどの

ディメンションタイプをユーザーが、[項
目タイプ（Item Type）]ドロップダウンリ
ストで選択できるようにします。

ディメンションの一括イン

ポート
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Advanced
版

Basic版コメントグローバルタスク名

xx指定したフォルダでユーザーにManage
Dimensionsへの権限が付与され、[接続さ
れたシステムの参照（Browse Connected
Systems）]が有効化されている場合に限
り、システムマネージャまたはエージェン

トチームマネージャを使用してエージェン

トを作成および管理することができます。

エージェントのプロビジョ

ニング

x指定したフォルダでユーザーにManage
Dimensionsへの権限が付与され、[接続さ
れたシステムの参照（Browse Connected
Systems）]が有効化されている場合に限
り、ユーザーが、システムマネージャで、

[新規（New）] > [リソース（Resource）]
メニューの順に選択し、エージェントデス

クトップを追加することを許可します。

エージェントデスクトップ

のプロビジョニング

xxシステムマネージャの [新規（New）] > [リ
ソース項目（Resource Items）]メニューか
ら [エージェントチーム（Agent Team）]
項目をフォルダ追加することができます。

エージェントチームのプロ

ビジョニング

xシステムマネージャを使用して、[新規
（New）] > [リソース項目（Resource
Items）]メニューから、フォルダに新しい
コールタイプを追加することができます。

コールタイプのプロビジョ

ニング

x新しい着信番号のプロビジョニングをユー

ザーに許可します。

着信番号のプロビジョニン

グ

x新しい電話番号のプロビジョニングをユー

ザーに許可します。

電話番号のプロビジョニン

グ

x新しいエンタープライズスキルグループ

のプロビジョニングをユーザーに許可しま

す。

エンタープライズスキル

グループのプロビジョニン

グ

x[拡張コール変数（Expanded Call Variable）]
の作成をユーザーに許可し、[システムマ
ネージャ（System Manager）] > [新規リソー
ス（New Resource）]の順に選択し、その
設定とアクティブな日付を管理できるよう

にします。

拡張コール変数のプロビ

ジョニング
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Advanced
版

Basic版コメントグローバルタスク名

x[システムマネージャ（System Manager）]
> [リソースフォルダ（Resource Folder）] >
[リソースアイテム（Resource Item）]の順
に選択し、ユーザーにラベルを作成するこ

とを許可します。

ラベルのプロビジョニング

x指定したフォルダでユーザーにManage
Dimensionsへの権限が付与され、[接続さ
れたシステムの参照（Browse Connected
Systems）]が有効化されている場合に限
り、システムマネージャまたはサービスマ

ネージャを使用してユーザーが個人をプロ

ビジョニングできるようにします。

個人のプロビジョニング

xサービスレベルタイプ、関連付けられたス

キルグループおよび周辺機器の設定を含む

システムマネージャを使用したサービスの

プロビジョニングや管理をユーザーに許可

します。

サービスのプロビジョニン

グ

xスキルグループが配置されているフォルダ

のManage Dimensionsへの権限がユーザー
に付与されている場合に限り、（サービス

マネージャ内の）システムマネージャ、ス

キルグループマネージャを使用してスキル

グループの管理をユーザーに許可します。

スキルグループのプロビ

ジョニング

xシステムマネージャを使用してユーザー定

義の変数のプロビジョニングをユーザーに

許可します。

ユーザー変数のプロビジョ

ニング

フォルダベースのロール

このロールを特定のフォルダに適用すると、フォルダベースのロールに割り当てられている

ユーザー、そのフォルダ限定のタスクベースの権限へのアクセス権を保持できます。次の表

に、[セキュリティマネージャ（Security Manager）]の [ロールマネージャ（Role Manager）]を
使用してフォルダベースのロールを作成するために使用できるタスクを示します。Basic、
Supervisorおよび Advanced列には、Unified CCDMで事前設定済みロールに対してデフォルト
でたしくが有効化されているかどうかが示されます。

Advancedスーパー

バイザ

基本コメント名前

フォルダ設定
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xxユーザーがフォルダツリーのフォ

ルダを参照できるようにします。

フォルダの参照

xユーザが指定フォルダ内のフォル

ダを編集、作成および削除できる

ようにします。

フォルダの管理

ユーザーおよびセキュリ

ティ

xxユーザーが指定フォルダ内のすべ

てのユーザーの詳細を表示できる

ようにします。

ユーザーの参照

xxユーザーが指定フォルダ内のユー

ザー設定を変更できるようにしま

す。

ユーザの管理

xユーザーが指定フォルダ内の他の

ユーザーパスワードをリセットで

きるようにします。

パスワードのリセット

ユーザーが指定フォルダ内のテナ

ント項目を管理できるようにしま

す。

テナントの管理

xユーザーが指定フォルダ内のセ

キュリティ権限を変更できるよう

にします。セキュリティマネー

ジャツールへのアクセス権限が必

要です。

セキュリティの管理

ディメンションとプレ

フックス

xxユーザーが指定フォルダ内のシス

テムリソースを一覧できるように

します。

ディメンションの参照

xxユーザーがシステムマネージャを

使用して、指定フォルダ内のエー

ジェント、エージェントチーム、

スキルグループなどのディメン

ションを編集、移動、削除できる

ようにします。

ディメンションの管理

ユーザーがディメンションメン

バーシップを追加、変更、削除で

きるようにします。

ディメンションメンバー

シップの管理
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xユーザーがエージェントをコピー

できるようにします。

ディメンションのクロー

ン

xユーザーがシステムマネージャの

テナント項目の [プレフィックス
詳細（prefix details）]タブにある
指定フォルダ内の自動リソース移

動プレフィックスを参照できるよ

うにします。

プレフィックスの参照

ユーザーがシステムマネージャの

テナント項目の [プレフィックス
詳細（prefix details）]タブにある
指定フォルダ内の自動リソース移

動プレフィックスを追加および削

除できるようにします。

プレフィックスの管理

ガジェットの構成

ガジェットを構成するには、以下の操作を実行します。

•ガジェットの作成（280ページ）

•ガジェットの編集（281ページ）

•ガジェットの削除（281ページ）

ガジェットの作成

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 [ガジェット（Gadget）]をクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストで [ガジェットの追加（Add Gadget）]を選択します。

ステップ 4 [リソースマネージャ（Resource Manager）]をクリックします。

ステップ 5 バーガーアイコンをクリックし、テナントを選択します。

ステップ 6 検索バーのリストからリソースを選択します。

リストには、エージェント、エージェントデスクトップ、エージェントチーム、コールタイ

プ、部署、ダイヤル番号、エンタープライズスキルグループ、転送通話変数、ラベル、ネッ

トワークVruスクリプト、個人、プレシジョン属性、プレシジョンキュー、サービス、サービ
ス、スキルグループ、およびユーザー変数が含まれます。

ステップ 7 [ガジェット（Gadget）] > [アプリの保存（Save App）]の順に選択し、ガジェットの名前を入
力し、フォルダを参照してガジェットを保存します
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ガジェットの編集

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 [ガジェット（Gadget）] > [アプリを開く（Open App）]の順に選択し、作成するアプリを選択
します。

ステップ 3 変更するガジェットを選択します。

ステップ 4 ガジェットを変更するために必要なテナントと必要なリソースを選択します。

ステップ 5 [アプリ名（App Name）] > [アプリを保存（Save App）]の順に選択し、 [はい（Yes）]をク
リックし、修正したフィールドを保存します。

ガジェットの削除

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 [ガジェット（Gadget）] > [アプリを開く（Open App）]の順に選択し、アプリを選択します。

ステップ 3 アプリから削除するガジェットを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックしてアプリを保存します。

アプリを削除するには、[ガジェット（Gadget）] > [アプリの削除（Delete App）]の
順に選択し、[OK]をクリックします。

（注）

Administration Workstationを使用した Unified CCEのプロビジョニング
Administration Workstationを使用してUnified CCEをプロビジョニングするには、以下の手順を
実行します。

• ICMdbaツールを使用してアップロードする基本構成は、Unified CCEのその他必要な要素
を自動的にプロビジョニングします。

• Administration Workstationsはリモートデスクトップにもアクセスできます。ただし、一度
に 1人のユーザーしかWorkstationにアクセスできません。Unified CCEは、同じWorkstation
上の複数のユーザーによる同時アクセスをサポートしていません。

（注）
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エージェントターゲットルールの設定

個々のエージェントターゲティングルールを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 構成マネージャで、[ICMの構成（Configure ICM）] > [ターゲット（Targets）] > [デバイス
ターゲット（Device target）] > [エージェントターゲティングルール（Agent Targeting Rule）]
または [ツール（Tools）] > [ツールを一覧（List Tools）] > [エージェントターゲティングルー
ル（Agent Targeting Rule）]の順に選択します。

ステップ 2 [ICMエージェントターゲティングルール（ICM Agent Targeting Rules）]ダイアログボックス
で、[検索（Retrieve）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ルールの名前を入力します。

ステップ 5 ルールを関連付ける周辺機器を選択します。

ステップ 6 [ルールタイプ（Rule Type）]ドロップダウンリストで、[エージェントの内線番号（Agent
Extension）]を選択します。

ステップ 7 ルート要求を開始できるルーティングクライアントを 1つ以上選択します。

ステップ 8 エージェントの内線番号の範囲を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

Web Administrationを使用した Unified CCEのプロビジョニング
•理由コードの設定 （282ページ）

理由コードの設定

理由コードを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CCE Web管理ページにログインし、[管理（Manage）] > [理由コード（Reason Codes）]の順
に選択します。

ステップ 2 理由コードの一覧ページで、[新規（New）]をクリックし、新規理由コードページを開きま
す。

ステップ 3 次のようにフィールドに入力します。

a) [テキスト（Text）]フィールドに、理由コードに関連するテキストを入力します。

b) [コード（Code）]フィールドに、一意の正数を入力します。

c) オプションで、[説明（Description）]フィールドに理由コードの説明を入力します。
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ステップ 4 理由コードを保存し、リストページに戻ります。ここで、理由コードが正常に作成されたこと
がメッセージで表示されます。

Internet Script Editorを使用したルーティングスクリプトのプロビジョ
ニング

ISEにログインするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Launch Internet Script Editor iscriptEditor.exeを起動します。

ステップ 2 ユーザー名、パスワードおよびドメインを入力します。

例：

ISEユーザーの形式が iseuser1@domain.comの場合、ユーザー名はiseuser1に、ドメインは
domain.comになりま

ステップ 3 接続をクリックします。

ステップ 4 [AWサーバーアドレス（AW Server Address）]、[ポート（Port）]、および [ICMインスタンス名
（ICM Instance Name）]を入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

必要に応じて、Internet Script Editorをアップグレードします。

ログイン後、リンクされた Unified CCDMユーザーが表示できるスクリプト項目のみ
が表示されます。

（注）

Unified CVP Administration
• Unified CCDMを使用した Unified CVPのプロビジョニング（283ページ）

Unified CCDMを使用した Unified CVPのプロビジョニング
•メディアファイルのアップロード（284ページ）
• IVRスクリプトのアップロード（284ページ）
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メディアファイルのアップロード

手順

ステップ 1 CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 [リソースマネージャ（Resource Manager）]の順に選択し、デフォルトのインポートテナント
に割り当てられた CVPに移動します。

ステップ 3 [リソース（Resource）]をクリックし、Mediafileを選択します。

ステップ 4 ファイルをアップロードするメディアサーバーを選択します。

ステップ 5 [ファイルを追加（Add file(s)）]をクリックして、メディアファイルを追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

IVRスクリプトのアップロード

手順

ステップ 1 CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 、リソースマネージャで、デフォルトのインポートテナントに割り当てられた CVPを選択し
ます。

ステップ 3 [リソース（Resource）]をクリックし、IVRアプリを選択します。

ステップ 4 IVRスクリプトをアップロードする必要がある VXMLサーバーを選択します。

ステップ 5 [ファイルの追加（Add file(s)）]をクリックして、IVRファイル（.zipファイル）を追加しま
す。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Unified Communication Manager Administration

UCDMを使用したUnified Communications Managerのプロビジョニング
• UCDMオブジェクトの CRUD操作（285ページ）

•コンタクトセンターサーバーおよびコンタクトセンターサービスのプロビジョニング（287
ページ）

• SIPトランクの構成（290ページ）

•ルートグループの構成（293ページ）

•ルートリストの構成（295ページ）
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•ルートパターンの構成（297ページ）

•電話番号インベントリと回線の構成（301ページ）

•電話機の設定（302ページ）

•リージョンの構成（305ページ）

•サービスクラスの構成（307ページ）

• Cisco Unified CMグループの構成（299ページ）

•デバイスプールの構成（299ページ）

•アプリケーションユーザーへの電話の関連付け（308ページ）

• UCDMから Unified Communication Managerの関連付けを解除（309ページ）

•組み込みブリッジ（309ページ）

• UCDMを使用した一括操作（311ページ）

• SW MTPおよび SW会議リソースの増加（312ページ）

UCDMオブジェクトの CRUD操作

次の表に、UCDMオブジェクトの作成、更新、または削除操作の情報を示します。

一括アップロードは、作成操作でのみでサポートされます。参照UCDMオブジェクトのCRUD
操作（285ページ）

（注）

一括アップ

ロード

削除更新読み取り作成オブジェクト

xxxxxコンタクトセン

ターサーバー

参照コンタクト

センターサー

バーの構成（287
ページ）

xxxxxContact Center
Services

参照コンタクト

センターサービ

スの構成（289
ページ）
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一括アップ

ロード

削除更新読み取り作成オブジェクト

xxxxxSIPトランク

参照 SIPトラン
クの構成（290
ページ）

xxxxx[ルートグループ
（Route Group）]

参照ルートグ

ループの構成

（293ページ）

xxxxx[ルートリスト
（Route List）]

参照ルートリス

トの構成（295
ページ）

xxxxxルートパターン

参照ルートパ

ターンの構成

（297ページ）

xxxxx電話番号および

回線

参照電話番号イ

ンベントリと回

線の構成（301
ページ）

xxxxx[電話（Phones）]

参照電話機の設

定（302ページ）

xxxxx地域

参照リージョン

の構成（305ペー
ジ）
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一括アップ

ロード

削除更新読み取り作成オブジェクト

xxxxxサービスクラス

参照サービスク

ラスの構成（307
ページ）

xxxxx[デバイスプール
（Device Pools）]

参照デバイス

プールの構成

（299ページ）

コンタクトセンターサーバーおよびコンタクトセンターサービスのプロビジョニング

ここでは、コンタクトセンターサーバーおよびコンタクトセンターサービスの構成手順に関し

て説明します。サーバーを構成すると、エージェントからエージェントに通話を転送中にCisco
Unified Communications Managerが Contact Centerと通信できるようになり、通話を Customer
Voice Portal（CVP）にルーティングできます。サービスを構成すると、コンタクトセンタープ
ロセスの CUBEに内部サービスコールをルーティングできます。

コンタクトセンターサーバーの構成

コンタクトセンターサーバーは、特定の Cisco Unified Communications Managerに割り当てられ
たお客様に対してのみ構成できます。

•コンタクトセンターサーバーの追加（287ページ）

•コンタクトセンターサーバーの編集（288ページ）

•コンタクトセンターサーバーの削除（289ページ）

コンタクトセンターサーバーの追加

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用して UCDMサーバーにログインしま
す。

ステップ 2 カスタマーレベルに応じて階層を設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンター（Contact Center）] > [サービス（Services）]の
順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 コンタクトセンターサーバー名を入力します。
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ステップ 6 [CUCM]ドロップダウンリストで適切な Cisco Unified Communications Managerを選択します。

ステップ 7 転送会議パターン番号を入力します。

これにより、CTIルートポイントが作成され、デフォルトのアプリケーションユーザー（pguser）
に関連付けられます。

ステップ 8 ネットワーク VRUパターンを入力します。
これにより、CVPトランクと CUBEトランクに関連付けられたルートパターンが作成されま
す。

ステップ 9 [SIPトランク（SIP trunk）]セクションを展開し、CVPトランクを構成します。

a) [トランク接続先タイプ（Trunk Destination Type）]ドロップダウンリストで [CVPトラン
ク（CVP Trunk）]を選択します。

b) [宛先アドレス（Destination Addresses）]を展開し、トランク宛先アドレスとトランク宛て
先ポートを入力します。

c) ドロップダウンリストで適切なトランクセキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 10 [SIPトランク（SIP trunk）]セクションを展開し、CUBEEトランクを構成します。

a) [トランク接続先タイプ（Trunk Destination Type）]ドロップダウンリストで [CUBEEトラ
ンク（CUBEE Trunk）]を選択します。

b) [宛先アドレス（Destination Addresses）]を展開し、トランク宛先アドレスとトランク宛て
先ポートを入力します。

c) ドロップダウンリストで適切なトランクセキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

コンタクトセンターサーバーの編集

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用して UCDMサーバーにログインしま
す。

ステップ 2 カスタマーレベルに応じて階層を設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンター（Contact Center）] > [サービス（Services）]の
順に選択します。

ステップ 4 編集するコンタクトセンターサーバーをクリックし、必須フィールドを変更します。

コンタクトセンターのサーバー名は変更できません。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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コンタクトセンターサーバーの削除

始める前に

コンタクトセンターサーバーに関連付けられているコンタクトセンターサービスとパラメータ

を削除します。

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用して UCDMサーバーにログインしま
す。

ステップ 2 カスタマーレベルに応じて階層を設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンター（Contact Center）] > [サービス（Services）]の
順に選択します。

ステップ 4 削除するコンタクトサーバーをクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コンタクトセンターサービスの構成

•コンタクトセンターサービスの追加（289ページ）

•コンタクトセンターサービスの編集（290ページ）

•コンタクトセンターサービスの削除（290ページ）

コンタクトセンターサービスの追加

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用して UCDMサーバーにログインしま
す。

ステップ 2 階層をお客様または拠点レベルに設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンターサービス（Contact Center Service）] > [サービス
（Services）]を選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 コンタクトセンターサービス名を入力します

ステップ 6 ドロップダウンリストで関連付けたコンタクトセンターサービス名を選択します。

ステップ 7 [内部サービス番号（Internal Service Numbers）]セクションを展開し、サービス番号パターン
（内部サービスコールを CUBEにルーティングするために使用されるパターン）を入力しま
す。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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UCDMにコンタクトセンターサーバーとサービスを追加すると、デフォルト設定とし
てアプリケーションユーザー、トランク、CTIルートポイント、ルートグループ、
ルートパターンが作成されます。

その他の CTIルートポイントについては、「 CTIルートポイントの設定 （524ペー
ジ）」を参照してください。

（注）

コンタクトセンターサービスの編集

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用してUnified CDMサーバーにログイン
します。

ステップ 2 カスタマーレベルに応じて階層を設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンター（Contact Center）] > [サービス（Services）]
の順に選択します。

ステップ 4 編集するコンタクトセンターサービスをクリックし、必須フィールドを変更します。

コンタクトセンターサービス名は変更できません。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コンタクトセンターサービスの削除

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーの管理者ログイン情報を使用してUnified CDMサーバーにログイン
します。

ステップ 2 カスタマーレベルに応じて階層を設定します。

ステップ 3 [サービス（Services）] > [コンタクトセンター（Contact Center）] > [サービス（Services）]
の順に選択します。

ステップ 4 削除するコンタクトセンターサービスをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

SIPトランクの構成

• SIPトランクの追加（291ページ）
• SIPトランクの編集（292ページ）
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• SIPトランクの削除（292ページ）

SIPトランクの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [SIPトランク（SIP Trunks）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックし、トランクを作成します。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）]タブで、以下の手順を実行します。

a) SIPトランクを追加する [Cisco Unified Communications Manager]ドロップダウンリストか
ら必要な IPアドレスを選択します。

b) [デバイス名（Device Name）]フィールドに固有の SIPトランク名を入力します。
c) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

d) 必要に応じて、[すべてのアクティブなUnified CMノードを実行する（Run On All Active
Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [SIP情報（SIP Info）]タブに移動し、以下を実行します。

a) [接続先（Destination）]パネルで [追加（Add）]アイコンをクリックします。

b) [アドレスIPv4（Address IPv4）]フィールドに宛先 IPアドレスを入力します。

Cisco Unified Communications Managerから CVP、CUBE、またはその他の接続先
へのSIPトランクを作成するには、それぞれのデバイスの IPアドレスを入力しま
す。

（注）

c) 必要に応じてポートを変更します。

d) 複数の接続先を優先順位付けするには、[ソート順（Sort Order）]を入力します。

値が小さいほど、優先順位が高くなります。（注）

e) [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリ
ストで適切なオプションを選択します。

f) ドロップダウンリストで、sip profileを選択します。

別のトランクを追加するには、この手順を繰り返します。
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ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

SIPトランクの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [SIPトランク（SIP Trunks）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

ステップ 4 編集する SIPトランクをクリックし、必須フィールドを変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

SIPトランクの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [SIPトランク（SIP Trunks）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

ステップ 4 削除する SIPトランクをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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ルートグループの構成

始める前に

SIPトランクが構成されていることを確認します。SIPトランクの構成（290ページ）を参照し
てください。

ルートグループを構成するには、以下の手順を実行します。

•ルートグループの追加（293ページ）

•ルートグループの編集（294ページ）

•ルートグループの削除（294ページ）

ルートグループの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートグループ（Route Groups）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックして、ルートグループを作成します。

ステップ 5 [CUCM]ドロップダウンリストで必要な IPアドレスを選択し、ルートグループを追加します。

ステップ 6 [ルートグループ名（Route Group Name）]フィールドに一意の名前を入力します。

ステップ 7 [メンバー（Members）]パネルで [追加（Add）]アイコンをクリックします。

ステップ 8 [デバイス名（Device Name）]ドロップダウンリストで適切な SIPトランクを選択します。

SIPトランクを選択すると、デバイス上のすべてのポートが選択されます。（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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ルートグループの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートグループ（Route Groups）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者については、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

•カスタマー管理者については、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

ステップ 4 リストで、必要なフィールドを編集および変更するルートグループをクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートグループの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートグループ（Route Groups）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

•カスタマー管理者については、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートグループ（Route Groups）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから削除するルートグループをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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ルートリストの構成

始める前に

ルートグループが構成されていることを確認します。ルートグループの構成（293ページ）を
参照してください。

ルートリストを構成するには、以下の手順を実行します。

•ルートリストの追加（295ページ）

•ルートリストの編集（296ページ）

•ルートリストの削除（296ページ）

ルートリストの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートリスト（Route List）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックし、ルートリストを作成します。

ステップ 5 ルートリストを追加するには、[CUCM]ドロップダウンリストで必要な IPアドレスを選択し
ます。

ステップ 6 [名前（Name）]フィールドに一意のルートリスト名を入力します。

ステップ 7 [ルートグループ項目（Route Group Items）]パネルの [追加（Add）]アイコンをクリックしま
す。

ステップ 8 [ルートグループ名（Route Group Name）]ドロップダウンリストでルートグループを選択しま
す。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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ルートリストの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートリスト（Route List）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

ステップ 4 リストからルートリストをクリックし、必要なフィールドを編集および変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートリストの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートリスト（Route List）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートリスト（Route List）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから削除するルートリストをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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ルートパターンの構成

始める前に

ルートリストが構成されていることを確認します。ルートリストの構成（295ページ）を参照
してください。

ルートパターンを構成するには、以下の手順を実行します。

•ルートパターンの追加（297ページ）

•ルートパターンの編集（298ページ）

•ルートパターンの削除（298ページ）

ルートパターンの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートパターン（Route Patterns）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

ステップ 4 ルートパターンを作成するには、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [パターン定義（Pattern Defination）]タブで、以下を実行します。

a) [CUCM]ドロップダウンリストでルートパターンを追加する必要な IPアドレスを選択しま
す。

b) [ルートパターン（Route Pattern）]フィールドに一意の名前を入力します。
c) [接続先（ルーティングリストまたはゲートウェイのどちらかのみ選択（Destination (Only

Choose Route List or Gateway)）]パネルにあるドロップダウンリストで、ルートリストま
たはトランクを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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ルートパターンの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートパターン（Route Patterns）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

ステップ 4 リストからルートパターンをクリックし、必要なフィールドを編集および変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートパターンの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [ルートパターン（Route Patterns）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから削除するルートパターンをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
298

管理（Administration）

ルートパターンの編集



Cisco Unified CMグループの構成

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [Unified CMグループ（Unified CM Groups）]に移動します。

•プロバイダとリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] >
[Unified CMグループ（Unified CM Groups）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [Unified CMグループ（Unified CM Groups）]の順に選択します。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに一意の Unified CMグループ名を入力します。

ステップ 5 [Unified CMグループアイテム（Unified CM Group items）]パネルで、[追加（Add）]アイコ
ンをクリックします。

ステップ 6 優先順位を入力します。

ステップ 7 [選択済み Cisco Unified Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications
Manager）]フィールドで、適切な Cisco Unified Communications Managerを選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールの構成

Cisco Unified CMグループが構成されていることを確認します。Cisco Unified CMグループの
構成（299ページ）を参照してください。

•デバイスプールの追加（299ページ）

•デバイスプールの編集（300ページ）

•デバイスプールの削除（301ページ）

デバイスプールの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラーまたはカスタマー管理者としてCisco Unified Communications Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerを構成するノードに階層が設定されていることを確認し
ます。
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ステップ 3 [デバイスプール（Device pool）]に移動します。

•プロバイダ/リセラーの場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [デバ
イスプール（Device Pools）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [デバイスプール（Device Pools）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、[ネットワークデバイスリスト（Network Device List）]を選択しま
す。

ステップ 6 [デバイスプール設定（Device Pool Settings）]タブで、以下の手順を実行します。

a) デバイスプール名を入力します。

b) [Cisco Unified Communication Manager]ドロップダウンリストでコールマネージャグルー
プを選択します。

ステップ 7 [ローミング感度設定（Roaming Sensitive Settings）]タブで、以下の手順を実行します。

a) ドロップダウンリストで、[日時グループ（Date/Time Group）]を選択します。

b) ドロップダウンリストで [リージョン（Region）]を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[SRSTリファレンス（SRST Reference）]を選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラーまたはカスタマー管理者として Cisco Unified Communications Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 [デバイスプール（Device pool）]に移動します。

•プロバイダ、リセラーの場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [デ
バイスプール（Device Pools）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [デバイスプール（Device Pools）]の順に選択します。

ステップ 3 リストから編集するデバイスプールをクリックし、必要なフィールドを編集および変更しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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デバイスプールの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラーまたはカスタマー管理者として Cisco Unified Communications Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 [デバイスプール（Device pool）]に移動します。

•プロバイダ/リセラーの場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [デバ
イスプール（Device Pools）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [デバイスプール（Device Pools）]の順に選択します。

ステップ 3 削除するデバイスプールをリストからクリックします。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。

電話番号インベントリと回線の構成

•電話番号インベントリの追加（301ページ）

•回線の編集（302ページ）

•回線の削除（302ページ）

電話番号インベントリの追加

始める前に

サイトダイヤルプランが作成されていることを確認してください。「サイトダイヤルプランの

追加（191ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層パスが適切なカスタマーに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [カスタマー（Customer）] > [番号管理
（Number Management）] > [電話番号インベントリの追加（Add Directory Number Inventory）]
の順に選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで電話番号を追加する拠点を選択します。

ステップ 5 内線番号の開始値を入力します。

ステップ 6 範囲を設定する場合は、内線番号の終了値を入力します。
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ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

インベントリに新しく追加された電話番号は、電話機に関連付けられていない限り、Cisco
Unified Communication Managerに電話番号を追加しません。

回線の編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層パスが適切なカスタマーに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [サブスクライバ管理（Subscriber Managemet）] > [回線（Lines）]の順に選択します。

ステップ 4 必要なフィールドを編集および変更するリストの行をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

回線の削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層パスが適切なカスタマーに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [サブスクライバ管理（Subscriber Managemet）] > [回線（Lines）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから削除する回線をクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

電話機の設定

始める前に

電話番号インベントリが作成されていることを確認します。「電話番号インベントリの追加

（301ページ）」を参照してください。

電話機を設定するには、以下の手順を実行します。

•電話機の追加（303ページ）

•電話機の編集（304ページ）
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•電話機の削除（305ページ）

電話機の追加

プロバイダ、リセラー、またはお客様の電話を追加するには、以下の手順を実行します。

•プロバイダまたはリセラーとして電話を追加（303ページ）

•カスタマーとして電話を追加（304ページ）

プロバイダまたはリセラーとして電話を追加

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインしま
す。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 プレフィックスが SEPの一意のデバイス名を入力します。

例：

SEPA1B2C3D4E5F6

ステップ 6 ドロップダウンリストで、[製品タイプ（Product Type）]を選択します。

RSM simphoneの場合は、ドロップダウンリストからCisco 7941 SIP以上のモデルを選
択します。

（注）

ステップ 7 ドロップダウンリストで、[デバイスプロトコル（Device Protocol）]を選択します。

ステップ 8 ドロップダウンリストで、[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を選択しま
す。

ステップ 9 ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 10 ドロップダウンリストで、[ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 11 [回線（Lines）]タブに移動し、以下の手順を実行します。

a) [回線（Lines）]パネルの [追加（Add）]アイコンをクリックして、回線を追加します。

b) [Dirn]パネルの [パターン（Pattern）]ドロップダウンリストから電話番号を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[ルートパーティション名（Route Partition Name）]を選択しま
す。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。
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カスタマーとして電話を追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Domain Managerにカスタマーとしてログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、[製品タイプ（Product Type）]を選択します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで、[プロトコル（Protocol）]を選択します。

RSM simphoneの場合は、ドロップダウンリストでCisco 7941 SIP以上のモデルを選択
します。

（注）

ステップ 7 プレフィックスが SEPの一意のデバイス名を入力します。

例：

SEPA1B2C3D4E5F6

ステップ 8 ドロップダウンリストで、[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を選択しま
す。

ステップ 9 [詳細情報（Advanced Information）]タブに移動し、以下の手順を実行します。

a) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

b) ドロップダウンリストで、[ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 10 [回線（Lines）]タブに移動し、以下の手順を実行します。

a) [回線（Lines）]パネルの [追加（Add）]アイコンをクリックして、回線を追加します。

b) [Dirn]パネルの [パターン（Pattern）]ドロップダウンリストで電話番号を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[ルートパーティション名（Route Partition Name）]を選択しま
す。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

電話機の編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから編集する電話機をクリックし、必要なフィールドを変更します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話機の削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから削除する電話機をクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

リージョンの構成

•リージョンの追加（305ページ）

•リージョンの編集（306ページ）

•リージョンの削除（306ページ）

リージョンの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [リージョン（Regions）]の順に選択しま
す。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストで [CUCM]を選択します。

ステップ 6 [名前（Name）]フィールドに一意のリージョン名を入力します。

ステップ 7 [関連リージョン（Related Regions）]を展開します。

ステップ 8 [イマーシブビデオの帯域幅（Kbps）（Immersive Video Bandwidth (Kbps)）]ドロップダウン
リストで [システムデフォルトを使用（Use System Default）]を選択します。

ステップ 9 [オーディオ帯域幅（Kbps）（Audio Bandwidth (Kbps)）]ドロップダウンリストでは、デフォ
ルトの選択肢のままにします。
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ステップ 10 [ビデオの帯域幅（Kbps）（Video Bandwidth (Kbps)）]ドロップダウンリストで [システムデ
フォルトを使用（Use System Default）]を選択します。

ステップ 11 [オーディオコーデック優先設定（Audio Codec Preferrence）]ドロップダウンリストで [システ
ムデフォルトを使用（Use System Default）]を選択します。

デフォルトコーデックは G711Uです。

ステップ 12 ドロップダウンリストで、[リージョン名（Region Name）]を選択します。

ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

リージョンの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [リージョン（Regions）]の順に選択しま
す。

ステップ 4 リストから編集するリージョンをクリックし、必要なフィールドを変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リージョンの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [リージョン（Regions）]の順に選択しま
す。

ステップ 4 削除するリージョンをクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。
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サービスクラスの構成

この手順に従って、新しいコーリングサーチスペース（CSS）を作成するか、サイトに関連付
けられている既存の CSSを編集します。CSSは、デバイスまたは回線のサービスクラス
（COS）、またはさまざまな機能をフィルタ処理するために COSに依存する他のテンプレー
トとして使用できます。

•サービスクラスの追加（307ページ）

•サービスクラスの編集（308ページ）

•サービスクラスの削除（308ページ）

サービスクラスの追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層が、お客様の有効なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [サイト（Site）] > [サービスクラス（Class
of Service）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 一意のサービスクラス名を入力します。

この名前には、英数字、ピリオド、下線、ハイフン、スペースを使用できます。50文字を超え
ることはできません。また、システムで使用可能なマクロを使用して、サービスクラス名を作

成することもできます。マクロを使用すると、拠点 ID、カスタマー ID、およびその他のタイ
プの情報を CSSに動的に追加できます。

例：

Cu1-24HrsCLIP-PT-{{macro.HcsDpSiteName}}

ステップ 6 [メンバー（Member）]パネルを展開してパーティションを追加します。

ステップ 7 [選択したパーティション（Selected Partitions）]列のドロップダウンリストでパーティション
を選択します。

• [追加（Add）]アイコンをクリックしてさらにパーティションを追加します。こ
のサービスクラスに目的のメンバーを追加するには、この手順を繰り返します。

• Cu<CUSTOMER_ID>CC<CC_SERVER_ID>-Xfer4CCServer-PTをサービスク
ラスパーティションメンバーリストに追加します。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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サービスクラスの編集

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層が、お客様の有効なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [サイト（Site）] > [サービスクラス（Class
of Service）]の順に選択します。

ステップ 4 リストから [サービスクラス（Class of Service）]をクリックして、必要なフィールドを編集お
よび変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

サービスクラスの削除

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層が、お客様の有効なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [ダイヤルプラン管理（Dial Plan Management）] > [サイト（Site）] > [サービスクラス（Class
of Service）]の順に選択します。

ステップ 4 削除するリストで [サービスクラス（Class of Service）]をクリックします。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

アプリケーションユーザーへの電話の関連付け

始める前に

電話を追加する必要があります。「電話機の追加（303ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [エージェント回線（Agent Lines）]の順に選択
します。
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ステップ 4 [追加（Add）]をクリックして、新しいエージェント回線を追加します。

ステップ 5 [デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダウンリストで [電話機（Phones）]を選択します。

ステップ 6 [デバイス名（Device Name）]ドロップダウンリストでデバイスを選択します。

ステップ 7 ドロップダウンリストで [回線（Line）]を選択します。

ステップ 8 ドロップダウンリストで [アプリケーションユーザー（Application User）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

UCDMから Unified Communication Managerの関連付けを解除

Unified Communication Managerの構成を保持するには、お客様を削除する前に以下の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーとして UCDMにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerの関連付けを解除するお客様を階層から選択します。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [CUCM] > [サーバー（Server）]の順に選択します。

ステップ 4 関連付けを解除する Cisco Unified Communications Managerをクリックします。

ステップ 5 [ネットワークアドレス（Network Addresses）]パネルの [削除（Remove）]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

組み込みブリッジ

電話機の組み込みブリッジ（BIB）はデフォルトでは有効になっていません。デフォルトでは
すべてのカスタマーによって使用されるわけではないため、システムレベルでは無効になって

います。これは、コンタクトセンターを持つカスタマーのみが使用します。

コンタクトセンターを持つカスタマーのBIBを有効にするには、プロバイダは、次の手順を実
行する必要があります。

カスタマーレベルで新しいフィールド表示ポリシーを作成し、組み込みブリッジをリストに追

加します。

（注）

•組み込みブリッジの構成 （310ページ）

•組み込みブリッジの有効化または無効化 （310ページ）
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組み込みブリッジの構成

手順

ステップ 1 プロバイダとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインします。

ステップ 2 [ロール管理（Role Management）] > [フィールド表示ポリシー（Field Display Policies）]の順
に選択します。

ステップ 3 階層が適切なお客様に設定されていることを確認します。

ステップ 4 SubscriberPhoneMenuItemProviderを選択します。

ステップ 5 詳細ページの [アクション（Action）]メニューで、[クローン（Clone）]をクリックします。

ステップ 6 名前として SubscriberPhoneMenuItemProviderを入力します。

ステップ 7 [ターゲットモデルタイプ（Target Model Type）]ドロップダウンログインで、
relation/SubscriberPhoneを選択します。

ステップ 8 [グループ（Groups）]セクションを展開し、[タイトル（Title）]に対して [電話機（Phone）]
を入力します。

ステップ 9 [利用可能（Available）]リストで、builtInBridgeStatusを選択し、[選択（Select）]をクリック
します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

組み込みブリッジの有効化または無効化

始める前に

組み込みブリッジが構成されていることを確認してください。組み込みブリッジの構成（310
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 プロバイダとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインします。

ステップ 2 階層が適切なお客様に設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択し、適切な電話
機を選択します。

ステップ 4 [電話機（Phone）]タブで、以下の手順を実行します。

• BIBを有効するには、[組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストで [オ
ン（On）]を選択します。

• BIBを無効するには、[組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストで [オ
フ（Off）]を選択します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

UCDMを使用した一括操作

一括アップロードオプションは、多数のリソース項目を Cisco Unified Communications Domain
Manager（UCDM）にインポートするために使用されます。これは、.xlsx形式を使用したリソー
ス属性を入力し、UCMDオブジェクトのリソースを生成するために使用されます。すべての
.xlsxファイルには各値の入力先を示すヘッダーが必要です。これらのヘッダーは、UCDMの
適切な一括アップロードページからダウンロードできるテンプレートから提供されます。

一括アップロードをプロビジョニングするには、次の 3つの方法があります。

1. HCS Intelligent Loader（HIL）

2. Cisco Unified Communications Domain Manager管理ツール/一括ローダー

3. Cisco Unified Communications Domain Manager REST API

一括アップロードのプロビジョニングの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsDomain

Manager、一括プロビジョニングガイド』を参照してください。このガイドは、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-version-10-6-1/
model.html#~tab-solution-documentationにある Component Documentationタブにあります。

Cisco Unified Communications Domain Manager Administrationツール/一括ローダー

•一括ロードのエクスポート（311ページ）

•一括ロードシート（312ページ）

•一括アップロードの実行（312ページ）

一括ロードのエクスポート

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Unified Communication Domain Managerにロ
グインします。

ステップ 2 階層を必要な UCDMオブジェクトに対して適切なレベルに設定します。

ステップ 3 一括ロードに対応している UCDMオブジェクトの必要なフォームに移動します。

ステップ 4 [アクション（Action）]をクリックし、サブメニューの一括ロードのエクスポートテンプレー
トをクリックします。

ステップ 5 一括ロードテンプレートを .xlsx形式でローカルドライブに保存します。
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一括ロードシート

エクスポートされた一括ロードテンプレートは、単一のシートを含むワークブックであり、一

括ロードの基礎として機能します。タブ付きワークブックとして複数のシートを含むワーク

ブックを作成することもできます。

タブ付きワークブックの場合、一括ロードトランザクションは、一番左端のシートまたはタブ

から一番右端に実行されます。たとえば、お客様の配下に拠点を追加する場合、お客様シート

タブは関連する拠点の左側に配置する必要があります。

スプレッドシートワークブックはMicrosoft Excel.xlsx形式です。ファイルの最大アップロード
サイズは 4 GBです。ワークブックには任意の名前を入力することも、同じファイル名を入力
してファイルを複数回ロードすることもできますが、別の名前を使用することをお勧めしま

す。

データを一括ロードするには、事前の手順を実行する必要があります。シート上の既存の情報

を確認し、必要なデータを入力してスプレッドシートを準備するために必要な情報を決定しま

す。

一括アップロードの実行

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Unified Communication Domain Managerにロ
グインします。

ステップ 2 階層を必要な UCDMオブジェクトに対して適切なレベルに設定します。

ステップ 3 [管理ツール（Administrative Tools）] > [一括ロード（Bulk Load）]の順に選択します。

ステップ 4 [参照（Browse）]をクリックし、[ファイルアップロード（File Upload）]ダイアログボックス
を開きます。

ステップ 5 [ファイルを一括ロード（Bulk Load File）]をクリックします。

一括ロードのステータスを確認するには、 [管理ツール（Administrative Tools）] > [ト
ランザクション（Transactions）]の順に選択します。

（注）

SW MTPおよび SW会議リソースの増加

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration Webページにログインします。

ステップ 2 [システム（System）]タブで、[サービスパラメータ（Service Parameter）]を選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、Cisco Unified Communications Managerサーバーを選択します。

ステップ 4 Cisco IP音声メディアストリーミングアプリサービスを選択します。
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ステップ 5 [会議ブリッジ（CFB）パラメータ（Conference Bridge (CFB) parameters）]と [メディアターミ
ネーションポイント（MTP）パラメータ（Media Termination Point (MTP) parameters）]フィー
ルドを以下のように変更します。

• SW CFB：

デフォルトの総会議参加者数：48（16 CFB 3パーティセッション）

最大会議参加者数：256（85 CFB 3パーティセッション）

• SW MTP：

デフォルトの総MTP参加者数：48（各セッションにつき 2パーティの 24 MTPセッショ
ン）

最大MTPパーティ：512（256 MTPセッション）

シングルサインオン管理

シングルサインオン用システムインベントリの設定

Cisco Identity Service（Cisco IdS）およびシングルサインオンのコンポーネントを構成する前
に、システムインベントリを設定します。

デフォルトでは、システムインベントリには、展開内のすべてのAW、ルータ、および周辺機
器ゲートウェイのリストが表示されます。プリンシパル AWを選択して、コンポーネントを
Cisco IdSに登録し、SSOを有効にする管理をします。残りの SSO対応マシンをシステムイン
ベントリに追加し、各 SSO対応マシンに対するデフォルト Cisco IdSを選択します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[システム（System）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]
の順に選択します。

ステップ 2 プリンシパル AWを設定するには、以下の手順を実行します。

a) プリンシパル AWにする AWをクリックします。

AWがルータと共在している場合は、ルータ上にプリンシパル AWを設定できま
す。

（注）

[AWの編集（Edit AW）]ポップアップウィンドウが開きます。

b) [一般（General）]タブの [プリンシパルAW（Principal AW）]チェックボックスをオンに
します。

c) Unified CCE診断フレームワークサービスドメイン、ユーザー名およびパスワードを入力
します。
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これらのログイン情報は、インスタンスのConfigセキュリティグループのメンバーである
ドメインユーザー用です。ログイン情報は、展開に含まれるすべてのCCEコンポーネント
で有効である必要があります（ルーター、PG、AWなど）。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 SSO対応マシンをシステムインベントリに追加します。

a) [New]をクリックします。
[マシンの追加（Add Machine）]ポップアップウィンドウが開きます。

b) [タイプ（Type）]ドロップダウンリストで、以下のいずれかのマシンのタイプを選択しま
す。

• Finesseプライマリ

• Cisco Unified Intelligence Center、LD、IdS Publisher：2000エージェント参照デザイ
ンを使用している場合の共存可能展開アプリケーション。

• Unified Intelligence Center Publisher：スタンドアロンのUnified Intelligence Centerを使
用している場合。

• Identity Service Primary：スタンドアロンの Cisco IdSを使用している場合。

c) [ホスト名（Hostname）]フィールドに、FQDN、IPアドレス、またはマシンのホスト名を
入力します。

FQDNを入力しない場合、システムは、入力した値を FQDNに変換します。（注）

d) マシンの管理者用ログイン情報を入力します。
e) [保存（Save）]をクリックします。
マシンとそれに関連する Subscriberまたはセカンダリマシンはシステムインベントリに追
加されます。

f) 展開内のすべての SSO対応マシンを追加するには、この手順を繰り返します。

ステップ 4 次の各マシンのデフォルトのアイデンティティサービスを選択します。

•すべての Unified CCE AWサーバー

• Finesseプライマリおよびセカンダリ

• Unified Intelligence Centerのパブリッシャとサブスクライバ

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
314

管理（Administration）

シングルサインオン用システムインベントリの設定



共存可能な Cisco Unified Intelligence Center、LD、Ids Publisherおよび Subscriberを使
用している場合は、これらマシンにデフォルトの Cisco IdSを設定する必要はありま
せん。

スタンドアロン展開では、構成するマシンと同じデータセンター再度（AまたはB）
に展開されている Cisco IdSを選択します。たとえば、参照展開の場合：

• AW-HDS-DDS 1、AW-HDS 3、Finesse 1 Pub、Finesse 2 Pub、Cisco Unified Intelligence
Center PubおよびCisco Unified Intelligence Center Sub 1のアイデンティティサービ
ス Publisher（IdS A）を選択します。

• AW-HDS-DDS 2、AW-HDS 4、Finesse 1 Sub、Finesse 2 Sub、Cisco Unified Intelligence
Center Sub 2および Cisco Unified Intelligence Center Sub 3のアイデンティティサー
ビス Publisher（Ids B）を選択します。

参照展開にかんしては、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-implementation-design-guides-list.html」の「Cisco

Unified Contact Center Enterprise設計ガイド」を参照してください。

（注）

a) マシンをクリックし、[マシンの編集（Edit Machine）]ポップアップウィンドウを表示し
ます。

b) [デフォルトアイデンティティサービス（Default Identity Service）]の横にある [検索
（Search）]アイコンをクリックして、[アイデンティティーサービスの選択（Select Identity
Service）]ポップアップウィンドウを開きます。

c) [検索]フィールドで、Cisco IdSのマシン名を入力し、リストから、 Cisco IdSを選択しま
す。

d) [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Identity Serviceの設定
Cisco Identity Service（Cisco IdS）は、IDプロバイダ（IdP）とアプリケーションの間で承認を
提供します。

Cisco IdSを設定する場合は、Cisco IdSと IdPの間のメタデータ交換を設定します。この信頼関
係により、アプリケーションはシングルサインオンに Cisco IdSを使用することができます。
この信頼関係は、Cisco IdSからメタデータファイルをダウンロードし、IdPにアップロードす
ることで構築します。その後、セキュリティに関連する設定の選択、Cisco IdSサービスのクラ
イアントの識別、ログレベルの設定を行うことができます。必要があれば、Syslog形式を有効
にすることができます。

手順

ステップ 1 Administrationで、[システム（System）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]の順に選
択します。
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username@FQDN形式のログイン名を使用して、 Administrationにログインします。（注）

ステップ 2 [アイデンティティサービス管理（Identity Service Management）]をクリックします。

結果：

[Ciscoアイデンティティサービス管理（Cisco Identity Service Management）]ウィンドウが開き
ます。

ステップ 3 ユーザー名を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 パスワードを入力して、[サインイン（Sign In）]をクリックします。

左側のペインに、[ノード（Nodes）]、[設定（Settings）]および [クライアント（Clients）]の
アイコンが表示された Ciscoアイデンティティサービス管理ページが開きます。

ステップ 5 [ノード（Nodes）]をクリックします。
ノードページが開き、全体的なノードレベルを表示して、どのノードがサービスに所属してい

るかを特定することができます。またこのページでは、各ノードの SAML証明書の有効期限
の詳細を表示して、証明書の有効期限が切れる期日を確認することもできます。ノードのス

テータスオプションには、未設定、稼働中、一部稼働中、および不使用があります。詳細に

ついては、[ステータス]をクリックしてください。ノード名の右側にある星印は、プライマリ
パブリッシャであるノードを示します。

ステップ 6 [設定（Settings）]をクリックします。

ステップ 7 IdSの信頼性をクリックします。

ステップ 8 Cisco IdSと IdP間の Cisco IdS信頼関係を設定するには、メタデータファイルのダウンロード
をクリックして、Cisco IdSサーバからファイルをダウンロードします。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 信頼メタデータファイルを IdPからアップロードするには、ファイルを検索して特定します。
IdPへのパスが含まれるメタデータのアップロードページが開きます。ファイルのアップロー
ドが完了すると、通知メッセージが表示されます。これでメタデータの交換が完了し、信頼関

係が確立されます。

ステップ 11 ブラウザのキャッシュをクリアします。

ステップ 12 ページが IdPにリダイレクトされるときに、有効なログイン情報を入力します。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。
SSO設定のテストページが開きます。

ステップ 14 SSO設定のテストをクリックします。
Cisco IdSの構成が正常に完了したことを通知するメッセージが表示されます。

ステップ 15 [設定（Settings）]をクリックします。

ステップ 16 [セキュリティ（Security）]をクリックします。

ステップ 17 トークンをクリックします。

以下の設定の期間を入力します。

•トークンの有効期限の更新：デフォルト値は 10時間です。最小値は 2時間です。最大値
は 24時間です。
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•承認コードの有効期限：デフォルト値は 1分で、これが最小値となります。最大値は 10
分です。

•アクセストークンの有効期限：デフォルト値は 60分です。最小値は 5分です。最大値は
120分です。

ステップ 18 暗号化トークン（オプション）：デフォルト設定はオンです。

ステップ 19 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 20 キーおよび証明書をクリックします。

キーおよびSAML証明書の生成ページが開き、以下が可能になります。

•再生成をクリックして、暗号化および署名キーを再生します。トークンの登録が正常に完
了したというメッセージが表示され、構成を完了するためにシステムを再起動するように

勧められます。

•再生成をクリックして、SAML証明書を再生成します。SAML証明書の再生成が正常に
行われたというメッセージが表示されます。

ステップ 21 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 22 [クライアント（Clients）]をクリックします。
クライアントページでは、クライアント名、クライアント ID、およびリダイレクト URLを含
む既存の Cisco IdSクライアントが表示されます。特定のクライアントを検索するには、名前
の一覧の上部にある検索アイコンをクリックして、クライアント名を入力します。

ステップ 23 クライアントを追加するには、以下の手順を実行します。

a) [クライアントの追加（Add Client）] >の順に選択します。
b) クライアントの名前を入力します。
c) リダイレクト URLを入力します。複数の URLを追加するには、プラスのアイコンをク
リックします。

d) 追加をクリックします（もしくはクリアをクリックして、「X」をクリックして、クライ
アントを追加せずにページを閉じます）。

ステップ 24 クライアントを編集または削除するには、クライアントの行を強調表示して、アクションの下

の省略記号をクリックします。実行されるアクション

•編集をクリックして、クライアントの名前、ID、またはリダイレクト URLを編集しま
す。クライアント編集ページで、変更を行い、保存をクリックします（もしくはクリア

をクリックして、変更を保存せずにページを閉じます）。

•削除をクリックしてクライアントを削除します。

ステップ 25 [設定（Settings）]をクリックします。

ステップ 26 設定ページで、[トラブルシューティング（Troubleshooting）]をクリックし、オプションのト
ラブルシューティングを実行します。

ステップ 27 [エラー（Error）]、[警告（Warning）]、[情報（Info）]（デフォルト）[デバッグ（Debug）]
または [トレース（Trace）]のいずれかをローカルログレベルに設定します。
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ステップ 28 Syslog形式のエラーを受信するには、リモートSyslogサーバ名をホスト（オプション）フィー
ルドに入力します。

ステップ 29 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業に進んでください。

• Cisco IdSを使用してコンポーネントを登録します。

•展開全体の SSOを有効（または無効）にします。

コンポーネントを登録して、シングルサインオンモードを設定しま

す。

コンポーネントを Cisco IdSに登録してからシステムインベントリに SSO対応マシンを追加す
ると、それらのマシンは自動的に登録されます。

始める前に

• Cisco Identity Service（Cisco IdS）の構成

•ポップアップブロッカを無効にします。すべてのテスト結果を正しく表示できます。

• Internet Explorerを使用している場合は、次のことを確認します。

•互換モードではない。

• AWの完全修飾ドメイン名を使用して CCE Administrationにアクセスしている（例：
https://<FQDN>/cceadmin）。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[システム（System）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]
の順に選択します。

ステップ 2 Unified CCE管理のシングルサインオンツールで、登録ボタンをクリックして、すべての SSO
互換コンポーネントを Cisco IdSに登録します。

コンポーネントステータステーブルに、各コンポーネントの登録ステータスが表示されます。

コンポーネントの登録に失敗した場合は、エラーを修正して、再試行をクリックします。

ステップ 3 [テスト（Test）]ボタンをクリックします。新しいブラウザタブが開くと、証明書を承認する
ためのプロンプトが表示されることがあります。ページをロードするためには、すべての証明

書を承認します。次に、[ログイン]ダイアログボックスが表示されたら、SSOログイン情報を
持つユーザとしてログインします。
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テストプロセスでは、各コンポーネントが正しく設定されていて IDプロバイダーにアクセス
できること、および Cisco IdSによってアクセストークンが正常に生成されることが確認され
ます。SSOに設定している各コンポーネントがテストされます。

コンポーネントのステータステーブルには、各コンポーネントのテストのステータスが表示さ

れます。

テストが失敗した場合は、エラーを修正して、再度テストをクリックします。

テスト結果は保存されません。ページを更新する場合は、SSOを有効にする前にテストを再度
実行します。

ステップ 4 [モードの設定（Set Mode）]ドロップダウンメニューから、システムに設定する SSOモード
を選択します。

• [非 SSO（Non-SSO）]：このモードでは、すべてのエージェントとスーパーバイザの SSO
が無効になります。ユーザーは、既存のActive Directoryベースの認証およびローカル認証
を使用し、ログインします。

• [ハイブリッド（Hybrid）]：このモードでは、エージェントとスーパーバイザの SSOを選
択的に有効にできます。

• SSO：このモードはすべてのエージェントおよびスーパーバイザでSSOを有効にします。

コンポーネントのステータステーブルには、各コンポーネントで設定されている SSOモード
のステータスが表示されます。

コンポーネントの SSOモードの設定に失敗した場合は、エラーを修正して、再度モードを選
択します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
319

管理（Administration）

コンポーネントを登録して、シングルサインオンモードを設定します。



Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
320

管理（Administration）

コンポーネントを登録して、シングルサインオンモードを設定します。



第 5 章

コアコンポーネントの統合オプションの構

成

• Courtesy Callbackの設定（321ページ）
•エージェントグリーティングの構成（333ページ）
•ウィスパーアナウンスメントの構成（345ページ）
•データベース統合の構成（347ページ）
• Unified Mobile Agentの構成（352ページ）
•アウトバウンドダイヤラの構成（357ページ）
•ポストコール調査の構成（376ページ）
• a-Lawコーデックの構成（378ページ）
• Unified CMベースサイレントモニタリングの構成（382ページ）
•保留音の構成 （383ページ）

Courtesy Callbackの設定
次の図に、サービスコールバック用に構成する必要があるコンポーネントを示します。
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図 9 :サービスコールバックコンポーネント

サービスコールバックを構成するには、以下の手順を実行します。

•ゲートウェイの構成（322ページ）

• Unified CVPの構成（326ページ）

•設定 Unified CCE（330ページ）

ゲートウェイの構成

サービスコールバック用 VXMLゲートウェイの構成

サービスコールバック用 VXMLゲートウェイを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 以下のように CVPオペレーションコンソールからゲートウェイのフラッシュメモリーに
cvp_ccb_vxml.tclをコピーします。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [スクリプトとメ
ディア（Scripts and Media）]を選択します。
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b) [デバイスの関連付け（Device Association）]で、デバイスタイプとして [ゲートウェイ
（Gateway）]を選択します。

c) [使用可能（Available）]リストから必要なゲートウェイを選択します。
d) 右矢印アイコンをクリックして、使用可能なゲートウェイを [選択済み（Selected）]リス
トに移動します。

e) デフォルトゲートウェイファイルで、cvp_ccb_vxml.tclを強調表示します。

f) [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 2 VXMLゲートウェイにログインします。

ステップ 3 cvp_cc serviceを service cvp_cc flash:cvp_ccb_vxml.tclの構成に追加します。

このサービスにはパラメータは必要ありません。

ステップ 4 以下のコマンドを入力して、アプリケーションをロードします。

call application voice load cvp_cc

ステップ 5 Unified CCEからの VRUを定義する VoIPダイヤルピアで、コーデックが録音に使用できるこ
とを確認します。

例：

次の例では、g711ulawがサービスコールバックでの録音に使用できることを確認します。
dial-peer voice 123 voip
service bootstrap
incoming called-number 123T
dtmf-relay rte-nte
h245-signal
h245-alphanumeric
codec g711ulaw
no vad!

ステップ 6 SIP INFOメッセージングを転送するようにSIPが設定されていることを確認するには、次を構
成します。

voice service voip
signaling forward unconditional

ステップ 7 ビープ音を再生して、発信者に BillingQueueサンプルに 名前を録音するように促すには、構
成に以下のテキストを追加します。

vxml version 2.0

ゲートウェイで vxml version 2.0を有効化すると、vxml audioerrorはデフォルトで、オ
フになります。オーディオファイルを再生できない場合、error.badfetchはオーディオ
エラーイベントを生成しません。

ゲートウェイでエラーを生成するには、vxmlaudioerrorを有効にします。

（注）

例：

次の例では、config terminalモードを使用して両方のコマンドを追加します。
config t
vxml version 2.0

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
323

コアコンポーネントの統合オプションの構成

サービスコールバック用 VXMLゲートウェイの構成



vxml audioerror
exit

サービスコールバック用イングレスゲートウェイの構成

サービスコールバックのイングレスゲートウェイを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 以下のように surviability.tclをオペレーションコンソールからゲートウェイのフラッ
シュメモリーにコピーします。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [スクリプトとメ
ディア（Scripts and Media）]の順に選択します。

b) [デバイスの関連付け（Device Association）]で、デバイスタイプとして [ゲートウェイ
（Gateway）]を選択します。

c) [使用可能（Available）]リストから必要なゲートウェイを選択します。
d) 右矢印アイコンをクリックして、使用可能なゲートウェイを [選択済み（Selected）]リス
トに移動します。

e) デフォルトゲートウェイファイルで、survivability.tclを強調表示します。

f) [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 2 イングレスゲートウェイにログインします。

ステップ 3 存続可能性サービスに以下を追加します。

param ccb id:<host name or ip of this gateway>;loc:<location name>;trunks:<number of

callback trunks>

• idーこのゲートウェイの一意の識別子で、元のコールバック要求を処理したゲートウェ
イを示すためにデータベースに記録されます。

• locーこのゲートウェイのロケーションを指定する任意のロケーション名。

• Trunksーこのゲートウェイでコールバック用に予約されている DS0数。T1/E1トランク
数を制限して、システムがコールバックに許可されるリソースを制限できるようにしま

す。

例：

以下の例では、基本設定が示されています。

service cvp-survivability flash:survivability.tcl
param ccb id:10.86.132.177;loc:doclab;trunks:1!

ステップ 4 着信 POTSダイヤルピアを作成するか、着信 POTSダイヤルピアで存続可能性サービスが使用
されていることを確認します。

例：

次の例を参考にしてください。
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dial-peer voice 978555 pots
service cvp-survivability
incoming called-number 9785551234
direct-inward-dial!

ステップ 5 コールバック用の発信 POTSダイヤルピアを作成します。これらは、実際のコールを PSTNに
戻すダイヤルピアです。

例：

次の例を参考にしてください。

dial-peer voice 978555 pots
destination-pattern 978555....
no digit-strip port 0/0/1:23!

ステップ 6 SIP INFOメッセージングを転送するようにSIPが設定されていることを確認するには、次の構
成を使用します。

voice service voip signaling forward unconditional

サービスコールバック用 CUBE-Eの構成

CUBE-Eを使用している場合は、SIPプロファイル構成が必要であり、cvpを介してアウトバウ
ンドダイヤルピアに適用します。以下の例を参照してください。

（注）

「sip-profile」構成は、ISR CUBE Eでサービスコールバック機能に対して必要です。
「sip-profile」を構成するには、以下を追加する必要があります。

voice class sip-profiles 103

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe: <ccb param>"

「<ccb param>」は、サバイバビリティサービスに定義される「CCB」パラメータです。この
「sip-profile」を CVPへのアウトバウンドダイヤルピアに追加します。

次に、構成例を示します。

voice class sip-profiles 103

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe: id:10.10.10.180;sydlab;trunks:4"

dial-peer voice 5001 voip

description Comprehensive outbound route to CVP

destination-pattern 5001

session protocol sipv2

session target ipv4:10.10.10.10

dtmf-relay rtp-nte

voice-class sip profiles 103
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codec g711ulaw

no vad

上記の例では、10.10.10.180がCUBE IPで、10.10.10.10が CVPコールサーバー IPで
す。

CUBE Eがサービスコールバックに使用される場合、CUBE Eの音声サービス voipクラスに
は、サービスコールバックが動作するためのメディアフロースルーが必要です。

（注）

Unified CVPの構成

サービスコールバック用レポーティングサーバーの構成

レポーティングサーバーは、サービスコールバック機能に対して必要です。サービスコール

バックに対してレポーティングサーバーを構成するには、以下の手順を実行します。

始める前に

レポーティングサーバーをインストールして構成します。

手順

ステップ 1 オペレーションコンソールで、[システム（System）] > [サービスコールバック（Courtesy
Callback）]の順に選択します。

サービスコールバック構成ページが表示されます。

ステップ 2 [General]タブを選択します。

ステップ 3 [Unified CVPレポーティングサーバー（Unified CVP Reporting Server）]ドロップダウンリス
トで、レポーティングサーバーをセンタ記して、サービスコールバックデータを保存します。

ステップ 4 必要に応じて、[サービスコールバックデータベースへのセキュア通信を有効化（Enablesecure
communication with the Courtesy Callback database）]を選択します。

ステップ 5 許可および無効なダイヤル番号を構成します。

これらは、システムが発信者にサービスコールバックを発信するときに発信する必要がある番

号です。

最初は、サービスコールバック機能に許可されるダイヤル番号はありません。[不一
致のダイヤル番号を許可（Allow Unmatched Dialed Numbers）]の選択が解除され、[許
可されたダイヤル番号（Allowed Dialed Numbers）]ウィンドウが空になります。

（注）

ステップ 6 [発信者番号ごとの最大通話数（Maximum Number of Calls per Calling Number）]を目的の番号に
調整します。
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デフォルトでは0に設定されており、制限はありません。この設定により、同じ発信番号から
コールバックを受ける通話数を制限することができます。

このフィールドが正の数（X）に設定されている場合、Courtesy Callback Validate要素では、発
信番号ごとに Xのコールバックのみがpreemptive exit状態を通過できます。

発信番号に対してすでに Xコールバックがある場合、新しい通話はValidate要素の none exit状
態を通過できます。

また、通話に使用可能な発信番号がない場合、通話は常にValidate要素の none exit状態を通過
します。

ステップ 7 [コールサーバー展開（Call Server Deployment）]タブを選択し、サービスコールバックに使
用するコールサーバーを [利用可能（Available）]ボックスから [選択済み（Selected）]ボック
スに移動します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

構成は、次回レポーティングサーバーが再起動したときにアクティブになります（展開されま

す）。

ステップ 9 [保存して展開（Save＆Deploy）]をクリックすると、新しいレポーティングサーバー構成をす
ぐに展開できます。

すべての更新を構成したら、レポーティングサーバーを再起動して構成を更新しま

す。

（注）

サービスコールバック用 Call Studioスクリプトの構成

サービスコールバック機能は、Call Studioスクリプトと ICMスクリプトの組み合わせにより
制御されます。Call Studioスクリプトを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\OPSConsoleServer\StudioDownloads\CourtesyCallbackStudioScripts.zip
の CVP OAMPマシンから .zipファイルにアクセスします。

ステップ 2 CourtesyCallbackStudioScripts.zipに含まれる Call Studio Courtesy Callbackスクリプトサンプル
を、CallStudioが実行されているコンピュータにあるフォルダに解凍します。

各フォルダには、フォルダを同名の Call Studioプロジェクトが含まれています。5つの個別プ
ロジェクトは、サービスコールバック機能から構成されています。

CallbackEngineおよび CallbackQueueスクリプトは、変更しないでください。（注）

ステップ 3 ビジネスニーズに合わせて、BillingQueue, CallbackEntryおよびCallbackWaitスクリプトを変
更します。

ステップ 4 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco] > [Cisco Unified Call
Studio]の順に選択して、Call Studioを起動します。
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ステップ 5 [ファイル（File）] > [インポート（Import）]の順に選択します。

[インポート（Import）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 Call Studioフォルダを展開し、ワークスペースの [既存Call Studio（Existing Call Studio）]プ
ロジェクトを選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

[ファイルシステムからCall Studioプロジェクトをインポート（Import Call Studio Project From
File System）]が表示されます。

ステップ 8 Call Studioプロジェクトを抽出した場所を参照します。解凍された各フォルダで、フォルダ
（BillingQueueなど）を選択し、[完了（Finish）]を選択します。

プロジェクトが Call Studioにインポートされます。

ステップ 9 5つのフォルダのそれぞれに対して、前の手順のアクションを繰り返します。

[ナビゲータ（Navigator）] Windowsの左上に 5つのプロジェクトが表示されます。

ステップ 10 Call Studioの [デフォルトオーディオパスURI（Default Audio Path URI）]フィールドを更新し
て、メディアサーバの IPアドレスとポート値を含めます。

ステップ 11 以前に解凍した Call Studioプロジェクトごとに、以下の手順を実行します。

a) Call Studioの [ナビゲータ（Navigator）]ウィンドウでプロジェクトを選択します。
b) [プロジェクト（Project）] > [プロパティ（Properties）] > [Call Studio] > [オーディオ設定
（Audio Settings）]の順に選択します。

c) [オーディオ設定（Audio Settings）]ウィンドウで、 [オーディオパスURI（Audio Path URI）]
フィールドを http://<media-server >/en-us/VL/に変更します。

d) [適用（Apply）] > [OK]の順に選択します。

ステップ 12 [BillingQueueプロジェクト（BillingQueue Project）]で、必要に応じて保留中に発信者に再生す
る音楽を変更します。

a) プロジェクトのツリー構造を展開し、app.callflowをクリックします。

b) Audio_01ノードをクリックします。
c) [要素構成（Element Configuration）] > [オーディオ（Audio）] > [オーディオグループ
（Audio Groups）]の順に選択し、ツリー構造を展開したら、audio item 1をクリックしま
す、[デフォルトオーディオパス（Default Audio Path）]を使用して再生する .wavファイ
ルを変更します。

ステップ 13 CallbackEntryプロジェクトで、必要に応じて、 SetQueueDefault_01ノードの発信者インタラ
クション設定を変更します。

a) Call Studioの [ナビゲータ（Navigator）]パネルで、CallBackEntryプロジェクトを開き、
app.callflowをダブルクリックして、[スクリプト（Script）]ウィンドウにアプリケーショ
ン要素を表示します。

b) [スクリプト表示（Script Display）]ウィンドウの下部にあるタブを使用して、スクリプト
のコールの開始ページを開きます。

c) SetQueueDefault_01ノードを選択します。
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d) [要素構成（Element Configuration）]パネルで、[設定（Setting）]タブを選択し、必要に応
じてデフォルト設定を変更します。

ステップ 14 CallbackEntryプロジェクトのコールバックをするページで、次の項目を構成します。

a) [レコード名（Record Name）]ノードを強調表示し、[設定（Settings）]タブを選択します。

b) [パス（Path）]設定で、発信者の録音名を保存する場所へのパスを変更します。
c) Add Callback to DB 1ノードを強調表示します。

d) 前の手順で作成した録音フォルダの場所と一致するように、録音名ファイルの設定を変更
します。

e) キープアライブ間隔（秒単位）が、再生されるキューの音楽の長さよりも長いことを確認

します。通話の開始ページでのデフォルトは以下のとおりです。

SetQueueDefaults_01ノードのデフォルト値は 120秒です。

f) CallbackEntryプロジェクトを保存します。
g) CallbackWaitプロジェクトで、CallbackWaitアプリケーションの値を変更します。

このアプリケーションでは、実際のコールバック時に発信者が受信する IVRインタラク
ションを変更できます。CallbackWait > AskIfCallerReadyページの発信者インタラクション
要素は変更される場合があります。変更後、プロジェクトを保存します。

h) サービスコールバック機能に関連付けられている 5つのプロジェクトのを検証し、VXML
サーバーに展開します。

ステップ 15 [ナビゲータ（Navigator）]ウィンドウで各サービスコールバックプロジェクトを右クリック
し、[検証（Validate）]を選択します。

ステップ 16 プロジェクトの 1つを右クリックし、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 17 各プロジェクトのチェックボックスをオンにして、必要なプロジェクトを選択します。

ステップ 18 [展開先（Deploy Destination）]領域で、[アーカイブファイル（Archive File）]を選択し、[参照
（Browse）]をクリックします。

ステップ 19 設定したアーカイブフォルダに移動します。

例：

C:\Users\Administrator\Desktop\Sample。

ステップ 20 ファイルの名前を入力します。

例：

たとえば、Samplefile.zipです。

ステップ 21 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 22 [展開先（Deploy Destination）]領域で、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 23 OAMPにログインし、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] >
[VXMLアプリケーション（VXMLApplications）]の順に選択します。

ステップ 24 アプリケーションを展開する VXMLサーバーを選択します。

ステップ 25 アプリケーションを含む zipファイルを選択します。

例：
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Samplefile.zip。

ステップ 26 [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 27 各プロジェクトを右クリックし、[展開（Deploy）]をクリックして、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

ステップ 28 Windows Explorerを使用して、%CVP_HOME%\VXMLServer\applicationsに移動します。

ステップ 29 5つのサービスコールバックアプリケーションで、%CVP_Home%\VXMLServer\applicationsに
あるプロジェクトの管理者フォルダを開き、deployApp.batをダブルクリックして、 VXML
サーバーにアプリケーションを展開します。

ステップ 30 %CVP_HOME%\VXMLServer\adminに移動し、すべてのアプリケーションが実行されている
か確認したら、status.batをダブルクリックします。5つすべてののアプリケーションが、[ア
プリケーション名（Application Name）]配下で、ステータスが [実行中（Running）]として表
示されます。

サービスコールバック用メディアサーバーの構成

サービスコールバックのサンプルスクリプトには、サービスコールバック固有のメディアファ

イルがいくつか含まれています。サービスコールバック用にメディアサーバを構成するには、

以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVPのインストール中、メディアファイルは
%CVP_HOME%\OPSConsoleServer\CCBDownloads\CCBAudioFiles.zipとしてコピーさ
れます。

ステップ 2 特殊なオーディオファイルを解凍し、メディアサーバー
VXMLServer\Tomcat\webapps\CVP\audioにコピーします。

サンプルスクリプトは、オーディオファイルのデフォルトロケーションである「\CVP\audio」
を使用するように設定されています。

ステップ 3 サンプルスクリプトのオーディオファイルのデフォルトロケーションをメディアサーバーパス
に変更します。

設定 Unified CCE

サービスコールバック用 ICMスクリプトの構成

以下の図は、サンプルのサービスコールバック ICMスクリプトを示しています。
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図 10 :サービスコールバック ICMスクリプトのサンプル

ICMを構成して、サンプルサービスコールバック ICMスクリプトを使用するには、以下の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 CCEサンプルスクリプトと CourtesyCallback.ICMSを CCE Admin Workstationにコピーしま
す。

CCEスクリプトの例は、以下の場所にあります。

• \CVP\Downloads and Samples\の CVPインストールメディア。
• %CVP_HOME%\OPSConsoleServer\ICMDownloadsのオペレーションコンソールから。

• [インポートスクリプトー手動オブジェクトマッピング（Import Script - Manual Object
Mapping）]ウィンドウで、ルーティングとスキルグループをサービスコールバックに使用
可能なルートとスキルグループにマッピングします。

Small Contact Center導入モデルの場合は、Internet Script Editorがインストールさ
れているデスクトップにCourtesyCallback.ICMSルーティングスクリプトをコピー
します。

（注）
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ステップ 2 Script Editorで、[ファイル（File）] > [スクリプトのインポート...（Import Script...）]の順に選
択します。

Small Contact Center導入モデルの場合は、以下の手順を実行します。（注）

1. サブカスタマーユーザーで ISEにログインし、[ファイル（File）] > [スクリプトのインポー
ト（Import Script）]の順に選択します。

2. デスクトップCourtesyCallback.ICMSにコピーされたルーティングスクリプトを選択しま
す。

ステップ 3 [スクリプトの場所（Script Location）]ダイアログボックスで、CourtesyCallback.ICMSを選択
し、[開く（Open）]をクリックします。VXMLサーバー、コールサーバー、およびメディア
サーバーが同じ場所に配置されているため、図 10 :サービスコールバック ICMスクリプトの
サンプル（331ページ）で番号1ノードとして強調表示されている設定変数「Setmediaserver」
をバイパスできます。

ステップ 4 サービスコールバックに対して新しい ECC変数を定義します。

新しい ECC変数は、発信者がキューに入り、コールバックを提供できるかどうかを判断する
ために使用されます。

ステップ 5 [ICM Admin Workstation] > [ICM構成マネージャ（ICM Configuration Manager）] > [拡張コー
ル変数リストツール（Expanded Call Variable List tool）]の順に選択し、サービスコールバッ
ク専用の ECC変数である user.CourtesyCallbackEnabledを作成します。

ステップ 6 CallbackEntry（VXMLアプリケーション）に渡される以下のパラメータを設定します。

例：

• ToExtVXML[0]
=concatenate("application=CallbackEntry",";ewt=",Call.user.microapp.ToExtVXML[0])

• ToExtVXML[1] = "qname=billing";

• ToExtVXML[2] = "queueapp=BillingQueue;"

• ToExtVXML[3] = concatenate("ani=",Call.CallingLineID,";");

CallbackEntryは、実行される VXMLサーバーアプリケーションの名前です。

ewtは Block #2で計算されます。

qnameは、コールが配置される VXMLサーバーキューの名前です。一意のリソースプール
キューごとに一意の qnameが必要です。

queueappは、このキューに対して実行されるVXMLサーバーキューイングアプリケーション
の名前です。

aniは、発信者の発信側回線 IDです。

ステップ 7 ネットワーク VRUスクリプトを作成します。

ステップ 8 [ICM構成マネージャ（ICM Configuration Manager）] > [ネットワークCRUスクリプトリスト
ツール（Network VRU Script List tool）]の順に選択し、以下の割り込み可能スクリプトネッ
トワーク VRUスクリプトを作成します。
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名前：VXML_Server_Interruptible

ネットワーク VRU：Type 10 CVP VRUを選択します。

VRUスクリプト名：GS、サーバー、V、割り込み可

タイムアウト：9000秒

割り込み可能：オン

ステップ 9 [ICM構成マネージャ（ICM Configuration Manager）] > [ネットワークCRUスクリプトリスト
ツール（Network VRU Script List tool）]の順に選択し、以下の割り込み不可スクリプトネッ
トワーク VRUスクリプトを作成します。

名前：VXML_Server_NonInterruptible

ネットワーク VRU：Type 10 CVP VRUを選択します。

VRUスクリプト名：GS、サーバー、V、割り込み不可

タイムアウト：9000秒（Unified CVPの最大コールライフよりも長くする必要があります）

割り込み可能：オフ

ステップ 10 user.microapp.ToExtVXMLECC変数が最小サイズ 60文字の 5つの項目の配列に設定され、
user.microapp.FromExtVXML変数が最小サイズ 60文字の 4つの配列に設定されていることを確
認します。

（注）

サンプルスクリプトのルートとスキルグループにマッピングするために、少なくとも1つの使
用可能なルートとスキルグループがあることを確認します。

ステップ 11 スクリプトを保存し、コールタイプを関連付けてスクリプトをスケジュールします。

Small Contact Center導入モデルの場合、ネットワーク VRUスクリプト、ECC編集な
どのルーティングスクリプトで使用されるリソースがサブカスタマーに対して一意で

あることを確認してください。

（注）

エージェントグリーティングの構成
エージェントグリーティングを使用するには、電話機が次の要件を満たしている必要がありま

す。

•電話機に BiB機能があること。

•電話機が、UnifiedCM8.5(1)以降で提供されるファームウェアバージョンを使用すること。

（ほとんどの場合、Unified CMインストールのアップグレードの際に、電話機のファーム
ウェアも自動でアップグレードされます。）

エージェントグリーティングを構成するには、以下の手順を実行します。
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•ゲートウェイの構成（334ページ）

• Unified CVPの構成（335ページ）

•設定 Unified CCE（339ページ）

• Unified Communications Managerの構成（345ページ）

ゲートウェイの構成

tclスクリプトを VXMLゲートウェイに再発行

Unified CVPと共に出荷される .tclスクリプトファイルには、エージェントグリーティングをサ
ポートするための更新が含まれていますこれらの更新されたファイルを VXMLゲートウェイ
に再パブリッシュする必要があります。

VXMLゲートウェイへのスクリプトの再公開は、CVP更新において標準のタスクです。エー
ジェントグリーティングを使用する前に、スクリプトを再公開する必要があります。

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールで [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送
（File Transfer）] > [スクリプトおよびメディア（Scripts and Media）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイス（Device）]を [ゲートウェイ（Gateway）]に設定します。

ステップ 3 更新するゲートウェイを選択します。通常は、特定の理由がない限り、すべてを選択します。

ステップ 4 [デフォルトゲートウェイファイル（Default Gateway files）]を選択します。

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックします。

VXMLゲートウェイのキャッシュサイズの設定

十分なパフォーマンスを保証するには、VXMLゲートウェイで最大に許容されるキャッシュの
サイズを設定します。最大サイズは 100メガバイトです。デフォルトは 15キロバイトです。
VXMLゲートウェイで最大に許容されるキャッシュのサイズの設定に失敗すると、メディア
サーバへのトラフィックの増加に対するパフォーマンスが遅くなる可能性があります。

VXMLゲートウェイで次の Cisco IOSコマンドを使用して、キャッシュサイズをリセットしま
す。

conf t
http client cache memory pool 100000
exit
wr

キャッシュサイズの構成詳細については、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.html」の
「Configuration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal」を参照してください。
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Unified CVPの構成
Unified CVPを構成するには、以下の手順を実行します。

•サーバーマネージャで FTPを有効化（335ページ）

• Unified CVPメディアサーバーの構成（74ページ）

•録音エージェントグリーティング用 Call Studioスクリプトの構成（337ページ）

サーバーマネージャで FTPを有効化

サーバマネージャで FTPを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 サーバーマネージャの左側のナビゲーションペインで、[ロール（Roles）]を右クリックしま
す。

ステップ 2 [ロールの追加（Add Role）]をクリックします。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [Webサーバー（IIS）（Web Server (IIS)）]チェックボックスをオンにし、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 5 [FTPサーバー（FTP Server）]チェックボックスをオンにし、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 6 インストールが正常に完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 7 FTPと IISが同じルートディレクトリを共有していることを確認します。これは、録音アプリ
ケーションがファイルをメディアサーバーのディレクトリ構造に書き込み、グリーティング再

生コールが IISを使用してファイルを取得するためです。en-us/appディレクトリは、FTPと IIS
の同じルートディレクトリ配下にある必要があります。

ステップ 8 グリーティングファイルを保存する専用のディレクトリをサーバーに作成します。

これにより、エージェントグリーティングファイルのキャッシュタイムアウトを 5分に設定
できます。これは、他のディレクトリから提供される他の静的ファイルには影響しません。デ

フォルトでは、Record Greetingアプリケーションは、web/ftpルートディレクトリは以下の
en-us/appディレクトリに .wavファイルをポストします。en-us/appディレクトリの下に ag_gr
などの専用ディレクトリを作成し、録音アプリケーションを呼び出す Unified CCEスクリプト
でこれを指定できます。ECC変数である call.user.microapp.ToExtVXMLのアレイを使用して、
ftpPathパラメータを録音アプリケーションに送信します。ECC変数の長さが十分に長いこと
を確認してください。そうしないと、切り捨てられて失敗する場合があります。

ステップ 9 IIS Managerで、専用ディレクトリのキャッシュ有効期限をVXMLゲートウェイからメディア
サーバーへのデータ要求を最小限に抑えながら、再録音されたグリーティングを適切な時間内

に前のメッセージに置き換えることができる値に設定します。
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理想的な値は、サポートするエージェント数と、グリーティングを再録音する頻度によって異

なります。2分が妥当な開始点です。

ステップ 10 使用しているサイトを検索し、作成したエージェントグリーティングフォルダ（ag_gr）に移
動して、[HTTP Response Headers]を選択します。

ステップ 11 [追加（Add）] > [共通ヘッダーの設定（Set Common Headers）]の順に選択します。

録音グリーティング用音声プロンプトの作成

エージェントがグリーティングの録音時に聞く各ボイスプロンプトのオーディオファイルを作

成します。必要なプロンプトの数はさまざまですが、一般的なセットは次のとおりです。

•ウェルカムの後に、使用するグリーティングを選択するプロンプトが表示されます（これ
は、エージェントごとに複数のグリーティングをサポートしていることを前提としていま

す）。

•現在のバージョンを聞くか、新しいバージョンを録音するか、メインメニューに戻るかを
選択するプロンプト

•現在のグリーティングが見つからない場合に再生するプロンプト。

録音グリーティング用の音声プロンプトを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 選択した録音ツールを使用してファイルを作成します。ファイルを録音する場合：

•メディアファイルの形式は、.wavにする必要があります。.wavファイルは、Unified CVP
エンコーディングおよび形式の要件（G.711、CCITT A-Law 8 kHz、8ビット、モノラル）
と一致する必要があります。

•オーディオファイルをテストします。クリップされていないこと、および音量とトーンが
一貫していることを確認します。

ステップ 2 録音後、ファイルを Unified CVPメディアサーバーに展開します。デフォルトの展開場所は、
<web_server_root>\en-us\appディレクトリです。

ステップ 3 ファイルの名前と、メディアサーバーでファイルを展開した場所をメモします。スクリプト作
成者は、エージェントグリーティングスクリプトにこの情報を必要とします。

組み込み録音プロンプト

エージェントグリーティングの録音に使用する Unified CVP Get Speech micro-applicationには、
以下の組み込みプロンプトが含まれます。

•エージェントが録音した内容を再生するために使用できるプロンプト
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•グリーティングの保存、再録音、またはメインメニューに戻るためのプロンプト

•保存を確認するプロンプト。切断するか、メインメニューに戻るかを選択できます。

これらの .wavファイルを独自のファイルに置き換えることができます。詳細については、
「https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-call-studio/
tsd-products-support-series-home.html」の「Unified Customer Voice Portal Call Studio」の書類を参
照してください。

録音エージェントグリーティング用 Call Studioスクリプトの構成

録音エージェントグリーティングは、Call Studioスクリプトと ICMスクリプトの組み合わせに
よって制御されます。Call Studioスクリプトを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\OPSConsoleServer\StudioDownloads\RecordAgentGreeting.zip
の CVP OAMPマシンから.zipファイルにアクセスします。

ステップ 2 RecordAgentGreeting.zipに含まれるCall Studio Record Agent Greetingスクリプトの例を、CallStudio
が実行されているコンピュータにある任意のフォルダ抽出します。フォルダには、フォルダと

同じ名前の CallStudioプロジェクトが含まれています。

ステップ 3 [スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco] > [Cisco Unified Call Studio]の順に
選択して、Call Studioを起動します。

ステップ 4 [ファイル（File）] > [インポート（Import）]の順に選択します。
[インポート（Import）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 Call Studioフォルダを展開し、ワークスペースの [既存Call Studio（Existing Call Studio）]プ
ロジェクトを選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
[ファイルシステムからCall Studioプロジェクトをインポート（Import Call Studio Project From
File System）]が表示されます。

ステップ 7 Call Studioプロジェクトを抽出した場所を参照します。フォルダを選択し、[完了（Finish）]
を選択します。

例：

RecordAgentGreeting

ステップ 8 以下の手順に従って、定義されたパスにファイルを保存します。

a) [Call Studioナビゲータ（Call Studio Navigator）]パネルで、RecordAgentGreetingプロジェ
クトを開き、app.callflowをダブルクリックして、[スクリプト（Script）]ウィンドウにア
プリケーション要素を表示します。

b) Record Greeting With Confirmノードを選択します。

c) [要素構成（Element Configuration）]パネルで、[設定（Setting）]タブを選択し、デフォ
ルトパス設定を c:\inetpub\wwwroot\en-us\app\ag_grに修正します。変更後、プ
ロジェクトを保存します。
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d) 録音エージェントグリーティングに関連付けられているプロジェクトを検証し、VXML
サーバーに展開します。

ステップ 9 [ナビゲータ（Navigator）]ウィンドウの録音エージェントグリーティングプロジェクトを右ク
リックし、[検証（Validate）]を選択します。

ステップ 10 [録音エージェントグリーティング（Record Agent Greeting）]プロジェクトを右クリックし、
[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 11 [展開先（Deploy Destination）]領域で、[アーカイブファイル（Archive File）]を選択し、[参
照（Browse）]をクリックします。

ステップ 12 設定したアーカイブフォルダに移動します。

例：

C:\Users\Administrator\Desktop\Sample.

ステップ 13 ファイルの名前を入力します。

例：

Samplefile.zip

ステップ 14 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 15 [展開先（Deploy Destination）]領域で、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 16 OAMPにログインし、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] >
[VXMLアプリケーション（VXMLApplications）]の順に選択します。

ステップ 17 アプリケーションを展開する VXMLサーバーを選択します。

ステップ 18 アプリケーションを含む zipファイルを選択します。

例：

Samplefile.zip

ステップ 19 [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 20 各プロジェクトを右クリックし、[展開（Deploy）]をクリックして、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

ステップ 21 Windows Explorerを使用して、
%CVP_HOME%\VXMLServer\applications\RecordAgentGreetingに移動し、プロジェ
クトの adminフォルダを開いたら、deployApp.batをダブルクリックしてアプリケーションを
VXMLサーバーに展開します。

ステップ 22 アプリケーション

が、%CVP_HOME%\VXMLServer\applications\RecordAgentGreeting\adminパスで実
行されていることを確認したら、status.batをダブルクリックします。[アプリケーション名
（Application Name）]配下に、ステータスが [実行中（Running）]のアプリケーションが表示
されます。

メディアの IIS（Windowsサーバー）でのコンテンツの有効期限の設定

Windows Server上の IISでコンテンツの有効期限を設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 デスクトップのMy Computerを右クリックし、[管理（Manage）]を選択します。

ステップ 2 [サーバーマネージャ（Server Manager）] > [ロール（Roles）] > [Webサーバー（Web Server
(IIS)）] > [インターネットインフォメーションサービス（IIS）マネージャ（Internet Information
Services (IIS) Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 デフォルトのWebサイトを選択し、[機能ビュー（Features View）]に移動します。

ステップ 4 [HTTP応答ヘッダー（HTTP Response Headers）]をダブルクリックします。

ステップ 5 [アクション（Actions）]で、[共通ヘッダーの設定…（Set Common Headers…）]を選択しま
す。

ステップ 6 [共通HTTP応答ヘッダーの設定（Set Common HTTP Response Headers）]で、[HTTPキープア
ライブの有効化（Enable HTTP keep-alive）]と [Webコンテンツの期限切れ（Expire Web
content）]を選択し、[5分後（After 5 minutes）]を設定します。

設定 Unified CCE
Unified CCEを構成するには、以下の手順を実行します。

•エージェントグリーティング再生スクリプトの作成（339ページ）

•エージェントグリーティング録音スクリプトの作成（340ページ）

•エージェントグリーティングスクリプトサンプルのインポート（341ページ）

エージェントグリーティング再生スクリプトの作成

専用ルーティングスクリプトがエージェントグリーティングを再生します。このスクリプト

は、特定のルーティングクライアントで PlayAgent Greetingがダイヤルした番号によって呼び
出されます。ダイヤル番号を作成し、スクリプトを実行するコールタイプに関連付ける必要が

あります。
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図 11 :エージェントグリーティング再生スクリプト

エージェントグリーティング録音スクリプトの作成

エージェントグリーティング録音スクリプトを使用すると、エージェントはグリーティングを

録音できます。エージェントデスクトップは、エージェントが [エージェントグリーティング
の録音（Record Agent Greeting）]ボタンをクリックすると、エージェントに再生または録音す
るグリーティングの選択を求め、スクリプトを呼び出します。特定のルーティングクライアン

トのダイヤル番号 RecordAgentGreetingを作成し、このスクリプトを実行するコールタイプに
関連付けます。
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図 12 :エージェントグリーティング録音スクリプト

録音エージェントグリーティングに対する Unified CCEの構成

• user.microapp.ToExtVXML：これは、エージェントグリーティングレコードに使用しま
す。1回目は Unified CVP Record Agent Greetingをキューに入れ、2回目は、greetingファ
イルの保存場所を録音アプリケーションに通知します。サイズ3のアレイとして構成しま
す。Unified CCE管理を使用して、この変数に 100とEnabledが最大長として含まれている
ことを確認します。

• user.microapp.app_media_lib：これは、エージェントグリーティングレコードおよび再
生スクリプトに必要で、greetingファイルが保存されているメディアサーバーで専用のディ
レクトリを指定します。最大長は、100と Enabledです。

• user.microapp.input_type：これは、エージェントグリーティングレコードスクリプトに
必要で、許容入力タイプを DTMFに制限します。最大長は、100と Enabledです。

ECC変数を有効にするには、「拡張コール変数の構成（233ページ）」を参照してください。（注）

エージェントグリーティングスクリプトサンプルのインポート

サンプルのエージェントグリーティングスクリプトを表示または使用するには、まず Unified
CCE Script Editorにスクリプトをインポートする必要があります。サンプルのエージェントグ
リーティングスクリプトをインポートするには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Script Editorを起動します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [スクリプトのインポート（Import Script）]の順に選択し、インポートす
る以下のスクリプトを選択します。

a) エージェントグリーティング再生スクリプト

b) エージェントグリーティング録音スクリプト

スクリプトは、データサーバー（DS）ノードの icm\binディレクトリにあります。

ステップ 3 残りのスクリプトについてもこれを繰り返します。

Small Contact Center導入モデルの場合、デフォルトルーティングスクリプトはパー
トナーコミュニティで使用できます。ISEがインストールされているデスクトップに
ルーティングスクリプトをダウンロードしたら、サブカスタマーユーザーとして ISE
にログインし、手順 2と 3を実行します。すべての導入モデルのルーティングスクリ
プトファイル（https://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=284526699）を
ダウンロードします。

（注）

Small Contact Center導入モデルの場合、ネットワーク VRUスクリプト、ECC編集な
どのルーティングスクリプトで使用されるリソースがサブカスタマーに対して一意で

あることを確認してください。

（注）

コールタイプの設定

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 コールタイプを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [コールタイプ（Call Types）]の順に選択します。

ステップ 5 エージェントグリーティングを録音するコールタイプを作成し、RecordAgentGreetingと名前
を付けます。

ステップ 6 エージェントグリーティングを再生するコールタイプを作成し、PlayAgentGreetingと名前を
付けます。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
342

コアコンポーネントの統合オプションの構成

コールタイプの設定

https://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=284526699


着信番号の設定

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] >リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 ダイヤル番号を作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [ダイヤル番号（Dialed Number）]の順に選択します。

ステップ 5 エージェントグリーティングを録音するダイヤル番号を作成し、名前としてRecordAgentGreeting
を入力します。

ステップ 6 エージェントグリーティングを再生するダイヤル番号を作成し、名前としてPlayAgentGreeting
を入力します。

ステップ 7 ダイヤル番号ごとに以下の手順を実行します。

a) ルーティングタイプとして [内部音声（Internal Voice）]を選択します。

b) デフォルトのドメイン値を保持します。
c) ダイヤル番号に適したコールタイプを選択します。

これにより、各番号をそのコールタイプと実行するスクリプトに関連付けることができま

す。

スクリプトのスケジュール

手順

ステップ 1 Script Editorで、[スクリプト（Script）] > [コールタイプマネージャ（Call Type Manager）]
の順に選択します。

ステップ 2 [コールタイプマネージャ（Call Type Manager）]画面で、[スケジュール（Schedules）]タブを
選択します。

ステップ 3 [コールタイプ（Call type）]ドロップダウンリストで、PlayAgentGreetingなど、スクリプトに
関連付けるコールタイプを選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックし、[スクリプト（Scripts）]ボックスから目的のスクリプトを選択
します。

ステップ 5 [OK]を 2回クリックし終了します。

エージェントグリーティングの構成

この項では、エージェントグリーティング機能の展開および構成方法に関して説明します。
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エージェントグリーティング展開タスク

手順

ステップ 1 システムが、「システム要件と制限事項」の項で説明されているソフトウェア、ハードウェ

ア、および構成の基準要件を満たしていることを確認します。

ステップ 2 メディアサーバーで IISと FTPを構成します。

ステップ 3 Unified CVPで、メディアサーバーを追加し、FTP接続情報を構成し、メディアサーバーを展
開します。

ステップ 4 まだ構成していない場合は、Unified CVPメディアサーバーを構成します。Unified CVPメディ
アサーバーの構成（74ページ）を参照してください。

ステップ 5 Unified CVPオペレーションコンソールで、更新されたエージェントグリーティングサポート
を使用して VXML Gateway.tclスクリプトを再公開します。エージェントグリーティングサ
ポートについては、「tclスクリプトを VXMLゲートウェイに再発行（334ページ）」を参照
してください。

ステップ 6 VXMLゲートウェイのキャッシュサイズを設定します。VXMLゲートウェイのキャッシュサ
イズの設定（334ページ）を参照してください。

ステップ 7 エージェントがグリーティングを録音するときにエージェントに再生する音声プロンプトを録

音し、メディアサーバーに音声ファイルを展開します。「録音グリーティング用音声プロンプ

トの作成（336ページ）」を参照してください。

ステップ 8 コールタイプの設定（342ページ）、エージェントグリーティングを録音および再生します。

ステップ 9 着信番号の設定（343ページ）、エージェントグリーティングを録音および再生します。

ステップ 10 スクリプトのスケジュール（343ページ）

ステップ 11 Script Editorで：

•インストールしたスクリプトを使用してエージェントグリッパーを録音再生するには、
「エージェントグリーティングスクリプトサンプルのインポート（341ページ）」を参
照してください。

ステップ 12 Unified CCEコールルーティングスクリプトを修正してエージェントグリーティング再生スク
リプトを使用（344ページ）.

Unified CCEコールルーティングスクリプトを修正してエージェントグリーティング再生
スクリプトを使用

エージェントグリーティング再生スクリプトを実行する際は、AgentGreetingType Set Variable
ノードを既存の Unified CCEコールルーティングスクリプトに追加する必要があります。この
変数値は、グリーティングを再生するオーディオファイルを選択するために使用します。エー

ジェントへのコールをキューイングするスクリプトノード（つまり、[スキルグループまたは
プレシジョンキューへの]キュー、キューエージェント、ルート選択、または選択ノード）の
前に変数を設定します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
344

コアコンポーネントの統合オプションの構成

エージェントグリーティング展開タスク



AgentGreetingTypeコール変数の指定

スクリプトにエージェントグリーティングを含めるには、AgentGreetingTypeコール変数を参照
する Set Variableノードを挿入します。AgentGreetingType変数は、グリーティングを再生し、
使用するオーディオファイルを指定します。変数値は、スキルグループまたはプレシジョン

キューのグリーティングタイプの名前に対応します。たとえば、営業担当者のスキルグループ

またはプレシジョンキューがあり、営業のグリーティングタイプが「5」の場合、変数値は 5
になります。

1つのコールタイプ全体で 1つのグリーティングプロンプトを使用できます。その結果、スク
リプトごとに 1つの AgentGreetingTypeセットノードを使用します。ただし、必要に応じて、
スクリプトの複数の場所で変数を設定して、異なるエンドポイントで異なるグリーティングを

再生できます。たとえば、スキルベースのルーティングを行う場合、特定のスキルグループま

たはプレシジョンキューを選択するために使用する各決定ポイントで変数を指定できます。

各コールで再生できるグリーティングは 1つのみです。スクリプトが AgentGreetingType変数
を参照し、スクリプトを通過する単一パスで複数回設定した場合、最後に設定される値が再生

されます。

（注）

エージェントグリーティングの Set Variableノードでこれら設定を使用します。

•オブジェクトタイプ：コール。

•変数：AgentGreetingType変数を使用する必要があります。

•タイプ：PersonID_AgentGreetingTypeタイプを使用する必要があります。

•値：再生するグリーティングタイプに対応する値を指定します。例：「2」または「フラ
ンス語」

•値は引用符で囲む必要があります。

•大文字と小文字は区別されません。

•この値には、URLエンコーディングを必要とするスペースや文字を含めることはでき
ません。

Unified Communications Managerの構成

ウィスパーアナウンスメントの構成
ウィスパーアナウンスメントを構成するには、以下の手順を実行します。

•ゲートウェイの構成（346ページ）

• Unified CVPの構成（346ページ）
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•設定 Unified CCE（346ページ）

ゲートウェイの構成

ゲートウェイは、ウィスパーアナウンスメントに 2つの異なるダイヤル番号を使用します。

• 91919191の番号は、ウィスパーがエージェントに再生している際に、発信者に聞こえる着
信音を鳴らします。

• 9191919100の番号がウィスパー自体を呼び出します。

着信番号 9191919100および 91919191のダイヤルピアを次のように構成します。

dial-peer voice 919191 voip description CVP SIP ringtone dial-peer service
ringtone incoming called-number 9191T voice-class sip rel1xx disable dtmf-relay
rtp-nte codec g711ulaw no vad

Unified CVPの構成

ウィスパーアナウンスメントサービスのダイヤル番号の構成

Unified CVPは、ウィスパーアナウンスメントに対して 2つのダイヤル番号を使用します。

最初の番号は、エージェントにウィスパーが再生されている間に発信者に聞こえる着信音サー

ビスを呼び出します。この番号の Unified CVPのデフォルトは 91919191です。

2つ目の番号はウィスパー自体を呼び出します。この番号の Unified CVPのデフォルトは
9191919100です。

ウィスパーアナウンスメントが機能するには、ダイヤル番号パターンがこれらの番号の両方を

網羅する必要があります。9111 *などのワイルドカードを使用すると網羅範囲を簡単に確認で
きます。ただし、完全に一致するダイヤル番号を使用する場合は、91919191と9191919100の
両方を指定する必要があります。

設定 Unified CCE

ウィスパーアナウンスメントスクリプトの作成

コール付きのウィスパーアナウンスメントを展開することは非常に重要です。ウィスパーアナ

ウンスメント変数と Unified CCEルーティングスクリプトの .wavファイルを設定します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
346

コアコンポーネントの統合オプションの構成

ゲートウェイの構成



図 13 :ウィスパーアナウンスメントスクリプト

データベース統合の構成
データベース統合を構成するには、以下の手順を実行します。

• Unified CVPの構成（347ページ）

•設定 Unified CCE（350ページ）

Small Contact Center導入モデルは、CVPデータベース統合のみをサポートします。（注）

Unified CVPの構成

VXMLデータベース要素の構成

VXMLデータベース要素の構成には、Java Database Connectivity（JDBC）を構成する必要があ
ります。

JDBCを構成するには、以下の手順を実行します。

• JDBCドライバのインストール（348ページ）

• JNDIコンテキストの追加（348ページ）

• VXMLスタジオスクリプトの構成（349ページ）

• ICMスクリプトの作成（349ページ）
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JDBCドライバのインストール

JDBCドライバをインストールするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft JDBC Driver for SQL Serverの .exeファイルをダウンロードします。

例：

1033\sqljdbc_3.0.1301.101_enu.exe

ステップ 2 実行可能な .exeファイルを実行し、C:\temp\にインストールします。

ステップ 3 C:\temp\sqljdbc_3.0\enu\sqljdbc4.jarというファイルを Unified CVP VXMLサー
バーのフォルダがある C:\Cisco\CVP\VXMLServer\Tomcat\common\libにコピーしま
す。

JNDIコンテキストの追加

Java Naming and Directory Interface（JNDI）コンテキスト構成を追加するには、以下の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\VXMLServer\Tomcat\conf\context.xml fileから context.xml fileにアクセスします。

ステップ 2 JNDI名、SQLサーバーアドレス、SQLデータベース名、ユーザー名、およびパスワードを入
力します。

以下は、SQL authentication context.xmlファイルの例です。

<Context>

<WatchedResource>WEB-INF/web.xml</WatchedResource>

<Manager pathname="" />

<Resource name="jdbc/dblookup"

auth="Container"

type="javax.sql.DataSource"

DriverClassName="com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver"

url="jdbc:sqlserver://<dblookupnode_ipaddress>:1433;databaseName=DBLookup;user=sa;password=sa"

>

</Context>

ステップ 3 VXMLサーバーサービスを再起動するには、以下の手順を実行します。

a) [実行（Run）]ウィンドウに移動して、services.mscコマンドを入力します。
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b) [Cisco CVP VXMLサーバー（Cisco CVP VXML Server）]のオプションを選択します。

c) 右クリックして、[再起動（Restart）]のオプションを選択します。

Small Contact Centerエージェント導入モデルの場合、リソース名は各カスタマーに対
して一意である必要があります。たとえば、Sub-cust1 Resource name = "jdbc/dblookup1"
and Sub-cust2 Resource name = "jdbc/dblookup2"です。

（注）

VXMLスタジオスクリプトの構成

VXML Studioスクリプトを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 database要素を使用して VXMLアプリケーションを作成するには、以下を構成します。

a) [タイプ（Type）]で [シングル（Single）]を選択します。

b) [JNDI名（JNDI Name）]にデータベースルックアップ名を入力します。

c) クエリ SQL：

たとえば、select AccountNo from AccountInfo where CustomerNo = {CallData.ANI}

Where AccountNo - Value to be retrieved

AccountInfo - Table name

CustomerNo - condition to be queried

データ：

次の値を使用してデータベース要素を作成します。

Name - AccountNo

Value - {Data.Element.Database_01.AccountNo}

ステップ 2 ローカルコンピュータまたはリモートコンピュータ（VXMLコールサーバーに直接）にスクリ
プトを展開して、CVP Subdialog return要素を作成します。

ステップ 3 これをローカルマシンに保存した場合は、フォルダ全体を

<Install dir>:\Cisco\CVP\VXMLServer\applicationsにコピーし、アプリケーションの adminフォル
ダ内にある deployApp windowsバッチファイルを使用してそれを展開します。

ICMスクリプトの作成

以下の図に示すものと類似する ICMスクリプトの作成
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図 14 : ICMデータベースルックアップを使用したサンプルスクリプト

設定 Unified CCE

ICMデータベースルックアップの設定

ICMデータベースルックアップを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ルータオプションでデータベースルーティングを有効にするを選択して、データベースルッ
クアップの変更に関するルータ設定を編集します。

ステップ 2 Database Lookup explorerの構成：
a) スタート >すべてのプログラム > Cisco Unified CCEツール >管理ツール > Configuration

Managerをクリックします。
b) ツール > EXPLORERツール >データベースルックアップ EXPLORERを開きます。
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c) 以下の例に示される通りに、スクリプトテーブルとスクリプトテーブル列を設定します。

スクリプトテーブル：

名前：AccountInfo

サイド A：\\dblookup1\DBLookup.AccountInfo

サイド B：< データベースのサイド B をここで更新>

説明：<ここに説明を入力>

dblookup1は外部データベースサーバ名、DBLookupは外部データベース名、AccountInfo
はテーブル名です。

スクリプトテーブルの列:

カラム名 ：AccountNo

説明：<ここに説明を入力>

ステップ 3 Unified CCEでレジストリ設定を変更するには、以下の手順を実行します。
a) [HKEY_LOCAL_MACHINE] > [ソフトウェア（SOFTWARE）] > [Cisco Systems, Inc.] >

[ICM] > [<Instance Name>] > [ルーターA（RouterA）] > [現在のバージョン
（CurrentVersion）] > [構成（Configuration）] > [データベースレジストリ（Database
registry）]の順に選択します。

インスタンス名は、設定するインスタンスの名前です。

b) 以下の例の通り SQLLoginレジストリキーを設定します。

例：

\\dblookup1\DBLookup=(sa,sa)

DBLookupは、外部データベース名、（sa, sa）は SQLサーバ認証です。

ステップ 4 対応するテーブルとルックアップ値を含むデータベースルックアップノードを含む ICMスク
リプトを作成します。

下の図は、ルックアップ値としてのテーブル名および CallingLineIDとしての AccountInfoを示
しています。
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図 15 : ICMデータベースルックアップの例

Unified Mobile Agentの構成
• VRFを使用した SCC展開のためのゲートウェイの構成（353ページ）

• Unified CCEの構成（353ページ）

• Unified Communications Managerの構成（354ページ）

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
352

コアコンポーネントの統合オプションの構成

Unified Mobile Agentの構成



VRFを使用した SCC展開のためのゲートウェイの構成

Sub-Customer1 Cisco Unified Communications Managerのダイヤルピアの構成

dial-peer voice 21011 voip
description from CVP towards VRF1 to Sub-Customer1 for mobileagent
destination-pattern 100.
session protocol sipv2
session target ipv4:20.20.20.31
session transport udp
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet2.100
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet2.100
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric

Sub-Customer2 Cisco Unified Communications Managerのダイヤルピアの構成

dial-peer voice 22011 voip
description from CVP towards VRF2 to Sub-Customer2 for mobileagent
destination-pattern 300.
session protocol sipv2
session target ipv4:20.20.20.31
session transport udp
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx disable
voice-class sip bind control source-interface GigabitEthernet2.200
voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet2.200
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric

Unified CCEの構成
Unified CCEでモバイルエージェントを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 2 バーガーアイコンをクリックし、[プロビジョニング（Provisioning）] > [リソースマネージャ
（Resource Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 エージェントデスクトップを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）] > [エージェントデスクトップ（Agent Desktop）]の順に選択します。

ステップ 5 レコードについて最大 32文字の一意の名前を入力します。

この名前には、英数字、ピリオド、および下線を使用できます。

ステップ 6 [着信作業モード（Incoming Work mode）]、[発信作業モード（Outgoing Work mode）]、[後
処理時間（Wrap-up time）]などの必須フィールドを入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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CTI OSサーバーでモバイルエージェントオプションを有効化

CTI OSサーバーでモバイルエージェントオプションを有効にするには、以下の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 CTI OSサーバーの設定を呼び出します。

ステップ 2 [周辺機器識別子（Peripheral Identifier）]ウィンドウで、[モバイルエージェントの有効化
（Enable Mobile Agent）]チェックボックスをオンにし、ドロップダウンリストで [モバイル
エージェントモード（Mobile Agent Mode）]を選択します。

ステップ 3 CTI OSサーバーの両サイドで上記手順を繰り返します。

Unified Communications Managerの構成
ユニファイドコミュニケーションマネージャを構成するには、以下の手順を実行します。

• CTIポートの構成（354ページ）

•コンタクトセンターエージェント回線として CTIポートをタグ付け（357ページ）

CTIポートの構成

電話番号が追加されていることを確認します。電話番号インベントリの追加（301ページ）を
参照してください。

Unified Mobile Agentには、Unified Communications Domain Managerで以下 2つの構成済み CTI
ポートプールが必要です。

•エージェントの仮想拡張としてのローカル CTIポート

•モバイルエージェントの電話機に電話発信するネットワーク CTIポート

12000エージェント導入モデルの場合は、3つすべての Unified CMクラスタに CTIポートを追
加します。

（注）

CTIポートを構成するには、以下の手順を実行します。

•プロバイダまたはリセラーとして CTIポートを構成（355ページ）

•カスタマーとして CTIポートを構成（356ページ）
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プロバイダまたはリセラーとして CTIポートを構成

手順

ステップ 1 プロバイダまたはリセラーとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインしま
す。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [電話機（Phones）]タブで、以下の手順を実行します。

a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、 LCPxxxxFyyyy形式で、ローカル CTIポート
プール名を入力します。

• LCP —ローカルデバイスとして CTIポートを識別します。

• xxxxー Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。

• yyyy —ローカル CTIポートです。

b) [製品タイプ（Product Type）]ドロップダウンリストで、[CTIポート（CTI Port）]を選択
します。

c) ドロップダウンリストで、[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を選択し
ます。

d) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

e) ドロップダウンリストで、[ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 6 [回線（Lines）]タブに移動します。

a) [回線（Lines）]パネルの [追加（Add）]アイコンをクリックします。

b) [Drin]パネルの [パターン（Pattern）]ドロップダウンリストで、電話番号を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[ルートパーティション名（Route Partition Name）]を選択しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

上記の手順を繰り返して、ネットワークCTIポートを作成します。[デバイス名（DeviceName）]
フィールドで、RCPxxxxFyyyy形式で、ネットワーク CTIポートプール名を入力します。

• RCPーネットワークデバイスとして CTIポートを識別します。

• xxxxー Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。

• yyyyーネットワーク CTIポートです。
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ローカル CTIポートとネットワーク CTIポートは同じである必要があります（注）

カスタマーとして CTIポートを構成

手順

ステップ 1 カスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインします。

ステップ 2 階層が適切なサイトに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [基本情報（Basic Information）]タブで、以下の手順を実行します。

a) [製品タイプ（Product Type）]ドロップダウンリストで、[CTIポート（CTI Port）]を選択
します。

b) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、 LCPxxxxFyyyy形式で、ローカル CTIポート
プール名を入力します。

• LCP —ローカルデバイスとして CTIポートを識別します。

• xxxx — Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。

• yyyy —ローカル CTIポートです。

c) ドロップダウンリストで、[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を選択し
ます。

ステップ 6 [詳細情報（Advanced Infromation）]タブに移動します。

a) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

b) ドロップダウンリストで、[ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 7 [回線（Lines）]タブに移動します。

a) [回線（Lines）]パネルの [追加（Add）]アイコンをクリックします。

b) [Drin]パネルの [パターン（Pattern）]ドロップダウンリストで、電話番号を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[ルートパーティション名（Route Partition Name）]を選択しま
す。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

上記の手順を繰り返して、ネットワークCTIポートを作成します。[デバイス名（DeviceName）]
フィールドで、RCPxxxxFyyyy形式で、ネットワーク CTIポートプール名を入力します。

• RCPーネットワークデバイスとして CTIポートを識別します。
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• xxxxー Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。

• yyyyーネットワーク CTIポートです。

ローカル CTIポートとネットワーク CTIポートは同じである必要があります（注）

コンタクトセンターエージェント回線として CTIポートをタグ付け

始める前に

CTIポートが追加されていることを確認します。参照 CTIポートの構成（354ページ）

12000エージェント導入モデルでは、3つすべての Cisco Unified Communications Managerクラ
スタの CTIポートにタグを付ける必要があります。

（注）

LCPおよび RCP CTIポートの両方に対して、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Cisco Unified Communication Domain Manager
にログインします。

ステップ 2 階層が適切なレベルに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [サブスクライブ管理（Subscribe Management）] > [エージェント回線（Agent Lines）]の順に
選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [デバイスタイプ（Device Types）]ドロップダウンリストで、[電話機（Phones）]を選択しま
す。

ステップ 6 [デバイス名（Device Name）]ドロップダウンリストで[CTIポート（CTI Ports）]を選択しま
す。

ステップ 7 テナントまたはサブカスタマーユーザーとしてUnified CCDMポータルにログインし、[システ
ムマネージャ（System Manager）]を選択します。で

ステップ 8 ドロップダウンリストで [アプリケーションユーザー（Application User）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

アウトバウンドダイヤラの構成
アウトバウンドダイヤラを構成するには、以下の手順を実行します。
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•ゲートウェイの構成（358ページ）

• Unified CVPの構成（360ページ）

• Unified CCEの構成（360ページ）

• Unified Communications Managerの構成（375ページ）

ゲートウェイの構成

• Small Contact Center導入モデルでは、お客様が専用または共有アウトバウンドゲートウェ
イを選択できます。共有ゲートウェイの場合は、PSTN接続が必要です。

•アウトバウンドダイヤラはA-lawをサポートしていません。音声ゲートウェイのインバウ
ンドダイヤルピアで A-lawを構成するように指示されていません。

（注）

ゲートウェイまたは CUBE(E)を構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の voipパラメータを使用して音声カプセル化タイプを作成します。

例：

voice service voip
no ip address trusted authenticate
mode border-element
allow-connections sip to sip
no supplementary-service sip refer
supplementary-service media-renegotiate
redirect ip2ip
signaling forward none

sip
header-passing
error-passthru
asymmetric payload full
options-ping 60
midcall-signaling passthru
!

ステップ 2 デフォルトでは、ゲートウェイまたは CUBE(E)の CPAが有効になっています。有効になって
いない場合は、CUBE(E)の CPAを有効にします。

例：

voice service voip
cpa

ステップ 3 音声コーデッククラスの作成

例：
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voice class codec 1
codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711ulaw

ステップ 4 カスタマー PSTN番号に到達するためのダイヤルピア構成を作成します。

例：

dial-peer voice 978100 voip
session protocol sipv2
incoming called-number <Customer Phone Number Pattern>
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte sip-kpml
no vad

dial-peer voice 97810 pots
destination-pattern 97810[1-9]
port 1/0:23
forward-digits all
progress_ind alert enable 8

ステップ 5 エージェントの内線番号（VOIP）に到達するためのダイヤルピア構成の作成

例：

dial-peer voice 40000 voip
description ***To CUCM Agent Extension***
destination-pattern <Agent Extension Pattern to CUCM>
session protocol sipv2
session target ipv4:<CUCM IP Address>
voice-class codec<Codec Preference number>
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte
no vad
!

12000エージェント導入モデルでは、3つの Cisco Unified Communications Managerク
ラスタすべてにダイヤルピアを作成する必要があります。

（注）

ステップ 6 CVPに到達するためのダイヤルピア構成の作成

例：

dial-peer voice 99995 voip
description ******To CVP for IVR OB*****
destination-pattern 9999500T
session protocol sipv2
session target ipv4:10.10.10.10
codec g711ulaw
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric
no vad
!
!

（注）

ステップ 7 CUBE Eのトランスコーディングプロファイルを構成するには、以下の手順を実行します。

例：

dspfarm profile 4 transcode universal
codec g729r8

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
359

コアコンポーネントの統合オプションの構成

ゲートウェイの構成



codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729ar8
codec g729abr8
maximum sessions 250
associate application CUBE
!

Unified CVPの構成

既存の Unified CVPコールサーバーにアウトバウンド構成を追加

既存の Unified CVPコールサーバーにアウトバウンド構成を追加するには、以下の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 Unified CVP OAMPサーバーに移動し、オペレーションコンソールページにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）]タブをクリックし、メニューから Unified CVPコール
サーバーを開きます。

ステップ 3 コールサーバーを開き、[ICM]タブをクリックして DNISを追加します。

DNIS番号は、Unified CCEのアウトバウンド用Network VRU Explorerで構成されたラベルと一
致する必要があります。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックして、展開します。

ステップ 5 CVPコールサーバーごとに手順 3を繰り返します。

Unified CCEの構成
• ICMDBAツールを使用してアウトバウンドオプションデータベースを追加（361ページ）

•アウトバウンドオプションの Logger構成（361ページ）

•アウトバウンドダイヤラの構成（363ページ）

•アウトバウンド PIMの作成（364ページ）

• SIPアウトバウンドの構成（364ページ）

•周辺機器ゲートウェイの設定を使用した SIPダイヤラのインストール（372ページ）

• DNPホストファイルの追加（374ページ）

•アウトバウンドオプションエンタープライズデータ（375ページ）
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ICMDBAツールを使用してアウトバウンドオプションデータベースを追加

• 2000、4000エージェント導入モデルおよび Small Contact Centerの場合は、Unified CCE
Roggerで構成を実行します。

• 12000エージェント導入モデルの場合は、Unified CCE Roggerで構成を実行します。

（注）

手順

ステップ 1 スタート >すべてのプログラム > Cisco Unified CCEツール > ICMdbaを選択します。警告に対
してはいをクリックします。

ステップ 2 [サーバー（Server）] > [インスタンス（Instance）] > [Logger]の順に選択します。インストー
ルされている loggerを右クリックたら、[作成（Create）]を選択して Outbound Optionデータ
ベースを作成します。

ステップ 3 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、[追加（Add）]を選択し、
[デバイスの追加（Add Device）]を開きます。データをクリックしますEドライブを選択しま
す。DBサイズは、デフォルト値のままにして、OKをクリックして、[データベースの作成]
ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 4 [デバイスの追加（Add Device）]ダイアログボックスで、[ログ（Log）]をクリックします。E
ドライブを選択します。[ログサイズ（LogSize）]フィールドはデフォルト値のままにします。
OKをクリックして、[データベースの作成]ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 5 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、 [作成（Create）] > [スター
ト（Start）]の順に選択します。作成成功のメッセージを確認したら、[OK]> [閉じる（Close）]
の順に選択します。

アウトバウンドオプションの Logger構成

アウトバウンドオプションの Loggerを構成するには、以下の手順を実行します。

オプションで、Loggerを構成すると、アウトバウンドオプションとアウトバウンドオプション
の高可用性を有効化できます。アウトバウンドオプションで高可用性を使用すると、サイドA
Loggerのアウトバウンドオプションデータベースと、サイドB Loggerのアウトバウンドオプ
ションデータベース間の双方向レプリケーションが容易になります。ICMDBAツールを使用
して、サイド Aとサイド Bにアウトバウンドデータベースを作成したら、Web設定を使用し
てレプリケーションを設定します。

サイド Aとサイド Bの両方の Loggerで以下の手順を実行して、アウトバウンドオプションま
たはアウトバウンドオプションの高可用性を構成します。両方の Loggerマシンが稼働してい
る必要があります。
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アウトバウンドオプションの高可用性の Loggerを構成する前に、以下の手順を実行します。

• Loggerサイド Aと Loggerサイド Bにアウトバウンドオプションデータベースが存在す
ることを確認します。

• Microsoft SQL Serverユーザーを作成し、そのユーザーに sysadmin権限を割り当てます。
Loggerサイド Aと Loggerサイド Bで同じユーザー名とパスワードを使用します（アウト
バウンドオプションを構成し、アウトバウンドオプションの高可用性を有効にするには、

以下の手順でこのユーザー名とパスワードを使用します）。

• NT権限/システムユーザーに sysadmin権限を割り当てます。

重要

手順

ステップ 1 Web設定ツールを開きます。

ステップ 2 [コンポーネント管理（Component Management）] > [Loggers]の順に選択します。

ステップ 3 構成する Loggerを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [次へ（Next）]を 2回クリックします。

ステップ 5 追加オプションページで、[アウトバウンドオプションを有効化（Enable Outbound Option）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 高可用性を有効にするチェックボックスをクリックして、アウトバウンドオプションのLogger
での高可用性を有効にします。このチェックボックスをオンにすると、Loggerサイド Aのア
ウトバウンドオプションのデータベースと Loggerサイド Bのアウトバウンドオプションの
データベース間のアウトバウンドオプションの高可用性双方向レプリケーションが有効になり

ます。双方向レプリケーションでは、Loggerサイド Aと Loggerサイド Bの両方に対して追加
オプションページでこのチェックボックスをオンにする必要があります。どちらか一方のサイ

ドで、双方向レプリケーションを無効化するには、該当する方のサイドで双方向レプリケー

ションを無効化します。

アウトバウンドオプションの高可用性を有効にするには、アウトバウンドオプションの高可

用性を有効にする必要があります。同様に、高可用性を有効化するには、アウトバウンドオプ

ション（[アウトバウンドオプションを有効化（Enable Outbound Option）]チェックボックス
をオフにする）を無効化する前に、高可用性を無効化（[高可用性を有効化（Enable High
Availability）]チェックボックスをオフにする）する必要があります。

ステップ 7 高可用性を有効にする場合は、Loggerサイド Aおよび Loggerサイド Bの有効なパブリック
サーバのホスト名アドレスを入力します。サーバ名のかわりに、サーバの IPアドレスを入力
することはできません。

ステップ 8 高可用性を有効化するには、SQLサーバーシステム管理権限を持つユーザーの SQLサーバー
管理ログイン情報（ユーザー名とパスワード）を入力し、双方向レプリケーションを確立しま

す。Loggerサイド Aと Loggerサイド Bでは同じログイン情報を使用します。
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SQLレプリケーションでは、高可用性を設定するために、正しい SQLサーバーシステム管理
ユーザー名とパスワードが必要です。その SQLアカウントのパスワードを変更すると、高可
用性を無効にして新しいユーザー名とパスワードで再度有効にするまで、レプリケーションは

失敗します。この要件のために、そのアカウントのパスワードを変更するタイミングと方法に

は注意してください。

任意の有効な SQLサーバーシステム管理アカウントを使用して高可用性を無効化します。無
効にすると、高可用性を再度有効化する際に、有効な SQLサーバーシステム管理アカウント
を設定できます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 サマリーページを見直したら、[完了（Finish）]をクリックします。

アウトバウンドダイヤラの構成

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーで、[スタート（Start）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネージャ
（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）]ウィンドウで、[アウトバウンド（Outbound）] >
[ダイヤラ（Dialer）]の順に選択します。

ステップ 3 Small Contact Centerの場合は、[取得（Retrieve）] > [追加（Add）]の順に選択し、以下を構成
します。

a) ダイヤラ名を入力します。

b) [ICM周辺機器名（ICM Peripheral Name）]を入力します。
c) [ハングアップ遅延（1-10）（Hangup Delay (1-10)）]の値を 1と入力します。

d) [ポートスロットル（Port Throttle）]の値を 10と入力します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [ポートマップの選択（Port Map Selection）]タブをクリックして、ポートマップ構成を表示し
ます。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、一連のポートと関連する内線番号を構成します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [保存（Save）] > [閉じる（Close）]の順に選択します。

サブカスタマーごとにダイヤラが異なるため、異なるサブカスタマーの場合、ポート

と内線番号の範囲を同じにすることができます。

（注）
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アウトバウンド PIMの作成

メディアルーティング周辺機器ゲートウェイを構成し、アウトバウンド PIMを追加します。
詳細については、MR周辺機器ゲートウェイの構成（52ページ）を参照してください。

SIPアウトバウンドの構成

•インポートルールの追加（364ページ）

•インポートルールの削除（365ページ）

•クエリルールの追加（365ページ）

•クエリルールの削除（366ページ）

•キャンペーンの追加（366ページ）

•管理スクリプトの作成（368ページ）

•エージェントベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加（369ページ）

• IVRベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加（370ページ）

•連絡先インポートファイルの作成（371ページ）

•電話禁止リストの作成（371ページ）

インポートルールの追加

手順

ステップ 1 Unified CCEデータサーバーまたは Unified CCE AW-HDS-DDSマシンにアクセスします。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [アウトバウンドオプション（Outbound
Option）] > [ルールのインポート（Import Rule）]の順に選択し、[取得（Retrieve）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [一般ルールのインポート（Import Rule General）]タブで、以下を実行します。

a) [インポート名（Import Name）]を入力します。

b) ドロップダウンリストで[インポートタイプ（Import Type）]を選択します。

c) [対象テーブル名（Target Table Name）]を入力します。

d) [ファイルパスのインポート（Import File Path）]を参照します。

• Contactのインポートタイプについでは、Contact Importファイルを参照しま
す。参照連絡先インポートファイルの作成（371ページ）

• Do Not Callのインポートタイプについては、Do Not Call Listファイルを参照
します。参照電話禁止リストの作成（371ページ）

（注）
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e) [データタイプのインポート（Import Data Type）]パネルから [カンマ区切り（Comma
Delimited）]を選択します。

f) [テーブルの上書き（Overwrite Table）]チェックボックスをオンにします。

キャンペーン中は、[ファイルパスのインポート（Import File Path）]オプション
も [上書き（Overwrite）]オプションも使用しないでください。使用すると、ダ
イヤラがレコードにアクセスできなくなります。

（注）

ステップ 5 [定義（Definition）]タブにアクセスします。

a) [追加（Add）]をクリックします。
b) ドロップダウンリストで、[標準列タイプ（Standard Column Type）]を選択し、残りの
フィールドは、デフォルト値のままにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

インポートルールの削除

インポートルールを削除すると、対応する連絡先テーブルが削除されます。

アウトバウンドオプション高可用性を使用し、ルール削除時に、サイド Aまたはサイド Bの
いずれかがダウンしている場合でも、そのサイドの対応テーブルは削除されません。ただし、

サイドが再起動すると、テーブルは自動的に削除されます。

クエリルールの追加

始める前に

1つ以上のインポートルールを定義する必要があります。インポートルールの追加（364ペー
ジ）を参照してください

。

手順

ステップ 1 Unified CCEデータサーバーまたは Unified CCE AW-HDS-DDSマシンにアクセスします。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [アウトバウンドオプション（Outbound
Option）] > [クエリルール（Query Rule）]の順に選択し、[取得（Retrieve）]を選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 クエリルール名を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、[インポートルール（Import Rule）]を選択します。

ステップ 6 ルール句を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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次のタスク

1. [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [ツール（Tools）] > [リストツール（List
Tools）] > [コールタイプリスト（Call Tye List）]の順に選択し、エージェントベースの
キャンペーンと IVRベースのキャンペーンの 2つのコールタイプを追加します。

2. [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [ツール（Tools）] > [リストツール（List
Tools）] > [ダイヤル番号/スクリプトセレクタリスト（Dialed Number/Script Selector List）]
の順に選択し、メディアルーティングドメインの配下に 2つのダイヤル番号を追加しま
す。ダイヤル番号を前の手順で作成したコールタイプにマッピングします（コールタイプ

ごとに 1つのダイヤル番号）。

3. [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール
（Explorer Tools）] > [スキルグループエクスプローラ（Skill Group Explorer）]の順に選
択し、通話マネージャ周辺機器の配下にスキルグループを追加します。このスキルグルー

プにルートを追加します。

4. [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール
（Explorer Tools）] > [Agent Explorer ]の順に選択し、エージェントを追加します。前の
手順で作成したスキルグループにエージェントを関連付けます。

クエリルールの削除

クエリルールを削除すると、対応するダイヤリングリストテーブルも削除されます。

アウトバウンドオプション高可用性を使用し、ルール削除時に、サイド Aまたはサイド Bの
いずれかがダウンしている場合でも、そのサイドの対応テーブルは削除されません。ただし、

サイドが再起動すると、テーブルは自動的に削除されます。

キャンペーンの追加

• -

• -

エージェントベースのキャンペーンの追加

手順

ステップ 1 Unified CCEデータサーバーまたは Unified CCE AW-HDS-DDSマシンにアクセスします。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [アウトバウンドオプション（Outbound
Option）] > [ルールのインポート（Import Rule）]の順に選択し、[取得（Retrieve）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 キャンペーン名を入力します。

ステップ 5 [キャンペーンの目的（Campaign Purpose）]タブに移動します。
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a) [エージェントベースのキャンペーン（Agent Based Campaign）]オプションを選択しま
す。

b) [IP AMDを有効化（Enable IP AMD）]チェックボックスをオンにします。

c) [エージェントに転送（Transfer to Agent）]オプションを選択します。

ステップ 6 [クエリ規則の選択（Query Rule Selection）]タブに移動し、[追加（Add）]をクリックします。

a) ドロップダウンリストから [クエリ規則名（Query Rule Name）]を選択し、[OK]をクリッ
クします。

ステップ 7 [スキルグループの選択（Skill Group Selection）]タブに移動します。

a) [周辺機器（Peripheral）]ドロップダウンリストから適切な CUCM PGを選択し、[取得
（Retrieve）]をクリックします。

b) ドロップダウンリストで、[スキルグループ（Skill Group）]を選択します。

c) [スキルごとのオーバーフローエージェント（Overflow Agents per Skill）]の値を入力しま
す。

d) [ダイヤル番号（Dialed number）]を入力します。

e) [キャッシュするレコード（Records to cache）]の値を入力します。

f) [IVRポート数（Number of IVR Ports）]を入力します。

g) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [コールターゲット（Call Target）]タブに移動し、ドロップダウンリストから [サマータイム
ゾーン（Daylight Savings Zone）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

IVRベースのキャンペーンの追加

手順

ステップ 1 Unified CCEデータサーバーまたは Unified CCE AW-HDS-DDSマシンにアクセスします。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）] > [アウトバウンドオプション（Outbound
Option）] > [ルールのインポート（Import Rule）]の順に選択し、[取得（Retrieve）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 キャンペーン名を入力します。

ステップ 5 [キャンペーンの目的（Campaign Purpose）]タブに移動します。

a) [IVRキャンペーンの転送（Tranfer to IVR Campaign）]オプションを選択します。

b) [IP AMDを有効化（Enable IP AMD）]チェックボックスをオンにします。

c) [IVRルートポイントに転送（Transfer to IVR Route Point）]オプションを選択します。

ステップ 6 [クエリ規則の選択（Query Rule Selection）]タブに移動し、[追加（Add）]をクリックします。

a) ドロップダウンリストで [クエリ規則名（Query Rule Name）]を選択し、[OK]をクリック
します。
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ステップ 7 [スキルグループの選択（Skill Group Selection）]タブに移動します。

a) [周辺機器（Peripheral）]ドロップダウンリストで適切な CUCM PGを選択し、[取得
（Retrieve）]をクリックします。

b) ドロップダウンリストで、[スキルグループ（Skill Group）]を選択します。

c) [スキルごとのオーバーフローエージェント（Overflow Agents per Skill）]の値を入力しま
す。

d) [ダイヤル番号（Dialed number）]を入力します。

e) [キャッシュするレコード（Records to cache）]の値を入力します。

f) [IVRポート数（Number of IVR Ports）]を入力します。

g) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [コールターゲット（Call Target）]タブに移動し、ドロップダウンリストで [サマータイムゾー
ン（Daylight Savings Zone）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

管理スクリプトの作成

図 16 :管理スクリプトの作成

詳細については、『アウトバウンドオプションガイド』を参照してください。
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エージェントベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加

図 17 :エージェントベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加

詳細については、『アウトバウンドオプションガイド』を参照してください。
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IVRベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加

図 18 : IVRベースのキャンペーンのルーティングスクリプトの追加

IVRベースのキャンペーンに対して次を構成します。

手順

ステップ 1 構成マネージャツールからNetwork VRU Explorerツールを開きます。ラベル（CVPコールサー
バーで構成した DNIS値に一致するラベル）をタイプ 10の既存ネットワーク VRUに追加し、
ドロップダウンリストで、メディアルーティングタイプに対して「アウトバウンド」を選択し

ます。

ステップ 2 IVRベースのキャンペーンを追加します。

次のタスク

•連絡先インポートファイルの作成（371ページ）

•電話禁止リストの作成（371ページ）
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連絡先インポートファイルの作成

連絡先インポートファイルを作成する場合は、[インポートルールの定義（Import Rule
Definition）]タブページで設定したデータベースルールに従って設計した形式に従ってくださ
い。

次の例では、AccountNumber、FirstName、LastName、およびPhone列タイプの連絡先情報があ
ることを前提としています。

手順

ステップ 1 テキストエディタを使用して、これらのフィールドの情報を含むテキストファイルを作成しま
す。

ステップ 2 新しい行の各エントリのアカウント番号、名、姓、電話番号を入力します。

[インポートルール一般（Import Rule General）]タブページで定義されているように、カンマ区
切り、または固定形式のいずれかを使用します。

ステップ 3 テキストファイルをローカルサーバーに保存します。

例

次に、カンマ区切り形式の連絡先インポートファイルの例を示します。

6782,Henry,Martin,2225554444

3456,Michele,Smith,2225559999

4569,Walker,Evans,2225552000

以下は、次の列定義を使用した固定形式の同じ例です。

• Custom - VARCHAR(4)

• FirstName - VARCHAR(10)

• LastName - VARCHAR(20)

• Phone - VARCHAR(20)

6782HenryMartin2225554444

3456MicheleSmith2225559999

4569WalkerEvans2225552000

電話禁止リストの作成

Do_Not_Call listファイルの作成時は、以下の指示に従って正しくフォーマットします。
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手順

ステップ 1 テキストエディタを使用して、電話禁止の電話番号をすべて含むテキストファイルを作成しま
す。

ステップ 2 新しい回線の各電話禁止エントリに電話番号を入力します。

ステップ 3 電話禁止エントリごとに、次の特性を確認します。

•各電話番号の最大長は 20文字です。

•

ステップ 4 テキストファイルをローカルサーバーに保存します。

次に、電話禁止リストの例を示します。

2225554444

2225556666

2225559999

このリストをお客様に追加するには、電話禁止リストをインポートします。

キャンペーンマネージャは、電話禁止テーブルから読み取ります。Campaign Managerがダイ
ヤリングリストのエントリをフェッチし、桁が完全に一致する場合のみ、ダイヤリングリスト

のエントリは、電話禁止エントリとしてマークされます。これにより、ダイヤリングリストを

再構築せずにキャンペーンの実行中に電話禁止をインポートできます。

ダイヤリングリストに基本電話番号と内線番号が含まれる場合、このエントリは、同じ基本電

話番号と同じ内線番号の電話禁止エントリと一致する必要があります。ダイヤラは内線番号を

ダイヤルしません。

（注）

[電話禁止（Do Not Call）]リストをクリアするには、[テーブルの上書き（Overwrite table）]オ
プションを有効にして空のファイルをインポートします。

（注）

周辺機器ゲートウェイの設定を使用した SIPダイヤラのインストール

手順

ステップ 1 すべての ICMサービスを停止します。

ステップ 2 Unified CCE PGサイド Aとサイド Bで、周辺機器ゲートウェイ設定を実行します。[スタート
（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified
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CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選択しま
す。

ステップ 3 [Cisco Unified ICM/コンタクトセンターエンタープライズ&ホストコンポーネント設定（Cisco
Unified ICM/Contact Center Enterprise & Hosted Components Setup）]ダイアログボックスの
インスタンス列の左側で、インスタンスを選択します。

ステップ 4 「インスタンスコンポーネント」セクションで、[追加 (Add)]をクリックします。

[ICMコンポーネントの選択（ICM Component Selection）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [アウトバウンドオプションダイヤラ（Outbound Option Dialer）]をクリックします。

[アウトバウンドオプションダイヤラプロパティ（Outbound Option Dialer Properties）]ダイア
ログボックスが開きます。

ステップ 6 Unified ICMサポートプロバイダからの指定が特にない場合、[生産モード（Production Mode）]
および [システム起動時に自動起動（Auto start at system startup）]をオンにします。これら
オプションによりダイヤラサービス起動タイプが「自動」に設定され、マシン起動時にダイヤ

ラも自動で起動します。

SIP（Session Initiation Protocol）ダイヤラタイプは自動で選択されます。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [アウトバウンドオプションダイヤラプロパティ（Outbound Option Dialer Properties）]ダイア
ログで、以下の情報を指定します。

•アウトバウンドオプションサーバー— Unified CCEのアウトバウンドオプションサー
バーのホスト名または IPアドレス。このサーバーは通常、Outbound Option Campaign
Manager（データサーバーのサイド A）が配置されているのと同じ VMです。

•キャンペーンマネージャサーバー Aーキャンペーンマネージャがデュプレックスとし
て設定されている場合、サイドAキャンペーンマネージャが配置されているマシンのホス
ト名または IPアドレスを入力します。キャンペーンマネージャがシンプレックスとして
設定されている場合は、このフィールドと [キャンペーンマネージャサーバーB（Campaign
Manager server B）]フィールドに同じホスト名または IPアドレスを入力します。この
フィールドに値を入力する必要があります。

•キャンペーンマネージャサーバー Bーキャンペーンマネージャがデュプレックスとし
て設定されている場合、サイドBキャンペーンマネージャが配置されているマシンのホス
ト名または IPアドレスを入力します。キャンペーンマネージャがシンプレックスとして
設定されている場合は、このフィールドと [キャンペーンマネージャサーバーA（Campaign
Manager server A）]フィールドに同じホスト名または IPアドレスを入力します。この
フィールドに値を入力する必要があります。

• CTIサーバー A — CTIサーバーサイド Aの VMのホスト名または IPアドレス。これは、
通常 PGが配置されている（コールサーバーサイド A）のと同じ VMです。

• CTIサーバーポート A — CTIサーバーサイド Aへのインターフェイスを作成するために
ダイヤラが使用するポート番号。デフォルトは、42027です。CTIサーバーポートと CG
構成が一致していることを確認します。コールサーバーマシンから診断フレームワーク
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ページを実行し、[ListProcesses]を選択して、CTI OSサーバーのポート番号を見つけま
す。

• CTIサーバー B — CTIサーバーサイド Bの VMのホスト名または IPアドレス。

• CTIサーバーポート B — CTIサーバーサイド Bへのインターフェイスを作成するために
ダイヤラが使用するポート番号。デフォルトは、43027です。

•ハートビートー CTIサーバーへの接続のダイヤラチェック間隔（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500です。

•メディアルーティングポートーダイヤラがメディアルーティングPGのメディアルーティ
ング PIMへのインターフェイスを作成するために使用するポート番号。デフォルトは、
38001です。メディアルーティングポートがMR PG構成のポートと一致していることを
確認します。たとえば、Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems,
Inc.\ICM\mango\PG3A\PG\CurrentVersion\PIMS\pim1\MRData\Config\ApplicationTcpServiceName1
のレジストリキーにアクセスできます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。[Summary（概要）]画面が表示されます。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックし、ダイヤラのインストールを開始します。

オプションー AutoAnswerのダイヤラレジストリ値の編集

zipトーンを使用してCallManagerで自動応答を有効にした場合、ダイヤラで自動応答を
無効にする必要があります。複数のダイヤラがある場合は、複数のダイヤラで自動応

答を無効にする必要があります。zipトーンは、お客様が接続されようとしていること
を示すためにエージェントの電話機に送信されるトーンです。

ダイヤラで自動応答を無効にするには、ダイヤラプロセスの初回実行後に、次のレジ

ストリキーの値を 0に変更します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems,
Inc.\ICM\pra01\Dialer\AutoAnswerCall

ダイヤラレジストリ設定については、『Unified Contact Center Enterpriseアウトバウン

ドオプションガイド』を参照してください。

DNPホストファイルの追加

DNPホストファイルを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ダイヤラがインストールされている仮想マシンのCドライブで、\icm\customerInstanceName\Dialer
ディレクトリに移動します。

ステップ 2 静的ルートマッピングの DNPホストファイルを変更します。
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静的ルートの形式は、ワイルドカードパターン、ダイヤラに接続するゲートウェイの IP アドレスまたはホス

ト名、説明です。

例：7????? (ダイヤルパターン)、10.86.227.144 (ゲートウェイ IP)、エージェントの内線番号にコール

各サブカスタマーダイヤラに対してこれらの手順を繰り返します。（注）

アウトバウンドオプションエンタープライズデータ

[Cisco Agent Desktopエンタープライズデータ（Cisco Agent Desktop Enterprise Data）]ウィンド
ウにアウトバウンドオプションエンタープライズデータを表示するには、管理者は、デフォ

ルトのレイアウトを編集して、一部またはすべてのアウトバウンドオプション変数を含める必

要があります。これら変数の先頭には「BA」が付きます。（Cisco Desktop Administratorでデ
フォルトのエンタープライズデータレイアウトを編集します）。

• BAAccountNumber
• BABuddyName
• BACampaign
• BADialedListID
• BAResponse
• BAStatus
• BATimeZone

ECC変数を有効にするには、「拡張コール変数の構成（233ページ）」を参照してください。
BAStatusフィールドは必須です。その他すべてのBAフィールドは、ProgressiveおよびPredictive
モードではオプションです。Previewモードの場合、BADialedListIDが有効化されていなけれ
ば [スキップ（Skip）]ボタンは機能しません。

（注）

•呼び出されるお客様の名前を表示する場合は、BABuddyNameフィールドが必要です。
•通話が、Preview dialingモードキャンペーンの一環である場合、BAStatusフィールドのエ
ントリの初めの文字は、Pとなります。通話が Direct Preview dialingモードキャンペーン
の一環である場合は、BAStatusフィールドのエントリの初めの文字は、Dとなります。

Unified Communications Managerの構成
•正規化スクリプトを追加します（375ページ）
•アウトバウンドゲートウェイにトランクを構成（376ページ）

正規化スクリプトを追加します

このスクリプトは、SIPコールのエージェントへの転送中にリングバックを無効にするために
必要です。
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手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [SIP正規化スクリプト（SIP
Normalization Script）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
SIP正規化スクリプトページを表示します。

ステップ 4 スクリプトの名前を入力します。

ステップ 5 [コンテンツ（Content）]フィールドに次のスクリプトを入力します。

M = {}
function M.outbound_180_INVITE(msg)
msg:setResponseCode(183, "Session in Progress")
end
return M

ステップ 6 残りのフィールドはデフォルト値のままにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

アウトバウンドゲートウェイにトランクを構成

アウトバウンドゲートウェイにトランクを構成するには、「SIPトランクの追加（291ペー
ジ）」を参照してください。[SIP情報（SIP info）]タブを更新中：

手順

ステップ 1 [アドレスIPv4（Address IPv4）]フィールドにアウトバウンドゲートウェイの IPアドレスを入
力します。

ステップ 2 ドロップダウンリストで、新しく追加した [SIP正規化スクリプト（SIP Normalization Scripts）]
を選択します。

ポストコール調査の構成
ポストコール調査を構成するには、以下の手順を実行します。

• CVPでポストコール調査を構成（376ページ）

•設定 Unified CCE（377ページ）

CVPでポストコール調査を構成
Unified CVPでポストコール調査を構成するには、以下の手順を実行します。
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Procedure

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールにログインし、[システム（System）] > [ダイヤル番号
パターン（Dialed Number Pattern）]の順に選択します。

ステップ 2 着信ダイヤル番号を調査番号に関連付けるには、次の構成設定を入力します。

•ｄ相やる番号パターンー適切なダイヤル番号を入力します。

ダイヤルしたポストコール調査に転送される電話の着信ダイヤル番号。これは、調査にリ

ダイレクトするダイヤル番号です。

•着信電話に対してポストコール調査を有効化ーこれを選択すると、着信電話に対してポ
ストコール調査が有効化されます。

•調査ダイヤル番号パターンーポストコール調査のダイヤル番号を入力します。これは、
通常のコールフロー完了後に、通話を転送するダイヤル番号となります。

• [保存（Save）]をクリックすると、ダイヤル番号パターンが保存されます。

ステップ 3 [展開（Deploy）]をクリックすると、Unified CVPコールサーバーデバイスの構成が展開され
ます。

設定 Unified CCE

ECC変数の構成

ポストコール調査使用するためにUnified CCEを構成する必要はありませんが、ECC変数であ
る user.microapp.isPostCallSurveyを使用して ICMスクリプト内で機能を無効化（または有効
化）できます。 nまたは yの大文字小文字を区別する値を使用すると、機能を無効化または再
度有効化できます。

ラベルノードの前、またはキューからスキルグループノードの前に ECC変数を nまたは yに
構成します。これにより、エージェントの転送前に Unified CVPに正しい値が送信されます。
この ECC変数は、ポストコール調査コールを開始するためには必要ありませんが、オペレー
ションコンソールを使用してポストコール調査を構成する場合は、この変数を使用して機能を

制御できます。

DNがポストコール調査のオペレーションコンソールにマッピングされると、コールは自動的
に構成済みのポストコール調査 DNに転送されます。

ポストコール調査を有効または無効にするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administration Workstationで、構成マネージャを使用して、[拡張コール変数リス
トツール（Expanded Call Variable List Tool）]を選択します。

ステップ 2 Name:user.microapp.isPostCallSurveyという ECC変数を作成します。
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ステップ 3 [最大長（Maximum Length）]を 1に設定します。

ステップ 4 [有効化（Enabled）]チェックボックスをオンにしたら、[保存（Save）]をクリックします。

a-Lawコーデックの構成
a-lawコーデックをサポートするには、シスコ HCS for CCコアコンポーネントで次の項目を構
成します。

•ゲートウェイの構成（378ページ）
• Unified CVPの構成（380ページ）
• Unified Communication Managerの構成（382ページ）

ゲートウェイの構成

•イングレスゲートウェイの構成（378ページ）

• VXMLゲートウェイの構成（379ページ）

イングレスゲートウェイの構成

手順

ステップ 1 ダイヤルピアでコーデック設定を行うため、音声クラスコーデック 1を追加します。

例：

voice class codec 1
codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711alaw
codec preference 3 g711ulaw

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for Unified CVP
session transport tcp
voice class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 2 ダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。

dial-peer voice 9 voip
description For Outbound Call for Customer
destination-pattern <Customer Phone Number Pattern>
session protocol sipv2
session target ipv4:<Customer SIP Cloud IP Address>
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session transport tcp
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 10 voip
description ***To CUCM Agent Extension For Outbound***
destination-pattern <Agent Extension Pattern to CUCM>
session protocol sipv2
session target ipv4:<CUCM IP Address>
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw

VXMLゲートウェイの構成

手順

次のダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。

dial-peer voice 919191 voip
description Unified CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 929292 voip
description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 7777 voip
description Used for VRU leg #Configure VXML leg where the incoming called
service bootstrap
incoming called-number 7777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 5 voip
description for SIP TTS Media Call
preference 1
session protocol sipv2
session target ipv4: <ASR primary server IP>
destination uri tts
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad
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dial-peer voice 6 voip
description for SIP ASR Media Call
preference 1
session protocol sipv2
session target ipv4: <TTS primary server IP>
destination uri asr
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 7 voip
description for SIP TTS Media Call
preference 2
session protocol sipv2
session target ipv4: <ASR secondary server IP>
destination uri tts
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 8 voip
description for SIP ASR Media Call
preference 2
session protocol sipv2
session target ipv4: <TTS secondary server IP>
destination uri asr
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

Unified CVPの構成
Unified CVPでは、OAMPでの特定の構成は必要ありません。

次のファイルを A-lawに変換する必要があります。

1. C:\inetpub\wwwroot\en-us\app
2. C:\inetpub\wwwroot\en-us\app\ag_gr
3. C:\inetpub\wwwroot\en-us\sys
4. OAMPサーバーの C:\Cisco\CVP\OPSConsoleServer\GWDownloads
5. C:\Cisco\CVP\VXMLServer\Tomcat\webapps\CVP\audio
6. C:\inetpub\wwwroot\en-us\VL（オプション。RSMのみに適用）

• OAMPサーバーでファイルを変換した後Unified CVP OAMPページにアクセスして、新し
く変換した A-lawファイルをゲートウェイにアップロードします。

•以前にu-lawにゲートウェイを使用していた場合は、ゲートウェイを再起動してゲートウェ
イキャッシュ内の u-lawファイルを削除します。

（注）
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μ-lawオーディオファイルを a-law形式に変換するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVPからローカルデスクトップに wavファイルをコピーします。

ステップ 2 [すべてのプログラム（All programs）] > [アクセサリ（Accessories）] > [エンターテイメント
（Entertainment）]の順に選択します。

ステップ 3 [サウンドレコーダー（Sound Recorder）]を開きます。

ステップ 4 [ファイル（File）]を選択して、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 5 μ-lawオーディオファイルを参照し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 6 [プロパティ（Properties）]に移動します。

ステップ 7 [今すぐ変換（Convert Now）]をクリックします。

ステップ 8 [形式（Format）]から [CCITT A-Law]を選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [ファイル（Files）] > [名前を付けて保存（Save As）]の順に選択し、ファイル名を指定しま
す。

ステップ 11 新しい a-law形式のファイルをメディアサーバーの以下のディレクトリにコピーします。

C:\inetpub\wwwroot\en-us\app

エージェントグリーティングとサービスコールバックに録音を有効化

エージェントグリーティングとサービスコールバックの録音を有効にするには、以下の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 Call Studioを開き、コールバックエントリアプリケーションに移動します。

ステップ 2 app.callflowダブルクリックします。

ステップ 3 [レコード名（Record Name）]要素の設定に移動し、[ファイルタイプ（File Type）]を [その他
（Other）]に変更します（デフォルトは wav）。

ステップ 4 MIMEタイプを audio/x-alaw-basicに設定します。

ステップ 5 ファイル拡張子を wavに設定します

ステップ 6 RecordAgentGreetingアプリケーションを開き、app.callflowをダブルクリックします。

ステップ 7 [確認してグリーティングを録音（Record Greeting with Confirm）]要素設定に移動し、[ファ
イルタイプ（File Type）]を [その他（Other）]に変更します（デフォルトは wav）。

ステップ 8 MIMEタイプを audio/x-alaw-basicに設定します。

ステップ 9 ファイル拡張子を wavに設定します。
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ステップ 10 アプリケーションを検証、保存、および展開します。

ステップ 11 Unified CVPサービスを再起動します。

Unified Communication Managerの構成
Cisco Unified Communications Managerを介して a-Lawをプロビジョニングするには、以下の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバー（Server）]ドロップダウンリストでパブリッシャサーバーを選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]を選択します。

ステップ 5 [ClusterWideパラメータ（システムーロケーションおよびリージョン）ClusterWide Parameters
(System - Location and region)）]の [G.711 A-lawコーデックの有効化（G.711 A-law Codec
Enabled）]ドロップダウンリストで [すべてのデバイスを有効化（Enabled for All Devices）]
を選択します。

ステップ 6 次のドロップダウンリストで [無効化（Disable）]を選択します。

• G.711 μ-lawコーデックの有効化

• G722 Codec対応

• iLBCコーデックの有効化

• iSACコーデックの有効化

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Unified CMベースサイレントモニタリングの構成
Unified CMベースのサイレントモニタリングを構成するには、以下の手順を実行します。

•組み込みブリッジを有効または無効にします。参照 組み込みブリッジの有効化または無
効化 （310ページ）

•デバイス用モニタリングコーリングサーチスペースの追加
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モニタリング用コーリングサーチスペースの追加

始める前に

エージェントの電話が追加されていることを確認します。

CTIOSサーバーのインストール時に、IPCCサイレントモニタタイプとして [CCMベース（CCM
Based）]を選択します。

（注）

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマーとして Unified Communication Domain Managerにロ
グインします。

ステップ 2 モニタリングのためにコーリングサーチスペースを追加します。

ステップ 3 [回線（Lines）]を編集したら、ドロップダウンリストで、新しく追加したコーリングサーチ
スペースを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

例

このセクションで一覧されているタスクの実行方法に関する詳細は、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で記載されている『Cisco Hosted Collaboration Solution Contact Center構成ガイド』、を
参照してください。

保留音の構成

Unified Communication Managerの構成
Unified Communications Manager Music On Hold（MoH）サーバーではオーディオファイルまた
は固定ソースからMoHストリームを生成できます。オーディオファイルまたは固定ソースの
いずれでも unicastまたは multicastとして送信できます。

MoHサーバーは 2つのモードで展開できます。

1. CMクラスタ内のユーザーが 1250人未満のHCS for CC展開用の同じサーバ上のUnifiedCM
と連動。

2. CMクラスタ内のユーザーが 1250人以上の HCS for CC展開用のスタンドアロンノード
（TFTP/MoHサーバー）として。
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•保留音サーバーオーディオソースの構成（384ページ）

•保留音用サービスパラメータの設定（384ページ）

•保留音用電話機構成の設定（385ページ）

保留音サーバーオーディオソースの構成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [メディアリソース（Media Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio
Source）]の順に選択します。

ステップ 3 デフォルトのサンプルオーディオソースを保持します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで [最初のアナウンス（Initial Announcement）]を選択します（オプショ
ン）。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 新規オーディオソースを作成するには、以下の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) ドロップダウンリストでMOHオーディオストリーム番号を選択します。
c) ドロップダウンリストでMOHオーディオソースファイルを選択します。
d) MOHソース名を入力します。
e) ドロップダウンリストで、[最初のアナウンス（Initial Announcement）]を選択します。

f) [保存（Save）]をクリックします。

保留音用サービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、MoHサーバーを選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで、[Cisco IP音声メディアストリーミングアプリサービス（Cisco IP
Voice Media Streaming App Service）]を選択します。

ステップ 5 [対応MOHコーデック（Supported MOH Codecs）]フィールドで、必要なコーデックを選択
し、[OK]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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保留音用電話機構成の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。

ステップ 3 MOHを構成する電話機を選択します。

ステップ 4 [ユーザー保留MOHオーディオソース（User Hold MOH Audio Source）]ドロップダウンリス
トでオーディオソースを選択します。

ステップ 5 [ネットワーク保留MOHオーディオソース（Network Hold MOH Audio Source）]ドロップダ
ウンリストでオーディオソースを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] > [適用（Apply）]の順にクリックして電話機をリセットします。
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第 6 章

オプションのシスココンポーネントのイン

ストールと構成

• SPANベースのサイレントモニタリング（387ページ）
• Cisco RSM（390ページ）
• Cisco MediaSense（419ページ）
• Cisco Unified SIPプロキシ （439ページ）
• Avaya PG（458ページ）
•シスコ仮想化音声ブラウザ（468ページ）
• SocialMiner（474ページ）

SPANベースのサイレントモニタリング

• SPANベースのサイレントモニタリングのインストール（387ページ）
• SPANベースのサイレントモニタリングの構成 （388ページ）

SPANベースのサイレントモニタリングのインストール

手順

ステップ 1 Cisco Unified CCE CTI ISOイメージをマウントします。

ステップ 2 setup.exeファイルを実行して、SPANベースのサイレントモニタリングにインストールし
ます。

ステップ 3 CTIOSサイレントモニタリングサービスページで、[はい（Yes）]をクリックし、CTIOSサ
イレントモニタープロセスを停止します。

ステップ 4 ソフトウェアライセンス契約書を承諾し、[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 5 MRパッチの参照場所を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
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MRパッチの参照場所がわからない場合は、フィールドを空白のままにして [次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 6 接続先場所の選択ページで、インストールするディレクトリを参照し、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 7 [Cisco CTIOSサイレントモニター - InstallShieldウィザード（Cisco CTIOS Silent Monitor -
Install Shield Wizard）]ウィンドウで、以下の手順を実行します。

a) [ホスト名/IPアドレス（Hostname\IP Address）]フィールドで、サイレントモニターサー
バーのホスト名を入力します。

b) [ポート（Port）]フィールドで、サイレントモニターサービスが着信接続をリッスンする
ポート番号 42228を入力します。

c) [サイレントモニターサーバー（Silent Monitor Server）]チェックボックスをオンにする
と、サイレントモニターサービスは、複数のモバイルエージェントを同時に監視できるよ

うになります。

d) ピア情報を入力します。このサイレントモニターサービスがサイレントモニターサービス
のクラスタの一部である場合に選択します。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 CTIOSサイレントモニターページで [セキュリティを有効化（Enable Security）]チェックボッ
クスをオフにし、[OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

SPANベースのサイレントモニタリングの構成
•ゲートウェイからの SPANの構成（388ページ）
• CallManagerから SPANを構成（390ページ）

ゲートウェイからの SPANの構成

ここでは、モバイルエージェント展開に必要な追加構成に関して説明します。

1. モバイルエージェントの場合、音声パスは公衆電話交換網（PSTN）と2つのゲートウェイ
を通過します。

1つのゲートウェイはお客様の電話機からの通話を制御します。もう 1つのゲートウェイ
は、エージェントゲートウェイと呼ばれるエージェントからの通話を制御します。

モバイルエージェントでは、サイレントモニターサービスは SPANポートを使用して、
エージェントゲートウェイを通過する音声トラフィックを受信します。これには、サイレ

ントモニターサービスを実行するコンピュータに、クライアントとの通信を処理する NIC
カードと、スイッチからスパンされるすべてのトラフィックを受信するNICカードの 2つ
の NICカードが必要です。

たとえば、エージェントゲートウェイがポート 1に接続されていて、SPANトラフィック
を受信するサイレントモニターサーバーの NICがポート 10に接続されている場合は、以
下のコマンドを使用して SPANセッションを構成します。
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monitor session 1 source interface fastEthernet0/1

monitor session 1 destination interface fastEthernet0/10

2. モバイルエージェント用サイレントモニタリングを展開するには、エージェントトラフィッ
ク用と発信者トラフィック用の 2つのゲートウェイが必要です。

エージェントと発信者トラフィックにひとつのゲートウェイを使用する場合、音声トラ

フィックはゲートウェイから出ず、通過しないので、サイレントモードで監視できなくな

ります。

たとえば、エージェント間およびモバイルエージェント間の電話相談は、同じゲートウェ

イを共有するので、サイレントモードで監視できません。ほとんどのモバイルエージェン

ト展開では、エージェントとお客様間の通話のサイレントモニタリングのみ許可されま

す。

3. スーパーバイザデスクトップにサイレントモニターサービスをインストールしますが、モ
バイルエージェントにサイレントモニターサービスを構成する必要はありません。1つ以
上のサイレントモニターサービスを使用するようにCTI OSサーバー設定プログラムでエー
ジェントを構成する必要があります。

4. モバイルエージェントと通常のエージェントの両方であるエージェントには、少なくとも
2つのプロファイルが必要です。

通常のエージェントのプロファイルには、サイレントモニターサービス情報は含まれませ

ん。

モバイルエージェントのプロファイルには、サイレントモニターサービスの接続に使用す

る情報が含まれます。

サイレントモニタサービスクラスタ

1つ以上のエージェントゲートウェイがコールセンターに存在する場合で、エージェントがい
ずれかのゲートウェイを使用してログインできる場合、以下のようにサイレントモニターをサ

ポートするようにサイレントモニターサービスをクラスタ化します。

1. 各ゲートウェイには個別のサイレントモニターサーバーを展開します。

2. 前の項の説明に従って、それぞれのサイレントモニターサーバーに、SPANポートを構成
します。

3. サイレントモニターサーバーインストーラを実行して、ピアとしてサイレントモニター
サーバーをインストールし、構成します。

4. 以下を構成して、接続プロファイルを設定し、エージェントデスクトップにそのピアのひ
とつを接続するように指示します。

1. [ピア情報の入力（Enter peers information）]チェックボックスをオンにします。

2. ホスト名/IPアドレスに別のサイレントモニターサービスの IPアドレスを入力します。
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CallManagerから SPANを構成

この導入モデルでは Cisco Unified Communications Managerソフトウェアリソースが使用されて
いるため、小規模エージェントのコンタクトセンターには CallManagerからのスパンを使用し
ます。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerからスパンするには、SMサーバーが Cisco Unified
Communications Managerと同じブレード上にある必要があります。エージェントがゲートウェ
イを介して電話機にログインする際、Cisco Unified Communications Managerが独自のmtpリソー
スを使用することを確認します。

これには、サイレントモニタサービスを実行しているコンピュータが 2つの NICカードを持
つ必要があります。一方はクライアントとの通信を処理し、もう一方はNexusからスパンされ
るすべてのトラフィックを受信するものです。

手順

Nexusで LOCAL SPANセッションを構成するには、次のコマンドを使用します。

monitor session 1
description LOCAL-SPAN
source interface Vethernet76 both

上記では、Vethernet76は、スイッチ上の Cisco Unified Communications Managerのインターフェ
イスとなります。

Cisco RSM
• Cisco Remote Silent Monitoring用ゴールデンテンプレートの作成（390ページ）

• Cisco RSMの構成（398ページ）

Cisco Remote Silent Monitoring用ゴールデンテンプレートの作成
Cisco RSMサーバーのゴールデンテンプレートを作成するには、この一連のタスクを実行しま
す。

各タスクの後で、このページに戻ってそのタスクを「「完了」」としてマークしたら、次の手

順に進みます。
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注意事項タスク完了し

たか

順序

OVAファイルのダウン
ロード（392ページ）を
参照してください。

UCCE_11.6_Win2012_vmv9_v1.0.ova
のダウンロード

1

仮想マシンの作成（392
ページ）の手順を実行し

ます。

Cisco RSMサーバーの仮想マシンを作成し
ます。

2

Microsoft Windows Server
のインストール（393
ページ）の手順を実行し

ます。

Microsoft Windows Serverのインストール3

ウイルス対策ソフトウェ

アのインストール（28
ページ）の手順を実行し

ます。

ウイルス対策ソフトウェアをインストール

します。

5

JTAPIクライアントのイ
ンストール（395ペー
ジ）の手順を実行しま

す。

JTAPIクライアントをインストールしま
す。

6

Cisco RSM用 SNMPト
ラップの構成（396ペー
ジ）の手順を実行しま

す。

Cisco RSMの SNMPトラップの構成7

Cisco RSMサーバーのイ
ンストール （396ペー
ジ）の手順を実行しま

す。

Cisco RSMサーバーをインストールしま
す。

8

仮想マシンをゴールデン

テンプレートに変換

（397ページ）の手順を
実行します。

仮想マシンをテンプレートに変換します。9

すべてのゴールデンテンプレートの作成後、自動化プロセス（自動化クローニングとOSのカ
スタマイズ（2ページ））を実行できます。自動化プロセスを実行後、接続先システムで
Cisco RSMサーバーを構成できます。「Cisco RSMの構成（398ページ）」を参照してくださ
い。
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OVAファイルのダウンロード

ゴールデンテンプレートには、オープン仮想化フォーマットファイル（OVA）が必要です。
Cisco HCS for Contact Centerは作成された対応する VMの基本構造を定義する OVAを使用しま
す。構造定義には、CPU、RAM、ディスク容量、CPUの予約、およびメモリーの予約が含ま
れます。

VMとソフトウェアコンポーネントは、Cisco HCS for Contact Centerに対して最適化されます。
Cisco HCS for Contact Center用の OVAを保持する必要があります。

（注）

始める前に

Cisco.comプロファイルに関連付ける有効なサービス契約が必要です。

手順

ステップ 1 Cisco.comで、Hosted Collaboration Solution for Contact Center >ソフトウェアのダウンロードペー
ジの順に選択します。

ステップ 2 必要なソフトウェアタイプを選択します。

ステップ 3 [ダウンロード（Download）]をクリックして、ローカルドライブに OVAファイルを保存しま
す。VMを作成する場合は、アプリケーションに必要な OVAを選択します。

仮想マシンの作成

手順

ステップ 1 VMware vSphereクライアントを起動し、[ファイル（File）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy
OVF Template）]の順に選択します。

ステップ 2 ローカルドライブ上で OVAが保存されている場所を参照します。[開く（Open）]をクリック
して、OVAファイルを選択したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 OVFテンプレートの詳細ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 名前と場所ページの [名前（Name）]フィールドに仮想マシンの名前を入力し、[次へ（Next）]
をクリックします。

入力できる最大文字数は、32文字までで、特殊文字は入力できません。（注）

ステップ 5 展開の構成ページのドロップダウンリストで適切な構成を選択したら、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 6 リソースプールページで、必要なリソースプールを選択し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。
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ホストサーバーにリソースプールが割り当てられていない場合は、この手順を省略し

ます。

（注）

ステップ 7 ストレージページで、新しい仮想マシンに展開するデータストアを選択し、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 8 ディスクのフォーマットページで、[Thick provisioned Lazy Zeroed]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

シンプロビジョニングフォーマットはテンプレートの作成プロセスで使用されます。

実稼働での使用はサポートされていません。

（注）

ステップ 9 ネットワークマッピングページの [接続先ネットワーク（Destination Network）]ドロップダウ
ンリストで適切なネットワークを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

Unified Contact Center Enterpriseマシンについては、ネットワークマッピングページが
正しいか確認してください。

•公共ネットワークから表示ネットワーク

•プライベートネットワークからプライベートネットワーク

（注）

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

Microsoft Windows Serverのインストール

手順

ステップ 1 Microsoft Windows Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 2 仮想マシンのスイッチをオンにします。

ステップ 3 [言語（Language）]、[時刻と通貨の形式（Time and Currency Format）]、および [キーボード
設定（Keyboard settings）]を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [今すぐインストール（Install Now）]をクリックします。

ステップ 5 製品アクティベーションキーを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 インストールするWindows Serverを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 使用許諾契約に同意して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム：Windowsのみをインストール（詳細）（Custom: Install Windows Only (Advanced)）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
インストールが開始されます。

ステップ 9 管理者用パスワードを入力して確認したら、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 VMwareツールをインストールするには、関連項目を参照してください。

ステップ 11 [リモートデスクトップ接続（Remote Desktop Connection）]を有効にするには、以下の手順を
実行します。
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a) [スタート（Start）] > [コントロールパネル（Control Panel）] > [システムとセキュリティ
（System and Security）]の順に選択します。

b) [リモートアクセスを許可（Allow remote access）] > [OK]の順に選択します。
c) [リモートデスクトップの任意のバージョンが実行されているコンピュータからの接続を許
可（Allow connections from computers running any version of Remote Desktop）]を選択し、
[適用（Apply）]をクリックします。

d) [OK]をクリックします。

ステップ 12 ネットワークと共有センターを開き、[イーサネット（Ethernet）]を選択します。

ステップ 13 [イーサネットステータス（Ethernet Status）]ダイアログボックスで、ネットワーク設定とド
メインネームシステム（DNS）データを構成します。

a) [プロパティ（Properties）]を選択します。[インターネットプロトコルバージョン6
（TCP/IPV6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPV6)）]をオフにします。

b) [インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4
(TCP/IPv4)）]を選択し [プロパティ（Properties）]をクリックします。

c) [次のIPアドレスを使用する（Use the following IP Address）]オプションを選択します。

d) IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを入力します。
e) [次のDNSサーバーアドレスを使用する（Use the following DNS Server Address）]オプショ
ンを選択します。

f) 優先する DNSサーバーアドレスを入力して、[OK]をクリックします。

すべてのネットワーク構成が新しい設定で上書きされます。（注）

ステップ 14 Microsoft Windowsアップデートを実行します。

アップデートが完了したら、[自動更新を有効にしない（Do not enable automatic updates）]を
オンにします。

Windows用 VMwareツールのインストール

この手順は、ゴールデンテンプレートおよび直接インストールの両方のオプションに対して実

行します。

CCアプリケーションの HCS for CCの動作とパフォーマンスを保証するには、VMwareツール
をインストールし、VMware vSphereホストを最新の状態にする必要があります。

手順

ステップ 1 vSphere Clientで、仮想マシンを右クリックし、[電源（Power）]を選択して、[電源を投入
（Power On）]をクリックします。

ステップ 2 [サマリー（Summary）]タブをクリックします。

[全般（General）]セクションの [VMwareツール（VMware Tools）]フィールドは、VMwareツー
ルが次のいずれであるかを示します。
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•インストール済みおよび最新

•インストール済みで最新ではない

•未インストール

ステップ 3 [コンソール（Console）]タブをクリックし、ゲストオペレーティングシステムが正常に起動
していることを確認します。プロンプトが表示されたらログインします。

ステップ 4 仮想マシンを右クリックし、[ゲストOS（Guest OS）] > [VMwareツールのインストール/アッ
プグレード（Install/Upgrade VMware Tools）]の順に選択します。[VMwareツールのインス
トール/アップグレード（Install/Upgrade VMware Tools）]ウィンドウが表示され、[インタラ
クティブツールのアップグレード（Interactive Tools Upgrade）]および [自動ツールのアップグ
レード（Automatic Tools Upgrade）]オプションが表示されます。

a) VMwareツールを手動でインストールまたはアップグレードするには、[インタラクティブ
ツールのアップグレード（Interactive Tools Upgrade）]オプションを選択し、[OK]をク
リックします。画面の指示に従ってVMwareツールをインストールまたはアップグレード
し、プロンプトが表示されたら仮想マシンを再起動します。

b) VMwareツールを自動的にインストールまたはアップグレードするには、[自動ツールの
アップグレード（Automatic Tools Upgrade）]オプションを選択し、[OK]をクリックしま
す。このプロセスは完了までに数分かかり、プロンプトが表示されたら仮想マシンを再起

動します。

JTAPIクライアントのインストール

Cisco RSMサーバーに JTAPIをインストールするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザで、Unified Communications Manager Administrationアプリケーションを起動しま
す。

ステップ 2 管理者のログイン情報を使用してログインします。

ステップ 3 [アプリケーション（Application）]> [プラグイン（Plugins）] > [検索（Find）]の順に選択し
ます。

ステップ 4 Windows向けの Cisco JTAPI 32-bit Clientをダウンロードします。

ステップ 5 ダウンロードしたファイルをインストールし、すべてをデフォルト設定のままにします。
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• [Cisco TFTP IPアドレス（Cisco TFTP IP Address）]テキストボックスに、Cisco
Unified Communications Manager Subscriberの IPアドレスを入力します。

• Small Contact Centerエージェント導入モデルでは、RSMを複数のサブカスタマー
Cisco Unified Communications Managerクラスタに接続する必要があるため、これ
はオプションです。

（注）

Cisco RSMサーバーのインストール

Cisco RSMサーバーをインストールするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco RSM ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマ
ウントおよびアンマウント（581ページ）を参照してください。

ステップ 2 setup.exeファイルを実行して RSMサーバーをインストールします。
RSMインストーラプログラムが起動し、Cisco Remote Silent Monitoring（RSM）InstallShield
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。
ライセンス同意ページが表示されます。

ステップ 4 ライセンス同意ページで、ライセンスに同意します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 サービスログイン情報ページで、RSM仮想マシンの管理者ログイン情報を入力します。[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 6 構成設定の起動ページの設定から [終了（Exit）]をクリックします。ポップアップウィンドウ
で [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

RSMの構成（400ページ）

Cisco RSM用 SNMPトラップの構成

Simple Network Management Protocol（SNMP）トラップは、選択したイベントをSNMPモニター
に送信するようにWindowsを構成することで、Cisco RSMから発生する場合があります。これ
は、evntwin.exeというWindowsユーティリティを使用して実現されます。このユーティリティ
は、Windowsイベントログに書き込まれたイベントを SNMPトラップに変換します。このト
ラップはWindows SNMPサービスによって発生し、SNMP管理ツールに転送されます。

Cisco RSMを使用するために SNMPトラップを構成するには、以下の手順を実行します。

•トラップ転送用 SNMPサービスの構成（397ページ）
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• MIBでの SNMPエージェントの構成 （397ページ）

トラップ転送用 SNMPサービスの構成

レポートおよびアラートに使用される管理ツールにトラップを転送するようにSNMPサービス
を構成します。

手順

ステップ 1 MMCコンソールで、[ファイル（Files）]> [スナップインの追加/削除...（Add/RemoveSnap-in...）]
の順に選択します。

ステップ 2 [使用可能なスナップイン（Available Snap-ins）]リストから [サービス（Services）]を選択し、
[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [サービス（Services）]ダイアログボックスで [ローカルコンピュータ（Local Computer）]を
選択して、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
サービス（ローカル）ノードがコンソールルートノードに追加されます。

ステップ 5 [サービス（ローカル）（Services（Local））]を選択し、表示される [サービス（ローカル）
（Services（Local））]タブで、[SNMPサービス（SNMP Services）]を右クリックし、[プロパ
ティ（Properties）]を選択します。
[SNMPサービスプロパティ（SNMP Service Properties）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [トラップ（Traps）]タブの [コミュニティ名（Community Name）]フィールドに publicと
入力し、[リストに追加（Add to list）]をクリックします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [SNMPサービスの構成（SNMP Service Configuration）]ダイアログボックスで、トラップ情報
を受信するシステムのホスト名または IPアドレスを入力します。これは、管理エージェント
またはレポーティングおよびアラートツールをホストするサーバーです。[追加（Add）]をク
リックして、トラップ接続先を追加します。

ステップ 9 複数のシステムがある場合は、トラップ情報を受信する必要があり、すべてのシステムでト

ラップ転送用の SNMPサービスを構成します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

MIBでの SNMPエージェントの構成

次の情報は、RSM SNMPエージェントを接続し、MIBオブジェクトをルート化するためのも
のです。

• RSM SNMPエージェント接続： < RSM Server IP >:33161
• RSM SNMPエージェントルート OID： .1.3.6.1.4.1.9.9.2776 - ciscoRSMMIB

仮想マシンをゴールデンテンプレートに変換

ゴールデンテンプレートインストールオプションに対してこの手順を実行します。
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VMwareでは、テンプレートという用語を使用します。Contact Center用 HCSでは、Contact
Center用HCSに使用されるアプリケーションとオペレーティングシステムで構成されるテンプ
レートにゴールデンテンプレートという用語を使用します。

（注）

始める前に

Windowsベースのテンプレート仮想マシンがWORKGROUPにあることを確認します。

手順

ステップ 1 VMの電源がオフになっていない場合は、[VM]メニューから、[電源（Power）] > [ゲストを
シャットダウン（Shut down the guest）]の順に選択します。

ステップ 2 [VMware vCenterインベントリ（VMware vCenter Inventory）]メニューで、仮想マシンを右ク
リックし、[テンプレート（Template）] > [テンプレートに変換（Convert to Template）]の順
に選択します。

Cisco RSMの構成
• 2000エージェント展開用 Cisco RSMの構成（399ページ）

• 4000エージェント展開用 Cisco RSMの構成（410ページ）
• Small Contact Center展開用 Cisco RSMの構成（415ページ）
• 12000エージェント展開用 Cisco RSMの構成（414ページ）
• A-Lawコーデック用 Cisco RSMの構成（419ページ）

次の図に、Remote Silent Monitoring構成トポロジを示します。
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図 19 : Cisco Remote Silent Monitoring構成トポロジ

2000エージェント展開用 Cisco RSMの構成

2000エージェント展開に対する Cisco RSM（リモートサイレントモニタリング）サーバーを
分散モードで構成するには、以下の手順を実行します。

タスクソフトウェア要件

2000エージェント展開用RSM構成設定の設定
（400ページ）

RSMの構成

JTAPIクライアント優先設定の構成（403ペー
ジ）

レジストリ設定の編集（403ページ）

VXMLゲートウェイの構成（403ページ）ゲートウェイの構成

RSMプロンプトのアップロード（404ページ）Unified CVPの構成

CVPコールフローの統合（404ページ）

コールフローの展開（406ページ）

エージェントターゲットルールの設定（407
ページ）

Unified CCEの構成

スーパーバイザログインアカウントの作成

（408ページ）

RSM用ルーティングスクリプトの作成（408
ページ）
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タスクソフトウェア要件

シミュレーションする電話機の構成（409ペー
ジ）

Unified CallManagerの構成

ログインプール Simphoneの設定 （410ペー
ジ）

RSMアプリケーションユーザーの作成 （549
ページ）

RSMの構成

2000エージェント展開用 RSM構成設定の設定

手順

ステップ 1 メールサーバー構成設定を完了するには、以下を実行します。

a) [スタート（Start）] > [CiscoRSM] > [RSM構成マネージャ（RSM Configuration Manager）]
の順に選択します。

b) [Eメールアラートの送信（Send Email Alert）]チェックボックスをオンにします。

c) [メールサーバーのホスト名/IP（Mail Server Host Name/IP）]テキストボックスに、メー
ルサーバーのホスト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスに、Eメールポート番号を入力します。
e) [送信者のEメールアドレス（Sender Email Address）]テキストボックスに送信者の Eメー
ル IDを入力します。

f) [受信者のEメールアドレス（Receiver Email Address）]テキストボックスに受信者の E
メール IDを入力します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 その他の構成設定を完了するには、以下を実行します。

a) [問題の通話の最短期間（Problem Call Minimum Duration）]テキストボックスに 1800
と入力します。

b) [問題の通話の最短保留（Problem Call Min Holds）]テキストボックスに 4と入力しま
す。

c) [古い通話の最長期間（Max Stale Call Duration）]テキストボックスに 3600と入力しま
す。

d) [CTI OSトレースマスク（CTI OS TraceMask）]の値を空欄にします。

e) VLエンジンの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストで、[INFO]を選択しま
す。

f) VLエンジンの [HTTPリッスンポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 8080
と入力します。

g) PhoneSimの [VRUへのオーディオバッファ長（Audio Buffer Len To VRU）]テキ
ストボックスに 480と入力します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
400

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

RSMの構成



VRUへのオーディオバッファ長のデフォルト値は 160です。CVP環境の場合、
値は 480に設定されます。

（注）

h) PhoneSimの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストで [INFO]を選択します。

i) PhoneSimの [HTTPリッスンポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 29001と
入力します。

j) PhoneSimの [RTSPリッスンポート（RTSP Listen Port）]テキストボックスに 29554と
入力します。

k) Phonesimの [オーディオエンコーディング（Audio Encoding）]ドロップダウンリスト
で、[RTSP u-law]を選択します。

l) PhoneSimの [HTTPチャンク化転送の実行（Do HTTP Chunked Transfers）]ドロップダ
ウンリストで [いいえ（No）]を選択します。

m) [ホストデータIP（Host Data IP）]テキストボックスでRSMサーバーの IPアドレスを入
力します。

n) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 クラスタ構成設定を定義します。

これらの設定は、RSMが監視するエージェントで各 Unified Communications Managerクラスタ
を構成するために使用されます。

a) [クラスタの追加（Add Cluster）]をクリックします。

b) [ClusterN_Name]テキストボックスに、クラスタ名を入力します。

名前は英数字にする必要があります。（注）

c) [Simphonesへのログインプール数（No. of Login Pool Simphones）]テキストボックスに
5と入力します。

d) [監視電話数（No. of Monitoring Phones）]テキストボックスに 60と入力します。（こ
れは、同時に 60の電話を監視します）。

e) [周辺機器ID（[Peripheral ID）]テキストボックスに 5000と入力します。

f) [JTAPIユーザー名（JTAPI Username）]テキストボックスに rsmuserと入力します。
g) [JTAPIパスワード（JTAPI Password）]テキストボックスに rsmuserパスワードを入力

します。

h) [MAC範囲の開始（Start MAC Range）]テキストボックスに、simphoneデバイス名の
MAC範囲の自動生成に使用する最初のMACアドレスを入力します。

i) [回線番号範囲の開始（Start Line Num Range）]テキストボックスに、simphone DNの回
線内線番号範囲の自動生成に使用する最初の内線番号を入力します。

1. 回線内線番号範囲はクラスタ間で重複してはなりません。
ClusterN_PhoneSim_StartMACRange値に関連付けられます。

2. [開始回線番号範囲（Start Line Num Range）]は 4〜 15桁にする必要があり
ます。

（注）

j) [SIP転送（SIP Transport）]ドロップダウンリストで [TCP]を選択します。

k) [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 Unified Communications Manager構成設定を定義するには以下を実行します。

a) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスに CUCM1サーバー（Subscriber1）のホ
スト名/IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM1ポートに対して 5060と入力します。

c) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスに CUCM2サーバー（Subscriber2）のホ
スト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM2ポートに対して 5060と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 UCCE統合ページで、[UCCEとCTIOSを統合（UCCE integrate with CTIOS）]または [UCCEと
CTIを統合（UCCE integrate with CTI）]を選択します。

a) [UCCEとCTIOSを統合（UCCE integrate with CTIOS）]を選択した場合は、以下の手順を実
行します。

1. [CTIOS 1Aホスト名/IP（CTIOS 1A Hostname/IP）]テキストボックスに CTIOS 1Aの
ホスト名/IPアドレスを入力します。

2. [CTIOS 1Aポート（CTIOS 1A Port）]テキストボックスに、42028と入力します。

3. [CTIOS 1Bホスト名/IP（CTIOS 1B Hostname/IP）]テキストボックスに、CTIOS 1B
のホスト名/IPアドレスを入力します。」

4. [CTIOS 1Bポート（CTIOS 1A Port）]テキストボックスに、42028と入力します。

5. [次へ（Next）]をクリックします。

a) [UCCEとCTIを統合（UCCE integrate with CTI）]を選択した場合は、以下の手順を実行し
ます。

1. [CTIOS 1Aホスト名/IP（CTIOS 1A Hostname/IP）]テキストボックスに CTI 1Aのホ
スト名/IPアドレスを入力します。

2. [CTI 1Aポート（CTI 1A Port）]テキストボックスに、42027と入力します。

3. [CTIOS 1Bホスト名/IP（CTIOS 1B Hostname/IP）]テキストボックスにCTI 1Bのホス
ト名/IPアドレスを入力します。

4. [CTI 1Bポート（CTI 1B Port）]テキストボックスに、43027と入力します。

5. [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックし、[PhoneSimサービスの起動（Start PhoneSim Service）]と
[VLEngineサービスの起動（Start VLEngine Service）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
402

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

2000エージェント展開用 RSM構成設定の設定



JTAPIクライアント優先設定の構成

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco JTAPI]の順に選択し、
[Cisco Unified Communications Manager JTAPI優先設定（Cisco Unified Communications Manager
JTAPI Preferences）]をクリックします。

ステップ 2 [言語（Language）]タブをクリックします。

ステップ 3 [言語の設定（Select Language）]ドロップダウンロストで、[英語（English）]を選択します。

ステップ 4 TFTPサーバーの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

レジストリ設定の編集

RSMでは、ユーザーが電話でログインできるように、数値のスーパーバイザアカウントが必
要です。ただし、Unified CCEスーパーバイザエージェントアカウントはActive Directoryユー
ザーアカウントでもあり、Active Directoryセキュリティポリシーは数字のみのアカウントを防
止できます。この問題を解決するには、「VLEngine_PassPrefix」パラメータを変更します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [実行（Run）] > [Regedit]の順に選択し、Registry Editorにアクセスしま
す。

ステップ 2 [HKEY_Local_Machine] > [ソフトウェア（Software）] > [Wow6432Node] > [Cisco Systems, Inc.]
> [Remote Silent Monitoring]の順に選択します。

ステップ 3 VLEngine_PassPrefix CTI OS検証のために送信する前にパスワードを付加する文字列を設定し
ます。

たとえば、「"VLEngine_PassPrefix」文字列が RSM1RSMに設定されており、スーパーバイザ
が、1234の PINでログインする場合は、スーパーバイザのパスワードは、RSM1RSM1234に
設定されます。

有効な値は、文字、数字、および有効なパスワード記号の文字列です（空白文字と制

御文字は使用できません）。

（注）

ゲートウェイの構成

VXMLゲートウェイの構成

RSMは、CVPをサポートする Cisco IOSの VXMLゲートウェイモデルおよびバージョンでサ
ポートされます。イングレス/VXMLゲートウェイは、 RSMと他の機能間で共有できます。
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RSMに対して VXMLゲートウェイを設定するには、 ivr prompt memory 8000コマンドを発行
して、IVRプロンプトメモリーが 8 Mb以上であることを確認します。

ゲートウェイが他の機能とともに RSMと共有されている場合、ゲートウェイのパフォーマン
スは 20％ 低下します。

（注）

Unified CVPの構成

RSMプロンプトのアップロード

手順

ステップ 1 C:\inetpub\wwwroot\en-us\でメディアサーバーディレクトリに移動し、VLという名前の新規
ディレクトを作成します。

ステップ 2 RSMサーバーに移動し、C:\ CiscoRSM\callflowsから prompts.zipをコピーし、コンテンツをメ
ディアサーバーの VLディレクトリに解凍します。

ステップ 3 VLディレクトリを右クリックし、[プロパティ（[Properties）]をクリックします。

ステップ 4 [セキュリティ（Security）]タブの [詳細（Advanced）]で [権限の変更（Change Permission）]
をクリックします。

ステップ 5 [オブジェクトの親からの継承可能な権限を含める（Include inheritable privilege from object's
parent）]と [すべての子オブジェクトの権限をこのオブジェクトからの継承可能な権限で置き
換える（Replace all child object permission with inheritable permissions from this object）]を
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [OK]をクリックし、Windowsセキュリティポップアップウィンドウで [はい（Yes）]をクリッ
クします。

ステップ 7 Webブラウザを開き、メディアサーバーの VLディレクトリ（ http://<SERVER IP>/en-us/VL）
に移動します。プロンプトファイルがリストされ、アクセス可能であることを確認します。

CVPコールフローの統合

手順

ステップ 1 RSMサーバーで、C:\CiscoRSM\callflows\vxml-cvpフォルダに移動します。

ステップ 2 フォルダ内のすべてのコンテンツを Cisco Unified Call Studioソフトウェアをホストしているデ
スクトップマシンからアクセスできるディレクトリ（C:\RSM-Callflowなど）にコピーします。

ステップ 3 Call Studioを起動します。メニューバーで、[ファイル（File）] > [インポート（Import）] >
[Call Studio] > [既存のCall Studioプロジェクト（Existing Call Studio Project）]の順に選択し、
RSMプロジェクトをワークスペースにインポートしたら、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 vxml-cvpフォルダを参照し、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 5 RSMプロジェクトの [コールフローエディタナビゲータ（Callflow Editor Navigator）]ペインの
DoLoginページに移動します。

ステップ 6 SetBaseSessionVars要素を選択したら、[要素の構成（Element Configuration）]配下の [データ
（Data）]をクリックします。

ステップ 7 RSMプロジェクトの VoiceXML変数設定を以下のように変更します。

以下の変数設定を修正後は、必ず [更新（Update）]をクリックしてください。クリッ
クしないと、フィールドにデフォルト値が入力されます。

（注）

• VL_VLENGINE_HOSTNAME — VLEngineサービスで実行されるサーバーのホスト名ま
たは IPアドレス。

• VL_VLENGINE_PORT — VLEngineサービスが使用するポート番号。ポート値は 8080で
す。

• VL_PHONESIM_HOSTNAME — PhoneSimサービスで実行するサーバーのホスト名また
は IPアドレス。値は VL_VLENGINE_HOSTNAMEと同じ値です。

• VL_PHONESIM_RTSP_PORT — PhoneSimサービスで使用する RTSPポート番号。通常
は 29554です。

• VL_PHONESIM_HTTP_PORT — PhoneSimサービスで使用する HTTPポート番号。通常
は 29001です。

• MAX_NUM_LOGIN_ATTEMPTS— RSMがユーザーを切断するまでに許可するログイン
試行最大失敗回数。

• CVP_MEDIASVR_AUDIO_PATH — RSMプロンプトがアップロードされる URLパスを
指します（たとえば /en-us/VL）。

このパスと RSM CVPプロジェクトの [オーディオ設定ーデフォルトオーディオ
パスURL（Audio Settings - Default Audio Path URL）]テキストフィールドで指
定されたパスコンポーネントは同一である必要があります。

（注）

• CVP_MEDIASVR_HOSTNAME — /en-us/VLディレクトリにある RSMプロンプトが表示
される CVPメディアサーバーのホスト名または IPアドレス。

• MAIN_MENU_TIMEOUT —秒単位の時間。これは通常 12秒です。

• CVP_VXMLSVR_HOSTNAME — VXMLサーバーで実行するサーバーのホスト名または
IPアドレス。

• CVP_VXMLSVR_PORT —VXMLサーバーで使用するポート番号。

• CVP_MEDIASVR_PORT —メディアサーバードメインのポート番号。通常は、ポート 80
です。

• MONITOR_NEWEST_REPOLL_PERIOD —新規エージェントの会話を開始する前の秒
単位の時間。この値は通常 4秒に設定されます。
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• MONITOR_NEWEST_PROMPT_TO_END_EVERYN —進行プロンプトが発信者に通知
されるまでのポーリング回数（つまり、「システムがまだビジーです。任意のキーを押し

て、メインメニューに戻るかこのまま保留にします。」）。通常、この値は3に設定され
ます。

• SUPERVISOR_LOGIN_TIMEOUT —スーパーバイザログインのタイムアウト。通常、こ
の値は 1500に設定されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックし、RSMプロジェクトを保存します。

ステップ 9 [ナビゲータ（Navigator）]ペインで [RSMプロジェクト（RSM Project）]を右クリックし、[プ
ロパティ（Properties）]をクリックします。

ステップ 10 [Call Studio]で、[オーディオ設定（Audio Settings）]をクリックします。

ステップ 11 [デフォルトオーディオパスURI（Default Audio Path URI）]テキストフィールドで、
http://<cvp_media_server_IP_address>/en-us/VLなどのメディアサーバー上の VLディレクト
リを入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 12 上記の手順を繰り返して、展開内の各 CVPサーバーの RSMプロジェクトを作成します。

Small Contact Center展開に関しては。手順 1～ 11 ｍでを繰り返し、ＣＶＰ サーバー
の各サブカスタマーに対して一意の RSMプロジェクトを作成します。

（注）

コールフローの展開

コールフロースクリプトを CVPサーバーにインストールしたら、CVP VXMLサーバーで使用
するために展開する必要があります。

コールフロースクリプトを展開する手順を実行します。

適切な CVP_VXMLSVR_HOSTNAMEを使用して、すべての CVPボックスに VXMLスクリプ
トを展開します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Call Studioを開きます。

ステップ 2 ナビゲータペインで [RSMプロジェクト（RSM Project）]を右クリックし、[展開（Deploy）]
をクリックします。

ステップ 3 [アーカイブファイル（Archive File）]ラジオボタンを選択します。

ステップ 4 VXMLアプリケーションファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。コールフロースクリプトは、指定した場所に保存されま
す。

ステップ 6 CVP OAMPポータルを開きます。
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ステップ 7 [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [VXMLアプリケーショ
ン（VXML application）]の順に選択します。

ステップ 8 [使用可能（Available）]から [選択済み（Selected）]まで目的の CVP VXMLサーバーを選択
し、手順 4で保存した VXMLアプリケーションファイルを参照します。

ステップ 9 [転送（Transfer）]をクリックし、[ファイル転送ステータス（File Transfer Status）]をクリッ
クしてステータスを確認します。

ステップ 10 SCC-CVP-SVR-Aサーバーに移動し、CVPコールサーバーの
C:\Cisco\CVP\VXMLServer\applications\RSM\adminディレクトリに移動したら、deployApp.bat
ファイルをダブルクリックします。バッチファイルは、別のDOSウィンドウで実行されます。

ステップ 11 アプリケーションを展開するよう求められた場合は、「はい」の意味であるYと入力します。
これで、CVP VXMLサーバーからコールフロースクリプトにアクセスできます。

ステップ 12 VXMLゲートウェイで適切なマイクロアプリケーション（VXMLゲートウェイダイヤルピア、
Unified Communication Managerルートパターンなど）を構成して、スクリプトにアクセスでき
るようにします。

Unified CCEの構成

エージェントターゲットルールの設定

Unified CCEの1日目の構成に内線番号の範囲が含まれている場合は、この手順を省略します。（注）

手順

ステップ 1 Administration Workstation（AW）で、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All
Programs）] > [構成マネージャ（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [ツールを一覧（List Tools）]の順に展開します。[エージェントターゲティ
ングルール（Agent Targeting Rule）]をダブルクリックします。

ステップ 3 [取得（Retrieve）]をクリックして、環境内の既存のすべてのエージェントターゲットリスト
を返します。

ステップ 4 既存のエージェントターゲティングルールを強調表示します。内線番号の範囲で[追加（Add）]
をクリックします。空白の内線番号の範囲セクションが表示されます。

ステップ 5 内線番号の範囲（DN）を追加し、[OK]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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4000展開では、Cisco Unified Communications Managerアプリケーションユーザーに基
づいて構成された、Cisco Unified Communications Manager PGが 2つあります。ATR
は Cisco Unified Communications Manager PGに基づいて構成されます。したがって、2
つの ATRがロードベース構成の一部として事前構成されており、アプリケーション
ユーザーに基づいて内線番号を ATRに追加する必要があります。

（注）

スーパーバイザログインアカウントの作成

現在の CTI OSスーパーバイザ/エージェントアカウントに従って、RSMを使用するスーパー
バイザごとに新しいアカウントを作成する必要があります。CTI OS認証を使用する場合は、
ダイヤルインスーパーバイザがシステムにログインできるように、UnifiedCCE環境で別のスー
パーバイザエージェントアカウントを作成する必要があります。

スーパーバイザログインアカウントを作成するには、エージェントの作成（216ページ）の
手順に従います。

1. [スーパーバイザ（Supervisor）]チェックボックスをオンにして、スーパーバイザパスワー
ドが ADパスワードポリシーを満たしていることを確認します。

2. エージェントパスワードが任意の長さの数字であることを確認します。

3. スーパーバイザがチームリストに追加されていることを確認します。

（注）

RSM用ルーティングスクリプトの作成

Cisco RSMには、次のルーティングスクリプトが使用されます。
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図 20 : Cisco RSMに使用されるルーティングスクリプト

Unified Communication Managerの構成

シミュレーションする電話機の構成

始める前に

各Unified Communications Managerクラスタに割り当てるシミュレートされた電話機（simphone
とも呼ばれる）の数を決定する必要があります。各クラスタには、クラスタの RSMを介して
同時に監視されるエージェントの最大数以上の simphoneが必要です。ここでは、次の情報を
提供します。

• Simphoneデバイスの依存関係の構成

• Simphoneデバイスの作成

RSMに新規クラスタを追加するには、以下の手順を実行します。
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Simphoneデバイスの依存関係の作成

次の手順を実行して、Simphoneデバイスの依存関係を作成します。

• Cisco Unified CMグループの構成（299ページ）

•リージョンの追加（305ページ）

•デバイスプールの追加（299ページ）

Simphoneデバイスの作成

Simphoneデバイスを作成するには、以下の手順を実行します。

•電話機の追加（303ページ）

•組み込みブリッジの無効化については、「組み込みブリッジの有効化または無効化（310
ページ）」を参照してください。

ログインプール Simphoneの設定

各クラスタに作成された最初の 5つの simphoneデバイスは VLEngineのログインプールに自
動で割り当てられます。VLEngineの認証メカニズムをサポートするために発信者がRSMで認
証されると、ログインプールは CTI OSにログインテストを実行します。CTI OSのログイン
は、これらの simphoneデバイスで実行されるため、それぞれのUnified Communications Manager
クラスタの pguserアカウントに関連付ける必要があります。また、Cisco Unified Intelligent
Contact Management Enterpriseデバイスターゲットが作成されている必要があります。

次のタスク

• RSMアプリケーションユーザーの作成 （549ページ）

•最初の5台の電話機をアプリケーションユーザに関連付けます。「アプリケーションユー
ザーへの電話の関連付け（308ページ）」を参照してください。

を選択します。

4000エージェント展開用 Cisco RSMの構成

4000エージェント展開に対する Cisco RSM（リモートサイレントモニタリング）サーバーを
分散モードで構成するには、以下の手順を実行します。

タスクソフトウェア要件

4000および12000エージェント展開用RSM構
成設定の設定（411ページ）

RSMの構成

JTAPIクライアント優先設定の構成（403ペー
ジ）

レジストリ設定の編集（403ページ）
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タスクソフトウェア要件

VXMLゲートウェイの構成（403ページ）ゲートウェイの構成

RSMプロンプトのアップロード（404ページ）Unified CVPの構成

CVPコールフローの統合（404ページ）

コールフローの展開（406ページ）

エージェントターゲットルールの設定（407
ページ）

Unified CCEの構成

スーパーバイザログインアカウントの作成

（408ページ）

RSM用ルーティングスクリプトの作成（408
ページ）

シミュレーションする電話機の構成（409ペー
ジ）

Unified CallManagerの構成

ログインプール Simphoneの設定 （410ペー
ジ）

RSMアプリケーションユーザーの作成 （549
ページ）

4000および12000エージェント展開用 RSM構成設定の設定

手順

ステップ 1 メールサーバー構成設定を完了するには、以下を実行します。

a) [スタート（Start）] > [CiscoRSM] > [RSM構成マネージャ（RSM Configuration Manager）]
の順に選択します。

b) [Eメールアラートの送信（Send Email Alert）]チェックボックスをオンにします。

c) [メールサーバーのホスト名/IP（Mail Server Host Name/IP）]テキストボックスに、メー
ルサーバーのホスト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスに、Eメールポート番号を入力します。
e) [送信者のEメールアドレス（Sender Email Address）]テキストボックスに送信者の Eメー
ル IDを入力します。

f) [受信者のEメールアドレス（Receiver Email Address）]テキストボックスに受信者の E
メール IDを入力します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 その他の構成設定を完了するには、以下を実行します。
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a) [問題のコールの最短期間（Problem Call Minimum Duration）]テキストボックスに 1800
と入力します。

b) [問題のコールの最短保留（Problem Call Min Holds）]テキストボックスに 4と入力しま
す。

c) [古いコールの最長期間（Max Stale Call Duration）]テキストボックスに 3600と入力し
ます。

d) [CTI OSトレースマスク（CTI OS TraceMask）]の値を空欄にします。

e) VLエンジンの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストから [INFO]を選択し
ます。

f) VLエンジンの [HTTPリスニングポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 8080
と入力します。

g) PhoneSimの [VRUへのオーディオバッファ長（Audio Buffer Len To VRU）]テキスト
ボックスに 480と入力します。

VRUへのオーディオバッファ長のデフォルト値は 160です。CVP環境の場合、
値は 480に設定されます。

（注）

h) PhoneSimの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストから [INFO]を選択しま
す。

i) PhoneSimの [HTTPリッスンポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 29001と
入力します。

j) PhoneSimの [RTSPリッスンポート（RTSP Listen Port）]テキストボックスに 29001と
入力します。

k) [Phonesim]ドロップダウンリストで、RTSP u-lawに対して、[オーディオエンコーディ
ング（Audio Encoding）]を選択します。

l) PhoneSimの [HTTPチャンク化転送の実行（Do HTTP Chunked Transfers）]ドロップダ
ウンリストで [いいえ（No）]を選択します。

m) [ホストデータIP（Host Data IP）]テキストボックスでRSMサーバーの IPアドレスを入
力します。

n) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 最初のクラスタ構成設定を定義します。

これらの設定は、RSMがモニターするエージェントで Unified Communications Managerクラス
タを構成するために使用されます。

a) [クラスタの追加（Add Cluster）]をクリックします。

b) [ClusterN_Name]テキストボックスにクラスタ名を入力します。

名前は英数字にする必要があります。（注）

c) [Simphonesへのログインプール数（No. of Login Pool Simphones）]テキストボックスに
5と入力します。

d) [監視電話数（No. of Monitoring Phones）]テキストボックスに 60と入力します。（これ
は、同時に 60の電話を監視します）。

e) [周辺機器ID（[Peripheral ID）]テキストボックスに 5000と入力します。
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f) [JTAPIユーザー名（JTAPI Username）]テキストボックスに rsmuser1と入力します。

g) [JTAPIパスワード（JTAPI Password）]テキストボックスに、rsmuser1のパスワードを
入力します。

h) [MAC範囲の開始（Start MAC Range）]テキストボックスに、simphoneデバイス名の
MAC範囲の自動生成に使用する最初のMACアドレスを入力します。

i) [回線番号範囲の開始（Start Line Num Range）]テキストボックスに、simphone DNの回
線内線番号範囲の自動生成に使用する最初の内線番号を入力します。

1. 回線内線番号範囲はクラスタ間で重複してはなりません。
ClusterN_PhoneSim_StartMACRange値に関連付けられます。

2. [開始回線番号範囲（Start Line Num Range）]は 4〜 15桁にする必要があり
ます。

（注）

j) [SIP転送（SIP Transport）]ドロップダウンリストから [TCP]を選択します。

k) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 最初のクラスタの Unified Communications Manager構成設定を定義します。

a) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスに CUCM1サーバー（Subscriber1）のホ
スト名/IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM1ポートに対して 5060と入力します。

c) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスに CUCM2サーバー（Subscriber 2）のホ
スト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM2ポートに対して 5060と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 UCCE統合ページで、[UCCEとCTIの統合（UCCEate with CTI）]を選択します。

a) [CTI 1Aホスト名/IP（CTI 1A Host Name/IP）]に CTI 1Aのホスト名/IPアドレスを入力し
ます。

b) [CTI 1Aポート（CTI 1A Port）]テキストボックスに 42027と入力します。

c) [CTI 1Bホスト名/IP（CTI 1B Host Name/IP）]に CTI 1Bのホスト名/IPアドレスを入力し
ます。

d) [CTI 1Bポート（CTI 1B Port）]テキストボックスに 43027と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 2番目のクラスタ構成設定を定義します。

これらの設定は、RSMがモニターするエージェントで Unified Communications Managerクラス
タを構成するために使用されます。

a) [クラスタの追加（Add Cluster）]をクリックします。

b) [ClusterN_Name]テキストボックスにクラスタ名を入力します。

名前は英数字にする必要があります。（注）

c) [Simphonesへのログインプール数（No. of Login Pool Simphones）]テキストボックスに
5と入力します。
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d) [監視電話数（No. of Monitoring Phones）]テキストボックスに 60と入力します。（これ
は、同時に 60の電話を監視します）。

e) [周辺機器ID（[Peripheral ID）]テキストボックスに 5001と入力します。

f) [JTAPIユーザー名（JTAPI Username）]テキストボックスに rsmuser2と入力します。

g) [JTAPIパスワード（JTAPI Password）]テキストボックスに、rsmuser2のパスワードを
入力します。

h) [MAC範囲の開始（Start MAC Range）]テキストボックスに、simphoneデバイス名の
MAC範囲の自動生成に使用する最初のMACアドレスを入力します。

i) [回線番号範囲の開始（Start Line Num Range）]テキストボックスに、simphone DNの回
線内線番号範囲の自動生成に使用する最初の内線番号を入力します。

1. 回線内線番号範囲はクラスタ間で重複してはなりません。
ClusterN_PhoneSim_StartMACRange値に関連付けられます。

2. [開始回線番号範囲（Start Line Num Range）]は 4〜 6桁です。

（注）

j) [SIP転送（SIP Transport）]ドロップダウンリストから [TCP]を選択します。

k) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 UCCE統合ページで、[UCCEとCTIの統合（UCCEate with CTI）]を選択します。

a) [CTI 1Aホスト名/IP（CTI 1A Host Name/IP）]に CG 2Aのホスト名/IPアドレスを入力し
ます。

b) [CTI 1Aポート（CTI 1A Port）]テキストボックスに 42027と入力します。

c) [CTI 1Bホスト名/IP（CTI 1B Host Name/IP）]に CG 2Bのホスト名/IPアドレスを入力し
ます。

d) [CTI 1Bポート（CTI 1B Port）]テキストボックスに 43027と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [PhoneSimサービスの起動（Start PhoneSim Service）]と [VLEngineサービスの起動（Start
VLEngine Service）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

12000エージェント導入モデルの場合は、手順 3からの手順を繰り返して新しいクラ
スタを追加します。

（注）

12000エージェント展開用 Cisco RSMの構成

12000エージェント展開に対するCisco RSM（リモートサイレントモニタリング）サーバーを
分散モードで構成するには、以下の手順を実行します。
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タスクソフトウェア要件

4000および12000エージェント展開用RSM構
成設定の設定（411ページ）

RSMの構成

JTAPIクライアント優先設定の構成（403ペー
ジ）

レジストリ設定の編集（403ページ）

VXMLゲートウェイの構成（403ページ）ゲートウェイの構成

RSMプロンプトのアップロード（404ページ）Unified CVPの構成

CVPコールフローの統合（404ページ）

コールフローの展開（406ページ）

エージェントターゲットルールの設定（407
ページ）

Unified CCEの構成

スーパーバイザログインアカウントの作成

（408ページ）

RSM用ルーティングスクリプトの作成（408
ページ）

シミュレーションする電話機の構成（409ペー
ジ）

Unified CallManagerの構成

ログインプール Simphoneの設定 （410ペー
ジ）

RSMアプリケーションユーザーの作成 （549
ページ）

Small Contact Center展開用 Cisco RSMの構成

Small Contact Center展開用のCisco RSM（リモートサイレントモニタリング）サーバーを分散
モードで次の順序で構成します。

各サブカスタマーには個別の RSMが構成されます。（注）

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
415

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

Small Contact Center展開用 Cisco RSMの構成



タスクソフトウェア要件

Small Contact Center展開用 RSM構成設定の設
定（416ページ）

RSMの構成

JTAPIクライアント優先設定の構成（403ペー
ジ）

レジストリ設定の編集（403ページ）

VXMLゲートウェイの構成（403ページ）ゲートウェイの構成

RSMプロンプトのアップロード（404ページ）Unified CVPの構成

CVPコールフローの統合（404ページ）

コールフローの展開（406ページ）

エージェントターゲットルールの設定（407
ページ）

Unified CCEの構成

スーパーバイザログインアカウントの作成

（408ページ）

RSM用ルーティングスクリプトの作成（408
ページ）

シミュレーションする電話機の構成（409ペー
ジ）

Unified CallManagerの構成

ログインプール Simphoneの設定 （410ペー
ジ）

RSMアプリケーションユーザーの作成 （549
ページ）

Small Contact Center展開用 RSM構成設定の設定

手順

ステップ 1 メールサーバー構成設定を完了するには、以下を実行します。

a) [スタート（Start）] > [CiscoRSM] > [RSM構成マネージャ（RSM Configuration Manager）]
の順に選択します。

b) [Eメールアラートの送信（Send Email Alert）]チェックボックスをオンにします。

c) [メールサーバーのホスト名/IP（Mail Server Host Name/IP）]テキストボックスに、メー
ルサーバーのホスト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスに、Eメールポート番号を入力します。
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e) [送信者のEメールアドレス（Sender Email Address）]テキストボックスに送信者の Eメー
ル IDを入力します。

f) [受信者のEメールアドレス（Receiver Email Address）]テキストボックスに受信者の E
メール IDを入力します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 その他の構成設定を完了するには、以下を実行します。

a) [問題のコールの最短期間（Problem Call Minimum Duration）]テキストボックスに 1800
と入力します。

b) [問題のコールの最短保留（Problem Call Min Holds）]テキストボックスに 4と入力しま
す。

c) [古いコールの最長期間（Max Stale Call Duration）]テキストボックスに 3600と入力し
ます。

d) [CTI OSトレースマスク（CTI OS TraceMask）]の値を空欄にします。

e) VLエンジンの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストで [INFO]を選択しま
す。

f) VLエンジンの [HTTPリスニングポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 8080
と入力します。

g) PhoneSimの [VRUへのオーディオバッファ長（Audio Buffer Len To VRU）]テキスト
ボックスに 480と入力します。

VRUへのオーディオバッファ長のデフォルト値は160です。CVP環境の場合、
値は 480に設定されます。

（注）

h) PhoneSimの [ログレベル（Log Level）]ドロップダウンリストで [INFO]を選択します。

i) PhoneSimの [HTTPリッスンポート（HTTP Listen Port）]テキストボックスに 29001と
入力します。

j) PhoneSimの [RTSPリッスンポート（RTSP Listen Port）]テキストボックスに 29554と
入力します。

k) Phonesimのドロップダウンリストで、オーディオエンコーディングVRUに対してRTSP
u-lawを選択します。

l) PhoneSimの [HTTPチャンク化転送の実行（Do HTTP Chunked Transfers）]ドロップダ
ウンリストで [いいえ（No）]を選択します。

m) [ホストデータIP（Host Data IP）]テキストボックスでRSMサーバーの IPアドレスを入
力します。

n) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 クラスタ構成設定を定義します。

これらの設定は、RSMがモニターするエージェントで Unified Communications Managerクラス
タを構成するために使用されます。

a) [クラスタの追加（Add Cluster）]をクリックします。

b) [ClusterN_Name]テキストボックスにクラスタ名を入力します。

•名前は英数字にする必要があります。
• Nはクラスタ番号を表します。

（注）
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c) [Simphonesへのログインプール数（No. of Login Pool Simphones）]テキストボックスに
5と入力します。

d) [監視電話数（No. of Monitoring Phones）]テキストボックスに 10と入力します。（これ
は、同時に 10の電話を監視します）。

e) [周辺機器ID（Peripheral ID）]テキストボックスに、エージェント PGの周辺機器 IDを
入力します。

f) [JTAPIユーザー名（JTAPI Username）]テキストボックスに rsmuserと入力します。

g) [JTAPIパスワード（JTAPI Password）]テキストボックスに rsmuserパスワードを入力
します。

h) [MAC範囲の開始（Start MAC Range）]テキストボックスに、simphoneデバイス名の
MAC範囲の自動生成に使用する最初のMACアドレスを入力します。

i) [回線番号範囲の開始（Start Line Num Range）]テキストボックスに、simphone DNの回
線内線番号範囲の自動生成に使用する最初の内線番号を入力します。

1. 回線内線番号範囲はクラスタ間で重複してはなりません。
ClusterN_PhoneSim_StartMACRange値に関連付けられます。

2. [開始回線番号範囲（Start Line Num Range）]は 4〜 15桁にする必要があり
ます。

（注）

j) [SIP転送（SIP Transport）]ドロップダウンリストで [TCP]を選択します。

k) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 クラスタに対してUnified Communications Manager構成設定を定義するには以下を実行します。

a) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスに CUCM 1サーバー（Publisher）のホス
ト名/IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM 1ポートに対して 5060と入力します。

c) [ホスト名/IP（Host Name/IP）]テキストボックスにCUCM 2サーバー（Subscriber 1）のホ
スト名/IPアドレスを入力します。

d) [ポート（Port）]テキストボックスで CUCM 1ポートに対して 5060と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [UCCE統合（UCCE Integration）]ウィンドウで [UCCEを CTIに統合（UCCE Integration with
CTI）]を選択し、次のように入力します。

a) [CTI 1Aホスト名/IP（CTI 1A Host Name/IP）]にエージェント PG 1Aのホスト名/IPアド
レスを入力します。

b) [CTI 1Aポート（CTI 1A Port）]テキストボックスに 42027と入力します。

c) [CTIOS 1Bホスト名/IP（CTIOS 1B Host Name/IP）]にエージェント PG 1Bのホスト名/IP
アドレスを入力します。

d) [CTI 1Bポート（CTI 1B Port）]テキストボックスに 43027と入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [PhoneSimサービスの起動（Start PhoneSim Service）]と [VLEngineサービスの起動（Start
VLEngine Service）]チェックボックスをオンにします。
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ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

A-Lawコーデック用 Cisco RSMの構成

• RSMの構成（419ページ）

•ゲートウェイの構成（419ページ）

• Unified CVPの構成（419ページ）

• Unified Communications Managerの構成（419ページ）

RSMの構成

Cisco RSMの構成詳細については、「RSMの構成（400ページ）」を参照してください。

RSM構成のその他の設定（手順 2-k）に rtsp-alawを選択していることを確認します。（注）

ゲートウェイの構成

詳細については、ゲートウェイの構成（378ページ）を参照してください。

Unified CVPの構成

詳細については、Unified CVPの構成（380ページ）を参照してください。

Unified Communications Managerの構成

•サービスパラメータの設定（419ページ）

•リージョンの構成（305ページ）

サービスパラメータの設定

詳細については、Unified Communication Managerの構成（382ページ）を参照してください。

Cisco MediaSense
• Cisco MediaSense用ゴールデンテンプレートの作成（420ページ）
•自動化クローニングと OSのカスタマイズ（2ページ）
• Cisco MediaSenseの構成（421ページ）
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Cisco MediaSense用ゴールデンテンプレートの作成
次の手順に従ってタスクを実行し、CiscoMediaSenseのゴールデンテンプレートを作成します。
各タスクの後で、このページに戻ってそのタスクを「完了」としてマークしたら、次の手順に

進みます。

注意事項タスク完了したか順序

OVAファイルのダウ
ンロード（392ペー
ジ）を参照してくださ

い。

ダウンロード
Ora_11.5.1_vmv8_v1.0.ova

1

仮想マシンの作成

（392ページ）の手順
を実行します。

OVAから仮想マシン
を作成します。

2

ゴールデンテンプレー

トの VOSアプリケー
ションのインストール

手順は以下のとおりで

す。、 OSベースアプ
リケーションのインス

トール（420ページ）
を参照してください。

Cisco MediaSenseをイ
ンストールします。

3

仮想マシンをゴールデ

ンテンプレートに変換

（397ページ）の手順
を実行します。

仮想マシンをゴールデ

ンテンプレートに変換

します。

4

すべてのゴールデンテンプレートを作成したら、自動化プロセス（自動化クローニングと OS
のカスタマイズ（2ページ））を実行できます。自動化プロセスを実行した後、接続先シス
テムで Cisco MediaSenseを構成できます。「Cisco MediaSenseの構成（421ページ）」を参照
してください。

、 OSベースアプリケーションのインストール

音声 OSベースアプリケーションをインストールするには、以下の手順を実行します。

• Cisco MediaSense

•シスコ仮想化音声ブラウザ

手順

ステップ 1 ISOファイルを仮想マシンにマウントし、スイッチをオンにします。
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ステップ 2 インストールウィザードの指示に従います。

a) ディスクが見つかりましたページで、[OK]をクリックし、インストール前にメディアを
確認します。

b) [OK]をクリックします。
c) 製品導入の選択ページで、必要な製品を選択し、[OK]をクリックします。

d) インストールを続行ページで、[はい（Yes）]をクリックします。

e) プラットフォームインストールウィザードページで、[スキップ（Skip）]を選択します。

インストール後、既存の構成情報ページが表示されます。

f) Ctrl+Altを押して、カーソルを解放します。

ステップ 3 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 4 ISOイメージをアンマウントします。

Cisco MediaSenseの構成
• Cisco MediaSense Primary（421ページ）

• Cisco MediaSense Secondary （424ページ）

• MediaSense Forkingの構成（427ページ）

Cisco MediaSense Primary

• Cisco MediaSense Primaryの構成（421ページ）
•プライマリサーバーの設定の完了（422ページ）
•着信通話の構成（423ページ）

Cisco MediaSense Primaryの構成

始める前に

自動化スプレッドシートのオプションの DNS_IP_NIC1セルに値がある場合は、正引きルック
アップおよび逆引きルックアップでマシンを追加して DNSサーバーを構成します。詳細につ
いては、DNSサーバーの構成（140ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 ネットワークアダプタおよびフロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]がオンになっていることを確認したら、[OK]をクリックします。

ステップ 2 プライマリで電源をオンにします。.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まりま
す。インストールが自動的に始まり、ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した
後、インストールの成功を示すメッセージが表示されます。
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ステップ 3 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、Publisherマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが開かれま
す。

ステップ 4 設定を編集し、フロッピードライブの[電源投入時に接続（Connect at Power On）]をオフにし
ます。

Publisher/プライマリをカスタマイズすると、ユーザー名とパスワードが次のように変
更されます。お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：c1sco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

（注）

リブート後、VMのインストールが完了し、VMのスプレッドシートにすべてのパラメータが
記載されます。

プライマリサーバーの設定の完了

MediaSense展開でプライマリサーバーの設定を完了するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 インストール手順が完了すると、システムは自動的に再起動します。プライマリサーバーの
MediaSense Administrationにサインインします。(https://<server>:8443/oraadmin)

[MediaSenseの 1つ目のサーバーの設定（MediaSense First Server Setup）]ウィザードの [ようこ
そ（Welcome）]画面が表示されます。

ステップ 2 続行する場合は、[次へ（Next）]をクリックします。

[サービスの有効化（Service Activation）]画面が表示されます。

ステップ 3 このサーバーの IPアドレスがシステム内部で検証され、このサーバーのMediaSense機能サー
ビスが自動的に有効化されます。[サービスの有効化（Service Activation）]ウィンドウで、す
べての機能サービスが有効化として表示されるまで待ちます。すべてのサービスが正常に有効

化されたら、[次へ（Next）]をクリックします。

[次へ（Next）]をクリックすると、[AXLサービスプロバイダ（AXL Service Provider）]画面
が表示されます。

ステップ 4 MediaSenseと通信する Unified CMの各フィールドに AXLサービスプロバイダー（IPアドレ
ス）と AXL管理者のユーザー名とパスワードを入力し、[次へ（Next）]をクリックすると、
[呼制御サービスプロバイダ（Call Control Service Provider）]画面が表示されます。認証によっ
て、Unified CMクラスタの入力と、そのクラスタ内の Unified CMサーバーリストの取得がで
きるようになります。
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AXL管理者のユーザー名は、そのクラスタの Unified CM管理者のユーザー名とは異なる場合
があります。Unified CMの標準Unified CM管理者グループおよび「Standard AXL API Access」
ロールに AXL管理者のユーザー名を追加してください。

ステップ 5 [対応可能呼制御サービスプロバイダ（Available Call Control Service Providers）]ウィンドウで
通話制御サービスの Unified CM IPアドレスを選択し、[選択した呼制御サービスプロバイダ
（Selected Call Control Service Providers）]ウィンドウに移動し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 6 正常に構成されたサービスを示す [MediaSense設定サマリー（MediaSense Setup Summary）]
ウィンドウが表示されます。[完了（Done）]をクリックしてプライマリサーバーの初期設定を
完了します。

MediaSenseサーバーのインストール後のプロセスが完了したら、展開用のUnified CMサーバー
にアクセスする必要があります。SIPトランク、ルートパターン、ルートグループ、ルートリ
スト、録音プロファイル、およびエンドユーザーを構成する必要があります。

これで、MediaSenseのプライマリサーバーの初期設定は完了です。

セカンダリサーバーまたは拡張サーバー上にMediaSenseをインストールする前に、これらの
サーバーの詳細をプライマリサーバーに構成する必要があります。MediaSense Administration
ユーザーインターフェイスを使用してこれらサーバーの詳細を構成します。

ステップ 7 [MediaSense Administration]にログインし、[APIユーザー構成（API User Configuration）]を
選択します。

ステップ 8 対応可能な Unified CMユーザーを選択し、MediaSense APIユーザーリストに追加します。

このユーザーを使用して、検索と再生にログインできます。

次のタスク

着信通話の構成（423ページ）.

着信通話の構成

手順

ステップ 1 Cisco MediaSense Administrationページにログインします。

ステップ 2 着信通話構成ページに移動します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [アドレス（Address）]フィールドの Cisco Unified Communications Managerで作成された録音
プロファイル番号を入力します。

ステップ 5 [アクション（Action）]ドロップダウンリストで [録音（Record）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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Cisco MediaSense Secondary

始める前に

自動化スプレッドシートのオプションの DNS_IP_NIC1セルに値がある場合は、正引きルック
アップおよび逆引きルックアップでマシンを追加して DNSサーバーを構成します。DNSサー
バーの構成（140ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 ネットワークアダプタおよびフロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]がオンになっていることを確認したら、[OK]をクリックします。

ステップ 2 セカンダリの電源をオンにします。.flpファイルの情報に基づいてインストールが始まります。
インストールが自動的に始まり、ユーザの操作なしで実行されます。1時間以上経過した後、
インストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 3 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザーのログイン情報を使
用して、セカンダリマシンにログインします。CLIインターフェイスに対してマシンが開かれ
ます。

ステップ 4 VMを右クリックし、[設定の編集（Edit settings）]を選択し、フロッピードライブの [電源投
入時に接続（Connect at Power on）]をオフにします。

セカンダリノードをカスタマイズすると、ユーザ名とパスワードが次のように変更されます。

お客様がパスワードを変更する必要があります。

• OS管理者のデフォルトパスワード：cisco@123
•アプリケーションユーザー名：Administrator
•アプリケーションユーザーのデフォルトパスワード：cisco@123
• Sftpパスワード：c1sco@123
• IPSecパスワード：c1sco@123

リブート後、VMのインストールが完了し、VMのスプレッドシートにすべてのパラメータが
記載されます。

セカンダリノードの追加

手順

ステップ 1 MediaSenseのWebポータルにログインします。

ステップ 2 左側の [システム（System）]メニューで、[MediaSenseサーバー構成（MediaSense Server
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [MediaSenseサーバー構成（MediaSense Server Configuration）]画面で、[MediaSenseサーバー
を追加（Add MediaSense Server）]をクリックします。
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プライマリノードで [MediaSenseサーバーを追加（Add MediaSense Server）]画面を開きます。

ステップ 4 インストールで DNSサフィックスを使用する場合は、追加するサーバーのホスト名を入力し
ます。

ステップ 5 インストールで DNSサフィックスを使用しない場合は、追加するサーバーの IPアドレスを入
力します。

ステップ 6 任意で、追加するサーバーの説明を入力します。

ステップ 7 任意で追加するサーバーのMACアドレスを入力します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 9 [MediaSenseサーバーリストに戻る（Back to MediaSense Server List）]をクリックします。

MediaSenseが確認メッセージを表示します。[MediaSenseサーバーリスト（MediaSense Server
List）]で追加したサーバーの構成詳細が表示されます。

このWebページではサーバータイプを割り当てることはできません。サーバータイ
プはインストール後の手順でのみ割り当てることができます。新規サーバーが

MediaSenseサーバーリストに追加され、インストール後の手順が正常に完了するまで
の間は、新規サーバーのタイプは不明のままです。

（注）

Cisco MediaSense Secondaryの構成

始める前に

自動化スプレッドシートのオプションの DNS_IP_NIC1セルに値がある場合は、正引きルック
アップおよび逆引きルックアップでマシンを追加して DNSサーバーを構成します。DNSサー
バーの構成（140ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 自動化ツールを実行したクライアントコンピュータで、

C:\GoldenTemplateTool_10\PlatformConfigRepository\MediaSenseに移動しま
す。

ステップ 2 MEDIASENSE_SECONDARY_platformConfig.xmlという名前のファイルをコピーします。

ステップ 3 それを他の任意の場所に貼り付け、platformConfig.xmlに名前を変更します。

ステップ 4 WinImageを起動し、[ファイル（File）] > [新規（New）] > [1.44 MB]の順に選択し、[OK]を
クリックします。

ステップ 5 platformConfig.xmlをドラッグし、WinImageにドロップします。

a) ファイルを挿入するかどうかを確認するメッセージで、[はい（Yes）]をクリックします。

b) [ファイル（File）] > [保存（Save）]の順に選択し、ファイル名が platformConfig.flp
のファイルを仮想化フロッピー画像として保存します。

ドラッグアンドドロップが機能しない場合は、[画像（Image）] > [挿入（Inject）]の
順に選択し、ファイルを参照します。

ヒント
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ステップ 6 vSphereインフラストラクチャクライアントを開き、vCenterに接続します。VMが展開されて
いるお客様の ESXiホストに移動します。

ステップ 7 [構成（Configuration）]タブに移動し、ストレージセクションで [データストア（Datastore）]
を右クリックし、[データストアを参照（Browse Datastore）]を選択します。

ステップ 8 CMS_SECというフォルダを作成し、そのフォルダに platformConfig.flpをアップロード
します。

ステップ 9 Unified Communications Manager Subscriber VMの仮想マシン設定を編集します。

ステップ 10 [ハードウェア（Hardware）]タブで、フロッピードライブをクリックし、[データストアの既
存のフロッピー画像を使用する（Use The Existing Floppy Image in Datastore）]ラジオボタン
を選択し、データストアの CMS_SECフォルダから platformConfig.flpをマウントしま
す。

ステップ 11 ネットワークアダプタおよびフロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]がオンになっていることを確認します。[OK]をクリックし、VMの電源をオンにしま
す。

これにより、インストールが始まり、.flpファイルの情報に基づいてインストールがカスタ
マイズされます。

ステップ 12 自動化スプレッドシートのオプションの DNS_IP_NIC1セルに値がある場合は、正引きルック
アップおよび逆引きルックアップでマシンを追加して DNSサーバーを構成します。

サブスクライバノードのカスタマイズ中、ユーザー名とパスワードが次のように変更

されます。お客様がパスワードを変更する必要があります。

（注）

ステップ 13 インストールが完了したら、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]
をオフにします。

Publisher/プライマリをカスタマイズすると、ユーザー名とパスワードが次のように変
更されます。お客様がパスワードを変更する必要があります。

（注）

リブート後、VMのインストールが完了し、VMのスプレッドシートにすべてのパラメータが
記載されます。

セカンダリサーバーの設定の完了

MediaSense展開でセカンダリサーバーの設定を完了するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 前の項のインストール手順を完了すると、システムが自動的に再起動し、セカンダリサーバー
のMediaSense Administrationにサインインする必要があります。サインインすると、MediaSense
Secondaryサーバー設定ウィザードで [ようこそ（Welcome）]画面が表示されます。

ステップ 2 続行する場合は、[次へ（Next）]をクリックします。

[ようこそ（Welcome）]画面では、サーバーの種類を決定します。
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サーバーの種類に対して、[セカンダリ（Secondary）]を選択したら、[次へ（Next）]をクリッ
クします。[サービスの有効化（Service Activation）]画面が表示されます。

ステップ 3 サービスが有効化されたら、[完了（Finish）]をクリックして、後続サーバーの初期設定を完
了します。

[MediaSense設定サマリー（MediaSense Setup Summary）]画面には、初期設定の結果が表示
され、MediaSenseが再起動します。

これで後続サーバーの初期設定が完了です。この後続サーバーで、録音する準備が整いまし

た。

クラスタ内の各拡張サーバーに対して、この設定手順を繰り返します。

MediaSense Forkingの構成

• Cisco MediaSense BIB Forking用 Cisco Unified CMのプロビジョニング（427ページ）
• Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementのプロビジョニング（428
ページ）

• Media Forking用 TDMゲートウェイのプロビジョニング（436ページ）

Cisco MediaSense BIB Forking用 Cisco Unified CMのプロビジョニング

完了したかタスク順序

SIPオプションの設定（526
ページ）

1

SIPトランクの追加（291ペー
ジ）

2

ルートパターンの追加（297
ページ）

3

録音プロファイルの設定（530
ページ）

4

デバイスの構成（428ページ）5

録音デバイスに対して iLBC、
iSACおよび g.722を無効化
（531ページ）

6

エンドユーザーの設定（428
ページ）

7
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デバイスの構成

手順

ステップ 1 プロバイダとして Cisco Unified Communication Domain Managerにログインします。

ステップ 2 階層が適切なカスタマーレベルに設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [電話機（Phones）]の順に選択します。

ステップ 4 構成する電話をリストから選択します。

ステップ 5 [組み込みブリッジ（Built-in Bridge）]ドロップダウンログインで [オン（On）]を選択し、組
み込みブリッジを有効化します。

ステップ 6 [回線（Lines）]タブの [録音フラグ（Recording Flag）]ドロップダウンリストで [自動コール
録音を有効にする（Automatic Call Recording Enabled）]を選択します。

ステップ 7 録音プロファイル名を入力します。

Cisco Unified Communications Managerで作成された録音プロファイル名と同じ名前を
入力します。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

エンドユーザーの設定

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 階層が適切なカスタマー/拠点に設定されていることを確認します。

ステップ 3 [Subscriber管理（Subscriber Management）] > [Subscribers]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザー（User）]タブで、一意のユーザー IDと姓を入力します。

ステップ 6 パスワードと確認用パスワードを入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementのプロビジョニング

• HCS導入モデルに対する Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementの
プロビジョニング（429ページ）

• SCC導入モデルに対する Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementの
プロビジョニング（434ページ）
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HCS導入モデルに対する Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementのプロビジョニング

完了したかタスク順序

グローバルレベルの設定 （429ページ）1

ダイヤルピアレベルの設定 （430ページ）2

MediaSense展開用CUBEダイヤルピアの設定（430
ページ）

3

グローバルレベルの設定

手順

ステップ 1 SSHまたは Telnetを使用して CUBEゲートウェイに接続します。

ステップ 2 グローバル構成モードを開始します。

cube# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
cube(config)#

ステップ 3 VoIP音声サービス構成モードを入力します。
cube(config)# voice service voip
cube(config-voi-serv)#

ステップ 4 通話料金詐欺セキュリティが正しく構成されていない場合、通話は403 Forbiddenの応答によっ
て拒否される可能性があります。ソリューションは、信頼できるエンドポイントとして IPア
ドレスを追加することです。追加しない場合は、次の構成エントリを使用して IPアドレスに
よる信頼できるリストの認証を無効化します。

cube(config-voi-serv)# no ip address trusted authenticate

ステップ 5 CUBEと CUBE冗長性を有効にします。
cube(config-voi-serv)# mode border-element
cube(config-voi-serv)# allow-connections sip to sip
cube(config-voi-serv)# sip
cube(config-voi-serv)# asymmetric payload full
cube(config-voi-serv)# video screening

上記の例では、最後の 3行は、ビデオ通話が CUBEを通す場合にのみ必要です。

ステップ 6 この時点で、CUBEの構成を保存し、CUBEをリブートする必要があります。

CUBEのリブートは、オフピーク中に行ってください。注意

a) CUBEの構成を保存します。
cube# copy run start

b) CUBEをリブートします。
cube# reload

ステップ 7 CUBEをリブート後、メディアクラスを構成して録音する通話を指定します。
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cube(config-voi-serv)# media class 3
cube(config-voi-serv)# recorder parameter
cube(config-voi-serv)# media-recording 3000

ステップ 8 VoIP音声サービス構成モードを終了します。
cube(config-voi-serv)# exit

ステップ 9 音声コーデッククラスを 1つ作成すると、5つのコーデックを取り込みます（ビデオ用の 1つ
を含む）。これらのコーデックは、音声クラスを指定するためにインバウンド/アウトバウン
ドダイヤルピアが使用します。

cube(config)# voice class codec 3
cube(config)# codec preference 1 mp4a-latm
cube(config)# codec preference 2 g711ulaw
cube(config)# codec preference 3 g722-64
cube(config)# codec preference 4 g729br8
cube(config)# video codec h264

上記の例では、最初のコーデックの優先設定とビデオコーデックの定義は、AAC-LD/LATMメ
ディアがお客様のコールフローの一部の場合にのみ必要になります。

ステップ 10 デバッグを簡素化するため、CUBEの現地時間を Cisco MediaSenseサーバーの現地時間と同期
する必要があります。たとえば、NTPサーバーを 10.10.10.5に指定した場合、CUBEでは次の
コマンドを使用します。

cube(config)# ntp update-calendar
cube(config)# sntp server 10.10.10.5

ダイヤルピアレベルの設定

この情報は、構成例について説明します。CUBEは、別の方法でも展開できます。（注）

CUBEの各 Cisco MediaSense展開には、3つのダイヤルピアが含まれます。

•着信ダイヤルピア：この例での一意の名前は、1000です。
•発信ダイヤルピア：この例での一意の名前は、2000です。
•分岐ダイヤルピア：この例での一意の名前は 3000です

この手順を実行する前に、CUBE管理者からこれら 3つのダイヤルピアの詳細を入手してくだ
さい。

3つのダイヤルピアの構成順序は任意です。（注）

MediaSense展開用 CUBEダイヤルピアの設定

この手順は、3つのダイヤルピアの設定方法の例を示します。使用される特定の名前および値
は、説明のみを目的として使用されています。
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この手順は、実際のCUBEマニュアルに置き換わるものではありません。これは、MediaSense
用の CUBEの構成に関する詳細情報を説明するチュートリアルです。最新情報については、
http://www.cisco.com/go/cubeから入手できる CUBEのマニュアルを参照してください。

注意

手順

ステップ 1 インバウンドダイヤルピアでメディア分岐を構成します。

a) インバウンドダイヤルピアに固有の名前を割り当てます。この例では、名前は「1000」に
設定されます。

cube(config)# dial-peer voice 1000 voip

このコマンドによってダイヤルピア構成モードに移行し、「1000」という名前の VoIPダ
イヤルピアが構成されます。

b) このインバウンドダイヤルピアのセッションプロトコルを「sipv2」に指定します（この値
は任意ではありません）。

cube(config-dial-peer)# session protocol sipv2

このコマンドは、エンドポイントの SIPセッションプロトコルが動作し、通話処理に使用
できるかどうかを判定します。セッションプロトコルと VoIPレイヤーは、IPレイヤーに
応じて最適なローカルアドレスを設定し、複数のインターフェイスが宛先アドレスへの

ルートをサポートできる場合でも、このアドレスをシグナリング、メディア、または両方

の送信元アドレスとして使用します。

c) 着信通話の SIP Invite URLを指定します。この例では、着信通話、録音可能通話は 6桁で
あるとします。ここでは、最初の 3桁に「123」を割り当て、最後の 3桁は発信者が（ダ
イヤルする接続先 DNの一部として）任意に選択できるようにします。このコマンドは、
着信通話をダイヤルピアと関連付けます。

cube(config-dial-peer)# incoming called-number 123...$

d) 複数のコーデックを使用する場合は、コーデックの選択順序を定義する音声クラスを作成
する必要があります。これにより、各ダイヤルピアにクラスを適用するために音声クラス

を適用できます。この例では、使用されているタグは「1」です。
cube(config-dial-peer)# voice-class codec 1

このタグは、このコーデックを一意に識別します。範囲は 1～ 10000です。

e) 通話が転送される場合は、必ずメタデータをMediaSenseに共有してください。これを行う
には、このダイヤルピアの発信ヘッダーで PAIヘッダーへの変換を有効にします。
cube(config-dial-peer)# voice-class sip asserted-id pai

f) インバウンドダイヤルピアを通過するすべての通話が分岐できるように指定します。グ

ローバル分岐を設定するために使用する番号と同じ番号を使用します（「グローバルレベ

ルの設定」を参照）。この例では、メディアクラスの番号は「3」です。
cube(config-dial-peer)# media-class 3
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g) このインバウンドダイヤルピアの構成を終了します。
cube(config-dial-peer)# exit
cube(config)#

ステップ 2 アウトバウンドダイヤルピアを構成します。

a) アウトバウンドダイヤルピアに固有の名前を割り当てます。この例では、名前は「2000」
に設定されます。

cube(config)# dial-peer voice 2000 voip

このコマンドによってダイヤルピア構成モードに移行し、「2000」という名前の VoIPダ
イヤルピアが構成されます。

b) このアウトバウンドダイヤルピアのセッションプロトコルを「sipv2」に指定します（この
値は任意ではありません）。

cube(config-dial-peer)# session protocol sipv2

c) 着信側番号に対応する接続先を指定します。この例では、「123...」です。
cube(config-dial-peer)# destination-pattern 123...$

d) 複数のコーデックを使用する場合は、コーデックの選択順序を定義する音声クラスを作成
する必要があります。これにより、各ダイヤルピアにクラスを適用するために音声クラス

を適用できます。インバウンドダイヤルピアと同じタグを使用します。この例では、使用

されているタグは「1」です。
cube(config-dial-peer)# voice-class codec 1

e) このコールに対してプライマリ接続先を指定します。この例では、接続先を

「ipv4:10.1.1.10:5060」に設定します。
cube(config-dial-peer)# session target ipv4:10.1.1.10:5060

f) このアウトバウンドダイヤルピアの構成を終了します。

cube(config-dial-peer)# exit
cube(config)#

ステップ 3 分岐ダイヤルピアを構成します。

a) 分岐ダイヤルピアに固有の名前を割り当てます。この例では、名前は「3000」に設定さ
れます。

cube(config)# dial-peer voice 3000 voip

このコマンドによってダイヤルピア構成モードに移行し、「3000」という名前の VoIP
ダイヤルピアが構成されます。オプションで、任意の英語フレーズを使用して、このダ

イヤルピアが実行する内容の説明を入力します。

cube(config-dial-peer)# description This is the forking dial-peer media sense

b) 任意の接続先パターンを指定します。ワイルドカードは使用できません。このCUBEか
ら録音された通話は、この内線番号から発信されます。（MediaSense着信通話構成テー
ブルでは、この番号は [アドレス（Address）]フィールドに対応します）。この例では、
「3000」に設定します。
cube(config-dial-peer)# destination-pattern 3000
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c) CUBEが INVITEのマルチパート本文をMediaSenseに送信しないようにしてください。
cube(config-dial-peer)# signaling forward none

d) この分岐ダイヤルピアのセッションプロトコルを「sipv2」に指定します（この値は任意
ではありません）。

cube(config-dial-peer)# session protocol sipv2

e) MediaSense拡張サーバーの 1つの IPアドレスを、CUBEトラフィックの接続先として指
定します（該当する場合）。この例では、IPアドレス 10.2.2.20のMediaSenseサーバー
を使用します。

cube(config-dial-peer)# session target ipv4:10.2.2.20:5060

これらのサーバーはCUBEの負荷を伝送するため、この手順ではプライマリま
たはセカンダリMediaSenseサーバーを使用することを避けてください。データ
ベースサーバーへの負荷を増やさないことをお勧めします。

（注）

f) MediaSenseと通信するセッション転送タイプ（UDPまたはTCP）を設定します。デフォ
ルトは UDPです。session transportコマンドで指定するトランスポートプロトコルと
transportコマンドで指定するプロトコルは同一である必要があります。
cube(config-dial-peer)# session transport tcp

g) 複数のコーデックを使用する場合は、コーデックの選択順序を定義する音声クラスを作

成する必要があります。これにより、各ダイヤルピアにクラスを適用するために音声ク

ラスを適用できます。インバウンドダイヤルピアと同じタグを使用します。この例では、

「1」です。
cube(config-dial-peer)# voice-class codec 1

h) 送信元インターフェイスへの制御およびメディアバインディングを構成します。

cube(config-dial-peer)# voice-class sip bind control source-interface
GigabitEthernet1
cube(config-dial-peer)# voice-class sip bind media source-interface GigabitEthernet1

i) エンドポイント間の接続を監視するハートビートメカニズムを構成します。汎用ハート

ビートメカニズムでは、Cisco Unified Border ElementがMediaSenseサーバーまたはエン
ドポイントの状態を監視し、ハートビート障害が発生した場合にダイヤルピアをタイム

アウトするオプションを提供できます。

同じ接続先パターンに代替ダイヤルピアを構成した場合、通話は次の優先ダイ

ヤルピアにフェールオーバーします。それ以外の場合、コールは拒否されます。

フェールオーバーダイヤルピアを構成していない場合、キープアライブオプ

ションを構成しないでください。

（注）

cube(config-dial-peer)# voice-class sip options-keepalive

j) この分岐ダイヤルピアの構成を終了します。

cube(config-dial-peer)# exit
cube(config)#

k) 構成モードを終了します。
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cube(config)# exit
cube#

l) CUBEの構成を保存します。
cube# copy run start

SCC導入モデルに対する Cisco MediaSense CUBE Forking用 Cisco Unified Border Elementのプロビジョニング

完了したかタスク順序

グローバルレベルの設定 （429ページ）1

ダイヤルピアレベルの設定 （430ページ）2

Small Contact Center展開用 CUBEダイヤルピアの
設定（434ページ）

3

Small Contact Center展開用 CUBEダイヤルピアの設定

MediaSenseのインバウンドダイヤルピアは、サブカスタマーごとに作成する必要があります。
インバウンドダイヤルピアを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 インバウンドダイヤルピアでメディア分岐を構成します。

a) インバウンドダイヤルピアに固有の名前を割り当てます。この例では、名前は「1000」に
設定されます。

cube(config)# dial-peer voice 1000 voip

このコマンドによってダイヤルピア構成モードに移行し、「1000」という名前の VoIPダ
イヤルピアが構成されます。

b) このインバウンドダイヤルピアのセッションプロトコルを「sipv2」に指定します（この値
は任意ではありません）。

cube(config-dial-peer)# session protocol sipv2

このコマンドは、エンドポイントの SIPセッションプロトコルが動作し、通話処理に使用
できるかどうかを判定します。セッションプロトコルと VoIPレイヤーは、IPレイヤーに
応じて最適なローカルアドレスを設定し、複数のインターフェイスが宛先アドレスへの

ルートをサポートできる場合でも、このアドレスをシグナリング、メディア、または両方

の送信元アドレスとして使用します。

c) 着信通話の SIP Invite URLを指定します。この例では、着信、録音可能通話は 6桁である
とします。ここでは、最初の 3桁に「123」を割り当て、最後の 3桁は発信者が（ダイヤ
ルする接続先 DNの一部として）任意に選択できるようにします。このコマンドは、着信
通話をダイヤルピアと関連付けます。

cube(config-dial-peer)# incoming called-number 123...$
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d) 複数のコーデックを使用する場合は、コーデックの選択順序を定義する音声クラスを作成
する必要があります。これにより、各ダイヤルピアにクラスを適用するために音声クラス

を適用できます。この例では、使用されているタグは「1」です。
cube(config-dial-peer)# voice-class codec 1

このタグは、このコーデックを一意に識別します。範囲は 1～ 10000です。

e) コールが転送される場合は、必ずMediaSenseにメタデータを伝播してください。これを行
うには、このダイヤルピアの発信ヘッダーで PAIヘッダーへの変換を有効にします。
cube(config-dial-peer)# voice-class sip asserted-id pai

f) インバウンドダイヤルピアを通過するすべての通話が分岐できるように指定します。グ

ローバル分岐を設定するために使用する番号と同じ番号を使用します（「グローバルレベ

ルの設定」を参照）。この例では、メディアクラスの番号は「3」です。
cube(config-dial-peer)# media-class 3

g) このインバウンドダイヤルピアの構成を終了します。
cube(config-dial-peer)# exit
cube(config)#

ステップ 2 分岐ダイヤルピアを構成します。

a) 分岐ダイヤルピアに固有の名前を割り当てます。この例では、名前は「3000」に設定さ
れます。

cube(config)# dial-peer voice 3000 voip

このコマンドによってダイヤルピア構成モードに移行し、「3000」という名前の VoIP
ダイヤルピアが構成されます。オプションで、任意の英語フレーズを使用して、このダ

イヤルピアが実行する内容の説明を入力します。

cube(config-dial-peer)# description This is the forking dial-peer

b) この分岐ダイヤルピアのセッションプロトコルを「sipv2」に指定します（この値は任意
ではありません）。

cube(config-dial-peer)# session protocol sipv2

c) 任意の接続先パターンを指定します。ワイルドカードは使用できません。このCUBEか
ら録音された通話は、この内線番号から発信されます。（MediaSense着信通話構成テー
ブルでは、この番号は [アドレス（Address）]フィールドに対応します）。この例では、
「3000」に設定します。
cube(config-dial-peer)# destination-pattern 3000

d) 複数のコーデックを使用する場合は、コーデックの選択順序を定義する音声クラスを作

成する必要があります。その後、音声クラスを適用して、個々のダイヤルピアにクラス

を適用できます。インバウンドダイヤルピアと同じタグを使用します。この例では、

「1」です。
cube(config-dial-peer)# voice-class codec 1
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e) MediaSense拡張サーバーの 1つの IPアドレスを、CUBEトラフィックの接続先として指
定します（該当する場合）。この例では、IPアドレス 10.2.2.20のMediaSenseサーバー
を使用します。

これらのサーバーはCUBEの負荷を伝送するため、この手順ではプライマリま
たはセカンダリMediaSenseサーバーを使用することを避けてください。データ
ベースサーバーへの負荷を増やさないことをお勧めします。

（注）

cube(config-dial-peer)# session target ipv4:10.2.2.20:5060

f) MediaSenseと通信するセッション転送タイプ（UDPまたはTCP）を設定します。デフォ
ルトは UDPです。session transportコマンドで指定するトランスポートプロトコルと
transportコマンドで指定するプロトコルは同一である必要があります。
cube(config-dial-peer)# session transport tcp

g) エンドポイント間の接続を監視するハートビートメカニズムを構成します。汎用ハート

ビートメカニズムでは、Cisco Unified Border ElementがMediaSenseサーバーまたはエン
ドポイントの状態を監視し、ハートビート障害が発生した場合にダイヤルピアをタイム

アウトするオプションを提供できます。

同じ接続先パターンに代替ダイヤルピアを構成した場合、通話は次の優先ダイ

ヤルピアにフェールオーバーします。それ以外の場合、コールは拒否されます。

フェールオーバーダイヤルピアを構成していない場合、キープアライブオプ

ションを構成しないでください。

（注）

cube(config-dial-peer)# voice-class sip options-keepalive

h) CUBEが INVITEのマルチパート本文をMediaSenseに送信しないようにしてください。
cube(config-dial-peer)# signaling forward none

i) この分岐ダイヤルピアの構成を終了します。

cube(config-dial-peer)# exit
cube(config)#

j) 構成モードを終了します。

cube(config)# exit
cube#

k) CUBEの構成を保存します。
cube# copy run start

Media Forking用 TDMゲートウェイのプロビジョニング

次のセクションでは、TDMトランク上のコールのメディア録音の構成方法に関する詳細なガ
イドラインを示します。統合プラットフォームであるCUBE (E)は、TDMトランク接続を提供
し、同時にセッションボーダーコントローラとして機能します。

このソリューションが機能させるには、PSTNからのコールがそれ自体にループバックされる
ため、CUBEへの着信VoIP SIPレグを作成します。次に、通話をエンタープライズネットワー
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クのコールエージェントに送信し、発信VoIPSIPレグを作成します。したがって、ゲートウェ
イを使用して TDMレグを終端し、コールエージェントに対して IPレグを発信します。

このフローでは、通話はルーターの規定キャパシティを実質的に半分にするため、同じ通話数

に対して2倍のルーターキャパシティが必要になります。通話に対してルーターのフルキャパ
シティを使用する場合は、2台のルーターが必要になります。両方のルーターを両方の目的に
使用するのではなく、個々の目的に合わせて 2台のルーターを構成してください。

（注）

TDMゲートウェイを構成するには、次の手順に従います。

完了したかタスク順序

変換ルールとプロファイルの

構成

1

ループバックインターフェイ

スの構成

2

メディアクラスの構成3

ダイヤルピアの構成4

手順

ステップ 1 変換ルールとプロファイルの構成

a) 音声コールの発信者番号（ANI）または着信者番号（DNIS）の変換ルールを構成します。
voice translation-rule 1
rule 1 /^966//8966/
voice translation-rule 2
rule 2 /^8966//966/

最初に定義されたルールはルール1で、966は一致して置換する必要があるパターンです。
8966は 966に置き換えられるパターンです。

b) translation-profileの構成

ルールに示された照合パターン、番号計画、およびタイプに番号が一致する場合、変換

ルールは、入力番号のサブ文字列を置き換えます。

voice translation-profile prefix
translate called 1
voice translation-profile strip
translate called 2

変換プロファイルプレフィックスは、変換ルール 1に基づいて着信番号にプレフィックス
を追加します。同様に、変換プロファイルストリップは、変換ルール 2に基づいて着信番
号からプレフィックスを削除します。

ステップ 2 ループバックインターフェイスの構成
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interface Loopback0
ip address 1.1.1.1 255.255.255.255

ステップ 3 メディアクラスの構成

録音する通話を決定するメディアクラスを構成します。

cube(config-voi-serv)# media class 3
cube(config-voi-serv)# recorder parameter
cube(config-voi-serv)# media-recording 20

ステップ 4 ダイヤルピアの構成

a) 着信 PSTN通話のポットダイヤルピアを構成
dial-peer voice 1 pots
description Incoming dial peer for PSTN calls
translation-profile incoming prefix
incoming called-number 9660000001
port 0/2/1:23

b) 着信 PSTN通話をループバックするように VoIPダイヤルピアを構成
dial-peer voice 8966 voip
description To loop incoming PSTN calls back to itself.
destination-pattern 89660000001
session protocol sipv2
session target ipv4:1.1.1.1 # loop back Ip address of the TDM gateway
session transport tcp
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
no vad

c) 新しく発信した SIP通話レグのインバウンドダイヤルピアを構成
dial-peer voice 89660 voip
description inbound dial-peer for the newly originated SIP call leg
translation-profile incoming strip
session protocol sipv2
session target sip-server
session transport tcp
incoming called-number 89660000001
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
no vad

d) 新しく発信した SIP通話のアウトバウンドダイヤルピアを構成
dial-peer voice 9660 voip
description Outgoing dial peer for looped call to contact center
destination-pattern 9660000001
session protocol sipv2
session target ipv4:192.1.10.1 #IP address of CVP server
session transport tcp
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
media-class 3
no vad

e) 通話レグを分岐するためのアウトバウンドダイヤルピアの構成

dial-peer voice 20 voip
description Forking leg to MediaSense server.
preference 1
destination-pattern 99999
signaling forward none
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session protocol sipv2
session target ipv4:192.1.9.1 #Ip address of MediaSense server
session transport tcp
voice-class sip options-keepalive

Cisco Unified SIPプロキシ
• Cisco Unified SIPプロキシのインストール（439ページ）

• Cisco Unified SIPプロキシサーバーの構成（445ページ）

• Cisco Unified SIPプロキシを使用したアウトバウンドの構成（456ページ）

Cisco Unified SIPプロキシのインストール
• CUSPのインストール（439ページ）

•インストール後の構成ツール（440ページ）

•新規または追加ライセンスの取得（443ページ）

CUSPのインストール

手順

ステップ 1 すべての Cisco Unified SIPプロキシ 8.5.7ソフトウェアファイルをダウンロードします。

ステップ 2 ファイルを FTPサーバにコピーします。

ステップ 3 ルーター EXECモードから、次のように入力します。

ping <ftp_server_ip_address>

ステップ 4 次を入力し、ソフトウェアをインストールします。

Service-Module 1/0 install url ftp://<ftp_server_ip_address>/cusp-k9.sme.8.5.7.pkg

ステップ 5 Yと入力して、インストールを確認します。

ステップ 6 Cisco Unified SIP Proxy Service Moduleと入力して、インストールを監視し、完了します。

サービスモジュールへのインストール例

CUSP#service-nodule SM4/0 inst
CUSP#$ule SM4/0 install url ftp://10.10.10.203/cusp-k9.snc.8.5.7.pkg
Delete the installed Cisco Unified SIP Proxy and proceed with new installation?
[no]:yes
Loading cusp-k9.snc.8.5.7.pkg.install.src !
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[OK – 1850/4096 bytes]
cur_cpu: 1862
cur_disk: 953880
cur_nem: 4113488
cur_pkg_name: cusp-k9.sne.8.5.7.pkg
cur_ios_version: 15.2<4>M5,
cur_image_name:c3900e-universalk9-mz
cur_pid: SM-SRE-900-K9
bl_str:
inst_str:
app_str:
key_filename: cusp-k9.sne.8.5.7.key
helper_filename:cusp-helper.sme.8.5.7
Resource check passed…

インストール後の構成ツール

CUSP#service-module SM 4/0 sessionのコマンドを実行し、最初のセッションを開きます。

最初のセッションを開くと、ポストインストール構成ツールが起動し、すぐに設定を開始する

かをきいてきます。

適切な応答（yまたは n）を入力します。 nを入力すると、システムは停止します。「y」を入
力すると、システムから確認を求められ、対話式ポストインストール構成プロセスが開始され

ます。

次に、例を示します。

IMPORTANT::
IMPORTANT:: Welcome to Cisco Systems Service Engine
IMPORTANT:: post installation configuration tool.
IMPORTANT::
IMPORTANT:: This is a one time process which will guide
IMPORTANT:: you through initial setup of your Service Engine.
IMPORTANT:: Once run, this process will have configured
IMPORTANT:: the system for your location.
IMPORTANT::
IMPORTANT:: If you do not wish to continue, the system will be halted
IMPORTANT:: so it can be safely removed from the router.
IMPORTANT::

Do you wish to start configuration now (y,n)? yes
Are you sure (y,n)? yes

IMPORTANT::
IMPORTANT:: A configuration has been found in flash. You can choose
IMPORTANT:: to restore this configuration into the current image.
IMPORTANT::
IMPORTANT:: A stored configuration contains some of the data from a
IMPORTANT:: previous installation, but not as much as a backup.
IMPORTANT::
IMPORTANT:: If you are recovering from a disaster and do not have a
IMPORTANT:: backup, you can restore the saved configuration.
IMPORTANT::
IMPORTANT:: If you choose not to restore the saved configuration, it
IMPORTANT:: will be erased from flash.
IMPORTANT::

Would you like to restore the saved configuration? (y,n) n

Erasing old configuration...done.
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IMPORTANT::
IMPORTANT:: The old configuration has been erased.
IMPORTANT:: As soon as you finish configuring the system please use the
IMPORTANT:: "write memory" command to save the new configuration to flash.
IMPORTANT::

Enter Hostname
(my-hostname, or enter to use se-10-50-30-125):
Using se-10-50-30-125 as default

Enter Domain Name
(mydomain.com, or enter to use localdomain): cusp

IMPORTANT:: DNS Configuration:
IMPORTANT::
IMPORTANT:: This allows the entry of hostnames, for example foo.cisco.com, instead
IMPORTANT:: of IP addresses like 1.100.10.205 for application configuration. In order
IMPORTANT:: to set up DNS you must know the IP address of at least one of your
IMPORTANT:: DNS Servers.

Would you like to use DNS (y,n)?y

Enter IP Address of the Primary DNS Server
(IP address): 180.180.180.50
Found server 180.180.180.50

Enter IP Address of the Secondary DNS Server (other than Primary)
(IP address, or enter to bypass):

E

Enter Fully Qualified Domain Name(FQDN: e.g. myhost.mydomain.com)
or IP address of the Primary NTP server
(FQDN or IP address, or enter for 10.50.30.1): 10.50.10.1
Found server 10.50.10.1

Enter Fully Qualified Domain Name(FQDN: e.g. myhost.mydomain.com)
or IP address of the Secondary NTP Server
(FQDN or IP address, or enter to bypass):

Please identify a location so that time zone rules can be set correctly.
Please select a continent or ocean.
1) Africa 4) Arctic Ocean 7) Australia 10) Pacific Ocean
2) Americas 5) Asia 8) Europe
3) Antarctica 6) Atlantic Ocean 9) Indian Ocean
#? 2
Please select a country.
1) Anguilla 27) Honduras
2) Antigua & Barbuda 28) Jamaica
3) Argentina 29) Martinique
4) Aruba 30) Mexico
5) Bahamas 31) Montserrat
6) Barbados 32) Netherlands Antilles
7) Belize 33) Nicaragua
8) Bolivia 34) Panama
9) Brazil 35) Paraguay
10) Canada 36) Peru
11) Cayman Islands 37) Puerto Rico
12) Chile 38) St Barthelemy
13) Colombia 39) St Kitts & Nevis
14) Costa Rica 40) St Lucia
15) Cuba 41) St Martin (French part)
16) Dominica 42) St Pierre & Miquelon
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17) Dominican Republic 43) St Vincent
18) Ecuador 44) Suriname
19) El Salvador 45) Trinidad & Tobago
20) French Guiana 46) Turks & Caicos Is
21) Greenland 47) United States
22) Grenada 48) Uruguay
23) Guadeloupe 49) Venezuela
24) Guatemala 50) Virgin Islands (UK)
25) Guyana 51) Virgin Islands (US)
26) Haiti
#? 47
Please select one of the following time zone regions.
1) Eastern Time
2) Eastern Time - Michigan - most locations
3) Eastern Time - Kentucky - Louisville area
4) Eastern Time - Kentucky - Wayne County
5) Eastern Time - Indiana - most locations
6) Eastern Time - Indiana - Daviess, Dubois, Knox & Martin Counties
7) Eastern Time - Indiana - Pulaski County
8) Eastern Time - Indiana - Crawford County
9) Eastern Time - Indiana - Pike County
10) Eastern Time - Indiana - Switzerland County
11) Central Time
12) Central Time - Indiana - Perry County
13) Central Time - Indiana - Starke County
14) Central Time - Michigan - Dickinson, Gogebic, Iron & Menominee Counties
15) Central Time - North Dakota - Oliver County
16) Central Time - North Dakota - Morton County (except Mandan area)
17) Mountain Time
18) Mountain Time - south Idaho & east Oregon
19) Mountain Time - Navajo
20) Mountain Standard Time - Arizona
21) Pacific Time
22) Alaska Time
23) Alaska Time - Alaska panhandle
24) Alaska Time - Alaska panhandle neck
25) Alaska Time - west Alaska
26) Aleutian Islands
27) Hawaii
#? 21

The following information has been given:
United States
Pacific Time

Therefore TZ='America/Los_Angeles' will be used.
Is the above information OK?
1) Yes
2) No
#? 1

Local time is now: Mon Apr 5 11:20:17 PDT 2010.
Universal Time is now: Mon Apr 5 18:20:17 UTC 2010.
executing app post_install
executing app post_install done
Configuring the system. Please wait...
Changing owners and file permissions.
Tightening file permissions ...
Change owners and permissions complete.
Creating Postgres database .... done.
INIT: Switching to runlevel: 4
INIT: Sending processes the TERM signal
==> Starting CDP
STARTED: cli_server.sh

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
442

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

インストール後の構成ツール



STARTED: ntp_startup.sh
STARTED: LDAP_startup.sh
STARTED: SQL_startup.sh
STARTED: dwnldr_startup.sh
STARTED: HTTP_startup.sh
STARTED: probe
STARTED: fndn_udins_wrapper
STARTED: superthread_startup.sh
STARTED: /bin/products/umg/umg_startup.sh

Waiting 49 ...

IMPORTANT::
IMPORTANT:: Administrator Account Creation
IMPORTANT::
IMPORTANT:: Create an administrator account.
IMPORTANT:: With this account, you can log in to the
IMPORTANT:: Cisco Unified SIP Proxy
IMPORTANT:: GUI and run the initialization wizard.

IMPORTANT::

Enter administrator user ID:
(user ID): test
tesEnter password for test:
(password):
Confirm password for test by reentering it:
(password):

SYSTEM ONLINE
cusp-sre-49# show software version
Cisco Unified SIP Proxy version <8.5.7>
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport Copyright <c> 1986-2008 by Cisco
Systems,Inc.
Cusp-src-49# show software packages

Installed Packages:
- Installer <Installer application > <8.5.7.0>
- Infrastructure <Service Engine Infrastructure> <8.5.7>
- Global <Global manifest > <8.5.7>
- Bootloader <Secondary> <Service Engine Bootloader> <2.1.30>
- Core <Service Engine OS Core > <8.5.7>
- GPL Infrastrucutre <Service Engine GPL Infrastructure > <8.5.7>

新規または追加ライセンスの取得

•必須情報（443ページ）

• CLIを使用した Cisco Unified SIPプロキシリリース 8.5.7ライセンスのインストール（444
ページ）

•ライセンシングポータルを使用した追加機能またはアプリケーションのライセンスの取得
（444ページ）

必須情報

CSLライセンスを新規または追加で取得する前に、次の情報を収集してください。

•必要な機能の SKU。SKUは、必要な Cisco Unified SIPプロキシ機能に対応した必要なラ
イセンスを指定するために、注文処理で使用します。
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•デバイスから製品 ID（PID）とシリアル番号（SN）を入力します。この2つを合わせて一
意のデバイス ID（UDI）になります。UDIは、ほとんどのシスコハードウェアデバイス
の背面にあるラベル、または現場交換可能マザーボードの前面パネルにあるラベルトレイ

に印刷されています。UDIは、ソフトウェアで確認することもできます。確認には、特権
EXECモードで show license udiコマンドを使用します。

ライセンシングポータルを使用した追加機能またはアプリケーションのライセンスの取得

次の手順で使用する URLのいくつかは、Cisco.comのパスワードがないとアクセスできませ
ん。

（注）

Cisco Unified SIPプロキシ Release 8.5.7の機能の追加ライセンスを取得するには、以下の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/web/ordering/root/index.htmlに移動し、発注プロセスのいずれか（パート
ナー、シスコダイレクトなど）のいずれかを選択して、ライセンスを発注します。ライセンス

を購入すると、製品アクティベーションキー（PAK）が送られてきます。PAKは英数字の文
字列で、ライセンスを購入したことを示します。

ステップ 2 ライセンスを取得するには、http://www.cisco.com/web/ordering/root/index.htmlのシスコ製品ライ
センス登録ポータルに戻ります。プロンプトが表示されたら、PAKと、ライセンスをインス
トールするデバイスの一意のデバイス ID（UDI）を入力します。

ステップ 3 ライセンスファイルをダウンロードするか、電子メールでライセンスファイルを受け取りま
す。

ステップ 4 ライセンスファイルを FTPまたは TFTPサーバにコピーします。

CLIを使用した Cisco Unified SIPプロキシリリース 8.5.7ライセンスのインストール

Cisco Unified SIPプロキシのライセンスをインストールするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 CLIにログインします。

ステップ 2 license install<URL>と入力します。この場合、<URL>とは前の手順でライセンスをコピー
した FTP URLです。

ステップ 3 show licenseまたは show software licensesと入力して、ライセンスを検証します。

ステップ 4 license activateと入力して、新しいライセンスを有効化します。

ステップ 5 reloadと入力して、実際にモジュールをリロードすることを確認して、モジュールをリロード

します。
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評価ライセンスは削除できません。（注）

Cisco Unified SIPプロキシサーバーの構成
CUSPポータル（http://<cusp module IP>/admin/Common/HomePage.do）にログインし、以下の
順序で Cisco Unified SIPプロキシサーバーを構成します。

タスクソフトウェア要件

CiscoUnifiedSIPプロキシの構成（445ページ）CUSPの構成

ゲートウェイの構成（452ページ）ゲートウェイの構成

Unified CVPの構成（453ページ）Unified CVPの構成

Cisco Unified Communications Managerの構成
（454ページ）

UCDMを介した Unified CallManagerの構成

Cisco Unified SIPプロキシの構成

Unified SIPプロキシを構成するには、以下の手順を実行します。

注意事項タスク完了したか順序

ネットワークの構成（446ペー
ジ）

1

トリガーの構成（446ページ）2

サーバーグループの構成（447
ページ）

3

ルートテーブルの構成（448ペー
ジ）

4

ルートポリシーの構成（449ペー
ジ）

5

ルートトリガーの構成（449ペー
ジ）

6

Cisco Unified SIPプロキシの構成詳細については、「Cisco Unified SIPプロキシのフル構成（450
ページ）」を参照してください。
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表 20 : CUSP展開詳細の例

[FQDN][IPアドレス（IP Address）]サーバ名（Server Name）

cusp.hcsdc1.icm10.10.10.49CUSP

cvp.hcsdc1.icm10.10.10.10CVP

ccm.hcsdc1.icm10.10.10.30CUCM

gw.hcsdc1.icm10.10.10.180ゲートウェイ

ネットワークの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [ネットワーク（Networks）]の順に選択し、[追加（Add）]をクリック
します。

ステップ 3 ネットワークに一意の名前を入力します。

例：

hcs

ステップ 4 [タイプ（TYPE）]ドロップダウンリストで、[標準（Standard）]を選択します。

ステップ 5 [アウトバウンド接続を許可（Allow Outbound Connections）]を有効化します。

ステップ 6 [SIPリッスンポイント（SIP Listen Points）]タブで [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 新しく追加されたネットワークを選択し、[SIPリッスンポイント（SIP Listen Points）]タブを
選択します。

ステップ 8 [IPアドレス（IP address）]ドロップダウンリストで CUSPの IPアドレスを選択します。「表
20 : CUSP展開詳細の例（446ページ）」を参照してください。

ステップ 9 デフォルトポートである 5060のままにします。

ステップ 10 [TCP]として [転送タイプ（Transport Type）]を選択したら、[追加（Add）]をクリックしま
す。

ステップ 11 手順 6〜 8を繰り返し、UDPとして [転送タイプ（Transport Type）]を選択したら、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 12 [SIPレコード—ルート（SIP Record-Route）]を無効化し、コールフローを含む CVP用のすべ
てのネットワークを選択し、無効化します。

トリガーの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。
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ステップ 2 [構成（Configure）] > [トリガー（Triggers）]の順に選択し、[追加（Add）]をクリックしま
す。

ステップ 3 トリガー名を入力し、[追加（Add）]をクリックします。

例：

hcs trigger in

ステップ 4 ドロップダウンリストで適切なトリガー条件を選択します。

例：

Inbound Network、

Is exactlyおよび

hcs

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

サーバーグループの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [サーバーグループ（Server Groups）] > [グループ（Groups）]の順に選
択します。

ステップ 3 サーバーグループの名前（FQDN）を入力します。

例：

ccm.hcsdc1.icm

ステップ 4 [ロードバランシングスキーム（Load Balancing Scheme）]ドロップダウンリストで、[グロー
バル（デフォルト）（global (default)）]を選択します。

ステップ 5 [ネットワーク（Network）]ドロップダウンリストで、hcsを選択します。

ステップ 6 [ピングを許可（Pinging Allowed）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 新しく追加されたサーバーグループを選択して、それぞれのサーバーグループの要素を追加し

ます。

ステップ 9 [要素（Elements）]タブを選択し、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 10 <IP Address>テキストボックスに、サーバーBluetoothの IPアドレスを入力します。「表 20 :
CUSP展開詳細の例（446ページ）」を参照してください。

ステップ 11 [ポート（Port）]テキストボックスに、ポートの値を入力します。

ステップ 12 [転送タイプ（Transport Type）]ドロップダウンリストで、tcpを選択します。

ステップ 13 [Q-Value]テキストボックスに、Q-Valueを 1.0と入力します。

ステップ 14 [重み（Weight）]テキストボックスに重み 10を入力します。
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ステップ 15 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 16 上記の手順を繰り返して、cvp、gateway、ccmサーバーグループを構成します。

ルートテーブルの構成

表 21 :ルートテーブルの例

ネットワークホスト/サーバーグループ
（FQDN）

説明[キー
（Key）]

hcsccm.hcsdc1.icmエージェントの内線番号4000

hcsgw.hcsdc1.icmCVPクライアントのネッ
トワーク VRUラベル

7777

hcscvp.hcsdc1.icmCisco Unified
Communications Manager
クライアントのネット

ワーク VRUラベル

8881

hcscvp.hcsdc1.icmダイヤル番号811

hcscvp.hcsdc1.icmポストコール調査のダイ

ヤル番号

912

hcsgw.hcsdc1.icm呼出音9191

hcsgw.hcsdc1.icmエラー音9292

hcscvp.hcsdc1.icmMRクライアントのネッ
トワーク VRUラベル

6661111000

hcsout.hcsdc1.icmカスタマーダイヤル番号978

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [ルートテーブル（Route Tables）]の順に選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ルートテーブルの名前を入力し、[追加（Add）]をクリックします。

例：

hcs

ステップ 5 各ルートテーブルのルールを追加するには、[ルートテーブル（Route Table）]を選択します。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [キー（Key）]テキストボックスに、キーを入力します。「表 21 :ルートテーブルの例（448
ページ）」を参照してください。
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ステップ 8 [ルートタイプ（Route Type）]ドロップダウンリストで、[接続先（Destination）]を選択しま
す。

ステップ 9 [ホスト/サーバーグループ（Host / Server Group）]テキストボックスに、ホスト名（FQDN）
または IPアドレスを入力します。「表 20 : CUSP展開詳細の例（446ページ）」を参照してく
ださい。

ステップ 10 [ポート（Port）]テキストボックスに、ポートの値を入力します。

ステップ 11 ドロップダウンリストで、適切な転送タイプを選択します。

ステップ 12 ドロップダウンリストで、適切なネットワークを選択します。

ルートポリシーの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [ルートポリシー（Route Policies）]の順に選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ルートポリシーの名前を入力し、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストで [名前（Name）]を選択します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで [ルックアップキーの一致（Lookup Key Matches）]を選択します。

ステップ 7 ドロップダウンリストで [ルックアップキー（Lookup Key）]を選択します。

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

ルートトリガーの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [ルートトリガー（Route Triggers）]の順に選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストで、[ルーティングトリガー（Routing Trigger）]を選択します。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、[トリガー（Trigger）]を選択します。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 新しく追加したトリガーを選択し、トリガー条件を追加します。

ステップ 8 ドロップダウンリストで、[トリガー条件（Trigger Condition）]を選択します。

ステップ 9 [追加（Add）]をクリックします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
449

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

ルートポリシーの構成



Cisco Unified SIPプロキシのフル構成

cusp(cusp)# show configuration active ver
cusp(cusp)# show configuration active verbose
Building CUSP configuration...
!
server-group sip global-load-balance call-id
server-group sip retry-after 0
server-group sip element-retries udp 2
server-group sip element-retries tls 1
server-group sip element-retries tcp 1
sip dns-srv
enable
no naptr
end dns
!
no sip header-compaction
no sip logging
!
sip max-forwards 70
sip network hcs standard
no non-invite-provisional
allow-connections
retransmit-count invite-client-transaction 3
retransmit-count invite-server-transaction 5
retransmit-count non-invite-client-transaction 3
retransmit-timer T1 500
retransmit-timer T2 4000
retransmit-timer T4 5000
retransmit-timer TU1 5000
retransmit-timer TU2 32000
retransmit-timer clientTn 64000
retransmit-timer serverTn 64000
tcp connection-setup-timeout 0
udp max-datagram-size 1500
end network
!
sip overload reject retry-after 0
!
no sip peg-counting
!
sip privacy service
sip queue message
drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 20
end queue
!
sip queue radius
drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 20
end queue
!
sip queue request
drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 20
end queue
!
sip queue response
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drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 20
end queue
!
sip queue st-callback
drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 10
end queue
!
sip queue timer
drop-policy none
low-threshold 80
size 2500
thread-count 8
end queue
!
sip queue xcl
drop-policy head
low-threshold 80
size 2000
thread-count 2
end queue
!
route recursion
!
sip tcp connection-timeout 30
sip tcp max-connections 256
!
no sip tls
!
sip tls connection-setup-timeout 1
!
trigger condition hcs_trigger_in
sequence 1
in-network ^\Qhcs\E$
end sequence
end trigger condition
!
trigger condition hcs_trigger_out
sequence 1
out-network ^\Qhcs\E$
end sequence
end trigger condition
!
trigger condition mid-dialog
sequence 1
mid-dialog
end sequence
end trigger condition
!
accounting
no enable
no client-side
no server-side
end accounting
!
server-group sip group ccm.hcsdc1.icm hcs
element ip-address 10.10.10.31 5060 tcp q-value 1.0 weight 10
element ip-address 10.10.10.131 5060 tcp q-value 1.0 weight 10
failover-resp-codes 503
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lbtype global
ping
end server-group
!
server-group sip group cvp.hcsdc1.icm hcs
element ip-address 10.10.10.10 5060 tcp q-value 1.0 weight 10
failover-resp-codes 503
lbtype global
ping
end server-group
!
server-group sip group gw.hcsdc1.icm hcs
element ip-address 10.10.10.180 5060 tcp q-value 1.0 weight 10
failover-resp-codes 503
lbtype global
ping
end server-group
!
route table hcs
key 4000 target-destination ccm.hcsdc1.icm hcs
key 77777 target-destination gw.hcsdc1.icm hcs
key 8881 target-destination cvp.hcsdc1.icm hcs
key 91100 target-destination cvp.hcsdc1.icm hcs
end route table
!
policy lookup hcs_policy
sequence 100 hcs request-uri uri-component user
rule prefix
end sequence
end policy
!
trigger routing sequence 1 by-pass condition mid-dialog
trigger routing sequence 3 policy hcs_policy condition hcs_trigger_out
trigger routing sequence 4 policy hcs_policy condition mid-dialog
trigger routing sequence 5 policy hcs_policy condition hcs_trigger_in
!
server-group sip ping-options hcs 10.10.10.49 4000
method OPTIONS
ping-type proactive 5000
timeout 2000
end ping
!
server-group sip global-ping
sip cac session-timeout 720
sip cac hcs 10.10.10.10 5060 tcp limit -1
sip cac hcs 10.10.10.131 5060 tcp limit -1
sip cac hcs 10.10.10.180 5060 tcp limit -1
sip cac hcs 10.10.10.31 5060 tcp limit -1
!
no sip cac
!
sip listen hcs tcp 10.10.10.49 5060
sip listen hcs udp 10.10.10.49 5060
!
call-rate-limit 200
!
end
cusp(cusp)#

ゲートウェイの構成

• CUSP IPを使用した SIPサーバーの作成（453ページ）
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•ダイヤルピアの作成（453ページ）

CUSP IPを使用した SIPサーバーの作成

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
sip-server ipv4:10.10.10.49:5060
reason-header override

ダイヤルピアの作成

dial-peer voice 9110 voip
description Used for CUSP
preference 1
destination-pattern 911T
session protocol sipv2
session target sip-server
session transport tcp
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
no vad

Unified CVPの構成

• SIPプロキシの構成（453ページ）
• SIPサーバーグループの構成（453ページ）
•コールサーバーの構成（454ページ）

SIPプロキシの構成

手順

ステップ 1 Unified Customer Voice Portalにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [SIPプロキシサーバー（SIP Proxy Server）]の順に
選択し、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 IPアドレスとホスト名を入力します。[デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダウンリス
トで [Cisco Unified SIPプロキシ（Cisco Unified SIP Proxy）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

SIPサーバーグループの構成

手順

ステップ 1 Unified Customer Voice Portalにログインします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
453

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

CUSP IPを使用した SIPサーバーの作成



ステップ 2 [システム（System）] > [SIPサーバーグループ（SIP Server Groups）]の順に選択し、[新規追
加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 FQDNの名前、IPアドレス、ポート、優先順位、CUSPの重みを入力し、[追加（Add）]をク
リックします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コールサーバーの構成

手順

ステップ 1 Unified Customer Voice Portalにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [コールサーバー（Call Server）]の順に選択します。

ステップ 3 [コールサーバー（Call Server）] > [編集をクリック（Click Edit）] > [SIPをクリック（Click
SIP）]タブの順に選択します。

ステップ 4 [はい（Yes）]を選択して、アウトバウンドプロキシサーバーを有効にします。

ステップ 5 Outbound SRV domain name / Server Group Name (FQDN)と入力し、[保存して展開（Save and
Deploy）]をクリックします。

CUSPは集中型ダイヤルプランを提供するため、既存のダイヤル番号パターンを削除
します。

（注）

Cisco Unified Communications Managerの構成

Unified Communications Domain Manager管理インターフェイスにログインし、以下の手順を実
行して Unified CUSPサーバーへのルート構成を完了します。

• CVPにトランクを追加（454ページ）

• CUSPにトランクを追加（455ページ）

CVPにトランクを追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [SIPトランク（SIP Trunks）]に移動します。
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•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックし、トランクを作成します。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）]タブで、以下の手順を実行します。

a) SIPトランクを追加する [Cisco Unified Communications Manager]ドロップダウンリストか
ら必要な IPアドレスを選択します。

b) [デバイス名（Device Name）]フィールドに固有の SIPトランク名を入力します。
c) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。
d) [すべてのアクティブなUnified CMノードを実行する（Run On All Active Unified CM Nodes）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [SIP情報（SIP Info）]タブに移動し、以下を実行します。

a) [接続先（Destination）]パネルで [追加（Add）]アイコンをクリックします。

b) [アドレスIPv4（Address IPv4）]フィールドに宛先 IPアドレスを入力します。
c) ポートを 5090に変更します。
d) 複数の接続先を優先順位付けするには、[ソート順（Sort Order）]を入力します。

値が小さいほど、優先順位が高くなります。（注）

e) ドロップダウンリストで、新しく追加されたSIPトランクセキュリティプロファイルを選
択します。

f) ドロップダウンリストで、sip profileを選択します。

別のトランクを追加するには、この手順を繰り返します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

CUSPにトランクを追加

手順

ステップ 1 プロバイダ、リセラー、またはカスタマー管理者として Cisco Unified Communication Domain
Managerにログインします。

ステップ 2 Unified Communication Managerが構成されているノードに階層が設定されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [SIPトランク（SIP Trunks）]に移動します。

•プロバイダまたはリセラー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] >
[CUCM] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。
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•カスタマー管理者の場合は、[デバイス管理（Device Management）] > [詳細設定
（Advanced）] > [SIPトランク（SIP Trunks）]の順に選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックし、トランクを作成します。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）]タブで、以下の手順を実行します。

a) SIPトランクを追加する [Cisco Unified Communications Manager]ドロップダウンリストで
必要な IPアドレスを選択します。

b) [デバイス名（Device Name）]フィールドに固有の SIPトランク名を入力します。
c) ドロップダウンリストで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。
d) [すべてのアクティブなUnified CMノードで実行（Run on All Active Unified CM Nodes）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [SIP情報（SIP Info）]タブに移動し、以下を実行します。

a) [接続先（Destination）]パネルで [追加（Add）]アイコンをクリックします。

b) [アドレスIPv4（Address IPv4）]フィールドに CUSPの宛先 IPアドレスを入力します。
c) 必要に応じてポートを変更します。

d) 複数の接続先を優先順位付けするには、[ソート順（Sort Order）]を入力します。

値が小さいほど、優先順位が高くなります。（注）

e) ドロップダウンリストで、新しく追加されたSIPトランクセキュリティプロファイルを選
択します。

f) ドロップダウンリストで、sip profileを選択します。

別のトランクを追加するには、この手順を繰り返します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified SIPプロキシを使用したアウトバウンドの構成
•設定 Unified CCE（456ページ）
•ゲートウェイの構成（457ページ）
• IVRベースキャンペーン用の Cisco Unified SIPプロキシの構成（458ページ）

設定 Unified CCE

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選
択します。
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ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Component）]で [追加（Add）]をクリックし、[アウ
トバウンドダイヤラ（Outbound Dialer）]をクリックしてダイヤラを追加します。

ステップ 3 アウトバウンドダイヤラのプロパティページで、[SIP]ラジオボタンが選択されていることを
確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [SIPダイヤラ名（SIP Dialer Name）]テキストボックスにある、[構成マネージャ（Configuration
Manager）]の [ダイヤラツール（Dialer Tool）]で設定されている SIPダイヤラ名と同じ SIP
ダイヤラ名を正確に入力します。

ステップ 5 [SIPサーバータイプ（SIP Server Type）]で、(CUSP)/(CUBE)が選択されていることを確認し
ます。

ステップ 6 [SIPサーバー（SIP Server）]テキストボックスにCUSP IPと入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 7 [Campaign Managerサーバー（Campaign Manager Server）]テキストボックスに、Unified CCE
DataserverA /RoggerAサイドの IPアドレスを入力します。

ステップ 8 [CTIサーバーA（CTI Server A）]テキストボックスに、Aサイド CTIOSサーバー IPアドレ
スを入力します。 [CTIサーバーポートA（CTI Server Port A）]テキストボックスにポート番
号として 42027を入力します。

ステップ 9 [CTIサーバーB（CTI Server B）]テキストボックスに、BサイドCTIOSサーバー IPアドレス
を入力します。 [CTIサーバーポートB（CTI Server Port A）]テキストボックスに、ポート番
号として 43027を入力します。

ステップ 10 他のフィールドはすべてデフォルト値のままとし、[次へ（Next）]をクリックします。次の
ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックしてインストールを完了します。

ゲートウェイの構成

dial-peer voice 811 voip
description ******To CUCM*****
destination-pattern 811T
session protocol sipv2
session target sip-server
voice-class codec 1
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte h245-signal h245-alphanumeric
no vad
!

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
sip-server dns:out.hcsdc1.icm
reason header override
permit hostname dns:out.hcsdc1.icm
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IVRベースキャンペーン用の Cisco Unified SIPプロキシの構成

手順

ステップ 1 CUSPポータルにログインします。

ステップ 2 [構成（Configure）] > [ルートテーブル（Route Tables）]の順に選択します。

ステップ 3 既存のルートテーブルをクリックします。

例：

HCS.

ステップ 4 各ルートテーブルのルールを追加するには、[ルートテーブル（Route Table）]を選択します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [キー（Key）]テキストボックスに、key, 8881と入力します。

ステップ 7 [ルートタイプ（Route Type）]ドロップダウンリストで [接続先（Destination）]を選択しま
す。

ステップ 8 [ホスト/サーバーグループ（Host / Server Group）]テキストボックスに、CVPのホスト名
（FQDN）または IPアドレスを入力します。

例：

cvp.hcsdc1.icm

ステップ 9 [ポート（Port）]テキストボックスに、ポートの値を入力します。

ステップ 10 ドロップダウンリストで、適切な転送タイプを選択します。

ステップ 11 ドロップダウンリストで、適切なネットワークを選択します。

CUSPは集中型ダイヤルプラン管理を提供するため、IVRコールを CVPに直接ルー
ティングできます。

（注）

Avaya PG
4000および 12000エージェント導入モデルの場合は、以下の手順を実行します。

• Avaya PG用ゴールデンテンプレートの作成（458ページ）

• Avaya PGの構成（460ページ）

Avaya PG用ゴールデンテンプレートの作成
Avaya PGのゴールデンテンプレートを作成するには、以下の一連のタスクに従います。各タ
スクの後で、このページに戻ってそのタスクを「完了」としてマークしたら、次の手順に進み

ます。
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注意事項タスク完了し

たか

順序

OVAファイルのダウンロード
（392ページ）を参照してくだ
さい。

UCCE_11.6_Win2012_vmv9_v1.0.ova
のダウンロード

UCCE_12.0_Win2016_vmv11_v1.1.OVA
のダウンロード

1

仮想マシンの作成（392ペー
ジ）の手順を実行します。

Unified CCE Avaya PGの仮想マシンを作成
します。

2

Microsoft Windows Serverのイ
ンストール（393ページ）の手
順を実行します。

Microsoft Windows Serverのインストール3

ウイルス対策ソフトウェアの

インストール（28ページ）の
手順を実行します。

ウイルス対策ソフトウェアのインストール4

Unified Contact Center Enterprise
のインストール（459ページ）
の手順を実行します。

Unified Contact Center Enterpriseのインストー
ル

5

仮想マシンをゴールデンテン

プレートに変換（397ページ）
の手順を実行します。

仮想マシンをテンプレートに変換します。6

すべてのゴールデンテンプレートの作成後、自動化プロセス（自動化クローニングとOSのカ
スタマイズ（2ページ））を実行できます。自動化プロセスの実行後、接続先システムで
Avaya PGサーバーを構成できます。「Avaya PGの構成（460ページ）」を参照してください。

Unified Contact Center Enterpriseのインストール

手順

ステップ 1 仮想マシンテンプレートをドメインに追加します。

ステップ 2 Unified Contact Center Enterprise ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 3 ICM-CCE-CCHインストーラーディレクトリから、setup.exeを実行し、InstallShieldの手順
に従います。

ステップ 4 [インストール方法を選択（Select the installation method）]ウィンドウで、Fresh Installを選択
したら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [メンテナンスリリース（MR）（Maintenance Release (MR)）]ウィンドウの [メンテナンスリ
リースロケーション（Maintenance Release Location）]フィールドを空欄西、[次へ（Next）]
をクリックします。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
459

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

Unified Contact Center Enterpriseのインストール



ステップ 6 [インストールロケーション（Installation Location）]ウィンドウで、ドライブ Cを選択した
ら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ファイルのコピー準備完了（Ready to Copy Files）]ウィンドウで、[インストール（Install）]
をクリックします。

ステップ 8 [インストールの完了（Installation Complete）]ウィンドウで、[はい、今すぐコンピュータを
再起動します（Yes、I want to restart your computer now）] > [完了（Finish）]の順に選択しま
す。

ステップ 9 Windows Server 2016で PCCEまたは UCCE 12.0(1)を新規インストールまたはテクノロジーリ
フレッシュアップグレードする場合は、ESを適用する前に必須の更新を実行します。新規イ
ンストール/テクノロジーリフレッシュに対する CCE 12.0 必須の更新は、
https://software.cisco.com/download/home/268439622/type/280840583/release/12.0(1)からダウンロー
ドできます。

ステップ 10 必要に応じて、Unified Contact Center Enterpriseメンテナンスリリースを適用します。

ステップ 11 Unified Contact Center Enterprise ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 12 仮想マシンテンプレートをワークグループに戻します。

Avaya PGの構成
このセクションでは、Avaya PGで実行する構成手順について説明します。

注意事項タスク完了し

たか

順序

ネットワークカードの構成

（31ページ）の手順を実行し
ます。

ネットワークカードの構成1

ドメイン内マシンの検証（33
ページ）の手順を実行しま

す。

ドメイン内マシンの検証2

Unified CCE暗号化ユーティリ
ティの構成（35ページ）の手
順を実行します。

Unified CCE暗号化ユーティリティの構成3

Avaya PGの追加（461ペー
ジ）の手順を実行します。

構成マネージャから Avaya PGを追加4

Avaya PGの設定（462ペー
ジ）の手順を実行します。

Avaya PGの設定5

CTIサーバーの構成（54ペー
ジ）の手順を実行します。

CTIサーバーの構成6
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注意事項タスク完了し

たか

順序

CTI OSサーバーの構成（464
ページ）の手順を実行しま

す。

CTI OSサーバーの構成7

https://docs.cisco.com/share/page/
site/nextgen-edcs/
document-details?nodeRef=workspace:/
/SpacesStore/
e9288eff-12af-4b91-b9f7-2c28528860cf
にある「Supplement for Avaya

コミュニティマネージャ用

Cisco Unified ICM ACDサプリ

メント」の「ACD構成」と

「Unified ICMソフトウェア構

成」セクションの手順に従い

ます。

Avaya ACDの構成8

Cisco Diagnostic Framework
Porticoの検証（56ページ）
の手順を実行します。

Cisco Diagnostic Framework Porticoの検証9

Cisco SNMPの設定（56ペー
ジ）の手順を実行します。

Cisco SNMPの設定10

Avaya PGの追加
Unified CCE構成マネージャを使用してAvaya PGを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーにログインし、[スタート（Start）] > [Cisco Unified
CCEツール（Cisco Unified CCE Tools） > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネー
ジャ（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール（Explorer Tools）]の順に選択し、[構成マネージャ
（Configuration Manager）]ウィンドウの PG Explorerを開きます。

ステップ 3 [PGの追加（Add PG）]をクリックし、[ロジカルコントローラ（Logical Controller）]ペイン
に次の値を入力します。

a) [周辺機器名（Peripheral Name）]フィールドに、 Avaya_PG_XXと入力します。XXは
Avaya PG番号に置き換えてください。

b) [クライアントタイプ（Client Type）]フィールドで、Avaya (Definity)を選択します。
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ステップ 4 [周辺機器（Peripheral）]をクリックして表示される [周辺機器（Peripheral）]タブで、以下の
値を入力します。

a) [デフォルトデスク設定（Default Desk Settings）]フィールドで [None]を選択します。

b) [ポストルーティングの有効化（Enable post routing）]をオンにします。

ステップ 5 [ルーティングクライアント（Routing Client）]タブをキリックし、ルーティングクライアント
の名前を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）] > [閉じる（Close）]の順に選択します。

Avaya PGの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選
択します。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリック
し、[周辺機器ゲートウェイ（Peripheral Gateway）]を選択します。

ステップ 3 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、
以下を選択します。

a) [生産モード（Production Mode）]をオンにします。

b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]をオンにします。

c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]をオンにします。

d) [PGノードプロパティID（PG node Properties ID）]ドロップダウンリストで適切な PGを選
択します。

e) 該当するサイド（サイド Aまたはサイド B）を適宜選択します。

f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに Avaya（Definity）を追
加します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

PIM1（Avaya PIM）の追加

手順

ステップ 1 [周辺機器ゲートウェイ構成（Peripheral Gateway Configuration）]ペインにロジカルコント
ローラ IDを入力します。
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ステップ 2 [EAS-PHDモード（EAS-PHD Mode）]を選択し、[Avaya（Definity）ECS設定（Avaya
(Definity)ECS Setting）]ペインで [MAPDを使用（Using MAPD）]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 3 [周辺機器インターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペインで、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 4 Avaya(Definity)と PIM1を選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 5 [Avaya(Definity) ECS PIM構成（Avaya(Definity) ECS PIM Configuration）]ダイアログボック
スで、[有効化（Enabled）]をオンにします。

ステップ 6 [周辺機器名（Peripheral Name）]フィールドに周辺機器名を入力します。

ステップ 7 [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドに周辺機器 IDを入力します。

ステップ 8 [CMSを有効化（CMS Enabled）]をオンにし、[通話管理システム（CMS）構成（Call
Management System (CMS) Configuration）]ペインにある [リッスンするポート番号（Port
number to listen on）]フィールドにポート番号を入力します。

ステップ 9 [CVLAN/MAPD構成（CVLAN/MAPD Configuration）]ペインで、[Host1]に対して [Enabled
（有効化）]をオンにします。

ステップ 10 ASAIリンクのホスト名を入力したら、Monitor ASAIリンクと Post-Route ASAIリンクに対し
て構成した ASAIリンク番号を確認します。

ステップ 11 OKをクリックし、Nextをクリックします。

ステップ 12 [デバイス管理プロトコルプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログ
ボックスで優先するサイドを選択します。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（PeripheralGatewayNetworkInterfaces）]
ダイアログボックスで、[PG Private Interfaces]および [PG Public (Visible) Interfaces]と入力しま
す。

ステップ 15 サイド Aのプライベートインターフェイスセクションの [QoS]ボタンをクリックし、[QoSの
有効化（Enable QoS）]をオンにしたら、[OK]をクリックします。

この手順は、サイド Aにのみ適用します。

ステップ 16 サイド Aのパブリックインターフェイスセクションの [QoS]ボタンをクリックし、[QoSの有
効化（Enable QoS）]をオンにしたら、[OK]をクリックします。

この手順は、サイド Aにのみ適用します。

ステップ 17 [次へ（Next）] > [完了（Finish）] の順に選択します。

すべての ICMコンポーネントがインストールされるまでUnified ICM/CCNodeManager
を起動しないでください。

（注）
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CTI OSサーバーの構成

手順

ステップ 1 エージェント PGを使用した Unified CCEマシン ｍｐローカルドライブに CTI OS ISOイメー
ジをマウントするか、CTI OSインストーラをコピーします。に移動します。

ステップ 2 CTI OSのメンテナンスリリースがある場合、のローカルドライブにメンテナンスリリースを
コピーします。

ステップ 3 %Home\CTIOS\Installs\CTIOS Serverに移動し、setup.exeを実行します。サービスがいったん
停止し、インストール完了後に再開するという内容の警告に対して、[はい（Yes）]をクリッ
クします。

ステップ 4 ソフトウェアライセンス契約を受諾します。

ステップ 5 最新のメンテナンスリリースがある場合は、その場所を参照します。[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [CTI OSインスタンス（CTI OS Instance）]ダイアログボックスで、[CTI OSインスタンスリス
ト（CTI OS Instance List）]ペインをクリックします。[CTIOSサーバーインスタンスの追加（Add
CTIOS Server Instance）]ウィンドウで、インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

CTIOSインスタンス名は ICMインスタンス名と一致する必要があります。一致しな
い場合、Diagnostics porticoに反映されません。

（注）

ステップ 7 [CTI OSサーバーリスト（CTI OS Server List）]ペインで [追加（Add）]をクリックし、[OK]
をクリックします。

ステップ 8 [デスクトップドライブの入力（Enter Desktop Drive）]ダイアログボックスで、ドライブ Cを
選択したら、[OK]をクリックします。

ステップ 9 [CTIサーバー情報（CTI Server Information）]ダイアログボックスで、CTIサーバーがインス
トールされているUnified CCEマシンの IPアドレスを入力し、サイドAには、42027のポート
番号を、サイド Bには、43027のポート番号を入力します。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [周辺機器ID（Peripheral Identifier）]ダイアログボックスで、以下の値を入力し、[次へ（Next）]
をクリックします。

a) 各 PGの周辺機器 IDを入力します。
b) Avaya PGの周辺機器津として G3を選択します。

c) [エージェントID（Agent ID）]を選択します。

ステップ 12 [接続情報（Connect Information）]ダイアログボックスで、リッスンポート 42028を入力し、
すべてのデフォルト値をそのままにしたら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [統計情報（Statistics Information）]ダイアログボックスで、[通話終了時にエージェント統計情
報についてポーリング（Polling for Agent Statistics at End Call）]をオンにし、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 14 [IPCC Silent Monitor Type]ダイアログボックスで、Silent Monitor Typeを CCM Basedに設定し
たら、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 15 [ピアCTI OSサーバー（Peer CTI OS Server）]ダイアログボックスで、以下のように構成しま
す。

a) [デュプレックスCTIOSインストール（Duplex CTIOS Install）]をオンにします。

b) [CTIOSサーバー（CTIOS Server）]フィールドで、デュプレックス構成の他方の CTIOS

サーバーのホスト名/IPアドレスを入力します。

c) [ポート（Port）]フィールドに、42028と入力します。

ステップ 16 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 17 [Cisco CTI OSサーバーセキュリティ（Cisco CTI OS Server Security）]ダイアログボックスで、
[セキュリティの有効化（Enable Security）]をオフにします。[OK]をクリックします。

ステップ 18 [CTI OSセキュリティ（CTI OS Security）]のダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

ステップ 19 コンピュータを再起動することを要求するプロンプトが表示されたら、[はい（Yes）]をクリッ
クします。メンテナンスリリースがある場合は、そのインストールが自動的に始まります。

ステップ 20 メンテナンスリリースがある場合は、画面の指示に従ってインストールします。

ステップ 21 メンテナンスリリースのインストールが完了したら、[完了（Finish）]をクリックし、プロン
プトに従って再起動します。

ステップ 22 [スタート（Start）] > [実行（Run）] > [regedit]の順に選択し、Registry Editorにアクセスしま
す

ステップ 23 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems,Inc.\Ctios\CTIOS_<instance
name>\CTIOS1\Server\Agentに移動します。

ステップ 24 forceLogoutOnSessionCloseを 1に設定します。

Avayaの変換ルート
変換ルートは、コールの一時的な接続先であり、コールとともにコール情報を配信できます。

ネットワークブラインド転送は、送信元 CVPルーティングクライアントに接続先ラベルを返
すために使用されます。

Unified CCEの構成

•ネットワーク優先転送の有効化（465ページ）

•サービスの作成（466ページ）

•変換ルートの構成（466ページ）

•スクリプトの構成（467ページ）

ネットワーク優先転送の有効化

Avaya、CVP、および Cisco Unified Communications Manager PIMに対して以下の手順を実行し
ます。
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手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーで、[スタート（Start）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネージャ
（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール（Explorer Tools）] > [PGエクスプローラ（PG
Explorer）]の順に選択します。

ステップ 3 リストから適切な PGを選択し、PGを展開します。

ステップ 4 リストから適切な PIMを選択します。

ステップ 5 [ルーティングクライアント（RoutingClient）]タブに移動し、[ネットワーク転送優先（Network
Transfer Preferred）]チェックボックスをオンにします。

サービスの作成

手順

ステップ 1 Unified CCDMポータルにテナントまたはサブカスタマーとしてログインします。

ステップ 2 [リソースマネージャ（Resource Manager）]を選択します。

ステップ 3 左側のパネルからサービスを作成するフォルダを選択します。

ステップ 4 [リソース（Resource）]ドロップダウンリストで [サービス（Service）]を選択します。

ステップ 5 名前を入力します。

ステップ 6 [周辺機器（Peripheral）]ドロップダウンリストで適切な Avaya周辺機器を選択します。

ステップ 7 [詳細（Advanced）]タブにある [メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）]
ドロップダウンリストで Cisco_Voiceを選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

変換ルートの構成

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーで、[スタート（Start）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネージャ
（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール（Explorer Tools）] > [変換ルートエクスプローラ
（Translation Route Explorer）]の順に選択します。

ステップ 3 [変換ルート（Translation Route）]タブで、以下の手順を実行します。

a) 名前を入力します。
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b) [タイプ（Type）]ドロップダウンリストで、DNISを選択します。

ステップ 4 [ルートを追加（Add Route）]をクリックします。

ステップ 5 [ルート（Route）]タブで、以下の手順を実行します。

a) 名前を入力します。

b) [サービス（Service）]ドロップダウンリストで新しく作成したサービスを選択します。

ステップ 6 [周辺機器ターゲットを追加（Add Peripheral Target）]をクリックします。

ステップ 7 [周辺機器ターゲット（Peripheral Target）]タブで、以下の手順を実行します。

a) DNISと入力します。

DNISはラベルと同じである必要があります。（注）

b) ドロップダウンリストで、[ネットワークトランクグループ（Network Trunk Group）]を
選択します。

ステップ 8 [ラベルの追加（Add Label）]をクリックします。

ステップ 9 [ラベル（ Label）]タブで、以下の手順を実行します。

a) ドロップダウンリストで [ルーティングクライアント（Routing Client）]を選択します。

b) ラベルを入力します

ポストルート VDNは、CVPルーティングクライアントのラベルとして作成する
必要があります。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

スクリプトの構成

次の図では、スクリプトの構成方法に関して説明します。
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図 21 :設定スクリプト

シスコ仮想化音声ブラウザ
•シスコ仮想化音声ブラウザ用ゴールデンテンプレートの作成（468ページ）

• Unified CVPの構成（469ページ）

•シスコ仮想化音声ブラウザの構成（470ページ）

シスコ仮想化音声ブラウザ用ゴールデンテンプレートの作成

次の手順に従ってタスクを実行し、音声ブラウザのゴールデンテンプレートを作成します。各

タスクの後で、このページに戻ってそのタスクを「完了」としてマークしたら、次の手順に進

みます。

注意事項タスク完了したか順序

OVAファイルのダウン
ロード（392ページ）
を参照してください。

VVB_12.0_vmv11_v2.5.ova
のダウンロード

VB_11.0_vmv8_v2.5.ovaの
ダウンロード

VVB_11.6_vmv8_v2.5.ova
のダウンロード

1
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仮想マシンの作成

（392ページ）の手順
を実行します。

シスコ仮想化音声ブラウザの仮

想マシンを作成します。

2

ゴールデンテンプレー

トの VOSアプリケー
ションのインストール

手順は以下のとおりで

す。、 OSベースアプ
リケーションのインス

トール（420ページ）
を参照してください。

シスコ仮想化音声ブラウザをイ

ンストールします。

3

仮想マシンをゴールデ

ンテンプレートに変換

（397ページ）の手順
を実行します。

仮想マシンをゴールデンテンプ

レートに変換します。

4

すべてのゴールデンテンプレートを作成したら、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 自動化プロセスを実行します。自動化クローニングと OSのカスタマイズ（2ページ）を参
照してください。

ステップ 2 シスコ仮想化音声ブラウザを構成します。「シスコ仮想化音声ブラウザの構成（470ページ）」
を参照してください。

Unified CVPの構成
•シスコ仮想化音声ブラウザの追加（469ページ）

•ダイヤル番号パターンの関連付け（470ページ）

シスコ仮想化音声ブラウザの追加

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールにログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [ゲートウェイ（Gateway）] > [仮想化音声ブラウザ
（Virtualized Voice Browser）]の順に選択します。

ステップ 3 シスコ仮想化音声ブラウザのIPアドレスとホスト名を入力します。
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ステップ 4 [グループID（Group ID）]フィールドでは、デフォルトのトランクオプションのままにしま
す。

ステップ 5 ユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 6 [パスワードの有効化（Enable Password）]を入力します。

ステップ 7 [ポート（Port）]フィールドは、デフォルトのオプションのままにします。

ステップ 8 [サインイン（Sign In）]をクリックします。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ダイヤル番号パターンの関連付け

手順

ステップ 1 CVPオペレーションコンソールにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [ダイヤル番号パターン（Dialed Number Pattern）]の順に選択します。

ステップ 3 リストで関連付けるダイヤル番号パターンを選択します。

ステップ 4 [ルートからデバイス（Route to Device）]ドロップダウンリストで、[シスコ仮想化音声ブラウ
ザIP（Cisco Virtualized Voice Browser IP）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [展開（Deploy）]をクリックします。

シスコ仮想化音声ブラウザの構成

•仮想化 VB管理Webインターフェイスへのアクセス（470ページ）

•仮想化 VBサービサビリティWebページへのアクセス （471ページ）

• SIPトリガーの追加 （472ページ）

•エージェントグリーティングの構成（472ページ）

•ウィスパーアナウンスメントの構成（472ページ）

• ASRと TTSの構成（473ページ）

• Cisco VVB用サービスコールバックの構成（474ページ）

仮想化 VB管理Webインターフェイスへのアクセス

Cisco Virtualized VB Administration WebインターフェイスのWebページでは、仮想化 VBシス
テムとそのサブシステムを構成および管理できます。
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次の手順に従ってサーバーに移動し、仮想化 VB管理Webインターフェイスにログインしま
す。

手順

ステップ 1 Webブラウザからシスコ仮想化音声ブラウザ管理認証ページを開き、大文字小文字を区別した
https://<servername>/appadminの URLを入力します。

この場合、<servername>をホスト名または必要な仮想化 VBサーバーの IPアドレスに置き換
えます。

[セキュリティアラート（Security Alert）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 ログイン情報を使用して、Cisco Virtualized VB Administrationにログインします。

•始めて Virtualized VBにアクセスする場合、Virtualized VBのインストール中に指
定したアプリケーションユーザーのログイン情報を入力します。

•セキュリティ上の理由から、非アクティブな状態が 30分続くと Cisco Virtualized
VB Administrationからログアウトされます。

• Virtalized VB AdministrationはWebベースのクロスサイトリクエストフォージェ
リ攻撃を検出し悪意のあるクライアントリクエストを拒否します。この場合、

「試行された処理はセキュリティポリシーに違反するため許可されません（The
attempted action is not allowed because it violates security policies）」というエラー
メッセージが表示されます。

（注）

ステップ 3 ライセンスファイルをインポートし、[次へ（Next）]をクリックして構成します。
コンポーネントの有効化ページが表示されます。

ステップ 4 すべてのコンポーネントステータスが[有効（Activated）]になったら、[次へ（Next）]をク
リックします。

システムパラメータ構成ページが表示されます。

ステップ 5 ドロップダウンリストでコーデックを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
言語の確認ページが表示されます。

ステップ 6 ドロップダウンリストの [言語（Language）]を選択し、適切な言語を選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

仮想化 VBサービサビリティWebページへのアクセス

Virtualized VB Serviceabilityは、仮想化VBサービスのアラームおよびトレース定義を表示する
ために使用されます。これは、仮想化 VBエンジンの起動と停止、仮想化されたVBエンジン
のアクティビティの監視、サービスをアクティブ化および非アクティブ化します。 Cisco
Virtualized VB Administration Webページにログインすると、Virtualized VB Serviceabilityにアク
セスできます。

• [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウンリスト、または
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• Webブラウザで https://<server name or IP address>/uccxservice/と入力します。

SIPトリガーの追加

SIPトリガーを追加するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 シスコ仮想化音声ブラウザ管理ページにログインします

ステップ 2 [サブシステム（Subsystems）] > [SIPテレフォニー（SIP Telephony）] > [SIPトリガー（SIP
Triggers）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [ディレクトリ情報（Directory Information）]タブに、電話番号を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストで、[言語（Language）]を選択します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで、[アプリケーション名（Application Name）]を選択します。

ステップ 7 オプションで、[詳細を表示（Show More）]をクリックし、ASRのトリガーを関連付けます。

ステップ 8 [メディア終了のオーバーライド（Override Media Termination）]フィールドで、[はい（Yes）]
オプションを選択します。

ステップ 9 Select Dialog Groupsおよび Available Dialog Groups間で、必要なダイアロググループを移動
します。

ステップ 10 [追加（Add）]または、[更新（Update）]をクリックし、変更を保存します。

エージェントグリーティングの構成

• Unified CVPの構成（502ページ）

•設定 Unified CCE（456ページ）

ウィスパーアナウンスメントの構成

手順

ステップ 1 シスコ子仮想化音声ブラウザ管理ページにサインインします。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [アプリケーション管理（Application Management）]の
順に選択します。

ステップ 3 着信音アプリケーションが一覧され、919191*のトリガーに関連付けられていることを確認し

ます。
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次のタスク

• Unified CVPの構成（502ページ）

•設定 Unified CCE（456ページ）

ASRと TTSの構成

シスコ仮想化音声ブラウザは、2つのサブシステムを介して ASRと TTSをサポートします。
ASRおよび TTSサブシステムを構成するには、以下の手順を実行します。

• ASRサブシステムの構成（473ページ）

• TTSサブシステムの構成（473ページ）

ASRサブシステムの構成

ASRサブシステムでは、IVRを使用してオプションを選択できます。

手順

ステップ 1 シスコ仮想化音声ブラウザ管理ページにログインします。

ステップ 2 [サブシステム（Subsystems）] > [スピーチサーバー（Speech Servers）] > [ASRサーバー（ASR
Servers）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバー名（Server Name）]フィールドに、ホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 5 ポート番号を入力します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで、[場所（Locales）]を選択し、[言語の追加（Add Language）]をク
リックします。

ステップ 7 [有効な言語（Enabled Languages）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

TTSサブシステムの構成

TTSサブシステムはプレーンテキスト（UNICODE）を IVRに変換します。

手順

ステップ 1 シスコ仮想化音声ブラウザ管理ページにログインします。

ステップ 2 [サブシステム（Subsystems）] > [スピーチサーバー（Speech Servers）] > [TTSサーバー（TTS
Servers）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバー名（Server Name）]フィールドに、ホスト名または IPアドレスを入力します。
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ステップ 5 ポート番号を入力します。

ステップ 6 ドロップダウンリストで、[場所（Locales）]を選択し、[言語の追加（Add Language）]をク
リックします。

ステップ 7 [有効な言語（Enabled Languages）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 次のオプションから [性別（Gender）]を選択します。

•オス型
•メス型
•どちらでもない

有効な言語ごとに少なくとも 1つの性別を選択します。（注）

ステップ 9 [追加（Add）]をクリックします。

[アップデート（Update）]をクリックし、既存構成を修正します。（注）

Cisco VVB用サービスコールバックの構成

手順

ステップ 1 シスコ仮想化音声ブラウザ管理ページにログインします。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [アプリケーション管理（Application Management）]の
順に選択します。

ステップ 3 リストから、[包括（Comprehensive）]を選択します。

ステップ 4 包括アプリケーションが、トリガー 777777777*に関連付けられていることを確認してくださ
い。

次のタスク

ゲートウェイ、 Unified CVPおよび Unified CCEに対するサービスコールバックの構成

SocialMiner

SocialMinerのインストール
以下の手順を実行して、SocialMinerをインストールします。
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手順

ステップ 1 VMware Open Virtual Formatテンプレートを使用して仮想マシンを作成します。

ステップ 2 SocialMinerリリースの新規インストールには、OVAテンプレート
Cisco_SocialMiner_v11.6_VMv9.ovaを使用します。

a) https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=283613136&flowid=73189に移動して、こ
のテンプレートをダウンロードします。

Cisco SocialMiner 11.6(1)仮想サーバーテンプレート（OVA）は、SocialMiner 11.6(1)リリー
スでサポートされている仮想マシン構成を定義します。この OVAには、このリリースで
サポートされるすべての仮想マシン構成が含まれます。

ステップ 3 テンプレートを展開する場合は、ドロップダウンリストで大規模または小規模のいずれかの展

開を選択します。

ステップ 4 SocialMiner DVDまたは ISOファイルを仮想マシンにマウントし、SocialMiner DVDから起動
するように仮想マシンを設定します。インストールウィザードが開きます。Tabキーを使用し
て要素間を移動し、スペースバーまたは Enterキーを押して要素を選択して続行します。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、メディアチェックを実行します。

ステップ 6 画面に表示される指示に従い、[はい（Yes）]か [続行（Continue）]を選択します。

ステップ 7 矢印キーを使用して正しいタイムゾーンを強調表示し、Tabを使用して[OK]ボタンに移動し
ます。Enterを押して次に進みます。

ステップ 8 SocialMinerのネットワーク情報を入力します。一致する IPアドレスを持つ有効なホスト名を
指定する必要があります。システムは、インストールプロセスの後半で、ホスト名が IPアド
レスと一致することを確認します。

ステップ 9 SocialMinerのDNSクライアント設定を指定するには、[はい（Yes）]を選択します。DNSサー
バーとドメインを指定します。[OK]を選択します。DNS構成は必須です。

ステップ 10 管理者 IDとパスワードを入力します。このログイン情報は、プラットフォーム（UnifiedOS）
管理用です。

ステップ 11 組織に関する情報を提供します。この情報により、このサーバのセキュリティ（SSL）証明書
が生成されます。

ステップ 12 少なくとも 1つの NTPサーバーを提供する必要があります。NTPホストアドレスを入力し、
[OK]を選択します。

ステップ 13 セキュリティパスワードを入力します。

ステップ 14 SocialMiner管理者用のユーザー名とパスワードを入力します。SocialMinerのインストールが
完了したら、Active Directoryから追加のSocialMinerユーザーをインポートできます。

ステップ 15 確認ウィンドウが開きます。[戻る（Back）]を選択して設定を変更するか、[OK]を選択して
インストールを完了できます。インストールには最大2時間かかります。サーバーを再起動し
て、インストール手順を完了します。ISOファイルからインストールし、「切断する（ロック
をオーバーライドする）（Disconnect anyway (and override the lock)）？」という仮想マシンメッ
セージが表示された場合は、[はい（Yes）]を選択します。

サーバーコンソールにサインインプロンプトが表示されます。
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ステップ 16 インストールが完了したら、追加構成オプション（476ページ）に一覧されるワンタイム設定
タスクを実行します。

追加構成オプション

手順

ステップ 1 システムがファイアウォールの背後にインストールされている場合は、フィードがインター
ネット上のサイトにアクセスできるように HTTPプロキシを設定します。

ステップ 2 追加ユーザーがサインインできるように Active Directoryを構成します。

ステップ 3 Cisco Unified Intelligence Centerを使用する場合は、レポーティングツールがレポーティングデー
タベースにアクセスできるようにレポーティングユーザーを設定します。

タスクルーティング設定

初期設定

注意事項タスク手順

CCEの設定

ネットワーク VRUとネットワーク VRUスクリプト
を構成します。

ネットワークVRU andネットワークVRUスクリプト
の構成（478ページ）を参照してください。

1

MR PGおよび PIMを構成します。

メディアルーティング PGおよび PIMの構成（479
ページ）を参照してください。

2

SocialMinerのMR PGおよび PIMを設定します。

メディアルーティング PGおよび PIMの設定（479
ページ）を参照してください。

3
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注意事項タスク手順

システムは、SocialMiner
Administrationで次の構成を自動
的に行います。

• CCEマルチチャネルルー
ティング設定を有効にして

構成します。

•タスクルーティング機能に
必要なタスクフィードと関

連するキャンペーンおよび

Connection to CCE通知を設
定します。

システムインベントリで SocialMinerを外部マシンと
して追加します。

外部マシンとして、SocialMinerを追加します。（480
ページ）を参照してください。

4

Unified CCEAdministration、Unified CCE構成マネー
ジャ、またはUnified CCDMポータルで以下を構成し
ます。

•メディアルーティングドメイン

•エージェントデスク設定

•コールタイプ

•スキルグループまたはプレシジョンキュー

•ダイヤル番号

• ECC変数

Unified CCE Administration、Unified CCE構成マネー
ジャおよびUnified CCDMポータルの構成（481ペー
ジ）を参照してください。

5

プレシジョンキューを使用しており、Eメールなどの
潜在的に長いタスクを送信する場合は、TCDTimeout
レジストリキーの値を増やします。

TCDTimeout値の増加（483ページ）を参照してくだ
さい。

6

Context Serviceを使用してタス
クルーティングタスクのカスタ

マーインタラクションデータを

保存する場合は、SocialMinerを
Cisco Context Serviceに登録しま
す。

Cisco Context Serviceの構成（オプション）

コンテキストサービス（484ページ）を参照してくだ
さい。

7
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注意事項タスク手順

ルーティングスクリプトの作成

タスクルーティングに対するルーティングスクリプ

トの作成（487ページ）を参照してください。

8

SocialMinerおよび Finesseアプリケーションの作成

タスクリクエストを開始する SocialMinerマルチチャ
ネルアプリケーションを作成します。

サンプル SocialMiner HTMLタスクアプリケーション
（488ページ）を参照してください。

9

非音声エージェントとダイアログ状態を管理する

Finesseアプリケーションを作成します。

タスクルーティングに対するサンプル Finesseコー
ド（488ページ）を参照してください。

10

Finesseの設定

Finesseデスクトップガジェットをデスクトップレイ
アウトにアップロードします（オプション）。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/products-user-guide-list.html
の Cisco Finesseアドミニストレーションガイドを参
照してください。

11

ネットワーク VRU andネットワーク VRUスクリプトの構成

ネットワーク VRUは、エージェントが処理できない音声以外のタスクをキューに入れるため
に使用されます。ネットワーク VRUスクリプトは、推定待機時間をお客様に返すために使用
されます。推定待機時間を返すルーティングスクリプトの作成の詳細については、

「https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-user-guide-list.html」の『 Cisco Unified ICM/Contact Center Enterpriseスクリプティング

およびメディアルーティングガイド』を参照してください。

ネットワーク VRUスクリプトの構成時に、割り込み可能かどうかを指定します。ネットワー
ク VRUスクリプトの割り込み可能設定は、スクリプトに割り込みできるかどうかを制御しま
す（エージェントが対応可能になった場合など）。この設定は、メディアルーティングドメイ

ンの割り込み可能設定とは関係ありません。メディアルーティングドメイン割り込み可能設定

は、そのMRD内のタスクで作業しているエージェントが、割り込み不可のMRDからのタス
クによって割り込み可能かどうかを制御します。
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手順

ステップ 1 構成マネージャで、Network VRU Explorerツールを使用してタイプ 2 VRUを構成および保存
します。

ステップ 2 ネットワークVRUスクリプト一覧ツールを使用して、このネットワークVRUを参照するネッ
トワーク VRUスクリプトを追加します。

デフォルト値を使用します。

メディアルーティング PGおよび PIMの構成

手順

ステップ 1 構成マネージャで、PG Explorerツールを開き、メディアルーティング PGを構成します。

ステップ 2 SocialMiner用メディアルーティング PIMおよびルーティングクライアントを作成します。

ロジカルコントローラ IDと周辺機器 IDをメモします。これは、PGの設定時に使用します。

ステップ 3 PG Explorerツールの [周辺機器（Peripheral）]タブにある [ポストルーティングを有効化（Enable
post routing）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 PG Explorerツールの [ルーティングクライアント（Routing Client）]タブにある [ルーティング
タイプ（Routing Type）]ドロップダウンリストボックスで [マルチチャネル（Multichannel）]
を選択します。

ステップ 5 PG Explorerツールの [詳細（Advanced）]タブで、作成したタイプ 2ネットワークVRUを選択
します。

メディアルーティング PGおよび PIMの設定

メディアルーティング PGおよび PIMの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CCEツールから、[周辺機器ゲートウェイ設定（Peripheral Gateway Setup）]を選
択します。

ステップ 2 [コンポーネントの設定（Components Setup）]画面の [インスタンスコンポーネント（Instance
Components）]パネルで、[PGインスタンス（PG Instance）]コンポーネントを選択します。PG
が存在しない場合は、[追加（Add）]をクリックします。存在する場合は、[編集（Edit）]を
クリックします。

ステップ 3 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateways Properties）]画面で、[メディアルー
ティング（Media Routing）]をクリックします。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 サービスを停止するには、プロンプトで[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 5 [周辺機器ゲートウェイコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]
画面で、[追加（Add）]をクリックし、次の PIMを選択したら、以下のようにメディアルー
ティングのクライアントタイプを構成します。

a) [有効化（Enabled）]をオンにします。

b) [周辺機器名（Peripheral Name）]フィールドに、MRと入力します。

c) [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドに、メディアルーティング PGおよび PIM構成
時に記録した周辺機器 IDを入力します。

d) [アプリケーションホスト名（1）（Application Hostname (1)）]には、SocialMinerのホスト
名と IPアドレスを入力します。

e) デフォルトで、SocialMinerはアプリケーション接続ポート 38001のMR接続を受け入れま
す。SocialMinerのアプリケーション接続ポートの設定は、MR PGの設定と一致する必要
があります。接続の一方のポートを変更する場合は、もう一方のポートも変更する必要が

あります。

f) [アプリケーションホスト名（2）（Application Hostname (2)）]フィールドは空欄のままに
します。

g) その他の値はすべて保持します。
h) [OK]をクリックします。

ステップ 6 [周辺機器ゲートウェイコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]
画面で、メディアルーティング PGおよび PIMの構成時に記録した論理コントローラ IDを入
力します。

ステップ 7 デフォルトを受け入れ、[設定の完了（Setup Complete）]画面が開くまで [次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 8 [設定の完了（Setup Complete）]画面で、[はい（Yes）]をオンにしてサービスを開始します。
[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 9 [設定を終了（Exit Setup）]をクリックします。

ステップ 10 サイド Bにもこの手順を繰り返します。

外部マシンとして、SocialMinerを追加します。

外部マシンとして、Unified CCE管理システムインベントリに SocialMinerを追加する際、シス
テムは以下の SocialMiner構成を自動で実行します。

• SocialMiner管理で [マルチチャネルルーティングのCCE構成（CCE Configuration for
Multichannel Routing）]設定を有効化し、構成します。

これらの設定には、MR PGのホスト名と、MR PGおよびPIM設定時に指定したアプリケー
ション接続ポートが含まれます。

•タスクルーティング機能に必要なタスクフィードと関連するキャンペーンおよびConnection
to CCE通知を次の名前で構成します。

•タスクフィード： Cisco_Default_Task_Feed
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•キャンペーン： Cisco_Default_Task_Campaign

•通知： Cisco_Default_Task_Notification

•タグ： cisco_task_tag

タスクフィードが別のタグを使用するように構成され

ている場合、Connection to CCE通知はそのタグを使用
するように構成されます。

（注）

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします

ステップ 3 ドロップダウンリストで SocialMinerを選択します。

ステップ 4 [ホスト名（Hostname）]フィールドに、完全修飾ドメイン名（FQDN）、ホスト名または IP
アドレスのいずれかを入力します。

システムは、入力する値を FQDNに変換しようとします。（注）

ステップ 5 SocialMiner管理ユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 6 サイド Aとサイド Bのメディアルーティング PGを選択します。

ステップ 7 MR PGおよび PIM設定時に指定したアプリケーションポートを入力します。デフォルト値は
38001です。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Unified CCE Administration、Unified CCE構成マネージャおよび Unified CCDMポータルの
構成

このトピックでは、タスクルーティングの構成が必要な Unified CCE Administration、構成マ
ネージャ、および Unified CCDMポータルツールについて説明します。

始める前に

これらの手順の詳細については、Unified CCE Administrationのオンラインヘルプ、構成マネー
ジャのオンラインヘルプ、および Unified CCDMポータルのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。
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手順

ステップ 1 Unified CCEの管理にサインインします。

ステップ 2 [管理（Manage）]メニューから、次を構成します。

詳細（Details）構成する項目

サードパーティ製マルチチャネルアプリケーションがCCEに送信する
タスクのタイプごとにMRDを作成します（Eメール、チャットなど）。

メディアルーティン

グドメイン

ステップ 3 構成マネージャを起動します。

ステップ 4 以下を設定します。

詳細（Details）構成する項目

エージェントが Finesseデスクトップでタスクルーティングガジェッ
トを使用する場合は、それらのエージェントの [ログアウト非アクティ
ブ時間（Logout inactivity time）]設定を空白のままにするか、既存の
値を削除します。

それ以外の場合、エージェントが音声MRDのログアウト非アクティ
ブ時間を超えると、エージェントは非音声MRDからのタスクの作業
中でも、Cisco Finesseデスクトップからログアウトされます。非音声
タスクの作業を続行するには、エージェントはデスクトップに再度ロ

グインする必要があります。

エージェントデスク

設定

ステップ 5 テナントまたはサブカスタマーユーザーとして Unified CCDMポータルにログインします。

ステップ 6 以下を設定します。

詳細（Details）構成する項目

タスクルーティングに対してコールタイプを作成します。コールタイプ

タスクルーティングのダイアル番号を作成します。サードパーティ製

マルチチャネルアプリケーションがタスク要求を送信するときに使用

する番号または文字列を追加します。

• [メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）]で、
タスクルーティングMRDのいずれかを選択します。

• [コールタイプ（Call Type）]で、タスクルーティングに対して作
成したコールタイプを選択します。

各ダイヤル番号は、コールタイプに関連付ける必要があ

ります。デフォルトのコールタイプは、タスクルーティ

ング APIで送信されたタスクではサポートされません。

重要

ダイヤル番号
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詳細（Details）構成する項目

スキルグループまたはプレシジョンキューを構成します。

スキルグループを構成する場合：

• [メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）]で、
作成したタスクルーティングMRDのいずれかを選択します。

•エージェントにスキルグループを割り当てます。

スキルグループ

スキルグループまたはプレシジョンキューを構成します。

プレシジョンキューを構成する場合：

• [メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）]で、
作成したタスクルーティングMRDのいずれかを選択します。

•プレシジョンキュー手順の一部である属性にエージェントを関連
付けます。

プレシジョンキュー

サードパーティ製マルチチャネルアプリケーションのニーズに応じて、

既存の拡張コール変数を使用することも、タスクルーティング向けの

拡張コール変数を作成することもできます。

アレイはタスクルーティング機能ではサポートされていま

せん。

CCEソリューションでは、Finesseおよび SocialMinerで使用
される拡張コールコンテキスト変数およびコール変数につい

て、Latin 1文字一式のみがサポートされています。

（注）

拡張コール変数

TCDTimeout値の増加

この手順は、プレシジョンキューを使用し、Eメールのように継続時間が長い可能性があるタ
スクをルーティングする場合にのみ実行します。

Termination_Call_Detailレコードのいくつかの [プレシジョンキュー（Precision Queue）]フィー
ルドは、タスクの終了まで完了しません。これらの [プレシジョンキュー（Precision Queue）]
フィールドは、TCDTimeoutレジストリキー値を超える期間のタスクで空欄になります。
TCDTimeoutレジストリキーのデフォルト値は 9,000秒（2.5時間）です。

Eメールまたはその他長期タスクを処理するようにシステムを構成する場合は、TCDTimeout
レジストリキー値を最大値である 86,400秒（24時間）まで増やします。

サイド Aまたは Bルーターのどちらかのレジストリキーを変更します。
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手順

次のレジストリキーを修正します： HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems,
Inc.\Icm\<instance
name>\Router<A/B>\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\TCDTimeout。

コンテキストサービス

Cisco Context Serviceは、Cisco Contact Center Enterpriseソリューション向けのクラウドベース
のオムニチャンネルソリューションです。これにより、どのチャネルでもカスタマーインタ

ラクションデータを柔軟に格納して、顧客のインタラクション履歴を把握できます。

CCEソリューション内のさまざまなコンポーネントによって、追加設定なしで Context Service
と統合できます。また Context Serviceは、独自のアプリケーションやサードパーティ製アプリ
ケーションとの統合をサポートする APIを提供し、エンドツーエンドのカスタマーインタラ
クションデータをキャプチャします。

Context Serviceの詳細とサービスの可用性については、https://cisco.com/go/contextserviceを参照
してください。

コンテキストサービス設定の詳細については、「コンテキストサービス」章を参照してくださ

い。

タスクルーティングタスクのコンテキストサービス

コンテキストサービスは、タスクルーティングタスクコンタクトのデータを登録できます。

コンテキストサービスが有効になっている場合、SocialMinerは着信タスク要求からデータを選
択し、アクティビティをクラウドに保存します。

タスク要求で要求のメディアタイプを指定できます。メディアタイプを指定しない場合、メ

ディアタイプはデフォルトで「event」になります。

要求にタスク要求情報をすでに保存し、タスク要求にその参照 URLを含めている場合、
SocialMinerは新しいアクティビティを作成しません。SocialMinerは、Finesseクライアントで
使用するために既存の要求 IDを直接 Unified CCEに渡します。

新しい連絡先を作成すると、SocialMinerは SocialMinerソーシャル連絡先の作成者フィールド
でお客様を検索します。ルックアップの結果によって、連絡先にお客様のリファレンスが含ま

れるかどうかが次のように決まります。

•返されたお客様がゼロまたは多数の場合、連絡先にはお客様のリファレンスは含まれませ
ん。

• 1人のお客様が返された場合、連絡歳に派、お客様のリファレンスが含まれます。

SocialMinerは、タスクルーティングタスクの連絡先に設定されている [Context Service
cisco.base.pod]フィールドから以下のフィールドに値を入力します。

• Context_Notes：このフィールドには、SocialContact.descriptionの値が入力されます。
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• Context_POD_Source_Cust_Name：このフィールドには、SocialContact.authorの値が入力
されます。

• Context_POD_Source_Email：このフィールドを入力するため、SocialMinerは
[SocialContact.author]フィールドを使用して Eメールアドレスを検索します。

コンテキストサービスネットワーク接続の要件

Context Serviceはクラウドベースのサービスであり、Context Serviceを使用するコールセンター
のコンポーネントがパブリックインターネットに接続できるようにする必要があります。

Context Serviceはポート 443（HTTPS）を使用します。

コンタクトセンターのコンポーネントがコンテキストサービスに接続でき、コンテキストサー

ビスからデータを受信できるように、次の URLをファイアウォールでリストに登録する必要
があります。

• *.webex.com

• *.wbx2.com

• *.ciscoccservice.com

コンテキストサービスは複数のサブドメインからアクセスされるため、ホワイトリストには

ワイルドカード URLを使用します。コンテキストサービスのサブドメイン名は、動的に変更
できます。

（注）

プロキシ設定オプションを有効にして Context Service登録を行う場合は、Context Service管理
ガジェットで指定された URLを使用してブラウザプロキシを設定します。関連するブラウザ
のプロキシ設定を構成するには、以下のリンクを参照してください。

https://support.google.com/chrome/answer/96815?hl=enChrome

https://support.mozilla.org/en-US/kb/
advanced-panel-settings-in-firefox

Firefox

http://windows.microsoft.com/en-in/windows/
change-internet-explorer-proxy-server-settings#1TC=windows-7

Internet Explorer

コンテキストサービスのプリンシパル AWの構成

Unified CCE Administrationでコンテキストサービスに登録する前に、どの管理およびデータ
サーバー（AW）がコンテキストサービスのログイン情報を使用するかを設定します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インベントリ
（Inventory）]の順に選択します。
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ステップ 2 システムインベントリで、コンテキストサービスの Cisco Spark Control Hub管理者ログイン情
報を管理する AWをクリックします。

ステップ 3 [AWの編集（Edit AW）]ポップアップウィンドウで、[プリンシパル（Principal）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 ソリューションの診断フレームワークログイン情報を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コンテキストサービスの設定

コンテキストサービス管理ガジェットを使用して、Cisco Finesseをコンテキストサービスに登
録します。

手順

ステップ 1 まだサインインしていない場合は、Cisco Finesse管理コンソールにログインします。

ステップ 2 Cisco Finesseをコンテキストサービスに登録するには、コンテキストサービス管理ガジェット
で [登録（Register）]をクリックします。

コンテキストサービスの登録を開始する前に、ポップアップが有効になっていること

を確認します。

ブラウザのポップアップウィンドウのブロック設定で Finesse FQDNが例外として追
加されていない場合、登録および登録解除のポップアップウィンドウは自動的に閉じ

ません。ポップアップウィンドウを手動で閉じる必要があります。

[登録（Register）]ボタンが表示されず、ページを更新するように求めるメッセージ
が表示された場合は、ブラウザのキャッシュをクリアしてから再試行してください。

（注）

コンテキストサービスのプロキシサーバーを構成する場合は、[プロキシ設定の有効化（Enable
Proxy Setting）]オプションをオンにし、次のクライアント設定パラメータを入力して [保存
（Save）]をクリックします。

説明フィールド

プロキシサーバーのアドレスプロキシサーバーの URL

コンテキストサービスクラウドの接続を拒否する前にシス

テムが待機するミリ秒（ms）。

デフォルト：1000ミリ秒

範囲：200〜 15,000ミリ秒。

タイムアウト
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説明フィールド

ラジオボタンは、コンテキストサービスが実稼働モードか

ラボモードかを示します。

•有効—コンテキストサービスがラボモードに切り替わ
ります。

•無効（デフォルト）—コンテキストサービスは実稼働
モードです。

ラボモード（Lab Mode）

[登録（Register）]をクリックし、コンテキストサービスで Cisco Finesseを構成します。

コンテキストサービスパラメータを変更した場合は、コンテキストサービスの接続

に 30秒以上かかる場合を除き、再登録しないでください。
（注）

ステップ 3 登録を完了するには、Cisco Cloud Collaboration Management管理者のログイン情報を入力し、
サインインします。

ステップ 4 登録が正常に完了したら、[再登録（Deregister）]をクリックするとコンテキストサービスか
ら登録を解除できます。

登録プロセス中に登録をキャンセルする場合は、[キャンセル（Cancel）]をクリック
します。

（注）

登録が失敗した場合、またはコンテキストサービスに到達できない場合は、[登録（Register）]
ボタンをクリックして再登録できます。

Firefoxを使用している場合は、dom.allow_scripts_to_close_windows構成を有効にし
て、コンテキストサービス登録用に開いた追加のタブが想定どおりに閉じるようにし

ます。手順は次のとおりです。

1. Firefoxブラウザで about:configと入力します。

2. [リスクを容認（I accept the Risk）]をクリックします。

3. dom.allow_scripts_to_close_windows構成を検索します。

4. [値（Value）]フィールドをダブルクリックし、[True]に変更します。

5. ブラウザを再起動します。

（注）

タスクルーティングに対するルーティングスクリプトの作成

マルチチャネルスクリプトの詳細については、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html」の「 Cisco

Unified ICM/Contact Center Enterpriseスクリプティングおよびメディアルーティングガイド」
を参照してください。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
487

オプションのシスココンポーネントのインストールと構成

タスクルーティングに対するルーティングスクリプトの作成

https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html


スクリプトでルーティングできるすべてのタイプのタスクを処理するために、適切なメディア

ルーティングドメインからのスキルグループまたはプレシジョンキューがルーティングスクリ

プトに含まれていることを確認します。たとえば、Eメールタスクのルーティングにスクリプ
トを使用する場合は、スクリプトに EメールMRDからのスキルグループまたはプレシジョン
キューが含まれていることを確認します。

重要

タスクルーティングに対するサンプルコード

シスコでは、SocialMinerおよびFinesseのサンプルタスクルーティングアプリケーションコー
ドを、独自のアプリケーションを構築するための基準として使用できるようにしています。

サンプル SocialMiner HTMLタスクアプリケーション

サンプル SocialMiner HTMLタスクアプリケーション：

• CCEにタスク要求を送信します。

• CCEで構成されている場合、推定待機時間を取得して表示します。

このコードをコピーして貼り付けて、アプリケーションを機能させることはできません。これ

は単なるガイドラインです。

（注）

サンプルアプリケーションはタスクAPIを使用します。タスクAPIの使用方法の詳細について
は、「https://developer.cisco.com/site/socialminer/documentation/」の『Cisco SocialMiner Developer

Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 DevNet：https://developer.cisco.com/site/task-routing/からサンプルのHTMLタスクアプリケーショ
ンをダウンロードします。

ステップ 2 サンプルアプリケーションの readme.txtファイルを読んで、前提条件を満たし、サンプルアプ
リケーションを使用します。

タスクルーティングに対するサンプル Finesseコード

Finesseサンプルタスク管理ガジェットアプリケーションでは、エージェントが個々の非音声メ
ディアルーティングドメインで次のアクションを実行できます。

•サインインとサインアウト。

•状態の変更。
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•タスクの処理。

サンプルガジェットは、カスタマーレコードを表示するようにカスタマーコンテキストガ

ジェットにも通知します。

このコードをコピーして貼り付けて、アプリケーションを機能させることはできません。これ

は単なるガイドラインです。

（注）

タスクルーティングで使用可能なAPIの使用方法については、「https://developer.cisco.com/site/
finesse/」の「Cisco Finesse Web Services開発者ガイド」を参照してください。

手順

ステップ 1 DevNet：https://developer.cisco.com/site/task-routing/からサンプルタスク管理ガジェットアプリ
ケーション（TaskManagementGadget-x.x.zip）をダウンロードします。

ステップ 2 サンプルアプリケーションの readme.txtファイルを読んで、前提条件を満たし、サンプルアプ
リケーションを使用します。

サードパーティガジェットを Finesseサーバーにアップロードする方法については、
「https://developer.cisco.com/site/finesse/」の『Cisco Finesse Web Services開発者ガイド』に記載
されている「サードパーティガジェット」章を参照してください。

Finesseデスクトップにサードパーティガジェットを追加する方法については、
「https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
tsd-products-support-series-home.html」の『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』に記
載されている「サードパーティガジェットの管理」項を参照してください。

タスクルーティングレポート

Cisco Unified Intelligence Center CCEレポートには、音声コールと非音声タスクルーティング
タスクのデータが含まれます。

メディアルーティングドメインによって、次のすべてのフィールドおよびライブデータレ

ポートテンプレートをフィルタ処理できます。

•エージェント-リアルタイム

•エージェントスキルグループ-リアルタイム

•エンタープライズスキルグループ-リアルタイム

•周辺機器スキルグループ-リアルタイム全フィールド

•プレシジョンキュー-リアルタイム全フィールド
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•エージェントプレシジョンキュー-履歴全フィールド

•エージェントスキルグループ-履歴全フィールド

•周辺機器スキルグループ-履歴全フィールド

•プレシジョンキュー放棄/応答分布-履歴

•プレシジョンキューのインターバル全フィールド

•スキルグループ放棄/応答分布-履歴

•プレシジョンキュー -ライブデータ

•スキルグループ -ライブデータ

マルチチャネルレポーティングデータについては、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html」の「 Cisco

Unified ICM/Contact Center Enterpriseレポートの概念」を参照してください。
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第 7 章

リモート展開オプション

•グローバル導入（491ページ）
•ローカルトランクの設定（501ページ）

グローバル導入
グローバル展開では、サービスプロバイダが中央管理されたリモートサイトを展開できます。

以下のグローバル展開トポロジは、CC導入モデルの標準 HCS for CCでサポートされていま
す。

•リモート CVP導入（491ページ）

•リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開（498ページ）

リモート CVP導入
リモートCVP展開では、リモートサイトに次のサーバーを展開する必要があります。WAN上
の中央コントローラでの最大 RTTは、400ミリ秒に制限されています。

前提条件：データセンターの CC導入モデル用標準 HCS for CC

•リモート CVP展開用 Unified CVPサーバー（491ページ）

•リモート CVP展開用 Unified CCEサービス（495ページ）

• Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成（81ページ）

リモート CVP展開用 Unified CVPサーバー

ゴールデンテンプレートからリモート CVPサーバーを展開するには、ゴールデンテンプレー
トツールを使用します。このセクションでは、リモートサイトでUnified CVPサーバーを構成
する方法を説明します。
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リモート CVPサーバーの構成

リモート CVPサーバーを構成するには、「 Unified CVPサーバーの構成（61ページ）」を参
照してください。

リモート展開向けリモート CVP用オペレーションコンソールの構成

CVP OAMPにリモートCVPサーバコンポーネントを追加し、UDP送信、ハートビートプロパ
ティを変更します。

完了したかタスク順序

ネットワークカードの検証（61ページ）1

Unified CVPオペレーションコンソールの有効化（70
ページ）

2

リモート展開用Unified CVPコールサーバーの構成（493
ページ）

3

Unified CVPサーバーコンポーネントの構成（72ペー
ジ）

4

Unified CVPレポーティングサーバーの構成（73ペー
ジ）

5

Unified CVPメディアサーバーの構成（74ページ）6

Unified CVPライセンスのインストール（74ページ）7

ゲートウェイの構成（75ページ）8

Unified CCEデバイスの追加（76ページ）9

Unified Communications Managerデバイスの追加（77
ページ）

10

Unified Intelligence Centerデバイスの追加 （77ページ）11

スクリプトおよびメディアファイルの転送（75ペー
ジ）

12

SNMPの構成（76ページ）13

リモート展開用SIPサーバーグループの構成（494ペー
ジ）

14

ダイヤル番号パターンの構成（79ページ）15
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リモート展開用 Unified CVPコールサーバーの構成

手順

ステップ 1 Unified CVP OAMPサーバーで、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] >
[Cisco Unified Customer Voice Portal]の順に選択します。

ステップ 2 [オペレーションコンソール（Operations Console）]をクリックして、ログインします。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVPコールサーバー（Unified CVP Call
Server）]の順に選択します。

ステップ 4 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 5 [一般（General）]タブで、Cisco Unified CVPサーバーのIPアドレスとホスト名を入力します。
[ICM]、[IVR]および [SIP]にチェックを入れます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ICM]タブをクリックします。各 Cisco Unified CVPコールサーバーで、VRU接続ポートのデ
フォルトポートを 5000のままにします。

ステップ 7 [SIP]タブをクリックします。

a) [アウトバウンドプロキシを有効にする（Enable outbound proxy）]フィールドで、[いいえ
（No）]を選択します。

b) [DNS SRVタイプクエリの使用（Use DNS SRV type query）]フィールドで、[はい（Yes）]
を選択します。

c) [SRVレコードをローカルに解決（Resolve SRV records locally）]をオンにします。

d) [詳細構成（Advanced Configuration）]で [UDPの再送信数（UDP Retransmission Count）]を
3に設定します。

ステップ 8 [デバイスプール（Device Pool）]タブをクリックします。デフォルトのデバイスプールが選択
されていることを確認してください。

ステップ 9 （オプション）[インフラストラクチャ（Infrastructure）]タブをクリックします。[Syslog設定
の構成（Configuration Syslog Settings）]ペインで、これらのフィールドを次のように構成しま
す。

a) syslogサーバの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

例：

プライムサーバー

b) syslogサーバーのポート番号に 514と入力します。

c) Reporting Serverがログメッセージを書き込むバックアップサーバーの名前を入力します。
d) [バックアップサーバーポート番号（Backup server port number）]フィールドに、バックアッ
プ syslogサーバーのポート番号を入力します。

ステップ 10 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。

ステップ 11 残りの Unified CVPコールサーバーに対してこの手順を繰り返します。
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リモート展開用 SIPサーバーグループの構成

SIPサーバーグループは、Cisco Unified Communications Managerおよびゲートウェイで必要と
なります。

手順

ステップ 1 Unified CVPオペレーションコンソールで、[システム（System）] > [SIPサーバーグループ（SIP
Server Group）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerデバイス用のサーバーグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

b) [SRVドメイン名FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、Communications
Managerのエンタープライズパラメータの Cluster FQDN設定でも使用する値を入力しま
す。たとえば、cucm.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、Unified Communications
Managerノードの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) Unified Communications Managerサブスクライバごとに手順 cと dを繰り返します。[保存
（Save）]をクリックします。

サーバーグループに Publisherノードを置かないでください。（注）

Communications Manager用の SIPサーバーグループは SCC展開に対して必要ありません。
これは、Communications Managerから SCCモデルの CVPに作成された直接 SIPトランク
が存在しないからです。

ステップ 3 ゲートウェイデバイス用にサーバーグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

b) [SRVドメイン名FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、SRVドメイン名
FQDNを入力します。たとえば、vxmlgw.cisco.comのように入力します。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、各ゲートウェイの IPアド
レスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) ゲートウェイごとに手順 cと dを繰り返します。[保存（Save）]をクリックします。

展開と分岐に適切なVXMLゲートウェイをすべて追加します。すべてのVXMLゲートウェ
イをサーバーグループに追加すると、すべてのメンバーサーバーグループゲートウェイ

に対してコールのロードバランスが行われます。

ステップ 4 これらサーバーグループをすべての Unified CVPコールサーバーに関連付けます。

a) [コールサーバー展開（Call Server Deployment）]タブで、すべてのUnified CVPコールサー
バーを [利用可能（Available）]リストから [選択済み（Selected）]リストに移動します。

b) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。
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ステップ 5 [ハートビートプロパティ（Heartbeat Properties）]をクリックし、次の変更を行います。それ
以外の場合は、この手順を省略できます。

a) [到達不能ステータス（Unreachable Status）]フィールドの [失敗したハートビート数
（Number of Failed Heartbeats）]を 3に変更します。

b) [ハートビートタイムアウト（Heartbeat Timeout）]フィールドを 800 msに変更します。

ステップ 6 [展開ステータス（Deployment Status）]をクリックして、構成が適用されていることを確認し
ます。

Small Contact Centerエージェント展開の場合、CUBE(SP)は FQDN構成に対応してい
ないため、各サブカスタマーに対して CUBE(SP)を指す SIPサーバーグループを作成
できません。

（注）

リモート CVP展開用 Unified CCEサービス

ゴールデンテンプレートからリモート CCE VRU PGを展開するには、ゴールデンテンプレー
トツールを使用します。このセクションでは、リモート拠点でUnified CCEを構成する手順を
説明します。

Unified CCEルータの変更

「Unified CCEルーターの構成（39ページ）」を参照し、[周辺機器ゲートウェイの有効化
（Enable Peripheral Gateways）]ダイアログボックスで値を増分して値を修正します。

Unified CCE構成マネージャを使用してリモート VRU PGを追加

Unified CCE構成マネージャを使用してリモート VRU PGを追加するには、以下の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーで、[スタート（Start）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネージャ
（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）]ウィンドウで、[ツール（Tools）] > [エクスプロー
ラツール（Explorer Tools）]の順に選択し、[PG Explorer]を開きます。リモート VRU PG、
PIMおよびルーティングクライアントを追加します。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール（Explorer Tools）]の順に選択し、Network VRU
Explorerを開きます。ネットワーク VRUラベルをリモート VRU PGルーティングクライアン
トに関連付けます。

ステップ 4 [ツール（Tools）] > [リストツール（List Tools）]の順に選択し、Expanded Call Variable List
を開きます。ECC変数である user.microapp.media_serverを有効にします。
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ステップ 5 [ツール（Tools）] > [リストツール（List Tools）]の順に選択し、Agent Targeting Ruleを開き
ます。リモート VRU PGルーティングクライアントを追加します。

リモート CVP展開用の VRU PGの構成

サイド Aで PGサーバー用の Unified CCE周辺機器ゲートウェイを構成するには以下の手順を
実行します。サイド Bでも同じ手順を繰り返します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選
択します。

ステップ 2 [ICMインスタンス（ICM Instances）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

a) [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、[ファシリ
ティ（Facility）]と [インスタンス（Instance）]を選択します。

b) [インスタンス番号（Instance Number）]フィールドに 0と入力します。[保存（Save）]を
クリックします。

ステップ 3 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで [追加（Add）]をクリックし、
[コンポーネントの選択（ComponentSelection）]ダイアログボックスで [周辺機器ゲートウェイ
（Peripheral Gateway）]を選択します。

ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、以
下の手順を実行します。

a) [生産モード（Production Mode）]をオンにします。
b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]をオフにします。
c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]をオンにします。
d) [PGノードプロパティID（PG node Properties ID）]フィールドで [PGXX]を選択します。

e) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）をクリックします。

f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに対して、[VRU]を追加
します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [周辺機器ゲートウェイコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]
ダイアログボックスの [周辺機器インターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]
ペインで、[追加（Add）]をクリックし、クライアントタイプがVRUの PIM1を次のように設
定します。

a) [有効化（Enabled）]をオンにします。

b) [周辺機器名（Peripheral Name）]フィールドに任意の名前を入力します。
c) [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドで、PG Explorerを参照し、値を入力します。
d) [VRUホスト名（VRU hostname）]フィールドに、リモート CVPサーバーのホスト名を入
力します。
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e) [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに 5000と入力します。

f) [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに 10と入力します。

g) [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに 5と入力します

h) [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

i) [OK]をクリックします。

ステップ 6 PG Explorerを参照し、[ロジカルコントローラID（Logical Controller ID）]フィールドに値を入
力します。

ステップ 7 [CTIコール後処理データ遅延（CTI Call Wrapup Data delay）]フィールドに 0と入力します。

ステップ 8 [VRUレポーティング（VRU Reporting）]ペインで、[サービスコントロール（Service Control）]
を選択し、[キューレポーティング（Queue Reporting）]をオンにしたら、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 9 [デバイス管理プロトコルプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログボッ
クスで、次のように設定します。

a) サイドAを構成する場合は [サイドAを優先（Side A Preferred）]をクリックし、サイド B
を構成する場合は [サイドBを優先（Side B Preferred）]をクリックします。

b) [サイドAプロパティ（Side A Properties）]パネルで、[コールルーターはリモート（Call
Router is Remote）]を選択します。

c) [サイドBプロパティ（Side B Properties）]パネルで、[コールルーターはリモート（Call
Router is Remote）]を選択します。

d) [使用可能な帯域幅（kbps）（Usable Bandwidth (kbps)）]フィールドは、デフォルト値のま
まにしておきます。

e) [ハートビート間隔（100 ms）（Heartbeat Interval (100ms)）]フィールドに 4と入力します。
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network Interfaces）]
ダイアログボックスで、[PG Private Interfaces]および [PG Public (Visible) Interfaces]と入力しま
す。

a) サイドAのプライベートインターフェイスセクションの [QoS]ボタンをクリックします。
[PGプライベートリンクQoS設定（PG Private Link QoS Settings）]で [QoSの有効化（Enable
QoS）]をオンにし、[OK]をクリックします。この手順は、サイドAにのみ適用します。

b) パブリック（表示）インターフェイスセクションで [QoS]ボタンをクリックします。[PG
表示リンクQoS設定（PG Visible Link Qos Settings）]で、[QoSの有効化（Enable QoS）]を
オンにし、[OK]をクリックします。この手順は、サイド Aにのみ適用します。

c) [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network
Interfaces）]ダイアログボックスで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [設定情報の確認（Check Setup Information）]ダイアログボックスで [次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 12 [設定完了（Setup Complete）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックします。

すべてのUnified CCEコンポーネントがインストールされるまでUnified CCE/CC Node
Managerを起動しないでください。

（注）
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リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開
リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開では、リモートサイトで以下
のサーバーを展開する必要があります。WAN上の中央コントローラでの最大 RTTは、400ミ
リ秒に制限されています。ゴールデンテンプレートツールを使用して、ゴールデンテンプレー

トからリモートCCE、CVP、Cisco Unified Communications Manager、および Finesseサーバーを
展開します。

前提条件：データセンターの CC導入モデル用標準 HCS for CC

• Unified CVPの構成（60ページ）

•リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開用 Unified CCEサービス
（498ページ）

• Unified Communications Managerの構成（87ページ）

• Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの構成（81ページ）

• Cisco Finesseの構成（110ページ）

リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開用 Unified CCEサービス

ゴールデンテンプレートからリモート CCEエージェント PGを展開するには、ゴールデンテ
ンプレートツールを使用します。このセクションでは、リモートサイトで Unified CCEサー
バーを構成する方法を説明します。

Unified CCEルータの変更

「Unified CCEルーターの構成（39ページ）」を参照し、[周辺機器ゲートウェイの有効化
（Enable Peripheral Gateways）]ダイアログボックスで値を増分して値を修正します。

Unified CCE構成マネージャを使用したリモートエージェント PGの追加

Unified CCE構成マネージャを使用してリモートエージェント PGを追加するには、以下の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Admin Workstationサーバーで、[スタート（Start）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）] > [構成マネージャ
（Configuration Manager）]の順に選択します。

ステップ 2 [構成マネージャ（Configuration Manager）]ウィンドウで、[ツール（Tools）] > [エクスプロー
ラツール（Explorer Tools）]の順に選択し、[PG Explorer]を開きます。リモート、エージェ
ント PG、Cisco Unified Communications Manager、 VRUPIMそしてそれらのルーティングクラ
イアントを追加します。
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ステップ 3 [ツール（Tools）] > [エクスプローラツール（Explorer Tools）]の順に選択し、Network VRU
Explorerを開きます。ネットワーク VRUラベルとリモート、エージェント PGルーティング
クライアントを関連付けます。

ステップ 4 [ツール（Tools）] > [リストツール（List Tools）]の順に選択し、Expanded Call Variable List
を開きます。ECC変数である user.microapp.media_serverを有効にします。

ステップ 5 [ツール（Tools）] > [リストツール（List Tools）]の順に選択し、 Agent Targeting Ruleを開き
ます。リモート、エージェント PGルーティングクライアントを追加します。

リモート CVPおよび Cisco Unified Communications Manager展開用のおよびエージェント PGの構成

サイド Aで PGサーバー用の Unified CCE周辺機器ゲートウェイを構成するには以下の手順を
実行します。サイド Bでも同じ手順を繰り返します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [周辺機器ゲートウェイの設定（Peripheral Gateway Setup）]の順に選
択します。

ステップ 2 [ICMインスタンス（ICM Instances）]ペインで [追加（Add）]をクリックします。

a) [インスタンスの追加（Add Instance）]ウィンドウのドロップダウンリストで、[ファシリ
ティ（Facility）]と [インスタンス（Instance）]を選択します。

b) [インスタンス番号（Instance Number）]フィールドに 0と入力します。[保存（Save）]を
クリックします。

ステップ 3 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリック
し、[コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスで、[周辺機器ゲート
ウェイ（Peripheral Gateway）]を選択します。

ステップ 4 [周辺機器ゲートウェイプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、以
下の手順を実行します。

a) [生産モード（Production Mode）]をオンにします。
b) [システム起動自動開始（Auto start system startup）]をオフにします。
c) [デュプレックス周辺機器ゲートウェイ（Duplexed Peripheral Gateway）]をオンにします。
d) [PGノードプロパティID（PG node Properties ID）]フィールドで [PGXX]を選択します。

e) 適切なサイド（サイド Aまたはサイド B）をクリックします。

f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに対して、[デュプレック
ス]および [VRU]を追加します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [周辺機器ゲートウェイコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]
ダイアログボックスの [周辺機器インターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]
ペインで、[追加（Add）]をクリックし、次のようにクライアントタイプがCUCMの PIM1を
構成します。
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a) [有効化（Enabled）]をオンにします。
b) [周辺機器名（Peripheral name）]フィールドに任意の名前を入力します。
c) [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドで、PG Explorerを参照し、値を入力します。
d) [エージェントの内線番号の長さ（Agent extension length]フィールドに、この展開の内線番
号の長さを入力します。

e) [Unified Communications Managerパラメータ（Unified Communications Manager Parameters）]
ペインで、以下のように構成します。

• [サービス（Service）]フィールドに、Unified Communications Manager Subscriberのホ
スト名を入力します。

• [ユーザーID（User ID）]フィールドに、pguserと入力します。

• [ユーザーパスワード（User Password）]フィールドに、Unified Communications Manager
で作成するユーザーのパスワードを入力します。

f) [モバイルエージェントコーデック（Mobile Agent Codec）]フィールドで、[G711
ULAW/ALAW]または [G.729]を選択します。

g) [OK]をクリックします。

ステップ 6 [周辺機器ゲートウェイコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]
ダイアログボックスの [周辺機器インターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]
ペインで、[追加（Add）]をクリックし、クライアントタイプがVRUの PIM2を次のように設
定します。

a) [有効化（Enabled）]をオンにします。
b) [周辺機器名（Peripheral name）]フィールドに任意の名前を入力します。
c) [周辺機器ID（Peripheral ID）]フィールドで、PG Explorerを参照し、値を入力します。
d) [VRUホスト名（VRU hostname）]フィールドに、リモート CVPサーバーのホスト名を入
力します。

e) [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに 5000と入力します。

f) [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに 10と入力します。

g) [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに 5と入力します。

h) [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

i) [OK]をクリックします。

ステップ 7 PG Explorerを参照し、[ロジカルコントローラID（Logical Controller ID）]フィールドに値を入
力します。

ステップ 8 [CTIコール後処理データ遅延（CTI Call Wrapup Data delay）]フィールドに 0と入力します。

ステップ 9 [VRUレポーティング（VRU Reporting）]ペインで、[サービスコントロール（Service Control）]
を選択し、[キューレポーティング（Queue Reporting）]をオンにします。[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 10 [デバイス管理プロトコルプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログボッ
クスで、次のように設定します。

a) サイドAを構成する場合は [サイドAを優先（Side A Preferred）]をクリックし、サイド B
を構成する場合は [サイドBを優先（Side B Preferred）]をクリックします。
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b) [サイドAプロパティ（Side A Properties）]パネルで、[コールルーターはリモート（Call
Router is Remote）]を選択します。

c) [サイドBプロパティ（Side B Properties）]パネルで、[コールルーターはリモート（Call
Router is Remote）]を選択します。

d) [使用可能な帯域幅（kbps）（Usable Bandwidth (kbps)）]フィールドは、デフォルト値のま
まにしておきます。

e) [ハートビート間隔（100 ms）（Heartbeat Interval (100ms)）]フィールドに 4と入力します。
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network Interfaces）]
ダイアログボックスで、[PG Private Interfaces]および [PG Public (Visible) Interfaces]と入力しま
す。

a) サイドAのプライベートインターフェイスセクションの [QoS]ボタンをクリックします。
[PGプライベートリンクQoS設定（PG Private Link QoS Settings）]で [QoSの有効化（Enable
QoS）]をオンにし、[OK]をクリックします。この手順は、サイドAにのみ適用します。

b) パブリック（表示）インターフェイスセクションで [QoS]ボタンをクリックします。[PG
表示リンクQoS設定（PG Visible Link Qos Settings）]で、[QoSの有効化（Enable QoS）]を
オンにし、[OK]をクリックします。この手順は、サイド Aにのみ適用します。

c) [周辺機器ゲートウェイネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network
Interfaces）]ダイアログボックスで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [設定情報の確認（Check Setup Information）]ダイアログボックスで [次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 13 [設定完了（Setup Complete）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックします。

すべてのUnified CCEコンポーネントがインストールされるまでUnified CCE/CC Node
Managerを起動しないでください。

（注）

ローカルトランクの設定
ローカルトランクを構成するには、以下の手順を実行します。

• Unified CVPの構成（502ページ）

• Unified Communications Managerの構成（503ページ）

次の図に、ローカルトランクの構成を示します。
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図 22 :ローカルトランクの構成

Unified CVPの構成
ローカルトランクに操作コンソールを使用して Unified CVPを構成するには、以下の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CM] > [そのロケーションで同期を有効化
（Enable Synchronization for Location）]の順に選択し、同期を有効化したら、ログインに必
要なログイン情報を入力します。

ステップ 2 [システム（System）] > [ロケーション（Location）]の順に選択し、[同期（Synchronize）]を
クリックすると Unified CM（Publisher）で定義したロケーションを取得できます。

ステップ 3 [システム（System）] > [ロケーション（Location）]の順に選択し、ロケーションが Unified
CM（Publisher）から同期されているか確認します。

ステップ 4 [デバイス管理（Device Management）] > [ゲートウェイ（Gateway）]の順に選択し、ゲート
ウェイイングレス、VXMLおよび音声ブラウザを定義します。

ステップ 5 [システム（System）] > [ロケーション（Location）]の順に選択し、ロケーションを選択しま
す。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
502

リモート展開オプション

Unified CVPの構成



a) 拠点 IDとロケーション IDをロケーションに割り当てたら、関連するゲートウェイである
イングレス、VXMLおよび音声ブラウザをロケーションに追加します。

ステップ 6 [システム（System）] > [ロケーション（Location）]の順に選択し、[コールサーバー展開（Call
Server Deployment）]に移動したら、構成を展開するコールサーバーを選択します。

ステップ 7 [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ステップ 8 SiteIDの挿入ポイントには、ネットワークVRUラベルと相関 IDの間のデフォルト場所を使用
します。

ステップ 9 [システム（System）] > [ダイヤル番号パターン（Dialed Number Pattern）]の順に選択し、静
的ルートを作成し、通話をのブランチVXMLゲートウェイまたは音声ブラウザに送信します。
Unified CVPルーティングクライアントのネットワーク VRUラベルに拠点 IDを追加します。

例：

Unified CVPルーティングクライアントのUnified CCEネットワークVRUラベルが 9999331010
であるとします。キューイングのために、CVPルートはブランチ 1の電話機からブランチ 1の
VXMLゲートウェイまたは音声ブラウザに送信され、ブランチ 1の拠点コードとして「001」
を使用します。またこの拠点コードは、着信音とエラーのルートを定義し、ローカルブランチ

VXMLゲートウェイまたは音声ブラウザに送信します。

Unified Communications Managerの構成
ローカルトランクに対して、Unified Communications Managerを構成するには、以下の手順を実
行します。

•ロケーションの追加（503ページ）

•アプリケーションユーザーロールの確認（504ページ）

• LBCAC用 SIPプロファイルの構成（504ページ）

•中央ブランチ用 SIPトランクの展開 （505ページ）

•ローカルブランチ用 SIPトランクの展開（505ページ）

•ロケーション帯域幅マネージャの構成（506ページ）

ロケーションの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager管理コンソールにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [ロケーション情報（Location Info）] > [ロケーション（Location）]の
順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
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ステップ 4 [ロケーション情報（Location Information）]パネルの [名前（Name）]フィールドにロケー
ション名を入力します。

ステップ 5 [リンクーこのロケーションと隣接ロケーション間の帯域幅（Links - Bandwidth Between This
Location and Adjacent Locations）]パネルで、以下を入力します。

a) ロケーションを選択します。

b) 帯域幅構成を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

電話機で作成したロケーションを選択します。「電話機の追加（303ページ）」を参照してく
ださい。

アプリケーションユーザーロールの確認

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウンリストで、[Unified Serviceability]を選択して、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [コントロールセンター（Control Center）] > [機能サービス（Feature
Services）]の順に選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで、[サーバー（Server）]を選択します。

ステップ 5 Cisco AXL Webサービスを起動していない場合は、起動します。

ステップ 6 [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウンリストで、[Cisco Unified CM Administration]
を選択したら、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 7 [ユーザー管理（User Management）] > [アプリケーションユーザー（Application User）]の順
に選択します。

ステップ 8 [権限情報（Permissions Information）]パネルで、標準 AXL APIアクセスのロールを持つアプ
リケーションユーザーがあるかどうかを確認し、存在しない場合は、新しいアプリケーション

ユーザを作成するか、標準 AXL APIアクセスのロールを持つグループにユーザーを追加しま
す。

LBCAC用 SIPプロファイルの構成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationページにログインします。
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ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]
の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 SIPプロファイルの名前を入力します。

ステップ 5 [トランク固有構成（Trunk Specific Configuration）]パネルにある [次の基づき着信要求を新規
トランクに再ルート（Reroute Incoming Request to New Trunk Based on）]ドロップダウンリ
ストで、[x-cisco-origIP同様の通話情報ヘッダー（Call-Info Header with the Equal to
x-cisco-origIP）]を選択します。

ステップ 6 [SIP OPTIONS Ping]パネルで、[OPTIONS Pingを有効にしてサービスタイプが「なし（デフォ
ルト）」のトランクの接続先ステータスを監視する（EnableOPTIONSPingtomonitordestination
status for Trunks with Service Type "None(Default)"）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

中央ブランチ用 SIPトランクの展開

手順

ステップ 1 SIPトランクセキュリティプロファイルを作成するには、「 SIPトランクセキュリティプロ
ファイルの作成（539ページ）」を参照してください。

ステップ 2 CVP/SIPプロキシサーバーに対する SIPトランクを作成します。

1. SIPトランクの作成の手順 5で、[すべての有効なUnified CMノードで実行（Run
On All Active Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

2. SIPトランクにSIPプロファイルを関連付けます。SIPトランクの作成（540ペー
ジ）を参照してください。

これは、Unified Communications Managerルーティングクライアントのネットワーク
VRUラベルを Unified CVPサーバーにルーティングします。

（注）

ステップ 3 Unified Communications Managerルーティングクライアントのネットワーク VRUラベルを、
CVP/SIPプロキシへの SIPトランクにポインティングするルートパターンを作成するには、
「ルートパターンの追加（297ページ）」を参照してください。

ローカルブランチ用 SIPトランクの展開

手順

各イングレスゲートウェイへの SIPトランクを作成し、これらのイングレス TDM-IPゲート
ウェイのロケーションを実際のブランチロケーションに割り当てます。
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1. SIPトランクの作成の手順 5で、[すべての有効なUnified CMノードで実行（Run
On All Active Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

2. SIPトランクにSIPプロファイルを関連付けます。SIPトランクの作成（540ペー
ジ）を参照してください。

（注）

ロケーション帯域幅マネージャの構成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター（Control Center）] >
[機能サービス（Feature Services）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Location Bandwidth Managerが起動していない場合は、起動します。

ステップ 3 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション帯域幅マネージャグループ（Location Bandwidth Manager Group）]
の順に選択します。

ステップ 4 [新規追加（Add New）]をクリックして名前を入力し、アクティブおよびスタンバイメンバー
（Cisco Unified Communications Managerノード）を選択して [保存（Save）]をクリックしま
す。
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第 8 章

ソリューションの有用性

•システムパフォーマンスの監視（507ページ）
• Unified System CLIを使用したシステム診断情報の収集（512ページ）

システムパフォーマンスの監視
監視システムのパーソナライズは、システム保守に役立つ 1つの手順です。vCenterを使用し
て次の重要な HCS for CCコンポーネントを監視し、仮想マシンがシステムの許容範囲内で動
作することを確認します。

• CPU

•メモリー

•ディスク

•ネットワーク

仮想マシンパフォーマンスの監視

仮想マシンは、次の表に示す仮想マシンパフォーマンスカウンタの指定された制限内で動作

する必要があります。
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表 22 :仮想マシンのパフォーマンスカウンタ

しきい値説明カウンタカテゴ

リ

65%VMおよび各 vCPUの平均CPU
使用率（パーセンテージ）。

CPU使用率（平
均）

CPU

95パーセンタイルは、VMで使
用可能な合計MHzの 65％ 未満
です。

合計MHz = vCPU x（クロック
速度）。

CPU平均使用率（MHz）。CPU使用率
（MHz）（平均）

150ミリ秒仮想マシンまたはその他のプロ

セスが CPUでスケジュールで
きるようになる前に、実行可能

状態のキューで待機する時間。

CPU Ready

80 %メモリー使用率 =アクティブ/
許可済み * 100

メモリー使用率

（平均）

メモ

リー

95パーセンタイルは、付与され
たメモリーの 80％ 未満です。

ゲスト OSとそのアプリケー
ションがアクティブに使用また

は参照するメモリー。サーバー

は、ホストのメモリー量を超え

るとスワップを開始します。

アクティブなメモ

リー（平均）

0ESXiは、バルーンドライバを
使用して、メモリーをあまり使

用しないVMからメモリーを回
復するため、アクティブなメモ

リー一式が大きい場合に使用で

きます。

メモリーバルーン

（平均）

0ESXサーバーのスワップ使用
率。RAMスワップにディスク
を使用します。

使用済みメモリー

スワップ（平均）
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しきい値説明カウンタカテゴ

リ

SANがこの量のディスク I/Oを
処理するように構成されている

ことを確認します。

ディスク使用率=ディスク読み
取り速度+ディスク書き込み速
度

ディスク使用率

（平均）

ディス

ク

SANがこの量のディスク I/Oを
処理するように構成されている

ことを確認します。

ディスクからデータを読み取る

速度。

ディスク読み取り

速度

SANがこの量のディスク I/Oを
処理するように構成されている

ことを確認します。

ディスクへのデータの書き込み

速度。

ディスク書き込み

速度

ディスク IO/秒

IOPS=発行されたディスクコマ
ンド/20

SANがこの量のディスク I/Oを
処理するように構成されている

ことを確認します。

期間中にこのディスクで発行さ

れたディスクコマンドの数。

発行されたディス

クコマンド

0期間内にこのディスクで中止さ

れたディスクコマンドの数。

ディスクアレイによるコマンド

への応答に時間がかかり過ぎた

場合、ディスクコマンドは中止

されます。（コマンドタイムア

ウト）。

ディスクコマンド

の停止

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
ネットワーク使用率=データ受
信率 +データ送信率

ネットワーク使用

率（平均）

ネット

ワーク

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
このイーサネットポートでデー

タを受信する平均レート。

ネットワークデー

タ受信速度

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
このイーサネットポートでデー

タが送信される平均レート。

ネットワークデー

タ送信レート

ESXiパフォーマンスモニタリング
仮想マシンは、次の表に示す ESXiパフォーマンスカウンタの指定された制限内で動作する必
要があります。リストされているカウンタは、コンタクトセンターコンポーネントを含むすべ

てのホストに適用されます。
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表 23 : ESXiパフォーマンスカウンタ

しきい値説明カウンタカテゴ

リ

60%ESXiサーバー全体および各
CPUプロセッサの平均 CPU使
用率（パーセンテージ）。

CPU使用率（平
均）

CPU

使用可能な CPUクロックサイ
クルの 60％。

ESXiサーバー全体および各
CPUプロセッサの CPU使用率
の平均（MHz）。

CPU使用率
（MHz）（平均）

80%メモリー使用率 =アクティブ/
許可済み * 100

メモリー使用率

（平均）*
メモ

リー

95パーセンタイルは 2GBの
80％ 未満です。

VMKernelで使用されるメモ
リー

VMKernelで使用
されるメモリー

0ESXバルーンドライバを使用し
て、メモリーをあまり使用しな

いVMからメモリーを回復する
ため、アクティブなメモリー

セットが大きい場合に使用でき

ます。

メモリーバルーン

（平均）

0ESXサーバーのスワップ使用
率。RAMスワップにディスク
を使用します。

SwapUsed
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しきい値説明カウンタカテゴ

リ

ディスク IO/秒

IOPS =発行されたディスクコマ
ンド/20

期間内にこのディスクで発行さ

れたディスクコマンドの数。

発行されたディス

クコマンド

ディス

ク

0期間内にこのディスクで中止さ

れたディスクコマンドの数。

ディスクアレイによるコマンド

への応答に時間がかかり過ぎた

場合、ディスクコマンドは、中

止されます。（コマンドタイム

アウト）。

中止されたディス

クコマンド

20ミリ秒。ゲスト OSの観点から見たコマ
ンドにかかる平均時間。

ディスクコマンド遅延 = Kernel
コマンド遅延+物理的デバイス
のコマンド遅延。

ディスクコマンド

遅延

Kernelコマンド遅延は、物理的
デバイスのコマンド遅延と比べ

て非常に小さく、ゼロに近い値

である必要があります。

ESXi Server VMKernelで 1コマ
ンドあたりに費やされた平均処

理時間

Kernelディスクコ
マンド遅延

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
ネットワーク使用率=データ受
信率 +データ送信率

ネットワーク使用

率（平均）

ネット

ワーク

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
このイーサネットポートでデー

タを受信する平均レート。

ネットワークデー

タ受信速度

使用可能なネットワーク帯域幅

の 30％。
このイーサネットポートでデー

タが送信される平均レート。

ネットワークデー

タ送信レート

0ドロップされた送信パケットの

数。

droppedTx

0ドロップされた受信パケットの

数。

droppedRx

* Java仮想マシンのメモリー使用量が原因で、CVP仮想マシンが、80%のメモリー使用量しき
い値を超えています。
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Unified System CLIを使用したシステム診断情報の収集
Unified Contact Center操作で問題が発生した場合、Unified System CLIツールを使用すると、シ
スコのエンジニアが確認するためのデータを収集できます。

たとえば、コールが適切に処理されていないと考えられる場合に、System CLIを使用できま
す。この場合、show tech-supportシステムコマンドを使用すると、データを収集して、シスコ
サポートにそのデータを送信できます。

The Unified System CLIには、以下の機能が含まれます。

•すべての Unified CCEおよび Unified CVPサーバーに自動的にインストールされます。
• Unified CCDM/OAMPサーバーからソリューショントポロジ全体を自動的に取得します。
•どの製品やサーバーでも一貫したコマンドを使用します。
• Windowsのスケジュールジョブとして実行します。

以下の図では、Unified System CLIが通信するデバイスと Cisco Unified製品が表示されていま
す。

図 23 : Unified System CLIコマンド

コンポーネントからシステム診断情報を収集するには、以下の手順を実行します。

•ローカルマシンで Unified System CLIを実行（513ページ）
•リモートマシンで Unified System CLIを実行（513ページ）
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ローカルマシンで Unified System CLIを実行

手順

ステップ 1 Unified CCEサーバーからシステム CLIを起動します。

a) [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール
（Cisco Unified CCE Tools）] > [Unified System CLI]の順に選択します。

b) ユーザー名（domain.com\username）とパスワードを入力します。
c) インスタンスを入力して（任意）、[入力（Enter）]をクリックします。

ステップ 2 Unified CVPサーバーからシステム CLIを起動します。

a) [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unifiedカスタマー
音声ポータル（Cisco Unified Customer Voice Portal）] > [Unified System CLI]の順に選択
します。

b) wsmadminユーザーのユーザー名（wsmadmin）とパスワードを入力します。
c) Enterを押します。

ステップ 3 CCDMサーバーからシステム CLIを起動します。

a) [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [ドメインマネージャ
（Domain Manager）] > [Unified System CLI]の順に選択します。

b) wsmadminユーザーのユーザー名（wsmadmin）とパスワードを入力します。
c) インスタンスを入力して（任意）、[入力（Enter）]をクリックします。

リモートマシンで Unified System CLIを実行

手順

ステップ 1 別のネットワーク管理仮想マシンに Unified CVP Operations Console Resource Manager（ORM）
をインストールすると、ログ収集中に、重要なコンポーネントのパフォーマンスが影響を受け

ないようになります。

ステップ 2 Unified CVP OAMPを使用して、ネットワーク管理マシンをWebサービスとして追加し、展開
します。

ステップ 3 次の項の説明に従って、OAMPを使用してすべてのソリューションコンポーネントをデバイ
スとして追加したことを確認します。

• Unified CCEデバイスの追加（76ページ）

• Unified Communications Managerデバイスの追加（77ページ）

• Unified Intelligence Centerデバイスの追加 （77ページ）
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• Unified CVPレポーティングサーバーの構成（73ページ）

ステップ 4 Unified System CLIを実行して、いずれかのコンポーネントからシステム診断情報を収集しま
す。

show tech-supportシステムコマンドを使用すると、一部またはすべてのコンポーネントからす
べての情報とログを収集できます。他のコマンドを使用して、情報のサブセットを収集できま

す。
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第 9 章

付録

•新しいドメインに CCEサーバーを移行（515ページ）
• Cisco Unified Communications Manager SUBSCRIBER Mobile Agentコールフローの追加（517
ページ）

• HCS for CCでサポートされているガジェット （517ページ）
• Cisco Unified Communications Managerの構成 （522ページ）
•基本構成パラメータ （550ページ）
• Unified Communication Managerの IOPS値 （581ページ）
• ISOファイルのマウントおよびアンマウント（581ページ）
•カスタマーサイトで NTPおよび時刻構成を設定（582ページ）
• CCDMロギングとMaxSizeRollBackups（583ページ）
• Jabber for Windowsのインストールと構成（585ページ）
•シングルサインオンアカウントへのエージェントおよびスーパーバイザの移行（586ペー
ジ）

•シングルサインオンの全体的な無効化（588ページ）

新しいドメインに CCEサーバーを移行
•仮想マシンと新しいドメインの関連付け（515ページ）
• Unified CCEに新しいドメインに関連付ける（516ページ）

仮想マシンと新しいドメインの関連付け

次の手順を実行して、仮想マシンを新しいドメインに関連付けます。

手順

ステップ 1 ローカル管理者アカウントを使用してマシンにログインします。

ステップ 2 Server Mangerを起動し、[システムプロパティの変更（Change System Properties）]をクリッ
クします。
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ステップ 3 古いドメインからマシンを削除し、再起動します。

ステップ 4 ローカル管理者アカウントを使用して、マシンに再度ログインします。

ステップ 5 Server Mangerを起動し、[システムプロパティの変更（Change System Properties）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [全修飾ドメイン名（Fully Qualified Domain Name）]を入力したら、[OK]をクリック
します。

ステップ 7 ドメイン管理者のユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 サーバーをリブートして、ドメインのログイン情報を使用してログインします。

Unified CCEに新しいドメインに関連付ける
以下の手順に従い、 Unified CCEを新規ドメインに関連付けます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CCE Toolsフォルダから、ドメインマネージャアプリケーションを開きます。

ステップ 2 [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE Tools）] >
[ドメインマネージャ（Domein Manager）]の順に選択します。

ステップ 3 [Domain Name]を選択します。

ステップ 4 シスコルート組織単位（OU）、ファシリティ組織単位（OU）、およびインスタンス組織単位
（OU）を追加します。

ステップ 5 以下を構成して、Unified CCEアプリケーション向けのドメインを変更します。

a) Web Setupを実行します。
b) [インスタンス管理（Instance Management）]を選択します。

c) 変更するインスタンスを選択し、[ドメインの変更（ChangeDomain）]をクリックします。

ドメインの変更ページが開き、現在構成されているドメインと新規ドメイン名が表示され

ます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

クエリーが送信され、ドメインを変更するかどうかが確認されます。

e) [はい（Yes）]をクリックします。

インスタンスリストページが表示されます。
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Loggers and Administration＆Data Servers コンポーネントのサービス操作を実行するた
めに、ドメインユーザーが新しいドメインで作成されていることを確認します。

すべてのディストリビュータサービスおよび Loggerサービスに同じドメイ
ンユーザアカウントを使用します。Loggerとディストリビュータに異なる
ドメインアカウントを使用する場合は、ディストリビュータサービスのユー

ザアカウントがサイドAとサイドBのローカルLoggerUcceServiceグルー
プに追加されていることを確認してください。

注意

（注）

Cisco Unified Communications Manager SUBSCRIBER Mobile
Agentコールフローの追加

この例では、サブカスタマーの 1つである SUBCUST1-CUCM-SUB-MOBILE-AGENTに対して
隣接関係（アジャセンシー）を作成します。モバイルエージェントログインの場合。

config
sbc
signaling
adjacency sip SUBCUST1-CUCM-SUB-MOBILE-AGENT

description "Trunk SUBCUSTOMER 1 CUCM subscriber for Mobile Agent call flow"
account cust1
interop
preferred-transport tcp
message-manipulation
edit-profiles inbound he-dtmf

force-signaling-peer all-requests
adjacency-type preset-core
service-address SA-cust1
# service-network 1
# signaling-local-address ipv4 20.20.20.2

signaling-local-port 5078
signaling-peer 20.20.20.130
signaling-peer-port 5060
statistics-setting summary
activate

HCS for CCでサポートされているガジェット
ガジェットにアクセスするには、管理およびデータサーバーで、[スタート（Start）]をクリッ
クし、[すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE
Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）]の順に選択したら、Unified CCE Web管理ツー
ルを開きます。以下の表では、HCS for CCガジェットでサポートされている CRUD操作を示
しています。
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削除更新読み取り作成ガジェット

x（属性割り当て
のみ）

xエージェント

xxエージェント状態

のトレース

xxxx属性

xxxxバケット間隔

xxxx一括ジョブ

xxコンテキスト

サービス

xxxx展開

xxxxメディアルー

ティングドメイ

ン

xxxxネットワーク

VRUスクリプト

xxxxプレシジョン

キュー

xxxx理由コード

xx設定（輻輳制御）

xxシングルサインオ

ン

x：サポートされているの略

HCS for CC対応 API

エージェントは属性のみを更新できます。（注）

APIフィルタは、URLと導入モデルを参照してAPIにアクセスできるかどうかを判断するため
に構築されます。また、読み取り/書き込み（GET/PUT/POST/DELETE）または各 APIへの読
み取り専用アクセスにも対応しています。
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以下のテーブルに、HCS for CC導入モデル対応の APIを示します。

表 24 : HCS for CC対応 API

削除更新読み取り作成API

xActive Directoryドメイン
（Active Directory
Domain）

xxxx管理者

x（属性割り当
てのみ）

xエージェント

xxエージェント状態のトレー

ス

xエージェントチーム

xxxx属性

xxxxバケット間隔

xxxx一括ジョブ

xx輻輳制御

xxコンテキストサービス構成

xxコンテキストサービス登

録

xx展開タイプの情報

xダイヤル番号

xxxxマシンインベントリ

xxxxメディアルーティングド

メイン

xxxxネットワークVRUスクリ
プト

xxxxオペレーション

xxxxアウトバウンドAPI：アウ
トバウンドキャンペーン

xアウトバウンドAPI：キャ
ンペーンステータス
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削除更新読み取り作成API

xxxxアウトバウンドAPI：電話
禁止

xxxアウトバウンドAPI：イン
ポート

xxxxアウトバウンドAPI：パー
ソナルコールバック

xアウトバウンドAPI：タイ
ムゾーン

x周辺機器ゲートウェイ

xxxxプレシジョンキュー

xxxx理由コード

xスキャン

x有用性

xxシングルサインオンのグ

ローバルステータス

xxシングルサインオン登録

xxシングルサインオンステー

タス

xxスキルグループ

xステータス

x：サポートされているの略

HCS for CCでサポートされているガジェット
ガジェットにアクセスするには、管理およびデータサーバーで、[スタート（Start）]をクリッ
クし、[すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE
Tools）] > [管理ツール（Administration Tools）]の順に選択したら、Unified CCE Web管理ツー
ルを開きます。以下の表では、HCS for CCガジェットでサポートされている CRUD操作を示
しています。

削除更新読み取り作成ガジェット

x（属性割り当て
のみ）

xエージェント
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削除更新読み取り作成ガジェット

xxエージェント状態

のトレース

xxxx属性

xxxxバケット間隔

xxxx一括ジョブ

xxコンテキスト

サービス

xxxx展開

xxxxメディアルー

ティングドメイ

ン

xxxxネットワーク

VRUスクリプト

xxxxプレシジョン

キュー

xxxx理由コード

xx設定（輻輳制御）

xxシングルサインオ

ン

x：サポートされているの略

管理者 API
管理者は、システムへのアクセス権が付与された Active Directoryユーザーです。

管理者APIを使用して、データベースで現在定義されている管理者をリストし、新しい管理者
を定義し、既存の管理者を表示、編集、および削除します。

URL

https://<server>:<serverport>/unifiedconfig/config/administrator

管理者APIの詳細については、https://developer.cisco.com/site/packaged-contact-center/documentation/
index.gspの「 Cisco Packaged Contact Center Enterprise開発者リファレンスガイド」を参照し
てください。
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Cisco Unified Communications Managerの構成
• Cisco Unified Communications Managerのプロビジョニング（522ページ）

•コアコンポーネント統合オプション用 Cisco Unified Communications Managerのプロビジョ
ニング（535ページ）

Cisco Unified Communications Managerのプロビジョニング
Unified Communications Managerをプロビジョニングするには、以下の手順を実行します。

このセクションは参照目的のみに使用してください。Unified Communications Domain Manager
を使用して Unified CMを構成する必要があります。

（注）

•デバイスプールの設定 （522ページ）

• Unified Communications Managerグループの設定 （523ページ）

• CTIルートポイントの設定 （524ページ）

•トランクの設定 （524ページ）

• SIPオプションの設定（526ページ）

•アプリケーションユーザーの設定 （525ページ）

•ルートパターンの設定 （526ページ）

•会議ブリッジの設定 （527ページ）

•メディアターミネーションポイントの設定 （527ページ）

•トランスコーダの設定 （527ページ）

•メディアリソースグループの設定 （528ページ）

•エンタープライズパラメータの設定 （529ページ）

•サービスパラメータの設定（530ページ）

•保留音サーバーのオーディオソースの設定（532ページ）

•保留音用サービスパラメータの設定（532ページ）

•保留音用電話機構成の設定（532ページ）

デバイスプールの設定

デバイスプールを設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 デバイスプール名に適切なデバイスプール名を指定します。

ステップ 4 対応する CallManagerグループを Cisco Unified Communications Managerグループで選択しま
す。

ステップ 5 適切な日付および時刻グループと地域を選択します。

ステップ 6 適切なメディアリソースグループリストをメディアリソースグループリストから選択しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Unified Communications Managerグループの設定

Unified Communications Managerを Unified Communications Managerグループに追加するには、
以下の手順を実行します。

Unified Communications Managerグループを構成する前に、そのグループにメンバーとして割り
当てる Unified Communications Managersを構成する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationページにログインし、[システム
（System）] > [サーバー（Server）]の順に選択します。

ステップ 2 Publisherと Subscriberの両方を構成したことを確認してください。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) Cisco Unified Communications Manager音声/ビデオなどの適切なサーバータイプを選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。

c) ホスト名/IPアドレスを入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 [システム（System）] > [Cisco Unified CM]の順に選択します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 Publisherと Subscriberの両方を構成したことを確認してください。

ステップ 6 [システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM Group）]の順に選択し
ます。

ステップ 7 両方の Cisco Unified Communications Managerをデフォルトの Unified Communications Manager
グループに追加します。[デフォルト（Default）]を選択し、[利用可能な Cisco unified
communication managers（Available Cisco unified communication managers）]で、Selected Cisco
Unified Communications Managersに対して Publisherと Subscriberの両方を選択します。
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ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

CTIルートポイントの設定

エージェントが転送と会議に使用するコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）
ルートポイントを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ワイルドカード文字列である XXXXXを使用して、Unified CCEで構成したダイヤル番号の桁
を表します。

たとえば、エージェントの電話用に Unified CCEで事前設定された着信番号は 10112
です。

（注）

ステップ 4 適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

トランクの設定

Unified CVPサーバーのトランクを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストで、[SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、SIPトランク名を入力します。

ステップ 5 [説明（Description）]フィールドに、SIPトランクの説明を入力します。

a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、SIPトランク名を入力します。
b) 適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [トランク構成（Trunk Configuration）]ウィンドウで、適切な設定を入力します。

a) [メディア終了ポイント必須（Media Termination Point Required）]チェックボックスをオ
フにします。

b) 宛先アドレスを入力します。
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c) 適切な SIPトランクセキュリティプロファイルを選択します。
d) [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで、[Standard SIP Profile]を選択
します。

e) [DTMFシグナリングメソッド（DTMF Signaling Method）]ドロップダウンリストで [RFC
2833]を選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

アプリケーションユーザーの設定

手順

ステップ 1 で、[ユーザー管理（User Management）] > [アプリケーションユーザー（Application User）]
の順に選択します。

ステップ 2 [アプリケーションユーザーの構成（Application User Configuration）]ウィンドウで、[新規追加
（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 エンタープライズパラメータの設定 （529ページ）で入力したユーザー IDを入力します。
Unified CCEは、ユーザー IDを pguserとして定義します。

ステップ 4 ciscoまたは選択したを [パスワード（Password）]フィールドに入力します。

Unified CCEでこのユーザー IDまたはパスワードを変更した場合は、Unified
Communications Managerアプリケーションユーザー構成も変更する必要があります。

（注）

ステップ 5 アプリケーションユーザを Standard CTI Enabledグループとロールに追加します：

a) [アクセス制御グループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。
b) 標準 CTIを有効にするグループを選択します。

c) 標準 CTI Connected Xferおよび confをサポートする電話制御を許可するグループを選択
します。

d) 標準 CTIロールオーバーモードをサポートする電話制御を許可するグループを選択しま
す。

e) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 CTIルートポイントと電話機をアプリケーションのユーザに関連付けます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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SIPオプションの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]
の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 名前を入力します。

ステップ 5 [SIP OPTIONS Ping]パネルで、[OPTIONS Pingを有効にしてサービスタイプが「なし（デフォ
ルト）」のトランクの接続先ステータスを監視する（EnableOPTIONSPingtomonitordestination
status for Trunks with Service Type "None(Default)"）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPプロファイルが作成されたら、新しく追加された SIPプロファイルをエージェン
トの電話機にマッピングします。

（注）

ルートパターンの設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route Hunt）] > [ルートパターン
（Route Pattern）]の順に選択します。

ステップ 2 Unified CVPルーティングクライアントのルートパターンを以下のように追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ルートパターン（Route Pattern）]フィールドに 7777777777!と入力します。

c) [ゲートウェイ/ルートリスト（Gateway/Route List）]フィールドで、SIPTRK_to_CVP_1
を選択します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerのルーティングクライアントのルートパターンを追加し
ます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ルートパターン（Route Pattern）]フィールドに 8881111!と入力します。

c) [ゲートウェイ/ルートリスト（Gateway/Route List）]フィールドで、SIPTRK_to_CVP_1
を選択します。

d) [保存（Save）]をクリックします。
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ルートパターンは、Unified CCEで定義したネットワークVRUラベルと一致する
必要があります。

（注）

会議ブリッジの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッジ（Conference bridge）]の順に選択し
ます。

ステップ 2 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに、会議ブリッジを追加します。

ステップ 3 [会議ブリッジ名（Conference Bridge name）]フィールドに、ゲートウェイでの構成と一致する
会議ブリッジ名の固有識別子を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

メディアターミネーションポイントの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアターミネーションポイント（Media
Termination Point）]の順に選択します。

ステップ 2 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに、メディアターミネーションポイント
を追加します。

ステップ 3 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに、[Media Termination Point Name]フィー
ルドにメディアターミネーションポイント名を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

トランスコーダの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [トランスコーダ（Transcoder）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 配置内の入力/VXMLコンボゲートウェイごとに、トランスコーダを追加します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
527

付録

会議ブリッジの設定



ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ゲートウェイ上の構成と一致するトランスコー
ダ名の固有識別子を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

メディアリソースグループの設定

会議ブリッジ、メディアターミネーションポイント、およびトランスコーダのメディアリソー

スグループを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 2 会議ブリッジ用メディアリソースグループを追加します。

ステップ 3 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに設定されたハードウェア会議ブリッジ
リソースをすべて選択して、グループに追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 6 メディアターミネーションポイント用メディアリソースグループを追加します。

ステップ 7 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに設定された、ハードウェアメディア
ターミネーションポイントをすべて選択し、グループに追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 9 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 10 トランスコーダ用メディアリソースグループを追加します。

ステップ 11 配置内の入力/VXMLゲートウェイの組み合わせごとに設定されたトランスコーダをすべて選
択して、グループに追加します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

メディアリソースグループリストの設定と関連付け

メディアリソースグループリストを設定し、関連付けるには、次の手順を実行します。メディ

アリソースグループリストを次のデバイスとデバイスプールに追加します。

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
528

付録

メディアリソースグループの設定



手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource
Group List）]の順に選択します。

ステップ 2 メディアリソースグループリストを追加し、すべてのメディアリソースグループを関連付けま

す。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 5 [デフォルト（Default）]をクリックします。

ステップ 6 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストで、ス
テップ 2で追加したメディアリソースグループを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 9 [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]の順に選択します。

ステップ 10 設定されているCTIルートポイントをクリックします。詳細については、CTIルートポイント
の設定 （524ページ）を参照してください。

ステップ 11 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストで、ス
テップ 2で追加したメディアリソースグループを選択します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 13 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 14 [デバイス（Device）] > [SIPトランク（SIP Trunk）]の順に選択します。

ステップ 15 に構成したSIPトランクをクリックします。詳細については、トランクの設定 （524ページ）
を参照してください。

ステップ 16 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストで、ス
テップ 2で追加したメディアリソースグループを選択します。

ステップ 17 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 18 [リセット（Reset）]をクリックします。

エンタープライズパラメータの設定

手順

ステップ 1 システム >エンタープライズパラメータを選択します。

ステップ 2 クラスタの完全修飾ドメイン名を設定します。

例：

ccm.hcscc.icm
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クラスタの完全修飾ドメイン名は、Unified CVPで定義されている Unified
Communications Managerサーバーグループの名前です。

（注）

サービスパラメータの設定

会議ブリッジがサポートする会議参加者の最大数と、メディアターミネーションポイントがサ

ポートするコールパーティの最大数を変更するには、以下の手順を実行します。このパラメー

タの変更は、SCC導入モデルでのみ必要です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [システム（System）]タブで、[サービスパラメータ（Service Parameter）]を選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、Cisco Unified Communications Managerサーバーを選択します。

ステップ 4 「Cisco IP Voice Media Streaming App」というサービスを選択します。

ステップ 5 [会議ブリッジ（CFB）パラメータ（Conference Bridge (CFB) Parameters）]で、「Call Count」パ
ラメータのデフォルト値を変更します（0〜 256）。

ステップ 6 [メディアターミネーションポイント（MTP）パラメータ（Media Termination Point（MTP）
Parameters）]で、「Call Count」パラメータのデフォルト値（0〜 512）を変更します。

録音プロファイルの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [録音プロファイル（Recording
Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 録音プロファイル名と録音宛先アドレスを設定し（MediaSenseに構成したルートパターン番号
を入力）、[保存（Save）]をクリックします。

デバイスの構成

手順

ステップ 1 音声分岐電話を選択します。

ステップ 2 このデバイスの組み込みブリッジ構成を選択し、設定を [オン（ON）]に変更します。
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ステップ 3 録音する回線の電話番号構成ページにアクセスします。

ステップ 4 録音パートナーを使用する場合は、録音パートナーの推奨事項に従って、ドロップダウンリス
トで、[通話の自動録音を有効化（Automatic Call Recording Enabled）]または [アプリケーショ
ン（Application）]、[呼び出し通話録音の有効化（Invoked Call Recording Enabled）]のいず
れかを選択します。録音パートナーを使用しない場合は、[通話の自動録音を有効化（Automatic
Call Recording Enabled）]を選択します。

ステップ 5 前の手順で作成した録音プロファイルを選択します。

録音デバイスに対して iLBC、iSACおよび g.722を無効化

以下の対応コーデックを使用した Cisco MediaSense録音セッション

•オーディオ録音：g.711（aLawまたは μLaw）または g.729（aまたは b）コーデック

•ビデオ録画：h.264基準（48k Hzサンプリングレートのみ）コーデック

Cisco MediaSenseは、internet Low Bit Rate Codec (iLBC)または internet Speech Audio Codec (iSAC)
をサポートしません。その結果、Cisco MediaSense構成に進む前に、Unified CMでこれらの機
能を無効化する必要があります。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、[サーバー（Server）]を選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで、[サービス（Service）]を選択します。
サービスパラメータ構成ページが表示されます。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システムーロケーションおよびリージョン）（Cluster-wide
parameters (System - Location and Region)）]パネルで、以下のドロップダウンリストで [録音
可能なデバイスを除くすべてのデバイス（Enable for All Devices Except Recording-Enabled
Devices）]を選択します。

• iLBCコーデックの有効化

• iSACコーデックの有効化

• G722 Codec対応

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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保留音サーバーのオーディオソースの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio
Source）]の順に選択します。

ステップ 2 デフォルトのサンプルオーディオソースを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで [最初のアナウンス（Initial Announcement）]を選択します。これは
オプションです。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

新規オーディオソースを作成する場合は以下の手順に従います。（注）

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) ドロップダウンリストで、[MOHオーディオストリーム番号（MOHAudioStreamNumber）]
を選択します。

c) ドロップダウンリストで、[MOHオーディオソースファイル（MOH Audio Source File）]
を選択します。

d) [MOHソース名（MOH Source Name）]を入力します。

e) ドロップダウンリストで、[最初のアナウンス（Initial Announcement）]を選択します。

f) [保存（Save）]をクリックします。

保留音用サービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [MOHサーバー（MOH Server）]を選択します。

ステップ 3 Cisco IP音声メディアストリーミングアプリサービスを選択します。

ステップ 4 [対応MOHコーデック（Supported MOH Codecs）] Finesseで、必要なコーデックを選択し、
ポップアップウィンドウで [OK]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

保留音用電話機構成の設定

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。
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ステップ 2 MOHを構成する電話機を選択します。

ステップ 3 [ユーザー保留MOHオーディオソース（User Hold MOH Audio Source）]に対して、[保留音
サーバーオーディオソースの追加（Add Music on Hold Server Audio Source）]セクションで追
加されたオーディオソースを選択します。

ステップ 4 [ネットワーク保留MOHオーディオソース（Network Hold MOH Audio Source）]に対して、
[保留音サーバーのオーディオソースの追加（Add Music on Hold Server Audio Source）]セク
ションで追加したオーディオソースを選択します。

ステップ 5 [保存して構成を適用（Save and Apply Config）]をクリックし、電話機をリセットします。

パーティションの設定

サブカスタマーごとに以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications管理ページにログインします。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パー
ティション（Partition）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドにパーティション名を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースの設定

サブカスタマーごとに以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class Of Control）] > [コー
リングサーチスペース（Calling Space Search）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに、コーリングサーチスペース名を入力します。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]から [選択したパーティション（Selected
Partitions）]に、必要なパーティションを移動します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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CSSおよびパーティションと電話および回線の関連付け

サブカスタマーごとに以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）] > [検索（Find）]の順に選択します。

ステップ 3 パーティションと CSSを関連付ける電話機をリストから選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで、必要なコーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 5 [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウ
ンリストで、必要なコーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 6 リストからパーティションと CSSを関連付ける電話番号回線を選択します。

ステップ 7 ドロップダウンリストで、必要なルートパーティションを選択します。

ステップ 8 ドロップダウンリストで、必要なコーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 9 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 10 [リセット（Reset）] > [閉じる（Close）]の順に選択します。

次のタスク

必要なサブカスタマーパーティションを CSSと関連付けるには、「コーリングサーチスペー
スの設定（533ページ）」を参照してください。

CSSとトランクの関連付け

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択します。

ステップ 3 CSSを関連付けるトランクを選択します。

ステップ 4 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンログインで、必要なCSS
を選択します。

すべてのサブカスタマーパーティションが関連付けられている CSSを選択します。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）] > [閉じる（Close）]の順に選択します。
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トランクに関連付けられたルートパターンは、デフォルトパーティションに存在する

必要があります。

（注）

コアコンポーネント統合オプション用 Cisco Unified Communications
Managerのプロビジョニング

•エージェントグリーティングの構成（535ページ）

•モバイルエージェントの構成（535ページ）

•ローカルトランクの設定（537ページ）

•アウトバウンドダイヤラの構成（538ページ）

• A-Lawコーデックの構成（538ページ）

• Cisco Unified Communications Managerと CUBE間に SIPトランクを作成（SP）（539ペー
ジ）

エージェントグリーティングの構成

手順

ステップ 1 ローカルエージェントの電話機がエージェントグリーティングをサポートするように、組み込
みブリッジを有効にします。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバー（Server）]ドロップダウンリストで、Unified Communications Managerサーバーを選
択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManager(Active)を選択します。

ステップ 5 [クラスタ全体パラメータ（デバイスー電話機）（Clusterwide Parameters (Device-Phone)）]の
[組み込みブリッジの有効化（Built-in-Bridge Enable）]で [オン（On）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

モバイルエージェントの構成

Unified Mobile Agentの CTIポートを設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationで [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の
順に選択します。

ステップ 2 [新規電話を追加（Add a New Phone）]をクリックします。

ステップ 3 [電話機タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストで、[CTIポート（CTI Port）]を選択し
ます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [デバイス名（Device Name）]で、ローカル CTIポートプール名の一意の名前を入力したら、
[OK]をクリックします。

サンプルの命名規則 LCPxxxxFyyyyを使用します。

a) LCPはローカルデバイスとしての CTIポートを示します。
b) xxxxは Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。
c) yyyyはローカル CTIポートです。

LCP5000F0000という名前は、周辺機器 ID 5000の Unified Communications Manager PIMに
対して、ローカル CTIポートプールの CTIポート 0を表します。

ステップ 6 [説明（Description）]に、ローカル CTIポートプールを特定するテキストを入力します。

ステップ 7 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、ネットワークCTIポートプールを
割り当てるデバイスプールを選択します。（デバイスプールはデバイスの共通の特性一式を定

義します。）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 9 レコードを強調表示し、[新規DNを追加（Add a new DN）]を選択します。

ステップ 10 ここで作成した CTIポートの一意の電話番号を追加します。

ステップ 11 完了したら、[保存（Save）]と [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 12 ネットワーク CTIポートプールを構成するには、上記の手順を繰り返します。

ステップ 13 [デバイス名（Device Name）]で、ローカル CTIポートプール名の一意の名前を入力したら、
[OK]をクリックします。

以下が適用されるサンプル命名規則形式である RCPxxxxFyyyyを使用します。

a) RCPは、ネットワークデバイスとしての CTIポートを示します。
b) xxxxは Unified Communications Manager PIMの周辺機器 IDです。
c) yyyyはネットワーク CTIポートです。

RCP5000F0000という名前は、周辺機器 ID 5000の Unified Communications Manager PIMに
対して、ネットワーク CTIポートプールの CTIポート 0を表します。

ステップ 14 [説明（Description）]に、ネットワーク CTIポートプールを識別するテキストを入力します。

ステップ 15 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、ネットワークCTIポートプールを
割り当てるデバイスプールを選択します。（デバイスプールはデバイスの共通の特性一式を定

義します。）
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ステップ 16 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 17 レコードを強調表示し、[新規 DNを追加（Add a new DN）]を選択します。

ステップ 18 ここで作成した CTIポートの一意の電話番号を追加します。

ステップ 19 完了したら、[保存（Save）]と [閉じる（Close）]をクリックします。

ローカルトランクの設定

ローカルトランクに対して、Unified Communications Managerを構成するには、以下の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [ロケーション情報
（Location info）] > [ロケーション（Location）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックしてロケーションをリスト表示し、適切な帯域幅（8000）の新しい
ロケーションを追加します。

ステップ 3 ブランチの電話機で、各電話機がその電話機のブランチのロケーションに割り当てられるよう
設定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。

b) [検索（Find）]をクリックして、電話機を表示します。
c) 電話機を選択し、[ロケーション（Location）]フィールドを設定します。

ステップ 4 Cisco AXL Webサービスが起動していること、およびアプリケーションユーザが定義されてい
て Standard AXL API Accessのロールを持っていることを確認します。

a) [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウンリストで、Cisco Unified Serviceabilityを選
択したら、[移動（Go）]をクリックします。

b) [ツール（Tools）] > [コントロールセンター（Control Center）] > [機能サービス（Feature
Services）]の順に選択します。

c) Cisco AXL Webサービスを起動していない場合は、起動します。
d) Unified Communications Manager Administrationから、[ユーザー管理（User Management）]

> [アプリケーションユーザー（Application User）]の順に選択します。Standard AXL API
Accessのロールが自分にあることを確認する、または新しいユーザを作成してそのユーザ
を Standard AXL API Accessのロールを持つグループに追加します。

SIPトランクの展開

ローカルトランクの SIPトランクを展開するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Unified Communications Managerを使用して、SIPプロキシサーバーへの SIPトランクを作成
し、ファントムロケーションを選択します。

ステップ 2 各イングレスゲートウェイへの SIPトランクを作成し、これらのイングレス TDM-IPゲート
ウェイのロケーションを実際のブランチロケーションにします。

ステップ 3 Unified Communications Managerルーティングクライアントのネットワーク VRUラベルを、
SIPプロキシへの SIPトランクにポインティングするルートパターンを作成します。

SIPプロキシは、Unified Communications Managerルーティングクライアントのネットワーク
VRUラベルを Unified CVPサーバにルーティングします。

ステップ 4 IPを使用するコールの場合は、Unified Communications Managerルートパターンを SIPトラン
クと関連付けます。

ステップ 5 Unified Communications Manager Administrationを使用して、[デバイス（Device）] > [デバイス
設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）] > [トランク固有の構成（Trunk
Specific Configuration）] > [次に基づき、着信要求を新規トランクに再ルート（Reroute Incoming
Request to new Trunk based on）] > [x-cisco-origIと同様の目的がある通話情報ヘッダー（Call-Info
header with the purpose equal to x-cisco-origIP）]の順に選択します。

ステップ 6 新しい SIPプロファイルを SIPトランクおよび各イングレスゲートウェイと関連付けます。

アウトバウンドダイヤラの構成

Unified Communications Managerを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager管理ページにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択します。

ステップ 3 SIPトランクをアウトバウンドゲートウェイに作成します。

A-Lawコーデックの構成

Unified Communications Managerを構成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システムをクリックします。

ステップ 2 サービスパラメータを選択します。

ステップ 3 サーバを選択します。
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ステップ 4 サービスを Cisco CallManager（有効）として選択します。

ステップ 5 クラスタ全体のパラメータ（システム：場所と地域）の下で、以下を確認します。

• G.711 A-lawコーデックを有効にするが有効になっていること。

• G 7.11 μ-lawコーデックが無効になっていること。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerと CUBE間に SIPトランクを作成（SP）

• SIPトランクセキュリティプロファイルの作成（539ページ）

• SIPトランクの作成（540ページ）

SIPトランクセキュリティプロファイルの作成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationポータルにログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [セキュリティ（Security-）] > [Sipトランクセキュリティプロファイル
（Sip Trunk Security Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 Sipトランクセキュリティプロファイルに名前を付けます。

ステップ 5 [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）]フィールドで、ドロップダウンリストでTCP+UDP
を選択します。

ステップ 6 [着信ポート（Incoming Port）]フィールドに、5060と 5090以外のポート番号を入力します。

•手順 6で構成したポートは、Cisco Unified Communications Manager PUBLISHER
隣接関係（アジャセンシー）の CUBE(SP)で構成した「シグナリングピアポー
ト」を一致する必要があります。

• SCCモデルの各サブカスタマーのモバイルエージェントコールフローには、一
意の SIPトランクセキュリティプロファイルが必要です。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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SIPトランクの作成

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationポータルにログインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [トランクタイプ（Trunk Type）]フィールドのドロップダウンリストで、 SIPトランクを選択
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 SIPトランクの名前を入力し、ドロップダウンリストでデバイスプールを選択したら、ドロッ
プダウンリストで [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]を選択し
ます。

ステップ 6 [SIPプロファイル（SIP Profile）]フィールドのドロップダウンリストで、[標準SIPプロファイ
ル（Standard SIP Profile）]を選択します。[すべてのアクティブなUnified CMノードを実行す
る（Run On All Active Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 SIP情報で、モバイルエージェントコールフロー用 Cisco Unified Communications Manager
Publisherに対する CUBE(SP)隣接関係（アジャセンシー）の signaling-addressと signaling-port
の詳細を入力します。Cisco Unified Communications Manager SUBSCRIBER Mobile Agentコール
フローの追加（517ページ）を参照してください。

ステップ 8 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]フィールドで、ドロッ
プダウンリストで上記手順で作成したプロファイルを選択します。

ステップ 9 残りすべてのデフォルト値を保持します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

保留音の構成

Unified Communication Managerの構成

ユニファイドコミュニケーションマネージャMoHサーバーでは、オーディオファイルと固定
ソースの 2つのタイプのソースからMoHストリームを生成でき、これら 2つのタイプのいず
れかをユニキャストまたはマルチキャストとして送信できます。次の2つの展開モードがあり
ます。

1. MoHサーバーは、CMクラスタでユーザーが 1250人未満の HCS for CC展開用の同じサー
バー上の Unified CMと一緒に展開します。

2. CMクラスタでユーザーが 1250人以上の HCS for CC展開の場合、MoHサーバーは、スタ
ンドアロンノード（TFTP/MoHサーバー）として展開されます。

•保留音サーバーオーディオソースの構成（541ページ）
•保留音のサービスパラメータの構成 （541ページ）
•保留音の電話構成の変更 （541ページ）
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保留音サーバーオーディオソースの構成

保留サーバーオーディオソースは、UCDMではMOHトラックとも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [トラック名（Track Name）]フィールドに、MOHトラックの名前を入力します。

ステップ 2 トラック IDを入力します。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、[MOHサーバー（MOH Server）]を選択します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

保留音のサービスパラメータの構成

手順

ステップ 1 [ネットワーク（Network）] > [PBXデバイス（PBX Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 [CUCMクラスタ（CUCM Cluster）] > [属性（Attributes）]の順に選択し、[パラメータコー
デック（Parameter Codec）]で検索します。

ステップ 3 以下に一覧されているパラメータの値を 1に設定します。

• DefaultMOHCodec
• G711ALawCodecEnabled
• G711ULawCodecEnabled

ステップ 4 [変更（Modify）]をクリックします。

保留音の電話構成の変更

手順

ステップ 1 [アドミニストレーション（Administration）] > [電話機の管理（Phone Management）]の順に
選択し、適切なプロバイダ、リセラー、部署そしてロケーションを選択します。

ステップ 2 追加したデバイス名（電話機）をクリックします。

ステップ 3 [保留音（Music On Hold）]フィールドで、上記構成で構成したMOHトラックを選択します。

ステップ 4 [変更（Modify）]をクリックします。
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オプションのシスココンポーネント用 Cisco Unified Communication
Managerのプロビジョニング

• RSMの構成（542ページ）
• MediaSenseの構成（550ページ）

RSMの構成

Cisco Unified Communications Managerを使用して、Cisco Remote Silent Monitoring（RSM）サー
バーを分散モードで構成します。

•シミュレーションする電話機の構成 （542ページ）

•ログインプール Simphoneの設定 （548ページ）

• RSMユーザーグループの作成 （548ページ）

• RSMアプリケーションユーザーの作成 （549ページ）

•エージェント電話機の設定 （550ページ）

シミュレーションする電話機の構成

各Unified Communications Managerクラスタに割り当てるシミュレートされた電話機（simphone
とも呼ばれる）の数を決定する必要があります。各クラスタには、クラスタの RSMを介して
同時に監視されるエージェントの最大数以上の simphoneが必要です。ここでは、次の情報を
提供します。

• simphoneデバイスの依存関係を構成し、Unified Communications Managerグループ、RSM
リージョン、デバイスプール、ルートパーティション、およびコーリングサーチスペース

を作成します。

• simphoneデバイスを作成し、MACアドレスを割り当てます。

•回線 DNを simphoneデバイスに追加するには、以下の手順を実行します。

この手順では、1つの simphoneとその関連回線 DNの作成方法について説明します。追加の
simphoneは、Unified Communication Managerのスーパーコピー機能を使用するか、バッチファ
イルを作成することで作成できます。

次の手順に従って simphoneを構成する前に、Unified Communications Managerクラスタの管理
インターフェイスにログインする必要があります。

（注）
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Simphoneデバイスの依存関係の作成

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerグループを作成するには、以下の手順を実行します。

a) [システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM Groups）]の順に
選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) Unified Communications Managerグループ名を RSMSimPhoneにします。

d) グループに必要なUnified Communications Managerを割り当てます。クラスタ内に 1つ以上
のUnified Communications Managerがある場合は、グループの一部としてサブスクライバを
選択し、パブリッシャは選択しないでください。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 simphoneリージョンを作成するには、以下の手順を実行します。

a) [システム（System）] > [リージョン情報（Region Information）] > [リージョン（Region）]
の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) リージョン名としてRSMSimPhoneを入力します。必要に応じて、命名規則に従ってプレ
フィックスまたはサフィックスを追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。
e) 使用している環境の各リージョンにエージェントの電話機との関係を追加します。simphones
とエージェント電話機間の通話では、G.729コーデックを使用する必要があります。

f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 Simphoneデバイスプールを作成するには、以下の手順を実行します。

a) [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]に移動します。
b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) デバイスプール名をRSMSimPhoneにし、必要に応じて、命名規則に従ってプレフィクス
またはサフィックスを追加します。

d) [デバイスプール設定（Device Pool Settings）]の [Cisco Unified Communications Manager
グループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]ドロップダウンリストで、
RSMSimPhone Communications Managerグループを選択します。

e) [ローミング感度設定（Roaming Sensitive Settings）]を選択し、[リージョン（Region）]ド
ロップダウンリストで、RSMSimPhoneリージョンを選択します。

f) 日時グループやユーザーロケールなどの構成に応じて、残りのパラメータを入力します。

g) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 デバイス機能グループを作成するには、以下の手順を実行します。

a) [一般管理（General Administration）] > [機能グループ（Feature Groups）]の順に選択し
ます。

b) カスタマーインスタンスを選択します。たとえば、Customer_1のようになります。
c) [追加]をクリックして次の値を入力します。
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1. 名前ー CC-RSM。

2. 説明ー Contact Center RSM Group。

3. 発信通話の制限ー National24Hrs-Standard-wCC。

4. 不在転送の制限ー Default CoS。

5. ボイスメールテンプレートー Basic voicemail service type。

6. 着信通話の制限ー Allow two Direct Dial Inward lines。

7. 内線番号または回線の数ー Two Numbers: DDIまたは Extension。

8. Idle URLー None。

d) [値の追加（Value Add）]パネルで、必要に応じて機能を選択します。
e) [共通の回線設定（回線機能）（ Line Settings（Line Feature））]パネルで、[コンタクトセ
ンターエージェントの回線（Contact Center Agent Line）]機能を確認します。

f) [個人回線の設定（電話回線機能）Private line settings（phone line feature）]パネルで、[録
音オプション（Recording Option）]、[録音プロファイル（Recording Profile）]、[通話中
ビジートリガー（Call waiting busy trigger）]、[最大発信待機（Max calls waiting）]をオン
にします。

g) [ハンドセットパネルの組み込みブリッジチェックボックスチェックボックスの下。
h) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 simphoneルートパーティションを作成するには、以下の手順を実行します。
a) [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] >

[パーティション（Partition）]の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) テキストボックスに RSMSimPhoneと入力し、必要に応じて、プレフィックスまたはサ
フィックスの命名規則を追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 Simphoneのコーリングサーチスペースを作成するには、以下の手順を実行します。
a) [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] >

[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) コーリングサーチスペース名として RSMSimPhoneを入力します。必要に応じて、命名
規則に従ってプレフィックスまたはサフィックスを追加します。

d) RSMがモニタするエージェントの電話を含むルートパーティションを、[使用可能なパー
ティション（Available Partitions）]ボックスで選択して、[選択されたパーティション
（Selected Partition）]ボックスに移動します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

4000エージェント展開については、2つ目の PGにも同じ手順を繰り返します。（注）
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Simphoneデバイスの作成

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しい電話機を作成します。

ステップ 3 電話機タイプとして Cisco 7941を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 デバイスプロトコルに [SIP]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。電話構成ページが
表示されます。

ステップ 5 MACアドレスを入力します。

ステップ 6 パラメータを入力します。

設定パラメータ

RSMSimPhoneデバイスプール（Device Pool）

標準 7941 SIP電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）

関連する環境場所（Location）

オフ[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]

無効[電話機のパーソナライゼーション（Phone
Personalization）]

はいCTIを介したデバイス制御の許可

標準[プレゼンスグループ（Presence Group）]

Cisco 7941標準非セキュア SIP[デバイスのセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）]

標準SIPプロファイル（SIP Profile）

2（two）Maximum Calls

1（one）[話中トリガー（Busy Trigger）]

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

simphoneデバイスが作成されます。

リストされていないパラメータは、デフォルト設定のままにすることができます。（注）
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Simphoneデバイスへの回線 DNの関連付け

手順

ステップ 1 回線 [1]をクリック -新規 DNリンクを割当情報パネルに追加します。

ステップ 2 パラメータを入力します。アスタリスク（*）が付いているパラメータはオプションです。リ
ストされていないものは、デフォルト設定のままにすることができます。

設定パラメータ

5040電話番号（Directory Number）

RSMSimPhone[ルートパーティション（Route Partition）]

はいCTI制御

ボイスメールがありませんボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）

RSMSimPhoneコーリングサーチスペース（Calling Search
Space）

標準のプレゼンスグループ[プレゼンスグループ（Presence Group）]

1-SampleAudioSourceユーザー保留MOH音源 *

1-SampleAudioSourceネットワーク保留MOH音源 *

RSM SimPhone[デバイス上の Line1 <MAC ADDR>

モニタリング用コーリングサーチスペース

（CSS）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。これで、最初の Simphoneとそれに関連付けられた回線 DN
が構成されます。

Simphone一括管理ツールの使用

一括管理ツールを使用するには、最初にカンマ区切り値テンプレートを（RSMインストール
CDまたはインストールされた RSMのいずれかから）インポートし、必要に応じてMicrosoft
Excelなどのスプレッドシートアプリケーションで編集します。

手順

ステップ 1 C:\CiscoRSM\Extras directoryにあるRSMのインストール済みインスタンスから rsmsimphones.csv
スプレッドシートテンプレートファイルをインポートします。

ステップ 2 スプレッドシートアプリケーションでファイルを開き、作成する必要がある simphoneデバイ
スの数と一致するようにファイル内の行を追加または削除します（デフォルト行 = 75）。
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ステップ 3 新しい行を追加する場合は、Device Nameおよび Directory Number 1列のデータ変更し、前の
列から順番に増分してください（たとえば、simphoneMACアドレスの場合は、00005E000001、
00005E000002、00005E000003、回線 DNの場合は、5040、5041、5042など）。

ステップ 4 デバイスプール、パーティション1、回線CSS 1およびモニタリングコーリングサーチスペー
ス 1の設定が環境に適していることを確認します（上記の表 3-1および 3-2を参照）。

Simphoneの構成時に、Simphoneデバイスプール、パーティション、および CSSの設
定に RSMSimPhoneを入力した場合、変更は必要ありません。

（注）

ステップ 5 [一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download
Files）]の順に選択します。

ステップ 6 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 7 [参照（Browse）]をクリックし、以前にダウンロードして変更した rsmsimphones.csvファイル
に移動します。

ステップ 8 [選択およびターゲット（Select the Target）]ドロップダウンリストで、[電話機（Phones）]を
選択します。

ステップ 9 [トランザクションタイプの選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストで、[電話
機の挿入ーすべての詳細（Insert Phones - All Details）]を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。ファイルがシステムにアップロードされます。

ステップ 11 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話機（Phones）] > [電話機の挿入（Insert Phones）]の
順に選択します。

ステップ 12 [電話機の挿入ーすべての詳細（InsertPhones-AllDetails）]を選択し、[ファイル名（FileName）]
ドロップダウンリストで、[rsmsimphones.csv]を選択します。

ステップ 13 [ジョブの説明（Job Description）]に Insert RSMSimPhonesと入力し、[今すぐ実行（Run
Immediately）]を選択します。

ステップ 14 [送信（Submit）]をクリックします。

ファイルがシステムにインポートされます。

ステップ 15 [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]の順に選択し、
ジョブのステータスが [処理中（Processing）]または [完了（Completed）]であることを確認し
ます。

ステップ 16 ジョブのステータスが [完了（Completed）]になったら、[デバイス（Device）] > [電話機
（Phones）]の順に選択し、作成した電話機を確認します。

ステップ 17 [電話機の検索（Find Phone）]テキストボックスにSEP00005Eと入力し、[検索（Find）]をク
リックします。

返された結果に、作成した Simphoneデバイスが表示されます。
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ログインプール Simphoneの設定

各クラスタに作成された最初の 5つの simphoneデバイスは VLEngineのログインプールに自
動で割り当てられます。VLEngineの認証メカニズムをサポートするために発信者がRSMで認
証されると、ログインプールは CTI OSにログインテストを実行します。

CTI OSのログインは、これらの simphoneデバイスで実行されるため、それぞれの Unified
Communications Managerクラスタの pguserアカウントに関連付ける必要があります。また、
Cisco Unified Intelligent Contact Management Enterpriseデバイスターゲットも作成する必要があ
ります。

pguserを関連付けるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザー管理（User Management）] > [アプリケーションユーザー（Application User）]の順
に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、すべてのアプリケーションユーザを表示します。クラスタの
pguserアカウントを検索し、クリックします。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]の [使用可能なデバイス（Available Devices）]リスト
ボックスで最初の 5つの Simphoneデバイスを選択します。

ステップ 4 ボックスの上にある下向きの矢印をクリックして、[制御されているデバイス]リストボックス
にデバイスを移動します。[保存（Save）]をクリックします。

RSMユーザーグループの作成

RSMユーザーグループは、RSMが使用する各クラスタに作成する必要があります。これによ
りシステムは、Unified Communications Managerのスーパーアドミニストレータでなければ使
用できない必要なシステム権限をユーザーに付与します。

RSMユーザーグループをクラスタに追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザー管理（User Management）] > [ユーザー設定（User Settings）] > [アクセス制御グルー
プ（Access Control Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、Remote Silent Monitoringと入力し、[保存（Save）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [ユーザー管理（User Management）] > [ユーザーグループ（User Group）]の順に選択します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックして、すべてのユーザーグループを表示します。

ステップ 6 リモートサイレントモニタリンググループの [ロール（Role）]列のアイコンをクリックしま
す。
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ステップ 7 [グループにロールを割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。新しいウィンドウ
が表示されます。

ステップ 8 [検索（Find）]をクリックして、すべてのグループのロールを表示します。

ステップ 9 次のロールを選択します。

•標準 CTI通話モニタリング許可

•標準 CTIによるすべてのデバイスの制御

•標準 CTI対応

ステップ 10 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。[ユーザーグループの構成（User Group
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

RSMアプリケーションユーザーの作成

RSMのそれぞれの Unified Communications Managerクラスタに rsmuserというアプリケーショ
ンユーザを作成する必要があります。このユーザーは、以前作成したユーザーグループから権

限を引き継ぎます。クラスタ内のすべての simphoneと rsmuserを関連付ける必要があります
（ログインプールの simphoneを除く）。ユーザーは、RSMがモニターできるすべてのエージェ
ントの電話にも関連付ける必要があります。

ログインプールにある simphone（最初の 5つの simphoneデバイス）はクラスタの pguserと関
連付ける必要があります。ログインプールにない他のすべての simphoneは RSMアプリケー
ションユーザに関連付けられます。

• 2 PGを備えた 4000エージェントの導入環境の場合、2つのアプリケーションユーザを作
成し、エージェント PGにそれぞれ対応させます。

•新しいログインプール外の simphoneまたはエージェントのデバイスが作成されるたび
に、RSMユーザに関連付ける必要があります。

RSMアプリケーションユーザーをクラスタに追加するには、以下の手順を実行します。

（注）

手順

ステップ 1 [ユーザー管理（User Management）] > [アプリケーションユーザー（Application User）]の順
に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックし、新しいアプリケーションユーザーを作成します。

ステップ 3 rsmuserをユーザIDに入力します。

ステップ 4 パスワードを入力します。パスワードが英数字であり、特殊文字が含まれていないことを確認
します。
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ステップ 5 [使用可能なデバイス（Available Devices）]セクションでデバイスを選択し、[制御するデバイ
ス（Controlled Devices）]セクションに移動して、クラスタ内のすべての simphoneデバイス（ロ
グインプールのデバイスを除く）をユーザに関連付けます。

ステップ 6 RSMによってモニタするすべてのエージェントの電話デバイスを関連付けます。

ステップ 7 [権限情報（Permissions Information）]ウィンドウで、[ユーザーグループに追加（Add to User
Group）]をクリックし、以前作成したリモートサイレントモニタリンググループにユーザー
を追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

エージェント電話機の設定

RSMが監視するエージェント電話デバイスを構成するには、次のことを確認します。

• Cisco Unified Communications Manager Administrationインターフェイスを使用してデバイス
を編集し、ビルトインブリッジの設定を有効にします。

•デバイスを「rsmuser」に関連付けて、そのデバイスを pguserと関連付けるのと同じよう
にします。

MediaSenseの構成

•トランクの設定 （524ページ）
• SIPオプションの設定（526ページ）
•ルートパターンの設定 （526ページ）
•録音プロファイルの設定（530ページ）
•デバイスの構成（530ページ）
•録音デバイスに対して iLBC、iSACおよび g.722を無効化 （531ページ）

基本構成パラメータ

2000エージェント展開の基本構成パラメータ

Unified CCE Instance Explorer

ネットワーク VRUタイプ名前

CVP_Network_VRU標準HCS for CC
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エージェントデスク設定の一覧（Agent Desk Settings List）

最大後処理時間ログアウト非アクティ

ビティ時間

応答なしの呼び出し時

間

名前

[7200]nullnullDefault_Agent_Desk_Settings

PG Explorer

ルーティングクライアント名PIMのタイプ周辺機器ゲートウェイ

CUCMPG1CUCMUnified Communication Manager
PG1

CVPPG1AVRUUnified Voice Response (VRU)
PG

CVPPG1BVRU

マルチチャネルMediaRoutingMR PG

アウトバウンドMediaRouting

SocialMinerMediaRouting

Network VRU Explorer

ルーティングクラ

イアント名

ネットワーク VRU
ラベル

タイプ名前

CVPPG1A7777777777Type10CVP_Network_VRU

CVPPG1B7777777777

CUCMPG18881111000

アウトバウンド6661111000

タイプ 2MR_Network_VRU

ネットワーク VRUマッピング

•すべてのUnified CVPルーティングクライアントは、Type10のCVP_Network_VRUにマッ
ピングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

•すべてのメディアルーティングクライアントは、Type2のMR_Network_VRUにマッピン
グされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。
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ネットワーク VRUスクリプトの一覧

オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

__180GS、サーバー、VType 10 CVP VRUVXML_Server

オフオンHCS for
CC

__9,000GS、サーバー、
V、割り込み可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Interruptible

オフオフHCS for
CC

__9,000GS、

サーバー、V、割
り込み不可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Noninterruptible

オフオフHCS for
CC

なし180PM、-aType 10 CVP VRUAgentGreeting

オフオンHCS for
CC

1-9180M、press

_1_thru_9

_greeting、A

Type 10 CVP VRUGreetingMenu

_1_to_9

オフオンHCS for
CC

1～ 3年180M、

press1-

press2-press3、A

Type 10 CVP VRUグリーティング

SubMenu

オフオンHCS for
CC

Y180PM、no

_greeting

_recorded、A

Type10 CVP VRUグリーティング

_Not_Found

オフオンHCS for
CC

Y180PM、-a、AType10 CVP VRUGreetingReview

オフオンHCS for
CC

Y180GS、サーバー、
V、FTP

Type 10 CVP VRUT10_GS_AUDIUM

オフオフHCS for
CC

-180CIMExternal

ApplicationScript

Type 2 MR VRUCIMExternal

ApplicationScript
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アプリケーションインスタンスリスト

アプリケーション

キー

権限レベルアプリケーション

タイプ

名前アプリケーション

インスタンス

cisco123完全な読み取り/
書き込み

その他MultiChannelマルチチャネル

cisco123完全な読み取り/
書き込み

シスコ音声CCDMCCDM

アプリケーションパス

アプリケーションパスメンバー周辺機器ゲート

ウェイ

名前アプリケーション

インスタンス

メディアルー

ティングドメイ

ン

周辺機器CUCM_PG5000.UQ.DesktopUQ.Desktop

SocialMiner_TaskCUCM_PG_1

マルチチャネルのメディアクラス

•メディアクラスは、次の名前で作成されます。

Name : CIM_BC

Name : ECE_Email

Name : ECE_Outbound

Name : ECE_Chat

•タスクセクションには、各メディアクラスの次の詳細が含まれます。

Life : 300

Start Time out : 30

Max duration : 28800

メディアルーティングドメイン

キューの最大時間コールタイプごと

の最大数

キュー内コール数

（最大）

[割り込み可能
（Interruptible）]

--5000オフCisco_BC

--15000オンECE_Email

--5000オンECE_Outbound
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キューの最大時間コールタイプごと

の最大数

キュー内コール数

（最大）

[割り込み可能
（Interruptible）]

--5000オフECE_Chat

---オフSocialMiner_Task

[コールタイプごとの最大数（Max Per Call Type）]および [キュー内の最大時間（Max Time in
Queue）]の値を要件に従って設定します。

（注）

拡張コール変数の一覧（Expanded Call Variable List）

説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

サービスコールバックを発信者

に行うかどうかを決定します。

1FALSEFALSEuser.CourtesyCallbackEnabled

Unified CCEに要求を送信する
コールサーバーの IPアドレスを
送信するためにUnified CVPが使
用します。

15FALSEFALSEuser.cvp_server_info

すべてのアプリケーション固有

メディアファイルおよび文法

ファイルのディレクトリ。 ..は
ユーザーをバイパスします。

URLパスを記述する場合、
microapp.app_media_libおよび

user.microapp.localeは ECC変数
です。

210FALSEFALSEuser.microapp.app_media_lib

Get Speechから収集された ASR
入力用ストレージ領域。

Get Speechの結果は
ECC変数に書き込まれ
ます。Get Digitsまたは
Menuマイクロアプリ
ケーションの結果は

CEDに書き込まれま
す。

（注）

210FALSEFALSEuser.microapp.caller_input

現在のタイプ。6FALSEFALSEuser.microapp.currency
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

実行スクリプトの結果が、False
の場合、Unified CVPからUnified
CCEに返されたエラーステータ
スコード。

2FALSEFALSEuser.microapp.error_code

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルからの情報を返しま

す。スカラ変数ではなく配列型

変数として構成し、配列の長さ

を 4に設定する必要がありま
す。

60FALSEFALSEuser.microapp.FromExtVXML

許可された入力タイプを指定し

ます。有効なコンテンツは、D
（DTMF）とB（DTMFと音声の
両方）です。Bがデフォルトで
す。ASRを使用していない場合
は、この変数を Dに設定しま
す。ASRを使用している場合
は、この変数を Dまたは Bに設
定できます。

1FALSEFALSEuser.microapp.input_type

使用する文法とプロンプトセッ

トを定義する言語と国の組み合

わせ。

5FALSEFALSEuser.microapp.locale

メニュー（M）、Get Data
（GD）、および Get Speech
（GS）マイクロアプリケーショ
ンに続いて、Unified CVPはその
マイクロアプリケーションの実

行に関する情報を返します。

62FALSEFALSEuser.microapp.metadata

Play Dataマイクロアプリケー
ションのデータ用のデフォルト

ストレージ領域。

40FALSEFALSEuser.microapp.play_data

各桁、月、デフォルトのエラー

メッセージなど、すべてのシス

テムメディアファイルのディレ

クトリ。

10FALSEFALSEuser.microapp.sys_media_lib
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルに情報を送信します。

スカラ変数ではなく配列型変数

として構成し、配列の長さを 4
に設定する必要があります。

60FALSEFALSEuser.microapp.ToExtVXML

外部 VoiceXMLに情報を渡す方
法を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.UseVXMLParams

エージェントが電話を切った後

に、ポストコール調査を発信者

に提供するかどうかを決定する

ために使用されます。

1FALSEFALSEuser.microapp.isPostCallSurvey

すべてのタイプのWIMおよび
EIMアクティビティに必要で
す。

30FALSEFALSEuser.ece.activity.id

チャット、、コールバック、お

よびコールバックの遅延アク

ティビティに必要です。

30FALSEFALSEuser.ece.customer.name

Unified CCEサービスへのコール
を識別する番号（オプションで

H.323サービス）。

36FALSEFALSEuser.media.id

発信者が Get Speechマイクロア
プリケーションに入力できる

ASR選択肢を指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.grammar_choices

インライン音声合成（TTS）の
テキストを指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.inline_tts

スクリプトで使用されるすべて

のメディアファイルおよび外部

文法ファイルのURLのルート。

60FALSEFALSEuser.microapp.media_server

発信転送で CLIフィールドを上
書きするためにシステムが使用

します。

200FALSEFALSEuser.microapp.override_cli

Unifies Text To Speechまたはメ
ディアファイルを発信者に対し

て再生する必要があるかどうか

を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.pd_tts
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システム情報

•拡張コールコンテキスト：有効化

•最小相関番号：1001

•最大相関番号：9999

•スクリプトバージョンの保持：5

エージェントターゲティングルール

属性

AgentExtensions名前

CUCM_PG_1周辺機器

エージェントの内線番号ルールタイプ

すべてのルーティングクライアントルーティングクライアント

000〜 999

0000〜 9999

00000〜 99999

000000〜 999999

0000000〜 9999999

00000000〜 99999999

000000000〜 999999999

0000000000〜 9999999999

内線番号の範囲

アウトバウンドダイヤラ

周辺機器名ダイヤラ名

CUCM_PG_1周辺機器

SIP_DIALERダイヤラ名

はい有効

CUCM_PG_1ICM周辺機器名

1秒ハングアップ遅延（1～ 10）

10ポートスロットル
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4000エージェント展開の基本構成パラメータ

Unified CCE Instance Explorer

ネットワーク VRUタイプ名前

CVP_Network_VRU標準HCS for CC

エージェントデスク設定の一覧（Agent Desk Settings List）

最大後処理時間ログアウト非アクティ

ビティ時間

応答なしの呼び出し時

間

名前

[7200]nullnullDefault_Agent_Desk_Settings

PG Explorer

ルーティングクライアント

名

PIMのタイプ周辺機器ゲートウェイ

CUCMPG1CUCMUnified Communication Manager
PG1

CUCMPG2CUCMUnified Communication Manager
PG2

CVPRC01および CVPRC02VRUUnified Voice Response (VRU) PG1

CVPRC03および CVPRC04VRUUnified Voice Response (VRU) PG2

Multichannel1MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 1

Outbound1MediaRouting

SocialMiner1MediaRouting

Multichannel2MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 2

Outbound2MediaRouting

SocialMiner2MediaRouting
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Network VRU Explorer

ルーティングクライ

アント名

ネットワーク VRU
ラベル

タイプ名前

CVPRC017777777777Type10CVP_Network_VRU

CVPRC027777777777

CVPRC037777777777

CVPRC047777777777

CUCMPG18881111000

CUCMPG28881111000

Outbound16661111000

Outbound26661111000

--タイプ 2MR_Network_VRU_Type2

ネットワーク VRUマッピング

•すべてのUnified CVPルーティングクライアントは、Type10のCVP_Network_VRUにマッ
ピングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

•すべてのメディアルーティングクライアントは、Type2のMR_Network_VRU_Type2に
マッピングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

ネットワーク VRUスクリプトの一覧

オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

__180GS、サーバー、VType 10 CVP VRUVXML_Server

オフオンHCS for
CC

__9,000GS、サーバー、
V、割り込み可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Interruptible

オフオフHCS for
CC

__9,000GS、

サーバー、V、割
り込み不可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Noninterruptible

オフオフHCS for
CC

なし180PM、-aType 10 CVP VRUAgentGreeting
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オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオンHCS for
CC

1-9180M、press

_1_thru_9

_greeting、A

Type 10 CVP VRUGreetingMenu

_1_to_9

オフオンHCS for
CC

1～ 3年180M、

press1-

press2-press3、A

Type 10 CVP VRUグリーティング

SubMenu

オフオンHCS for
CC

Y180PM、no

_greeting

_recorded、A

Type10 CVP VRUグリーティング

_Not_Found

オフオンHCS for
CC

Y180PM、-a、AType10 CVP VRUGreetingReview

オフオンHCS for
CC

Y180GS、サーバー、
V、FTP

Type 10 CVP VRUT10_GS_AUDIUM

オフオフHCS for
CC

-180CIMExternal

ApplicationScript

Type 2 MR VRUCIMExternal

ApplicationScript

アプリケーションインスタンスリスト

アプリケーション

キー

権限レベルアプリケーション

タイプ

名前アプリケーション

インスタンス

cisco123完全な読み取り/
書き込み

その他MultiChannelマルチチャネル

cisco123完全な読み取り/
書き込み

シスコ音声CCDMCCDM
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アプリケーションパス 4K

アプリケーションパスメンバー周辺機器ゲート

ウェイ

名前アプリケーション

インスタンス

メディアルー

ティングドメイ

ン

周辺機器CUCM_PG5000.UQ.DesktopUQ.Desktop

SocialMiner_TaskCUCM_PG_1

SocialMiner_TaskCUCM_PG_2

マルチチャネルのメディアクラス

•メディアクラスは、次の名前で作成されます。

Name : CIM_BC

Name : ECE_Email

Name : ECE_Outbound

Name : ECE_Chat

•タスクセクションには、各メディアクラスの次の詳細が含まれます。

Life : 300

Start Time out : 30

Max duration : 28800

メディアルーティングドメイン

キューの最大時間コールタイプごと

の最大数

キュー内コール数

（最大）

[割り込み可能
（Interruptible）]

--5000オフCisco_BC

--15000オンECE_Email

--5000オンECE_Outbound

--5000オフECE_Chat

---オフSocialMiner_Task

[コールタイプごとの最大数（Max Per Call Type）]および [キュー内の最大時間（Max Time in
Queue）]の値を要件に従って設定します。

（注）
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拡張コール変数の一覧（Expanded Call Variable List）

説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

サービスコールバックを発信者

に行うかどうかを決定します。

1FALSEFALSEuser.CourtesyCallbackEnabled

Unified CCEに要求を送信する
コールサーバーの IPアドレスを
送信するためにUnified CVPが使
用します。

15FALSEFALSEuser.cvp_server_info

すべてのアプリケーション固有

メディアファイルおよび文法

ファイルのディレクトリ。 ..は
ユーザーをバイパスします。

URLパスを記述する場合、
microapp.app_media_libおよび

user.microapp.localeは ECC変数
です。

210FALSEFALSEuser.microapp.app_media_lib

Get Speechから収集された ASR
入力用ストレージ領域。

Get Speechの結果は
ECC変数に書き込まれ
ます。Get Digitsまたは
Menuマイクロアプリ
ケーションの結果は

CEDに書き込まれま
す。

（注）

210FALSEFALSEuser.microapp.caller_input

現在のタイプ。6FALSEFALSEuser.microapp.currency

実行スクリプトの結果が、False
の場合、Unified CVPからUnified
CCEに返されたエラーステータ
スコード。

2FALSEFALSEuser.microapp.error_code

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルからの情報を返しま

す。スカラ変数ではなく配列型

変数として構成し、配列の長さ

を 4に設定する必要がありま
す。

60FALSEFALSEuser.microapp.FromExtVXML

Cisco Hosted Collaboration Solution for Contact Center構成ガイド、リリース 11.6(1)
562

付録

拡張コール変数の一覧（Expanded Call Variable List）



説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

許可された入力タイプを指定し

ます。有効なコンテンツは、D
（DTMF）とB（DTMFと音声の
両方）です。Bがデフォルトで
す。ASRを使用していない場合
は、この変数を Dに設定しま
す。ASRを使用している場合
は、この変数を Dまたは Bに設
定できます。

1FALSEFALSEuser.microapp.input_type

使用する文法とプロンプトセッ

トを定義する言語と国の組み合

わせ。

5FALSEFALSEuser.microapp.locale

メニュー（M）、Get Data
（GD）、および Get Speech
（GS）マイクロアプリケーショ
ンに続いて、Unified CVPはその
マイクロアプリケーションの実

行に関する情報を返します。

62FALSEFALSEuser.microapp.metadata

Play Dataマイクロアプリケー
ションのデータ用のデフォルト

ストレージ領域。

40FALSEFALSEuser.microapp.play_data

各桁、月、デフォルトのエラー

メッセージなど、すべてのシス

テムメディアファイルのディレ

クトリ。

10FALSEFALSEuser.microapp.sys_media_lib

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルに情報を送信します。

スカラ変数ではなく配列型変数

として構成し、配列の長さを 4
に設定する必要があります。

60FALSEFALSEuser.microapp.ToExtVXML

外部 VoiceXMLに情報を渡す方
法を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.UseVXMLParams

エージェントが電話を切った後

に、ポストコール調査を発信者

に提供するかどうかを決定する

ために使用されます。

1FALSEFALSEuser.microapp.isPostCallSurvey
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

すべてのタイプのWIMおよび
EIMアクティビティに必要で
す。

30FALSEFALSEuser.ece.activity.id

チャット、、コールバック、お

よびコールバックの遅延アク

ティビティに必要です。

30FALSEFALSEuser.ece.customer.name

Unified CCEサービスへのコール
を識別する番号（オプションで

H.323サービス）。

36FALSEFALSEuser.media.id

発信者が Get Speechマイクロア
プリケーションに入力できる

ASR選択肢を指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.grammar_choices

インライン音声合成（TTS）の
テキストを指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.inline_tts

スクリプトで使用されるすべて

のメディアファイルおよび外部

文法ファイルのURLのルート。

60FALSEFALSEuser.microapp.media_server

発信転送で CLIフィールドを上
書きするためにシステムが使用

します。

200FALSEFALSEuser.microapp.override_cli

Unifies Text To Speechまたはメ
ディアファイルを発信者に対し

て再生する必要があるかどうか

を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.pd_tts

システム情報

•拡張コールコンテキスト：有効化

•最小相関番号：1001

•最大相関番号：9999

•スクリプトバージョンの保持：5

エージェントターゲティングルール

属性

AgentExtension2AgentExtension1名前
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属性

CUCM_PG_2CUCM_PG_1周辺機器

エージェントの内線番号エージェントの内線番号ルールタイプエージェントの

内線番号

すべてのルーティングクライ

アント

すべてのルーティングクライ

アント

ルーティングクライアント

000〜 999000〜 999内線番号の範囲

0000〜 99990000〜 9999

00000〜 9999900000〜 99999

000000〜 999999000000〜 999999

0000000〜 99999990000000〜 9999999

00000000〜 9999999900000000〜 99999999

000000000〜 999999999000000000〜 999999999

0000000000〜 99999999990000000000〜 9999999999

アウトバウンドダイヤラ

周辺機器名ダイヤラ名

CUCM_PG_1周辺機器

SIP_DIALERダイヤラ名

はい有効

CUCM_PG_1ICM周辺機器名

1秒ハングアップ遅延（1～ 10）

10ポートスロットル

12000エージェント展開の基本構成パラメータ

Unified CCE Instance Explorer

ネットワーク VRUタイプ名前

CVP_Network_VRU標準HCS for CC
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エージェントデスク設定の一覧（Agent Desk Settings List）

最大後処理時間ログアウト非アクティ

ビティ時間

応答なしの呼び出し時

間

名前

[7200]nullnullDefault_Agent_Desk_Settings

PG Explorer

ルーティングクライアント名PIMのタイプ周辺機器ゲートウェイ

CUCMPG1CUCMUnified CommunicationManager
PG1

CUCMPG2CUCMUnified CommunicationManager
PG2

CUCMPG3CUCMUnified CommunicationManager
PG3

CUCMPG4CUCMUnified CommunicationManager
PG4

CUCMPG5CUCMUnified CommunicationManager
PG5

CUCMPG6CUCMUnified CommunicationManager
PG6

CVPRC01および CVPRC02VRUUnified Voice Response (VRU)
PG1

CVPRC03および CVPRC04VRUUnified Voice Response (VRU)
PG2

CVPRC05および CVPRC06VRUUnified Voice Response (VRU)
PG3

CVPRC07および CVPRC08VRUUnified Voice Response (VRU)
PG4

CVPRC09および CVPRC10VRUUnified Voice Response (VRU)
PG5

CVPRC11および CVPRC12VRUUnified Voice Response (VRU)
PG6

Multichannel1MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 1

Outbound1MediaRouting

SocialMiner1MediaRouting
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ルーティングクライアント名PIMのタイプ周辺機器ゲートウェイ

Multichannel2MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 2

Outbound2MediaRouting

SocialMiner2MediaRouting

Multichannel3MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 3

Outbound3MediaRouting

SocialMiner3MediaRouting

Multichannel4MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 4

Outbound4MediaRouting

SocialMiner4MediaRouting

Multichannel5MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 5

Outbound5MediaRouting

SocialMiner5MediaRouting

Multichannel6MediaRoutingMedia Routing (MR) PG 6

Outbound6MediaRouting

SocialMiner6MediaRouting

Network VRU Explorer

ルーティングクラ

イアント名

ネットワーク VRU
ラベル

タイプ名前

CVPRC01、
CVPRC02 ...
CVPRC12

7777777777タイプ 10CVPネットワーク
VRU

CUCMPG1、
CUCMPG2 ...
CUCMPG6

8881111000

Outbound1、
Outbound2 ...
Outbound6

6661111000

--タイプ 2MR_Network_VRU_Type2
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ネットワーク VRUマッピング

•すべてのUnified CVPルーティングクライアントは、Type10のCVP_Network_VRUにマッ
ピングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

•すべてのメディアルーティングクライアントは、Type2のMR_Network_VRU_Type2に
マッピングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

ネットワーク VRUスクリプトの一覧

オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

__180GS、サーバー、VType 10 CVP VRUVXML_Server

オフオンHCS for
CC

__9,000GS、サーバー、
V、割り込み可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Interruptible

オフオフHCS for
CC

__9,000GS、

サーバー、V、割
り込み不可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Noninterruptible

オフオフHCS for
CC

なし180PM、-aType 10 CVP VRUAgentGreeting

オフオンHCS for
CC

1-9180M、press

_1_thru_9

_greeting、A

Type 10 CVP VRUGreetingMenu

_1_to_9

オフオンHCS for
CC

1～ 3年180M、

press1-

press2-press3、A

Type 10 CVP VRUグリーティング

SubMenu

オフオンHCS for
CC

Y180PM、no

_greeting

_recorded、A

Type10 CVP VRUグリーティング

_Not_Found

オフオンHCS for
CC

Y180PM、-a、AType10 CVP VRUGreetingReview

オフオンHCS for
CC

Y180GS、サーバー、
V、FTP

Type 10 CVP VRUT10_GS_AUDIUM
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オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

-180CIMExternal

ApplicationScript

Type 2 MR VRUCIMExternal

ApplicationScript

アプリケーションインスタンスリスト

アプリケーション

キー

権限レベルアプリケーション

タイプ

名前アプリケーション

インスタンス

cisco123完全な読み取り/
書き込み

その他MultiChannelマルチチャネル

cisco123完全な読み取り/
書き込み

シスコ音声CCDMCCDM

アプリケーションパス 12K

アプリケーションパスメンバー周辺機器ゲート

ウェイ

名前アプリケーション

インスタンス

メディアルー

ティングドメイ

ン

周辺機器CUCM_PG5000.UQ.DesktopUQ.Desktop

SocialMiner_TaskCUCM_PG_1

SocialMiner_TaskCUCM_PG_2

SocialMiner_TaskCUCM_PG_3

SocialMiner_TaskCUCM_PG_4

SocialMiner_TaskCUCM_PG_5

SocialMiner_TaskCUCM_PG_6

マルチチャネルのメディアクラス

•メディアクラスは、次の名前で作成されます。

Name : CIM_BC

Name : ECE_Email

Name : ECE_Outbound
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Name : ECE_Chat

•タスクセクションには、各メディアクラスの次の詳細が含まれます。

Life : 300

Start Time out : 30

Max duration : 28800

メディアルーティングドメイン

キューの最大時間コールタイプごと

の最大数

キュー内コール数

（最大）

[割り込み可能
（Interruptible）]

--5000オフCisco_BC

--15000オンECE_Email

--5000オンECE_Outbound

--5000オフECE_Chat

---オフSocialMiner_Task

[コールタイプごとの最大数（Max Per Call Type）]および [キュー内の最大時間（Max Time in
Queue）]の値を要件に従って設定します。

（注）

拡張コール変数の一覧（Expanded Call Variable List）

説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

サービスコールバックを発信者

に行うかどうかを決定します。

1FALSEFALSEuser.CourtesyCallbackEnabled

Unified CCEに要求を送信する
コールサーバーの IPアドレスを
送信するためにUnified CVPが使
用します。

15FALSEFALSEuser.cvp_server_info
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

すべてのアプリケーション固有

メディアファイルおよび文法

ファイルのディレクトリ。 ..は
ユーザーをバイパスします。

URLパスを記述する場合、
microapp.app_media_libおよび

user.microapp.localeは ECC変数
です。

210FALSEFALSEuser.microapp.app_media_lib

Get Speechから収集された ASR
入力用ストレージ領域。

Get Speechの結果は
ECC変数に書き込まれ
ます。Get Digitsまたは
Menuマイクロアプリ
ケーションの結果は

CEDに書き込まれま
す。

（注）

210FALSEFALSEuser.microapp.caller_input

現在のタイプ。6FALSEFALSEuser.microapp.currency

実行スクリプトの結果が、False
の場合、Unified CVPからUnified
CCEに返されたエラーステータ
スコード。

2FALSEFALSEuser.microapp.error_code

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルからの情報を返しま

す。スカラ変数ではなく配列型

変数として構成し、配列の長さ

を 4に設定する必要がありま
す。

60FALSEFALSEuser.microapp.FromExtVXML

許可された入力タイプを指定し

ます。有効なコンテンツは、D
（DTMF）とB（DTMFと音声の
両方）です。Bがデフォルトで
す。ASRを使用していない場合
は、この変数を Dに設定しま
す。ASRを使用している場合
は、この変数を Dまたは Bに設
定できます。

1FALSEFALSEuser.microapp.input_type
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

使用する文法とプロンプトセッ

トを定義する言語と国の組み合

わせ。

5FALSEFALSEuser.microapp.locale

メニュー（M）、Get Data
（GD）、および Get Speech
（GS）マイクロアプリケーショ
ンに続いて、Unified CVPはその
マイクロアプリケーションの実

行に関する情報を返します。

62FALSEFALSEuser.microapp.metadata

Play Dataマイクロアプリケー
ションのデータ用のデフォルト

ストレージ領域。

40FALSEFALSEuser.microapp.play_data

各桁、月、デフォルトのエラー

メッセージなど、すべてのシス

テムメディアファイルのディレ

クトリ。

10FALSEFALSEuser.microapp.sys_media_lib

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルに情報を送信します。

スカラ変数ではなく配列型変数

として構成し、配列の長さを 4
に設定する必要があります。

60FALSEFALSEuser.microapp.ToExtVXML

外部 VoiceXMLに情報を渡す方
法を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.UseVXMLParams

エージェントが電話を切った後

に、ポストコール調査を発信者

に提供するかどうかを決定する

ために使用されます。

1FALSEFALSEuser.microapp.isPostCallSurvey

すべてのタイプのWIMおよび
EIMアクティビティに必要で
す。

30FALSEFALSEuser.ece.activity.id

チャット、、コールバック、お

よびコールバックの遅延アク

ティビティに必要です。

30FALSEFALSEuser.ece.customer.name

Unified CCEサービスへのコール
を識別する番号（オプションで

H.323サービス）。

36FALSEFALSEuser.media.id
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

発信者が Get Speechマイクロア
プリケーションに入力できる

ASR選択肢を指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.grammar_choices

インライン音声合成（TTS）の
テキストを指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.inline_tts

スクリプトで使用されるすべて

のメディアファイルおよび外部

文法ファイルのURLのルート。

60FALSEFALSEuser.microapp.media_server

発信転送で CLIフィールドを上
書きするためにシステムが使用

します。

200FALSEFALSEuser.microapp.override_cli

Unifies Text To Speechまたはメ
ディアファイルを発信者に対し

て再生する必要があるかどうか

を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.pd_tts

システム情報

•拡張コールコンテキスト：有効化

•最小相関番号：1001

•最大相関番号：9999

•スクリプトバージョンの保持：5

エージェントターゲティングルール

属性

AgentExtension1、AgentExtension2 …
AgentExtension6

Name

CUCM_PG_1、CUCM_PG_2 … CUCM_PG_6周辺機器

エージェントの内線番号ルールタイプエージェントの内線番号

すべてのルーティングクライアントルーティングクライアント
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属性

000〜 999

0000〜 9999

00000〜 99999

000000〜 999999

0000000〜 9999999

00000000〜 99999999

000000000〜 999999999

0000000000〜 9999999999

内線番号の範囲

アウトバウンドダイヤラ

周辺機器名ダイヤラ名

CUCM_PG_1周辺機器

SIP_DIALERダイヤラ名

はい有効

CUCM_PG_1ICM周辺機器名

1秒ハングアップ遅延（1～ 10）

10ポートスロットル

Small Contact Centerエージェント展開用基本構成パラメータ

Unified CCE Instance Explorer

ネットワーク VRUタイプ名前

CVP_Network_VRU標準HCS for CC

エージェントデスク設定の一覧（Agent Desk Settings List）

最大後処理時間ログアウト非アクティ

ビティ時間

応答なしの呼び出し時

間

名前

[7200]nullnullDefault_Agent_Desk_Settings
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PG Explorer

ルーティングクライアント名PIMのタイプ周辺機器ゲートウェイ

CUCMPG1CUCMUnified Communication Manager
PG1

CVPRC01VRUUnified Voice Response (VRU)
PG CVPRC02VRU

CVPRC03VRU

CVPRC04VRU

Network VRU Explorer

ルーティングクラ

イアント名

ネットワーク VRU
ラベル

タイプ名前

CVPRC017777777777タイプ 10CVPネットワーク
VRU CVPRC027777777777

CVPRC037777777777

CVPRC047777777777

CUCMPG18881111000

--タイプ 2MR_Network_VRU

ネットワーク VRUマッピング

すべての Unified CVPルーティングクライアントは、Type10の CVP_Network_VRUにマッピ
ングされます。これは、PG Explorerの [詳細（Advanced）]タブに表示されます。

ネットワーク VRUスクリプトの一覧

オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

__180GS、サーバー、VType 10 CVP VRUVXML_Server

オフオンHCS for
CC

__9,000GS、サーバー、
V、割り込み可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Interruptible

オフオフHCS for
CC

__9,000GS、

サーバー、V、割
り込み不可

Type 10 CVP VRUVXML_Server_
Noninterruptible
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オーバーラ

イド

割り込み

可能

カスタ

マー

構成

パラメータ

時刻

out

（秒）

VRUスクリプト名ネットワーク VRU名前

オフオフHCS for
CC

なし180PM、-aType 10 CVP VRUAgentGreeting

オフオンHCS for
CC

1-9180M、press

_1_thru_9

_greeting、A

Type 10 CVP VRUGreetingMenu

_1_to_9

オフオンHCS for
CC

1～ 3年180M、

press1-

press2-press3、A

Type 10 CVP VRUグリーティング

SubMenu

オフオンHCS for
CC

Y180PM、no

_greeting

_recorded、A

Type10 CVP VRUグリーティング

_Not_Found

オフオンHCS for
CC

Y180PM、-a、AType10 CVP VRUGreetingReview

オフオンHCS for
CC

Y180GS、サーバー、
V、FTP

Type 10 CVP VRUT10_GS_AUDIUM

オフオフHCS for
CC

-180CIMExternal

ApplicationScript

Type 2 MR VRUCIMExternal

ApplicationScript

アプリケーションインスタンスリスト

アプリケーション

キー

権限レベルアプリケーション

タイプ

名前アプリケーション

インスタンス

cisco123完全な読み取り/
書き込み

その他MultiChannelマルチチャネル

cisco123完全な読み取り/
書き込み

シスコ音声CCDMCCDM
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アプリケーションパス

アプリケーションパスメンバー周辺機器ゲート

ウェイ

名前アプリケーション

インスタンス

メディアルー

ティングドメイ

ン

周辺機器CUCM_PG5000.UQ.DesktopUQ.Desktop

SocialMiner_TaskCUCM_PG_1

マルチチャネルのメディアクラス

•メディアクラスは、次の名前で作成されます。

Name : CIM_BC

Name : ECE_Email

Name : ECE_Outbound

Name : ECE_Chat

•タスクセクションには、各メディアクラスの次の詳細が含まれます。

Life : 300

Start Time out : 30

Max duration : 28800

メディアルーティングドメイン

キューの最大時間コールタイプごと

の最大数

キュー内コール数

（最大）

[割り込み可能
（Interruptible）]

--5000オフCisco_BC

--15000オンECE_Email

--5000オンECE_Outbound

--5000オフECE_Chat

---オフSocialMiner_Task

[コールタイプごとの最大数（Max Per Call Type）]および [キュー内の最大時間（Max Time in
Queue）]の値を要件に従って設定します。

（注）
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拡張コール変数の一覧（Expanded Call Variable List）

説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

サービスコールバックを発信者

に行うかどうかを決定します。

1FALSEFALSEuser.CourtesyCallbackEnabled

Unified CCEに要求を送信する
コールサーバーの IPアドレスを
送信するためにUnified CVPが使
用します。

15FALSEFALSEuser.cvp_server_info

すべてのアプリケーション固有

メディアファイルおよび文法

ファイルのディレクトリ。 ..は
ユーザーをバイパスします。

URLパスを記述する場合、
microapp.app_media_libおよび

user.microapp.localeは ECC変数
です。

210FALSEFALSEuser.microapp.app_media_lib

Get Speechから収集された ASR
入力用ストレージ領域。

Get Speechの結果は
ECC変数に書き込まれ
ます。Get Digitsまたは
Menuマイクロアプリ
ケーションの結果は

CEDに書き込まれま
す。

（注）

210FALSEFALSEuser.microapp.caller_input

現在のタイプ。6FALSEFALSEuser.microapp.currency

実行スクリプトの結果が、False
の場合、Unified CVPからUnified
CCEに返されたエラーステータ
スコード。

2FALSEFALSEuser.microapp.error_code

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルからの情報を返しま

す。スカラ変数ではなく配列型

変数として構成し、配列の長さ

を 4に設定する必要がありま
す。

60FALSEFALSEuser.microapp.FromExtVXML
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

許可された入力タイプを指定し

ます。有効なコンテンツは、D
（DTMF）とB（DTMFと音声の
両方）です。Bがデフォルトで
す。ASRを使用していない場合
は、この変数を Dに設定しま
す。ASRを使用している場合
は、この変数を Dまたは Bに設
定できます。

1FALSEFALSEuser.microapp.input_type

使用する文法とプロンプトセッ

トを定義する言語と国の組み合

わせ。

5FALSEFALSEuser.microapp.locale

メニュー（M）、Get Data
（GD）、および Get Speech
（GS）マイクロアプリケーショ
ンに続いて、Unified CVPはその
マイクロアプリケーションの実

行に関する情報を返します。

62FALSEFALSEuser.microapp.metadata

Play Dataマイクロアプリケー
ションのデータ用のデフォルト

ストレージ領域。

40FALSEFALSEuser.microapp.play_data

各桁、月、デフォルトのエラー

メッセージなど、すべてのシス

テムメディアファイルのディレ

クトリ。

10FALSEFALSEuser.microapp.sys_media_lib

この変数配列は、外部VoiceXML
ファイルに情報を送信します。

スカラ変数ではなく配列型変数

として構成し、配列の長さを 4
に設定する必要があります。

60FALSEFALSEuser.microapp.ToExtVXML

外部 VoiceXMLに情報を渡す方
法を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.UseVXMLParams

エージェントが電話を切った後

に、ポストコール調査を発信者

に提供するかどうかを決定する

ために使用されます。

1FALSEFALSEuser.microapp.isPostCallSurvey
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説明最大長

（Maximum
Length）

永続有効名前

すべてのタイプのWIMおよび
EIMアクティビティに必要で
す。

30FALSEFALSEuser.ece.activity.id

チャット、、コールバック、お

よびコールバックの遅延アク

ティビティに必要です。

30FALSEFALSEuser.ece.customer.name

Unified CCEサービスへのコール
を識別する番号（オプションで

H.323サービス）。

36FALSEFALSEuser.media.id

発信者が Get Speechマイクロア
プリケーションに入力できる

ASR選択肢を指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.grammar_choices

インライン音声合成（TTS）の
テキストを指定します。

210FALSEFALSEuser.microapp.inline_tts

スクリプトで使用されるすべて

のメディアファイルおよび外部

文法ファイルのURLのルート。

60FALSEFALSEuser.microapp.media_server

発信転送で CLIフィールドを上
書きするためにシステムが使用

します。

200FALSEFALSEuser.microapp.override_cli

Unifies Text To Speechまたはメ
ディアファイルを発信者に対し

て再生する必要があるかどうか

を指定します。

1FALSEFALSEuser.microapp.pd_tts

システム情報

•拡張コールコンテキスト：有効化

•最小相関番号：1001

•最大相関番号：9999

•スクリプトバージョンの保持：5

エージェントターゲティングルール

属性

AgentExtensions名前
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属性

CUCM_PG_1周辺機器

エージェントの内線番号ルールタイプ

すべてのルーティングクライアントルーティングクライアント

000〜 999

0000〜 9999

00000〜 99999

000000〜 999999

0000000〜 9999999

00000000〜 99999999

000000000〜 999999999

0000000000〜 9999999999

内線番号の範囲

Unified Communication Managerの IOPS値
Unified Communication Managerの IOPS値は BHCA値に基づいています。これらの値は、次の
シナリオで異なる場合があります。

•営業時間中のソフトウェアアップグレードでは、定常状態の IOPSに加えて 800〜 1200
IOPSが生成されます。

• CDR分析およびレポーティング（CAR）を使用した CDR/CMR：

• CDR/CMRを外部課金情報サーバーに送信するUnified Communications Managerでは、
追加の IOPSは発生しません。

• CARの継続的負荷の結果、システム上で平均約 300 IOPSが発生します。

•スケジュールされたアップロードは、Publisher VMの場合のみ約 250 IOPSとなりま
す。

•トレース収集は100IOPSです（トレースが有効になっているすべてのVMで発生します）。

•夜間バックアップ（通常は Publisher VMのみ）は 50 IOPSです。

ISOファイルのマウントおよびアンマウント
データストアに ISOイメージをアップロードします。

1. vSphereクライアントでホストを選択し、[構成（Configuration）]をクリックします。次
に、左側のパネルで [ストレージ（Storage）]をクリックします。
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2. ISOファイルを保持するデータストアを選択します。

3. 右クリックして、[データストアを参照（Browse datastore）]を選択します。

4. [アップロード（Upload）]アイコンをクリックし、[ファイルのアップロード（Upload file）]
を選択します。

5. ISOファイルを保存したローカルドライブの場所を参照し、ISOをデータストアにアップ
ロードします。

ISOイメージをマウントします。

1. vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2. [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を
選択します。

3. [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect
at Power On）]をオンにします。

4. [データストア ISOファイル（Datastore ISO File）]オプションボタンをクリックし、[参
照（Browse）]をクリックします。

5. ファイルをアップロードするデータストアに移動します。

6. ISOファイルを選択し、[OK]をクリックします。

ISOイメージをアンマウントします。

1. vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2. [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を
選択します。

3. [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at
Power On）]をオフにします。

カスタマーサイトで NTPおよび時刻構成を設定
カスタマーサイドのドメインコントローラは、NTPサーバーを使用して構成する必要がありま
す。２台の ESXi hostサーバーは、ドメインコントローラとして同じNTPサーバーを指す必要
があります。さらに、ESXiサーバーの時間構成を確認する必要があります。

手順

ステップ 1 NTPサーバーをドメインコントローラに追加するには、以下の手順を実行します。
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a) Windows Serverで信頼できるタイムサーバーを構成する方法に関するMicrosoftの指示を見
つけます。

パブリック NTPサーバがない場合は、インターネット上で利用可能です。

b) 追加する NTPサーバーの IPアドレスまたはドメイン名を書き留めます。

ステップ 2 ESXiコアサーバーがドメインコントローラの NTPサーバーを指すようにするには、以下の手
順を実行します。

a) コアサーバーごとに、[構成（Configuration）]タブをクリックします。

b) [時間構成（Time Configuration）] > [プロパティ...（Properties...）] > [オプション
（Options）]の順に選択します。

[一般（General）]と [NTP設定（NTP Settings）]の 2つのセクションがあるパネルが開き
ます。

c) [NTP設定（NTP Settings）]をクリックします。次に、[追加（Add）]をクリックします。

d) プライマリドメインコントローラの IPアドレスを入力します。[OK]をクリックします。
[再起動（Restart）]をクリックします。

ステップ 3 NTPサーバーのスタートアップポリシーを構成するには、以下の手順を実行します。

a) [時間構成（Time Configuration）]に移動します。[プロパティ（Properties）]を選択しま
す。

b) [NTPクライアントの有効化（NTP Client Enabled）]をオンにします。
c) [オプション（Options）]をクリックします。
d) [スタート（Start）]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 4 ホストサーバーの時間設定を確認するには、以下の手順を実行します。

a) [構成（Configuration）]タブをクリックします。
b) [ソフトウェア（Software）]パネルで、 [時間構成（Time Configuration）]を選択します。
ここには、日時と NTPサーバーが表示されます。

ステップ 5 日付と時刻が正しくない場合は調整します。

a) [プロパティ...（Properties...）]をクリックします。
[時間構成（Time Configuration）]ダイアログボックスが開きます。

b) [Time]および [Date]フィールドを変更します。次に [OK]をクリックします。

CCDMロギングとMaxSizeRollBackups
このセクションでは、CCDMロギングとMaxSizeRollBackupsについて説明します。

•ロギング（584ページ）
• MaxSizeRollBackups （584ページ）
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ロギング

Unified CCDMは、システムの各コンポーネントに広範なロギングフレームワークを提供し、
問題発生時のトラブルシューティングを支援します。

ロギングトレースレベルは、個別のコンポーネントごとにレジストリに保存され、次の4つの
値のいずれかに設定できます。

説明名前ログレベル

これはロギングの最低レベルです。アプリケーションで発生

した例外に関連する情報のみを記録します。

エラー0

警告は、エラーレベルのロギングと、潜在的なシステムの問

題に対する警告を発します。

警告1

情報はデフォルトのロギングレベルです。エラーおよび警告

だけでなく、標準の診断情報も提供します。

情報2

デバッグは、最高レベルのロギングです。実行されるすべて

の操作の詳細情報を提供します。デバッグロギングはパフォー

マンスに悪影響を与えるため、使用は最小限に抑える必要が

あります。

デバッグ3

CCDMサーバーで Unified System CLIしてロギングレベルを設定

CCDMサーバーで Unified System CLIを使用してロギングレベルを構成するには、以下の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [ドメインマネージャ（Domain
Manager）] > [Unified System CLI]の順に選択します。

ステップ 2 wsmadminユーザーのユーザー名（wsmadmin）とパスワードを入力します。

ステップ 3 オプションでインスタンス名を入力し、Enterをクリックします。

ステップ 4 デバッグレベルを入力します（例：debug level 0）。

値は、上記の表に示す任意のロギングレベルです。（注）

MaxSizeRollBackups
MaxSizeRollBackups設定は、ログファイルを削除して新しいログファイルを作成する前に保存
する1日あたりのログファイル数を定義します。この機能は、大量の例外が短時間でディスク
をいっぱいにしないように保護します。
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MaxSizeRollBackupsパラメータは、アプリケーションサーバー、Web、データ、インポート
サーバーサービスの構成ファイルに存在します。パーティショニングサービス、プロビジョニ

ングサービス

Jabber for Windowsのインストールと構成
• Jabberクライアントのインストールと構成（585ページ）
• UCDMを使用した Jabberの構成（585ページ）

Jabberクライアントのインストールと構成
このインストールプログラムを実行すると、クライアントの単一インスタンスがインストール

され、[手動設定とサインイン（Manual setup and sign-in）]ウィンドウで接続設定を指定でき
ます。

手順

ステップ 1 CiscoJabberSetup.msiを起動します。
インストールプログラムにより、インストールプロセスのウィンドウが開きます。

ステップ 2 [承認してインストール（Accept and Install）]を選択して、インストールを開始します。

ステップ 3 [Cisco Jabberを起動（Launch Cisco Jabber）]をオンにし、[完了（Finish）]を選択します。

ステップ 4 [手動設定とサインイン（Manual setup and sign-in）]を選択します。

ステップ 5 [アカウントタイプの選択（Select your Account Type）]ウィンドウで、[Cisco Communication
Manager（電話機能のみ）（Cisco Communication Manager (Phone capabilities only)）]をオン
にします。

ステップ 6 ログインサーバーで、次のサーバーを選択し、FTPサーバー、CTIサーバー、Cisco Unified
Communications Managerサーバーの詳細を入力します。[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 ユーザー名（jabber電話のCisco Unified Communications Managerで作成されたエンドユーザー）
とパスワードを入力し、サインインします。

UCDMを使用した Jabberの構成

エンドユーザーの追加

手順

ステップ 1 プロバイダー/カスタマー管理者としてログインします。
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ステップ 2 [ロケーション管理（Location Administration）] > [エンドユーザー（End Users）]の順に選択
します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから [ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザー名（Username）]、[パスワード（Password）]、[姓（Lastname）]を入力したら、ド
ロップダウンリストで、[ロール（Role）]を選択します。

ステップ 6 フォームの残りの部分で、ユーザー詳細を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 ユーザーの電話の PINを入力します。

ステップ 8 [機能グループ（Feature Group）]を選択します。

ステップ 9 [アクセスプロファイル（Access Profile）]、[セキュリティプロファイル（Security Profile）]、
および [機能表示ポリシー（Feature Display Policy）]を選択します。

ステップ 10 [追加（Add）]をクリックします。

シングルサインオンアカウントへのエージェントおよ

びスーパーバイザの移行
既存展開で SSOを有効にする場合は、SSO状態をハイブリッドに設定して、SSOユーザーと
非SSOユーザーの混在をサポートできます。ハイブリッドモードでは、SSOに対してエージェ
ントとスーパーバイザを選択的に有効にできます。これにより、段階的にシステムを SSOに
移行できます。

Unified CCE Administration Bulk Jobsツールの SSO移行コンテンツファイルを使用して、エー
ジェントおよびスーパーバイザのグループを SSOアカウントに移行するには、このセクショ
ンの手順を使用します。Administration Bulk Jobsツールを使用して、SSOアカウントに移行さ
れていないエージェントとスーパーバイザのレコードを含むコンテンツファイルをダウンロー

ドします。ローカルでコンテンツファイルを変更して、既存のエージェントとスーパーバイザ

の SSOユーザー名を指定します。Administration Bulk Jobsツールを再度使用して、コンテンツ
ファイルをアップロードし、エージェントとスーパーバイザのユーザー名を更新します。また

SSOに対してユーザーも自動的に有効化されます。

コンテンツファイルは、SSOアカウントに移行されていない初めの12000エージェントおよび
スーパーバイザを返します。一括ジョブを実行してそのレコードグループからユーザを更新し

た後は、SSO移行コンテンツファイルを再度ダウンロードして、追加のエージェントおよび
スーパーバイザのレコードを更新できます。

ユーザを移行しない場合は、そのユーザの行を削除します。

エージェントまたはスーパーバイザログインのSSOを設定する方法については、「CiscoIdentity
Serviceの設定（315ページ）」を参照してください。
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Finesseエージェントがログインしている間にログイン名を変更すると、エージェントは応答し
たり電話をかけたりすることができなくなります。この状況では、エージェントを引き続き

[ready]および [not_ready]状態の間で切り替えることができます。これは、SSOが有効か無効
かに関係なく、すべてのアクティブエージェントに影響します。ログイン名を変更する必要が

ある場合は、対応するエージェントがログアウトしてから行ってください。エージェントがロ

グインしているときは、SSOの移行（ハイブリッドまたはグローバルオンのいずれかによって
非 SSOエージェントを SSO対応に移行すること）は行わないでください。

重要

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[管理（Manage）] > [一括ジョブ（Bulk Jobs）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 SSO移行一括ジョブコンテンツファイルをダウンロードします。

a) [テンプレート（Templates）]をクリックします。

[テンプレートのダウンロード（Download Templates）]ポップアップウィンドウが開きま
す。

b) SSO移行テンプレートの [ダウンロード（Download）]アイコンをクリックします。

c) [テンプレートのダウンロード（Download Templates）]ポップアップウィンドウを閉じる
には、[OK]をクリックします。

ステップ 3 SSO移行コンテンツファイルに SSOユーザー名を入力します。

a) Microsoft Excelでテンプレートを開きます。SSOアカウントに移行するエージェントおよ
びスーパーバイザの [newUserName]フィールドを更新します。

SSO移行の一括ジョブのコンテンツファイルには、次のフィールドが含まれます。

説明必須かどう

か

フィールド

ユーザの非 SSOのユーザ名。はいuserName

ユーザの名。いいえfirstName

ユーザの姓。いいえlastName

ユーザの新しい SSOのユーザ名。255文字以下の ASCII
文字で入力します。

ユーザに SSOを有効にするが、現在のユーザ名を保持す
る場合は、[newUserName]を空白のままにするか、また
は [userName]の値を [newUserName]にコピーします。

いいえnewUserName

b) 入力したファイルをローカルに保存します。
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ステップ 4 データベースのユーザー名を更新する一括ジョブを作成します。

a) [新規（New）]をクリックして、[新規一括ジョブ（New Bulk Job）]ウィンドウを開きま
す。

b) 任意でジョブの説明を入力します。
c) [コンテンツファイル（Content File）]フィールドで、入力した SSO移行コンテンツファ
イルを参照します。

一括ジョブが作成される前に [コンテンツファイル（Content File）] が検証されます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

新しい一括ジョブが一括ジョブのリストに表示されます。必要に応じて、一括ジョブをク

リックして、一括ジョブの詳細とステータスを確認します。一括ジョブのログファイルを

ダウンロードすることもできます。

一括ジョブが完了すると、エージェントとスーパーバイザのSSOが有効になり、ユーザー
名が更新されます。個々のユーザーのレコードを開くと、変更を確認できます。

ステップ 5 必要に応じてこの手順を繰り返し、追加のエージェントとスーパーバイザーを SSOユーザー
名に移行します。

次のタスク

展開内のすべてのエージェントとスーパーバイザが SSOアカウントに移行されたら、展開内
で SSOをグローバルに有効にできます。

シングルサインオンの全体的な無効化
SSOまたはハイブリッドモードからシングルサインオンを全体的に無効にする必要がある場合
は、以下の手順を実行します。

後でエージェントまたはスーパーバイザを SSO対応から非 SSOに移行する場合：

• SSO対応として作成された Cisco Unified Intelligence Centerスーパーバイザを非 SSOに変
更すると、次回のユーザー同期後に、新しい非 SSOユーザーアカウントがスーパーバイ
ザ用に作成されます。古い SSO対応のスーパーバイザアカウント（形式が
SSO\<loginname>）は、引き続き Cisco Unified Intelligence Centerに存在するので、削除す
る必要があります。スーパーバイザのレポーティングおよび権限を設定するには、Cisco
Unified Intelligence Center管理コンソールで、（Active Directoryのスーパーバイザ SAMア
カウントと一致する）新規かつ非SSPスーパーバイザのユーザーアカウントを再度構成す
る必要があります。

重要
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手順

ステップ 1 システムが、SSPモードの場合、Unified CCE Administrationシングルサインオンツールで、SSO
モードを [ハイブリッド（Hybrid）]に変更します。

ステップ 2 SSOのエージェントを無効にし、エージェントに新しいパスワードを割り当てます。この手順
により、エージェントは Finesseにサインインできます。

ステップ 3 SSOのスーパーバイザを無効にします。この手順によりスーパーバイザは、Unified CCE
Administrationにサインインして、エージェントの再スキルができるようになります。

ステップ 4 すべてのエージェントまたはスーパーバイザレコードを更新したら、SSOモードを非SSOモー
ドに変更します。
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